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第 27 回 日 本 寄生 忠 学 会 記事 特集 





日 本 奇 生 中学 会 


東京 都 品 川 区 上 大 崎 長者 丸 国立 予防 衛生 研究 所 内 





海草 の 純 筆 有 効 成分 と サン ト 
ニン で を 最も 効果 的 に 配 含 ヽ 
最高 度 の 記 虫 率 を 肢 揮 する …… 


多年 の 研究 と 最新 の 技術 が うん だ 駆虫 薬 マ ク 
ニン は 、 そ の 高い 刻 昌 率 が 多数 の 臨床 実験 
で 実証 され 、 そ の 上 副作用 が な く 、 の みや す 
い 貝 下 し と し て 好評 を えて いま す 。 

マク ニン 紀 は 、 夜 ね る まえ か 、 ま た は 朝 お き 
て すぐ の むだ け で 、 下 剤 を の まな く て も 、 確 
実に 回 虫 を と る と と が で きま す 。 








マク クミ 2 


団 休 用 お よび 学童 用 マク ニン S は 、 
ド 3P4 安全 で 、 高い 福 皮 率 を も ち 、 配布 に 
回 思 也 字 伊 利 な の で 集団 補 虫 に 最適 で す 。 


価格 も 特に 低廉 な の で 、 学校 、 工場 
会 文 等 で 非 営 な 好評 を えて いま す 。 








( 包 装 ) 3 錠 〈 大 人 一 人 分 ) 80 円 ・6 鋼 ]50 円 
団体 用 2 錠 X100 〈 大 入 100 入 分 〉 
学 痢 用 eee 30 0 錠 





犬 到 市 東 区 道修 町 衣 沢 薬品 東京 ・ 福 岡 ・ 札 幌 
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第 27 回 日 本 寄生 東 学 会 総会 


期 日 昭和 33 年 5 月 16, 17 日 
会 場 岐阜 市 公会堂 
会 長 森 下 哲 夫 ( 岐 阜 県 立 医大 教授 ) 
第 1 日 5 月 16 日 (午前 8 時 開会 ) 
演 説 ~-1<27 (午前 ), 71~ 87 (午後 ) 
示 説 28<70 (午前 ), 88~116 (午後 ) 
総 会 午後 1 時 
第 9 回 桂 田 賞 授賞 式 (時 団 法人 寄生 昌 病 学 奨励 会 ) 
吸虫 類 の 発育 更に 関す る 創始 的 研究 
受賞 者 小林 晴 次 郎 ( 京 府 医大 講師 ) 
「 肝 吸虫 の 発育 更に 関す る 研究 」 
中 川 幸 庵 
「 肺 吸虫 及び 肥大 吸虫 の 発育 史 に 関す る 研究 」 
第 5 回 小泉 賞 投 賞 式 (財団 法人 東京 寄生 串 予防 協会 ) 
受賞 者 山 下 次 郎 (北海 道 大 農学 部 教授 
「 包 虫 症 に 関す る 研究 」 
シン ポジ ウム ( 狂 虫 症 ) 
座長 江 H 季 雄 
イ , 森 下 哲夫 釧 虫 の 分 泌 , 排 浴 機 構 と 宿主 へ の 影響 
g,. 有 崎 達 狗 昌 キ ャ リヤ ー の 貧血 
ハ , 失 屋 千 一 多 是 症 の 病態 生理 (特に 鉄 代 謝 を 中 心 と し て ) 
=, 岩 田 繁 雄 狗 虫 症 と その 治療 
第 2 日 5 月 17 日 (午前 8 時 開会 ) 
演 説 ~ 117~143 (午前 ), 191~204 (午前 ) 
示 説 、144^190 (午後 ), 205~219 (午後 ) 
シン ポジ ウム (トリ コモ ナス 症 ) 





座長 森 下 攻 
ィ , 浅見 敬 三 トリ ュ モ ナス の 生理 と その 発症 機 序 へ の 結び つき 
、 | 13 入っ トリ ュ モ ナス の 動物 感染 実験 と その 意義 
ハ , 真 柄 正 直 トリ ュ モ ナス 症 の 臨床 
=, シャ バズ ( 代 読 ) トリ コモ ナス 症 に 関す る 最近 の 知見 


総会 に 於 ける 決議 事項 


1. 次 期 寄生 中 学会 総会 会 長 と し て 日 本 医科 大 学 赤木 勝雄 教授 を 決定 (開催 地 東京 ) 
2.. 新 評議 員 と し て 次 の 4 氏 を 追加 委嘱 す 








昭和 33 年 6 月 







(1958) 〕 





板 東 元 夫 (順天堂 医大 教授 ) 
北 村 精 一 (長崎 医大 教授 ) 
朱 屋 富 一 (鹿児島 大 教授 ) 
佐 藤 人 狼 郎 (鹿児島 大 教授 ) 


新 名 誉 会 員 と し て 板垣 四郎 博士 を 推薦 する 
寄生 虫 学 教室 を 未 設 置 の 大 学 に 対 し て 設置 方 を 各 大 学 及び 文部 省 当局 に 学会 と し て 申し 入れ る 。 
その 実行 委員 と し て 次 の 三 氏 を 推薦 する 
赤 木 勝 雄 博士 (委員 長 ), 小 宮 義孝 博士 . 森 下 意 博 士 
昭和 32 年 度 会 計 報 告 を 承認 


日 本 寄生 中 学会 規約 


第 1 条 本 会 は 日 本 寄生 虫 学会 と 称す る 。 
第 2 条 本 会 は 寄生 虫 及 び 寄 生 虫 病 に 関す る 学術 の 研究 進歩 を 図る を 目的 と する 。 
第 3 条 本 会 は 前 項 の 目的 を 達する 為 に 次 の 事業 を 行 5 。 


学術 総会 及び 支部 大 会 を 開催 する 。 
機関 雑誌 を 発行 する 。 


第 4 条 会 員 た らん と する も の は 現 会 員 の 紹介 に より 幹事 会 の 承諾 を 経て 入会 すもも る の と する 。 
第 5 条 本 会 に 次 の 役員 を お く 。 


会 長 1 名 評議 員 若 王 名 幹事 6 名 会 幹事 1 名 


第 6 条 会 長 は 本 会 の 事務 を 総理 する 。 幹事 は 会 長 を 補佐 し て 本 会 の 事務 を 処理 する 。 


評議 員 は 本 会 重要 の 件 を 審議 する 。 総会 幹事 は 総会 の 事務 に あたる 。 


第 7 条 会 長 は 評議 員 会 の 推薦 し た 者 に つき , 総会 の 議 を 経て 之 を 定め る 。 
第 8 条 評議 員 は 評議 員 会 の 推薦 し た 者 に つき , 総会 の 議 を 経て 之 を 定め る 。 
第 9 条 幹事 は 評議 員 の 互選 に よ ょ つて 定め る 。 総会 幹事 は 会 長 が 委嘱 する 。 
第 10 条 会 長 及び 総会 幹事 の 任期 は 1 ヵ年 と する 。 幹事 の 任期 は 2 ヵ年 と する 。 但し 重任 は 妨げ な 





い 。 


第 11 条 本 会 に は 名 誉 会 員 を 置く こと が 出来 る 。 名 誉 会 員 は 評議 員 会 の 議 を 経て 総会 に 於 て 推挙 す 


る 。 


第 12 条 本 会 は 総会 の 決議 を 経て 地方 支部 を 設け る 事 が 出来 る 。 


会 計 


第 13 条 本 会 の 会 費 は 1 ヵ年 金 1000 円 と する 。 

第 14 条 地方 部 会 は 部 会 費 を 別に 徴 履 する こと が 出来 る 。 そ の 額 は 各部 会 に 於 て 定め る 。 
第 15 条 会 員 若 し 引 続き 会 費 を 納入 し な い 時 に は 会 員 の 資格 を 和 失 ぅ 。 

第 16 条 名 准 会 員 は 会 費 を 免除 せら れる 。 

第 17 条 会 計 年 度 は 1 月 1 日 より 12 月 31 日 迄 と する 。 

第 18 条 本 規約 は 総会 の 決議 を 経 ざ れ ば 変更 する こと を 得 な い 。 





則 1. 本 会 の 事務 所 は 東京 都 品川 区 上 大 崎 長 者 丸 国立 予 防衛 生研 究 所 内 に お く 。 
2. 本 会 は 衛生 動物 学会 と 緊密 な 連 繋 を 保つ て 運営 する こと ヽ ゝ する 。 















































尼 


泊 光 


評 議 員 


庶務 委員 


日 本 医学 会 評議 員 小 
日 本 医学 会 連絡 員 石 
学術 用 語 審 議会 委員 小 


三 洗 四 


直 助 
勝 疫 
丹 
衣 治 
定 


並 呈 酷 騰 


【 寄 生 虫 学 雑 誌 ・ 第 7 巻 ・ 第 3 号 





人 竹 :: 
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和 33 年 度 名 誉 会 員 及 び 役 員 (ABC 順 ) 


安 藤 沈 小林 晴 治郎 
長野 寛治 中 川 幸 庵 
吉 田 貞 雄 板 垣 四 郎 
森下 夫 
小 宮 義夫 松 林 久吉 
佐 々 学 山下 区 郎 
赤木 勝雄 阿部 康男 
江 日 字 雄 種田 憲太郎 
猪木 正三 石 原 国 
一 色 於 慕 四 人 郎 右 崎 達 
岩 田 僅 雄 加 納 六 人 郎 
小宮 義孝 久米 潮 治 
松林 久吉 松村 王 雄 
 、 ま 勤 森下 - 若 夫 
大 競 伸 剛 部 洗 洋 
尾 時 佳 正 大 堆 正 満 
沢 田 利 貞 杉浦 三郎 
田 中 英 雄 谷 川 久治 
柳沢 利 喜雄 山 下 次 郎 
宮 義孝 
宮 孝 
本 部 : 安 維 岡 一 男 (会 計 ) 
北 支部 : 大 林 正 士 (北大 獣医 ) 
東 支部 : 本 部 兼任 
西 支 部 : 伏 見 純 一 ( 阪 大 微 研 ) 


南 支 部 : 





川島 健治 郎 ( 九 大 寄生 昌 ) 


柳沢 - 
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に 1 
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避 記 人 計 陸 豆 当 逐 功 革 吾 


F 四 男 鈴木 了 司 ( 編 集 )( 予 研 寄 生 虫 ) 
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総 会 演 題目 多 






5 月 16 日 凍 説 1 て 27 (8.00~12.00) 












































東洋 毛 様 線 虫 の 病害 性 と 駆虫 薬 ……・・…・ 伊藤 淳一 ・ 浅 利 譲 ・ 三 条 英 一 ・ 稲 泉 武 男 ( 新 大 ・ 医 動物 ) ……15 
自然 界 に 於 ける 犬 狗 虫 寄生 数 及び 体長 の 季節 的 変動 に 就 いて ……・…… 堂本 一 郎 ( 阪 市 大 ・ 小 田内 科 ) 15 
銘 虫 , 毛 様 線 虫 類 の 試験 管 培養 条件 に 関す る 研究 ・……・……・…… 自 坂 竜 臓 ( 伝 研 ・ 寄 生 昌 )…・・16 
鍋 虫 症 の 疫学 的 研究 , 特に 鍋 虫 の 発育 と 土壌 の 性 状 と の 関係 に 就 て ・……・ 三 原 刻 太 郎 ( 横 大 ・ 寄 生 豆 ) ……16 
種々 な 温度 に 於 ける 釣 仔 虫 の 組織 侵入 性 に 関す る 研究 (2) 土壌 相 に 於 ける 
有 4. み zozZ/ と 及び cg27226772 仔 虫 に つい て の 観察 oe お W と の る や の る の る る 9o を で ゃ る る 西村 猛 ( 後 研 ・ 寄 生 虫 )・・・17 
6. 多 昌 症 の 疫学 的 研究 2 鹿児島 県 純 農 部 落 こ に 於 ける 銘 虫 の 浸 郊 並び に 集団 
肛 虫 後 の 自 覚 消 宰 と 虫 体 残存 と の 関連 に つい て バ ババ トル バ ル じ 有 務 ー ド に 
人 の まあ 宇 さる 拓 あ 生れ 阿部 康男 ・ 堀 栄 太郎 ・ 新 門 密 ・ 未 永治 ( 鹿 大 ・ 二 病理 ) ‥…・17 
鍋 虫 妨 東 の コラ ゲ ナ ー ゼ に 就 い て 上 … バ ーー ゆ ルル バツ ノー ドド ドド ドド に ドゥ に ドド ピー 山崎 茂 ・ 河 野 恵 ( 群 大 ・ 衛 生 ) ・・・18 
アイ ッ ト ー プ 負荷 犬 多 虫 仔 の 追跡 実 験 ・・… バ ババ トー ドーー… 三 上 義昭 ( 鳥 大 ・ 石 原 内 科 )・・・18 
. 移 虫 の 感 経 路 一 時 人 体感 其 験 に つい て ①) ……… 平 川 勇 ・ 水 野 哲 夫 ・ 柳 沢 利 喜雄 ( 千 大 ・ 公 衛 ) ……・19 
10. 銘 虫 の 感染 経路 一 特に 人 体感 染 実験 に つい て (⑫② ーー ド ドド に に に に 
を よさ で で 永井 孝 ・ 驚 谷 健 次 ・ 水 野 哲夫 ・ 沖 山 鉄 三郎 ・ 柳 沢 利 喜雄 ( 千 大 ・ 公 衛 )・・・19 
11. 釣 虫 の 感染 経路 と 若菜 病 の 発症 機 序 普 びに 治療 に 関す る 研究 
(人 体 実験 に 依る 観察 続報 )……・…・……… 吉田 幸 雄 ・ 中 西 靖 郎 ・ 三 谷 和 合 ( 京 府 大 ・ 医 動物 ) ・‥・20 
12. 著 菜 症 の 発生 機 計 と その 治療 , 動物 実験 に よる サル バル サン 効果 
ーー ーー 中 西 靖 郎 ・ 三 谷 和 合 ( 京 府 大 ・ 医 動物 )…・・20 
13. 各種 駆虫 剤 の 生体 特に 肝 機 能 に 及ぼ す 影 響 に つい て SE 


必 065 ト も 5) ビ 


で 1 








(1) 魚 昌 剛 除 剤 ・・ 上 ーー ルト トー トル オー ルム ワレ り レ Q レ ヘ レニ ニ ーー ド に に に に に に に に に に 雇 津 冬 文 ( 阪 医 大 ・ 岩 田内 科 ) ・・・・21 
14. 鋼 虫 符 血 の 成因 に 関す る 研究 バト (ルス パピコ に ドド トド トド 猿田 栄助 ( 横 大 ・ 寄 生 昌 )…・・22 
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八 直島 に お ける 寄生 昌 感 藤 の 商学 有 研 究 … バ バド ーー ドド ーー 西田 紋 平 ( 伝 研 ・ 寄 生 昌 ) ‥・‥48 
原爆 被爆 児 の 審 生 昌 に つい て 朴 ーー ドド ドド ET 松田 鎮雄 (広島 市 ) 49 
ヅ ビ ニ 多 虫 , アメ リカ 銘 虫 , 毛 様 線 虫 , 線 虫 , 普 虫 及 び 鞭 虫 の 日 本 各地 に お ける 
商学 柚 の 一 面 に つい て ーー ドド ドド ドド 
9 あの 佐々 学 ・ 林 滋 生 ・ 佐 藤 孝 剖 ・ 白 坂 意 肝 ・ 三 浦 昭子 ( 伝 古 ・ 寄 生 虫 ) 田中 寛 ( 東 医 歯 大 ・ 公 衛 ) ・・…・49 
奄美 大 島 に お ける 腸管 寄生 虫 な ら び に 沖縄 に お ける 腸管 寄生 虫 お よび 
系 状 虫 症 に つい GCCLEEY で すす ミア ミミ ミミ ミミ ミド ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ます 佐藤 八郎 ・ 福島 英雄 ( 鹿 大 ・ 佐 藤内 科 ) ・・・50 
新 集 卵 法 に つい て (④………… 分 島 整 ・ 小 津 茂 到 ・ 会 田 員 次 郎 ・ 瓜 谷 竜 一 ・ 深 沢 紀 一 (埼玉 ・ 衛 研 )…・・50 
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集団 検便 に 理想 的 と 思考 され る 余 の モロ ファ ン 薄 抹 検 査 と 浮 渡 法 と の 比較 検査 


誠信 トー っ 加藤 勝 志 (名 市 大 ・ 医 動物 )‥・・ 
久 虫 予防 の 見 地 か ら 見 た 殿 尿 の 堆肥 人 節理 法 に つい て ・‥・…・…・ 谷川 久治 ・ 高 橋 安雄 ( 千 大 ・ 衛 生 ) 


CS。 と 界面 活性 剤 に ょ よ る 糞 池 内 顕 虫 卵 の 撲滅 に つい て トー トー トト し つつ つ 和 京 uu 


( 箇 報 ) バト トド く *・・ ee く くく 中 路 一 ・ 奥 村 和 内 ・ 大 村 益 一 (日 医大 ・ 赤 森内 科 )・…・ 


各種 化学 楽 品 に よる 銘 虫 卵 殺 滅 試験 (2) その 殿 尿 ま た は 殿 水 中 で の 効果 


寄生 虫 殺 卵 剤 の 研究 (4) イッチ オシ アナ イ 化合物 の 合成 , 中 間 物 質 , 配合 , 可 深 化 剤 


の さす の すき て か 6 の が わが る わあ 富 ef を すま 92 佐渡 正四 郎 (大 阪 ・ 衛 生 試 験 所 ) 
示 説 88~116 (14.30~15.30) 


煙 蒸 瓦 筋 の 土 中 寄生 虫 に 及ぼ す 影 響 …… 上 (ie ドー 横内 幸 造 ・ 北 晶 栄 太郎 ( 弘 大 ・ 病 理 ) 


東京 都内 電 々 会 社 職員 の 三 年 間 に 於 ける 狗 虫 感染 の 疫学 的 考察 ・………・ 春田 孝 正 ・ 谷 茂 ・ 


戦後 神戸 市 に 於 ける 検便 成績 より 見 た 寄生 虫 卵 の 推移 に 就 て の 


考案 ます すす ミミ ミミ すさ まま きま きまま 宮田 騙 徳 e 中 村 温 浦川 新 次 e 絹 家 きろ 子 (神戸 衛 研 )・・・ 


土壌 中 の 顕 虫 卵 検査 法 に 関す る 研究 (2) 使用 被 蓋 ガ ラス の 汚染 程度 と 虫 卵 捕 提 率 と 


の 関係 ・… バ ーー トト ・* く こく くく く ゃ くく ・ く くく 杉山 太 幹 ( 予 研 ・ 寄 生 昌 )…・ 


恒 中 顕 虫 卵 分 布 に つい て 1) 卵 平均 値 分 布 画数 の 型 の 想定 と その 意義 に つい て 


COCOLEPIOPIOCCCCKKYOPCKKKKYCKCCKKLLYCCCKKKKLKKCLKKKKKELKK 中 島忠 一 ( 千 大 ・ 三 輪 内 科 )……・ 
ビタ ミン 4A と 太 虫 感染 に 関す る 研究 ・・・ て トス (の 和 ーー ドド ドド ドー 渡辺 弘 夫 ( 横 大 ・ 寄 生 束 )・ 
サン トニ ン と カイ ニン 酸 の 配合 に 関す る 研究 ・・… バ パー トー ドー ドー 岩出 太郎 ( 横 大 ・ 寄 生 虫 )…・ 
寄生 貝 毒 の 甲状腺 機能 に 及ぼ す 影 響 (2②) 上 上 ド …ererrem 訂 本 滋 ・ 内 田 健一 ( 熊 大 ・ 寄 生 虫 ) …・ 
骨折 治療 に 及ぼ す 寄 生 虫 奏 の 影響 ・ ト バド トド 内 田 健一 ・ 藤 本 滋 ( 熊 大 ・ 寄 生 昌 )‥… 
普 虫 の 組織 化学 的 研究 ・・・・ ル ドー ドー レト っ つ に に ト ーー ツー 山田 正明 ・ 兵 芯 旭 美 ( 熊 大 ・ 寄 生 虫 )‥… 
顕 虫 の 電子 顕微 鏡 的 研究 (6) 精 虫 の 微細 構造 ……………・… 分 山 志郎 ・ 羽 田野 邦 和 ( 熊 大 ・ 寄 生 虫 )… 
問 虫 の 電子 顕微 鏡 的 研究 (7) 腸 , 食道 , 角度 の 微細 構造 ……………… 福田 武夫 ( 熊 大 ・ 寄 生 昌 )…… 
虫 の 感染 経路 に 関す る 一 考察 後藤 寿 作 ・ 加 藤 勝也 ・ 武 田 正義 ・ 水 田 動 (名 市 大 ・ 医 動物 ) …… 
諸 種 駆虫 剤 の 肝 微細 構造 に 及ぼ す 影 響 に 就 て ドー 秋山 喜 昭 ( 阪 医 大 ・ 岩 田内 科 )・…・ 


ビ ペ ラジ ン に サン トニ ン を 併用 し た 場合 の 駆 昌 成績 (に つい て バト トド ドド ドド ーー 


さす ささ ミミ まさ まま まき まま まま 生き まま まま まま まま まま まま まま まま まき まま まま まま まま まる 青野 宏 ロ 中 西 靖 郎 ( 京 府 大 由 医 動 物 ) <・ 
ーー 

豚 虫 の ガラ ス 管 内 の 挙動 に 及ぼ す pH の 影響 ・……………… 机 玉 葉 ・ 伏 見 純一 ( 後 研 ・ 寄 生 虫 )…‥ 

移行 映 仔 虫 の 行動 及び 形態 ・… ト ドド ドド ドド ーー 石井 俊雄 ( 予 研 ・ 寄 生 昌 )・…・ 


顕 虫 卵 の 原 性 に 関す る 研究 (2) 単細胞 期 及 び 仔 虫 期 六 中 卵 に よる Arthus 現象 に つい て 


4 すい さち を か る なる: 清水 重 矢 ・ 阿 久 沢 実 (日 獣 大 ・ 寄 生 昌 )…・ 


合成 洗剤 に よる 野菜 附 着 虫 卵 の 洗 浴 除 去 効果 トバ バド ドド ドド ドド 


か と くせ うさ 知生 か 伊藤 二郎 ・ 小 野寺 多 栄子 ( 静 大 ・ 保 健 ) 望月 久 (静岡 衛 研 )…・ 
9 か きら か く 奥村 和夫 (日 医大 ・ 赤 木内 科 ) …… 


神戸 市 大 沢 町 に 於 ける 既設 改良 便所 の 其 の 後 の 成績 ・・・ 宮 田 葬 徳 ( 神 戸 衛 研 ) 和田 秀雄 (兵庫 保健 所 ) 


しま 


55 
…・55 







53 


・53 


・56: 
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・57 


88 
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弁 子 油 の 殺 卵 効果 に 及ぼ す 温 度 の 影響 … ト パパ (…ー ヨ ヨコ コ ドー ドド ドー 池内 まき 子 ( 農 技研 )…・・63 
尿 尿 内 釣 虫 卵 の 態度 に つい て ( 鉛 虫 症 の 疫学 に 関す る 一 断面 ) …・…・ 森下 療 ・ 西 村 猛 ( 敏 研 ・ 寄 生 昌 ) 63 
寄生 曳 殺 卵 剤 の 研究 (5⑤) ビダン 化合 物 … バ パパ ヘー ドド < ドド トト トット 2 こい いで に さく o・ て くさ いこ 
POOLYYCEYEKEPEKKYEKY ミ ドド ドド 佐渡 正四 郎 ( 大 阪 ・ 衛 試 ) 金子 太郎 ・ 黒 田 久 寅 (神女 薬 大 )・・・・64 
農 楽 の 普 虫 卵 発育 に 及ぼ す 影 響 … ト ババ バー ドド < ドド ドド 藤田 憲三 ( 慶 大 ・ 寄 生 昌 ) 65 
毛 様 線 虫 の 分 濁 排 浴 系 (に こつ いて ヨー ヨー④ ツ ドド ドド ドド ドド ドド 西村 登 (岐大 ・ 寄 生 昌 ) ‥・・65 
土壌 線 虫 に 関す る 研究 ・・・ ト トト ーー ドド ドド ドド ッッ トッ レレ レレ トレ トレ レレ トード て 葛西 米 市 (岐大 ・ 寄 生 虫 ) ……65 
7 の 7 が S /o222227S の 菩 養 及び 動物 実験 る の 9 の な: サ 人 る る の の や みあ むち る 99:e 6 の ro: る 6 6 野々 田 昭 一 - (岐大 ・ 寄 生 虫 ) ‥・・66 
引 誠 県 海部 郡 の カム ル チ イ 及び 野犬 の 肢 宮 虫 寄生 率 oo eeeooe で で oo る ee の ゃ の oo る @ ゃ る ゃ る %.66oe る で 999 も る 
が: な 6502: の 06 5 00: er る 国枝 篤郎 ・ 稲 村 嘉 男 ・ 森 美和 子 (岐大 ・ 寄 生 虫 )・・66 
5 月 17 日 演 説 117~143 (8.00~12.00) 
時 昌 の 代謝 に つい て (2) トー トー ヨド ペド ニ ヨド ーーー ス レレ ドド ドド ドド トト トッ トッ トット ドド トッド ドド ドド ・ 岩城 保 二 (日 医大 ・ 赤 木内 科 )・・・・66 
購 虫 感染 実験 特に その 排出 体 に つい て ・ バ ーッ り ーー ドド に に に に に に に 高橋 安雄 (大 田原 市 ) ‥…・67 
関東 地方 の 馬 胃 虫 (Habronema) 症 に 就 て バド ーーーー… 小林 準 三 ( 東 医 歯 大 ・ 公 衛 )…・・67 
フォ ラリ ア 幼 虫 の 寄生 が 骨 体 に 及ぼ す 影 響 に つい て 上 ー ト 和 ー ーー トド ーー 大 森 南 三郎 ( 風 研 ・ 衛 動 )・・・68 
糸状 昌 仔 虫 の 定期 出現 性 と 好 酸 球 と の 関係 ・……・………… 大 石 勇 ・ 久 米 清治 (東農 工大 ・ 獣 医 )…・・68 
家畜 率 状 虫 の 般 体 内 に 於 ける 発育 ・ ト 上 バト トー トト トト | ドド ポー ドド ドー ドー 小野 典 雄 ( 久 大 ・ 寄 生 虫 )・‥・・69 
時 尊 中 より 検 則 され た ミク ロビ フォ ィ ラ リア の 組織 化学 的 研究 ババ バー トト ん て u 科 ーー ドド ドド ドド 
ある る oo:atw なむ 66ie s や sa か 阿部 康男 ・ 堀 栄 太郎 ( 鹿 大 ・ 二 病理 ) 川崎 兼 陽 ( 鹿 大 ・ 一 内 科 )・・69 
フィ ラリ ア 症 の 病態 生理 定期 出現 性 の 機 友 に 関す る 考 穴 ト ーーlqmrini ド ドド oo 
ポキ で ミト エン チャッ フサ イ ャ て と トド エ て て て て ルー 桶谷 誠 ・ 川 崎 兼 陽 ・ 白 井 沈 ・ 材 屋 冨 一 ( 鹿 大 ・ 一 内 科 ) ……・70 
顎 口 虫 症 の 実験 的 研究 1 一 ネ ュ 肝 内 功 是 を ラッ テ に 与え た 実験 一 -…・ 片 峰 大 助 ( 風 研 ・ 際 床 ) ……・70 
感光 色素 の 顎 口 虫 仔 昌 に 及ぼ す 影 響 (2) ・ 本 |( ル ん ム グ バ ーー 兵藤 人 夫 美 ・ 岩 田 俊夫 ( 熊 大 ・ 寄 生 虫 ) ・・・・71 
日 本 に お けろ る 蜂 口 虫 の 分 布 (最終 報告 ) 上 トー ト ドー ト ーー ト ーーー トニ ー ポ ー ビ uー ニ ーー ドド ドド トト トト トト トッ トト トト トト ッッッ トト トト し し し ャ て 
宮崎 一 郎 ・ 大 稚 正 満 ・ 北 村 包 彦 ・ 小 宮 義孝 ・ 森 下 哲 夫 ・ 森 下 諸 ・・ 長 花 操 
山口 富雄 ・ 塚 本 赴 夫 ・ 岡 部 浩 洋 ・ 岡 村 一 郎 ・ 北 村 精 一 ・ 片 峰 大 助 ( 文 部 省 口 昌 研究 黄 ) ……・71 
バン ュ ッ ゥ ク の 雷魚 か ら え られ た 顎 日 虫 幼虫 と 日 本 産 と の 比較 ・ー ト ーー ゆ ワニ ュ ポ ドド ドド ドド ドド ドド トッ レッド ・・ 
oe 古野 治 ・ 宮 崎 一 郎 ( 九 大 ・ 寄 生 虫 ) 72 
人 体 肺 吸虫 症 の 肺 病 栄 部 功 除 11 症例 に お ける 病理 学 了 的 考察 横川 誠 雄 ・ 吉 村 和 裕之 ( 千 大 ・ 寄 生 豆 ) ……72 
大 平 肺 吸虫 の 発育 更に 関す る 研究 (1) 新 第 一 中 間 宿 主 ウ スイ ロ オ カチ グ サ へ の 
ミラ テラ シ ジ ウ ム 感 染 実 験 トバ ーー トバ ハー ルー ルレ し っ を か で の ぬ ほど パ み (パト 、< に < ドド トド トド トド ーーー 小山 千 万 樹 ( 千 大 ・ 寄 生 虫 )‥…73 
肺 吸虫 被 畑 幼虫 の 最 も 強力 な 腕 要 促 進 央 子 と し て の 胆汁 酸 に つい て 上 ぐい emorrrrrtnr 
RPCPYYEKEKYYHYKYYUCKYKYYEEKSKYE か 大 島 智 夫 ・ 吉 田 美 診 ・ 木 畑 美 独 江 ( 公 衛 院 ・ 寄 生 虫 )‥・・73 
肺 吸虫 症 の 皮 内 反応 用 撤 原 の 凍結 豆 解 に ょ る 製法 (に つい て トバ ハリ ( ノ ニ ドド ドド ドド し て 
誠二 e6 が 本 の (80 の WYCO の が 936 長 花 操 ・ 西 田 弘 ( 鳥 大 ・ 会 衛 ) ‥・・73 
大 平 肺 暖 虫 と 小型 大 平 肺 吸虫 の 種別 標 徴 の 比較 研究 1 累 丸 と 卵巣 の 大 き さ の 
比 ぬ 以 つ て する 両 種 肺 吸虫 の 区 別 , 殊 に 白水 感 菜 虫 体 (つい て トーuiー ド ドド ドー 
です ミト すす すす すす すす すす すす すす YYKYE Em 色 於 四 郎 ・ 冨 村 保 ・ 荒 川 申 ( 阪 府 大 ・ 獣 医 )…・・74 
The use purified antigens in the immuno diagnoSiS of DaragonirmiaSiS 
in humans and experirmnental animmals・・・・・・・・・ E. H. Sadun, A. A. Buck & B. C. Walton 
(406 th Med. Gen. Lab. Japan, 和 German Red Cross Hosp. Pusan, Korea) ・・・75 
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潜伏 期 の 日 本 住 箇 中 未成 熱 遇 体 に 対す る 治療 的 予防 注射 に 吉 て で ememtrrtertrnn 
ーー いて マー 大 越 伸 ・ 消 井 万 平 ・ 友 田 勇 ・ 北 野 訓 敏 ・ 高 塩 満男 (東大 ・ 揚 医 ) 


日 本 住 血 吸 虫 感染 二 十 日 肖 の 肝 酵 素 ・……・…・…・…・ 森 和雄 ・ 中 込 仕 ・ 松 本 克彦 (昭和 医大 ・ 医 動物 )… 
棟 鳥 住 血 吸虫 Miracidium の 生態 並び に 形態 に 就 て ……… 岩崎 弥三郎 ・ 河 村 潤 子 ( 阪 医 大 ・ 病 理 )・・ 


山梨 県 有 病 地学 童 の 年 間 に 於 ける 日 本 住 血 明 虫 卵 保有 状況 に つい て 


ーー バン っ 大 田 秀 浄 ・ 佐 藤 電 房 ・ 秋 山 澄 雄 ・ 中 山 茂 (山梨 医 研 )…・ 


実験 的 日 本 住 血 吸虫 症 に お ける 肝 の 呼吸 代謝 (こつ いて 上 トーーー ホ ー ピ す ビュ レ に に 


ooeeoeeeeeeeeeeeeoeeeeeeeeeeeeeeeee 小林 久 佳 e 山崎 茂 ロ 梶原 信夫 e 平野 長春 ( 群 大 円 衛生) ssss 
日 本 住 血 明 上 症 の 免疫 学 的 研究 , 新 展 沈降 反応 で ババ バ ババ ババ ーー 田中 隆文 ( 久 大 ・ 寄 生 昌 )… 


酸 クロ ロキ ン 単 独 投 与 に よる 肝 吸 虫 症 並び に 虫 卵 保有 者 の 臨床 的 級 察 上 バド 


EEROREECCCEEE 杉村 修一 ・ 中 田 秀 明 (小見川 中 央 病院 ) 中 村 典 男 ・ 佐 藤 直 義 ( 千 大 ・ 三 輪 内 科 )・ 
四国 の 肝 明 虫 (40・… ト ドー トー 山口 富雄 ・ 村 上 邦 平 ・ 西 本 真 士 夫 ・ 坂 本 芳 久 ( 徳 大 ・ 病 理 ) ‥・ 
肝 吸 虫 症 の 治療 に 関す る 研究 0 津田 洋 ・ 佐 伯 生 雄 ( 徳 大 ・ 油 谷内 科 ) 


示 説 144~-190 (10.00~12.00) 


双 虫 の 逆行 感染 に 関す る 実験 的 研究 (1)・* バ トト ーー トリル ゆ ツ ぬ スズ ーー 伊東 亭 (日 医大 ・ 赤 木内 科 ) 
過 垂 並び に 虫垂 疾 と 寄生 虫 , 特に 時 虫 と の 関係 eeeeeocesweseeeo で eree eeeo な ゃ 三谷 正登 ( 横 大 e 寄生 中 ) ee 


里 虫 の 疫学 的 研究 , 特に 長野 県 飯田 市 に お ける 一 般 住民 の 調査 を 中 心 に 
生活 行動 と 蜂 昌 感染 の 関連 に つい て の 解析 上 バト ドー ドド ドド トド トト トト トレ レト し て し いい て 


OH 本 滋 生 ・ 佐 藤 孝 滋 ・ 高 田 吉 徳 ・ 帳 坂 意 時 ( 伝 研 ・ 寄 生 下 ) 鍋 柄 博 ・ 平 木 散 二 ( 順 大 )…… 
暁 虫 幼 昌 及び その 脱 ( 皮 ) 殻 の 標本 展 未 ババ トー レ | レビ i ーーili ジ li ne 高橋 安雄 (大 田原 市 ) ・・・ 
時 虫 幼 昌 及 びそ の 脱穀 排出 の 商 学 的 意識 ・ バ トバ スー ドド ドー 高橋 安 駿 (大 田原 市 )…・ 
鯨 に 寄生 する 線 昌 に 就 て :… バ ババ ドド ドー ドー ツー 年 本 昭三 ・ 内 田 早 茜 ( 熊 大 ・ 寄 生 昌 )‥… 
馬 の 円 虫 天 に 関す る 研究 (2) トカ ラ 馬 及び 内 地 馬 か ら 得 た 種類 ・…・…… 野田 飲 二 ( 阪 府 大 ・ 舞 医 )・‥… 


関東 地方 を 中 心 と し た 野生 島 江 天 の 寄生 眼 検 索 (ババ ーーー トーeeeeeeee 


eee 亀谷 了 胃 野々 部 春 登 内 鈴木 俊 邦 ・ 町 田 昌 昭 (目黒 寄生 虫 館 )…・ 


融 口 虫 症 の 実験 的 研究 (1) ネ ュ 肝 内 有 東 顎 口 虫 幼 昌 を ラッテ に 与え た 実験 


で es を する も 光信 も す 信 あみ を を 片 峰 大 助 ( 風 研 ・ 除 床 ) 


実験 的 許 口 虫 症 の 病理 組織 学 前 研究 ②……………………… 棚 表 幸 正 ・ 松 下 文 雄 ( 散 ・ 寄 生 豆 )…… 
中 国産 の 顕 口 虫 の 種類 ・‥・・ 上 トト て トス ト (li ドー 大 堆 正 満 ・ 片 桐 正三 ( 新 大 ・ 医 動物 ) ‥… 


関東 地方 並び に その 周辺 に お ける 有 東 顎 口 虫 の 分 布 と その 考察 ・・ ト の ーーー ドー 


OKEEIPEIYEEESEEEYEYEYEYEYEYRYESEYERYEKYEEESEESSWS 鈴木 了 司 ・ 小 宮 義 孝 ( 予 古 ・ 寄 生 虫 )・・・ 
中 国 地 方 に お ける 妥 日 虫 ee' さ を oeae や る か ひひ の の 9 が の が 人 k の の が の か we も の の す の @ 間 も 0 も すす ae みち も る : ま ei の 西田 維 ( 鳥 大 ・ 公 衛 )・・ 


組 知 県 海部 郡 の 名 口 虫 症 一 カム ル チ イ と 野犬 の 有 球 顎 口 虫 寄 生 率 ・ ト トー 本 ネ ネ スピ ルレ ピレリ ピピ ポ ピピ uu に 


や すす すか タス スン イエ ヤッ トナ 国枝 篤 郎 ・ 稲 村 嘉 男 ・ 森 美和 子 (岐大 ・ 寄 生 虫 ) …・ 
セタ リア の 呼吸 に 及ぼ す 諸 種 楽 剤 の 影響 に つい て ‥……… 尾辻 義人 ・ 橋 野 源義 ( 鹿 大 ・ 佐 藤内 科 )・・ 


より 見 出さ れる Setaria 属 成 虫 の 形態 に つい て ババ バ モミ ュ ッ ピュ ュ ュ 、e ッ 〈 ピ に に よ ド 7 


ミド ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ すす ミ です ミミ すさ すす 佐藤 孝 慈 ( 伝 大 ・ 寄 生 虫 ) 高根 沢 幸 雄 (松戸 保健 所 ) ・…・ 
の zzzz が s 成虫 の 移植 突 験 ・・‥・・・…・ の 1 すか 片 峰 大 助 ・ 江 良 栄 一 ( 風 研 ・ 臨 床 )・…・ 
自 御 際 に 於 ける 状 遇 症 (4) トト ーー ドド < トト トト ッッッ ッッッ ーー 伊集院 武 廊 (陸上 自衛 際 )… 
肺 生 検 に 依る 肺 内 フイ ラリ ヤ ャ 仔 昌 の 検索 ……・・ーー… 内 洋 三 ・ 樹 屋 冨 一 ( 鹿 大 ・ 概 屋内 科 ) ‥・ 
人 体 腹部 臓器 内 に 於 ける ル が の 分 布 に 就 て ………………… 浜田 康治 ・ 材 屋 富 一 ( 訪 大 ・ 要 屋内 科 )…… 
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の zzo77277Z 2222 が 5 の 先 疫 学 的 研究 (1) 用 Zs の Arthus 


〔 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 7 巻 ・ 第 3 号 




























現象 に つい て 志和 深 信 内 9: 和 @: 和 や あく) 小山 二 三 人 ・ 小栗 菊 夫 (日 獣 大 ・ 寄 生 虫 ) …・・87 
豚 肺 虫 症 に 関す る 研究 (3) 中 間 宿 主 シ マミ ミズ 体内 に お ける 7 gogoxs 

成熟 幼虫 の 季 節 的 消長 に つい て ーー トー ニ バ ドー ーーー 磯田 政 恵 ・ 吉 村 市 郎 (日 獣 大 ・ 病 理 ) ・・・87 
豚 肺 昌 症 の 駆虫 薬 に 関す る 研究 (1) ………… 小沢 光 ・ 石 関 皿 一 ・ 新 村 宗 敏 ・ 鈴 本 康雄 (日 大 ・ 薬 学 ) 87 
の /og2sZeZ SD。 の 食性 に つい て の 2 eyeNene、etee、e_a We ee:o 国井 喜 章 (関東 ・ 東 山 農 試 ) ・・・・88 
Physa sp. の 生物 学 的 鈴 察 (5) …… ト トト トト ( ぬ ー ド ドー ドド ドー ドー 杉原 道人 ( 府 大 ・ 医 動物 ・-88 
と ヒマ ラキ モドキ の 分 類 学 的 再 検 討 2②) 歯 知 の 観察 ・…………… 田部 活 ・ 市 岡 四 象 ( 阪 医大 ・ 病 理 ) 88 
ミヤ イリ 内 の 研究 (3) Oncomelania. の 食性 の 研究 2 各種 和 人工 飼料 の 

Oncomelania に よる 摂 食 試 験 ・・ ト ネト トト t ト バト バト ーー 小宮 義教 ・ 小 島 邦 子 ( 予 古 ・ 寄 生 虫 )‥・・89 
ミヤ イリ 具 に 関す る 研究 4) 乾燥 に 対す る 抵抗 性 …・……・… 小宮 義孝 ・ 橋 本 和 ( 予 古 ・ 寄 生 虫 ) 89 
ミヤ イ リ 上 内 に 関す る 研究 (5) 室内 に お ける 殺 具 剤 の Screening test の 

方 法 に つい て 馬入 6 くく 08 の 0 保阪 幸男 ( 予 研 e 寄生 虫 ) 90 
Development of resistance to 6zsczcz2gs ・* ト トド トト トト トト トト トト トト トッ トト トト トト トト トッ トッ ここ て 

OK ミミ ミミ ミミ ミ ま すそ B. C. Walton, M. M. Winn 層 二 E. Williiams (406th Med. Gen. Lab.) ・・・90 
殺 具 剤 の 四季 別に 採集 し た 宮入 具 の 呼吸 系 に 及ぼ す 効 果 に つい て …・…… 阿部 チョ ノ ( 群 大 ・ 衛 生 ) ‥・・90 
宮入 内 の 消化 酵素 に 関す る 研究 …・…… 森 和雄 ・ 杉 浦 健一 ・ 塚 田 恵一 ・ 岡 本 謙一 ( 昭 医大 ・ 医 動物 ) ・…・91 
岐阜 県 南濃 地方 に 於 ける 酸 鳥 住 血 吸 虫 症 に 吉 い て ・ 上 トト ・ ト トー 高丘 駿 (大 阪 医 大 ・ 病 理 ) ・・・91 
日 本 住 血 吸 虫 感染 家 束 及び 犬 の 血清 邊 白 泳動 像 , 特に アン チ モ ン 治療 及び 

再 感染 時 の 変動 に つい て ………・ 大 越 伸 ・ 友 田 勇 ・ 藻 井 万 平 ・ 北 野 訓 敏 ・ 高 箇 満 男 (東大 ・ 獣 医 ) 91 
Studies on the fractionation of sera from humans and rabbits infected with 

Sc7zS/ の SO272 の 7 の の の 742C2222 ・・・・・・・・・ E. HH. Sadun 錠 F. C. Walton (406 th Med. Gen. Lab.) ・・・・ 92 
Aczo の ZZ7Zzs 0 OCHL, 1928 の 形態 構造 に 関す る 知見 補遺 ・…・ 越智 シゲ ル ・ 越 智 篤 枝 ( 日 寄 研 ) ‥・・92 
宮城 県 に お ける 肝 吸 虫 の 分 布 に つい て ‥…………・… 湯田 和郎 (宮城 術 研 ) 鈴木 了 司 ( 予 御 ・ 寄 生 虫 ) …・・92 
日 本 産 肝 軽 の 形態 学 的 研究 バム ーー トード ーー トー 渡辺 昇 蔵 ・ 岩 田神 之 介 ( 家 喜 衛 試 ) ・・93 
本 二川 下流 所 詩 デ ル タ 地 帯 に 於 ける 一 部 落 (三重 県 多 度 町 七 取 ) 住民 肝 吸 虫 紀 患 者 

の 攻 床 的 並び に 疫学 的 調査 ・ バ バード ーーー… 加藤 勝也 ・ 武 田 正 義 (名 市 大 ・ 医 動物 )‥・・93 
宮崎 市 生 目 村 に 於 ける 肺 吸 昌 症 (に つい て ・・・・ ド トー トー ドド ドド ーー 小 暫 記 夫 (宮崎 保健 所 ) ・‥・94 
大 平 肺 吸虫 と 小型 大 平 肺 吸虫 の 種別 標 徴 の 比較 研究 (2) 婁 丸 と 卵巣 の 大 き さ 

の 比 を 以 つ て する 両 種 肺 明 虫 の 区 別 , 殊 に 犬 感 菜 虫 体 に つい て ・・ ド ーー トード ーー 

CPKEYYEKEEYYEYEYEYEYKYEYEYEPEPKEYEYEKEKE 一 色 於 功 四 郎 ・ 冨 村 保 ・ 荒 川 國 ( 阪 府 大 ・ 獣 医 )・・・・94 
肺 吸虫 卵 の 発育 及び 懇 化 に 関す る 研究 (2) ババ ーー 佐野 基 人 ( 千 大 ・ 寄 生 昌 )‥・・95 
肺 吸虫 の 生物 学 的 研究 (1) モク ズ ガ ニ 体 内 に 於 ける 「 メ タ セ ルカ リア 」 の 検査 方 法 

並び に 分 布 状況 (こつ つい て 上 ーー バー オト ーー ドド ドド ドド ドド ドド トト トト トド ト トト ッッッ ーー 津田 守道 ( 千 大 寄生 昌 ) ・・・・95 
肺 吸虫 の 呼吸 に 及ぼ す 諸 治療 剤 の 影響 上 トト ルルー ん ムー ゆ ら ……… 族 摩 一 郎 ・ 田 中 徳郎 ( 風 研 )・・・・96 
島 取 県 西部 地区 に お ける 肺 中 昌 症 ……………… 西田 紋 ・ 石 神 兼 英 ・ 木 村 良一 ( 鳥 大 ・ 公 衆 衛生 ) ……・96 
小型 大 平 及 吸 虫 被 本 幼虫 の 百 沙 へ の 感 染 実験 二村 保 ・ 小 野 忠相 ・ 荒 川路 ( 阪 府 大 ・ 獣 医 ) ……・97 
大 平 及 胡 邊 有職 寄生 大 の 1 例 …………・…ー……ーーー 冨 村 保 ・ 小 野 忠相 ・ 荒 川中 ( 販 府 大 ・ 戦 医 ) ……・97 

演 説 191~204 (13.00~15.30) 


ア sezzdgxozc7zs 270Z と ルル ezgoz2 が 2S SD. の セル カリ ア に お ける "Tmucoid gland"* 


か 2 人 伊藤 二郎 ・ 渡 辺 強 三 ( 静 大 ・ 保 健 )… 
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広島 県 備 南 地 方 に 於 ける 人 体感 染 を 証明 され た 異形 吸虫 類 の 研究 


当る 本 浅田 順一 ・ 土 肥 幸 枝 ・ 越 箇 寿 枝 ・ 梶 房子 (日 寄 研 )・ 
瀬戸 内 海 河口 産 柚 を 中 間 宿 主 と す る 吸 東 類 の 研 究 … バ ババ ドド ーーー 大 田 王朝 駄 (日 寄 研 )・ 


包 虫 症 に 関す る 研究 6 . zocx/gzzs に 対す る 各種 動物 の 感受 性 , 特に 
マウ ス 純 系 間 の 基 暴 に つい て バー ドド ドド ドド ト トレ トレ し し し て し にし し し し いく くら 


So。、 山下 次 郎 ・ 大 林 正 士 ・ 北 村 之 利 (北大 ・ 家 寺 寄 生 虫 ) 鈴 木 潔 ・ 奥 木 実 ( 伝 研 ・ 獣 疲 ) ・… 


包 虫 症 に 関す る 研究 7 マッ ウス の 実験 的 二 次 包 虫 症 ( に つい て 上 トー ドド ドド に 
PPPFPPPPPPPY す すす と PPPF で すす すす サド すす ミ す すす 山下 次 郎 ・ 大 林 正 士 ・ 近 野 誠二 


プ ァ リカ 72 の S の 2 の g の 772 の 672S@ の 人 血 毅 (プラ スマ ) に よ る 治療 機転 OKYEEEEEEREYEEEEEKEEKE さ ささ きき) 


oooeeeoeeeeoeeeoeeeeeeeeeeeeeeeeeeoeeeeeee 猪木 正三 e 福 喜多 重光 * 松代 組 三 ( 微 研 ・ 寄生 各 ) ss 
プ ァ y カ 7 の S072 の 272 の 2672S@ の 毒素 産生 に 関す る 知見 補遺 eeoooeeeeeeeeoeseeoeeeeeee 川 満 恵 光 ( 風 研 ) ・ 


犬 に 訟 ける 26xoZ/2szg 接種 実験 ( 際 床 症状 , Parasitemia 並び に 抵 撤 性 に つい て ) 

eS 69SAKM: 006 和幸 : 和 誠 が 小池 保 ( 慶 大 ・ 寄 生 昌 ) 
トキ ッ プ ラス マ 慢 性 感染 症 の 研究 (2) トキ ッ プ ラス マ 慢 性 感 薬 症 及び 結核 感 

菜 症 と の 相関 々 係 に 対す る 動物 実験 トバ バド ドド ーー ドー 瀬 長良 三郎 ( 慶 大 ・ 小 児 科 ) 
70xo カ /ZS72 の 感染 例 の 3 例 追 加 … ト トッ ス め ツ ーー ニー ヨブ ーー 宮崎 一 郎 ・ 山本 厳 雄 ( 九 大 ・ 寄 生 昌 ) 
7oxo カ /2sg 症 に 関す る 研究 , 特に 精 薄 児 に 於 ける 皮 内 反応 及び 色素 試験 

誠に ex の: が (が 30 の: が 堀本 豊信 ( 阪 市 大 ・ 医 動物 ) 


培養 Zzzz2z co が 7 と 油 粉 に つい て ドド ドド ドー 鈴木 条南 ・ 田 所 博之 ( 慈 大 ・ 衛 生 )・ 


示 説 205~219 


東京 附近 の 一 彼 場 に お ける 細 填 の ル 6zzezzz ex の gsg 感染 状況 に つい て ・…・ 福 井 正 信 ( 伝 研 ・ 寄 生 虫 )・ 


句 虫 症 に 関す る 研究 8) 万 . ZZ/pcz/277S と 万 . gy270seS と の 比較 ・ バ ーー トト トー つ 1 に ーーー 

の タバ 山下 次 郎 ・ 大 林 正 士 ・ 北 村 之 利 (北大 ・ 獣 医 ) 
マン ソン 裂 頭 条 虫 に 関す る 研究 (3 Plerocercoid の 組織 化学 的 所 見 ・・・ 高 橋 剛 男 (昭和 医大 ・ 生 物 )・ 
アク タマ ー の 条 虫 駆虫 効力 (3) 特に 絶食 させ な いで 投与 し た 場合 …‥ 


77zcoyz%s 22g727sS の 電子 顕微 鏡 に よる 観察 (2) バト スベ lu ド ドド ドド ドッ ーー 

mrihtititlithtlilhlimzlilmnzlilzlilirlrlenzlrene 正三 ・ 中 西 健一 ( 敏 研 ・ 寄 生 虫 ) 西 義 美 ( 徴 研 ・ 電 顕 室 ) 
腰 ト リュ モナ ス の 養 に 関す る 研究 (2) 塔 の 画 消 (に こつ いて バド トト ku トコ u い tou ドド ドド ドド ドド ッッ ーー 

REP か 高田 季 久 ・ 池 内 恵二 ・ 山 田 節 夫 ・ 亀 田 幸 政 ( 阪 市 大 ・ 
7zxcoe の の S の が 2S と 7 7exgx の マウ ス へ の 接種 実験 ・・・…・ 篠原 隆 ・ 岩 井 浴 駿 ( 慶 大 ・ 
礎 トリ ュ モ ナス の 免疫 学 的 研究 (1 
eZS ん 2 の 727 の K 7 の 電子 顕微 鏡 的 形態 (5) ‥… 中 西 健一 ( 後 研 ・ 寄 生 虫 ) 西 義 美 ( 後 研 ・ 
色素 に よる ygzosozzZ gg72 の zezse の Akinetopjastic 型 ( AK 型 ) 誘発 機 序 に 

開 す る 半 供 病 失 導 条 しい ドーン 4 た か ooo srce 猪木 正三 ・ 松 代 愛 三 ( 後 研 ・ 寄 生 昌 )・ 
トリ パ ノ ゾ ー マ 感 染 に Sabin-Feldman test 様 の 色素 試験 を 応用 し た 実験 ・ ト … ッ バー ドー… 





な きす る 演 人 科す を ある 藤 陵 至 功 ( 慶 大 ・ 寄 生息 )‥ 
て で イー 岩見 一 朗 ・ 岩 崎 輝 美 ( 阪 市 大 ・ 医 動物 )・・ 


北大 ・ 家 畜 寄 生 昌 ) …… 
一 新 抗生 物質 に ょ る 赤痢 アメ ー バ 感染 動物 の 治療 成績 … バ ドバドバ ババ ・ー ト ・… 平林 明 ( 北 研 ・ 寄 生 昌 )… 
zzg7 の 6 の zs の が cg の 電 顕 的 研究 ・・ ト ドド ーー 宮里 井 ・ 細 川 修治 (山大 ・ 病 理 ) ‥ 


(14.30~15.30) 


人 入っ 新井 博 ( 慶 大 ・ 寄 生 曳 )… 
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アミ ノニ トロ チア ゾー ル 系 化合 物 の 黒 頭 病 に 対す る 効力 の 比較 …………・……… 角田 清 ( 家 畜 衛 試 ) 


108 


・108 
・109 


…・109 


・110 


<110 


・111 


・111 


・111 


・112 










































219. 


【 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 7 巻 ・ 第 3 号 


万 . co が の 細胞 化学 的 観 窒 seeoeeeeeeeeeeewewelewee9oeeeeeweeeoeeee な る eo 一 瀬 永吉 ( 慶 大 ・ 寄 生 昌 )・・113 


紙 上 発 表 


礎 トリ ュ モ ナス 症 の 了 臨床 ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ さま きき きす 





220. 肺 吸虫 の 単数 寄生 に 関す る 研究 (3) 大 平 肺 吸虫 感染 白 厳 の 肺 臓 の 病変 と 虫 体 の 発育 に つい て 


用 計 を すめ キャ 横川 宗雄 ・ 吉 村 稚 之 ・ 小 山 千 万 樹 ・ 佐 野 基 人 ・ 津 田 守道 ・ 辻 守 康 ( 千 大 ・ 寄 生 昌 )・‥・113 
シン ポジ ウム (15.30~18.00) 
鉛 虫 症 の 基礎 と その 臨床 
座 長 枝 阜 医科 大 学 江 ロ 季 雄 
釣 虫 の 分 泌 , 排 浴 機 構 と 宿主 へ の 影響 ・……‥……… 上 枝 阜 医科 大 学 森 下 折 夫 上 114 
錠 昌 キ ェ リヤ ー の 箇 画 ・… 上 トーm に に に に に 国立 予防 御 生 研究 所 石 崎 和 達 ・115 
負 虫 症 の 病態 生理 (特に 鉄 代謝 を 中 心 と し て ) ……・…… 鹿 児島 大 学 樹 屋 富 一 …116 
急 虫 症 と その 治療 ・・ 上 上 ババ すき ] ハ ー げ の ーー ドコ ーー 大 阪 医 科大 学 岩 田 筐 雄 ‥・119 
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座 長 大 阪 大学 森 トト 可 
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トリ ュ モ ナス の 動物 感 菜 実験 と その 意義 …・…・…・… 大 阪 大 学 繕 本 正 三 コ 2 
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演 説 


1. 東洋 毛 様 線 虫 の 病害 性 と 駆虫 薬 伊藤 淳一 ・ 浅 利 譲 
・ 三 条 英 一 ・ 稲 泉 武 男 ( 新 大 医 動物 ) : .TTO, Y. ASARI, 
E. SANTJO 錠 征 . INAIZUMI : Pathogenicity of 7zc- 
os の yes の 7 の 7ZS and the anthelminthic drugs 


っ 1 に 

ず , 一 般 に 軽視 され る 傾向 に あつ た 。 そ と で 東毛 の 濃 
厚 に 遂 延 する 新 江 県 三 条 市 井 栗 部 落 の 集団 検診 を 行い , 
上 yea ターン 
つて , その 了 臨床 過程 を 観察 し た 。 これ と 並ん で 集団 駆 昌 
ey op 
四 塩 化 テ エチ レン, へ キシ ー ル レゾ ル シ ン お よび 1-Bromo- 
9 (2 ) な どの 薬剤 に つい て 東毛 の 駆虫 効果 を 検 

。 以上 の 調査 な ら び に 観察 か ら 得 られ た 成績 を 要 
さと の 通り で ある 。 1) 弁 栗 部 落 の 16 一 60 才 男女 
名 の 検便 お よ び 検 血 を 行 つ た と と ころ, 東毛 の EPG 
(Stoll 法 に より 算定 ) と 男 の 血 色素 量 と の 間 に は 負 の 相 
関 関係 , 好 酸 球 と の 間 に は 男女 と も 正 の 相関 関係 , 男 の 
網状 赤血球 と の 間 に は 正 の 相関 関係 を それ ぞ れ 認め た 。 
2) 経 皮 , 経 口 の 人 体感 染 実験 を 5 名 宛 計 10 名 ( SV 休 
` 600 隻 か ら 20,000 令 の 感染 幼虫 を 投与 し た 。 そ の 
3 
つて 胃腸 症状 を 訴え , 赤血球 攻 か が 517 万 か ら 361 万 に 滞 
減 し , 血色 素 量 は ザー リ 96 多 が 投与 後 平 均 84 多 と な り , 
好 酸 球 は 1 多 か ら 14% に , 網状 赤血球 は 5.5 欠 か ら 18% 
に それ ぞ れ 瀬 増 し た 。 経口 20,000 和食 投 与 の 33 才 男 は 同 
じ く 3 カ月 ほど 胃腸 症状 が つ さ ゞ さき, 好 酸 球 は 2 多 が 5222 
ま て 激増 し , 繝 状 赤 血球 は 5 婦 か ら 18 名 へ 池 増 し た 。3) 
東毛 の 集団 駆虫 を 16 一 60 才 の 成人 を 対象 と し て 行 つ た と 
と ころ, 排 虫 者 率 は ヘ ノ ポジ 油 製 剤 ( 新 ネ マト ー ル , 3 球 
0.45g) 25.0,。 4 モー ル (4 g) 7.7 完 ,。 四 塩化 エチ 
レン (4.5g) 66.7 宛 , へ キシ ー ル レゾ ル シ ン (1.0 g ) 


ね 
9 


上 N\ で 


J 3 
D】 


937.5。 1-Bromonaphthol- ( 2 ) (4 g 一 6 g) 55.52 
で あつ た 。 副作用 の 頻度 は , 下剤 併用 の 場合 は 
いずれ の 薬剤 も Y0% 以 上 に あつ た が , 下剤 を 使わ な か つ 
た 1-Bromo-naphthol- ( 2 ) は 5022 程 度 で あつ た 。 


( 問 ) ( 伝 研 寄 生 豆 ) 佐 < 学 
よど うお 考え で すか 。 93) 


て 77.8 多 


8 <t に 本 寄生 此 が 北 日 本 に 多 


( 15 ) 









い 生 態 的 な 理由 。 
(等 ) 伊藤 淳一 
1) 経 皮 人 体感 染 実験 4 例 (感染 前 培養 成績 連続 回 

陰性 ) の 前 腕 掌 側 無傷 皮膚 面 に 感染 幼虫 2.000 食 か ら 
20,000 隻 を 投与 し た と ころ 全 例 免疫 現象 (サー レス 現 

象 ) が 陽 転 し , 培養 成績 は う ち 2 例 に 35 日 目 と 40 日 目 か 

ら 陽 性 と な り 経 皮 感 染 が 可能 と 考え た 。 2) 感染 主 道 は 

MSN 調査 か ら 経 口 主 道 と 考え た 。 3) 本 


種 感染 幼 東 が 寒冷 に 対 し 抵抗 が 強い こと 以外 理由 不明 で 
す 。 
( 加 ) (寄生 虫 研 ) 浅 田 順 一 
東洋 毛 様 線 虫 の 病害 性 に 就 て の 件 発 表 は 興味 を 以 て 拝 


聴 致 し ま し た 。 私 共 は 先 年 来 こ の 問題 に 就 て 調査 中 で あ 
り ま す が , 有害 性 を 認め て お り ま す 。 従 つて と れ が 防 
対策 は 釣 由 0 6 ふ べ きも の と 考 へ ます 。 と の 点 
大 衆 指導 に も すべ き で ある 。 


2. 自然 界 に 於 ける 犬 銘 虫 寄生 数 及び 体長 の 季節 的 変動 
に 寺 い て 堂本 一 郎 ( 阪 市 大 小田 内 科 ) : L DOMOTO : 
Seasonal variation of number and length of 4zcy/- 


の SZ の 2 の C の 7 が 2 in Stray dogs 


前 回 に 引き 続き 昭和 31 年 9 月 より 32 年 12 月 迄 大 阪 府 下 
の 野犬 に 就き , その 小腸 内 に お ける 犬 釣 息 成虫 数 及び 体 
長 を 季節 的 に 観察 し た 。 調査 大 数 は 800 頭 で , 釣 息 感 染 
犬 は 85 .522 で 1 20 令 の の が 半 和 人 以上 の も の 
は 7.9 に 過ぎ な か つた 。 釣 虫 総数 は 21.660 隻 , 最大 
体長 は $16mm ? 21m, 語 Ph か 0 多 
数 寄生 の 最大 は 610 和 隻 で あつ た 。 平均 寄生 数 は 7 , 8, 9 
月 に 多く , 10 月 以降 は 減少 し 赤 気 温 及び 雨量 に 略 平行 し 
た 。 少数 寄生 と 多数 寄生 の 体長 分 布 は 区 ん ど 差 異 を 認め 
な い が , 一 定 寄生 数 別 の 体長 分 布 は 同じ 季節 で は 大 体 同 
様 の 傾向 を 示し , 季節 の 推移 に つれ て 略 同 じ 変 化 を 示し 
た 。 即ち 最も 特有 の ある も の と し て 10 月 より 1 月 迄 の も 
の に は , 大 きい も の の み を 認め る が 2 月 の 極寒 期 に は 小 
さい 下 が 多 く な る 。 即ち 10, 11。12 月 に は 感染 の 機会 が 
多い と 思わ れる の に 新 感染 が 殆 ん ど 無 く , 2 月 の 感染 の 
困難 な 時 期 に 小さ いも の が 多い 事 ( は 箇 昧 深い 。 ?$ に て 
20, 21mm の 非常 に 大 き な も の は , 12。, 2 , 3 月 に の み 発 見 
され た 。 腸 表面 積 と 寄生 数 に 就 い て は , 一 定 の 関係 が 無 
い 様 に 思わ れ た 。 放 雌雄 寄生 数 に 就 いて は 正 の 相関 が 認 
め ら れ た 。 犬 64 頭 を 用 い 小 腸 を 8 等 分 す る と , 寄生 数 は 












204 








第 3 部 位 に 最も 多く 第 8 部 位 に 最も 少な か つた 。$ ゃ 共 
第 1 部 位 が 最大 で あつ た 。 喧 著 する 釣 取 は 27.422 で , 第 
4 部 冬 に 最も 多 か つ た 。 単 性 寄生 犬 は 12.122 の 多数 に 認 
め , \ に お いて 10 隻 以上 の も の も あつ た 。 交接 する 釣 虫 
は 全体 の 4.1% で あつ た 。 以上 の 結果 よ り 釣 虫 の 寿命 は 
1) 平均 寄生 数 は 夏 に 多く 冬 に 少な い 事 , 2) 夏期 に 見 
られ る 多数 寄生 例 の 体長 分 布 は 少数 寄生 例 と 略 同じ で あ 
る 事 , 3) 一 定 寄生 数 に 就 いて 季節 的 に 見 る と , 大 体 同 
様 の 傾向 を 示し , 且 10 月 以後 に は 小さ いも の が 殆 ん と 無 
く 。12 月 に は 大 き な も の の み と な る が , . 2 月 に は 小さ い 
や も の の 方 が 多く な る 事 。 3) 20, 2 の 生き 江本 
い ゃ も の は 。 冬期 に の み 出 現す る 事 等 よ 9 考 へ 合わ せ て 。 


大 多数 の 釣 虫 の 体内 に お ける 生存 期間 は 比較 的 竹 か く て 
6 ヵ月 , 最大 に 考え て も 1 年 位 で は な か ら う か と 推定 さ 
れる 。 

( 問 ) ( 予 研 寄生 虫 ) 佐 藤 温 重 


ャ シ 


叶 着 非 喧 着 釣 虫 数 は 犬 の 解剖 の 状態 で 異 る と 思う が , 
いか な る 方 法 で 実施 され ま し た か 。 私 達 の 所 で 同様 の と 
0 と , 基 は あな た の 場合 より 非常 
と 多 いよ ょ うな の で す が 如 何で し ょ う 。 
~ ( 和 泡 ) 堂本 一 郎 

層 殺 約 1 時 間 後 に 剤 検 し て 居り ます 。 微 温湯 で 腸 を 水 
洗 し , 尚 唆 閉 し て 居る 者 を 唆 著 と 認め ま し た 。 


て 


( 加 ) 静 大 保健 ) 伊 藤 二 郎 
, 犬 釣 虫 が 冬期 に 感染 率 の 少 い 所 見 は 静岡 の 調査 で も 同 
様 ご し た が , その 理由 を どう 3# お 考え ・ に 徹 ま う か 。 咳 羊 息 






は 死後 10 分 以内 に し ら べ る と 全 虫 体 数 の 約 9 割 に 及 
ます 。 以上 追加 し ます 。 


3. 釣 虫 , 毛 様 線 虫 類 の 試験 管 培養 条件 に 関す る 研究 
自 坂 竜 購 ( 伝 研 寄生 虫 )・ R. SHIRASAKA: On the co- 


ndition of 2 2277 の culture of hookworm and Trichost- 


rongylidae 。 

人 体 寄 生 虫 類 の 検便 法 の 中 , 培養 法 は 釣 到 , 毛 様 線 貝 , 
糞 線 下 の 検出 に は と くに 良い 成績 が 得 ら れる 。 試験 管 培 
養 法 は 操作 が 簡単 で 比較 的 手軽 に 出 き , 且つ アン キロ ス 


ニー プ を 使用 する と その 判定 も 能率 が 良く 集団 検便 に は 
大 いた 必 要 と 思わ れる 。 今回 この 試験 管 培 養 法 の 方 法 に 
つき 検討 し た 結果 を 発表 する 次 第 で ある 。 実験 は これ を 
1 ) 培養 すべ き 華 便 の 状態 (検便 後 の 日 数 と 湿度 , 温度 の 
関係 ) 2) 試験 管 培養 法 そ の も の の 条件 に つい て 3) 糞 
便 の 保存 日 数 と 培養 に よる 検出 幼 下 数 に つい て の 3 つ に 








[寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 7 巻 ・ 第 3 号 








分 け て 行 つ た 。 1 ) の 実験 は 湿度 を .100。 90, 75, 4522 
の 4 段階 に 分 け ,25 で 保存 で , ea ツチ 箱 内 に 保存 
し た 便 を 日 を 追 つ て 培養 し た と と ろ Na が 1 番 湿 度 の 影 
響 を 受け , Aq は 低 湿度 の 場合 , To は 最も 影響 が 少な 
い 成 績 が 出 た 。 2 ) の 実験 と し て 培養 温度 は , Na 37 で C 
To, Ad は 25 で か 最も 検出 効 虫 多く , 塗布 便 量 は 0.4, 
0.8 が 最も 成績 が 良 か つ た 。 騙 面 積 と し て は 8cmz と 
16 cm* の 両者 が 良く を Ra 得 た 。 塗 布 の 場 
合 は 濾紙 を 上 下 に 分 けた 場合 , 差 は な か つた 。 3 ) の 実 
験 で は 25 で 保存 で は 1 To が 16 日 目 で 0, 0 で 保存 で は 
Na が 0, Ad は 809 か 21, To は 大 し た 減少 な く 変り な 
い 結 果 が 出 た 。 双 , 培 養 日 数 は 高温 た ほど 保存 日 数 の 経 
過 と 共に 短縮 され る 度合 が 強く , Ad が と くに その 傾向 
が 感受 され た 。 以 上 実験 結果 より 試験 管 培養 を 行う 際 は , 
) 湿度 と 日 数 の 関係 は 低 湿度 より 高 湿度 保存 が よく マ 
ッ チ 箱 よ り 金 属 缶 が すぐ れ て いる 。 2) 保存 日 数 は 高温 , 
0'C は Na に 影響 大 びあ る か ら 15"O 平均 が よい 。 3) 培 
養 温度 は 25 こ 87 で の 間 , 日 数 は 12 日 , 便 量 は 0.5g 前 
化 , 面積 は 8 て 16cm*, が 良い と 思わ れる 。34) 検出 効 昌 
は Aq, Na は 4~8 日 , To は 8 日 以後 が 最も 多い 。 5) 
高温 度 保存 で は 4 日 以上 の 場合 。 To, Na は 培養 日 数 は 
2 て 4 日 。 To は 若干 の 日 数 の 短縮 が み られ る の みみ で あ 


る 。 


4. 銘 虫 症 の 商学 的 研究 , 特に 釣 虫 の 発育 と 土壌 の 性 状 
と の 関係 に 就 て : 三原 唐 太 郎 (横浜 市 大 寄生 虫 ): Y. 
MIHARA: The epidemiological studies of hook- 
worm disease. The relationships between develop- 
ment of hookworm and characters of soilS 

釣 昌 症 は , 我が国 の 農村 に 高 率 に 見 られ , 農村 病 の 最 
も 重要 な も の の 一 つ で ある 。 農村 に お いて も , 釣 虫 の 分 
布 は , 土地 に より 著 明 な 濃淡 の 差 が 見 られ る 。 釣 昌 分 布 
の 濃淡 を 左右 する 因子 に つい て は , 従来 いろ いろ あげ ら 
れ て いる が , 釣 虫 が 卵 か ら 角 化し て , 感染 仔 虫 に な る ま 
で の 生活 環境 と し て の 土壌 の 性 状 如 何 も 赤 其 の 重要 な 一 
つの 因子 で ある と 考え られ る 。 演者 は , 我が国 の 農村 各 
地 の 土 壌 を 調査 し , 次 の 如き 結果 を 得 た 。 土 性 名 は 日 本 

農学 会 法 に 依 つ た 。 1) 砂 土 ・ 砂 壌 土 は 釣 虫 寄生 率 は 低 
い 。 2) 壌 土 ・ 至 壌 土 は 釣 虫 寄生 率 は 高い 。 3) 壇 土 は 概 
ね 釣 虫 寄生 率 は 高い が , 成績 は 不定 で ある 。3) 土壌 pH 
値 と 釣 虫 寄生 率 と の 間 に は , 一 定 の 関係 は 見 られ な い 。 
各種 土壌 を 用 い , 瓦 培養 法 に よ つ て , 犬 釣 昌 卵 を 塔 養 し 
て , 鋼 化 率 を 比較 し て みる と 。, 各 種 土壌 間 に は 著 明 な 差 注 
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質 ( 熱 の 伝導 度 ・ 吸 水性 ・ 通 気性 等 ) を 考察 する と , 一 
般 に 砂 土 は 釣 息 卵 の 負 化 発育 に 最も 不適 で あり , 壌 土 は 
最も 好 条 件 を 具 え て 居り , 坊 土 は , その 粒子 の 配列 状態 
に より , 条件 を 異 に する ( 団 粒 構造 は 釣 息 卵 鋼 化 に 適 
し し 砂 土 に お いて 
ゃ る, 直射 日 光 を 受け る と と な く , 双 常 に 湿潤 せる 土地 に 
ぉ いて は , 鋼 化 に 適する 土地 も あり 得る 。 我が国 農村 の 
畑地 土壌 の pH 値 は その 大 部 分 が 4 7 の 間 に あ り , こと 
の 程度 の 濃度 の 各 酸 の 藩 液 に こよ つて は , 釣 昌 卵 及 び 仔 虫 
は , 大 な る 障害 を 受け な いと と を 実験 に より 知 つ た 。 亜 
硝酸 は 可 な り の 低 濃度 (0.007 多 ) の も の で も , 釣 下 卵 
の 鋼 化 を 阻止 する と と は , 従来 の 報告 に も あり 。 演者 の 
亜 硝酸 ソー ダ 落 液 を 用 いて の 実験 に に つて も , 千 倍 藩 液 
で 卵 及 び 仔 虫 は 障害 を うけ , 亜 硝酸 の み は , 畑地 土壌 の 
pH 範囲 に お いて , 釣 東 卵 及 び 仔 虫 を 障害 する の を 見 た 。 
土壌 中 の 「 亜 硝酸 菌 に よ つ て 生成 せら れる 亜 硝酸 は , 或 
る 程度 土壌 中 の 卵 及 び 仔 虫 に 影響 を 及ぼ す の で は ある ま 
いか 。 以 上 を 総括 する に , 土壌 の 性 状 は , 釣 東 の 鋼 化 ・ 
発育 に 影響 を 及ぼ ば す と と 大 で あり , 農作物 の 生育 に 適し 
た 土壌 は , 釣 虫 の 鋼 化 ・ 発 育 に も 赤 好 条件 な 土壌 と 云い 
得る 。 釣 昌 症 の 農村 病 た る 所 以 は 双 こ と に も を る 存 する 。 


5. 種々 な 温度 に 於 ける 釣 仔 虫 の 組織 侵入 性 に 関す る 研 
突 ②) 土 壌 相 に 於 け る 4. gogeo/e 及び 4. cg77zz7z 
仔 虫 に つい て の 観察 西村 猛 ( 後 研 寄 生 虫 ): . NISHT- 
MURA : Studies on the tissue-invading habit of hook- 
worm larvae under various temperatures. (2) Ob- 
servations in soil with larvae of 4zcy/os/pzzZ の zo の - 


の 7 の 6 and 4. cZ272472 


す 


私 は さき に 第 26 回 本 学会 総会 に お いて , 種々 な 水温 中 
に 半 人 凶 取 び 大 多 仔 衣 の 組織 竹 の 深化 
に つい て 述べ た が , と れ に 引 続 い て 土壌 内 に お ける と れ 
等 の 点 に つい て 追及 を 認 み た 。 実験 は 前 回 と 略 々 同様 に 
15C ょ り 42'C の 間 の 温度 に つい て , 温度 間隔 を 3 で と し 
て 一 つの 温度 に つい て 10 回 宛 行 つた も の で ある 。 た ゞ ささ 
き の 水 中 に お ける 場合 と 異 り , 本 実験 で は 性 状 の 複雑 な 
土壌 と いう 要因 が 加わ る た め , 実験 を 可 及 的 単純 な 条件 
の も と で 行う た め に , 2 mm 目 の 「 ふ る い 」 を 通し た 秒 
を 用 いた 。 一 回 の 実験 に 使用 し た 仔 虫 数 は , ツ ビ ニ 多 仔 
虫 500 隻 800 隻 , 犬 釣 仔 虫 1000 隻 2000 隻 で , 先ず ー 
定数 の 仔 虫 を 試験 容器 内 に 投入 後 , 水道 水 を 加え 20ec と 


Sh 


見 られ な か つた 。 自然 界 に お ける 各種 土壌 の 物理 的 諸 性 
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し , その 上 か ら 人 徐々 に ヒ 砂 を 92g 加 える 。 こ と の 様 に する と 
砂 の 層 は 厚 さ 0-8 cm と な り , 表層 部 は 一 様 に 湿 汐 し た 
状態 と な る 。 と の 土壌 表層 の 中 央 部 に , 前 回 使用 し た と 
同様 の , 人 血清 を 入れ 騰 庄 型 と し た 家 各 小腸 を 置き 。 所 
定 の 温度 で 2 時 間接 触 せ し め た 後 。 組織 内 及び 血清 内 へ 
の 仔 東 侵 入 の 有無 を 検査 し た 。 即 ち そ の 結果 を ツ ビ = 釣 
仔 虫 に つい て みる と 。 本 実験 に お ける 最高 最低 の 温度 
4230 と 15'C に お いて , 夫々 1 回 宛 仔 豆 の 侵入 が 認め られ 
な い 場 合 が あつ た が , その 他 の 温度 域 に お いて は 会 て の 
場合 仔 取 の 侵入 が 認め られ , 侵入 率 の 最低 は 42 で の 場合 
0.1 多 ,。 最高 は 27 で の 場合 の 45.3 有 で あつ た 。 和尚 水中 
に お ける と 同様 に , 同一 温度 に お いて も その 侵入 率 の 変 
動 は 激 し か つ た が , 温度 の 変動 に と も な . つ た 侵入 率 の 変 
化 は , 前 回 と 略 々 同様 の 傾向 を 示し 15C よ まり 温度 の 上 昇 


と と も と 侵入 率 が 上 略し , 27 で に お いて は 最も 高く ぐ 。 耳 
eawer < 安定 し た - 侵 入 性 を 示し て いる 。 た ぶ 水 中 


に お ける 80 で O の 場合 は 侵入 率 が 甚だ 低 率 で あつ た に 拘ら 
ず , 本 実験 で は 侵入 率 の 平均 26.2 で , 24 で の 場合 の 
34.1 多 に 次 いで 高 率 を 示し て いる と と , 及び 86'C, 39O 
の 温度 域 に お ける 侵入 率 の 再度 の 上 昇 が 顕著 で な いと と 
が 異 つ て いる 。 次 に 犬 釣 仔 虫 に つい て は , 水中 に お ける 
場合 に み ら れ た と 同様 に , その 侵入 率 は 極め て 低く , 水 
中 に お ける より る ゃ 和尚 一 層 こ れ が 著 明 に み ら れ た 。 即 ち 
15C, 83C, 023KSR め ら れず 侵 
入 率 は 最も 高い 場合 で も 27 で の 4.22 に 過ぎ な い 。 培 
上 の 夫々 の 温度 に お け 件 玲 補記 有意 差 の 検定 
を 行 つ て 比較 検討 し た と と ろ , ツ ビ ニー 釣 仔 虫 の 侵入 率 は 
15C ょ り 洒 次 上 昇 し て 一 旦 低く な り , 36' 〇 乃至 89C で 再 
び 微 か 年 らち 上昇 する も の と いい 得る 。 


6. 釣 虫 症 の 疫学 的 研究 (②: 阿部 康男 ・ 堀 栄 太郎 ・ 新 
門 宰 ・ 未 永治 ( 慶 大 第 二 病 理 ): Y. ABE, HH HORI, O. 
SHINKADO & O. SUENAGA : 


studies on ancylostomiasiS (2) 


- Epidemiological 


私 共 は , 昭和 27 年 来 鹿児島 県 下 の 寄 生息 感染 の 実態 を 
知る た め に 綿密 な 調査 を 続け て いる が , 今回 山間 平地 農 
村 部 落 の 鹿児島 県 日 置 郡 金 峰 町 並び に 川辺 郡川 辺 町 勝目 
部 落 の 小 中 学 児童 並び に 一 般 部 落 民 の 硫 苦 加 飽和 食塩 水 
浮 牙 法 に よる 集団 検便 を 実施 し , 更に 虫 卵 保有 者 に 駆 到 
楽 ( オ ー ミ ン ) を 投与 し , 駆 虫 率 と 症状 消 宰 率 と の 間 に は , 
若干 の 相互 関連 性 を 認め た の で 報告 する 。 釣 到 浸 淫 率 こ 
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の 地方 は 純 農 部 落 で ある た め 職 業 の 構成 比率 と 比例 し て 
高 率 を 示し , 45~52 多 の 数 値 が 得 ら れ た 。 性別 的 に は 殆 
ん ど 有 意 の 差 を 認め な い 。 虫 は 両 地区 と も 感染 率 が 少 
く 見 られ た が , と の 現象 は 駆虫 に 対す る 認識 が 常に 高度 
で ある と と 原因 し て いる も の で ある と 考え られ る 。 釣 
由 は 低 年 層 に 少く 滞 時 増加 し 30 才 代 に 最高 に 達し , 以後 
変化 は 僅少 で 両 地区 と も 南 日 本 一 帯 に み ら れ る 流行 促進 
型 と み ら れ る よう か な 形態 を 示し て いる 。 種別 は ツ ビ ニ , 
アメ リカ 両 種 が 認め られ , や や ツ ビ ニ = 種 が 優 占 的 で ある 。 
顕 虫 及び 釣 虫 に つい て の 金峰 地区 で の 家族 集積 性 を 検討 
し た が , 顕 虫 で は 有意 的 に 出 て 釣 虫 は な い 様 に 思わ れ 
る 。 両 地区 に お いて 自覚 症 調査 の た め ア ン ケ ー ト を と つ 
た 結果 , 金 蜂 地区 の 症状 自覚 者 は 82.1, うち 全身 備 意 
32.1, 有 敗 時 , 腰痛 26.422, 便秘 28.6 多 , 動 悦 18.92, 以下 
いき 切 , 顔面 蒼白 , 食 谷 不 振 の 順 で あつ た 。 勝目 地区 の 自 
覚 症 も 略 々 同様 の 成績 ご あつ た が , 更 に 駆虫 楽 を 投与 し , 
息 卵 陰 転 率 68.9 を 得 た 。 商 1 カ月 後 の 自覚 症状 消 裾 の 
結果 は 消 裾 比 率 8.8 タ % で あつ た が , と の 中 に は 釣 虫 症 以 
外 の 原因 に ょ る 自覚 症 も 含ま れ て いる の で , と れ を 虫 卵 
完全 陰 転 者 に つい て みる と 人 金峰 地区 に お いて 症状 自覚 者 
の 消 宰 比 率 25.0 う ち 動 條 74.7 易 食欲 不振 71.0 多 全身 供 
師 50.0% の 消 裾 比率 を 示し 以下 顔面 蒼白 , いき 切 , 肘 量 
の 順 で あつ た 。 商 と の 傾向 は 勝目 地区 に お いて も ほ ぶ ゞ 同 
様 ご あり, 食欲 不振 51.0 め 2, 全身 供 怠 49.0 め , 睦 時 33.0 多 
の 消 宰 比 率 を 示 し た 。 即 ち , 両 地区 と も 症状 の 殆 ん ど 全 
部 が 多かれ 少 か れ 好 転 し た 。 商 駆虫 薬 投 写 に より 自覚 症 
の 消 観 を 招来 し 得る が こと の 傾向 は 了 虫 卵 完全 陰 転 者 に 強度 
に 現われ る 結果 を 得 た 。 


7. 銘 虫 幼 虫 の コラ ー ゲ ナー ゼ に つい て 山崎 茂 ・ 河 野 
恵 ( 群 大 衛生 ): S. YAMAZAKI & M. KONO : Studies 
on the collagenase of iving larvae of 4zcy/osZ み 2Z 


C の 772226272 


1954 年 Lewert ら は , 種々 の 寄生 虫 幼虫 の 組織 侵入 性 
こつ いて 述べ , 組織 の basement membrane 及び grou- 
nd substance の 変化 は , 之 等 幼 昌 の コラ ー ゲ ナー ゼ に よ 
る も の で あざ と 報告 し て いる 。 同氏 ら は 更に 1956 年 マン 
ン ン 住 血 喚 所 セル カリ ア , スト ロン ギ ロ イ デス ・ ラ ティ 
の 幼 昌 の コラ ー ゲ ナー ゼ に つい て 酵素 学 的 考察 を 進め て 
いる 。 我 < は 釣 昌 研究 の 一 端 と し て 犬 釣 虫 幼 東 の コラ ー 
ゲ ナ ー ゼ に つい て 実験 し , 若干 の 知見 を 得 た の で 報告 
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る 。 実験 材料 と し て 幼 昌 は 28 で で 瓦 培養 し た 犬 釣 虫 生 幼 
虫 を 用 い , 基質 は アゾ コラ テラー ゲン を 使用 し 反応 液 は Sor- 
ensen の 焼 酸 緩衝 液 を 用 いた 。 方 法 を 簡単 に 述べ る と, 

基質 を 小 試験 管 に 入れ , 緩衝 液 (M/20, pH 7.0) 0.5 ml 
を 加え と と に だ 釣 幼虫 を 一 定数 含め , 37'C 温 浴 に と incubate 
し , 反応 時 間 後 , 直ちに 取出 し , 全容 量 を 3ml と し 遠 
心 上 清 (遊離 の アゾ 色素 ) を Cuvette に 移し Colema- 
n spectrophotoimeter で 520 m に て optical density 

を 読ん だ 。 実験 結果 を 簡単 に 示す 。 反 応 時 間 の 経過 と 本 
素 活性 は 8 時 間 迄 の 観察 で は , 直線 的 関係 が 得 ら れ , 幼 
虫 数 の 増量 と 活性 度 と の 関係 に お いて も 殆ど 直線 的 関 
係 が 得 ら れ た 。 pH の 相違 に ょ る 活性 度 は 6.0 か ら 8.0 
まで の range に お いて , pH 7.0 で 最高 値 を 示 し だ 。 加 
熱 に よる 酵素 作用 の 破壊 を 検 し た 所 60'C30 分 で 約 90%, 

100'C10 分 で 殆ど 100 多 活性 は 破壊 され た 。 と の 犬 釣 虫 
幼 由 の アゾ コラ テラー ゲン 分 解 作 用 は , トリ プシ ン 阻 害 剤 で 
ある オ ボ ム コイ ド を 添加 する 事 に よ つ て も る 殆ど 影響 を 受 
け な い 。 双 金属 イオ ン の 影響 を 見 た 所 , Cat, Mgt に よ 
つて 虐 活 さ れ , Hg に より 著 明 に 阻害 され た 。 次 に 幼 下 
の 培養 日 数 に よる 酵素 活性 を 培養 日 数 を 追 つ て 検 し た 結 
果 , 当該 酵素 は , iaria 型 幼虫 の 初期 に お いて 強く , そ 
の 後 2 刀 至 3 週間 の 中 に 著 明 に 降下 し , 以後 6 週間 迄 の 
観察 で は 活性 は 殆ど 低下 せ ず 弱い ながら 一 定 度 保有 し 


て いる 。 


8. アイ ソト ー プ 人 負荷 大 釣 虫 仔 虫 の 追跡 実験 三 上 義昭 
( 鳥 大 石原 内 科 ): Y. MIKAMI: Experimental trace 
of the isotope-labelled larvae of 4zzcy/Os/224Z CZ7227247% 


私 は アイ ソト ー プ 負荷 犬 釣 虫 仔 虫 に よる 体内 循環 の 追 
跡 実験 を 行 つ て いる 。 既に 3! が P32 に 比 し て より 良い 
トレ ー サ ー で ある と と を 述べ た が , 今回 は 更に と れ に つ 
いて 検討 を 加 へ , 叉 他 の アイ ソト ー プ を も 使用 し て 実験 
を 行 つ た 。 そ の 結果 T の 仔 虫 摂取 量 は 。 ピーク を も つ 
た 変動 を 示し た 。 そ の 最大 の ピー ク の 時 期 の 仔 虫 を 使用 
する の が 追跡 上 良 ろ し い 。 排 浴 曲 線 で は 著 明 と 排 浴 を 認 
め , 従 つ て 3 の 半減 期 の 短い 事 も 合 し て 著 明 に 仔 虫 の 
アイ ソト ー プ 保持 量 は 落下 する 。 仔 虫 の ラヂオ アウ ト グ 
ラフ イ で は 全体 に 散ら ちば つて みえ る 。 動物 実験 で は 仔 下 
の 排 浴 し た アイ ソト ー プ は 甲状腺 に 集 り , 一 方 尿 中 に 排 
浴 き れ 追 跡 を 妨げ な い 利 点 が ある 。 成 犬 を 使用 し 再 感染 
実験 で は 12 時 間 か ら 48 時 間 に か け て 甲状腺 へ の カウ ント 
の 集積 を 示 レ 騙 12 時 間 か ら 肺 へ の カウ ント が 上 蝶 し , ベ 
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胡 和 33 年 6 月 (1958)〕 
ー ル マン 氏 法 と 対比 し て 成 積 が 類似 し て いる 。 幼 若 犬 , 
マウ 了 aP は 甲状腺 へ の カウ ント の 上 昇 は 著 
明 で な く 夏 臓 , 尿 へ の カウ ント の 上 昇 を 見 。 肺 へ の カウ ン 

ト は 時 間 と 共 と 上 昇 し て いる 。 し か し T%! を 使用 し て の 
追跡 実験 で は , 仔 由 の アイ ソト ー プ の 排 浴 , 半減 期 の 短 
い 事 か ら ,。 仔 虫 の カウ ント が 充分 で な いう ら み が 3 ある 。 
Na** を 使用 し た 場合 摂取 曲線 は 日 と 共に 急激 に 上 昇 す 
る が 排 浴 は 著 明 で , 全身 の 各部 分 に 散ら ば る 可能 性 が あ 
に 不当 で ある Sioa 使え な 
か つた 。 次 に Fe**? を 使用 し た 場合 毎日 の 摂取 量 の 変動 
NMe 
浴 状 態 を みる と , 第 一 日 目 に 軽度 に 認め る の み で , 仔 帳 
の ラヂオ アウ トグラフ ン イ で は , 消化 管 中 に 保有 し レ , 脱 友 
帝 に は 殆 ん ど 認 め な い 。 と の 事 か ら , Fe** を 充分 摂取 レ 
た 仔 昌 を 。 上 澄 液 の カウ ント を 0 に 近づけ た 人 後 , 蒸溜 水 
中 に 投じ , 一 日 間 排 潤 さ せ た 人 後 再 び 水 洗 , マウ ス 腹 腔 内 
に 2000 匹 初 感染 , 一 方 対照 と し て 同じ カウ ント の Fe** 液 
を マウ ス 腹 腔 内 に 入れ 6, 12。 24。 36, 48 時 間 毎 に 必殺 
比較 し た 。 之 で は , 肝 は 滞 時 増量 し , 皮ふ 筋肉 の アイ ソ 
トー プ 量 は 早期 か ら 高 く 仔 虫 の 移行 を 示し , 肺 え の カウ 
ント も 次 第 に 増量 を 示す 。 対照 で は 早期 か ら 肝 腫 へ の 集 
積 大 で ある 。 し か し 腎 牌 へ の 瀬 時 軽度 増量 は 仔 虫 の 体内 
で の 排 洪 を 子 想 させ , 子 め 二 日 間 フェ ロバ ルト 鉄 1 mg 
を マウ ス に 筋 注 体内 貯留 を 防ぎ , マウ ス 背 皮下 初 感染 を 
同様 に し て 行い 。 肺 へ の カウ ント は 時 間 と 共に 著 明 に 集 
積 し , 胃 小 腸 の カウ ント が 早期 に 増量 を 示し , 肝臓 へ の 
集積 も 尊 時 増強 , 筋肉 へ の カウ ント は 特に 著 明 に 増大 レ 


ame 、 
に いる 。 


9. 多 虫 の 感染 経路 一 一 特に 人 体感 染 実験 に つい て (1⑪ 


川 勇 ・ 水 野 哲夫 ・ 柳 沢 利 喜雄 ( 千 大 公衆 衛生 ): 1L. HI- 
RAKAWA, 本 . MIZUNO 錠 R. YANAGISAWA: On 
the mode of hookworm infection, especialIy exDeri- 


mental infection of man with the Jarvae (1) 


ニ = 釣 虫 及び アメ リカ 釣 虫 の 人 体 に お ける 主要 感染 

路 は 諸説 が あつ て 必ず し ゃ その 見 解 が 一 致し て いな 
そ と で 有志 者 4 名 に つい て 経口 的 人 体感 染 実験 を 行 
の 感染 に 用 いた 仔 虫 は 瓦 培養 法 に より 得 ら れ た 14 日 
| の 感染 期 仔 虫 で , 一 旦 水 中 に 移行 し た 仔 虫 を 再び 清浄 
な 瓦 上 に 滴下 し て 再度 水中 に 移行 せ し め , か か る 操作 を 
三 度 繰り 返す 事 に よ つ て 活 涯 な も る の の み を 集め て 使用 し 
彼 検 者 は 集 卵 法 で 釣 息 卵 陰性 で あり 培 養 法 で 仔 虫 祭 
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生 を 見 な い , 且 サ ー レ ス 現 象 , 沈降 反応 陰性 の 者 で あ 
る 。 披 検 者 は 二 群 に 分 ち , 一 群 は 空腹 時 に , 他 の 一 群 は 
食後 20 妊 25 分 に 球状 の 人 多 は ゲラ チン カプ セル を 用 
いて 仔 虫 を 投手 し た 。 投与 し た 仔 虫 数 は , 空腹 時 投与 群 
第 1 例 AD. 116,N.A. 88, 第 2 例 AJD.97, N.A. 109, 
食 化 投与 群 第 3 例 AJD,. 106, N.A. 117, 第 4 例 AD. 
100, N.A. 105 で ,。 これ は ガラ ス 毛 細管 中 で 正確 に その 
数 を 数 え , 一 令 の 誤り も な く 混合 感染 を 行い 次 の 如き 
精 二 得 た 。:D" ゲ ウ ーッ アオ 半 間 和 逢 
ゞ 同数 , 同時 に 投与 し た が , 感染 が 成立 し 成虫 と な つた 
も の は ツ ビ = 釣 の み で あつ た 。 2) ツ ビ = 釣 で は 仔 
息 投 与 後 213 日 乃至 492 日 に 駆虫 し て 得 ち られ た 成虫 数 は 

第 1 例 92, 第 2 例 68, 第 2 例 68, 第 3 例 40, 第 4 例 48 
で , 授与 仔 虫 数 に 対す る 成虫 の 割合 は , 夫々 79.3, 

70.122。 37.7 多 , 48.0 多 と な り , 空腹 時 投与 群 の 方 が 食 
後 投与 群 に 比 し 寄生 率 が 高 か つ た 。 3) 全 例 に 激しい 咳 
が 仔 虫 投与 化 3 て 9 日 で 発現 し , 約 4 カ月 に わた つて 
仔 続 し た 。 そ の 他 全 例 こ 全身 供 怠 。 3 例 に 息切れ が 認め 
られ 駆虫 迄 継続 し た 。 又 胸痛 を 3 例 に 認め た 。 


10. 釣 虫 の 感染 経路 一 特に 人 体感 染 実験 に つい て (2) 
水井 孝 ・ 藻 谷 健次 ・ 水 野 哲夫 ・ 沖 山 鉄 三郎 ・ 柳 沢 利 喜雄 
( 千 大 公衆 衛生 ) : T. NAGAI, K. SAGITANI. 本 . 
MIZUNO. R. OKIYAMA 層 R. YANAGISAWA : 
On the mode of hookworm infection, especially exD- 
erimental infection of man with the arvae (2) 


ツ ビ ニ 釣 虫 及 び ア メリ カ 釣 虫 の ヒト へ の 主要 感染 経 5 
が , 経 皮 的 で ある か 経口 的 で ある か を , 釣 虫 に 感染 し た 
事 が な いと 思わ れる 者 に つい て , 経 皮 感染 実験 を 行 つ 
た 。 感染 に 用 いた 仔 虫 は 両 種 共 培養 10 日 目 の 感染 期 仔 了 
で ある 。 皮 膚 侵入 仔 貝 数 : 予め 既知 数 の 仔 虫 を 皮膚 上 に 
お き , 一 定時 間 化 局所 を 充分 に 水洗 する こと に より 侵入 
他 由 数 を 求め た が , 両 種 の 間 に は 平均 的 に は 差 は 見 られ 

た が , 併 し 個人 間 に は 相当 の 変動 が あつ た 。 駐 気 
温 の 影響 は ある も の の 如く で 同一 人 に つき , 18 で の 気温 
下 と 25C の 気温 下 で 実験 し た 処 , 前 者 に お ける 皮膚 侵入 
仔 昌 率 は A.D. 7.5 多 N.A. 36.6 用 で あつ た が , 後者 に 
お いて は 夫々 83.0, 62.1 多 と な つた 。 虫 卵 及 び 培 養 に 
よる 仔 取 発現 時 間 は 前 腸 内 面 ・ 手 奪 ・ 足 硝 共 .。 アメ リカ 
釣 昌 仔 虫 を 培養 に より 60 一 75 日 の 間 に 認め た 。 但 し 足 硝 
感染 の 例 で は 56 日 目 に 不 受精 卵 を 認め , 駆虫 当日 迄 の 培 
養成 績 で は 遂 に 仔 虫 の 発生 を 見 な か つた 。 成 昌 に 達し た 


導 2 か つ : 































数 : 1) 前 肝 内 面 を 感染 部 位 と し た MEDOe 
No. 1 皮膚 但 入 仔 虫 数 は A.D. 106 に 対し , 駆虫 に よ 
得 ら れ た 成虫 の 数 は 0, N.A. SNPaR24 
し , 但 た 成東 雪 は 3 (4.9 2) 同 様 の 関係 を 以下 に 見 る と 
No. 2 は A.D. 0/82, N.A. 0774, No. 3, A.D. 0/118, 
N.A. 47148(2.7 多 ), No. 4, A.D. 0/118, N.A. 0/116, 
No. 5, A.D. 1/115(0.9 2②), N.A. 3/107(2.8 2) で あ 
つた 。 2) 手 奪 No. 6<9) 足 奪 (No. 10) 同様 の 関係 
を 手 硝 足 奪 よ り の 感染 者 に つい て みる と , No. 6 AD. 
5/121(4.1 2) N.A. 49/112(43.7 用 ) No. 7 A.D. 0/59 
N.A. 7/67(10.4 多 ) No. 8, A.D. 0/52, N. A. 0775, 
No. 9 A.D. 0)54, N.A. 12/117(10.22) No. 10 A.D. 
0716, OHRrooex 寺 NRNozhaoDoyieA 
今回 の 実験 で は アメ リカ 釣 虫 に よる 皮膚 炎症 2 
他 覚 症状 共 . ツ ビ = の 夫 れ より 強い 傾向 が か あつ た 


HI. 釣 虫 の 感染 経 牙 と 若 薬 病 の 発症 機 序 並び に 治療 に 
関す る 研究 (人 体 実験 に よる 観察 , 続報 ) 吉田 幸雄 ・ 中 
西 靖 郎 ・ 三 谷 和 合 ( 京 府 医 大 医 動物 ): Y. YOSHIDA, Y. 
NAKANISHI 層 W. MITANI: Experimental studies 
on the infection modes of hookworm, 442cy/OS79772 の 
g の odezzZ7p and Vecg7o7 の 72672C の ZS tO the human bod- 


す 


ies and on the therapy of "Wakana disease 


ツジ ビニ ・ ア メリ カ 天 種 釣 由 が 夫々 経口 ・ 経 度 い づれ 
経路 で 人 体 に 侵 人 計 染 が 成立 し 成虫 に 迄 発育 する 
か と 球 う 問題 に 就 て は 古く か ら 多 く の 研 究 が ある が そ 
結論 は 必ず し ゃ 時 一 て いな い 。 我々 は こと れ ら の 点 を 
更に 明か に し た いと 考え 19 名 の 人 の 和 学生 を 
所 び 山上 を 各 各々 経口 ・ 経 友 的 に 侵入 せ し め 長 期 に 呈 

つて 観 穴 し , 合わ せ て 若 人 RIRS びに 治療 剤 の 
検索 を 行 つ た 。 1) 先ず 5 名 に ツ ビ ニ = 釣 虫 仔 虫 を 各 100, 
27。57, 152, 101 隻 経口 投与 し た 所 全 例 に 若菜 病 症状 を 
発 し 好 酸 球 は 13<86 多 と 著 明 に 増加 し , 其 後 全 例 に 虫 卵 
陽 転 し 数 回 の 駆 旧 に ょ より 各 45, 20。 17, 42, 22 令 の ツ ビ 

= 成虫 を 排出 し 虫 卵 陰性 に 至 つ た 。 こ の 際 発 症 し た 若菜 
病 3 ae し Cortisone 各 837。 500, 1000 mg を 投与 


し 著 明 な 治療 効果 を 認め た 。 2) 上 記 経 口 感染 群 と 平行 
し て 同じ 源 づ ツ ビ = 仔 虫 を 4 名 の 前 腫 に 経 皮 侵 入 せ し め 

た (侵入 数 各 50。194, 204, 203 隻 ) 3 例 に カブ レ を 生じ 

1 例 に 軽度 の 若菜 病 症状 を 呈し た 。 好 酸 球 は 1 例 に 14% 

と 増加 を みた 他 は 6 多 以 下 で , 其 後 158 て 187 日 間 に 

る 頻 回 の 検便 に も 拘ら ず 全 例 虫 卵 陽 転 せ ず 


。 最後 6 ce 


( 20 ) 
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を 行 つ た が 全く 排 躍 は みち られ な か つた 。 3) か く > 如 ・ 
同じ じ 源 の ツ ビ = 仔 虫 に お いて も 経 皮 的 侵入 は 経口 的 侵入 
に 比 し 極め て 成虫 に な り 難く 思わ れ た の で 次 に 頻 回 経 皮 
接触 を 実施 し た 。 即ち 3 例 に 一 週間 毎 に 50 隻 づ ゝ 5 回 反 


の ペ 


復 接触 せ し め た (侵入 数 各 151, 147, 181 隻 ) 2 例 に カブ 
肖 加 し た が 晶 卵 陽 転 せ ず 駆 虫 の 結 


レ を 生じ 好 酸 球 も や や 
果 も 陰性 で あつ た 。 4) 次 に 我 く < は 自然 界 に お ける 釣 仔 
虫 の 条件 に 一 層 近 づけ る 為 土壌 中 で 培養 し て 得 た ツ ビ = 
仔 虫 を 2 例 に 各 68,. 83 隻 経 皮 侵 入 せ し め た 所 カブ レ は 生 
じ た が 若菜 病 起 ら ず 好 酸 球 も 増加 せ ず 虫 卵 も 陽 転 せ ず 且 
駆虫 を 最後 に 実施 し た が 全く 排 虫 は 認め らち れ な か つた 。 
5) 最 俊 に 我々 は 比較 の 為 ア メリ カ 釣 虫 仔 虫 を 2 名 に 経 
口 。 8 名 に 経 皮 感染 せしめ た た 所 経口 群 は 成虫 を 生 ぜ ず , 
経 皮 群 は 2 名 に 各 1 隻 づ 。 で は ある が 感染 が 成立 し た の 
を 認め た 。 以 上 の 要点 は ツ ビ = 釣 虫 は 経口 的 に 人 体 に 
侵入 し た 際 は 容易 - 成 虫 に な る が 経 皮 接 触 の 場合 は 侵入 
は する が 成虫 に 記 発 育 し 難い 事 を 示し, ロー ス 初 め 数 氏 
の 実験 成績 と 異 り , 横川 等 の 動物 実験 か ら の 推論 に 一 致 
する 。 次 に 若菜 病 治療 は 従来 見 る べき も の が な か つた が 
Cortisone が 著 効 を 示す 事 を 提示 し た 。 


12、 苦楽 症 の 発生 機 友 と その 治療 , 動物 実験 に よる サル . 


バル サン の 効果 中 西 靖 郎 ・ 三 谷 和 合 ( 京 府 医大 医 動 物 ) 
: Y、NAKANISHI 科 W.MITANI: Studies on the 
mechanism and therapy of “ Wakana-disease '.(E 邦 ect 
of experimental animal infected A. D. arvae wifh. 


Salyalsan. ) 


若葉 症 の 咽喉 療 首 感 及 列 し い 咳 蹴 発作 の 治療 に 就 い て 
は , 之 迄 種々 の 報告 を 見 る が 未だ 決定 的 な る の は な い 。 
然し 一 方 , イン ド , シン ガボール で 原因 不明 の 疾患 と 
れ て いる Eosinophilic lunng に Arsen 系 楽 剤 が 著 効 を 

呈す る と の 報告 より , 我々 は 若菜 症状 に も 効果 が ある の 
で は な いか と の 推定 の も と に Neo-neo-arsemine を 本 
症 患 者 4 名 に 用 い , タツ ビニ = 釣 仔 虫 感染 マウ ス に Myo- 
arsemine を 用 いて 実験 を 行い 若干 の 知見 を 得 た 。Neo-. 
neo-arsemine 使用 例 は 自然 発生 の 患者 2 名 と 人 体感 染 
実験 より 若菜 病 様 症状 を 発症 せしめ た 2 名 に 就 い て で : 
る 。 前 者 は 発病 後 17 日 目 及 11 日 目 か ら , 後者 で は 内 1 例 
は ヅ ツ ビニ ミニ 釣 昌 経口 感染 後 ( 初 感 染 12 隻 , 再 感染 15 隻 ) 
21 日 目 及 ツ ビ ニ 釣 虫 経 皮 感 染 後 ( 初 感染 10Y 隻 , 再 感染 
96 代 ) 44 日 目 に 何れ も 鎮 咳 剤 の 投与 の 無効 を 確認 し た 
後 ,。 本 剤 を 1 日 1 回 各々 6, 5, 5, 4 本 の 静 注 に より 
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重 越 せる 効果 を 表 は し 症状 消 裾 せ し め た 。 動物 実験 は 成 
有 部 マ ウス 88 匹 を 用い ツ ビニ = 釣 仔 虫 を ゾン デ で 経口 的 に 投 
与 し (25~130 和 隻 ), 同時 に Myo-arsemine (pro Kg 3 
mg) 連続 3 4 日 間 注 射 し た 治療 群 と 非 治療 の 対照 群 と 
で 各 感 染 後 16 日 目 に 沖 検 v 又 ペー ルマン 氏 装 置 で 仔 息 
を 分 離 し て 両 群 の 仔 虫 検出 素 の 差 及 び 肺 組織 の 病理 学 的 
所 見 を 比較 検討 し た 。 そ の 結果 , 仔 虫 検出 素 (分 離 仔 虫 救 
授与 仔 取 数 ) は 対照 群 で は 殆 ん ど 全 部 に 見 出さ れ , 殊 に 
感染 俊 Pen3tr で 3 日 日 に 最高 
と な り 検 出 率 (20 て 4022), その 後 減少 する 傾向 を と る 
が 。 治療 群 で ! > 大 部 か 険 性 で 検 | H 率 も 非常 に 低い 。 (0 て 
5.4 多 ) 肺 表面 の 肉眼 的 所 見 は 対照 群 で は 大 小 無数 の 出 
血 点 或 は 融合 し た 広汎 な 出血 斑 を 顕著 に 認め る が 治療 群 
で は 出血 点 も 少く 且つ 軽度 で ある 。 双 , 組織 学 的 に は 対 
賠 群 は 肺 胞 壁 の 毛細 血管 の 充血 拡張 閉 る しく, 随所 こう 
” 血 を 重 め Bronchiolus 周囲 に 円 形 細 胞 浸 瑞 を 認め 
明らか に 科 症 像 を 呈す る が , 治療 群 で は 炎症 は 全 な く く 
な り , うつ 血 も 僅か に 残存 する 程度 で 僅か に 壁 毛 細 血 管 
の 拡張 が 認め られ る に すぎ な い 。 以上 より Arsen が 少 
いと も 肺 内 移行 仔 虫 を 殺 減 する よう で あり , その 結果 臨 
床 例 で も 優れ た 効果 を 示し た も の と 考 へ る 。 


13. 各種 駆虫 剤 の 生体 , 特に 肝 機 能 に 及ぼ す 影 響 に つ 
\ て ①) 釣 虫 腕 虫 剤 也 津 冬 文 ( 阪 医大 内 科 ): F. TA- 
KATSU : The infhnence of various anthelmintics on 
the host, especialIy the infuence on Hiver fumction. 


1 ) Hookworm anthelmintics 


現在 の 各種 駆虫 剤 は 虫 体 の み を 侵害 し 宿主 に 何等 影響 
を 与え な いと 云う と と は な い 。 種々 の 自覚 的 他 覚 的 副 作 
用 が ある が , 私 は 肝 機 能 に 如何 な る 影響 を 与え る か を 知 
る た め 実 験 を 行 つた 。 先 ず 釣 駆除 剤 と し て Thymol, 
Naphthalene, Carbon tetrachloride, Oil of chenopodi- 
um, Ethylen tetrachloride, Hexylresorcinol, 1-Bromo 
2-naphthol, 2-Jodthymol の 8 種 の 薬剤 を 対象 と し た 。 
実験 方 法 と し て は 成 部 し た 2 kg 前 後 の 雄 の 家 兎 を 少な 
ヽ と も 1 週間 , 一 定 の 条件 下 に 飼育 し ,。 その うち 外見 的 
に 健康 と 考え られ る も の を 使用 し ,。 と れ に 各 薬 剤 を 液状 
の も の は その 人 筐 , 不 藩 性 の る の は 乳剤 と し て , 胃 に 達 す 
る 迄 カテ ー テ ル を 挿入 し これ を 通じ て 注入 し た 。 往 入 一 
定時 日 後 , 尿 ウ ロビ リノ ー ゲ ン , BS.P. 試験 ,C. C.F., 
血清 コバ ルト 反応 , 及び 一 般 検 血 と し て へ モグ ロビ ン 
へ マト クリ ッ ト 。, 白血球 数 。 赤血球 数 を 算定 し た 。 
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Thymol: 2 例 に kg 当り 0.8gr を 投与 し 。 そ の 
後 kg 当り 0.2gr を 5 日 間 連 続投 写し た が , 1 回 投与 
に 依 つ て は 殆 ん ど 機 能 障 害 を 認め ず , 連続 授与 に 依り 各 
検査 に 僅か に 機能 障害 所 見 を 認め た 。 血液 所 見 は 軽度 の 
沈 血 性 の 影響 を 認め る の み で あつ た 。 Naphthalene : 
3 例 に kg 当り 0.2gr を 投与 し その うち 2 例 に は その 
後 kg 当り 0.1gr を 5 日 間 連 続投 与 し た が , 1 回 投与 
で は 2 例 に CCIF.,。 コバ ルト に 僅か な 変化 を 認め た 
みみ で ある が 連続 投与 に 依り 2 例 共 軽度 の 機能 障害 所 見 を 
認め た 。Carbon tetrachloride : kg 当り 0.25cc 投 与 を 
1 例 , 0.15cc 投 与 を 1 例 。0.1cc 投 与 を 1 例 実施 し た が 。 
第 1 例 は 48 時 間 後 に は 著 明 な 機能 障害 所 見 を 呈し , 投 
与 後 3 日 に て 死亡 し , 第 2 例 , 第 3 例 共 48 時 間 後 に は 3 
明 な 機能 障害 所 見 を 呈し , 日 後 , 50 日 後 と 障害 軽快 の 
所 見 を 認め た 。 血 液 所 見 は 採血 に 依る 軽度 の 貧血 の みみ で 
あつ た 。 Oil of chenopodium: 3 例 に kg 当り 0.18 gr 
を 投与 し , その 後 kg 当り 0.09 gr を 3 日 間 連 続投 与 し 
た が , 1 回 投与 で も 各 例 共 軽度 の 機能 障害 所 見 を 認め , 
連続 投与 に 依 つ て も 同 程 度 の 所 見 を 認め た 。 Ethyien 
tetrachloride : 2 例 に kg 当り 0.9 gr を 1 回 に , 2 例 に 
1.35 gr を 1 回 に , 1 例 に 0.9 gr を 3 日 間 連 続 , 1 例 に 
0.9gr を 2 soa ケ し た が , 1 回 投与 で は 1.35 
gr を 与え た 2 例 に 僅か に 変化 を 認め た の み で ある が , 連 
続投 与 で は 2 ぅ 例 共 軽 上 の 和 人 了 和 所 見 を 委 め た 。 血液 所 
見 は 2 例 に Hb, 赤血球 数 の 減少 を 認め た 。 Hexylreso- 
rcinol 3 例 に kg 当り 0.2 gr を 投与 し て その うち 32 例 
に は その 第 0.1 gr を 5 日 間 連 続 角 押 し た が 。 1 回 投与 
に 依り 僅か な 変化 を 認め た の み で , 連続 投与 に 依 つ て も 
障害 の 増 草 し た 所 見 は 認め られ な か つた 。 1-Bromo-2- 
Naphthol: 3 例 に kg 当り 0.8 gr を 投与 し , 他 の 2 
例 に 0.2 gr を 5 日 間 連 続投 与 し た が , 各 例 共 軽 度 の 機 
能 障害 所 見 を 認め た 。 4-Jodthymol: kg 当り 0.4g 
を 3 例 に 投与 し 。 その うち 2 例 に kg 当り 0.2 gr を そ 
の 後 5 日 間 連 続投 手 し た が , 1 回 投与 で は 2 例 に 僅か な 
変化 を 認め , 連続 投与 に 依り 障害 の 策 進 展 し た 所 見 を 認 
め た 。 血液 所 見 は 特記 すべ きも の が な か つた 。 以 上 8 種 
類 の 薬剤 の 動物 実験 に 依る 肝 機 能 及 び 血 液 所 見 に 及ぼ す 
人 た が [浅間 
を 認め た 外 は , 各 薬 剤 共 常 用 量 の 10 倍 前 後 の 大量 の 投与 
に 依り 何等 障害 『 所 見 が な いか 牙 は 軽度 の 所 見 を 認め る の 
み に て , 連続 投与 に 依 つ て る 特記 すべ き 著 明 な 所 見 は 認 
め ら れ な か つた 。 
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14. 釣 虫 稚 血 の 成因 に 関す る 研究 装 田 栄助 (横浜 医大 
寄生 虫 ): EE. SARUTA : Studies on the mechanism 


of anaemia caused by hookworm 


釣 虫 各 血 は 良く 鉄 に 反応 する 貧血 で ある 事 は 衆 知 の 事 
実 で ある 。 成因 に 関し て は 一 定 の 説 が な な い 。 それ 政 本 症 


貧血 の 成因 を 研究 する 為 に 臨床 的 並び に 実験 的 感染 に つ 
いて , 本 症 貧血 の 成因 に 関係 ある 事項 を 調査 し , 出血 を 
主因 と する 貧血 説 以 外 に も , 名 面 を 来たす 点 を 認め た の 
で 報告 する 。 未 柄 血液 : 釣 虫 症 和 貧血 の 患者 は , 赤血球 数 
300 万 台 以 上 , Hb 量 6022 以 上 が 大 部 分 で ある 。 色素 指 
数 1.0 以 下 が 大 部 分 で , 貧血 の 強弱 と も 密接 な る 関係 は 
な い 。 網状 赤血球 数 は 大 体 正常 範囲 に ある 。 赤 血球 数 と 
排 昌 数 の 関係 は , 貧血 の 軽い も の に 排 虫 数 が 少な い 例 が 
0 糞便 潜血 反応 は , 排 正 数 の 多い も の 程 陽性 率 が 高 
。 但し 貧 面 の 程度 と 潜血 反応 の 程度 と は 一 定 の 関係 を 
認め る 事 が 出来 な い , 骨 和 髄 , 有 核 細胞 数 も 大 体 正 常 範囲 
に ある 。 貧血 と 有 核 細胞 数 は , 貧血 が 中 等 度 場合 に 多く 
な る 傾向 を 示 し て いる 。 赤 芽 球 数 も 略 々 之 と 同様 な 関係 
ある 。 肝 機 能 : 半 89 役 点 者 委 反 症 呈 莉 の 2 群 に つい 

て 検討 し, 濁 血 に よる 貧血 者 より も 機能 障害 の 程度 が 高 
い 値 を 示し , 釣 虫 の 駆除 に より 貧血 の 収 復 状況 と は 関係 
な し に 正常 値 に 帰 つた 。 胃 液 , 胃液 酸度 , 貧血 程度 症例 
数 の 間 に は 一 定 の 関係 は な く , 減 酸 無 酸 の 例 か 多い 。 臨 
時 間柄 の な で ある ポ 。 何れ も 多少 ( 
吸血 の 影響 を 受け て いる 。 故に 実験 的 感染 大 に つい て 仔 
虫 感染 期 の 第 3 期 第 4 期 並 びに 成虫 期 の 血液 の 変化 を 追 
求 し た 。 実 験 に 用 いた 仔犬 は 体重 700~2000 g の 仔犬 で , 
釣 仔 昌 を 28003000 隻 を 感染 させ , 赤血球 数 , Hb 全 血 
鉄 を 検査 し た 所 吸血 の 未だ お こと な は れ な い 此 の 時 期 に 
既に 減少 し て 行く 事 を 確認 し た 。 以 上 の 各 成 績 より, 本 
症 の 遥 血 は 臨床 的 に 良く 鉄 に 反応 する 事 よ りみ て も 鉄 欠 
乏 性 貧血 で ある 点 に は 疑義 は な い が , 吸血 の お こと な は 
れ な い 仔 虫 期 に 既に 委 血 が 招来 され る 点 , 貧血 の 程度 と 
糞便 潜血 反応 と が 必ず し ゃ 一 致し な いと と , 並び に 釣 息 
貧血 者 と 職業 的 給 血 者 の 肝 機 能 の 相 異 する 点 な ど よ り 釣 
虫 の 排 浴 す る 分 泌 毒 素 , 或いは 新陳代謝 産物 が 本 症 和 貧血 


こ か か は ら ず 。 


の 成因 の 一 と つ し て 有力 な る 働き を し て いる の で は ある 
まい か と 考 べ られ る 。 
( 間 ) ( 鹿 大 内 科 ) 樹 屋 冨 一 
1) 肝 機 能 と 貧血 発生 機 序 と 同一 で ある 必要 は な いで 
は あり ませ ん か 。2) 骨 簡 有 核 細 胞 2. 
いか 。 末 槽 血 の 混入 で は あり ま 


4 万 ( は 正常 で で は ゐ 


せん か 。3) 上 和夫 


〔 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 7 巻 ・ 





の 血清 鉄 減少 は RES の 抑留 ご ある 事 が 多い か ら 注 意 を 
要する 。 
(等) 侍 田 栄 助 
1) 出血 の みみ で は なく, 毒素 歌い は その 類似 物質 で 
あれ ば , 肝 機 能 障害 が 来る の で は な いか と 考 へ 実施 し 
骨髄 細胞 2?.4000 は お 説 の 通り に 末 醒 血液 の 混入 
を 考 へ まし た 。 


た 。 2) 


15. 多 虫 症 の 小腸 レ 線 像 に つい て 日 野 和 徳 ・ 齋 藤 秦 
・ 茂 木 安 平 (東大 物 療 内 科 ) 石崎 達 ( 予 研 寄生 虫 ): 〒 

HINO, Y. SAITO, Y. MOTEGI 六 丁 . ISHIZAKI : 

Studies on the roentgenological fndings of the small 


intestine in the hookworm infestation 


その 糞便 中 に 釣 中 卵 を 認め た 22 例 の 男性 に つい て 小 賜 
レ 繰 検査 を 行い , 旦 子 研 寄生 点 部 に より 同時 に 行わ れ た 
忠 床 諾 検査 の 成績 と 比較 検討 し た 。 レ 線 検 査 と し て 早朝 
空腹 時 に バリ ウム 弟 300cc を 飲用 せ し め た 人 後 30 分 。 1 時 
前 , 1 時 間 80 分 の 3 回 に 互 り 腹部 レ 線 撮影 を 行 つ た 。 釣 
虫 症 の 小腸 レ 線 像 の 異常 所 見 は 1) 粘膜 像 の 異常 ( 粗 


拉 ) 2) 分 泌 増 加 3) 運動 機能 軍 常 (運動 元 進 及び 
管 貴 係 の 局 在 性 拡張 像 ) 等 に 要約 され る が , 粘 有 像 


の 異常 が 主 て 作 は 北 較 8 軽 度 ご あつ た 。 粘膜 像 の 異常 の 
程度 は 駆除 虫 体 数 と 比例 的 関係 を 示す が , 血清 彼 白 量 及 
び 血 色素 量 と 駆除 虫 体 落 と の 間 に は 相関 は 認め られ な か 
つた 。 MSeaconn 虫 症 及 び 条 虫 症 及び 条 東 
山 レ 線 像 に お いて は 特異 な 運動 機能 の 異常 が 主 で 
Who 論 像 の 異常 は 比較 的 軽度 で あつ た の に 対 し , 
釣 虫 症 に お いて は 粘膜 像 の 異常 が 


と な 所 見 で あり , 且 そ 
の 程度 が 貝 体 数 と 相関 を 有する 事 は 興味 ある 点 で ある 





16. 二 , 三 寄生 虫 卵 の 卵殻 構造 の 研究 稲 臣 成一 ( 岡 大 
寄生 虫 ) S. INATOMI : The study on the structure 
of egg Shell of 7zzcZzzZZS 2 の Zs and CZ727yZ /e の 277 と の 


with electron microscope 


昨年 時 虫 卵 に つい て 電子 顕微 鏡 に ょ る 観察 を 報告 し た 
が 本 年 は 之 に 引続き 犬 鞭 虫 , 肝 鞭 虫 の 卵 に Ne 3 
る 。 肝 鞭 虫 卵 は 光学 的 に は 内 外 2 層 か ら な り 外 層 は 放射 
状 の 微細 な 紋 理 を みとめ 内 層 は 厚く 透明 で 卵 尊 の 基質 と 
し を 電子 顕微 鏡 で 見 る と 卵殻 の 外 表 は 非 
常に 級 密 で その 厚 さ 0.25 程 の 膜 状 層 で 拉 は れ て いる 。 
と の 層 と 内 層 と の 間 に は 厚 さ 1>2 。 程 の 間隙 が み ら れ 


な が なつ で いる 。“ ち パ 



























Te 


2 


1 SE 


」 
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と の 内 に 太 さ 0.017 ぁ 程 の 微細 織 維 が 走行 し て 綱 状 構造 
を な し その 所 々 に 直径 0.03 z<0.06 の 大 小 不同 の 粒 
が 散在 し て いる 。 更に 内 層 と 外層 と の 間 に は 厚 さ 0.5 
程 の 膜 状 の 支柱 が 連絡 し て いる 。 と の 支柱 は 光学 的 に 久 
と め ら れる 所 の 放射 状 の 微細 紋 理 を 構成 し て いる 。 内 層 
は 外 層 及 び 支 柱 と 全く 同質 の も の で その 厚 さ は 1-2 ん 
程 で 非常 に 級 密 で ある が と れ を 更に 精査 する と あたかも や 
樹木 の 年 輪 の 如き 輪 層 が 8>9 層 あ る の が みとめ られ 級 
密 層 と 粗 造 層 と が 交互 に 配列 し て お り , 級 密 層 で は 0.08 
ー0.12 ぁ 粗 造 層 で は 0.08 一 0.3 z 程 の 厚 さ を 示し て い 
る 。 次 に 両極 に ある 殻 栓 は 長 さ 8 一 9g 中 6 一 8& で 殆 
ど 無 構造 で ある が 所 くに 直径 0.08 。 程 の 微細 吾 粒 が 散 
在 し , 殊 に 殻 栓 表層 部 に は 同様 の 吾 粒 が 密集 し て 0.6 ん 
の 層 を 形成 し て いる 。 次 に 犬 鞭 虫 卵 で は 之 も 同じ く 光 学 
的 に は 内 外 2 層 か ら 形 成 さ れ て いる 如く に 見 える が , と 
れ を 電子 顕微 鏡 で 見 る と 全く 異 つて 非常 に 級 密 な 一 層 か 
ら な つて お り そ の 厚 さ は 2 一 4 4 で ある 。 と の 卵 も 肝 鞭 
息 卵 と 同様 組 密 層 と 粗 造 層 と が 変 互 に 配列 し て 年 輪状 の 
紋 理 を 示 し て お り て その 輸 層 数 は 10 一 11 層 を 数 へ る 。 と の 
級 密 層 は 0.09 一 0.3 。 粗 造 層 は 0.08 一 0.8 。 程 の 厚 さ を 
示し て いる 。 之 を 肝 鞭 虫 卵 と 比較 する と 犬 鞭 虫 卵 の 9 , 
10,11 層 は 肝 鞭 虫 卵 の 外層 に 相当 する も の と 考 へ られ る 。 
殻 栓 の 長き さ は 約 8z で 電子 線 の 通過 は 非常 に よく 無 構造 
状態 で 粒 。 繊維 等 は 殆ど 認め が た い 。 

( 問 ) (岐大 学芸 ) 上 内 野 正 志 

1) plug 部 の granule は ミト コン ドリ ア と 考え られ 
な いか , 2) 卵殻 の 2 層 と 受精 と の 関連 に つい て 。 

(等) 稲 臣 成一 

1) plug 中 の 粒 は ミト コン ドリ ア と は 思 は れ ま せん 。 
2) 末 成 部 卵 で は 薄い 卵 疲 で す が 成 吉 と 共に 厚 さ を 増し 
て 層 が 重 な つ て 来る 如く に 思 は れ ま す 。 


17. 否 虫 の 電子 数 徴 鏡 学 的 研究 , 雌性 生殖 器 に 喜 い て 
(2) 佐藤 守 ・ 内 野 文 縛 ・ 細 川 修治 (山口 大 病理 ): M. 
SATO, F. UCHTNO & S. HOSOKAWA : Electron 


microscopic Study of 4scZzzs の zzcoz の gs. ( 2 ) On the ・ 


fine structure of female sexual organ 


我々 は 第 十 三 回 日 本 寄生 貝 学会 西部 支部 会 に お いて 人 
顕 虫 子宮 上 皮 細 胞 の 微細 構造 並び に 之 の 蛋白 質 形成 所 見 
に 就 いて 発表 し た が , 今回 は 之 に 引続き 得 た 知見 に 関し 
て 報告 する 。 材料 に は 駆虫 剤 に より 排出 され た 島 虫 の 
内 か ら 活 動 性 の 良い も の を 選び , 固定 は Palade 氏 法 に 





( 23 ) 
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より , 包 埋 に は 合成 樹脂 を 用 いた 。 薄 切 に は ガラ スナ イ 
フ を 用 い , 約 0.04 。 の 切片 を 電 顕 で 観察 する と 共に , 
一 方 で は 約 1 4 の 切片 を 位相 差 頭 微 鏡 で 観察 し 電 顎 像 解 
読 の 補助 と し た 。 1) 位相 差 顕微 鏡 所 見 。 子宮 上 皮 細 乃 
は 多 型 性 の 細長 型 万 至 芽 型 の も の が 一 層 に 並び 始 部 か ら 
末 部 に 及ぶ に つれ 瀬 次 属 平 と な る 傾向 が ある 。 細胞 間隙 
は 明瞭 で ある が 狭 少 で 隣接 細胞 膜 は 区 ん ど 接 し た 部 分 が 
多い が , 部 位 に より 甚だ 様相 が 異 る 像 を 認め る 。 始 部 で 
は 梶 棒状 の 分 泌 物 が と の 間隙 部 に 認め られ 一 部 は 子宮 腔 
内 に 出 て いる 。 始 部 か ら 中 央 部 に 近づい た 破 部位 で は 上 
皮 細 胞 の 巾 が 甚だ し く 縮 少し , 細胞 間隙 は 反対 に 著しく 
拡大 し , その 間隙 部 に 類 円 形 , 塊状 の 分 泌 物 が 多量 認め 
られ る 。 細 胞 基底 部 の 空 胞 状 構造 は 拡大 し て 明る ヾ 見 え 
る 。 2) 電子 顕微 鏡 所 見 。 子宮 始 部 上 皮 細 胞 は 錯 歯 状 を 
示す 細胞 膜 を 有 し 細胞 間隙 に は density の 高い 分 泌 物 が 
認め られ る 。 胞 体内 部 に は 明る い 空 胞 状 構造 。 類 円 形 
は 梶 棒状 の electron dense な 吾 粒 .。 リポ イド 。 層状 丸 
は 結 状 を 示す 小 胞体 , 基底 部 近く に は 核 が 見 られ る 。 細 
胞 辺 縁 に 沿 つ て 0.5~ 1 大 の dense な 類 円 形 粒 が 
空 胞 内 に 認め られ 将来 細胞 外 に 排出 され る も の と 推定 さ 
れる 。 類 円 形 , 梶 棒状 の 頼 粒 成分 は 系 粒 体 と 思 は れる が 
その 内 部 に 糸 粒 体 柱 は 確認 され な い 。 小 胞体 は 層状 。 同 
心 円 様 構造 を 示し 二 重 の 限界 膜 , Palade 小 粒 が 明 際 
で ある が 各層 状 構造 間 の 比較 的 明る いも の と 微細 品 粒 に 
富み 暗い 像 を 示す も の と が あり , 数 層 の 小型 か ら 十 数 層 
を 呈す る 大 型 の も の 迄 ある 。 子宮 中 部 に 近い 上 述 の 上 度 
細胞 ご は その 辺 緑 部 に 複雑 な 蜂 和 状 構造 を 多数 認め 。 そ 
の 一 部 は 明か に 子宮 腔 及び 之 に 続く 細胞 間隙 と 交通 し て 
居り , 内 部 に ある density の 高い 物質 の 流出 像 を 認め 
る 。 胞 体内 の 類 円 形 , 梶 棒状 馴 粒 は その 数 が 減じ , 基底 
部 を 除き 細胞 長 軸 方 向 に 走る 略 平行 な 帯状 の dense な 
像 が 現 は れ , 小 胞体 像 は 認め られ 難い 。 子宮 上 友 細 胞 の 
蛋白 質 と 思 は れる 分 泌 物 の 形成 に は 小 胞体 と 密接 な 関係 
が あり , 候 泌 物 は 卵 午 白 膜 形成 の 要素 と な る も の と 推定 


され る 。 


18. 句 虫 卵殻 膜 形成 頼 尊 に つい て 水平 敏 知 ・ 矢 崎 俊 
政 ・ 平 井 五郎 ( 弘 大 第 二 解 章 ) : . MIZUHIRA, B. YA- 
ZAKI&G.HIRAI: On the granules related to egg 
shell formation of ascariS 


卵 穀 膜 形成 頼 粒 に つい て は , 水平 が 注目 し て いた 処 で 
ある が , 山口 も 同種 類 粒 を 認め た 。Mann 氏 染色 で 藍 青 
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色 に 染まる 題 粒 が 受精 直後 の 卵 内 に み ら れ , 次 いで 周辺 
に 整然 と 列 ぶ 。 こ とれ が お 互 に 癒合 し , 周辺 に 帯状 乃至 線 
状 に 接着 し て くる 。 と の 時 期 に 淡 青 色 に 染まる 卵殻 内 層 
が 出現 する 。 こ と の よう な と と は 電子 顕微 鏡 で も 裏付け ち 
れる が , 特に 注目 すべ き と と は 卵 内 の endoplasmic re- 
ticulum が と の 粒 及び 卵黄 粒 を 取 巻 き , 卵殻 内 側壁 に 
接着 し て いる と と で ある 。 薄 く 切 れ た 切片 に お いて は こと 
の 頼 粒 内 に endoplasmic reticulum が 入り 込み , 内 で 
網状 構造 を 呈し て いる 。 又 上 記 の 淡 青 色 に 染まる 卵 帝 内 
層 に 相当 する 膜 様 組織 像 が か み ら れ , endoplasmic retic- 
ulnm に と の も の が 接着 し て , と と か とら 卵殻 膜 に 転化 し 
て いく 像 が か み ら れ る 。 endoplasmic reticulum は 細胞 内 
の 酵素 的 過程 に 重要 な 役割 を 演ずる も の と 考え られ て い 
る の で , 顕 由 卵 の 場合 に お いて や , 核 , 卵黄 粒 , 特殊 題 
粒 , 卵 表 面 等 を つら ね て 存在 し て いる endoplasmic re- 

ticulum が 卵殻 形成 に 密接 な 関 遼 を 有 し , 特殊 の 酵素 的 


過程 の 下 に 卵殻 が 形成 され る も の で ある と 言う こと が 出 
来る 。 
( 加 ) (岐大 学芸 ) 具 野 正 


志 

1) 精子 侵入 後 か ら の 生 卵 に つい て の か ん さ つ と ほ ゞ 
一 致し て いる 。2) 卵殻 は 卵 内 串 粒 物質 の polimerization 
に よる 事 を ("55) 年 に 推定 し た が , 電 検 像 に よる 粒 
の tamella は 推定 を うら づけ る も の と し て あな た の 研 
究 和 重要 視 し ます 

( 加 ) RA 岡 村 一 郎 

鍋 虫 卵 の 構造 に 関し て は 昨年 の 本 学会 で 発表 し た 。 
の 御 意 見 は 大 体 , 穫 く の 所 ! 見 に 一 致し て 居る 。 本 日 午 
偽 精 子 角 皮 の 電子 顕微 鏡 所 見 に つい て 示説 する が 意見 
の 交換 を 行い 得 れ ば 幸甚 で ある 


19. 問 虫 角 皮 の 構築 構造 学 的 研究 (1) 禁 哲 夫 ・ 長 沢 竜 
男 ( 弘 大 第 二 外 科 )・ 水 平 敏 知 ・ 平 井 五 郎 ( 弘 大 第 二 解 前 ) : 
耳 . MAKI 丁 PMP T. MIZUHIRA 錠 G. 
HIRAI: The constructive structure of the ascaris 
cuticle (1 ) 


虫 角 皮 の 構築 構造 を 究明 する た め に , 人 , 豚 虫 の 切 
片 標本 の 位相 差 , 並び に 偏光 頭 微 鏡 的 所 見 な ど で 合 的 


な 検討 を 加え 海 。 虫 体 を 輸 状 に ー 取り 巻く 横 条 痕 (森下 ) 


は 顕微 鏡 的 な 輸 状 普 数 10 個 で 形成 され て いる 。 人 外 被 膜 は 
組織 化学 的 に , Sulfhydril 基 , Disulphide 基 を 証明 す 
た 様 に Chitin 質 と いう よ ょ 
と を 確認 し た 。 


る 故に 。 一 部 に 考え られ て v 


り は むし ろ Keratin か ら 成る と レン ズ 





〔 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 7 巻 ・ 第 3 : 


帯 (佐藤 ), (Goldschmidt の innere Rindenschicht) 


に は , その 周囲 を 取り 巻く 微細 な 線維 が あり , 相互 に 密 
に 連絡 し 生 ら , 所 詩 無 構造 層 を 集束 下降 する 。 こ と の 微細 
な 線維 は van B6mmel の いう FibriHlenschicht (に 一 致 
する も の で , Mallory 染色 Cason 変 法 に よ つ て 青 染 
し , 膜 片 標本 で 観 祭 する と 輪状 帯 を 相互 たから げた 千 科 
様 の 配列 を 示す 。 即 ち 各 小 線維 の 起 始 は 輸 状 帯 を 区 玉 す 
る 輸 線 に 起り , 一 部 は 外 被 膜 表面 を 複雑 に 走り , 隣接 す 
る 輪 線 に 附 状 する 。 個 有 の 線維 層 は 縦 切々 eS 層 
を 区 別 で きる が , Pa - 依 れ ば , 互い に 約 140 
O 体 軸 に 対 し 約 70" で 変 双 ら 三 層 以上 の 考 層 を 認め そ 
RNN も の で あつ て , 織 ら れ て 
は いな い 。 同 一 虫 体 に 就 い て 生 の まま , 伸展 , 固定 し て 
得 た 材料 か ら , 線維 東 交 叉 角 を 調べ る と , 伸展 前 後 で は 
明らか な 変化 を 認め る と と が 出来 る 。 即 ち , 虫 体 が 細長 
化 けれ ば 交 有 有 ト 正 整 比 を 以 つ て 減ずる 。 商 , ee 
伸展 , 固定 し た 虫 体 を 縦 切 < 庁 と し て 鏡 検 す る と , 横 条 
痕 は 殆 ん ど 消 失 し , レン ズ 帯 は 局 平 化し て いる と と が 分 
も 角 友 の 構築 構造 に 関し て , 外 被 膜 の 化学 的 性 
状 各層 に 認め られ る 線維 状 構 造 , 殊 に 線維 層 の 特色 あ 
る 配列 形成 に 就 い て 検索 を 試み た が , と れ ら は <・ 64 
体 の 運動 に 依る 伸展 , 9 屈曲 の た め に 生ずる 体内 2 
> 静 力 学 的 張力 に 対 し , 合 目 的 的 な も の で ある と へ 
る 。 胆道 の 如き 4 ト 管 有 へ 幼 貞 の 如 入 , 脱出 が 果 さ れる 様 


な 場合 の 映 虫 角 皮 の 取る 態度 も 或 る 程度 , 以上 の 事実 


ら 類 推す る と と が 出来 る と 思う 。 
( 間 ) (名 大 解剖) 石 川 道 如 
角 皮 の 裂 隙 の 間 か ら 液 体 の 交流 は み ら れ ませ ん か 。 
( 答 ) 長 沢 竜 男 


角 皮 の 裂 隙 像 が Saft-bahn で ある と 否 と に か か は ら 
ず , 私 共 の 観点 , つ まり この 結 叶 織 粒 の 造物 が 角 皮 の 
カ 学 的 な 安定 度 に 大 い に 関連 ある も の と し , 主として 外 
科 的 見 地 ( 項 虫 迷 入 ) か ら 検討 し て 見 ま し た 。 


20. 問 虫 の 排 浴 系 に つい て 石川 道雄 (名 大 解剖 ): 


*・M. ISHIKAWA : Studies on the excretory System 


Of the ascariS 


腸 液 の 中 に 棲息 する 顕 虫 に 機能 的 に 分 化し た 一 脱 の 排 
港 系 を 期待 する と と は むつ か し い 。 上 虫 を 組織 細胞 学 的 
に 検索 する と 名 虫 外皮 の 表面 膜 , 中 層 に は 裂 隙 像 が あ 
り , 外部 媒質 ( 腸 液 成 作 ) が 外皮 を 介 し て 虫 体内 に 透過 
する と と は 容易 に 想像 され る 。 0.1% 填 汁 Ringer 氏 液 
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37 で ) 内 に 活 深 に 棲息 す る コロ ヂ ウ ム で 日 を 閉じ た 魚 
虫 を 観察 する に , 1) 一 般 に 墨 は 数 分 後 角 皮 , 30 分 後 角 
皮下 層 , 1 時間 後 側線 を 透過 し て 体腔 液 内 に 入り , 2 時 
間 後 隔離 組織 を 通 つて 腸管 基底 膜 に 達し , 腸管 上 皮 細 胞 
を 通 つて 腸 腔 内 に 排 浴 さ れる 。 2) 角 皮 を 通過 し て 角 皮 
下層 , 側線 内 に 入 つ た 虹 の 一 部 は 六 に ある 細胞 に よ ょ つて 
貧 食 され る 。3) 角 皮 , 角 皮下 層 , 側線 を 箕 過 し て 体腔 
液 内 に 入 つ た 時 の 一 部 は 体腔 液 中 の 遊走 細胞 に よ ょ つて 信 
12。 リ は と よかっ て 

大 核 は 裏 胞 状 を 呈し , 内 に 大 小 不同 の ピロ ニン 
NAM 。 と れ は Ribonuclease で 消化 され る 。 
時 を 貧 食 し た 遊走 細胞 は 裏 胞 内 に 浸入 する 。 成 昌 体 腔 
内 に 0.1 2 時 汁 Ringer 氏 液 0.tcc 注入 し Ringer 氏 
液 (97 で ) 中 に 棲息 させ た 普 虫 体内 の 時 は 上 述 の 所 見 と 
同様 , 数 分 後 腸管 か ら 排 港 さ れる と 共に , 1 時 間 後 逆 に 
角 皮 か ら 体 外 に 排出 され る 。 即 ち 角 皮 に お ける 玩 汁 の 排 
浴 は 可逆 性 で ある 。 5) 側線 内 に 存在 する 細胞 は その 胞 
体 か ら 鉄 へ マト キシ リン 可 染 題 粒 を 放出 する 。 聞 粒 は 側 
線 の 裂 溝 を 通 つ て 側 管内 に 集 る 。 6) 左右 の 側 管 は 虫 体 
の 修 部 で は 著 明 で な い が , 前 部 で は 著 明 で , 食道 の 腹 側 


で 左右 合 一 し て 集合 管 を つく り , 排 浴 口 に 開口 する 。 側 
管内 に 集合 し た 類 普 ( 9 に 排出 され る 。 
7) 左側 線 内 の 集合 管 部 に ある 巨大 核 は 裏 胞 状 を 呈し 


内 に 大 2 。 と の 頼 粒 は 側 管内 の 上 頼 粒 に 
移行 する 。 


21. 問 虫 の 排 洪 系 に つい て 小林 過 穂 ・ 伊 藤 章 ・ 堀 田 
恭平 ( 岐 医大 寄生 虫 ): M. KOBAYASHI, A. ITO &K. 
HOTTA : Studies on the excretory systems of asca- 


TiS 


名 虫 の 排 浴 系 統 に つい て は 側線 説 。 角 皮 説 。 腸管 説 等 
各種 の 想定 が 行わ れ て いる 様 で ある が 著者 等 は と れ 等 の 
諸説 に つい て 若干 の 批判 を 試み た の で その 結果 を 報告 す 
る 。 1) 色素 法 に 依る 排 浴 系 の 研究 は 正体 各部 の 水素 イ 
オン 濃度 と 関係 し , 体腔 中 に 注入 する 場合 は 色素 の 藩 解 
度 に 影響 され 真実 の 排 港 系 と は 全く 異 る 様 な 結果 が 得 ら 
れる 。 沿 飼 育 に 依る 水素 イオ ” 寺 庶 の 補 は 手 め て 急速 
て 現在 の 飼育 方 法 で は 全く 正常 で な い 虫 体 に つい て の 観 
祭 と 思わ れる 。 2) 角 皮 透過 性 を 各種 の 溶液 中 に 飼育 し 
た 場合 の 体液 の 重 白 濃度 の 変動 で 見 た 場合 , 外 液 の 濃度 
に 依る 変化 は 殆 ん ど 見 ちら れ ず , 唯 虫 体 の 水素 イオ ン 濃度 
が 極端 に 酸性 に 傾い た も の に の み に 見 られ , 角 皮 遂 過 に 
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依る 栄養 物質 の 摂取 は 銅 虫 の 正常 な 生活 状態 で は 殆 ん ど 

不可 能 の 様 に 思わ れる 。 3) 顕 虫 の 尿素 排 浴 量 は 飼育 液 
中 の 残余 室 素 の 302 を 占め る の で 組織 化学 的 に 尿素 の 検 
出 を 試み た 所 側線 中 の Carrying cell-layer に 最も 多く 
検出 され た 。 


22. 環 虫 の 組織 化学 的 研究 (2②) 岡村 一 郎 ・ 徳 永 達郎 
( 熊 大 寄生 虫 ): 1 OKAMURA を 本 TOKUNAGA : 
Histochemical studies on 44scZzzs zz の zzcozdes (2) 
The diStribution of succinic dehydrogenase 


私 共 は 先 に oy 
学 的 分 布 に 就 い て 発表 し た 。 今回 は 同 酵 素 が 豚 頭 虫 を 異 
常 環境 中 即ち 双 剤 液 中 - 飼 育 す る 事 に 依り , 如何 な 
る 変化 を 生ずる か を 鋼 祭 し た の で 報告 する 。 即ち, 1%% 
サン ト ゾ ー ル 液 。 1 2 ベベ キ シン 液 。 海 人 草 煎 液 ( 水 100 
g 中 海 人 草 末 10 g を 含有 する 液 の 0.1 の 液 ) 中 に 1 > 
5 RE 前 報 の 術 式 に 従い 脱水 素 酵素 の 組織 化 
学 的 検索 を 行 つ た 。 即 ち , 豚 虫 体 の 凍結 切片 を 作製 し 
ネオ テト ラ ゾ リ ュ ム 法 (NT 法 ) 中 の Wachstein et Mei- 
sel 氏 法 を 用 いた 。 商 対 上 と し て 同一 時 間 生 理 的 食塩 水 
中 に 飼育 し た 豚 虫 に つい て 観察 し, と れ と 比較 し た 。 
対照 豚 融 中 に お ける 反応 陽性 部 は , 前 報 正常 豚 虫 に お 
ける 分 布 と 同様 で ある が , 飼育 日 時 5 日 に 至れ ば 角度 下 
層 , 筋肉 組織 の 反応 度 に 減 詳 する 傾向 を 示す 。 消化 管 に 
お いて は 殆 ん ど 変 化 を 認め な い 。 と れ に 対し 前 記 の 駆 昌 
剤 浴 液 中 に 飼育 し た も の は , 二 下層 , 筋 層 の 同 酵素 が 
更に 著 明 Mo の を 6 る 。 特に サン ト ゾ ー ル 液 , 
べ ベ キ シン 液 に 飼育 し の に お いて 著 明 で ある 。 側線 , 
作 房 状 器 官 訂 有 組織 。 WS 
認め る 。 窪 丸 , 卵巣 , 子宮 等 の 生殖 器 系 の 同 酵素 は 殆 ん 
ど 変 化 を 穀 ら な い 。 次 に 消化 管 に 就 て 云え ば 対照 に 比 し 
食道 部 は 同 酵素 の 著 明 な 変化 を 認め な か つた 。 中 腸 に お 
いて は ば は 同 本 素 の 変化 に 注目 すべ き 事 が 存在 する 。 即ち 前 
記 の 駆虫 剤 に 飼育 せる 場合 , 減少 が 著 明 に し て 特に ヒサ ン 
ト ゾ ー ル 液 , ベ キ シン 液 に 飼育 せる 豚 虫 より 海 人 草 前 
液 中 に 飼育 せる 豚 顕 虫 に 減少 が 著 明 で ある 。 


Le 


23. 幼 若 虫 の 形態 特に 脱皮 に つい て 大 稚 正 満 ・ 石 附 
福 衛 ・ 初 鹿野 高 好 ( 新 大 医 動物 ): M. OTSURU, F. ISHI- 
ZUKI & . HATSUKANO: On the molting of the 


YOUungE 2SC2riS 


体内 移行 後 , 消化 管内 に 復帰 し た 凡そ 1 一 2mm の 
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幼虫 か ら , 生殖 能力 を 具備 する に こ 至 る まで の 人 , 豚 幼 若 
虫 を 検索 する 目的 で , 人 顕 虫 は 病理 解剖 お よび 釣 虫 集 
団 駆 除 の 濾 便 検査 , 豚 上 虫 は 大 部 分 8 頭 の 幼 豚 感染 実験 
に ょ より, 最小 1.4mm 最大 80 mm まで の も の 合計 2,435 

隻 を 消化 管内 ょ り 採集 し , これ ら を 形態 ・ 組 織 学 的 に 観 
筐 し て ,。 次 の 知見 を 得 た 。 1.4~ 8 mm, まで の 豚 顕 虫 
に お いて は 。, 1.5~ 2 mm, 3 て 5mm の 間 に そ れ ぞ れ 脱 
度 が 認め られ , 同時 に 食道 ・ 腸 の 届 曲 や 体内 全体 に 頼 粒 
状 物質 の 充満 が みち られ る 。 こ と の 大 き さ に お ける *\ $ の 判 
定 は 全 形 標本 に お いて , * で は 1) 直腸 周囲 に 腺 細胞 が 


3 個 あ る , 2) 側線 が 体 の ほ ゞ 周 側 ( SA 3) 直腸 が 比較 
的 広い , 3) 肛門 部 の 隆起 が 殆ど な い , 5) 尾 端 よ り 肛門 


まで の 距離 が $ よ り 長 い 。 8 GDI に 8 人 
6 個 あ る , 2) 側線 が 硝 方 に 偏 位 し て いる , 3) 直腸 が 比 
鞍 的 狭く , 中 腸 と の 境 で 急 に ラッ パ 状 に 大 きく な る , 4) 
排 浴 腔 口 部 の 隆起 が 著 明 で ある , 5) 尾 敵 ト り 排 浴 腔 品 
まで の 距離 が 短い 。 以上 の 総合 所 見 より * $ の 判別 が 
出来 。 7 っ 80 mm まで の 住 虫 で は 15 て 20 mm の 間 
に 脱皮 が あり , 豚 , 人 魚 虫 共に ほこ 体 の 全長 に わた つて 
側線 部 の 角 皮 上 に み ら れ た 竜骨 状 の 隆起 線 , 即ち 側 有 
Jateral alae が この 腸管 内 最後 の 脱皮 の 際 に 脱 度 角度 と 
共に 消失 する の を 確認 し た 。\ $ 生 殖 器 の 発育 に つい て 


テー 


は , \ で は 9mm 前 後 で 陰 門 の 開口 が 尾 端 よ り 約 7』 の 
所 に み ら られ , 10 mm 前 後 で 生殖 原 基 が 管状 と な り , 40 
mm で 陰 門 が 体 の 中 央 より や や 前 方 に 位置 し , 生殖 器 の 


全長 に 対す る 範囲 も 30 以 上 と な る 。$ で は 1.4 mm よ 
り 排 浴 膝 口 部 の 隆起 が あり , 2mm 前 後 よ ょ り 直 腸 の 上 下 
に 細い 届 光 性 の 線 状 物 が 生じ , 8mm 前後 で 明か に 変 接 
素 お よび 生殖 原 基 と し て 識別 され , 15 mm 前 後 で 交接 
刺 が 形成 され , 生殖 原 基 が 管状 ヒ と なり, 20 mm 前 後 で 
尾部 却 曲 お よび 尾部 の 感覚 乳 自 突起 が 生じ ,30 mm 前 俊 
ょ り 変 接 素 の 突出 が み ら れ , また 生殖 器 の 全長 に 対す る 
範囲 も 30 以 上 を 占め る よう に な る 。 以上 に ょ より 消化 管 
内 に 復帰 し て か ら , 凡そ 1.5 3.0 て 5.0 mm, 
15+20 mm の 大 き さ で 計 3 回 の 脱皮 が 認め られ , 最後 
の 脱皮 で 側 翼 が 消失 し , と も に 3040 mm で 形態 
上 未熟 の 成 上 と な る 。 


で 2.0 mm, 


er 
や 


24. 問 虫 卵 @ 発 生 に 伴う ガス 代謝 に つい て (②) 柳沢 
十 四 男 ( 予 研 寄 生 虫 ): T. YANAGISAWA : 
uptake of ascariS eggs at variouS Stages Of develop- 


Oxygen 


ment 


筆者 は 先 に 豚 虫 卵 の 30' で 培養 時 に お ける 各 発 生 時 期 





( 26 ) 
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の 東 卵 の 酸素 消費 量 を 報告 し た 。 今回 は 30'C10 日 35 晶 
培養 虫 卵 の 0。 消費 に 及ぼ ば す シ ァ ン の 影響 及び 上 記 各 期 
虫 卵 の 37 で に お ける O。 消費 の 状況 を 比較 的 長 時 間 ( 最 
長 約 5 時間) 測定 し た 結果 を 報告 する 。 方 法 は 第 1 報 に 
述べ た 如く で あり , シア ン 抑 制 効果 の 測定 法 は Robbie 
(1946) に 従 つて 行 つ た 。 K-cyanide ( 約 M/2,000) の 
抑制 効果 は , 測定 温度 30, 37 で の 両者 に お いて , 了 虫 卵 培 
養 日 数 の 延長 に つれ て 減少 する 。 即 ち 10 日 培 養 卵 , 15 晶 
培養 路 は K-cyanide に より 90, 70 の 抑制 率 を 示す が 。 
20 日 以 長 35 日 各 培 状 卵 ご は 402~ て 202 の 抑制 率 を 示す に 
過ぎ な か つた (測定 温度 37 で)。 測定 温度 30'C の 実験 群 に 

お いて も 大 体 37 で の 場合 と 同様 の 結果 が 得 ら れ た 。 シ ア 
ン 抑制 実験 群 の 残存 0。 消費 量 ( シ ァ ン 不 感 呼吸 量 ) は 
30'C 実 験 群 で は 著 明 な 傾向 は 認め られ な か つた が , 37 で 
測定 群 で は 培 養 日 数 の 延長 に 伴 つ て 残存 呼吸 が 増加 する 
様 な 傾向 が 多少 見 られ た 。 次 に 培養 20 日 卵 よ り 175 日 卵 
(培養 温度 30?C) を 87 で に お いて 其 の 0O。 消費 量 の 変化 を 
4 5 時 間 測 定 し た 結果 20 日 30 日 培養 点 卵 は 測定 開始 
後 より 測定 時 間 の 延長 に 伴 つ て O。 消費 量 は 消 次 減少 す 
る が , 35 日 一 175 日 培養 卵 に お いて は 測定 開始 後 約 1 時 
間 化 に 最高 値 を 示し 後 , 測定 時 間 の 延長 に 伴 つ て 減少 す 
る 0O。 消費 の 時 間 的 変化 が 見 られ た 。 上 記 の 如き 実験 結 
果 よ り 仔 虫 形成 の 発生 過程 に お ける シア ン 感 受 性 呼吸 系 

は 仔 由 形成 後に は 聞 次 減少 し , 此 の 呼吸 系 の 減少 と 平行 
し て 仔 虫 は 感染 性 を 獲得 する 様 に な つて 来る 。 ダ 仔 息 期 
卵 の 宿主 温度 (37OC) ( s 消費 より 見 た 適応 現 
eees 日 卵 より 短い 培養 虫 卵 と 35 日 培養 虫 卵 よ り 長 
期間 の 培養 虫 卵 と で 差 が 見 られ た 。 之 は 仔 虫 卵 の 宿主 


へ の 感染 と 密接 な 関係 が ある 現象 と 思 は れる 。 


- 対 する O 


25. 環 虫 卵 の 呼吸 代謝 (2) メチ レン 青 脱 色 能 に 及ぼ 
す 二 ・ 三 阻害 剤 及び Co"' 照射 の 影 紀 斉藤 昭三 ( 慶 大 
寄生 躍 ) ・ S. SAITO : Study on respiratory metabo- 
ism of ascariS egg (2) Effect of inhibitors and 
cobalt-60 irradiation on methylen blue decolorization 
activity Of ascariS eggS 

第 1 報 で は 昭 虫 卵 の 発育 と メチ レン 青 脱色 能 と の 関係 
に こつ いて 報告 し た が , 今回 も 引き つ ゞ さき Thunberg の メ 
チレ ン 吾 脱色 反応 法 を 用 いて , 阻害 剤 (マロ ン 酸 ・ モ ノ 
ヨー ド 酷 酸 ・ 反 CN) 及び Co*? 照射 が 画 虫 卵 の メチ レ 
ン 青 脱 色 能 に 如何 な る 影響 を 及ば すか に つい て 検討 し た 
の で と こと に 報告 する 。 東 卵 材料 は 前 回 と 同様 豚 虫 の 新 
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鮮 子宮 内 卵 で 。 アン チ ホ ルミ ン に て 和 蛋白 膜 を 除去 し た も 
の を 用 いた 。 実験 方 法 も 大 体 前 回 と 同様 で あり (基質 は 
ニハ ク 酸 ), 次 の 加 き 結果 を 得 た 。 1) 阻害 剤 の 影響 : 単 
細胞 期 卵 の メチ レン 青 脱色 能 に 及ぼ す マ ロン 酸 ・ モ ノ ヨ 
ー ド 酷 酸 (M/25 ン M/5,000) 及び 評 CNN (M/1,000 一 M/ 
50, 000) の 影響 を 検討 し た 所 , 阻害 率 の 最高 を 示 し た の 
は マロ ン 酸 で , モノ ヨー ド 酷 酸 が こと れ に 次 ぎ , 反 C 基 の 
阻害 は 認め られ な か つた 。 前 回 と 同様 本 実験 に お いて 
純粋 に コハク 酸 脱水 素 酵素 を 抽出 PR 
・ 顕 虫 卵 の 破砕 液 を 使用 し た の で ある が , 上 記 の 成績 
コハク 酸 脱 水素 酵素 の 一 般 的 性 質 を 示し て いる と 考 へ 
られ る 。2) Co 照射 の 影響 ・ 単細胞 期 よ り 仔 虫 期 に 至 
る 各 発 育 時 期 の 虫 卵 に Co 照射 (0 万 ァ ー820 万 7) を 
行い , 夫々 の メチ レン 青 脱色 能 に 及ぼ ば す 影 響 を 検討 し た 
所 , 320 万 7 (40 時 間 ) 照射 迄 は 線量 の 増加 と 共に メチ 
レン 青 脱色 能 の 刺 江 が 認め られ , 桑 実 期 に お いて その 弄 
江 率 は 最高 を 示し , その 前 後に は 減少 し た 。 商 820 万 7 
33.5 時 間 ) 照 射 で は 明か に 阻害 され 。 単細胞 期 の 阻害 
率 は 62, 桑 実 期 の それ は 79 で あつ た 。 こ と これ ら の 成績 よ 
。 Co% 7 線 に 対す る 発育 時 期 に よる 感受 性 の 差 を 
Sh の の 人 
より みた 成績 と 同様 , 桑 実 期 (培養 第 8 日 ) の 感受 
が 最高 で て の 前 和俊 に 低下 し て いる と 考 へ られ る 。 


26. Santonin 投与 大 の 血液 , 腸 液 , 尿 , 糞便 中 に 見 ら 
れる 酸化 物 と 思わ れる 一 物質 に つい て 板東 未 夫 ・ 

稽 二 ・ 伊 藤 直 ( 順 天 大 薬理 ): T. BANDO, KK. KAYA 名 
耳 . TTO: A substance supposed to be an oxidqation 
product of santonin proved in blood, intestinal juice, 
urine and faeces of dogs after administration of sa- 


ntonin 


大 に Santonin (8 と 略記 ) を 投与 し た と 後 その 吸収 排 
浴 の 模様 を 知る た め に 血液 , 腸 液 , 尿 及び 便 中 の S を 
抽出 後 。 2・4-DinitrophenyIhydrazone と し て column-c 
hromatography に ょ り 微 量 定時 する と , 無 変化 Santo- 
nin に つい て は 経口 投与 P. O.) で の 49 
中 に 比較 的 多く , 皮下 注射 (SC.) 人 oe 
糞便 中 に 少な か つた 。 ま た 最大 量 は S.C. 1 
液 及 び 尿 に お いて それ ぞ れ 1 時間, 2 時 間 , 3 時 間 後 に 
見 られ ,P.O. に お いて は それ より る 遅れ て 認め られ た 。 
その 詳細 は 第 81 回 日 本 薬理 学会 総会 に お いて 発表 し た 。 
以上 の Santonin-2・4-Dinitrophenyihydrazone (S-DNPH 
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と 略記 ) を column 中 で 分 離す る 際 , 更に 他 の 明か に こ 
れ と 異な る 1 分 画 を 分 離し た 。 その 最大 吸光 濾 長 は S- 
DNPH の 390 mz に 対し 410 mz を 示し , 融点 は S- 
DNPH の 263C に 対し 略 々 140C で あつ て 8S と 明か に 
pe 0 然し 8 に 由来 する る の で ある と と は 8 投与 

出現 し 紫外 部 並び に 可視 部 の 吸収 スペ クト ル に お い 
て の 外部 の それ に お い ey と か 
ら 充 分 に 考え られ る と 思う 。 とれ を か り に た ぐ S' 物質 と 名 
付け その 吸光 度 の 大 小 に よ ef 血 
液 中 に お いて は S.C. で は 1 時 間 後 に 最大 を 示し 以後 薄 
減 し た 。 尿 中 に お いて は S.C. で は 3 時 間 後 に 最大 を 示 
し 以後 洒 減 し, P.O0. で は 5 一 6 時 間 後 に 最大 を 示し 以 
後 清 式 す る と と は S の 場合 と 同様 で あつ た が , その 両者 
の 量 的 関係 は 全く 逆 で あつ て 8 で は S.C. の 場合 に 多量 
で PO. の 場合 微量 で あつ た の に 反し , S′ で は S.C. で 
は 早期 に 消失 に 向い その 量 も P.O. ee Sr か に 少な ヵ 
つた 。 また 24 時 間 尿 に お いて も P.O. に 多く , S.C. の 
場合 に 少な か つた 。 腸 液 中 で は S.C. ン # 時 間 和 に 最大 を 
示す と と は 8 の 場合 と 同様 で あつ た が Me は 検出 
不能 で あつ た 。 We は 微量 で , P.O- 
の 場合 は これ に 比 し , 著しく 多 か 時 alert と ( 
明か に 3 io 8 授 修 の 血液 と の 他 の 中 に 認め ら 
れ 同 時 に それ ら の 時 間 的 推移 を も 知る と と が 出来 た 。 そ 
の 物質 ヵ < 休 て ある か を 今 直 ち に 定め 難い が , 少く と も 8 
に 類似 の 構造 を 持つ も の で ある と と が 前 記 の ょ うに 赤 外 
線 ス ペク トル 等 の 所 見 か ら 考 えら れる と 思 ろ 。 また P.O. 
の 場合 に 多く 出現 する と と は 興味 ある 事実 と 思う o 


27. 豚 遇 虫 の 代謝 に 及ぼ す 各 種 楽 剤 の 影響 松本 音 三 ・ 
井 廻 邦男 ・ 半 沢 久 次 郎 ・ 佐 藤 選 美 ・ 大 沢 隆 ( 悪 大 林内 科 ) 
: S. MATSUMOTO, 氏 . IMAWARI K. HANZAW A, 
T. SATO 科 T. OSAWA : The effects of some drugs. 
upon the metabolism of Dig 2SCariS 

銅 虫 飼育 液 の 抗原 性 に 影響 を 与え る Santonin, Mac- 
nin ( 海 人 草 エ キス ), 8M, PAS の 各 楽 剤 に つき 。 そ 
の 顕 虫 代謝 に 対す る 作用 を みる た め , Warburg 検 圧計 
を 用 いて , 久 虫 筋 の 組織 呼吸 に 対す る 直接 の 作用 。 及び 

生薬 剤 を 混入 し た 生食 水 液 で 24 時 間 飼育 し た 虫 体 の 筋 組 
織 呼吸 を 測定 し , 双 そ の 飼育 液 の CO。 濃度 を Natehson 
の Manometer に て 測定 し , 24 時 間 内 の 久 虫 CO 排 浴 
量 に 対す る 作用 を みた 。 そ の 結 果 1) Santonin は 鯛 虫 筋 
組織 に 対 し , 0.05 mg/cc~0.5 mg/cc の 濃度 に お いて は 










で まこ 虫 体 に 24 時 間 作 用 させ た 場合 で 
こそ の 組織 呼吸 を 元 進 さき しめ, また 2 時間 内 の 
量 も 増大 せ し め , 昭 虫 の 呼吸 代謝 を 全体 と し て 
促進 を し め る 。 伴 つ て Santonin の 抗 ア レル ギー 作用 は 
虫 体 の 代謝 と は 直接 関係 な く と も 成立 する も の で は な い 
みか と 推 測 さ れる 。 2) Macnin は 1mg/cc~50 mg/cc の 
濃度 に お いて , 直接 作用 で は 濃度 の 増加 と と も に 組織 呼 
吸 を 抑制 する 傾向 を 示す 。 こ れ に 反 し て Macnin を 24 時 
間 作用 させ た 自体 の 筋 組織 ご は 著 明 な Qo。 の 増大 を み , 
また 24 時 間 内 の CO: 大 出 最 3 も 著 明 に 増加 する 。 と の 成 
績 は Macnin 混入 飼育 液 の 抗原 性 減弱 が 名 虫 体 の 代謝 
に 対す る 作用 と は 無関係 に 起り 得る と いう 実験 を 裏づけ 
る も の で ある 。3) SL は 顕 虫 筋 組織 に 対し 1 mg/cc-50 
mg/cc の 濃度 に お いて , 直接 作用 に お いて も , また 虫 体 
に 24 時 間 作用 させ た 場合 で も お 。 と も に その 組織 呼吸 を 抑 
制 し , また 24 時 間 内 の CO。 排出 量 も 減少 せしめ , 顕 虫 
の 呼吸 代謝 を 抑制 する 。 そ の 抑制 の 度合 は 濃度 の 増す に 
人 従 つて 顕著 で ある 。SYi 混 入 飼育 液 が 抗原 性 低下 を 示す 
の は , と の 代謝 抑制 と 云う こと が 一 因 と 
PAS は img/cc-50 mg/cc の 濃度 に お いて , 直接 作用 
24 時 間 PA Ja 入 飼 育 に 際 し て も 名 虫 筋 組 
。 24 時 間 内 の CO。 排 


推定 され る 。 


に 際 し ^ て や 。 
織 に 対 し 呼吸 抑制 作用 を 有する ヵ 
出 量 は 逆 に 著 明 な と 増加 を K す 。 


和 。-. 郁 


28. 東洋 毛 様 線 虫 に み ら れ た サー レス 現象 お よび 凝 塊 
友 応 稲 泉 武男 ・ 伊 藤 淳一 ・ 会 田 恵 ( 新 大 医 動物 ): . 

IJNAIZUMI, 了 . TTO 層 S. AIDA : The circumlarval 
precipitation (Sarles′ phenomenon) and the agglome- 


Tation Of 777c7Zos77 の 2 の Vs の 77622727S 


東洋 毛 様 線 虫 の 感染 効 東 を 主 と し , 第 1 期 , 第 II 期 前 
期 の 幼虫 お ょ び 実 験 家 兎 より と り だ し た 幼 若 成 足 に つい 
て サー レス 現象 お よび 凝 塊 反 応 を 観察 し た 。 今 回 は 人 体 
感染 実験 (経度 お ょ び 経 口 ) の 被験 者 の 血清 も 調べ , こ 
れ ら の 現象 の 特異 性 , 発現 時 期 , 持続 期間 お ょ び 力 価 に 
つい て 若干 の 検討 を 加え た 。 ま ず , 血清 5 滴 と 幼虫 浮 江 
液 1 滴 (20~30 隻 ) 或 は 幼 若 成虫 (5 隻 ) と を 洪 菌 時 計 
中 に と り ,。 とれ を 乾燥 を 防ぐ よう に 工夫 し た シャ ー レ に 
入れ , 25C の 人 昼 温 器 に 保存 し , 初め の 12 時 間 は 2 時 間 毎 
て その後 は 24 時 間 , 48 時 間 後に 顕微 鏡 下 で サー レス 現象 お 
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ょ び 凝 塊 反 応 の 出現 の 有無 を 観察 し た 。 稀釈 試験 に は 血 
清 を 1024 倍 まで 生理 的 食塩 水 で 稀釈 し 。 その 各々 に 功 虫 


に に 3 吉 


浮 流 液 1 滴 を 加え 前 記 と 同様 の 方 法 で 観 窒 し た 。 得 られ 
た 結果 を 要約 する と , 1) 第 期 幼 由 に は サー レス 現象 
お よび 凝 塊 反 応 は み ら れ な か つた 。 第 期 前 期 の 幼 取 お 
ょ び 前 成虫 に は サー レス 現象 が み ら れ た が 凝 塊 反 応 は 
みみ られ な か つた 。 感染 幼 足 に つい て は , さき に 伊藤 ・ 稲 
泉 SM お よび 稲 泉 ・ 伊 藤 ・ 会 田 (1958) が 報告 し た 
ト よう に 被 輔 の まま サー レス 現象 お よび 凝 塊 反応 が 観察 さ 
れ た 。 双 血 清 中 で 脱 輔 し た 感染 幼虫 に も サー レス 現象 が 
み ら れ た が , 凝 塊 反 応 は みち られ な か つた 。 2) これ ら の 
現象 の 特異 性 に つい て 120 例 の 新潟 大 学 医学 部 附属 病院 
内 科 外 来 患 者 血清 を 検討 し た と と ろ 。 サー レス 現象 は 東 
洋 毛 様 線 息 卵 単独 陽性 者 30 例 中 17 例 (56.6%) に み ら れ , 
最も 高 率 で あつ た 。 双 凝 塊 反 応 は 東洋 毛 様 線 虫 卵 単独 陽 
性 者 30 例 中 6 例 (20.0%) に の みみ られ , 魚 虫 , 釣 息 
卵 単 独 陽性 者 お よび 全 虫 卵 陰性 者 に は み ら れ な か つた 。 
これ は 東洋 毛 様 線 虫 寄生 者 に の み 恐 らく 』 SA 
思わ れる 。3) 5 例 の 人 体感 染 実験 の 結果 , 全 例 に 
レス 現象 お よび 凝 塊 反 応 が 証明 され , サー レス 現象 は 感 
沈 後 7 日 14 日 に , 凝 塊 反 応 は 15 日 一 20 日 に 発現 し た 
祥 サー1 ン ス 現 象 は 50 日 100 日 間 持 続 し , 凝 塊 反 応 は 36 
日 て 90 日 間 持続 し た 。 血 清 稀 節 試 験 に お いて サー レス 現 
家 は 抗体 価 128 倍 , 凝 塊 反 応 は 64 倍 の 最高 値 を 示し, て 
の 時 期 は 感染 後 21 日 80 日 で あつ た 。 


29. 釣 虫 集団 胡 虫 に 関す る 一 考察 五 月 女 謙一 ・ 小 林 
一 雄 ・ 江 田 貞 雄 ・ 小 松 章 (宇都 宮 保 健 所 ) 引 悦子 ・ 塩 
野 正俊 ・ 福田 皿 義 (鳥山 保健 所 ) 木村 貞夫 ・ 江 連 武 交 
(栃木 衛 研 ) 石崎 達 ( 予 研 寄生 虫 ): K. SAOTOME, K. 
KOBAYASHTI, S. EDA, A. KOMATSU, E. KUSHTB- 
IKI, M. SHIONO, T. FUKUDA, S. KIMURA, IT. 
EZURE 層 丁 . ISHIZAKI: A consideration of 
anthelmintic effect of mass-treatment on hookworm 
CaTTiGTS @$ 

私 達 は 主 に 農業 を 営む 栃木 県 宇都 宮 市 田野 地区 全 住 民 
1562 名 と 同 県 南部 須 郡 小川 町 薬 利 地区 全 住 民 656 名 に つ 
いて ,。 昭 32。 12~ 昭 38。 3 の 間 に 行 つた 感染 濃度 分 布 , 
集団 駆虫 Ak る 。 検便 は 沙 抹 法 。 信和 食塩 
水 浮 涯 法 , 一 部 濾紙 培養 法 に ぶる 。 感染 率 : 田野 地 及 薬 
利 地 区 を 列記 する に , 夫々 未 就 学 児童 9 74。 学生 





昭和 33 年 6 月 (1958)〕} 
5 の as。 で 百分率 に 大 差 な い が 。 一般 住民 "7j。 (51.7 
の )。 329/。」。 (85.8 多 ) で か な り の 差 が ある 。 商 両 地区 共 
に 90 以 上 が Necator 種 ご ある 。 感染 濃度 分 布 と 駆虫 
後 陰 転 状況 : 浮 渡 法 陽性 の , 落 抹 全 視 野 1 一 9 十 , 10 一 
99 廿 。 100 以 上 虹 と し て 田野 地区 陽性 者 228 名 中 の 89, 
十 104, 廿 26, 世 9 で 一 般 の ポー リア 型 分 布 を 示し , 楽 
利 地 区 陽性 者 410 名 中 の 307, 十 90, 廿 10, 廿 3 で 前 者 
と 異 り 稀 薄 感 染 で ある 。 田 野地 区 集団 に オー ミン 炎 粒 成 
人 6.0 g の 割 で 1 回 服用 し た 陰 転 率 は , の 群 て 塗 抹 抹 転 
素 9522, 浮 流 陰 転 率 69), 十 群 (822, 6022), 填 群 (77 
ん , 600)。 世 群 (78 多 , 55 多 ) で 検定 し て 差 の ある の 
は の ④ 群 と 他 群 と の 差 だ け で ある 。 楽 利 地区 集団 に テト レ 
ン 成人 15 球 の 割 で 1 回 服用 し た 陰 転 率 は ,。 の 群 は 和 
8322), 十 群 (8722, 70%) その 他 で 検定 し て 差 の ある 
, 〇 群 と 十 群 と の 間 の み で 要 ( yet 

上 村 率 大 、 で ある と と を 知る 。 赤 感染 濃度 を 一定 に し て 楽 
物 効 果 を 上 記 薬 物量 で 比較 検定 の 結果 は , の 群 で は テト 
レン が すぐ れ て いる が , 十 群 で は 同等 で あつ た 。 再 陽 転 
率 : オ ー ミ ン 1 回 服用 の 陰 転 者 112 名 中 4 ヶ月 後 再 陽 転 
者 は , の 群 9。122), 十 群 44C15 多 ) その 他 で , テト 
レン 服用 の 陰 転 者 290 名 の 夫 は , 〇 群 7。 (11 め ), 十 
群 74。 (22 多 ) その 他 で ある 。 検定 の 結果 同 菜 物 衝 共に 
の 電 が 最も 再 陽 転 率 が 低く , 赤 両 薬物 の 比較 で は , 十 群 
間 に お いて は テト レン 使用 群 の 再 陽 転 率 の 方 が 大 で あ 
る (5 多 以 下 の 和 危険 率 で 有意 差 )。 尚 と の 再 陽 転 は , 再 
感染 の 余り 考え られ な い 1 月 ~ 4 月 間 の 成績 ご ある の で 
その 要因 に つい て 更に 将来 検討 し て みた い 。 結論 : 集団 
駅 虫 で 一 謗 に 投薬 する 場合 , 軽 感染 程 陰 転 率 大 で 且つ 再 
全般 的 に 効果 を 上 げ る た め に は , 感 


陽 転 率 S や 小 で ある 。 
染 温 度 も 考慮 し て 薬物 量 を 加減 すべ き で ある 。 尚 薬 物 効 
の 比較 に は 感 委 江 度 を 一 定 に し て 行う べき て 今回 の 


例 で は テト レン は 軽 感染 郡 で オー ミン に す 、 ぐ れ て いる 
が 中 等 度 感染 格 以 上 て は 差 # は 認め 難く , オー ミン の 増 
量 (に こよ つて 更に 好 結果 が 期待 され る 。 


30. 釣 虫 症 の 臨床 的 観察 (3) ヨー ド チ モー ル , ブ ロー 
モナ フト ー ル 及び 四 塩 化 エ チレ ン の 臨床 駆虫 効果 藤沢 
俊雄 (横浜 病院 , 予 研 寄生 虫 ): F. FUJISAWA : Ciini- 
cal studies on hookworm disease (3). Anthelmintic 
effect of iodothymol, 1-brom-naphtol-( 2 ) and tetrac- 
hlorethylene 


多 由 症 の 外来 治療 に は 使用 上 の 簡便 性 か ら 従 来 主 と し 


( 29 ) 
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て ブロ ー ム ナフトール を 用 い , 又 新 た に 製剤 化 さ れ た 
ー ド チモール を 最近 試用 し た 。 入 院 患 者 で は 駆 出 効果 の 
強力 な 所 か ら 専 ら 四 塩化 エチ レン を 用 いて いる 。 1) 王 
ー ド チモール : 林 栄 一 らち (1951) に よ ょ つて 初め て 線 東 駆 
除 薬 と し て 取り 上 げ ら れ た 。 構造 は 4-iodo-3-methyl-1- 
hydroxy-6-isopropylbenzene. 試用 し た の は ヨー ド チ モ 
ー ル ・ カ プ セ ル ( 0.5g 含 有 , 中 外 製 薬 ) で , 2 妃 至 8 
(時 に 10) g を 就寝 前 に 市 用 させ た 。 前 後 下剤 を 用 い 
, 食事 に も 特別 の 制限 を し な か つた 。 mens 
(67 回 投与 中 8 回 ) に 認め られ た が , 軽度 の 頭痛 , 
気 , 腹痛 下痢 等 で , 尿 , 心電図 , B.S.P. に は 異常 ) 
見 が 現われ な か つた 。 1 <6 回 (総量 22 g 迄 ) の 使用 
で , 完全 駆虫 率 は 30.722 (26 例 中 8 例 ), 前 検便 直接 塗 抹 
法 ( 十 ) 以下 の 軽 感染 例 の み を と る と 36.4 用 で あつ た 。 
1<3 回 (総量 8 g 迄 ) 投与 で 東 卵 除 転 し な か つた 症例 
(に テト レン 駆虫 を 行 つ た 所 , ツジ ビ = ニ , アメ リカ 両 釣 虫 と 
も か な り の 中 数 の 残存 を 認め た 。2) ブロー スム ナ フ ト ー 
ル : オー ミン 燥 粒 を 1 日 量 3 て 6g, 食 三 食間 服用 , 
2 7 日 間 連用 , 要 に 応じ て 之 を 反復 する と いう 方 式 で 
Piveuy 行 つた 。 完全 駆虫 率 は 33.82 (24 例 中 8 例 ) 
Na ず , な か に は 総量 130 
ヶ 迄 投 し て な お 取 陰 転 し みか つた 症例 が あり , 治療 
日 数 短縮 に は 適時 テト レン Per 
ぞ ま し い 。 8) 四 塩 化 エ チレ ン : 入院 患者 に テト レン を 
4.5g, 前 役 下 剤 併用 で 用 い , 全く 排 虫 を 見 な く な る 記 
2 >3 日 間隔 で 反復 し た 。 完全 駆虫 に は 濃厚 感染 例 で 最 
高 4 回 の 投与 を 要 し た 。10 隻 以上 排 虫 者 32 例 で , 毎回 駆 
虫 剤 服用 後 24 時 間 中 の 排 浴 虫 数 て 計 3612 隻 ) に つい て , 
各回 の テト レン の 駆 出力 を 見 る と , 第 1 回 に 全体 の 85.2 
22 (第 1 回 駆 出力 ), 第 2 回 に 残り の 78.4 少 , 第 3 回 に 更 
に 残部 の 2, 第 4 回 に は 残り 全部 が 排 洪 き され て お 
り , 此 の 変動 は 推計 学 的 に 有意 で は ある が , 回 を 重ね る 
に 従い 駆 出力 が 低下 する と いう 傾向 は な い 。 4) 勿 の 
駆虫 薬 に 対す る 抵抗 性 : 虫 種 , 雌雄 別 の テト レン 第 1 
回 駆 出 力 は ゾ ビ = 釣 到 389.6, * 75.3 多 , アメ リカ 釣 
虫 $98.7 多 。 ゃ 91.42 で , ツ ビ = 釣 虫 の み が 他 に 対 し 
hm り , 抵抗 が 強い 様 に 見 える 。 第 1 回 駆虫 に と 
ら 駆 出力 を 低く する 目的 で デ ト レ ン 1.5g, 或いは 
2 又は ヨー ド チ モー ル 2 < 3 gg を 用 いた 
実験 (5 例 ) に よる と , アメ リカ 8 釣 東 が 特に 抵抗 が 弱 
い 様 に 見 えた が , 推計 学 的 に は 有意 で な か つた 。 オ ー ミ 
ン , ヨー ド チ モー ル , テト レン 等 に よる 外来 駆虫 で 曳 卵 
陰 転 せ ず , 入院 駆虫 し た 症例 (18 例 ) の 最後 の 排 虫 を 見 





ぅ > アメ リカ 両 釣 過 と も 著しく 上 暴 雄 比 が 高 
> 一 般 に 雌 釣 虫 は 抵抗 か 強い 様 で ある 。 


31. 4zcg/osfozzg の zogezo7e 仔 虫 の 超 向 性 並び に 抵 
撤 性 に つい て 岡 幹 健 ・ 福 島 淳 仔 ・ 磯 川 貞和 ・ 福 田 正道 
( 阪 市 大 医 動物 ): M. OKA, ]. FUKUSHIMA, S. ISO- 
KAWA 錠 M. FUKUDA : Studies on tropism and 
_ TeSiStanCe Of cy/OsZ の 22 720 の eZ と 1arva 


4zcy/ps7ozzZ の zo の ezg/e 仔 虫 ( 10eag 対 
する 趙 向 性 並び に 人 体 消 1 we ける 抵抗 性 に つい て 
実験 し た 結果 , 次 の 成績 を 得 た 告 する 。 仔 軸 
れ も 釣 虫 症 患 者 の 糞便 を She (30'C。 7 日 ) し た 
4zcy/s7ozZ gzo の ez 仔 虫 を 用 いた 。 起 向 性 試験 は 2 
寒天 平板 の 中 央 に 3 個 の 小 円 池 を 一 直線 上 に 各々 一 定 
の 間隔 を お いて 設け , 直線 細 溝 に よ つ て 連絡 し 中 央 池 に 
彼 要 幼虫 , 周囲 池 の 一 方 に 被験 液 。 他 方 に 蒸溜 水 (対照) 
を 入れ 30 で の 信 温 器 に 入れ て 一 定時 間 後 の 移行 率 を 検 し 
た 。 抵抗 試験 は 15cc 容 量 の スピ ッ ツ グラ ス に 10cc づ つ 被 
験 流 を 入れ これ に 仔 虫 懸 濁 液 0.2cc づ つ 滴 下 し た 。 表 漬 
温 は 30'C と し 浸漬 後 1 日 , 3 日 , 7 日 , 14 日 の 4 回 観察 し 
た 。 趣向 性 試験 で は 溝 長 1 cm, 作用 時 間 3 時 間 が 適当 と 
考え る 。 各種 温度 に お ける 人 血清 趣向 率 は 40C が 最高 で 
次 で 87 で , 80C, 45C, 25' で , 20C の 順序 で あり , 15O 
以下 で は 陰性 で あつ た 。 種々 の 動物 の 血清 に 対 し て は 人 
血清 に 次 で 牛 血清 が 高 率 で あり , 次 で モル モッ ト , 馬 , マ 
ウス, 家 兎 ,。 ラッ テ の 順 で あつ た 。 種々 の 人 消化 液 ( 貴 
液 . 胃液 , 胆汁 ) 中 で は 何れ も 24 時 間 で は 死滅 せ ず , 3 
日 より 瀬 時 死滅 率 は 増加 し た 。 以 上 より 経口 的 に 感染 仔 
虫 を 摂取 し て も 消化 液 に よる 殺 減 は 時 間 的 に 考え て 殆 ん 
ど 行 われ な いも の と 考え る 。 


32. 堤 船 地方 特に 規 硫 労務 者 の 寄生 虫 学 的 研究 武川 
藤吉 郎 ( 横 浜 大 寄 生 虫 ): T. TAKEKAWA : Parasitol- 
ogical studies on 1abourers of JOban and Taisho coal 


Tnines in Joban diStrict 


当 教 室 で は 釣 虫 の 全国 的 分 布 特に 種類 別 分 布 に 関す る 
調査 を 行 つ て いる が その 一 部 と し て 今回 は 東北 地方 の 常 
弥 地 区 の 炭 硫 労 務 者 3464 名 に 精密 な る 検査 を 行い , 同時 
に 各種 の 調査 を 行 つ た の で 報告 する 。 成績 : 1) 寄生 素 
瑞 虫 19, 釣 虫 14 多 , 東毛 22 2, 芝 線 虫 14 名 (培養 数 
523 名 ) で あつ た 。2) 釣 取 の 種類 別 ,N A 種 38%, AD 


( 30 ) 
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種 632 で 人 後者 が 高 率 で あつ た 。3) 塊 内 夫 と 撤 外 夫 の 釣 虫 
寄生 率 は 常 辻 炭 破 鹿 鳥 破 で は 塊 内 夫 が 高く , 大 昭 炭 破 で 
は 逆 に 低い 。 従 つて 必 ら ず し も ゃ 抗 内 夫 が 撤 外 夫 より 高い 


と は 云え な い 。3) 釣 虫 寄生 者 の 自覚 症状 中 疲労 感 , め 
まい ,。 心 修 元 進 が 最も 多く 駆虫 後 70 消 失 し た 。 5) 釣 
虫 寄生 者 の 血色 素 量 , 赤血球 数 は 駆虫 後 好転 し た 。 6) 
新 ア スキ ス 巨 は 昭 虫 釣 虫 共に 高 率 の 駆虫 効果 が あつ た 。 
7) 新 ア スキ E の 副作用 は 駆虫 当日 便通 を つけ る こと と に 
ょ つて 軽減 され た 。 8) 釣 虫 寄生 者 の 尿 ウ ロビ リノ ー ゲ 
ン 反 応 
は 駆 


は 好転 し た 。 9) 釣 虫 寄生 虫 者 の Schneiqer-test 
貝 後 19 9 好転 ! レ た 人 


33. 釣 虫 駆虫 剤 の 研究 ⑤) 松崎 義 周 ・ 山 崎 俊幸 ・ 山 下 
久幸 ・ 武 川藤 吉郎 ・ 菅 沼 洋 達 ・ 遠 藤 政 章 ・ 臣 木 邦雄 ・ 三 
原 唐 太郎 ・ 渡 辺 弘 夫 ・ 高 橋 正 文 ( 横 浜 大 寄 生 虫 ): G. MA- 
TSUZAKI, S. YAMAZAKI. K. YAMASHITA, 中 . TA- 
KEKAWA, H. SUGANUMA, M. ENDO, K. MOGI, 
Y. MIHARA, H. WATANABE & M. TAKAHASHI : 


Studies on anthelmintics of hookworm 


我々 は 既に 4 回 に 渉 り , 釣 虫 駆虫 剤 に 関す る 研 

表 し た 。 前 回 迄 の 四 塩 化 エ チレ ン 原 液 。 ee s2 
と アス カリ ドー ル , ヒマ ン シ 油 の 合 剤 で ある アス キス 巨 , 
オー ミン , オー ミン と 之 等 合 剤 と の 併用 等 の 駆虫 力 に つ 
いて は 既報 の 通り で ある 。 今回 四 塩 化 テ チレ ン を 半減 し 
て , 四 塩 化 炭 素 を 新 に 加 へ た 新 ア スキ ス E (10 cc 中 四 
工 , 四 談 各 1.7cc。 アス カリ ドー ル 0.288cc。 ヒマ シ 油 
の 合 剤 ) に つい て の wt な の 報告 を 一 括 し て 次 
の 如き 結果 に 達し た の で 報告 する 。 1) 四 塩 化 エ チレ ン 
の 充 2 た る 双 上 効果 を 期 人 2 3.5cc ( 5.6 
g) 以上 用 いる 必要 が ある 。2) 四 塩 化 エ チレ ン は 交え 
に よく 効く が AD に 対し て 策 々 駆虫 力 が 弱い 。3) オー 
ミン 炉 粒 は 成人 に 6 g 3 日 連用 で 充分 な る 駆虫 力 を 示 
す 。 AD に は や ゝ 弱い が 四 塩 化 エ チレ ン 3.54.0 cc よ 
り は 駆虫 力 が 強い 。3) 四 塩 化 エ チレ ン 四 塩 化 炭 素 は 
ヒマ シ 油 と 併用 する も 毒性 に 変り は な い 。5) オー ミン 
は 四 塩 化 テ チレ ンダ は 四 塩 化 炭素 と 併用 すれ ば 更に 駆 昌 
力 を 増強 する 。AD に 対 し て は 此 の 俳 用 法 が 最も 有効 と 
考 へ られ る 。6) 四 塩 化 テ チレン , 四 塩 化 炭 素 。 アス カ 
リド ー ル と ヒマ シ 油 と の 合 剤 (仮称 新 ア スキ ス 巨 ) は 副 
作用 少く , 駆虫 力も 大 で ある 。Y7) 四 塩 化 エ チレ ン の 琵 
町 感 を 防ぐ に マザー シル ( ヒ ヨ ョ スチ ン ,。 カフ ェ イ ン 含 有 ) 
が 甚だ 有効 で あつ た 。 





胡 和 33 年 6 月 958)〕 
34. 釣 虫 朋 除 の 特殊 療法 に 就 て 片 淵 秀雄 (鳥栖 保健 
所 ): 古 . KATABUCHI: A study on the special re- 


medy for extermiination against ancylostorna 


従来 釣 昌 症 の 治療 方 活 と し て は , 専ら 化学 療法 を 以 つ 
て し , 面 も 入院 療法 を 最良 と られ て お り ま す が 。 現在 薬 
も 第 所 記せ ち れ て 詳 人 な が ら 洛 療 し 得る ま て 記 先 

達し 其 の 業績 も 見 る 可 き も の が ある 。 然し 疾患 に よ つ て 

は 内 服 も 出来 か ね る も の (例え ば 胃 , 十二指腸 潰瘍 や , 
如 陸 等 の 場合 ) 等 も あり 完全 な る 駆虫 を な し 能 は ざる 
あぁ も の が ある 。 然 る 所 幸い に も , 大阪 有馬 研究 所 の 青山 所 
長 の 厚意 に よ ょ つて , 同 所 に お いて 研究 完成 を 見 た 釣 虫 よ 
り の 製品 (特許 品 , 製法 特許 196410 号 , 第 回 佐賀 県 公 
衆 衛生 集 談 会 に お いて 昭和 32 年 3 月 発表 ) の 分 譲 を 受け 
工 場 に お いて 本 実験 を 行い 其 の 成績 を 盾 め 得 た の で 報 
告 す る 。 即ち , 前 述 の 製品 を 毎週 一 回 三 回 に わた つて 度 
下 に 注射 し , 其 の 分 量 は 初回 は 0.5 cc 次 いで 1.0cc, 
1.0 cc と し た 。 次 に 注射 完了 後 毎週 一 回 宛 四 回 に わた つ 
て 集 卵 法 を 以 て 検便 し た 。 検査 人 員 は 男性 24 名 , 女性 4 
て 学 令 は 15 一 59 才 まで の 人 で 各 員 に 対 し て は 身体 検診 

* び 自 算 状 を 調査 せ し も 特記 す 可 き 異 常 者 な く 有 銚 注 

後 の 局 所 及び 全身 的 に も 異常 反応 等 は 発現 せ ず 順調 に 

これ ら の 結果 , 1) 該 液 (アン キロ チン と 命 

名 ) の 注射 に よる 反応 は , 全身 的 に も 局所 的 に も 発現 せ 
ず , 極め て 順調 に 注射 を 実施 する 事 が 出来 た 。2) 注射 
完了 後 一 週間 毎 に 四 回 集 卵 法 (食塩 飽和 液 ) に よる 検便 
成績 に より 502 に お いて 効果 を 確認 す 。3) 本 液 の 注射 
実施 ! Ne な が ら 生 産 を 低下 する 事 な く 容易 に 実施 し 得 
る る の みな ら ず , 特殊 の 重症 患者 に も 簡単 に 施 
行 し 得 る 可 能 性 あ 」 り と 思考 する 。 4) 青山 博士 並び に 安 

博士 等 の 発表 〔 慈 恵 医 誌 68 (4 )〕 唱 導 せ られ る 通り , 
虫 体 臓器 免疫 に ょ る 吸血 寄生 虫 の 駆除 が 可能 な る 事 を 追 
試 の 結果 判明 せる を 以 て , 敢えて 広く 本 剤 を 応用 せら れ 
る 事 を 推奨 する 。 


35. 静岡 県 の 時 大 に お ける 寄生 明 虫 澤 淫 状況 (2) 野 
日 政 輝 ・ 望 月 久 ・ 前 川藤 造 (静岡 衛 研 ) 伊藤 二郎 ・ 渡 辺 
強 三 ( 静 大 保健 ): M. NOGUCHI, H. MOCHIZUKI, T. 
MAEKAWA, ]. TITO, K. WATANABE: An invesii- 
gation of the helminth parasites of dogs in Shizuoka 


Prefecture (2 ) 


1956 年 Y 月 か ら 1957 年 Y 月 に わた り 静 岡 県 下 19 ヶ ケ所 の 
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保健 所 か ら 合 計 192 頭 の 野犬 を 集め て 寄生 購 虫 の 検索 を 
実施 し , その 一 部 は 昨年 の 総会 で 発表 し た 。 今回 は その 
総括 に つい て 報告 する 。 得 られ た 寄生 虫 は 14 種 に 及び , 
犬 釣 虫 84.9, 爪 実 条 虫 45.7 多 , 犬 糸 状 虫 36.422, 犬 鞭 
虫 31.7 宛 , メタ ゴ ニ ム スス 属 吸 虫 28.8 多 , 犬 回 6.8 多 , 
肥 委 条 虫 6.8 , 須 吸 虫 5.2 多 .。 マン ソン 和 頭 条 貝 
3.6 少 , 血色 食道 躍 1.622 で , sezxdo/eeg7o の yes CO な - 
ZZ 707,。 久 歯 条 虫 , esocesZo4es /7zges は 各 1 
例 づ つ で 0.5 多 で あつ た 。 1 頭 の 犬 に お ける 多数 寄生 例 
と し て は 犬 鞭 虫 の 500 匹 ,。 メ タゴ ニム ス 属 吸 虫 の 8320 匹 , 
肥 笑 条 虫 の 265 匹 , 犬 釣 由 の 213 匹 , 爪 実 条 虫 の 107 忠 
な ど が 認め られ た 。 寄生 部 位 に つい て は , 犬 釣 虫 , 犬 回 
虫 , 肥 笑 条 な ど が 小腸 上 部 に 多い が , 爪 実 条 虫 , マン 
ソン 裂 頭 条 虫 な ど は 小腸 下部 に 多い 傾向 が 認め られ た 。 
野犬 の 品種 別 , 性 別 と As 関係 に つい て は 各 項 
目 毎 に Z? 検定 を 試み た が いづ れ に も 有意 差 は 認め られ 
な か つた 。 野犬 の 年 合 と の 関係 に つい て , お の お の に つ 
いて 相関 係 数 を 算出 し て みる と , 負 の 相関 を 示 し た も の 
に 犬 回 昌 の 一 0.76, 犬 釣 昌 の 一 0.34 が あり , 正 の 相関 を 
示 し た も の に 犬 和 糸状 虫 の 十 0.70, 犬 鞭 上 の 十 0.50 が あつ 
不実 隊 時 で メタ ご ゴ ニム ス 属 吸虫 で は 相関 係数 が 著 レ 
た 他 の 種類 で は 例 数 が 少く て 結論 は 見 出す 


36. 釣 虫 寄生 者 の 感染 度 と 血液 所 見 修 原 正道 ・ 土 屋 

・ 佐 藤 昇 ( 新 大 医 動物 ): M. SHINOHARA, S. TS- 
UCHIYA &N. SATO: Onthe relation between the 
intensities of infestation and the blood pictures of 


hookworrmm carriers 


昭和 31 年 8 月 か ら 昭 和 32 年 11 月 に か け て , 新潟 県 高田 
保健 所 管内 の 一 般 農民 528 名 ( 釣 虫 寄生 虫 者 354 名 , 非 
寄生 者 174 名 で 17~80 才 の 男女 ) を 対象 と し て 感染 度 と 

血液 所 見 と の 関係 を 調査 し , 釣 虫 種別 , 男女 別に 比較 
考察 し た 。 血液 検査 は 血色 素 量 (光電 比 色 計 で Oxy- 
hemoglobin を 測定 , 16 glー100 用 と し て Sahli 
換算 ), 網状 赤血球 多 (Brilantkresylblau 染色 ), 好 酸 球 
2 (Giemsa 染色 に よる 血液 沙 抹 標本 ) を 調べ た 。 感染 
度 は 四 塩 化 エ チレ ン 15 球 投与 後 24 時 間 の 全便 を 濾 便 し 駆 
出さ れ た 虫 体 数 お よび Stol! 法 に よる 糞便 1 g 中 の 卵 数 
(E.P.G.) で 示し , 釣 種 別 は 駆 出 成虫 と 濾紙 培養 に よ 
る 感染 仔 過 と に よ つ た 。 そ の 成績 を まとめ て みる と 1) 
釣 東 陰性 者 の 血色 素 量 の 分 布 は 正規 型 が 想定 され た 。 そ 
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の 血色 素 量 平均 値 は 男 89.6 有 2 8 で や ゝ 低 値 を 示 
し た 。 WU 土 1.5 g を と り 男 79.5 少 , 女 68.7 以 下 を 当地 
方 に お ける 貧血 と みな し た 。 2) A.d. 単独 寄生 者 で は 排 
東 数 か ら み た 場合 に は 男 34 隻 。 女 43 隻 , 排卵 数 か ら み た 
場合 に は 男 EP.G. 8600, 女 E.P.G. 4200 か ら , N. a. 
単独 寄生 者 で は 排 下 数 か ら み た 場合 に は 男 284 隻 , 女 
311 隻 か ら 委 血 が お と る よ う で ある 。 3) こと の 貸 硬 発現 
限界 点 か ら み る と , A.q. と N.a. > 差 は A.q, 
が N.a. の お よそ 7 て 8 倍 と 考え られ る 。 34) 釣 虫 寄生 
者 の 網状 赤血球 は , A.q. 単独 寄生 者 で は 男女 と も に 明か 
な 増加 を 認め た が , N.a. 単独 寄生 者 で は 変化 が なかつ 
。 双 好 酸 球 は , A.q. 単独 寄生 者 の 男女 お ょ び N.a. 
単 寄生 者 の 女 で 明か な 増加 を 認め た が , N.a. 単独 寄生 
者 の 男 で は 変化 を 認め な か つた 。 排 虫 数 或 は 排卵 数 と 網 
状 赤血球 , 好 酸 球 と の 間 に は 明か な 相関 が 認め られ な 


っ 
" つ / こ o 


と C の 災 力 の 


37. 釣 虫 の 弓 織 化学 的 研究 村上 吉 一 ・ 兵 藤代 美 ( 熊 大 
寄生 虫 ): R. MURAKAMI る C. HYOTO : Histoche- 


mmical Studies on 47cy/Os7O72 CZ22747772 


吾 々 は 犬 釣 虫 体 フ オス ファ ター ゼ の Se き 観 察し 
た 。 材 料 は 犬 釣 虫 の 新鮮 な る の を 用 い , 冷 ア セト ン に て 
固定 し た 。 武内 氏 法 に 従い , 酸性 フチ オス ファ ター ゼ ( 以 


下 酸 フ と 略す ) は グリ セロ 村 酸 ツー ダ を 基質 と し て アン 
モニ = ニア 銀 染色 を な し , ア ルカ リ 性 フ オ ス フ ァ ター ゼ ( 以 上 
アフ と 遇 す ) は 硝酸 銀 染 色 を な し た 。 酸 フ の 対照 の ー つ 
は 基質 を 除い た 液 に 浸し , 他 の CeoN ラフ イン 後 直 
ち に アン モニ = ブ 銀 染色 を な し た 。 ア フン は グリ セロ 獲 酸 ソ 
ー ダ を 基質 と し て , 硝酸 細 負 を な し た 。 9 NG 
布 : 体 壁 部 の 角 皮 層 , 筋肉 組織 は 陰性 で ある 。 中 腸 で 
条 線 層 に 極め て 強い 陽性 反応 を 記 め 用 層 に る 時 色 の 
陽性 頼 粒 が 存在 する 。 2) 角 皮 下層 : 側線 の 側 管 周囲 に 
は 極め て 弱い が 淡 黒 褐色 の 陽性 反応 が 認め られ る 。 頸 線 
に お いて は 陽性 反応 軽度 で ある 。 83) アフ の 分 布 : 中 腸 
で は ほ は 条 線 層 及 び 吾 粒 層 に 褐色 の 陽性 反応 を 認め 角 皮 下層 
及び 側線 に お いて も 同様 の 陽性 反応 を みる 。 双 預 線 に も 
褐色 の 陽性 反応 が 存在 し て 居る 。 
38. 集 卵 法 に よる 少数 寄生 の 銘 虫 症 に つい て 財津 吉 
憲 ( 門 語 市 )。 Y. ZAITTSU : Studies on hookworm dis- 
ease diScoverd by the concentration method 


昭和 31 年 度 で は 成人 患者 の 検便 人 員 1200 人 中 単独 感 







( 32 ) 





[寄生 忠 学 群 誌 * 第 7 巻 ・ 第 3 与 





染 , 混合 感染 を 含め て 釣 虫 寄生 は 387 人 (28.08 多 ) あ つ 
MC 257 人 (21.42 ) を 示し た 。 人 塗 抹 法 だ 
こよ る 検便 で は 281 人 (23.42 ) と 釣 虫 寄生 を 認め , 
Oakyo 211 人 (17.58 多 ) で あつ た 。 人 誠 抹 法 で 
会 性 で あつ た も の > ゝ うち 714 人 に つい て , 1 g 糞 便 多 和 
食塩 水 浮 灘 法 を 行 つ た と と ろ , 釣 虫 卵 陽 性 と な つた も の 
が 56 人 (7.932) あ つた (これ は 上 述 の 釣 虫 卵 陽性 者 総数 
337 人 中 16.62 劣 を 占め て いる )。 そ の う ちの 46 人 (6@.44 
を ) は 釣 虫 単独 寄生 で ある (と れ は 上 法 の 皮 単独 
人 中 17.90 多 を 占め て いる )。 昭和 32 年 度 で は 成 
の 検便 人 員 1010 人 中 単独 感染 , 混合 感染 を 含め て 
Pe は 245 人 (24.26 多 ) あつ た 。 特 
200 人 (19.80 多 ) を 示し た 。 沙 抹 法 だ け に よる 検便 で は 
224 人 (22.18 少 ) に 釣 虫 寄生 を 認め , 釣 虫 単独 寄生 は 
172 人 (17.08 2) で あつ た 。 共 抹 法 で 除 性 で あつ た も 
の の うち 658 人 に つ v て 上 記 集 卵 法 を 行 つ 
虫 卵 陽性 者 と な つた も の が 84 人 (5.17 0 あつ た (これ 
は 上 述 の 釣 虫 卵 陽性 者 総数 245 人 中 18.88 多 を 占め て い 
る )。 その うち の 28 人 (4.26 ) は 釣 虫 単独 寄生 で ある 
(と れ は 上 述 の 釣 貝 単独 寄生 者 200 人 中 14.00 を 占め 
て いる )。1 : AS 釣 虫 卵 発見 数 
は 10 個 以下 の も の が 最も 多く , 昭和 31 年 度 は 56 例 中 47 例 
(83.98 多 ), 昭和 32 征 し 度 は 34 例 中 28 例 (82.36 %) を 示 
レ し, 昭和 31, 32 年 度合 せ て 90 例 中 75 例 (83.38 ) を 占 
め て いる 。 釣 了 虫 症 患 者 の 約 /。 を 占め る 集 卵 法 に よ つ て 
始め て 発見 され た 少数 寄生 の 釣 虫 症 患 者 の うち 虫 卵 数 10 
個 以下 の も の で , 駆虫 に より 自 , 他 覚 的 所 見 の 消失 し 全 
治し た 64 症 例 に お ける 臨床 所 見 と し て は , 主訴 に は 腹 
痛 悪心 , 全身 供 怠 感 等 , 自覚 症状 に は 腹痛 , 全身 供 訪 
感 , 肢 里 , や せる , 疲れ や すい と と , 腹 鳴 等 , 他 覚 的 所 
見 に は 腹部 月 痛 等 が 認め られ た 。 治療 法 は 4 塩化 エチ レ 
ン 1 回 評 法 で 61 例 中 95.08 多 の 卵 陰 転 率 
ろ る 。 1 一 プロ モナ フト ー ル ( 2 ) を 用 いた 3 例 も 好成績 


2。 > と デ と 
ここ ご とろ 肌 


を 示 レ て い 


39. 釣 虫 の 感染 経路 特に 人 体 殿 楽 実験 に つい て ⑬) 鈴 
木 信 安 ・ 中 村 卓 郎 ・ 小 池 洋一 ・ 水 野 哲夫 ・ 柳 沢 利 喜雄 

( 千 大 公 乗 衛生 ): T. SUZUKI, T. NAKAMURA, Y. 
KOIKE, T. MIZUNO 層 R. YANAGISAWA: On 
the mode of hookworm infection, especially exDeri- 
mental infection of man with the jarvae (3 ) 


ツジ ビニ = 釣 下 及び アメ リカ 釣 虫 の ヒト へ の 感染 経路 の 如 
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何 を 確か め る た め に , 人 体感 染 実験 を 行 つ た が , と と に 
と の 自 , 他 覚 症状 に つい て 報告 する 。 皮 フ 感 染 方 法 は 
友 的 に 行い , 前 隙 内 面 よ り 感染 せ し め た も の (6 より 
10) 迄 と 手 背 (1 より 4 迄 ) 及び 足 背 (5 ) で あつ た 。 
1) NA 112, AD 121, 2 ) NA 44, AD 10, 6 日 後 再 
感染 , NA 23, AD 49, 3) NA 75, AD 52, 4 ) NA 
117, AD 54, 5) NA 19, AD 16。 6) NA 61, AD 
116, 7 ) NA 74, AD 82, 8) NA 148, AD 118,9 ) 
NA 116, AD 118, 10) NA 117, AD 115, 自覚 症状 : 
1 ) は 感染 後 4 日 目 よ り 咳 天 , 路 療 , 喫 声 が 甚 し く , 耳 
口 , 咽頭 の 家 洋 感 。 全身 供 意 , 胸痛 を 訴 へ , 為 に ヒコ ー チ 
ゾン 及び A.S 剤 の 注射 等 の 治療 を 行 つ た が , 注射 後 一 
般 症 状 は 軽減 する が 再び 症状 が 増悪 する 傾き が あつ た 。 
と の 状態 は 3 ヶ月 続い て 肩 疾 動 怪 等 を 訴 へ た が 4 ヶ月 目 
に 殆ど 自覚 症状 を 訴 へ な く な つた 。 2) は 感染 後 数 週 咳 
, 路 療 , 胸痛 が あり , Me 
た の み 。4) は 自覚 症状 が な く , 人 eayreat 路 
着 声 が あつ た 。6),9) は 下痢 , 1 4 ヶ月 後に 
た 。 ?),8),10) は 殆ど 自覚 症状 が な か つた 。 Me 
著 明 な 変化 は 好 酸 球 の 増加 で あつ て , 最高 は 1)40%, 
2) 882, 3) 5%,。4) 8%, 5) 7 狐 , 6) Y 多 , 
7 ) 4 多 , 8) 122, 9) 4 旬 , 10) 4 多 で あり 次 いで 白 
血球 数 の 増加 を 1 ) と 2 ) に 見 た 。 赤血球 数 , 血色 素 , 綱 
状 赤血球 , 血 沈 , 血液 比重 , 駐 線 所 見 は 著 変 を 認め な か 
つた 。 駆虫 に より 1) NA 49,。 AD 5, 2) NA 7, 4) 
NA 12, 5)NA 1, 6)NA3, 8) NA 4, 10) NA 
3 , AD 1 の 排 虫 攻 を 見 , 排 中 を 見 た も の は 10) を 除き 
好 酸 球 が 増加 し 自覚 症状 を 訴 へ た 。 5 ) は 侵入 仔 曳 数 少 
い に も ゃ 拘ら ず 自 覚 症状 が 見 られ た 。 


40. ヅ ビ ニ 釣 虫 仔 虫 と 犬 多 虫 仔 虫 の 鑑別 に つい て 水 
覧 哲夫 ・ 長 井 和 行 ・ 柳 沢 利 喜 雄 ( 千 大 公衆 衛生 ): . MI- 
ZUNO, K. NAGAI & R. YANAGISAWA: On the 
distinction between infective larvae of 44zcy/os7 の 2Z 
の の oezg/e and 4cy/Ds/ の 2 C の 7272472 


ツジ ビニ 釣 昌 仔 虫 と 犬 釣 虫 仔 虫 の 鑑別 を , 判別 函数 値 で 
行い , 結果 を 得 た の で 報告 する 。 ツ ビニ = 釣 虫 仔 虫 と 犬 釣 
虫 仔 虫 の 各 計 測 値 の 中 か ら , 特に 固有 仔 昌 全長 (Xp) と 
尾 端 よ り 被 輔 尾 に 至る 長き (Xd) を 選ぶ と 。 15 匹 の ツ 
ビニ = 釣 虫 仔 束 と 犬 釣 虫 仔 昌 の Xp 及び Xqd の 平均 値 は 
ツ ビ ニ = 釣 虫 に お いて は 0.721 mm と 0.049 mm, 犬 釣 下 
に お いて は 0.659 mm と 0.027 mm と な る 。 今 求め る 
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判別 函数 式 を メニ 4pXp 十 4dXd と する と , ツ ビニ = 釣 虫 群 
と 犬 釣 虫 群 の Xp 及び Xd の 変動 , 共 変動 。 及び 平均 
値 の 差 と か ら 0.030241 p 一 0.001259 4q ニ 0.062 及び ー 
0.001259 Xp 十 0.000868 4q=0.022 , 之 れ を 解い て ヌ ニ 
5.30 Xp 十 77.9 Xd を 得 て , 各 駐 が 求 ま り , 種族 内 の 斑 
の 標準 誤差 の 推定 値 は 0.27, 偏差 は 1.0212 と な る 。 従 つ 
て tp が 3.78 或 は 夫 れ 以上 に な る 確率 は 0.001 程 度 と な 
る が , 分 類 を 許 る 様 な 偏差 は 一 方 向 の も の に 限る か らち, 
上 記 の 確率 は 商 小 さく な る 。 故に 文 に つい て ツ ビ = 釣 委 
と 犬 釣 虫 の 各 仔 虫 を 鑑別 する に 6.6199 を 以 て し , 6.6199 
より も 大 きい 文 を 得 た 時 は ツ ビ ニ 釣 虫 , 小さ い 文 の 値 を 
た 時 を 犬 釣 虫 と すれ ば , 両者 の 分 類 を 誤る 事 は 殆 ん ど 
な い 。 Xp の み に よ つて 両者 を 分 類する と , 分 類 を 調 る 
頻度 は , 同様 の 計算 に より 15 っ 20% あ る と と と な る 。 俳 
レ Xq に つい て , 0.088 mm を 以 て 両者 を 区 別 す れ ば 
る と と は 殆 ん ど な い 。 


4H. 千葉 刑務 所 に 於 ける 多 虫 卵 陽性 者 の 自然 陰 転 に 就 
いて 小関 芳 員 ・ 内 田 昭夫 ・ 柳 沢 利 喜 雄 ( 千 大 公衆 衛生 ): 

Y. KOSEKI, A. UTIDA & R. YANAGISAWA: On 
the negated cases of hookworm ova without treamen" 


in Chiba prison 


釣 虫 卵 陽性 者 を 長期 観察 し た 場合 , 時 に 駆虫 薬 を 服用 
せ ず に 殿 内 虫 卵 の 消失 する 症例 を 経験 する 。 我々 は 千葉 
刑務 所 受刑 者 を 対象 に 釣 虫 卵 陽性 者 を 駆虫 を 行わ ず 満 2 
年 間 観 察し 釣 邊 卵 陽 性 者 の 自然 除 転 に 就 いて 興味 ある 知 
見 を 得 た の で 報告 する 。 検査 期 日 及 検査 方 法 : 初回 検査 
1955 年 11 月 受刑 者 989 名 に 就 いて 硫 苦 加 食塩 水 浮 洪 法 
(比重 1.230) 1 本 値 で 検便 更に 釣 息 卵 陽性 者 に 対し て 
は 瓦 培養 法 で 寄生 種別 を 判定 し , 且 塗 抹 法 3 枚 値 よ 
寄生 濃度 を 推定 し た 。 釣 東 卵 陽性 者 は 其 後 1956 年 2 月 及 
1957 年 10 月 に 夫々 硫 苦 加 食塩 水 浮 洪 法 (比重 1.290 )3 本 
値 及び 瓦 培 養 2 枚 値 と よる 検便 を 併用 し 更に 日 を 違え て 
同様 実施 し た 。 即ち 浮 渡 法 6 本 値 , 瓦 培 養 4 枚 値 に た よ つ 
て 陰 転 を 判定 し た 。 調査 成績 : 初回 検査 時 釣 昌 卵 陽 性 
者 は 121 名 12.2 多 で 釣 虫 種 は ツ ビ = 単独 20.7 多 , アメ リ 
カ 単 独 48.8, 両 種 混合 14.9% で あつ た 。 受刑 者 を 服役 
年 数 毎 に 集計 し て 陽性 率 を みる と 服役 年 数 の 竹 い も の 程 
高 率 で , 服役 年 数 の 長い も の 程 低 率 で あつ た 。 即ち 服役 
RE 

.8%, 10 年 未満 3.2 を で あつ た 。 陽性 率 と 服役 年 数 と 
NAK 
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駐 寄 生 濃度 ( 塗 抹 3 枚 値 ) か ら は 平均 息 卵 数 18 mmz 中 
0 の も の 34.8 時, 1.0 個 以下 の も の 45.5 多 で 大 多数 は 
軽 感染 者 で あつ た 。 此 等 釣 虫 卵 陽性 者 を 継続 観察 し た と 
と ろ 第 1 年 度 は 108 名 中 17 名 ( 16.502), 第 2 年 度 は 66 
名 中 11 名 ( 16.66 多 ) に 釣 虫 卵 は 検出 され な か つた 。 即 
ち 2 年 間 で 34.94 多 が 陰 転 し て いた 。 商 此 等 陰 転 者 を 寄 
生 濃 度 ( 塗 抹 3 枚 値 に ょ る 平均 虫 卵 数 及 培 養 に より 江 出 
せる 仔 虫 数 ) より みる と 軽 感染 者 程 高 率 で あつ た 。 


42. 尿 尿 消化 槽 内 久 虫 卵 の 抵抗 性 に 関す る 基礎 的 研究 
(1) 西 三郎 ・ 北 条 昌 中 ・ 内 田 昭夫 ・ 柳 沢 利 喜 雄 ( 千 大 公 
箱 生 ) 谷川 久治 ( 千 大 衛生 ): S. NISHT, M. HOJO, 
A. UTIDA, R. YANAGISAWA 立 KK. TANIKAWA: 
Fundamental studies on the reSiStance of ascariS 


eggs in a night-soil digestion tank (1 ) 


近 時 殿 尿 消化 槽 に よる 殿 尿 処理 が 広く 行 は れ て 来 て い 
る が , 寄生 虫 卵 は 完全 に 死滅 し な いも の が 多い 。 そ と で 
その 殿 尿 内 寄生 虫 卵 死滅 条件 を 知る 為 め の 基礎 資料 と し 
て 次 の 如き 実験 を 行 つ た の で 報告 する 。 1) 実験 材料 及 
び 実 験 方 法 : 豚 虫 子宮 下部 1 cm 内 の 受精 卵 を 殿 尿 中 
に 混 じ て 対象 と し た 。 な お 選 は 寄生 虫 卵 を 有 し な い 健 康 
成人 排 浴 便 を 尿 と 別に 集め 5 日 間 以 上 室温 に 放置 し , 尿 
は 本 学内 の 外 便 所 の 小便 槽 より 採取 し た も の で ある 。 殿 
尿 を 1 : 5 た 混 じ 100cc 入 り 三 角 コ ル ベ ン に 50cc 入 れこ 
れ に 中 卵 を 加え . 薄 半 紙 に て 口 を 覆い 展 尿 温度 25*C, 
28'C, 30C, 32C, 35'C, 88C, 40'C の 7 段階 に て 0.5 
日 より 60 日 間 浸漬 させ て 観察 し た 。 な ほ 尿 , 尿 水 (1 : 
5 ), 水 を 比較 対照 と し て 同様 行 つ た 殺 卵 効果 の 判定 は 
作用 後 試料 を 数 回 水洗 し 素 焼 上 に 塗布 し 1 多 ホ ホルマリン 
水 を メ ヂ ウム と し て シャ ー レ に 収め 骨 卵 器 中 (28 て 30'C) 
に て 培養 し 2 , 4 , 8 週末 に て 虫 卵 形 態 像 より 判定 し た 。 
な お 試料 の pH は pH 試験 紙 で 測定 し た 。 2) 実験 成績 
: 仔 了 虫 期 卵 形成 率 は 各 温 度 と も 一 定 浸漬 日 雪 を と える と 
減少 し た 。 即ち 温度 別に それ の 0+ 2 狗 を 示す 最少 浸漬 
日 数 を 示せ ば , 40C ( 0.5 日 ~ 5 日 浸漬 ) で は 展 尿 一 2 
日 。 尿 一 1.5 日 , 尿 水 一 5 日 で , 水 一 5 日 で な ほ 67 狗 で あ 
つた 。38'C( 1 日 14 日 ) で は 殿 尿 一 8 日 , 一 3 日 , 展 水 
一 1 日 , 水 は wl4 日 で 18 狐 ,35*C( 1 日 29 日 ) で は 殿 尿 一 5 
日 。 尿 一 7 日 , 殿 水 一 18 日 で あつ た 。32C( 3 日 30 日 ) 
で ほ は 則 尿 一 18 日, 尿 一 15 日 , 尿 水 は 830 日 で は 28%, 水 は 
98 多 で あつ た 。 30'C〈1 日 29 日 ) で は 殿 尿 一 19 日 , 28O 
(1 日 一 29 日 ) で は 29 日 で も 必 尿 及び 尿 は 僅か の 仔 虫 期 卵 
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を 認め , 水 は 99 多 の 高 率 で あつ た 。 25 で (7 日 て 60 日) 
で は 60 日 で 殿 尿 一 13 多 , 尿 一 66, 選 水 一 97, 水 一 10 
0 多 で あつ た 。 と の 実験 に お ける pH は 殿 尿 及び 尿 は 
8.0 ~9.4, 尿 水 及び 水 は 開 始 時 4.6 こ 6.8 で あつ た が 浸 
漬 日 数 増加 に つれ て 9.0 迄 達し た 。 3) 結び : 各 温 度 と 
も 一 定 浸漬 日 雪 を こと える と 仔 虫 期 卵 形成 率 が 減少 し , 必 
尿 に お ける 仔 正 期 卵 形成 率 ( 100~ て 9522, 及び 2 0 2) 
を みる と 温度 と 浸漬 日 数 の 対数 と が 本 実験 に お いて は 大 
約 直線 的 傾向 を 示 し た 。 各 温度 と も 試料 別 の 殺 卵 効果 は 
尿 尿 及び 尿 が 尿 水 に 比 し て 高 か つた 。 


43. ベー ルマン 氏 法 に 於 ける 釣 仔 虫 採集 の 検討 野 未 
茂 昭 ・ 内 田 昭 夫 ・ 柳 沢 利 喜雄 ( 千 大 公衆 衛生 ): S. NOZ- 
UE, A. UTIDA 錠 R. YANAGISAWA : Studies on 
the methods for recovering hookworm larvae by 


Baermann's method 


Baermann (1917) は 土 壊 中 線 虫 を 採集 する 装置 を 考 
案 し Cort (1922) 等 に よ つ て 改良 され 多く 用 いら れ て い 
る が , その 採集 率 は 必ず し ゃ 満足 すべ きも の で は な い 。 
我 ベ < は 漏斗 内 注 加水 温度 を 常に 一 定 に 保つ た め , 恒温 模 
を 考案 し , 此 の 装置 に つい て 実験 し 種々 の 要因 を 検討 し 
た 。 野外 で 得 た 粘土 及び 砂 を 加熱 滅菌 乾燥 し 所 要 量 を 硝 
子 容器 に と り 培 養 後 1 3 週 の アメ リカ , ツ ビ ニ 両 種 生 
仔 虫 を 硝子 毛細 管 を 用 いて 正確 に 算定 し 約 2022 の 漠 過 水 
と 共に 搬 布 し ょ く 混 和 し て 分 離 装置 (漏斗 内 径 12.5cm, 深 
さ 1I1cm, 館内 径 9 cm, 高き 5.5 cm, 網目 1 mm 平方 床上 
り 1 cm, ガー ゼ 2 枚 重ね ) に 仕掛 け 同 温度 の 水 を 注 加 し , 
水 の 表面 と 冬 の 底面 が 接し て 出来 た 空気 層 が 消失 し , 土 
壌 表面 が 一 様 に 湿潤 する 状態 に し た 。 工 出し た 仔 虫 を 採 
集 す る に は 漏斗 内 全 水 部 と 漏 半 管 朋 を も 洗 敬 し 遠 沈 し 算 
出し た 。( 実 験 T)50 g の 土壌 を 硝子 容器 に と り 約 200 令 
の 釣 仔 虫 を 撤 布 混和 し て 傍 に 移し 一 方 は 2 や ~ 5 'O の 低 
温 に 他方 は 28 で の 鋼 卵 器 内 に 夫々 30 分 間 処 理 し た 後 作 離 
装置 に 仕掛 け 60 分 作用 せ し め て 漠 出 し た 仔 虫 を 算出 し 
た 。 此 の 実験 は 粘土 及び 砂 。 ア メリ カ , ツ ビニ 両 種 釣 仔 虫 
の 4 種 の 組合 せ に つい て 恒温 槽 温度 15C, 25'C, 35*C, 
45C, 55 で に お いて 行い , 15C, 25C。 35C に お いて は 
併せ て 室温 で 12 時 間 作 用 せ し め た 。 (実験 ) 実験 I と 
同様 に し て 便 温 槽 温度 85C に お いて 5 分, 10 盆 , 15 分 , 
90 分, 60 分 作用 せ し め て 時 間 的 採集 を 行 つ た 。( 実 験 邊 ) 
アメ リカ 釣 虫 を 用 い 温 室 で 土壌 50g, 100g, 200g に 
夫々 仔 昌 100 隻 , 200 隻 , 400 化 と を 撤 布 し 恒温 槽 温度 
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つき 検討 し た 。 以上 の 実験 結果 か らち 次 の 事 が 考え られ 
た 。 1) アメ リカ , ツ ビ ニ 両 種 の 間 に 差 違 が 認め られ な 
い 。 2) 04 人 eco は 粘土 と 砂 の 間 に 
著しい 差違 が 認め られ な い 。 3) 200g の 比較 的 多量 の 土 
壌 で 6 件 Wear 
全 よ り 低下 する 。 3) 少量 の 土壌 で は 恒温 槽 温度 35C に 
SRD 
25 で に お いて は 著しく 低下 し 20 多 に 達し な い 。 ぅ ) 少 量 の 
湊 で は 恒温 度 39C に お いて 作用 時 間 10 分 15 分 
で 大 部 分 が 採集 きれ それ 以後 は 余り 増加 せ ず 室温 で 12 時 
間 作用 せしめ た 場合 も 著しい 増加 を 示さ な い 。 6) 低温 
で 処理 し た 場合 恒温 槽 温度 35C に お いて 策 高 い 採集 率 を 
示 レ た 。?) 本 装置 に ょ る 実験 に お いて は 採集 に 当 つて 漏 
斗 管長 に 残存 する 仔 虫 は 意外 に 多く 洗 敬 を 必要 と する 。 


44. 釣 虫 仔 虫 培養 法 の 政長 大 野 俊 雄 ・ 矢 島 ふ き ・ 柳 
沢 利 喜 雄 ( 千 大 公衆 衛生 ): F. OONO, F. YAJIMA 錠 
R. YANAGISAWA: On the improvement of culture 


of hookworm ]arvae 


現在 広く 釣 仔 虫 の 培養 注 と し て 使用 し て いる 互 培養 注 
と 濾紙 培養 法 を 「 ツ ビ = 釣 虫 ] 「 ア メリ カ 釣 虫 」「 東 毛 」 
卵 保有 の 同一 便 を 用 いて 比較 し た 結果 , 6 

発生 仔 虫 数 が 多 か つ た 。 瓦 法 の 長所 は , 瓦 の 合 水量 が 大 
剛 ag ド ーー 
水 の 汚 染 が 少 い 。 然し 定量 的 に 六 出 仔 虫 の 彼 集 操作 に 時 
間 を 要する 短所 が ある 。 濾紙 法 は 夫 に ひき か え 仔 虫 部 集 
が 極め て 簡単 で ある 。 然し 濾紙 片 が 垂直 に 立つ て いる の 
で ・ 世 が 水中 へ 馬 行 し レ やすく, 紙 維 損傷 に よる 水中 浴 
ド ト も あつ て 水 の 汚染 が 目立つ 。 且つ 水 の 補 給 管 理 に 注意 
を 要する 。 と と に お いて 我々 は 両 法 の 特徴 を 考慮 と 入れ 
こ 立 瓦 法 を 工夫 し た 。 即 ち 高 さ 約 10 cm, 巾 約 2.5 cm, 
厚み 約 0.5 cm の 長方形 の 一 方 を 山 型 に 細く し て 遠 沈 管 
人 の 
に 便 を 塗布 する 事 に し た 。 え ぐつ た の は 次 布 面積 を 広く 


する 為 と , 便 の 落下 を 防ぐ 為 に 役立つ 。 従来 の 丸 瓦 法 と 
我々 の 工夫 し た 立 瓦 法 を 「 ツ ビニ =」 釣 息 卵 保有 便 を 用 い 
て 比較 し た 結果 で は , 平均 発生 仔 虫 数 は や や 立 瓦 法 に 低 
い が 有 意 の 差 は 認め な か つた 。 個々 の 値 の 変動 は 両 法 と 
ゃ 大差 な か つた 。 立 瓦 は 漠 紙 片 より 含水 量 に 富ん で いる 
の で , 便 塗布 面 は 適当 に 湿潤 し , 水 の 補 給 は 少数 回 で よ 
い 。 然 水 の 汚染 は 殆 ん ど 無い 。 且 つ 仔 虫 の 邊 集 洗 敬 は 


35 で に お いて 30 分 作用 せしめ 土壌 の 量 と 仔 虫 の 採集 率 に 


_ きれ る 。 以 上 の 如く 従来 の 二 方 法 の 特徴 を 
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瓦 を 引上げ て , 裏面 を 上 方 より 水 に て 充分 洗 ひ 流す 丈 で 
その まま 遠 沈 すれ ば よい 、。 充分 仔 虫 の 水中 移行 が 終 つた 
後 (例え ば 1 週間 後 ) 立 瓦 を 洗 光 除 去 し , 水 を 増量 し て 
お け ば , 2 3 週間 の 培養 期間 中 水 の 補給 を 行う 必要 は 
な い 。 と の 程度 の 便 沙 布 面積 で は , 便 量 は 0.1-0.2 g 
が 適当 で , それ 以上 増量 する と 角 化 率 が 低下 する と 推定 
と り い 入れ て 
あじ な 才 - 多 全 人 
大 量 観 察 に 耐え 得る 如く し た も の で ある 。 


45. 釣 虫 卵 の 変性 に 関す る 研究 戸崎 茂男 ・ 水 野 哲夫 
・ 柳 沢 利 喜 雄 ( 千 大 公衆 衛生 ): S. TOZAKI, T. MIZU- 
NO & R. YANAGISAWA : Experimental studies on 
degenerated hookworm eggs 一 一 morphological obs- 
ervation on the degenerated .4zcy/OsZpzZ CZ27224777 OVa 


大 新鮮 便 より 硫 苦 加 飽和 食塩 水 で 犬 釣 虫 卵 を 集 卵 し 水 
道 水 で 洗い 遠心 沈 滅 し て 後 , 此 の 沈 溶 を 当 教 室 考 案 の 
ポリ エチ レン 法 に より , 成る べく 速 か に 対物 ガラ ス 封 
入 す る 。 此 の 標本 を 1 ) 低温 , 2) 高温 , 3) 紫外 線 等 に 

- 定 時 間 明 露 させ て か ら , 28'C の 角 卵 器 内 に 移 し , 同一 卵 
を 毎回 100 ヶ 宛 数 , 数 日 間 継続 観 祭 を 行い , 虫 の 変性 移行 
像 を 形態 的 に 追跡 し た 。 出 現 し た 釣 東 卵 の 変性 像 は , 極 
め て 多岐 に わた つた が , 概ね , 子 研 ・ 柳 沢 氏 に よる 顕 虫 卵 
の 変性 像 分 類 に ょ つて 区 別 す る と と が 出来 た 。 此 の 他 , 
輝 裂 , 空隙 , 無 構造 化 , 膨 化 像 等 を 認め た 。 又 同じ 低温 
に ょ る 変性 像 ご も 。 加え た 慢 度 の 差 に より , 差 の ある と 
と を 知 つ た 。 此 の 意義 に つい て は 目下 検討 中 で ある 。 変 
性 卵 の 出現 率 は , 強い 物理 的 変化 を 加え た 側 に 高く , そ 
の 後 29 で 懇 卵 器 内 に 移し て 押 察 ナ る と 。 発育 し て 遊 出生 
虫 に 迄 到達 する も の は 少な か つた 。 明らか に 死 卵 と 認め 
られ た の は , PMS 此 等 は 何れ も 
終極 期 の 像 で も つた 。 紫 外線 昌 露 で は , 異常 分 裂 の 出現 
he 人 く 。 又 崩 壊 ま で に 要する 日 時 も 著しく 短 か 


76 に 


46. 犬 鋼 虫 の 寄生 々 煎 に つい て 矢島 ふき ・ 町 田 喜一 * 
柳沢 利 喜雄 ( 千 大 公衆 衛生 ): F. YAJIMA, K. MACHI- 
DA, & R. YANAGISAWA: Onthe ecological rela- 
tions of parasitic State of 4cy/Os/ の 2 CZ7274274 


千葉 県 五井 保健 所 管内 で 捕獲 し た 野犬 の 消化 管 を 解剖 
し て 寄生 せる 犬 釣 虫 を 採取 し , その 寄生 々 態 を 観察 し て 
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次 の 結果 を 得 た 。 1) 該 地区 野犬 の 犬 釣 虫 寄生 率 は 極め 
て 高 率 で 902 前 後 を 示し た が , 平均 寄生 釣 了 虫 数 は 200 隻 
前 後 の 稀 薄 感 染 で あつ た 。 暴 釣 虫 の 年 信組 成 は , 分 殖 卵 
包 蔵 雌 到 が 約 90 多 , 未 熱 卵 包 蔵 乃至 卵 未 形成 雌 虫 は 約 5 
で あつ た 。 2) 犬 釣 下 の 寄生 部 位 は , 寄生 数 が 小 な る 
場合 は 小腸 の 大 略 中 央 部 に , 寄生 数 が 潤 次 増加 する ヒ 伴 
つて , 小腸 全域 に 棲息 場所 が 拡大 し 時 に , は 大 腸 部 及び 
胃 部 寄生 が 認め られ た 。 全 例 を 通じ て 最高 を 示し す 寄 生 
部 位 は 小腸 8 等 信 の 部 位 4 で あつ て , 従来 の 報告 と 同じ 
で あつ た 。 3) 犬 銘 虫 の 性 比 は 1.5 より 大 きく , 従来 の 
報告 に 比べ て や > 高 か つ た 。 寄生 部 位 と 性 比 の 間 に は , 

夫々 特定 の 関係 は 認め られ な か つた 。 め ④⑳ 雌 釣 虫 の 体長 , 

体重 に は 生態 密度 効果 が 認め られ , その 型 は Drosophila 
型 で あつ た 。 雄 で は 認め られ な い 。 EPGPF に は Alee 
型 の 密度 効果 が 認め られ た 。5) 好適 寄生 部 位 と し て の 
部 位 4 に お ける 雌 釣 虫 の 体重 , 体長 も 同様 の Drosophila 
型 の 密度 効果 を 示 し た 。 同 部 位 の 雄 釣 虫 体重 , 体長 に ( 

密度 効果 は 認め られ な か つた 。6) 寄生 部 位 別に 雌雄 釣 
虫 の 体重 , 体長 を 平均 する と , 雌 で は 部 位 .4 が 最も 大 き 
く , 下部 に な る に 従い , 虫 体 が 挫 小 と な つて いた 。 な ほ 
雄 で は 部 位 差 が 雌 ょ り 不 明瞭 で あつ た 。『) 未 熱 雌 虫 は , 

少数 寄生 の 場合 は 小腸 中 央 部 に 発見 され た が , 密 度 が 大 
な る 群 で は 部 位 5 以下 と 発見 され た 。 8) 以上 の 成績 よ ょ 
り 閉 鎖 空 間 に す む 犬 釣 東 に は 明らか な 和 密度 効果 が 認め ら 
れ , 且つ 犬 釣 息 個体 群 の 生長 発育 の 型 を 類推 する 手 が か 
り が 得 ち れ た と 思わ れる 。 


47. 銘 虫 の 人 体感 染 実 験 例 に お ける 排卵 状況 に 走 い て 
斉藤 多磨 男 ・ 水 野 哲 夫 ・ 柳 沢 利 吉雄 ( 千 大 公衆 衛生 ): エ . 
SAITO, T. MIZUNO 層 R. YANAGISAWA: On the 
oviposition of 4zcy/os7ozzZ の zodezgz Dubini exDp- 
erimentally infected in man with the arvae 

釣 虫 の 人 体感 染 実験 例 に つい て , その 殿 内 排卵 状況 を 
観察 し た 。 と の 実験 に お いて は , ツ ビ ニ 釣 貝 単独 寄生 で 
あつ た 事 , 感染 実験 で ある た め 感 染 時 が 確認 され た 事 , 
完全 駆虫 に より 寄生 せる 釣 虫 の 雌雄 別 の 数 が 把握 され た 
事 等 が , 釣 虫 の 発育 時 期 の 閥 に よる 産卵 数 の 変化 , ひ 
いて は 1 雌 引 り の 産卵 数 の 増加 傾向 の 推定 に 正確 を 期し 
得 た 。 即 ち , 釣 虫 の 人 体感 染 実験 3 例 に つい て , 2 て 3 


期間 を 選び , 1 期間 凡そ 3 ~ 4 週間 の 排卵 状況 を 連続 観 
宗 し た 。 息 卵 計 算法 は , 1 日 排 浴 全 尿 に つき Sto』l 法 1 
本 3 回 法 を 用 い , その 平均 値 と 全 尿 量 か ら 1 日 当り の 排 
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卵 数 を 算出 し た 。 駆虫 は , 硫 苦 加 飽和 食塩 水 浮 江 法 及び 
瓦 培養 法 共 に 完全 に 陰性 の 成績 を 得る 迄 反 覆 し て , 全 寄 
生 数 を 確認 し . その 雌 虫 数 より 1 雌 当り 1 日 排卵 数 を 算 
定 し た 。 商 実験 期間 中 の 培養 検査 の 結果 , 排出 卵 は すべ 
て ヅ ツ ビ ニ = 釣 遇 卵 で あり , 又 駆 虫 の 結果 排出 され た 貝 体 は 
すべ て ツ ビ ニ = 釣 虫 で ある 事 が 証明 され た 。 如 上 の 実験 よ 
り , 1) 全 尿 内 排卵 数 は , 各 例 各 期 間 共 可 成り 大 巾 の 日 
々 変動 を 示し た 。 2) 避 内 釣 虫 卵 密 度 推定 値 も 日 々 変動 
を 示す が , 各 検 査 期間 を 通じ て の 全 標 本 平均 値 の 2 倍 以 
内 の 巾 で あつ た 。 3) 全 選 内 排卵 数 は , 尿 量 と の 間 に 政 
程度 の 相関 を 示す も の の 如く , 従 つ て その 日 々 変動 の 主 
因 は , 虫 卵 密度 の 変動 より 尿 量 の それ に , より 以上 ある 
も の の 如く で ある 。 4) 1 雌 当り 1 日 産卵 推定 値 は , 下 
体 の 発育 時 期 に よ つ て 顕著 な 差 が あり , 仔 下 投与 後 凡 そ 
300 日 前 後 と 凡そ 180 日 前 後 と で は , 後者 に 比 し て 前 者 
が 約 Y 倍 の 開き を 示し た 。 5) 今回 の 実験 に お いて は , ツジ 
ビ = 釣 虫 1 雌 当り 1 日 産卵 数 は 14000 て 21000 と 推定 さ 
れ た 。 


4S. 銘 虫 卵 の 里 化 に 関す る 研究 , 食塩 水 の 釣 虫 卵 発育 
及び 明 化 に 及ぼ す 影 響 須永 徹 ( 大 阪 医 大 ・ 岩 田内 科 ): 
T. SUNAGA : Studies on the hatching of hookworm 
eggs. Effect of the salt solution on the development 
and hatching of hookworm eggs 


釣 虫 卵 を ホー ル グ ラ ス 内 の 各種 メチ ウム 中 に お いて 菩 
養 し その 影響 を 検 対 し て いる が , と と 我々 の 生活 に 最 
も 関係 ある 食塩 水中 に お ける 発育 を 観察 し た の で 報告 す 
る 。 実験 方 法 及 使 用 釣 虫 卵 は 前 報 に 同じ で ある 。 双 使用 
メ ヂ ウム は 各種 濃度 の 食塩 水 及 Soy, Brine, Urine の 原 
液 及 稀釈 液 を 使用 し た 。 1) Fulleborn 氏 浮 流 法 に お ける 
10 分 乃至 60 分 の 浮 洪 時 間 が 卵 の その 後 の 発育 に 及ぼ すず 影 
和 響 : 余 の 実験 に お いて は 上 記 浮 渡 時 間 で は いづ れ も 卵 に 
悪影響 を 及ぼ さ ず 80% 以 上 の 明 化 率 を 示し た 。 2) 各種 
濃度 の 食塩 水中 に お ける 卵 の 発育 : &) 0.11.0 多 比 較 
的 等 張 食塩 水中 に お いて 角 化 率 は 70~802% で あり , 低 張 
塗 液 に お いて 遇 化 率 が 高い 傾向 を 示す 。D) 2.0~10.02 
食塩 水中 に お いて は 卵 の 発育 悪く , 特に 角 化 は 4 以上 
の 測度 で は 認め られ な い 。 変性 像 と し て 腔 虫 期 卵 の 豚 束 
凌 縮 が あり , 4 時 以 上 で 軽度 , 8 以上 で 中 等 度 の 鞭 縮 像 
を 示す 。 で ) 12.0-20.0 及び 飽和 食塩 水中 に お いて 卵 
の 発育 は 著しく 阻止 され , 豚 虫 期 凌 縮 卵 を 認め る 他 , 分 裂 
期 , 桑 実 期 , 及び 暑 昧 期 卵 の 卵細胞 群 の 姜 縮 転位 を 認め 
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る 。 3) Soy, Brine, Urine 等 の 溶液 中 卵 発育 の 度合 は 
大 略 そ の 食塩 含有 量 に 比例 し た 結果 を 示し , 8) Soy (Na 
Cl 18 多 含有 ) に お いて は 原液 , 2 倍 稀釈 液 , 4 倍 稀釈 
液 共に 卵 は 発育 不良 で 豚 虫 期 卵 の 粗大 頼 粒 化 を 認め る 。 
b) Brine (NaCl ca. 3.5 多 含有 ) に お いて は 肥 貝 期 卵 記 
発育 を 示す も 脱 殻 卵 な し 。c) Urine 原 尿 に お いて 2.9 
2 2 倍 稀 釈 尿 で 48.1 と 鋼 化 を 認め , 他 の 卵 は 殆 ん ど 
膝 虫 期 で 発育 を 停止 し て いる 。 以上 食塩 水落 液 及び 食 
塩 含有 物 溶液 中 に お いて 釣 虫 卵 を ホー ル ・ グ ラス 法 で 30 
C, 24 時 間 培 養 し た 結果 , NaCl 濃度 3 以内 で は 般 化 
を 認め る も , それ よ ょ り 高 濃度 に お いて は 負 化 は 行 は れ な 
い 。 一 方 変性 像 は 高 濃度 落 液 に な る に つれ 発生 が 多く , 
その 像 は 鞭 縮 , 類 粒 化 , 及び 転位 で あり , 卵殻 に は 殆 ん 
ど 変 型 を 見 な い 。 


49. 釣 虫 駆虫 薬 の 集団 駆虫 に よる 効果 中西 靖 郎 ・ 吉 
田 幸雄 ・ 青 野 宏 ( 京 府 医 大 医 動物 ): Y. NAKANISHI, Y. 
YOSHIDA & 古 AONO : Comparative effects of sev- 
eral anthelmintics of hookworm on the mass-treat- 


mnent 


釣 良 集団 駆虫 に 際 し て その 効果 及び 自覚 的 副作用 の 角 
度 か ら 各 種 の 駆虫 剤 を 使用 し 又 そ の 投与 量 , 投与 方 法 等 
を 変え て 比較 検討 し て きた 。 卵 陰 転 率 を 以 て する 駆虫 剤 
の 効果 判定 は , その 地方 の 寄生 濃度 の 差 及 両 種 釣 虫 の 寄 
生 素 の 差 に ょ つて 左右 され る の で 成績 は 同一 地区 の 釣 由 
保有 者 を 無 作為 に 二分 し て 二 種 の 薬剤 を 投与 し ,。 その 効 
果 を 比較 し た も の で 卵 陰 転 率 は 四 分 法 に よ つ て 有意 差 の 
検討 を 行 つた 。 和尚 後 検便 は 凡 て 服用 二 週 間 後に 塗 抹 法 , 
信和 食塩 水 浮遊 法 及 漠 紙 培養 法 の 三方 法 を 併用 し た 。 そ 
の 結果 , 1) 四 塩 化 エ チレ ン (テト レン 球 ) 4.5 て 5.4 
1 回 投与 及び 4.5 瓦 二 日 連続 投与 に 際 し , 下剤 併用 法 と 
ト 剤 広 き 投与 法 を 比較 する と , 9 検査 対象 の 肉 , 7 対象 
迄 は 後者 の 方 が 卵 陰 転 率 高く , 総計 し て 比較 する と 前 者 
( 駆 旧 人 員 251 名 ) 42.6, 後者 (駆虫 人 員 273 名 ) 49.8 
2 と な り 検 定 の 結果 有意 の 差 を 以 て 後者 が 高い 。 副 作 
用 は 不 剤 ぬき の 方 が 少く , 且 無 症状 者 も 下剤 ぬき の 方 に 
圧倒 的 に 多い 。 3) 四 塩 化 エ チレ ン (テト レン ) 下剤 ぬ 
き と OR-30 (下剤 ぬき ) と の 比較 で は , 共に 2 日 連用 成 
績 で 薬 量 は 前 者 4.5 瓦 X 2 , 後者 0.6 世 X 2 で ある が , 
その 備 除 転 率 の 合計 は 前 者 ( 駆 点 人 員 65 名 ) 50.8 多 。 役 
者 ( 駆 昌 人 員 38 名 ) 44.7% で ある が , 検定 の 結果 , 有意 


差 は 認め られ な い 。 副作用 は 命 町 感 , 全身 供 怠 感 は テト 
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レン に 多く 訴 へ が ある が , 腹痛 , 悪心 , 下痢 は OR-30 
に 訴 へ が 多い 。 沿 無 症状 者 は テト レン 下痢 ぬき に 多い 。 
3) 四 塩 化 テ エチ レン (テト レン ) 下剤 ぬき と 1-Bromo- 
naphthol ( 2 ) (オー ミン ) 下剤 ぬき と の 比較 で は , 何 
れ も 2 日 連用 成績 で , 楽 量 は 前 者 4.5 世 X 2, 後者 4 瓦 
X 2 で あり , その 卵 陰 転 率 の 合計 は 前 者 (駆虫 人 員 64 名 ) 
51.6%, 後者 (駆虫 人 員 55 名 ) 71.0 多 で , 検定 の 結果 , 
有意 の 差 で 後者 が 高い 。 副作用 も オー ミン の 方 が 訴 へ る 


者 少く , 且 無 症状 者 も オー ミン の 方 に 圧倒 的 に 多い 結果 
と な つや た 。 


50. 犬 銘 虫 の 固有 宿主 腸管 内 に 於 ける 分 布 に 吉 い て (②) 
実験 的 感染 大 に お ける 観察 岡野 菩 ( 京 府 医 大 医 動物 ): 
K.、 OKANO : Disfribution of 4%cyOs72722 CZ が 22472 
in the intestine of dogs (2) Observations on the 
experinmentally infected dogs with hookworms 


犬 釣 虫 の 犬 腸管 内 に お ける 部 位 別 分 布 を 自然 感染 犬 及 
び 実 験 感染 犬 に つい て 追求 し 一 部 その 成績 を 報告 し た が 
今回 更に 実験 感染 犬 の 例 数 を 増し 得 た の で その 成績 を 報 
告 する 。 即 ち 実 験 的 に 犬 釣 虫 仔 束 を 経口 感染 せしめ, 10 
頭 を 各 10 日 及び 15 日 後 , 6 頭 を 20 日後, 5 頭 を 30 日 後に 
前 見 し , 小腸 を 8 等 信 し て 鈴 祭 し た 処 , 虫 体 分 布 率 は 感 
染 10 日 後 の も の に お いて は 第 1 部 位 よ り 3.5, 17.2, 
18.7。 32.1, 18.1, 6.4, 4.0。 0( 多 ) と な り 第 4 部 倍 が 
最も 多い 。 次 に 15 日 後 は 第 1 部 位 よ り 0.1, 3.0, 13.1。 
32.5。 38.6, 18.9, 3.5。 0.8 ( 多 ) と な り 第 5 部位 が 
最高 で ある 。20 日 後 は 第 1 部 位 よ り 0。7.2, 16, 26.2。 
35.4, 7.3, 6.5。 1.4 ( 多 ) と な り 第 5 部 位 が 最高 で 
ある 。30 日 後 は 第 1 部 位 よ り 0, 6.0, 21.7 , 84.6 , 20.1 , 
10.1。 7.5, 0 () と な り 第 4 部 位 が 最高 で ある 。 自 
然 感染 犬 116 頭 に つい て 調査 し た 結果 は 既報 し た が , 今 
回 の 実験 に より 釣 昌 体 の 分 布 は 感染 初期 か ら ほ ヾ 一 定 の 
部 位 別 分 布 を な し 小腸 中 央 部 (第 4, 第 5 部位) に 圧倒 
的 に 多い 。 更に 実験 感染 の 40 日 以上 経過 せる も の に つ 
き 目 下 観 察 中 で ある 。 次 に 各部 位 の 由 体 の 体長 平均 を 来 
め 比 較 し た 所 , 10 日 後に お いて 雌 で は 第 1 部 位 * ょ り 4.2, 
4.1。 4.5, 4.7。 5.6, 5.2, 5.5 (mm), 雄 に お いて は 
3.1。 2.9, 8.2。 4.2,5.0, 4.9, 4.1 (mm) で あり 雌 
雄 共 小 腸 後 半 部 位 に 体長 大 な る 貝 体 が 分 布 する 傾向 を 示 
す が 15 日 後 で は 雌雄 は 第 2 部 位 よ り 11。 12.1。10.3, 
7.9。 8.1。 8.9。 9.3 (mm) で あり , 雄 は 第 1 部 位 ょ り 
7.0。 7.6, 8.5, 7.3, 6.8, 6.3, 6.7 Cmm) で 雌雄 共 
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大 型 東 体 は 小腸 前 半 部 位 に 移行 する 傾向 に ある 。20 日 彼 
で は 第 2 部 位 よ り 雌 は 8.9, 8.1, 7.7, 8.0, 5.8, 7.7, 
7.3 (mm), 雄 は 6.1, 6.7, 6.4. 6.0, 6.4, が 6.0 
(mm) と な りや は り 大 体 に お いて 小腸 上 部 に 大 型 昌 体 
が 分 布 す る 。 30 日 後 で は 雌 は 第 2 部 位 よ り 11.9, 13.1, 
12.1。11.9。10.4, 8.7 (mm), 雄 は 9.2, 10, 8.8, 
8.1。 7.6, 6.4 (mm) こ な り 同様 小腸 上 部 に 大 型 下 
体 が 分 布 する 傾向 が 顕著 に 現れ て いる 。 自 然 感染 犬 の 成 

き は 既報 し た が , 感染 30 日 後 の こ の 曲線 に 最も 近い 。 以 
上 を 要約 すれ ば 大 型 正 体 の 分 布 城 は 感染 後日 数 を 経る に 
従 つ て 上 部 に 移行 する 傾向 を 示し と の 原因 に つい て 従来 
は 帳 体 年 信 の 差 か , 或 は 同年 信 で も 発育 の 差 に よる か が 
不明 で あつ た か が 今回 の 実験 に より 同年 合 の 虫 体 に お いて 
も 発育 星 盛 な る 虫 体 が 小腸 上 部 へ と 移行 する の で は な い 
か と 考え と られ る 。 


51. 其 薬 症 治療 天 と し て の クロ ルプ ロマ ジン の 検討 
舟橋 良治 ( 京 府 医大 医 動物 ): R. FUNAHASHTI : 
rimental studies on the Chlorpromazine treatment of 


Expe- 


“Wakana disease 


私 は マウ ス に ツ ビ ニ 釣 息 仔 虫 を 感染 せしめ , クロ ル デ 
ロマ ジン (以下 C・P) 投与 時 に お ける 肺 よ り の 仔 下 検 出 
隻数 , 及び 肺 の 肉眼 的 並び に 組織 学 的 所 見 を 検討 し た 。 
マウ ス は 体重 15~ こ 20g の も の を 用 い , 仔 下 感 染 の 3 て 5 
日 前 か ら C・P を 5mmg pro kg の 割合 で 注射 し 初め 居 
9 

断頭 居 殺 し, 直ちに 開 胸 し て 肺 臓 を 遊離 し 肉眼 的 に 
し た の ち , 可 及 的 に 細 切 し て ベー ル マ ン 氏 分 離 装置 て 他 
虫 を 分 離し た 。 神 方 肺 騰 の 切 庁 を と り , ヘマ トキ シリ ン 
・ エ オジ ン 染 色 を 施 し て 組織 学 的 検索 を 行 つ た 。 分 離し 
た 仔 昌 数 は , C・P を 投与 し な い 対 照 群 で は 平均 検出 素 
6.4,C・ 也 投与 群 は 平均 4.1% で あつ て 大 差 は な く , 
個々 に みて も を 検出 仔 虫 数 に 著 差 は みとめ られ な か つた 。 
肺 臓 を 肉眼 的 に 観察 する と , 何れ も 著 明 に 出血 斑 が み と 
らち れ 部 分 的 に 充血 が あり , 
る が , CO・ 了 投与 群 に 充血 が 著 明 で あり , 対照 群 で は 大 葉 


性 の 出血 を 見 る と と が 多い 。 出血 斑 の 大 き さ , 数 等 に は 
著しい 差 を みとめ な つた 。 次 に 組織 学 的 に は , 対照 群 で 
は 何れ も 肺 胸壁 毛細 血管 の 充血 が あり , 随所 に 出血 巣 を 
みとめ 肺 胞 壁 の 円 形 細胞 の 浸潤 が 甚 し く 著 明 で ある が , 
C・〒 投 与 群 で は 肺 胞 壁 毛細 血管 の 充 面 , 出血 は 著 明 に 
あら われ る が , 肺 胞 壁 の 細胞 浸潤 は 甚だ 軽度 で ある か 全 





時 に 大 葉 性 の 出血 が み ら れ . 
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て C・ 了 投与 群 で は 秋 症 症状 
の と 考 へ られ る 。 


く と れ を みとめ な い 。 従 つ 
が * 著 し く 抑 制 さ れ て いる も 


52. ヅ ビ ニ , アメ リカ 両 種 釣 虫 の 四 塩 化 エ チレ ン に よ 
る 駆除 効果 の 検討 佐藤 淳 夫 ・ 青 野 宏 ( 京 府 話 大 医 動物 ) 
ASATO 錠 HH AONO : Studies on the treatment of 


hookworm disease with tetrachlorethylene 


昭和 26 年 以来 富山 県 内 各地 に お いて 四 塩 化 テ エチレン を 
用 いて 釣 虫 駆除 を 行い 各地 に お ける 駆除 効果 を ツ ビ = 
(A.q.), ア メリ カ (N.a.) 両 種 釣 虫 別に 検討 し た 。 調査 
地 は 富山 県 中 新川 郡 内 の 5 地区 ( 釜 ヶ 淵 。 西 加 積 , 舟橋 , 
南 加 積 , 東谷 ) 及び 高岡 市 二 塚 の 計 6 地区 で ある 。 此 の 
内 連続 し て 数 回 の 調査 を 行 つ た の は 金 ヶ 消 (4 回 ), 西 加 
積 (3 回 ), 二 塚 (3 回 ) で ある 。 服薬 量 は 四 塩 化 エ チレ 

4.5 gr と し 硫 苦 を 併用 し た が , な 
5.4 gr を 用 い , 第 2 回 以後 硫 苦 の 併用 を 中止 し た 。1 
両 種 釣 虫 を 含め て , 陰 転 率 は 48.5 て 58.8 の を 示し , 久 
の 優 占 する 二 塚 , 南 加 積 及 び 両 種 の 同 程度 に 分 布 す る 東 
谷 に お いて 比較 的 高 率 C52.4 て 58.82) を 示 し た 。2) 両 
種別 に は A.d. 88.9~68.1 少 , N.a. 50 て 100 多 の 陰 転 
率 を 示 レ た 。 3) 同一 人 に つい て 数 ヶ月 毎 に 駆虫 を 行 つ 
た 金 ケ 漠 , 西 加 積 , 二 塚 地区 に お いて は A.d. 保有 者 は 
第 1 回 の 駆 忠 に より 81.4 て 43.022 が 陰 転 し , 第 2 回 71.4 
<88.02, 第 3 回 96.8 が 陰 転 し た 。 N.a. は 第 1 回 既 
に 66 .?ー77.82 が 陰 転 し , 第 2 回 97100 多 が 陰 転 し た 。 
此 の 場合 排出 虫 体 を 毎回 回 収 し た 金 ヶ 潮 , 西 加 積 両 地区 
の 排 状 況 は , 第 1 回 の 駆虫 に より A.q. で は 全 駆 出 息 体 
数 の 夫々 74.4, 84.222 が , 第 2 回 まで に 98.0, 96.6 が 
駆 出 され N.a. で は 第 1 回 で , 95.2, 94.6 多 が , 第 2 
回 まで に 100 多 が 駆 出さ れ た 。 4) 駆虫 に よる 優 占 度 の 
変化 を 見 る に 二 塚 地区 に お いて は , 第 1 回 1.876, 第 2 
回 0.322, 第 3 回 0.216 と 優 占 度 は 低下 し , N.a. の 急 
激 な 減少 を 認め た 。 金 ヶ 淵 及び 西 加 積 に お いて は それ 程 
著 明 な N.a. の 減少 が 認め られ ず 首 に 優 占 度 の 上 昇 する 
事 も 認め られ た 。 乏 は 駆虫 参加 者 が 少く , 毎回 新 駆虫 者 
が 相当 数 混入 する 事 に よる も の と 考 へ られ る 。 


53. 鈴虫 朋 除 前 後 の 護 症 状 変化 に つい て - 佐古 田 新 ( 後 
研 寄生 虫 ): S. SAKODA : On the various clinical 
symptoms before and after treatment of hookworm 


disease 


釣 虫 症 患者 80 例 に 対 し , その 駆虫 前 後に お ける 諸 症 状 
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を 検査 し , 比較 検討 し た 。 駆虫 方 法 は 4 塩化 エチ レン 球 


(0.3 gX15), 分 2。 早朝 空腹 時 1 時 間々 隔 で 市 用 , 
下剤 と し て 硫 苦 水 を 前 夜 就寝 時 及び エチ レン 球 第 2 回 服 
用 後 1 時 間 に 投与 し た 。 諸 検査 は 駆虫 開始 前 日 及び 駆虫 
終了 直 俊 (即ち 第 3 回 駆虫 翌日 ) に 施行 し た 。 そ の 結果 
は 次 の 通り で ある 。 1) 釣 虫 症 患 者 の 主訴 症状 は , 全身 
供 怠 特に 下肢 供 怠 ・ 肢 時 ・ 心 怪 元 進 及 び 誹 腸 筋 圧痛 で あ 
る が , 駆虫 直後 に 消失 刀 至 軽減 する 。 2) 知覚 鈍麻 及び 
名 血 症状 も 大 部 分 に 認め る が , 駆 東 前 後に お いて 殆 ん ど 
不変 で ある 。3) 約 半数 に 肝 腫 を 触れ る が , その 半数 は 
直後 に 消失 刀 至 縮小 する 。4) 約 り :』 に 高田 反応 陽性 の 
0 寺 を 認め た が , 駆虫 に より 殆 ん ど 改 善 さ れる 。 然し 
逆 に 肝 障 害 を 呈し た も の が 少数 あり , エチ レン 球 の 影響 
と 考え られ る 。5) 約 半数 に 好 酸 球 増 多 を 認め た が 。 増 
多 正常 に 拘ら ず 駆 虫 に より 減少 の 傾向 を 示す 。6) 赤 血 
球 ・ 血 色素 量 ・ 硫 酸 銅 法 に よる 血液 成分 に は , 駆虫 に よ 
る 一 定 傾向 は 認め られ ぬ が , 酸素 抱合 能 は 増加 の 傾向 を 
示す 。7) 好 酸 球 増 多 及 び 錦 血 の 程 度 と 寄生 虫 数 と の 間 
に は 必ず し ゃ 平行 関係 は 見 られ ず , 貧血 と 自覚 症状 の 軽 
重 と の 間 に も 相関 関係 は 認め られ な い 。8) 基礎 代謝 は 
大 部 分 に お いて 広 進 乃至 進 傾向 残 示 し , 駆虫 に より 低 
下 の 傾向 か 認め られ , 殊 に 自覚 症状 の 著しく 軽快 し た 者 
の 殆 ん ど は 低下 の 度 が 大 で ある 。 此 の 点 自覚 症状 と 基礎 
代謝 と の 変動 の 間 に 関連 が ある 様 で ある 。9) 駆虫 に 際 
し , 大 部 分 は 駆虫 第 1 日 に 最多 数 を 排出 す 。 10) 副作用 
と し て , 排便 時 肛門 鳩 熱 痛 が 意外 に 多い 。 


54. 中 止 


約 . 釣 虫 Carrier の 臨床 的 研究 (5) 出血 素因 , 末 相 血 
管 抵抗 , 血清 蛋白 分 割 , 血清 肝 機 能 検査 に つい て 石崎 達 
・ 久 津 見 晴彦 ・ 荻 野 汰 郎 ・ 小 宮 義 孝 ( 予 研 寄生 政 ) 高山 
久 郎 ( 伝 研 臨床 ) 有松 清一郎 (東大 物 療 ) 小野 田 孝義 (町 
田 保健 所 ): T. ISHIZAKI, HH KUTSUMI, Y. OGINO, 
Y. KOMIYA, HH. TAKAYAMA, S. ARIMATSU る . 
ONODA : Clinical studies on hookworm carriers. 
(5) On hemorrhagic factors, protein-fraction in 


Sserurmn and Hiver-function 


昭和 32 年 3 4 月 , 東京 都 南 多摩 郡 忠 生 村 の 釣 息 卵 陽 
性 者 84 名 (20 て 70 才 ) を 対象 に 虫 種 虫 数 (Tetren 15 球 ・ 硫 
音 20 包 投与 後 24 時 間 排便 を 濾 便 し 虫 体 を 採取 ), 血色 素 
量 ( 耳 徐 採血 , 塩酸 ヘマ チン 法 , 光電 比 色 計 470 mm 定 
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量 ), 血液 疾 固 完了 時 間 ( 肘 静 脈 血 ), 末 醒 血管 抵抗 (紫斑 
計 , 除 圧 200 mmHg・3 分 間 , 1 cm 内 出血 点数 士 1 の 対 
数 値 ), 血清 蛋白 分 訓 (濾紙 電気 泳動 法 , 7.5 m A5 時 間 , 
室温 BTP B 発 色 ,. デン シト メー ター 定量 ), 血清 肝 機 能 検 
査 (血清 蛋白 量 ・ 亜 鉛 混濁 反応 ・Thymol 混濁 反応 ・ 同 
沈降 反応 ・Cephalin cholesterol 沈降 反応 ) を 調査 し た 。 
その 成績 を 整理 する と 次 の よう に な つた 。 対象 は Ne- 
cator 単独 寄生 者 の み で ある 。 混合 感染 , Ancylostoma 
感染 者 は 少数 の た め 除 外 し た 。 1. 血液 凝固 完了 時 間 : 
ミー17.6 士 5.62 分 , 虫 数 及び 貧血 共に 相関 な し 。 正常 値 
範囲 過 。2. 紫斑 計 値 : * ニ 0.836 士 0.416 虫 数 及び 貧 
血 共 に 相関 な し 。 正 常 値 往 囲 内 。3. 血清 蛋白 分 大 : 血 
清 蛋 白 量 正常 範囲 の 変動 。 Al は 明瞭 に 正常 値 より 減少 
し て いる 。 し か し 虫 数 及び 貧血 と 明らか な 関係 は 得 られ 
な か つた 。 ai-, ez-GI は 増加 し て いる が 虫 数 及び 貧 面 と 
相関 な し 。。a-GI は 正常 値 と 変 ち ない が, 貧血 と 相関 が あ 
る (血色 素 量 と 正 相関 )。 y-G!】 は 著しく 増加 し , 下 数 と 
正 相関 が あ り , 又 ヶ -G1 の 性 質 を し らち べ て みる と 網状 
赤血球 数 多 と 正 相 関 が か あり, 頭痛 ・ 財 量 ・ 腹 痛 ・ 億 意 
感 の 発現 率 と 正 相関 が か あつ た 。 ヶ -G1 の 変化 を 生体 反応 
の 指標 の ー つ と 考え る と と れ は 一 つの 現象 を 士 の 面 と ー 
の 面 か ら み た と と に な る と 考え る 。 AG 比 は 息 数 と 導 
相関 で 減少 する 。4. 血清 肝 機能 検査 : 全部 虫 数 及び 貧 
血 と 相関 な し 。 但 し 亜鉛 濁 反応 , Thymol 沈降 反応 共 
に 正常 値 より 高い 値 を 示す も の が 多い 。 Thymol 潤 滴 
反応 , Cephalin cholesterol 反応 は 共に 全く 正常 値 を 示 
し た 。 結論 : Carrier の 検査 で は 出血 素因 な し 。 ヶ -Glo- 
bulin の 増加 が 目立ち 生体 反応 と 関係 が ある らし い 。 肝 
人 は 多 ん ど 貞 が な か つた 。 


56. 大 釣 虫 の 組織 化学 的 研究 (3) コハク 酸 脱 水素 酵素 
と チト クロ ー ム 酸化 酵素 に つい て 佐藤 温 重 ( 予 研 寄生 
虫 ): A. SATO : Histochemical studies on 4zcyp- 
so22Z CZ (3) Succinic dehydrogenase and cy- 
tochrome oxidase activities 


犬 釣 昌 の 成虫 は 好 気 優越 型 の 呼吸 代謝 を する と いわ れ 
て いる 。 一 方 , エネ ルギー 代謝 の 貯蔵 譜 水 化物 は グリ コ 
ー ゲ ン で ある と と も 明らか に な つて いる 。 し か し と の 私 
の 物質 代謝 の 中 間 径 路 の 酵素 上 の 機構 に 関し て は 不明 な 
点 が 多い 。 と こと で は Krebs の TOCA 下 の 重要 な 段階 に 
関与 する コハク 酸 脱水 素 酵素 の 活性 と 分布 , 並び に と の 
酵素 が 電子 を 酸素 に わた す と き チ トク ロー ム 系 を 径 る か 
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どう か を 知る た め に チト クロ ー ム 酸化 酵素 の 作 布 を 研究 
し た 。 コハク 酸 脱 水素 酵素 は その 分 布 を 組織 化学 的 に 
Shelton 等 の Neotetrazolium 法 に より 又 , その 活性 を 
celi-free homogenate を 用 いて Kun 等 の 2, 3, 5-Tri- 
phenyltetrazolium chloride 法 に より 光電 比 色 計 で 測定 
し た 。 チ トク ロー ム 酸 化 酵素 は Moog の G-Nadi 法 で 
検出 し た 。 上 記 両 酵素 は , その 分 布 が 概ね 一 致し て お 
り , 次 の 諸 組織 に 検出 され た 。 即ち , 体 筋肉 , 腸管 , 食 
道 , 側 腺 , 正中 腺 , 分 泌 腺 細胞 , 子宮 貯 精 裏 , 輸 精 管 
壁 , 射精 腺 等 の 細胞 質 中 に 検出 され た 。 こ と の と と は コ ハ 
ク 酸 脱水 素 酵素 が 電子 を 酸素 に わた す と き チ トク ロー スム 
系 を 人 径 る と と を 示す も の と 考え られ る 。 ユ ハク 酸 脱 水素 
酵素 の 活性 は 乾燥 組織 1 mg が 10 分 間 に 還 元 す る T〒TC 
の 重量 g で 表現 する と 次 の ょ うに な つた 。 complete 
reaction mixture 好 気 下 8.97 : 同 , 嫌気 下 18.11, com- 
plete reaction mixture minus Succinate, 4.05, com- 


plete reaction mixture plus 0.1 M malonate 0.82 で あ 
*⑤。 


57. 犬 釣 虫 成虫 の 生体 外 飼育 (2) 小宮 義孝 ・ 安 緒 岡 一 
男 ・ 佐 藤 温 重 ・ 保 阪 幸男 ( 予 研 寄生 虫 ):。 Y. KOMIYA. 
兵 . YASURAOKA, 4. SATO 錠 Y. HOSAKA: Sur- 


Vival of 42cy/Os7OzZ C の 72 2 9277o (2 ) 


前 報 に お いて 報告 し た よう に , 私 達 は 犬 血 清 を 用 いて 
の 犬 釣 虫 成虫 の 生体 外 飼育 に ある 程度 の 成功 を お さめ る 
と と が 出来 た 。 次 に 血清 を 多量 に 必要 と する 飼育 実験 を 
計画 し た が , 犬 血 清 を 多量 に 得る こと と は 比較 的 困難 な の 
で , 他 の 容易 に し か も 多量 に 得る と と の 出来 る 大 動物 か 
ら の 血清 で 置換 する と と を 企図 し た 。 し か し 周知 の ょ よう 
に 寄生 虫 に は 宿主 特 暴 性 が あり , 果して と の よ ょ うな 置 挨 
が 可能 か どう か に つい て は 多大 の 疑問 が ある 。 そ と で 馬 
功 清 お ょ び 和 牛 血 清 を 用 いて 犬 釣 虫 成虫 の 妙 gyo で の 
生存 期間 , 交尾 お ょ び 産 卵 状 況 を , 犬 血清 中 の それ ら と 
比較 検討 る と と と し た 。 し か も と の ょ うか 実験 の 寄生 
虫 の 宿主 特異 性 の 問題 を 従来 は 違 つ た 角度 か ら 解 明 し 
て ゆく 一 つの 鍵 に な る も の と 考え られ る 。 馬 お よび 和牛 血 
清 は , 子 研 獣 疫 部 飼育 の 健康 馬 お よび 和牛 か ら 採 取 し , 血 
清 が 75 タ に な る * ト う に Krebs-Ringer bicarbonate 液 で 
稀 秋 し た も の を 用 いた 。 その 他 の 材料 お よび 方 法 に 関 


し て は 前 報 の 場合 と 全く 同様 の 手続 に ょ つた 。 和牛 血 清 中 
で の 平均 生存 期間 は 3 3.5 日 ( 1.5 日 て 4.5 日 ),? 4.4 
日 1.5 日 6.5 日 ), 馬 血 清 中 で $ 9.5 日 5.5 22.5 


( 40 ) 
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日 ), \ 11.2 日 (5:5 日 17.5 日 ) で あつ て , 還 血 清 の 方 
が 和牛 血清 ょ より も 良好 な 成績 を 示し た が , 犬 血 清 中 で の $ 
24.2 日 。 ゃ 68.2 日 の 平均 生存 期間 に 比較 し て は る か に 劣 
る と と が 明らか に され た 。 ま た 対照 の 犬 血清 中 で は 飼育 
第 19 日 に 交尾 し て いる も の 一 対 を 認め た が , 牛 お よび 馬 
血清 中 で は 全く 認め られ な か つた 。 産卵 状況 に お いて も 
邊 。 馬 血 清 と も に 飼育 第 1 ~ 2 日 に は か な り の 受精 卵 を 
産出 し た が , 牛 血 清 中 で は 以後 産卵 を 認め ず , 還 血 清 中 
で は 第 11 一 12 日 に 至 つて 異常 卵 の 産出 も 停止 し, 飼育 後 
8 週 ま で 受精 卵 の 産出 を 認め た 犬 血清 に 比 し て は る か に 
劣る こと が 分 つた 。 以 上 の 結果 か ら 犬 釣 和 成虫 は 血清 に 
対し て か な り の 種 特異 性 を 示し, その 飼育 に あ た つ て 馬 
お よび 和牛 血清 を 用 いる の は 不適 当 で ある と と が 明らか に 


され た 。 


58. 農村 に お ける 徐 血 と 多 虫 症 と の 関係 ③ 荻野 洲 
郎 ( 予 研 寄生 虫 ): Y. OGINO : The relationship be- 
tween anaemia and ancylostomiasis in the agricultural 


district (3 ) 


第 1 報 及 び 第 2 報 で 報告 し た 如く , 農耕 地区 住民 は ,。 
釣 虫 非 感染 者 で も , 貧血 状態 に ある も の が 少く な い 。 婦 
その 血色 素 量 の 分 布 状 態 は , ほ ゞ 正規 分 布 型 を 示す と と 
が 判 つ た 。 そ と で ぐ 今 回 は , 釣 虫 感染 以前 の 貧血 の 問題 を 
と りあ げ , 貧血 を 惹起 し 得る 種々 の 項目 の 中 で , 農民 に 関 
係 あ り と 思 は れる 項目 に つい て 調査 を 行い , 血色 素 量 
と の 関係 を みた 。 埼玉 県 本 庄 市 仁 手 地区 住民 の 男子 172 
名 , 女子 197 名 を 昭和 32 年 12 月 に , 双 東 京都 南 多摩 郡中 
生 村 住民 の 男子 159 名 , 女子 195 名 を 昭和 32 年 5 月 に 調 
査 を 行 つた 。 邊 調査 地区 は , 何れ も 純 農 耕地 区 で , 被 調査 
者 は 。 何れ も 釣 虫 非 感染 者 で あつ た 。 検便 は , 同一 検体 
に つい て 直接 塗 深 標本 3 , 飽和 食塩 水 浮 藻 標本 1 を 検 鏡 
し た 。 血 色素 量 は , ザー リー 氏 法 に 準じ て 血液 0.02cc を 
塩酸 ヘマ チン と し , 蒸溜 水 で 全量 5.0cc に 稀釈 光電 光 
度 計 の 470 mz の 波長 で 測定 し て , g/ql に 換算 し た 。 綱 
状 赤血球 は , プリ ラン トク レ ヂ ー ル 青 で 超 生 体 染 色 し た 
標本 の 赤血球 1.000 中 の 数 を 算定 し た 。 彼 白 摂取 量 は , 
鶏卵 , 魚肉 , 獣 肉 , 牛乳 及び 山羊 乳 の 月 間 摂 取 量 を 調査 
し て , 1 日 平均 摂 取 量 を 算出 し た 。 栄養 状態 は "体重 
kg 身長 cm X100 を 指数 と し て 用 いた 。 疲労 度 は , 午 
前 10 時 を 基準 と し て , ちら つき 値 を 測定 し た 。 睡眠 時 
間 , 実働 時 間 , 出血 性 疾患 (鼻血 , 下 血 , 月 経過 多 等 ) 
の 有無 , 心 , 腎 疾 患 の 有無 , 神経 痛 及び 便 泌 習性 の 有無 




































昭和 33 年 6 月 (1958)〕 
に つい て は , 問診 に ょ つて で 調査 し た 。 猫 , 各 項 目 共 20 才 
ー59 才 の 間 は , 均質 化 き れ て いる と みて , と の 間 の 年 偽 
に つい て 一 括 検 討 し た 。 本 庄 地 区 住民 の 血色 素 量 の 分 布 
状態 は 。 ほ で ゞ 正規 分 布 型 を 示し て いた 。 こ と れ は 既に 報告 
し た , 他 農 耕地 区 住民 の 血色 素 量 の 分 布 状態 と , ほ ゞ 同 
型 で ある 。 各 調査 項目 と , 血色 素 量 と の 相関 関係 に つい 
て , その 係数 の 有意 性 の 危険 率 を 検定 し た 結果 は , 次 の 
如く で あつ た 。 実働 間 は 5 % 以下 の 危険 率 で 逆 相 関 
を , 栄 養 指数 は 男子 の み 5 以下 の 危険 率 で 正 相 関 か 
認め られ た 。 双 相関 の 傾向 が 認め られ た 項目 は , 綱 状 赤 
球 数 (男子 の み , 危険 率 20 銘 以下)。 ちら つき 値 ( 婦 
了 , 危険 率 40 多 以下 ), 便 泌 習 性 (危険 率 30 多 以下 ), 出血 
傾向 (男子 危険 率 80% 以 下 ) で あつ た 。 獲 , 睡眠 時 間 , 
尾 白 質 摂取 量 , 心 , 家 括 思 の 有無 及び 神 至 痛 の 有無 の 人 
項目 は , 血色 素 量 と の 相関 は 認め られ な か つた 。 


59. 釣 虫 症 の 鉄 代 謝 の 研究 (2) 血色 素 量 , 血清 鉄 量 , 

尿 内 出血 量 , 尿 内 鉄 量 間 の 相互 関係 に つい て 人 津 見 晴 
彦 ( 予 研 寄 生 虫 ): 古 KUTSUMTI: Studies onthe iron 
clearance of hookworm carriers. (2) A quantitative 
analysis of haemoglobin, serum iron,heme Digrnents 


in feces and iron compound in feces 


釣 虫 Carrier の 鉄 代 謝 に 関し て , 先 に 則 内 鉄 量 を 測 
定 する 方 法 を 考案 し , 同一 人 の 昌 内 鉄分 布 が 正規 分 布 を 
な すこ と と 。 釣 虫 Carrier 群 と し て も それ が 成立 つ 場 合 
然 ら ざ る 場合 の ある と と を 報告 し た 。 今 回 は 実験 的 と 釣 
虫 症 に お ける 鉄 吸収 の 状態 を 調べ る 前 段階 と し て , 野外 
調査 に お ける 釣 各 Carrier の 血色 素 量 , 血清 鉄 量 , 尿 内 
出血 量 , 訂 内 鉄 量 の 相互 関係 を 報告 する 。 調査 対象 は 東 
京都 南 多摩 郡 忠 生 村 住民 で 血色 素 量 は 耳 台 採血 塩酸 へ マ 
チン 法 , 血清 鉄 は 鳥居 , 松原 変 法 , 愉 出血 量 は Flink- 
Watson 法 , 殿 内 鉄 量 は 前 報 と 同様 で ある 。 血 清 鉄 を 中 
心 に みる と , その 値 は 正常 徹 囲 と され る 男 100~180 ?/ 
di, 女 80~170 y/l を や や 下 廻 る 値 に まで 分 布 す る が 血 
色素 量 , 及び 虫 数 と は 相関 は な い 。 選 内 鉄 は 集団 と し て 

の 摂取 量 の 調査 , 又 貧血 , 出血 量 と の 相関 の 有無 を 調べ 
る た め に 求め た が , 何れ も 相関 は な か つた 。 婦 血清 鉄 と 
の 間 に は 実験 的 に は 相関 が 予想 され る が , と れ も 認 め ら 
れ な い 。 必 内 出血 量 は 新た に Flink-Watson 法 に より 行 
つた が , と れ と 血色 素 量 と の 間 に 遂 相関 が 見 られ た 。 即 
ち 貧 血 群 に 内 出血 量 が 少な い 。 下 数 と の 関係 は 例 数 も 
少な く 現在 衝 の と と ろ 相 関 は な い 。 必 内 出血 量 と 血清 鉄 
こつ いて は 相関 を 示す も の の よう で ある が , 今回 と れ に 














つい て の 解 秋 は 保留 する 。 
60. 自律 神経 年 衡 状態 より みた 釣 虫 症 の 解析 (1) 窪田 
久子 ( 予 研 寄生 虫 ): HH. KUBOTA : Analysis of hook- 
worm disease from the viewpoint of the balace of 


autonormnic nervouS SyStem ( 1 ) 


測定 時 日 及び 測定 対象 : 昭和 32 年 10 月 21 日 より 29 日 

迄 , 午前 10 時 一 12 時 , 13 時 一 16 時 迄 , 室 温 15 度 C 一 22 度 C 
迄 , 測定 対象 は 東京 都 南 多摩 郡 町 田 市 忠生 部 落 住 民 男 女 
20~70 才 迄 の 健康 人 を 選ん だ 。 釣 虫 感染 者 は 飽和 食塩 浮 
渡 法 に より 検査 し , 駆虫 俊 , 濾 便 法 に 依り 虫 体 及 雌雄 を 
確定 し た 。 測定 項目 及び 測定 方 法 : 測定 項目 は Wenger< 
沖 中 氏 法 に 依り 以下 6 項目 と し た 。 手掌 及び 前 腕 皮 膚 電 
気 抵抗 , 最大 及び 最小 碧 圧 , 舌 下 温度 , 心 提 間 隔 。 測定 
人 - 従 つた 。 手掌 。 前 腕 皮 膚 電気 抵抗 は 分 
極 を 一 定 に する た め に 電流 を 4 zA 通じ た 時 の 電圧 の 読 
から 肖 信 な 信 出し た 。 信二 代 の 補正 と 規 覆 化 。 次 
記 6 項目 の 検査 活 の 中 , 最大 , 最小 血圧 , 前 腕 皮 膚 電気 
抵抗 値 は 夫々 年 合 補正 を 必要 と し , 夫々 の 回 帰 方 程 式 に 
より 各 測 定 値 を 補正 し た 。 前記 6 項目 測定 値 は 温度 及び 
時 間 に 関し て は 何れ も 補正 を 必要 と し な か つた 。 以 上 に 
より 各 6 項目 の 測定 値 を 標準 正規 型 分 布 値 に 規格 化し て 
因子 分 析 を 行 つた 。 因 子 分 析 : 前 記 6 項目 の 各 和 機能 検査 
値 相互 間 の 相関 行 別 に つき 重心 解 に より 因子 分 析 を 行 つ 
て 自律 神経 平衡 因子 を 算出 し た 。 要約 : 個人 因子 得点 の 
分 布 は 平均 値 一 0.056, ヶ 三 士 0.7317 で 正規 分布 型 を 示 レ 
た 。 Control, Carrier を 男女 別に 因子 得点 を 検討 し て , 
交感 , 副 変 感 何 れ へ も 傾き を 示さ な か つた 。 個人 因子 得 
点 と 感染 虫 数 と は 相関 が な か つた 。 双 血 色素 量 と も 相関 
を 示さ な か つた 。 自律 神経 平衡 状態 と 自覚 症状 と の 関係 
は 多 汗 , 肩 凝 , 上 腹部 痛 , 腹痛 は P<0.025 0.01 で 副 
交感 優越 に 有意 で 以上 は 石崎 等 が 既に 確 め た 釣 虫 症 に 出 
易い 症状 と 一 致す る 。 と れ に ょ り 釣 虫 症 の 症状 が 多分 に 
自律 神経 支配 と 関係 が ある や うに 思 は れる 。 今回 の 報告 
は 感染 濃度 が 低く (100 度 以内 ), Carrier が 少数 例 の 
た め 決 定 的 な と と は い へ な い が , 感染 の 濃厚 な 場合 は 副 
交感 優越 が 予想 され る の で な 人 ほ 追 求 中 で ある 。 


61. 埼玉 県 一 農村 の 釣 虫 の 首 学 的 調査 と その 考察 鈴 
木子 司 ( 予 研 寄 生 虫 ): NN. SUZUKI : Epidemiological 
studies on hookworm in a village of Saitama Prefecture 


埼玉 県 大 里 郡 の 一 農村 に お いて , 1957 年 4 月 以降 1958 
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年 4 月 に 至る 迄 , 釣 虫 の 感染 状況 を 飽和 食塩 水 浮 流 法 に 
よ ょ つて 調査 し た 。 ま ず , 当初 の 検便 に よ つ て 550 名 受検 
で 48.0 多 の 釣 虫 感染 を 得 た (一般に アメ リカ 釣 虫 が 優 
占 )。 年 令 別 感染 を みる と , ? 才 迄 19 才 迄 , 59 才 迄 及び 
それ 以上 の 年 含 層 の 4 群 に わけ る と と が 出来 る 。 直接 農 
耕 に 従事 する 年 信 層 が 最も 高い と と は 云う 衝 も な く , と 
れ を 農耕 に 従事 する 層 , し な い 層 , 学生 層 及 び 幼 児 層 の 
4 群 に わけ て も その 各々 に 有意 差 が 認め られ て 順次 感染 
率 は 低く な る 。 16 才 +ー19 才 の 年 含 層 は 一 応 Y 16 才 の 層 
に 加え た が , と の 地方 で は 20 才 以上 の 高 感染 の 年 含 層 の 
感染 率 に 近い が , 東北 地方 の よう に 20 才 以上 の 群 に 入れ 

て し まう と と は 出来 な い 。 性 別に よる 感染 率 の 差 は 認め 
られ な い 。 し か し , 純 農家 の 3039 才 の 年 含 層 に お いて 
は 男子 より 女子 が 高く , 一 般 に 成年 層 は 女子 が 高い 傾向 
を 示す 。 こ と れ は 農家 の 女子 が , 馬 鈴 募 の 収 獲 作 業 , 桑 つ 
み 等 の 最も 感染 の 惹起 し 易い 場 処 。 季節 に お いて 作業 す 
る と と の 多い と と を 示し て いる と 推定 され る 。 年 間 の 季 
節 に ょ る 再 感染 の 状況 た みる に , 全 家 庭 構 成人 員 で は 4 

月 。 5 月 及び 7 月 に 高く 12 月 に は 低い と と が 示さ れ た 。 
と れ を 農耕 者 の み に つ いて みる と と の 傾向 は 一 層 助 長 さ 
れる 。 4, 5 月 に 多い と と は , 農家 に お ける 下 肥 の 畑 へ 
の 搬 布 状況 を 調査 する と , 表 , 桑 , 馬 鈴 菌 な ど に か な り 
搬 古 され , それ ら の 畑 が 感染 の 場 と な つい る と と , 又 Y 
0 kg 仁 Rh 
が 感染 の 場 と な つて いる だ ろう と いう こと が 充分 想像 さ 
2 科す VaRNEMDWSe 
感染 の 場 と な つて いる の で は な く , 季節 に より , 個々 の 
は 20 
や し 負け に つい て は 7 月 に か か る 者 が 最も 多い 。 6 月 に 
ーー 
下 肥 の 搬 布 回 数 が 他 の 月 に 比 し て 少く , 又 と れ ら の 畑 
が 感染 の 場 と し て は 成立 し に くい と と な ど で 説 明 出 来 よ 
う 。 以 上 の と と か ら , 農耕 に 従事 する , し な いと いう 農 
民 の 生活 系 を 考え る と , 釣 虫 に よる 汚染 の 場 , つま り 感 
染 の 場 に 立ち 入る 頻度 の 多い 者 程 感 染 を うけ て お り , 同 
ー 汚 染 系 内 で は 生活 系 が 大 き な 役 割 を 果 し て いる と 思わ 
れ , 農民 の 生活 と 環境 の 場 と が 相互 に 密接 に つなが つて 
感染 を 左右 し て いる と と が 云え よう 。 


62. 釣 虫 症 の 鉄 代謝 に 関す る 研究 (1) 糞便 内 出血 量 
負 食 正義 ・ 柴 田 正行 ・ 原 田 公夫 ・ 山口 一 英 ・ 概 屋 冨 一 
( 鹿 大 一 内 科 ): M. NABEKURA, M. SHIBATA, KK. 
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HARADA, KK. YAMAGUCHI  T. MASUYA : Iron 
metabolism in hookworm disease ( 1 ) On the amount 
of intestinal blood loss in feces 


1 ) 釣 虫 貧血 は 低 色 素性 , 小 球 性 で あり , 血清 鉄 は 減 
少し , 静脈 内 負荷 鉄 の 消失 速度 は 健康 人 の 2 倍 , 血清 鉄 
久 和 度 は 健康 人 の り 。 で ある 。 骨 航 は 正 赤 芽 球 性 , 過 形 成 
を 示し , 鉄剤 治療 (駆虫 前 ) に 速 か に 反応 する 。 即 ち 本 
貧血 は 鉄 欠乏 性 貧血 で ある 事 は 疑い な い 。 更に 協同 研究 
者 の 報告 の 如く , 信 血 以外 の , 無力 症 。, 馬 状 爪 及び 異 嗜 
症 も 赤 , 鉄 欠乏 症候 と 解せ られ る 。 故に 本 症 の 病 能 生理 

に お いて 次 久之 を 起す 機 序 の 解明 は 最も 緊要 な る 事 に 属 
する 。2) 従来 Lutz, 松浦 ら の 出血 説 は 定性 的 に 過ぎ な 
みつ た 。Wells, 西 , 染 等 の 定量 の 試み は 犬 釣 東 に 就 い て 
で あり , 旦 そ の 方 法 も 議論 の 余地 を 残 し て いる 。 依 面 , 
全 等 は 人 の 移 取 症 に 就 いて 日 日 の 鞭 便 内 出 下 太 を 定量 し 
と 。3) Flink-Watson 法 を 応用 し , 糞便 内 の 血色 素 及 び 
関連 へ ム 色 抹 を Pyridine fervo-hemo chromogen と 
し て 比 色 定量 する に , 1 日 平均 2 一 22cc の 値 を 得 た 。 呈 
に 出血 量 Occ な る 値 を 得 た 例 は 完全 駆虫 に より Necator 
4 匹 を 得 た の み で ある 。4) Cr'! 標識 赤血球 を 再 輸血 , 
日 日 の 7 線量 を 測定 し て 芝 便 内 出血 量 を 定量 し た 。 十 二 
指 腸 内 に 標識 赤血球 を 注入 する も , 血液 に は 放射 能 の 増 
加 を 来 さ ぬ か ら 消 化 管 内 吸収 は な いと 解せ られ る 。 Ns 
軸 。 0.7-11.1cc の 値 を 得 た 。 5) 新 面 , 釣 虫 吐 着 に よ 

血 量 は 日 々 0.7~22cc。 之 に よる 鉄 亡 矢 量 は 0.85~11 

に 達する 。 成人 1 和 ee 1mg で ある か 

ら 。 SN 持 績 し 面 も 之 を 補う に 足る 鉄 摂取 が な い 時 は 

鉄 出納 の 破綻 を 来 し , 鉄 欠 乏 を 来 す 事 は 当然 で ある 。6) 
Dubini 釣 虫 と MS の 病原 性 が 約 5 対 1 で ある 事 は 

の 二 ん で 

当り の 出 血 量 を 求め て Dubini 0.12 て 0.2 cc, Necator 

0.03~0.05cc の 値 を 得 , 両 種 病原 性 の 差 を 出血 に 求め て 

よ ょ い 成 積 を 得 た 。7) Ancylo, Necator の 口 器 構造 の 相 

違 は Looss 以来 , 単に 両 属 の 鑑別 に 資 せ られ て 来 た が 

余 等 は 出血 量 の 相違 を 歯 旧 と 歯 板 の 相違 に 帰し 新た に 機 
能 的 , 病原 的 意義 を 提唱 し た , 商 Dubini 釣 虫 ,。 Ame- 
rica 釣 の 口 器 を 透 徹 標本 に お いて 正面 , 側面 像 を 撮影 
し て 歯 小 , 歯 板 の 形態 を 明らか に し た 。 8) 犬 の 4. cg- 
2 の 2, 旬 の W. AZygzgexszs の 腸 壁 喧 着 像 を 組織 学 的 
に 検索 し て , 両 属 口 器 の 差 を 供覧 し た 。 


ソ 
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63. 釣 虫 症 の 鉄 代謝 に 関す る 研究 (2②) 異 嗜 症 に 関し て 
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簡 尾 冨 一 ・ 園田 定 巳 ・ 三 宅 力 ・ 藤 田 礼 一 郎 ( 鹿 大 一 内 
科 ): エ MASUYA, S. SONODA, S. MIYAKE & R. 
FUJTTA : 


As a sideroDeniC 


Iron metabolism in hookworm disease( 2 ) 


1 ) 本 症 に 随伴 する 34 例 の 異 噌 症 を 観察 し た 。 2 才 よ 
り 58 才 に 及び , その 8022 は 女子 で あつ た 。 症状 の 持続 は 
1 ヶ月 より 12 年 に 及び , 異 嗜 対象 は 大 量 の 生 米 , 是 砂糖, 
茶葉 , 仁丹 , 幼児 の 喫煙 等 で あつ た が , ゴム 風船 を 1 年 
以上 食べ て 腸閉塞 を 起 し , 風船 の 塊 を 取り 出し た の も 
ある 。2) 3 例 を 除き 著 明 の 食 血 ,。 多く は 低 色 性 小 球 性 
血清 鉄 は 1 例 を 除き 減少 し , 血清 鉄 飽和 度 は 減少 
し , 負荷 鉄 の 消失 速度 は 健康 人 の 2 倍 で 体内 鉄 の 欠乏 を 
胃液 酸度 は 高低 不定 。 3) 之 に 駆虫 を 行 ふ と と 
ト く 鉄剤 注射 を 行う に , 3 て 8 日 で 長年 の 異 嗜 症 消失 し 
こ 。 此 時 迄 に 貧血 は 未だ 全く 改善 せ ず , 騙 鉄 不足 量 を 充 
正す る に は 廷 か に 少量 で ある 。 鉄剤 注射 を 此 時 中 止 し た 
症例 で は 異 呈 再発 し た 。 完全 駆虫 , 糞便 出血 0 と な つ 
て も , 鉄 療法 を 行 は な か つた 1 例 で は , 60 日 間 観 窒 す る 
も 異 嗜 症 消失 せ ず , 鉄 注 射 10 日 で 消失 し た 。 4) 毎日 濁 
血 10cc ( 釣 虫 50 匹 分 ) を 続行 し た 犬 で .。 チリ 紙 , リゾ ー 
ル 綿 球 の 嗜 食 を 認め た 。 5) 本 症 に 随伴 する 異 噌 症 は , 
状 爪 と 同様 に 鉄 久 乏 症 候 群 の 一 つ で ある 。6) 最 近 Coo- 
per は 異 嗜 症 に 関す る 単行 体 を 刑 行 し た が , 鉄 代謝 に 
ふれ て な い 。Richter は 体内 欠乏 物質 に 対す る 特定 角 餅 
の 説 を 出し た が , 生 米 , 置 糖 が 夫々 白米 , 白糖 ょ り 鉄分 
多き は 注目 に 価 す る 。7) 他方 , Hetherington, Brobeck 
等 は 間 脳 視床 下部 , Nc. ventromedialis, ateralis 附近 
に 摂 食 中 枢 あり と し , Larsson 等 は 餅 鍼 動物 で 視床 下部 
で ATP の 摂 食 中 枢 え の 移動 を 証明 し た 。 8) 釣 由 症 , 
潟 血 犬 で は 二 価 鉄 酵素 Aconitase 活性 の 低下 に より 血 
中 クエ ン 酸 増量 が 認め られ , 之 は 鉄 注射 に より 減少 し 
た 。Nachmansohn ら に よれ ば Acetyicholin は ATP 
の 存在 の 下 , 酢酸 , ク ェ ン 酸 そ の 他 よ り 生 成 さ れる が , 
特に 路 乳 動物 脳 ご は クエ ェ ン 酸 ょ より の ACh 生成 が 寿 で あ 
る 。 や と より , psychosomatic factor, 又 , 或 る 種 , へ 
スム 酵 素 等 の 摂 食 中 枢 に お ける 変動 等 に 関し て 検索 すべ き 
で ある が , 余 等 は 現在 の 所 , Aconitase 活性 低下 , 血 中 
クエ ン 酸 増量 と , ATP の 摂 食 中 枢 え の 移動 に ょ り , 摂 
食 中 枢 に お ける 局所 的 ACh 過 形 成 , 之 に よる 該 中 枢 の 
異常 興奮 が 鉄 久 乏 症 候 と し て の 異 嗜 症 の 直接 原因 な る 可 
し と 考え る 。 
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64. 釣 虫 症 の 鉄 代謝 に 関す る 研究 (3) 物 虫 Carrier の 
臨床 的 研究 相良 徹 ・ 未 次 和郎 ・ 樹 屋 冨 一 ( 鹿 大 一 内 ) 
: T. SAGARA, K. SUETSUGU 名 T. MASUYA : 
Iron metabolism in hookworm disease (3) Clinical 


Study of hookwormm Carrier 


鹿児島 県 某 農村 工場 に お いて , 一 定 の 食餌 を 摂取 せ 
る 女子 工員 釣 虫 Carrier 55 名 に つき 検索 し た と と ろ 総 
平均 血色 素 942, 赤血球 3410 万, 色素 指数 1.14, 網 赤 血球 
13.2 多 , 白血球 7213, 栓 球 20.4, 血清 鉄 135 y 2 で, いづれ 
も 大 部 分 正常 の 範囲 に 分 布 し , 本 症 に 特有 な る 低 色 素性 
小 球 性 貧血 , 並び に 血清 鉄 減少 を 示す も の は 予想 に 反 レ 
て 少数 例 に すぎ な か つた 。 し か し 鉄 静 随 負 荷 試 験 に お い 

, 血清 鉄 が 正常 の 範囲 内 に ある も の で も る 組織 の 鉄 は 欠 
乏 し て いる 事 が うか が われ る 。 駆 昌 後 の 血液 学 的 変動 , 


だ ご 


並び に 自 他 覚 症 の 変化 を 追求 , 前 後 を 比較 する に , 赤血球 
血色 素 は 駆虫 後 1 週 目 に 生々 減少 する も 2 週 目 よ り 瀬 増 
4 週 目 ( - 正 常 値 に : レ = 色素 指数 数 ( に お いて 著 変 は 認め 


られ な か つた 。 綱 示 血球 は 駆 認 する も 著 明 な Krise は 
認め られ な か つた 。 白血球 は 正常 範囲 の 動 挿 の み で あ 
た 。 骨 和 髄 像 は 駆虫 前 , 赤血球 造血 抑制 は 認め られ ず , 駆 
息 後 赤血球 造血 は 更に 盛ん と な り 釣 虫 信 箇 と 同一 状態 に 
あつ た 。 ke わか 目 だ 10 7 多 の 増加 を みた 。 
映 融 碑 負 侍 試 験 に お s ぉ いて, 飽和 度 は 前 後 著しい 動揺 は 認 
め ら れず , 消失 速度 は 駆虫 前 釣 東 貧血 と 健康 人 の 中 間 に 
あつ た も の が 略 々 健康 人 と 同一 値 に な つた 。 自覚 症 。 並 
びに 他 覚 的 所 見 は 駆虫 後 、 全 身 借 怠 , 易 疲労 性 , 心 條 元 
進 , 財 量 , 脳 貧血 発作 , 爪 の 選 平 , 馬 状 等 に お いて 症状 の 
改善 を 認め た 。 以 上 の 事 よ り 本 工場 女子 工員 釣 虫 Carrier 
は 駆虫 後 も 血清 学 的 に 著 し い 変 動 は 認め られ な か つた 。 

し か し て 尚 本 工場 女子 工員 釣 虫 Carrier の E.P.G. 
と 同一 な る 農村 男子 釣 虫 Carrier に つい て 赤血球 血色 
素 を 比較 する に 後者 に 赤血球 血色 素 の 減少 を 認め 一 般 釣 
虫 Carrier に お ける 男 , 女 の 関係 と 正反対 の 結果 を 認め 
た 。 と の 事 は 一 見 奇異 の 感 を うけ る 。 然るに 本 工場 寄 窒 
舎 の 過去 6 ヶ月 の 献立 を 精査 し , 1 日 撲 取 鉄 量 が 6 ヶ月 
平均 1 日 17 mg で 全国 民 の 約 1.7 何 で ある 事 を 認め た 。 
即ち 釣 束 に よる 鉄 乏 失 量 を 補う に 充分 な る 鉄 を 常時 摂取 
し て いる 時 は 著 明 の 貧血 を 呈し な い 。 従来 本 症 発現 に お 

いて 抵抗 性 , 感受 性 の 概念 が 用 いら れ て いる が , 余 等 は 
個体 の 貯 臓 鉄 一 鉄 出納 の 正負 に より 儲 血 其他 の 鉄 欠 乏 症 
の 発現 が 左右 され る と と を 認め た 。 
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る 5. 鈴虫 症 の 鉄 代 話 に 関す る 研究 (4) 長期 流血 希 血 の 
実験 釣 研究 未 次 和郎 ・ 人 屋 冨 一 ( 鹿 大 一 内 科 ): K. SU- 
ETSUGU 錠 T. MASUYA : 
worm disease (4 ) Experimental anemia by long- 
termed phlebotomies 


Iron metaboiism in hook- 


釣 虫 貧血 の 本 態 に つい て は 古来 色々 の 説 が あり, それ 
に 関す る 実験 も 枚挙 に 忠 が 無い 。 吾 々 は 本 貧血 が 鉄 欠 乏 
性 貧血 で あり , その 機 序 は 釣 虫 の 喧 着 , 出血 に よる も 
の と し , それ に つい て の 研究 の 一 端 と し て 長期 浴 血 実験 
を 行 つ た 。1) 実験 方 法 : 体重 5 ~12 kg の 健康 犬 を 使 
トド 2195. く Ga 和 Re 
し 濁 血 を 行 つ た 。 検査 は 10 日 間隔 で 一 定時 間 に 行い , 前 
腕 静脈 より 得 た へ ペリ ン yi つい て 虹 b., R.B.C., 
C.L, W.BC., M.C.V., M.C.D., 網 赤血球 , 栓 球 。 白 話 
球 分 類 及 び 血 清 鉄 を 測定 し , 双 骨 髄 空 刺 , 肝 機 能 , 赤 血 
球 抵抗 , 赤血球 沈降 速度 に つい て も る 検査 を 行 つ た 。 その 
cors Sideroblast, ea クエ Mo 行い 。 更 
臓 和 器 鉄 を 測定 し た 。 2) 
SS H.b.: 前 は 78~96 多 和 90 6 例 中 2 
例 は 5 10 日 目 に 軽い 増加 を 示し , 2 例 は 不変 , 残り 2 
例 は 滞 減 し 50 日 目 に 平均 65.52 タ となり, 100 日 目 は 平均 
57.8, 200 日 目 に は 43.52 に 達し た 。 R.B.C. : 前 は 

478 一 576 万 (平均 538 万 ) 50 日 目 は 474 万 , 100 日 目 
に 449 万 , 200 日 目 487 万 と な り , HLb. の 減少 に 比 し 
R. B. C. の 減少 は 著 明 で な か つた 。 C.L : 初め 0.75 て 
0.83 (平均 0.78), 6 例 中 5 例 は 5 80 日 の 間 に 一 過 性 の 
増加 の 山 を 示 し, 50 日 目 で 0.69, 100 日 目 で 0.63, 200 日 
目 で 0.49 と 著 明 な 減少 を 示し た 。 IM. C. V.: 前 は 68.8 
て 83.4 (平均 77.0 が) 5 ^70 日 目 迄 に 軽い 増加 の 山 を 
示 し , 50 日 目 は 平均 70.4, 100 日 目 69.7。 200 日 目 53.9 応 
と 減 し た 。 MLC.D.: 前 は 6.7~ て 7.5 (平均 7.08 め 
.5 80 日 目 に それ ぞ れ 軽い 山 を 示し , 50 日 目 は 7.08 z 
100 日 目 で 6.9 & 200 日 目 に 6 その 他 
白血球 数 は 動揺 が 激しく , 特記 すべ き 所 見 を 認め な か つ 
た 。 血清 鉄 は 10 日 目 位 か ら 急 激 に 減少 し , 動揺 を 示 し つ 
つ 30-70 7 多 位 を 維持 し た 。 商 症例 1 及び 2 は 120 日 目 
と HLET.T. を 施行 (大 も Gluferricon 2mg を 負荷 す 
る 特 を 誤 つ て 10 mg 使用 し た ) せる 為 HLb. R.B.C., Se- 
Fe の 一 時 的 増加 を 示し た も の で ある 。 肝 , 腸 , 腎 , 骨 
髄 の 非 へ ミン 鉄 は 減少 し た 。 考 披 : 従来 鴻 血 食 面 の 面 
その 事 
ー つ で あつ た 。 併 し それ ら は 


。14 ぃ ム と な つた 。 


液 像 が 釣 虫 貸 血 と 異な つた 血液 像 を 示す と し て , 
が 出血 説 を 否定 する 根拠 の 
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多く は 短期 間 の 実験 で ある 。 吾 々 の 実験 に お いて も 一 時 
高 色 性 大 球 性 を 呈す る 時 期 (5 80 日 目 ) が あり , 更に 
六 血 を 継続 し て 行く と 低 色 性 小 球 性 鉄 久 乏 性 の 状態 に な 
り , Eosinophilie を 除い て は 釣 由 食 血 と 全く 同型 の 貧血 
を 来たし た 。 即ち 貯 臓 鉄 の 減少 まで 時 間 を 費 せ ば 鴻 血 に 
より 釣 虫 貧血 と 同型 の 貧血 を 起 し 得る 事 を 証明 し た 。 


66. 実験 的 異 所 寄生 より 見 た 銘 虫 徐 血 に 就 て 沢田 順 
( 阪 市 大 小田 内 科 ): SAWADA : Experimental stu- 
dies on the hookworm anaemia caused by heterogen- 


eOuS DaraSitiSrmm 


実験 動物 は 糞便 内 に 釣 虫 卵 を 認め な い 体 重 約 1 kg 一 4 
kg の 同 腹 仔犬 を 選ん だ 。 移 殖 し た 犬 釣 虫 は 自然 感染 犬 
より 得 た 犬 釣 虫 成虫 , 実験 的 に 経 皮 感 染 さ せ 第 8 日 目 に 
其 の 腸管 内 より 得 た V 期 犬 釣 虫 幼 若 成虫 及び 自然 感染 成 
虫 を 熱湯 に て 即死 させ た も の の 3 種 を 選ん だ 。 採血 は へ 
パリ ン 沙 布 後 乾燥 させ た 注射 器 を 用 い Vena saphena 
magna より 行 つ た 。 其 の 血液 に つき 赤血球 数 。 血色 素 
量 , 網状 赤血球 , 白血球 数 等 を 検索 し た 。 移 殖 方 法 は 1 側 
Wonerngy OGA0RmsfSieRD6 

を 用 いて 債 重 に 移 殖 し 縫合 し た 。 別 に ペニシリン , 
マイ シリ ン 液 を 皮下 に 注射 し 化 騰 を 防い だ 。 双 移 殖 釣 昌 
は 雌雄 同数 と し 幼 若 成 虫 は 太 口 の 注射 針 を 用 い 直 接 注 入 
し た 。 自然 感染 成虫 移 殖 例 に て は 第 1 群 の 夫々 48 隻 ,16 
偽 釣 虫 移 殖 の 3 例 共 注入 後 赤血球 数 は 第 9 日 目 迄 減少 の 
ー 途 を た ど つ た が , 血色 素 量 は 著 明 な 減少 を 認め な か つ 

た 。 網 状 赤血球 数 も 増加 し な か つた 。 夫々 320 徹 移 将 の 
第 2 群 2 例 も 共に 同様 の 変化 で あつ た が , 第 9 日 目 より 
赤血球 数 は や や 増加 し た 。 第 1 群 に お いて は 9 日 目 に 移 
殖 個 所 に 生 虫 未 発見 に 終 つ た が 第 2 群 2 例 共 多数 の 生 下 
が 虫 裏 を 作り 生存 し て いる の を 認め た 。 経 皮 感染 後 第 8 
日 目 に 小腸 より 得 た V 期 幼 若 成 虫 注入 例 に お いて は 2 例 
共 赤 血球 数 , 血色 素 量 が 著 明 な 減少 を 示し た が 10 日 目 よ 
りや や 増加 の 傾向 を 示し それ と 反 比 全 し て 網状 赤血球 数 
が 増加 し 彼 減 少 し た 。 注入 後 第 13 日 目 に て 局所 に 多数 の 
成虫 が 虫 論 を 作り 体長 の 著しく 増大 し て いる の を 認め 
た 。 自 然 感 染 釣 成虫 を 即死 させ て 封入 し 2 例 に お いて 
は 1 例 は 赤血球 数 , 血色 素 量 共に 減少 の 1 途 を た ど つ た 
が 1 例 に お いて は 8 日 目 よ り 増 加 の 傾向 を 示し た 。 網 状 
赤血球 も 略 々 こと れ と 反比例 し た 。11 日 目 に て 局所 に は 上 由 
体 片 は 認め らち れ な か つた 。 白血球 数 は 全 例 に お いて 閉 明 
な 傾向 は 認め られ な か つた 。 
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67. 大 釣 虫 の 催 貧 血性 物質 に 喜 て 松本 普 三 ・ 井 廻 邦 
男 ・ 石 田 敏 和 ・ 小 林 佐 吉 , 磯 貞 行 秀 ・ 大 沢 隆 ・ 佐 藤 展 美 
( 大 林内 科 ): S. MATSUMOTO, K. IMAWARI, T. 
ISHIDA, S. KOBAYASHI, Y. ISOGAI, T. OOSAWA 
& T. SATO: On the substance of anaemia caused 


by 4. cgZ2422 


犬 釣 虫 虫 体 の アル コー ル , エー テル 抽出 物 の 催 人 血性 
因子 に 関し て は 既に 報告 し て ある が , 今回 は アル コー 
ル , エー テル 抽出 物 の 家 兎 の 赤血球 数 白血球 数 , ザー 

ー 値 に 及ぼ す 影 響 を 観察 し 同時 に 血液 解 精 作 用 , 白 血 
球 ア ルカ リフ ォ ス ファ ター ゼ を 測定 し 。 アル コー ル 。 エ 
ー テ ル 不 溶 性 物質 と 対比 し , 更に と の 不溶 性 物質 に 依 
人 
て 犬 釣 虫 100 匹 に 純 エタ ノー ル 5cc エー テル 5cc cc を 
加え 磨 砕 し 24 時 間 放置 し , アル コー ル , エー テル 浸出 液 
を 生食 水 に て 2 倍 稀釈 し , 双 不 溶性 残 済 を 生食 水 10cc に 
て 稀釈 , 家 兎 を 2 群 に 分 ち , 各々 を 家 兎 耳 静 脈 よ り 1 cc 宛 
連日 6 回 注入 し , 注入 後 802 1 時 間 , 2 時 間 , 4 時間, 
1 日 役 , 32 日後 ……… 8 日 後 , 10 日 後 , 2 週 後 , 1 カ月 
後 迄 追求 両者 を 対比 し た が , 前 者 は 赤血球 数 , ザ 
値 は 低下 する が , 6 者 は 独 ど 低下 を 見 な か つた 。 自 血球 
数 血液 像 は 一 定 の 傾向 を 星 し な か つた 。 双 同 時 に Bart- 
lett 氏 法 に 依り 血液 解 糖 作用 , 武内 氏 法 に 依り 白血球 ア 
ルカ リフ ォ ス ファ ター ゼ を 測定 し た が , 血液 解 糖 作用 は 
両者 共 減 少 す る 傾向 を 示し , 白血球 アル カリ フォ ス フ ァ 
ター ゼ は 前 者 は 増加 の 傾向 を 示し , 後者 は 逆 の 傾向 を 示 
し た 。 更に 両 群 家 兎 に 注射 終了 後 2 週 に て 皮 内 反応 を 試 
みた が , 前 者 は 皮 内 反応 全部 (一 ) 後 者 は 原液 に て ( 志 )10 
倍 ( 填 ) 20 倍 ( 十 ) 40 倍 ( 土 ) 80 倍 (一 ) で あつ た 。 以 

の 実験 事実 より し て 釣 虫 虫 体 アル コー ル , エー テル 抽 
H 物 は 催 食 血 因子 が 強く 抗原 性 因子 は 殆 ど な く , と れ に 
計 し て アル コー ル , エー テル 不溶 性 物質 は 催 食 血 性 因子 
は 殆ど な く 抗 原 性 因子 は 明らか で ある 。 和尚 ほ 両 者 は 生体 
の 酵素 系 で ある 白血球 アル カリ フォ ス フ ァ ター ゼ に 対し 
和伸 血液 解 精 作 用 に 対 し て は 略 同 様 
の 態度 を と つて いる 事 は 注目 され る が , その 機転 に 関し 
て は 現在 の 実験 で は 不明 で ある 。 


ザー リー 


68. IV 期 釣 仔 虫 の 実験 的 異 所 寄生 野田 算 ・ 柄 正 知 ・ 
己 居 達生 ・ 松 本 恒男 ・ 堂 本 一 郎 ・ 沢 田 順 ( 阪 市 大 小田 内 
科 ): N. NODA, M. KUSUNOKI, T. TORTL, T. MA- 
TSUMOTO, 1. DOMOTO & 」 SAWADA : Studies 
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on the experirmental parasitism of the IJVth stage 
hookworm larvae out of the host intestine 


に 犬 釣 和 虫 幼 若 成 虫 を 固有 宿主 の 腸管 以外 の 体 組織 内 
等 に 実験 的 に 異 所 寄生 させ , 長期 間 よ く 生 存 さ せ 得 た の 
自然 感染 成 昌 と 同 程度 に 迄 発育 させ , 且つ 産 
させ る 事 に 成功 , 発表 し た 。 今回 は 期 釣 仔 昌 を 用 い 
EE 
虫 を 犬 に 経 友 感 染 さ せ , 第 7 日 目 に 層 殺 , その 腸管 内 ょ 
り 採集 し た 釣 虫 の 内 , WV 期 仔 虫 の み を 検 鏡 下 に 厳 援 し , 
別に 用 意 し た 犬 の 大 服部 皮下 に 注入 し , 日 を 追 つ て その 
発育 状況 及び 卵 を 検査 し た 。 $ \ 夫々 50 令 宛 計 100 隻 
を 注入 し た 例 に お いて は 斑 入 後 14 日 に , 注入 部 に 作 つ た 
息 井 内 より , 体長 が 著 明 に 発育 し 且つ 脱皮 を 完了 し V 期 
の 形態 を 具 し た $ 1 令 の 喧 着 を 認め た 。 次 に WW 期 仔 虫 の 
\ の み を 控 別 し , 4 頭 の 犬 の 両側 大 腕 部 皮下 に 夫々 100 
人 づ つ 注入 し た 。 注 入 後 10 日 に 死亡 し た 例 よ り は 15 隻 の 
釣 虫 を 発見 。 うち 14 隻 は 脱皮 を 完了 し て いた 。 注入 後 
14, 17。 21 日 に 死亡 し た 例 よ り は 何れ も 脱皮 を 完了 し た 
8, 10。12 隻 を 検出 。 特に 17。 21 日 の 仙 に お いて は 著 明 
に 発育 し , 体制 上 自然 感染 成虫 と 略 同 程度 に 迄 発育 し , 
且つ 体内 に 少数 の 卵 を 包 蔵 する を 認め た 。 即ち, 固有 宿 
主 腸 管内 に お いて WV 期 に 迄 発育 し た 釣 仔 昌 が 更に 脱皮 , 
発育 する 為 に は 必ず し も 腸管 内 に 寄生 する 必要 は な く , 
固有 宿主 体内 で さえ あれ ば 殆 ん ど 何 処 で も よい も の と 思 
われ た 。 又 MV 期 仔 由 の * の み を $ と 全く 隔離 し た 環境 に 
お いて 成東 こ 迄 発育 させ , 且つ 了 虫 卵 を 認め た 事 よ り , 前 
回 より 更に 確実 な 方 法 に より 釣 虫 不 受精 卵 を 作り 得 た 。 


69. 釣 虫 卵 の 瞬 化 条件 に 関す る 研究 鳥居 達生 ( 阪 市 大 
小田 内 科 ): 〒. TORII : Studies on the hatching fac- 
tor of eggs of hookworm 


二 koet に お ける 釣 虫 卵 の 負 化 率 を 報告 し た 

, 今回 は 更に それ を 追及 し た 。 生後 約 1 カ月 位 の 犬 釣 

上 寄生 大 血清 を 培地 と し て , 夫々 に 犬 銚 を 遂 入 
し た 場合 , その 中 へ 犬 釣 虫 雄 成 昌 を 飼育 し た も の と 飼育 
し な いも の と の 間 に oon な く 下 卵 は 良く 遇 化 する 。 し か 
し 釣 虫 多数 寄生 成 犬 血 清 を 用 いて 同様 の 実験 を 行 つた 場 
合 と 比較 する と 著 明 な と 基 貞 が 語 め られ た 。 双 大 
数 寄生 幼 犬 血清 を 培地 と し て , 卵 を 投入 し た 場合 は , 犬 


釣 虫 雄 成虫 飼育 如何 に 不 拘 下 卵 は よく 抽 化 する 事 を 認め 


と 
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70. 体外 に 於 ける 銘 虫 の 発育 に 関す る 研究 島 大 達生 
・ 今 子 邦男 ( 阪 市 大 小田 内 科 ): エ . TORII & KK. IMA- 
KO : Studies on the growth of 4%cy/sZ722 22224772 
2 の 777 の 

前 回 所 調 犬 釣 虫 W 期 仔 虫 を 体外 に お いて 血清 を 用 い , 
O,, 空気 等 の 諸 条 件 を 加え 飼育 実験 を 行い V 期 に 迄 発育 
させ , 償 等 を 場 各 せ し 2 め た 事 を 報告 し た が , 今回 は 各 
種 体液 成分 を 飼育 液 と し て 用 いた 。 即 ち 釣 虫 多数 寄生 成 
犬 , 無 寄生 幼 犬 の 夫々 の 血清 , 落 血 血清 並び に 肝 抽 出 液 , 
肺 抽出 液 を 用 いて 実験 を 行 つ た 。 先 ず 完 熱 彼 府 仔 虫 を 経 
集 さ せ 第 T。 6 日 に その 人 用 よ り 得 功 より 顕 
微 鏡 下 に 厳密 に IV 期 仔 昌 の み を 撰 出 し て 用 いた 。 血清 を 
飼育 液 と し た 場合 は , 犬 釣 虫 無 寄 生 幼 犬 と 多数 寄生 成 犬 
の 間 に は 大 差 な く 48 時 間 後 殆 ん ど 全部 脱皮 し V 期 と な り 
体長 も 著 明 に 増加 する が 120 時 間 後 に お いて も 48 時 間 彼 

の も の と 比較 し 体長 の 増加 を 認め な か つた 。 又 , 血清 を 
溶血 させ た 場合 と , させ な し es と の 間 に は 24 時 間 飼 育 
に て 差 位 を 認め な か つた 。 し か し , 同時 に 行 つ た 瀧 流 肺 
抽出 液 を 飼育 液 と し た も の は 15 令 中 2 徹し か 脱皮 し な か 
つた 。 更に , 経 皮 感 染 後 第 Y 日 目 の 前 例 に 比較 し 幾 分 体 
oe い V 期 仔 虫 を 飼育 し た 場合 は , 血清 , 肝 及 び 肺 
抽出 液 共 120 時 間 飼育 する も 殆ど 全 例 に お いて 脱皮 せ 
ず 。 唯 血清 培地 に の 有 み 僅か に 脱皮 する 例 を 認め た 。 


濱 説 
71. 曳 虫 抗原 の 尿 中 移行 に 関す る 研究 松村 竜 雄 ・ 由 
上 修三 ・ 音 山幸 子 ( 群 大 小児 科 ): T. MATSUMURA, 
S. UNOGAMI 鐘 SOTOYAMA : On.the antigen of 


2SCaTiS in urinme 


細菌 抗原 の ヒト の 尿 ・ eee 浴 に 関し て は 種々 報告 され 
て いる が , 寄生 邊 抗原 の ヒト の 尿 へ の 排 洪 こ ついては, 
未だ 証明 が な いよ ょ よう で ある 。 Era 普 虫 抗原 の ヒ 
ト の 尿 へ の 排 浴 を , 沈降 反応 及び 皮 膚 反応 か ら . 証 明 し 
た 。 昭和 25 年 に 松田 氏 は , 顕 虫 症 患 者 に 前 日 の 早 に サン 
トニ ン を 与え , 翌朝 採尿 AP 
行う と , 昌 央 生 才 と : 陽 性 に 現れ る 宮 し た が 。 その 
本 態 は 未だ 不明 で ある 。 私 共 は 松 罰 応 が 編 抗 原 の 朱 
へ の 排 浴 を 示唆 し て いる と 考え , その 証明 に 着手 し た 。 
まず , 抗 問 虫 体腔 液 家 兎 血清 を 用 いて 沈降 反応 を 行 つ た 。 

尿 は 透析 し 高速 遠心 に か け て , 上 清 を 用 いた 。 所 

に サン トニ = ン を 投与 する と , 15 例 中 14 例 に お い 尿 
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の 沈降 反応 が 陽性 に な つた 。 Mn 
Newteweealwaarmtrenasp そ oc 
ント ニン を 与 ET 
また 。 上 虫 寄生 者 に 海 人 草 製剤 。 ピ ペラ ジン や へ キシ ー 
ルレ ゾル シン 等 の 駆虫 剤 を 与え て , 顕 虫 に 傷害 を 与え て 
。 陽性 に な ら な か つた 。 一 方 。 サ ント ニン は サン トニ = 
> 介 ソー ア ェ し て 。 有 に 用 いち れ て いる の 
同様 な 薬剤 ご ある, ブロ ー ム サル ファ レイ ン や アゾ 
ルビ ン 8 等 を 藤 斑 し て , 網 内 皮 系 を いわ ば 一 過 性 に ブロ 
ッ ク し た と と ろ 。 諸 了 反 応 陽性 に な る 場合 が 認め られ 
た 。 即ち , サン トニ ン 投 与 に よる 銅 虫 沈降 反応 抗原 の 尿 
へ の 排 港 は , 上 虫 傷害 より も る むしろ ヒ ト の 網 内 皮 了 系 ブロ 
More で ある 。 次 に , 顕 虫 寄生 者 に サ 
ント ニン を 与え る 前 後 の 尿 を 用 いて , 度 内 反応 を 行 つ 
た 。 尿 は 透析 し 二 し て 用 いた 。 江 科 は 訟 田 氏 の 述べ / 
加熱 濃縮 の 他 ( 化学 変化 を 涯 ける 意味 で 二 結 操 法 を 
全 つ た 。 一 千 和 癌 法 て 濃縮 し た 尿 で 皮 内 反応 を 行 つ た 場 
合 に , 魚 虫 非 寄 生 者 の 尿 を 用 いた の で は , 皮肉 反応 は 陰 
性 で あり , 電算 着 の 展 全 用い の ん 。: 雪 
性 と な つた 。 と の 反応 の 程度 は , 顕 虫 体腔 液 に よる 搬 破 
試験 に よる 反応 の 程度 に MK 本 反応 が 陽性 に 現れ 
る と 共に , 全身 性 ショ ッ ク を 超 し た 1 例 が あつ た 。 と れ 
ら の 事実 は 本 反応 が 特異 的 な 抗原 抗体 反応 で ある こと を 
示 045 反応 に 略 々 同様 に 
現れ る が , 特異 性 は や や 低い ょ う で あつ た 。 顕 虫 抗原 の 
中 ご , 度 闇 反応 抗 原 と 況 際 友 広 抗原 と が 同一 の も の で あ 
る か 否 か に つい て は , 今後 の 検討 に まち た い 。 


72. 句 虫 体腔 液 成 分 に よる アレ ルギー の 実験 病理 学 的 
研究 (1) 皮膚 友 応 の 態度 に つい て 浜本 英二 ・ 赤 松 診 
夫 ( 阪 医 大 病理 ): Y. HAMAMOTO 錠 T. AKAMA- 
TSU : Experimental pathological studies on the al- 
lergy by the ascaride cavity fhuid and its fractions 


(1) On the attitude of skin reactions 


豚 顕 虫 体腔 液 (以下 体腔 液 ), 体 膝 液 邊 白 成分 (以下 竹 
邊 2 及び 体腔 液 多 糖類 成分 (以下 多糖 類 ) で 免疫 し た 家 兎 
- 対 し 各 抗 原 を も つて 皮膚 反応 を 施行 し , その 反応 態度 
び 局 所 皮膚 の 組織 学 的 検索 を 全 い 各 抗 原 の 組織 学 的 特 
FN 検討 し た 。 免疫 に は 1 回 量 と し て 体腔 破 0.2cc 笛 
白 は 体腔 液 と 同 濃度 に し た も の 0.4cc, 多糖 類 0.4cc を 
夫々 生理 的 食塩 水 で 稀釈 し 1cc/kg の 割合 で 週 3 回 合計 
10 回 耳 静 脈 より 感 作 し 最終 感 作 後 10 日 目 に 腹部 皮 内 に 各 
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表 和 33 年 6 月 








抗原 0.3cc を も つて 閣 起 注射 を 行 つ た 。 そ の 結果 各 成 分 
の 抗原 性 は 体腔 液 , 尾 白 , 多糖 類 の 順に 強く , 又 家 兎 が 
充分 免疫 され て いる 場合 に は , 体腔 液 及 び 蛋 白 は 惹起 注 
刺 後 10 時 間 前 後 で 反応 が 略 最高 に 達 し 48 時 間 以 上 持続 す 
る 遅延 型 の 反応 を 示し , 多糖 類 に よる 反応 は 30 分 1 時 
間 後 よ り 発現 し 3 一 4 時 間 人 後略 最高 に 達する アル サス 弄 
の 反応 を 呈す る が 体腔 液 及 び 彼 白 の 反応 に 比 し 可 成り 肥 
い 。 双 此 等 の 変 叉 試験 の 結果 か ら 見 て 本 多糖 類 は 附 着 体 
人 ct か 

疫 に 使用 し 原 の 種類 及び 各 抗 原 の 反応 態度 に 応じ 夫 
特典 的 な 所 見 を 星 する 。 即ち 体腔 液 免 疫 群 で は , 各 抗 
原 惹起 部 位 と も 程度 の 差 は ある が , 高度 の 血管 並び に 結 
締 織 病 変 に より 修飾 され た 沙 出 性 アレ ルギー 性 炎 の 像 を 
呈す る 。 此 の 路 出 細 胞 の 種類 に 関し て は , 多糖 類 惹 起 
部 位 て は 他 に 比 し 好 酸 款 の 浴 出 が 特に 顕著 に 見 ち れ 病 変 
の 進行 と 共に 此 等 好 酸 球 は 次 第 に 編 鍵 型 を 呈す る 様 に な 


り , 胞体 の 形態 に 応じ 好 酸 題 粒 も 略 線 状 に 配列 し , 壊死 
組織 に お いて は , 細胞 が 死 源 し た 後 で も 好 酸 題 粒 は , 騰 
原 線維 の 走向 に 従 つて 略 1 列 に 配 列 し 残存 する 。 一 方 小 


動脈 に お いて は , 多糖 類 才 起 部 位 に 比較 的 早期 より 変化 
が 認め られ , 弾力 線維 の 伸展 , 破綻 及び 消失 , 或 は 小 動 
脈 壁 の 変性 , 壊死 等 が 認め られ る 。 和 蛋白 惹起 部 位 で は 
小 動 脈 壁 は 48 時 間 後 に お いて も 内 皮 細 胞 の 腫 張 が 見 られ 
る 他 は 動脈 壁 の 変化 は 閉 明 で な い 。 又 神経 組織 で は , 邊 
邊 惹起 部 位 に お いて 出血 が , 多糖 類 惹 起 部 位 で は 強い 変 
性 が 見 ちら れる 。 そ の 他 血 栓 形成 は , 体腔 液 及 び 和 企 白 惹起 
部 位 に 多く , 腰 原 線維 の 変性 , 壌 死 も 体腔 液 及 び 和 蛋白 若 
5 範囲 も 広い 。 次 に 蛋白 免疫 群 で は , 体腔 液 
び 和 蛋白 惹起 部 位 に 体腔 破 免 疫 群 と 略 同様 な 所 見 を 認め 
> 生生 村人 1 
像 の み に と ゞ まる 。 多糖 類 免疫 群 で は , 何れ の 抗原 惹起 
部 位 に お いて も , 単に 異物 性 災 の 像 を 見 る に 過ぎ な い 。 


73. 豚 句 虫 の 酸化 還元 酵素 と カイ ニン 酸 関 係 化合 物 の 
作用 田村 三郎 (藤沢 薬品 ): S. TAMURA : Oxiqation- 
reduction ferments of 4scgzzS sz and effect of ka- 
1nic acid and its related compounds on their enZyrmic 
activity 

豚 虫 の 呼吸 に 関 司 す る 酸化 語 元 酵素 と し て は Bued- 
ing 等 は チト クロ ー ム CO を 含ま な い コ ハク 酸 オ キシ ダー 
ゼ の 存在 を 主張 し , Kobert ら は カタ ラー ゼ の 存在 を , 
Faure-Fremiet, Schwarz ら は へ ミン 鉄 の 存在 を 報告 し 
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と れ が 豚 顕 虫 の 生体 酸化 に 関係 し て 居る と 述べ て 居る 。 
私 共 は 此 等 の 酵素 の 存否 に つい て 再 検 討 し 。 Bueding 説 
の 通り チト クロ ー ム C は 検出 し な か つた が , 黄色 酵素 と 
し て リボ フラ ビン , F.M.N. 及び FE.A.D. 活性 を 検出 し 
た 。 カ タラ ー ゼ は 角度 下層 及び 消化 管 の 上 皮 細 胞 中 に 検 
出し た の み で , 豚 昌 の 呼吸 に 依 つ て 生成 する 理 ,O。 を 
分 解す る に は 量 的 に 不 充分 の 様 に 思わ れる の で 他 の 呼吸 
酵素 関係 を し ちら べた 。 先 づ Schwarz ら の へ ミン 鉄 か ら 

へ モグ ロビ ン 及 び Peroxiqdase の 存在 を 子 想 し , Preg- 
nant の ベン チ ヂ ン 反応 や Lison の 還元 ズル フォ ン 酸 フ 
クシ ン 反 応 を 試み た 処 陽性 で あつ た 。 と の 反応 は へ モグ 
ロビ ン で も 起 る 可能 性 が ある の で 140'C, 30 分 間 加 熱 友 

ヒド ロキ シル アミ ン や KCN に 依る 阻害 実験 で 両者 を 
区 別 し , HO。 の 存在 下 で プル プロ ガリ ン の 生成 する 事 
か ら Peroxidase の 存在 を 確認 し た 。 Peroxiqase 活性 
は 側線 , 筋 細胞 , 隔離 組織 等 に 主として 見 出さ れ た 。 

と れ 等 の 結果 か ら 豚 虫 の 呼吸 は 黄色 酵素 を 媒体 と す 
る チト クロ ー ム C を 含ま 広 コ ハク 酸 oxidase に 依る 電 
子 伝搬 酵素 系 に 依 つ て 営ま れ , と の 際 発 生 す る HO は 
カタ ラー ゼ や Peroxidase で 分 解 或 は 利用 され る も の と 
思わ れる 。 海 人 草 ニ エニ キス や カイ ニン 酸 が 豚 顕 虫 の 脱水 素 
酵素 活性 を 阻害 する と と は 既に 報告 し た の で 今度 は E. 
A.D. の 水素 転移 作用 及び カタ ラー ゼ や Peroxidase 活性 
を 阻害 する か 否 か を 検 し た 処 F.A.D. に 対 し て カイ ニン 
酸 は 抑制 作用 を 示 し た が , ヒビ ドロ カイ ニン 酸 及 び プ ロリ 
ン は 阻害 し な か つた 。 海 人 草 エ キス は カタ ラー ゼ に 対し 
て は 阻害 作 用 を 示し た が , Peroxidase に 対し て は 寧ろ 
肛 活 し た 。 こ とれ は エキ ス 中 の 鉄 及び マン ガン イオ ン に 依 
る も の と 思わ れる 。 韻 ヒド ロカ イニ = ニン 酸 及び プロ リン は 
カタ ラー ゼ 及 び Peroxiqdase に 対 し て 無 影響 で あつ た 。 


74. 部 虫 の 保 卵 率 と 保 虫 率 長野 寛治 ( 大 ): K. NA- 
GANO: On the ratio positive for ascariS egg and 


WOFI1 


1954 年 東京 都内 の 某 中 学校 で 1 人 の 便 を 3 分 し その 百 
人 分 宛 を 3 検査 所 に 検 卵 を 依頼 し た 所 成績 不一致 の 人 数 
が 甲乙 間 に 17 人 甲 内 間 に 21 人 乙 内 間 に 26 人 も あつ た 。 
1956 年 基 農 村 小学 校 で 回 虫 卵 陰性 の 通告 を 受け た 149 名 
に 投薬 し その 内 調査 し 得 た 65 名 中 61 名 か ら 排 虫 が 見 られ 
た 。 そ こと ぐ 今回 は (195Y 年 12 月 ) 検便 は 抽出 法 (全校 か 
ら 119 名 ) だ け で 行い (33.6%) 服薬 前 の 総 検便 は ぬき 
に し て 服薬 希望 者 558 名 (全校 の 約 半 数 ) に 投薬 を 試み 
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検便 を な し 得 た 260 名 中 156 名 (60.0) に 排 束 が 見 られ 
た (1 匹 排 虫 57 人 , 2 匹 36。 3 匹 27, 4 匹 14.5 匹 9,6 
匹 5, 7 匹 2, 8 匹 1, 10 匹 1, 12 匹 1, 15 匹 3) ( 既 
報 114 名 の 調査 は 演題 提出 期日 の 関係 で 調査 の 途中 で 一 
時 〆 切 つた も の で ある )。 次 に 1958 年 3 月 か ら 3 月 に 理 
り 同 校 新入 生 258 名 ( 保 卵 率 44.8%) の 内 の 服薬 希望 者 
210 に 投薬 し 其 内 調査 し 得 た 136 名 ( 卵 陽 性 61 名 陰性 5 
名 ) 83 名 に 排 虫 を 見 た (1 匹 排 虫 27 名 , 2 匹 20,3 匹 10, 4 
匹 6,5 匹 4,6 史 4,7 匹 6,8 匹 1,9 匹 1, 10 匹 1,11 匹 1. 
12 匹 1, 16 匹 1) 前 記 排 束 者 83 名 中 の 25 名 (33.3) は 前 
記 75 名 の 卵 陰性 者 か ら の 排 中 で ある 。 両 し て 此 25 名 中 の 
4 名 は 前 記 75 名 の 卵 陰 性 者 の 中 か ら 任意 抽出 し た 17 名 の 
糞便 中 に 演者 自ら 検出 し た も の で 排 虫 数 は 各 1 匹 宛 計 4 
匹 ( 雄 虫 3, 幼時 虫 1) と の 他 に 卵 陰性 者 の 定期 的 服薬 
者 2 名 の 便 中 に は 虫 体 を 見 な か つた 。 要 之 第 1 実験 
推定 保 卵 率 は (抽出 法 に よる ) 88.622 で 保 虫 率 は 60.0 易 
で あつ た 。 第 2 実験 で は 保 卵 率 は 44.8%% で 保 虫 率 は 61.0 
の の で あつ た 。 以上 の 如く で ある か ら 保 卵 率 の 高い 所 で は 
検便 人 数 は 保 卵 率 或 は T.M. 法 に よる 虫 体 保有 率 を 概 知 
し 得る 人 数 に 止め 保 卵 率 の 低く な る 迄 は 駆 束 前 の 総 検便 
は ぬき に し て 出来 る だ 定期 的 全員 投薬 の 方 針 で 行く の 
が よい の で は な いか と 思う 。 


75. 過去 7 年 間 に お ける 店 鉱 従業 員 の 釣 虫 感染 状態 
牟田 口 利 幸 ( 三 井 鉱 山 保健 ): 〒. MUTAGUCHI: Dist- 
ribution and incidence of hook-worm of coal-miners 


during the last Seven yearSs 


炭鉱 地方 は 農村 地帯 と 共に , 釣 虫 の 浸 淫 地 と し て 知ら 
れ て いる 。 わ た くし ゃ ズ ビ ニ 釣 虫 が 圧倒 的 に 分 布 する 九 
州 の 三池 鉱業 所 で 釣 虫 の 検索 。 予防 お よび 撲滅 に 従事 し 
て いる が , その 間 次 の よう な 成績 を 得 た 。 昭和 30 年 現在 
で は , 当 鉱 業 所 の 感染 率 は 16.2%, 平均 卵 数 788 個 , 近 
隣 の 玉石 鉱業 所 は 50.9, 654 個 , 商業 従事 者 は 19.8 
693 個 , 農業 従事 者 は 58~ て 68 め , 1230 て 1270 個 で , 当所 
は 低い , し か 3 う で ,24 年 
に 調査 し た と き は 58.12 を 示し た が , それ か ら 毎 年 1 一 
2 回 集団 検便 , 集団 を 行 つ て いる の で , それ が 効 を 
そう し 年 と 共に 池 減 し て いる 。 自 然 お よび 集団 駆虫 に よ 
つて 毎年 陽性 者 の 80 一 402 が 陰 転 し て いる が ,。 ま た 感染 
も か な りみ ら る 。 て と で 感染 経路 を 調べ て みる と , 職場 
感染 ( 抗 内 感染 ) は 昭和 24 年 頃 ま で み ら れ , その 後 は 質 


た 。 そ の 内 で 服薬 後 4 日 以内 の 排 虫 の 有無 と 約 3 週 俊 の 
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内 便所 の 設置 と 衛生 思想 の 向上 に よ つ て 内 脱糞 が や 
み , 抗 内 , 外 夫 の 間 に 感染 差 が み らち られ な く な つた 。 居 住 
地上 感染 は 今日 に いた る も い 然 み ら れ , 社宅 お よび 農村 地 
区 に 居住 する 者 は 市 街 地 区 に 居住 する 者 より 感染 率 は 著 
し く 高 く , 初 ま た は 再 感染 者 の 出現 も 多い 傾向 に ある 。 
し か し 生野 菜 , 漬物 の 摂取 と 釣 虫 感染 と の 間 に は 概して 
関係 は み ら れ ず , 自家 菜園 の 有無 と 釣 虫 感染 と の 間 に は 
有意 性 が みみ られ た 。 





76. 八丈 島 に お ける 寄生 虫 感染 の 疫学 的 研究 西田 弥 
平 ( 伝 研 寄生 虫 ): K. NISHIDA : Epidemiological stu- 


dies on the parasitic infestations at Hachijo ISjand 


八 天 島 に お いて 全島 住民 を 対象 と し て 集団 検便 を 行 つ 
た 。 全 島 人 口 約 12.000 名 の 約 8 割 に 当る 9,970 名 の 検 
便 成績 に つい て 疫学 的 検討 を 行 つ た 。 一般に 寄生 昌 保 有 
率 は 低く , 同じ ょ うな 気候 , 風土 を も つ 奄 美 大 島 や 沖縄 
に お いて 佐々 ら の 行 つ た 調査 で は 釣 虫 が 80% も 見 出さ れ 
た の に 比較 し て 格段 の 差 が ある 。 地 区 別に みる と 林立 地 
区 の 釣 昌 感 染 率 が 最も 高く 27.5 多 を 示 し, と の 地区 の 回 
虫 陽性 率 が 2.72 と 低 率 を 示し た の が 注目 され た 。 こ とれ 
は 釣 虫 と 回 虫 の 感染 様式 に よる 差 と 思わ れる 。 毛 様 線 東 
は 釣 虫 と 同じ 傾向 を 示 し た 。 年 令 別 に みる と 回 由 は 5 一 
9 才 に 最高 を 示し , 釣 虫 , 毛 様 線 上 は 年 合 の 進 な に つれ 
て 増加 の 傾向 を 示し た 。 職 業 別に みる と 回 虫 は 学生 に 最 
も 多く , 労務 者 , 農業 に 多く み ら れ た 。 釣 虫 , 毛 様 線 東 
は 農業 , 労務 者 に 高 率 で あつ た 。 釣 虫 の 種別 を 試験 管 菩 
養 法 に て 判別 し , 地区 別 , 性 別 , 年 信 別 の 検討 を 行 つ 
た 。 地 区 的 に は 釣 虫 感染 の 最も 高い 極 土地 区 に お いて , 
アメ リカ 釣 虫 が 5222 を 示 し 他 の 地区 で は ツ ビ ミニ 釣 虫 が 圧 
倒 的 に 多 か つ た 。 こ と れ は 極 立地 区 の 農家 比率 , 野菜 作付 
面積 の 比率 が 高く 。 アメリカ 釣 虫 が ツ ビ = 釣 虫 に 比較 し 
て 経 皮 感染 の 性 向 が 強い と いう 従来 の 説 を 放 持 する 一 つ 
の 論拠 に な る と 思わ れる 。 回 貝 , 釣 虫 , 毛 様 線 虫 に 家族 
eo 

。 全島 と し 陸 放 9 の rtm 
は 。 極 立地 区 に お いて は 釣 虫 の 感 炎 ぶ 比 較 的 平等 に ば 
ま か れ て いる た ーー 
検討 し て みた 。 と れ に ょ る と , 回 虫 と 鞭 虫 に 相関 を 認 
め , 釣 虫 と 毛 様 線 虫 に も 関連 性 を 認め た 。 次 に ツ ビ = 釣 
虫 と アメ リカ 釣 虫 の 培養 成績 と 排 虫 成績 を 比較 し て み 
た 。 とれ に ょ る と 駆虫 に ょ る 排 虫 率 は ツ ビ ニ 釣 虫 , アメ 
リカ 釣 虫 共 53.8 多 で 同率 , 試験 管 培 養成 績 は ツ ビ ニ = 釣 到 
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69.6 衝 ,。 アメ リカ 釣 虫 86.4 多 で , アメ リカ 釣 虫 は 試験 管 
表 養 法 で は 検出 し 難い と いう 結果 が 埋 た (の * 


77. 原 比 彼 爆 児 の 寄生 虫 に つい て 松田 鎮雄 (広島 市 
・ SS. MATSUDA : 
SUrV1VOTS 
昭和 20 年 8 月 6 日 , 広島 市 に 原子 爆弾 第 1 号 が 投下 さ 
れ て か ら 既 に 18 年 を 経た 今日 , 当時 の 出生 児 は 本 年 3 
月 , 最後 の 被爆 小学 生 と し て 卒業 し た 。 過去 在学 6 カ年 
間 に お ける 是 等 被爆 児 の 寄生 虫 感染 の 実態 調査 の 成績 を 
妹 に 報告 する 。1) 被爆 の 有無 に ょ る 寄生 虫 感染 率 の 推 
移 の 比較 に お いて は , 被爆 児 が 就学 当初 と 4 年 3 学期 か 
ら 5 年 3 学期 の 間 を 除い て , 概ね 非 被爆 児 よ り 高 率 で あ 
る 。 性 別 で は 時 虫 寄生 に て , 男児 は 非 被爆 児 が 被爆 児 よ 
りゃ 全学 年 を 通じ て 高 率 で ある が , 女児 で は 3 年 生 を 除 
いて 非 彼 爆 児 が 被爆 児 よ りゃ 低 率 で ある 。 顕 虫 寄生 に て 
は 両性 を 通じ , 低 学年 で は 被爆 児 が 非 彼 爆 児 より も 高 率 
で ある が , 高 学年 で は 逆 に な つて いる 。 2) 入学 時 陰性 児 
の 進学 に 伴う 暁 昌 と 顕 虫 の 陽 転 率 の 推移 に 就 い て は , 2 
年 末 で 前 者 に 関し 被爆 児 66, 非 彼 爆 児 55%, 後者 に 関し 
て は 被爆 児 93 狐 , 非 被爆 児 Y7% の 感染 率 を 夫々 < 示し, 被爆 
児 が 感染 し 易い 傾向 を 示し て いる 。 3) 入学 時 陽性 児 の 
サン トニ ン 投 与 に よる 完全 卵 陰 転 率 の 状況 は , 第 1 学年 
の 場合 双 下 寄生 に て 被爆 児 50, 非 被爆 児 1002, 虫 寄 
生 で 被爆 児 22.2%, 非 被 爆 児 3.752% と な つて , 一 応 被爆 
が 電 前 も oN 本 江 ます 在学 6 年 間 の 集計 で は 
者 で 被爆 児 56, 非 被爆 児 88%, 後者 で 被爆 児 64.1%。 
46. に 
異 は 大 巾 に 縮小 され て いる 。34) 血液 像 に 関し て は , 概 ね 
被爆 児 が 貧血 の 傾向 を 示し , 就 中 題 虫 寄生 に お いて は 好 
酸 球 の 増加 と 相 伺 つ て , 其 の 程度 は 著しい 。 5) 被爆 児 
の 身体 発育 に 及ば す 暁 虫 と 顕 虫 寄生 の 影響 は , 程 著 
で ない が , 只 両 虫 寄生 児 の 発育 の 遅 速 が 彼 爆 の 有無 に よ 
つて , 正反対 の 現象 を 発 呈 し て いる 事 が 興味 深い 。 例 へ 
ば 彼 爆 児 に お いて 時 虫 寄生 児 の 身長 が 顕 虫 寄生 児 の 夫 れ 
より も ゃ 伸長 し て いる 場合 に は , 非 被 爆 児 に お いて は 逆 に 
双 虫 寄生 児 の 身長 が 虫 寄生 児 よ り 短縮 し て いる 。 


Parasites among atomic bomb 


78. ヅ ビ ニ 釣 虫 , アメ リカ 釣 虫 , 毛 様 線 虫 , 養 線 虫 , 
環 虫 及び 鞭 虫 の 日 本 各地 に お ける 疫学 相 の 一 面 に つい て 
佐々 学 ・ 林 滋 生 ・ 佐 藤 孝 癌 ・ 白 坂 竜 上 ・ 三 浦 昭 子 ( 伝 研 
寄生 虫 ) 田 中 寛 ( 東 医 歯 大 公 衛 ) : M. SASA, S. HAYA- 


( 49 ) 
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SHI, K. SATO, R. SHIRASAKA, A. MIURA& 古 
TANAKA : Epidemiologicai study on parasitic nem- 
atodes 4. zogdez2/e, W. Zzze72CZ7S, 了 . ozzeZ2/ が SS. 
S 尋 Zc の Zs, 4. の ZZco2 の es and 7. が zo777zS in Japan 


我々 は 北海 道 , 東北 の 炭鉱 , 関東 の 農村 , 九州 及び そ 
の 離島 の 炭鉱 , 奄美 大 島 及 び 沖 縄 の 農村 な ど に つい て 沙 
抹 , 浮 渡 , 培養 3 法 併用 に よる 集団 寄生 虫 検便 を 多 人 数 
に 対 し て 実施 し , その 成績 を 集計 し て 疫学 的 に 解析 し 
た 。 地 理 的 分 布 に つい て は ほ ゞ 同一 条件 の 炭鉱 従業 員 に 
つい て は , 毛 様 線 虫 は 東北 , 北海 道 に 高 率 で 九州 に は 低 
く , 沖縄 奄美 の 農村 に は 1 例 も 検出 され な か つた 。 と れ 
に 反し 芝 線 虫 は 沖縄 , 奄美 に 高 率 で , 九州 で は 約 5 万 人 
に 対し 6 例 , 北海 道 で は 約 1.5 万 人 に 対 し 3 例 の 保 虫 者 
が 検出 され た 。 釣 虫 は 炭鉱 で は 九州 が 北海 道 よ り は る か 
に 高く , 各地 と も ツ ビ = 釣 虫 が アメ リカ 釣 虫 より 多く , 
関東 農村 で は 土地 に ょ り そ の 比率 に 著しい 差 が あり , 沖 
提 と 奄美 て は 成人 の 約 9 害 に 陽 性 ご , 両 種 の 混合 感染 者 
が 多く 。 沖縄 て は アメ リカ 移 取 か, 奄美 て は ビ = 釣 素 
の 方 が や や 高い 陽性 率 を 示し た 。 と れ ら の 地方 別に 各 小 
地域 の 主要 寄生 虫 の 陽性 率 の 相関 を し らち べ た と ところ, 地 
理 的 分 布 相 の 相 異 る 2 種 (た と えば 毛 様 線 虫 と 釣 虫 ) の 
間 で は それ ら の 陽性 率 に 負 の 相関 が か みち られ た が , 他 の 組 
合せ に つい て は 地域 環境 の 影響 る 現れ, と くに 回 虫 と 鞭 
了 虫 の 陽性 率 に は 正 の 相関 かみ られ た 。 年 令 分 布 の 上 で は 
ツ ビ ニ 釣 虫 ,。 アメ リカ 釣 東 , 毛 様 線 昌 , 線 虫 は 幼児 か 
ら 成 年 期 に か け 陽 性 率 が 「 尻 上 り 型 ] を 示し , 回 虫 , 鞭 
虫 で は 「 へ の 字 型 ] を 原則 と する こと と が 認め られ た 。 レ 
か し , 回 虫 と 鞭 虫 で は 0 一 4 才 台 が 後者 の 方 が 低く 。 原 則 
と し て は 最高 が 回 由 で は 5 9 才 , 鞭 虫 で は や や お くれ 
て 1015 才 台 に み ら れ る 点 で 差 が ある と と が 分 つた 。 さ 
ら に , 2 種 寄生 虫 の 混合 感染 , 各 単独 感染 の 数 か ら , 感 
染 の 集積 性 を し らち べた と と ろ , と くに 奄美 と 沖縄 で は ツ 
ビニ = 釣 虫 と アメ リカ 釣 下 で は 理論 値 よ り 混合 感染 の 比率 
が 著しく 高く ,。 ツ ビ = 陽性 者 の アメ リカ 陽性 率 は , ツ ビ 
= 陰性 者 の アメ リカ 陽性 率 よ り 著 し く 高 いと と が 明らか 
と な り , 両者 の 年 令 分 布 相 も 一 致し て いる と と か ら , 少 
くも 奄美 や 沖縄 で は と の 両 種 の 感染 の 様式 に 共通 し た 性 
格 が 強い と と が 示さ れ た 。 ま た 家族 集積 性 に つい で は 同 
じ 寄 生 虫 種 ご も その 地域 の 自然 及び 社会 舞 境 に ょ り 異 つ 
た 相 様 が か みち られ , た と えば 関東 で は 回 虫 に 陰性 , 釣 虫 に 
有意 , 奄美 で は その 逆 の 成績 が えら れ た 。 

( 間 ) ( 予 研 寄生 下 ) 小 宮 義孝 
ツ ビ = 鉛 虫 と アメ リカ 釣 虫 と の 年 令 別 感染 率 の 様式 に 
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差異 は 認め らち れ な か つた か ? 


79. 奄美 大 島 に お ける 腸管 寄生 虫 な ら び に 沖縄 に お け 
る 腸管 寄生 虫 お よび 糸状 虫 症 に つい て 佐藤 八郎 ・ 福 島 
英雄 ( 廊 大 佐藤 内 科 ): H. SATO & H. FUKUSHIMA : 

Survey of intestinal parasites in Amami Oshima 1S- 
jand, survey of intestinal parasites and filariasis in 


Okinawa Island 


1) 奄美 大 島 に お ける 腸管 寄生 中 に つい て : 1957 年 8 
月 て 9 月 に わた り 糞 便 の 塗 抹 法 と 濾紙 培養 法 を 併用 し た 
940 名 中 虫 (以下 題 と 略す ) 14.2%, 鞭 虫 ( 較 と 略 ) 
18.8 欠 。 釣 虫 ( 釣 と 略 ) 48.52%, 糞 線 虫 (て 開 と 略 ) 2.1 
で , うち 名 瀬 市 県 立 大 鳥 高校 637 名 中 顕 8.1 多 。 鞭 
10.9 多 , 釣 36.4, 糞 1.8 狐 , 暁 虫 ( 暁 と 略 ) 0.8 多 , 
名 瀬 市 小 宿 1 名 (一 般 ) 中 釣 85.7, 同市 小湊 35 名 (一 
般 ) 中 玉 31.4。 鞭 84.8, 釣 54.3 狐 , 間 2.9, 竜 郷 
村 秋 名 104 名 一般) 足 40.4 多 , 鞭 24.0, 釣 70.2 名 , 
大 和 村 大 棚 150 名 (一般 ) 中 46.7 狐 鞭 15.3%, 釣 48.6 
旬 , 糞 4.7 旬 , 塗 抹 法 の み 実施 し た 名 瀬 市 名 瀬 小学 校 
2122 名 中 19.2, 鞭 3.1。 釣 2.6 狐 , 糞 0.4 多 で あ 
つた 。 つぎ に 大 島 高 校生 200 名 の うち ツ ビ = 釣 虫 のみ 
42.25 宛 , アメ リカ 釣 虫 の み 37.0, 混合 感染 20.05 多 
で ツ ビ = 釣 虫 が や や 優先 し て いる 。 釣 虫 お ょ び 功 線 虫 の 
検出 素 は 培養 法 が 塗 抹 法 より 廷 か に 優 つ て いる 。 2) 沖 

に お ける 腸管 寄生 昌 に つい て : 1957 年 10 月 11 月 に 
糞便 の 直接 塗 抹 法 , 飽和 食塩 水 浮 流 法 お ょ び 潮 紙 培養 法 
を 実施 し た 。 那覇 市 1522 名 中 頭 0.5 2, 鞭 2.9 , 釣 
19.7 欠 , 糞 0.7%, その うち 若狭 小学 校 860 名 中 鞭 3.6 
完 , 釣 5.5 旬 , 糞 0.5 , 那覇 中 学校 864 名 中 顕 0.8 
時 , 鞭 83.1%, 釣 23.6%, 糞 0.5 狐 , 那覇 高校 298 名 中 
問 0.3 名 , 鞭 1.6 多 , 釣 22.4 狐 , 間 1.0, 那覇 市 周辺 
農村 1761 名 中 顕 5.8%, 鞭 2.4%, 釣 47.0 多 , 糞 4.4 
錠 , 暁 0.1 , うち 南風原 村 南 風 原 小学 校 881 名 中 名 
7.3 , 報 8.6%, 釣 88.8, 糞 3.7%, 暁 0.1%, 南 
風 原 中 学校 299 名 中 6.6 多 , 鞭 1.6 多 , 釣 56.5 多 , 糞 

7.6 多 , 暁 0.8 , 西原 村西 原 中 学校 259 名 中 3.8 
完 , 鞭 1.1, 釣 67.1%, 8.1 多 , 与那原 町 知念 高校 
822 名 中 顕 2. 多 2, 鞭 0.9 多 , 釣 45.0, 糞 0.8 叶 , 総 
計 被 検 者 8283 名 中 顕 3.3, 鞭 2.6%, 釣 34.1 %, 糞 
2.7 名 , 暁 0.06 あ , ラブ ヂ チ ス 科 0.5 % で 釣 由 保有 者 
891 名 中 ツ ビ = 釣 の み 32.8 多 , アメ リカ 釣 虫 の み 60.2 
, 混合 感染 7.4% で , うち 那覇 市 は 人造 か に , その 周辺 


( 50 ) 


【 和 寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 7 巻 ・ 第 3 号 


農村 は や や アメ リカ 釣 虫 が 優先 し て いる 。 こ と れ ら 3 法 の 
検出 率 を 比較 する と , 普 は 沙 抹 が 浮 蓄 に , 鞭 は 浮 渡 が 塗 
抹 に 優 り , 釣 虫 は 培養 , 浮 済 , 塗 抹 の 順に , 糞 は 琴 養 , 
沙 抹 の 順に 低下 し て いる 。 3) 沖縄 三 和 村 喜屋武 の 糸状 
虫 症 に つい て : 1957 年 11 月 22 日 採血 し た 一 般 住民 183 名 
中 フイ ラリ ア 仔 曳 検 出 率 20.7% で 1954 年 の 我 え の 調査 し 
た 当時 と 殆 ん ど 差 異 は み ら れ ず , 女子 が や や 多く 。 6 
ー68 才 の 間 に み られ , 20 才 代 40.0 で 最も 高 率 , 60 
代 , 50 才 代 , 40 才 代 , 30 才 代 , 10 才 代 , 10 才 以下 4.5 多 
の 順 と な り 現在 も 新 感染 が みとめ られ て いる 。 


80. 新 集 卵 法 に つい て (4) 分 島 整 ・ 小 津 茂 弘 ・ 会 田 
忠次 郎 ・ 爪 谷 竜 一 ・ 深 沢 紀 一 (埼玉 衛 研 ): T. WAKE- 
SHIMA, S. OHZU, C. AIDA, R. URIYA & K. FU- 
KAZAWA: On a new technic for the concenrtation 
of helminth eggs in faeces (4) 


我々 は 新 集 卵 法 (寄生 虫 学 雑誌 第 5 巻 2 号 記載 ) に つい 
て 過去 3 回 に わた り 各 種 の 寄生 息 卵 検査 法 と 比較 検討 を 
加え て 来 た 。 今回 は 更に 顕 虫 未 受精 邸 の 成績 と 検出 指数 
に ょ つて 総括 し た 結果 並び に 寄生 虫 集団 検査 に 実際 に 応 
用 し て 通常 行 は れ て いる 硫 苦 加 食塩 浮 渡 注 と 比較 し た 成 
績 を 報告 する 。1) 顕 虫 未 受精 卵 の 合計 東 卵 数 : 各 30 例 
の 合計 虫 卵 数 は 新 集 卵 法 355, M.LF.C. 法 2093, 浮 漠 法 
204 沙 抹 8 枚 法 510 で ある 。 2) 各 法 の 検出 指数 に よる 
検討 : 各 80 例 に つい て ML.IEF.C. 法 で 検出 され た 虫 卵 合 
計数 を 指数 100 と し て 各 法 と 比較 する と, a) 新 集 卵 法 は 
釧 虫 81, 釣 昌 128, 鞭 虫 160, 肝 吸 虫 123, 稀 小 条 虫 110, 
平均 指数 120, b) 飽和 食塩 水 浮 流 法 は 虫 30, 釣 東 
59, 鞭 虫 26, 憩 小 条 虫 22, 平均 指数 35, c) 塗 抹 3 枚 法 
は 顕 虫 5, 釣 虫 鞭 虫 肝 吸 虫 は 夫々 2 , 稀 小 条 虫 5, 平均 
指数 $ で ある 。3) 集団 検査 に 使用 し た 成績 : イ ) 検査 
材料 及び 方 法 : 県 下 の 同一 小 , 中 , 高校 生徒 (小学校 5 
校 , 中 学校 3 校 , 高等 学校 2 校 ) を 対象 と し て 新 集 卵 法 
は 所 定 の 方 法 に 従い , 昭和 31 年 5 月 より 昭和 32 年 6 月 
迄 の 間 に 実 施し , 沈 洲 中 1 デッキ (18x18) の みみ 検査 し 
た 。 浮 漠 法 (埼玉 県 寄生 虫 予防 協会 実施 ) で は 飽和 食塩 
水 1.5 7 に 硫 苦 500 g の 割合 に 落 解 し , 比重 約 1280 に な 
る よ ょ う 調 整 し た も の を 使用 し て 昭和 32 年 4 月 より 同年 12 
月 迄 の 間 に 実 施し , 同じ く 1 デッキ の み 検 査 し た 。 ロ ) 
検査 成績 : 新 集 卵 法 で 5181 名 , 浮 流 法 で 5414 名 検査 し た 
成績 は 時 期 的 に 多少 の “ずれ "は あつ た が , 次 の と お り 
で ある 。1) 陽性 率 で は 前 者 48.9% に 対 し 後者 4.9, 
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2) 銅 足 は 28.4 多 に 対し 26.1 用 。3) 釣 虫 は 12.2 は 対 レ 
4.2 狐 。4) 鞭 由 は 15.5% に 対し 5.3 多 , 5) 暁 虫 は 1.4 
22 に 対し 1.122, 6) 東洋 毛 様 線 昌 は 4.4 多 に 対し 1.5 
, 7) 条 由 は 3 例 くい づれ も 条 小 条 虫 ) に 対し 1 例 ( 縮 
小 条 虫 ) 8) 吸虫 は 9 例 ( 肝 吸虫 8 例 , 横川 吸虫 1 例 ) 認 
め ら れ た の に 対し 陰性 で あつ た 。 3) 総括 : 以上 の 成績 
を 線 合 し て 考え て みる と, 本 法 は ML.IF.C. 法 と 同様 線 
虫 吸 虫 条 虫 等 の 各種 虫 卵 を 同時 に 集 卵 し 得 , 又 同 法 と 比 
較 し て も 虫 卵 の 検出 数 は 指数 に 示す よう に 優る と も 劣ら 
ず , 更に 経費 低廉 , 操作 も 比較 的 簡単 で 沈 溶 少く 視野 鮮 
明 で あり , 一 般 及び 集団 検査 に 推奨 出来 る 集 卵 で ある 


と 思わ れる 。 


81. 神戸 市 大 沢 町 に 於 ける 皮 設 改 長 便所 の 其 後 の 成績 
宮田 黄 徳 (神戸 衛 研 ) 和田 秀雄 (兵庫 保健 所 ): 1 MIYA- 
TA 多 耳 WADA: Subsequent resuts of the imn. 
proved privies accommodated in Osawa-cho, Kobe City 


現神 戸 市 大 沢 町 善 入 に ある 既設 の 厚生 省 式 改良 便所 に 
就 て 調査 し た の で 報告 する 。 保 卵 状況 を 32 年 7 月 の 成績 
( 塗 抹 検 鐘 ) に ょ り , 之 を みる と 顕 虫 は 6.186% と な り 
低 率 で あつ た 。 特 に 魚 虫 受精 卵 1 名 は 波 取 便 所 使用 者 で 
あつ て , 他 は 総 べ て 未 受精 卵 者 で あつ た 。 又 魚 虫 の 感染 
濃度 も 受精 卵 対 未 受精 卵 比 に 示さ れる が 如く , 極め て 稀 
薄 で ある 。 感染 状況 を 家族 的 に みる と , 感染 者 率 に 比較 
すれ ば 当然 に 高 率 と な る が , ダ ー 面 か ら 未 が 広く 散在 的 
に 分 布 を 示す も の が ある , そし て 改良 便所 使用 家族 で は 
大 家族 構成 の 少数 者 に , 波 取 便所 家族 で は 少 家族 に も 多 
濃厚 と に なり, と と に も ゃ 感染 原 上 か ら 差 異 が み ら れ る 。 次 
に 隣接 の 本 郷 部 落 に 比較 すれ ば , 保 卵 率 も 善 入 の 15.556 
多 に 対 し, 本 郷 は 49.711% と な つて 格段 の 差異 が ある 。 
断 の や うな 善 入部 落 の 保 卵 率 に 就 て の 推移 を 28 年 の 成績 
と に 対比 すれ ば , 28 年 に 虫 37.255, 32 年 に は 6.186 
2, 83 年 に は 5.26 多 と 急激 に 低下 し た 。 更に 対 個人 的 に 
その 間 の 陽 転 太陰 転 者 の 状況 か ら 之 を 推 宗 す れ ば , 感染 
頻 度 の 低下 に 従 つ て , 新 或 は 再 感染 者 の 減少 を 促し , 之 
が 自然 排 虫 と に ょ つて 瀬 次 に 低下 し た も の と 考 へ られ 
。 然 れ 共 , 33 年 度 の 成績 か ら 推 祭 すれ ば 之 等 の 環境 下 
に お いて 農村 生活 の 現状 か ら , や は り 一 定 の 感染 限度 が 
ある や に 感じ られ る 。 尚 ほ 改 良 便所 使用 者 と 肖 取 便所 使 
用 者 と に 比較 すれ ば , 善 入 の 全部 落 的 設置 群 に お いて は 
勿論 個人 的 単独 設置 例 に お いて も 本 郷 地区 の 例 に 明 に 見 
ら る る が 如く , や は り 有 意義 で ある と 考 へ られ る 。 次 に 
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呆 尿 に 就 て は 銅 虫 卵 陽性 便所 50 多 に , その 卵 数 平均 6 個 
(20cc 中 ), 之 を 市 内 波 取 訂 内 卵 数 50150 個 に 比較 すれ 
ば 極め て 少数 で ある 。 検 菌 成績 に 大 腸 菌 群 数 を みる と 
全く 陰性 の ゃ の が 多く , 陽性 例 に お いて も 400 個 を 超え 
ず 放 流水 の それ より も 良好 で あつ た 。 又 畑 土 中 の 昭 虫 卵 
数 も 極め て 少く , 然 仔 虫 包 蔵 卵 は 勿論 , 感染 源 と な り 
得る が 如き 卵子 を 認め 得 な か つた 。 新 の や う に, 我々 は 
改良 便所 に ょ る 寄生 虫 撲滅 の 効果 の 良好 な る と と を 再 認 
識 し 得 た の で , 矢 張り 農村 に お ける 寄生 虫 撲滅 は 殿 尿 に 
あり , その 肥料 化 の 問題 共に, 根本 的 に は 改良 便所 等 
の 如き を 設置 利用 すべ き で ある と 断 じ , 訂 に その 施設 推 
進 策 の 強化 を 要望 する 。 


82. 集団 検便 に 理想 的 と 思考 され る 作 の セロ フアン 途 
抹 検査 と 浮遊 法 と の 比較 検査 成績 に つい て 加藤 勝也 
(名 市 大 医 動物 ): 氏 . KATO: Comparative study on 
the new direct smear method with celophane and 


floating method in mass-examination of feces 


寄生 虫 卵 検査 に 際 し 集 卵 法 更 に は 培養 注 が より 優秀 で 
ある と と は いう まで も ない 。 併 し これ ら は 何れ も 相当 な 
検査 時 間 を 要 し 多数 集団 を 一 定時 間 に 消化 する 場合 必ず 
し ゃ 適当 で は な い , 私 は 昭和 26 年 本 学会 に お いて も セロ 
ファ ン を 用 いて の 塗 抹 検査 が カバ ー グ ラス に は る か に 優 
る こと を 発表 し て 以後 使用 経験 を 重ね る に 従 つ て いよ ょ い 
ト そ の 優秀 性 を 確認 する と 共に 集団 検査 に 際 し て は 最も 
適当 な 方 法 と 考 へ る 故 。 今回 は 昨夏 実施 し た 浮 流 法 と の 
比較 を の べ 件 批判 を わ う 。 セ ロフ ァ ン 法 と は : 浸漬 液 , 
茶 留 水 500cc. グリ セリ ン 500cc, 3 多 マ ラ カ イ ト グ リ 
ン 5cc, 此 の 中 へ 3 の 割 に 石 剛 酸 を 加 へ る 。 上 記 の 液 
に 32x24 大 に 切 つ た セロ ファ ン 浸 漬 24 時 間 経 過 後 使用 。 
試験 方 法 : 此 較 的 に 消化 便 の 良い の と , その 一 昼夜 経過 
後 の 便 の 2 種 に つき 浮 漠 法 と ー つ は セロ ファ ン に と よ ょ り 都 
合 4 回 の 検査 が ガ 行 は れ た 。 浮 洪 法 の 使用 液 は 硫 苦 食塩 落 
液 を 規定 の 方 法 に て 作製 比重 は 1.260 で あつ た 。 双 使用 
試験 管 は 口 経 15 mm 長 さ 380 mm 糞 塊 約 大 豆 大 で 規定 
に 従い 30 分 後 18x18 1 枚 の カバ ー グ ラス に 付 鏡 検 し た 。 
セロ ファ ン 法 は 同一 糞 塊 の うち 3 ヶ ケ所 か ら と り と れ を 所 
定 の 如く オブ ジェ クト に 圧 定 鏡 検 し た 。 其 の 結果 セロ フ 
ァ ン 法 は 浮 流 法 に 若干 お と る ゃ も 24 時 間 後 の 便 で は しろ 
に 彼 に 優る 如き 結果 を 得 た と と は 既報 の 通り で その 検出 
素 の 上 か ら 双 経済 面 か ら す る も 集団 検便 に は 最も 適当 と 
考 へ られ る 。 
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88. 釣 虫 予防 の 見 地 か ら 見 た 尿 尿 の 堆肥 処理 に つい て 
谷川 久治 ・ 高 橋 安雄 ( 千 大 衛生 ): K. TANIKAWA 名 
Y. TAKAHASHI : 
man waste, in regards to the prevention for hook- 


On the compost treatment of hu- 


Wormm diSease 


果 尿 処理 の 一 医 と し て 挫 肥 法 が 知ら れ て いる 。 特 に 寄生 
虫 予防 の 見 地 か ら 良 法 と され て いる 。 こ れ は 推 肥 の 熟成 
過程 に お いて , 70C に も 及ぶ 発熱 が 起り 。 その 為 に 寄生 
2 * 死 滅する 事 を 応用 する も の で ある 。 高橋 は 基 農 村 

こ お い て 推 肥 と 化学 肥料 の み を 和 生 尿 を 
寺 に 便 有 し て いな い 煙 草 畑 で 確か に 移 昌 の 4 を うけ 
た と 思わ れる 実例 に 遭遇 し た 。 そ と で この 事実 を 実験 的 
に 検討 せん と し て 推 ! 本 り 中 央 部 4 ヶ所 に 魚 虫 
卵 , 並び に 釣 虫 卵 を 多量 に 含む か 便 を 細か い 網 の 容器 に 入 
れ た も の を 設置 し ・ 地 の 人 態 と 卵 の 変化 の 経過 を 
追 究 し た 。 実験 当時 の 所 to C で あつ た 。 第 
5 日 に 負 察 する に 中 , も 才 の 唱 度 ( ご , 顕 虫 卵 は 無 変 
の まま で あつ た が , 多久 は 江 少 少し て いた 。 日 目 に は 
38 で で と の 時 に は 釣 虫 卵 は 既に 認め られ ず , 普 虫 卵 は そ 
の まま で あつ た 。 9 日 目 に は 予め 設け た 堆肥 外側 の 水 を 
いれ た 小 溝 中 に 始め て こ 釣 の 人 上 を 捕 介 し, その 後 の 検 
査 に も と れ を 証明 し 得 た 。 そ の 時 の 中 心 部 は 最高 温 の 65 
C と 達し て いた 。 温度 や や 下り 62 で に 至 つ た 18 日 に 見 る 
と 。 顕 虫 卵 中 に は 多少 発育 像 を 示し て いる も あつ た が , 
その 後 こ と れ は 全部 死滅 し て いる 事 が 知ら れ た 。 そ と で こ 
の 結果 を 考察 する に , 堆肥 の 発熱 に 際 し , 虫 卵 は よく 
殺 滅 する 事 が 出来 る が 釣 虫 卵 は 却 つ て 鋼 化 が 促進 され , 
幼虫 が 低温 部 へ 逃避 し て 生存 する も の が ある の で な か ろ 
うか と 推定 され た 。 故に 釣 虫 子 防 の 見 地 か ら は 堆肥 法 は 
更に 検討 を 要する も の と 言わ ね ば な ら な い 。 

( 間 ) ( 京 府 医大 医 動物 ) 三 谷 和 合 

既に 寄生 虫 学 雑誌 に 報告 いた し まし た の で す が , 株 
仔 昌 が 高温 より 脱出 し て , 低 部 に 移行 する , と 云う 説 ( 
対し て 少く と も や 。, 実験 室内 で の 条件 で は そう し た こ 事 が 考 考 
へ られ ませ ん 。 実際 に は 何 か 不明 の 別 の 因子 が ある の で 
は な いで せ う か 。 

(等 ) 谷川 久 治 

運動 の ある 仔 点 を 認め た , 傍 し , 温度 の 高く な る に つ 
れ て 角 化 し て 低温 部 へ 移行 する の で あろ う 事 は 勿論 推定 
人 た 過ぎ な い 。 
( 答 ) 高 橋 安 雄 
幼虫 は 動い て いま し た 。 
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84. CS, と 石油 と 界面 活性 に よる 糞 池 内 回 虫 卵 の 携 
減 に つい て 中 路 一 ・ 奥 村 和 夫 ・ 大 村 益 一 (日 医大 内 科 ) 
: H. NAKATJI, K. OKUMURA 層 MAIOMURA: Ef- 
fect of surface-active agent on the ovocidal activity 
of carbon disulphate and petroleum in the nightsoil 
pot 

CS。 と 石油 と 界面 活性 剤 と し て 最も 化学 的 に 安定 と 去 
われ て 居る 非 イ オン 活性 剤 「 ラ イ ゲ ン EEA] と を 用 いて 
CS。 を 乳剤 と し CS の 浴 透 性 を 元 め , 比重 を 尿 の 比 
重 に 近づけ , コロ イド 状 の CS。 を 糞 池 の 隅 々 まで 行き 
わた ら せ , 双 CS。 の 揮発 性 爆発 性 を 抑制 し , 無駄 な 発 
散 消 滅 を 防ぐ 事 に より , CS, の 糞 池 内 回 虫 卵 に 対す る 殺 
卵 効 果 を 増強 し , 安定 化 せ し め て 実験 し た 夏季 に お ける 
成績 を 第 17 回 本 学会 東日本 放 部 会 に て 報告 し た が , 其 の 
俊 , 秋 , 冬 , 春 に わた り 同 様 野外 実験 を 続け と と に 四 
失 の 成績 を 得 た の で 報告 する 。 商 , 殺 卵 試験 と 同時 に Du 
Noye 表面 張力 計 を 用 い 表 面 張力 を 測定 し CS。 の 乳化 
状態 の 推移 を も 検討 し た 。 商 。 引火 性 に つい て も 小 実験 
を 施行 し た 。 1) 殺 卵 試験 に つい て 。 実験 方 法 は 前 回 同 
様 革 大 学 の 農園 内 野外 池 を 使用 し CS。 と 石油 と EA 
を 4:5:1 の 割合 に 混 じ , 乳剤 と し , CS。 の 濃度 が 夫々 
0.122, 0.052% に な る 様 に 糞 池 に 入れ , 携 振 し , 肥料 の 
Mn て 居る , ビニ ー ル シー ト で 蔽 を し , 以後 
培養 法 に ょ より 殺 卵 状態 を 検 し た 。 実験 成績 は , CS。 の 濾 
PP 
に 95% 以 上 殺 減 し ~10 日 間 で 完全 死滅 を 見 た 。 商 。 表 
面 張力 は 投入 前 41.0 ダ イン /cm* 一 49.5 ダイ ン /cm*, が 1 
日 後 で 大 体 31 ダ イン /em: 前 後に な り , 以 俊 上 層 , 下層 の 
差 が 少な く 安 定 し て いた 。CS。 の 濃度 0.05% で は , 夏 を - 
除い た 他 の 季節 で は 20 日 役 商 少 数 の 発育 卵 を 見 , 表面 
張力 も 策 々 不安 定 で あつ た 。 2) 引火 性 試験 に つい て は 
500 cc 入 三 急 フ ラス コ に OS。 単独 。 5。 直 石油 二 EA を 夫 
々 稀釈 せ ず , 及び 適当 に 稀 息 し た も の を 250cc づ つつ 入れ 
マッ チ の 燃 を 口元 に 近づけ た り , その 中 に 投入 し て 引火 
状態 を 験 し た 所 稀釈 し な い 時 は 前 者 (CS。 単独 ) は 大 き な を 
音 を 立て て 爆発 する が , 後者 (CS。 十 石油 士 EA) は 爆発 し 
な い 。 0.1 光 稀釈 の 時 は , フラ スコ 内 に 投入 し て , 前 者 で 
は 引火 する が 後者 で は 引火 し な い 。 商 農作物 に 対す る 薬 
害 は 前 記 大 学 の 農園 で 実験 に 使用 し 観察 し て も ら つ て 昼 
る が 何等 支障 が な いと 云う 報告 を 得 て 居 る , 又 , 顕 虫 に 
対 し て は 実験 的 観察 は し な か つた が , 実際 に は 1 日 後 で 
大 部 分 , 8 日 後 で は 全 減 する よう で ある 。 以 上 総括 し て 
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CS。 と 石油 と 界面 活性 剤 アノ アイ ゲン EA と に より 四季 を 通 
CS。 の 濃度 0.12 と 云う 比較 的 低 濃度 で 10 日 間 と 球 
う 短 期間 に 糞 池 内 の 回 虫 卵 を 撲滅 する と と が 出来 た 。 祥 
CS。 の 爆発 性 引火 性 も 極め て 低下 出来 , 農作物 に 対す る 
楽 害 も な く , 同時 に 殺 明 に 関し て も 有効 で や る と と な ど 
実際 に 利用 価値 の ある も の と 考え られ る 。 


85. 各種 化学 薬品 に よる 釣 虫 卵 殺 減 試験 (2) その 床 尿 
また は 床 水中 で の 効果 小林 昭夫 ・ 安 田 一 郎 ・ 齋 藤 敏昭 
・ 熊 田 三 由 ( 予 研 寄生 虫 ): A. KOBAYASHI, IL. YASU- 
DA, . SATTO & M. KUMADA : Ovicidal effects 


of several chemicals on hookworm ova in nightsoil 


いわ ゆる 殺 卵 剤 中 , ネオ ヂ ク ロン 新 剤 , 二 硫化 炭素 乳 
剤 , 亜 硝 酸 曹 達 , 揮発 性 草子 油 の ツ ビ = 釣 虫 卵 殺 減 試 験 
を 訂 尿 メ ヂ ウ ム ( 亜 硝酸 曹達 の み 塩酸 々 性 尿 水 ) 中 で 各 
種 作 用 条件 Peer SW ・ 作 用 日 数 : 3, 7,14 
日 ) の 組合 せ 下 で 実施 し , 下記 の 成績 を 得 た 。 1) ネオ 
ヂ ク ロン 新 剤 10'C 浸 漬 時 の 殺 卵 効果 は , 3 日 作用 時 に は 
250 倍 , 同 日 作用 時 500 倍 , 同 14 日 作用 に よる と き は 
まさ 1000 倍 ま で 完全 で あり , 20'O 浸漬 の 場合 に は 。 3 
日 。 Mn 
た 。2) 二 硫 化 炭素 乳剤 の 完全 殺 卵 濃度 は 。10' で 浸漬, 3, 
7, 1 日 作用 時 お ょ び 20 で 浸漬 , 3, 日 各 作 用 時 と も 
いずれ も 250 倍 まで で あり , 500 倍 以上 の 低 濃度 に 達 す 
る と 仔 虫 の 漠 出 を みた 。 3) 亜 硝酸 曹達 は , 両 温度 浸漬 
時 と も , 3 日, 日 各 作 用 に よる と き は 概ね 8000 倍 まで 
完全 で あり , 10' で , 14 日 間 の 作用 に よる と き は 16,000 
税 以 上 の 低 濃 度 で も 殺 減 し た 。$) 草子 油 の 殺 卵 力 は , 
10C 浸 潰 。 3, 7, 14 日 作用 時 で は 概ね 4000 倍 まで 完全 
で あつ た が , 20 や 浸漬 の 場合 に は , 低温 浸漬 時 の それ よ ょ 
り も 反 つ て 低下 が し めき され , 同 温度 3 日 作用 時 1000 倍 , 

Y 日 作用 時 2000 何 まで に と ど ま つ て いた 。 8) 上 記 子 
沿 の 高温 浸漬 時 に みみ られ た 殺 卵 効力 低下 の 原因 の 一 つ 
は , 追加 実験 の 成績 より 考察 し , 高温 浸漬 時 に 使用 せら 
、 低温 浸 潰 時 の それ た 比 し て よ 
り 旧い も の で あつ た と と 克 基 因 す る も の で ある と 考え ら 
れる 。 6) な ほ ツ ビ こ 金 取 を 殿 朱 メ デ ウ ム 中 20'C, 
11 日 間 浸 漬 し お く と き は , 同 メ デ ウ ム 中 薬剤 混入 の 有無 
に 関係 な よく, その 蔵 く が 死滅 し た 。 
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86. 寄生 虫 殺 卵 剤 の 研究 (4) イソ チオ シア ナイ ド 化 合 
物 の 合成 中 間 物質 , 配合 , 可 浴 化 剤 佐渡 正四 郎 ( 国 立 
衛 試 大 阪 支 所 ): S. SAWATARI : Studies on parasi- 
to-ovo-cides.。 (4 ) Synthetic interrmediateS, DreD2r4・ 





tion and solubilisates of isothiocyanidiS 


第 二 報 に お いて -NCS 化合 物 と CHCI。 の 配合 が 殺 卵 
効果 を 増強 する 事実 を 述べ , 之 の 検討 を 約 し た の で その 
結果 を 報告 する 。 此 の 増強 現 旬 は , -NCS と CHCI。 を 混 
和 し て 時 間 を 経過 する 為 で も な く , 陳 旧 CHCI。 の 分 解 
産物 に よる も の で な く , 日 光 ・ 紫 外線 ・ 温 度 の 影響 で も 
2 た 。CHCI。 自体 は -NCS と 化学 的 反応 を 

る 事 は 考え られ な い 。 又 ,。 此 際 添加 する CHCI。 の 
Ch Mt 全く 無 影響 で ある か ら , 薬理 学 2 
乗 作用 も 考え られ な い 。 そ と で 物理 的 状態 の 変化 に 
増強 で あろ う と 次 の 実験 を 試み た 。C。H,NCS ys 
CHCI。 を 瀬 増 的 に 加 へ 之 が 完全 に 乳化 する た め に , CH- 
Cl。 量 に 従 つて 可 溶 化 剤 え スコ アロ ー ル 100 を 増量 し た , 
殺 卵 効果 を 検 し た 所 , CH。NCS 0.2% の と き は CHCI 

0.2 狗 士 ス コア ロー ル 1.0 多 か ら CHCI。 0.8 士 スコ アロ 
ー ル 4.0 狗 で は 最も 強力 で あつ た が , CHNCS 0.12% の 
と き は CHC1。 0.6 多 十 ス コア ロー ル 3.0 多 か ら CHCI。 0.8 
十 ス コア ロー ル 4.0 2 まで は 最も 強力 で , その 前 後 は 
滞 次 弱く な り , 特に 更に 増量 し た も の は , CHCI。 を 加え 
な いも の より や ゃ 弱 か つ た 。 次 に は スコ アロ ー ル 5.0 易 十 
CiH。NCS 0.3 多 を 一 定 に し て 之 に CHCI。 を 加え た 所 , 
0.8 多 が 最も 強く 2 時 間 以 内 に 完全 殺 卵 し , 両 糞 は 次 第 
に 弱く ,。 CHCI。 が 流離 沈 激 す る 濃度 , 即ち 2 時 間 で は 
1.2 以上, 3 時 間 で は 1.0 多 以 上 は CHCI。 を 加え な 
いも の よ ょ り 有 弱み かつ た 。 更に 精査 する 目的 で CHNCS 
0.1 22 に CHCI。 0 て 0.5 2 スコ アロ ー ル 0.1 て 2.5 

の を 。CHCI。 が 分 離 し な い 限 度 で 調べ た と と ろ , CHCI。 
0.2 2 十 ス コア ロー ル 0.1 狗 が 最も 強く 2 時 間 で 完全 
殺 卵 し た の に 対し , 此 の 比 が 1 : 1 の 0.1 多 十 0.1 多 と 
0.2% 十 0.2 多 は よく 効力 が 近似 し て 2 時 間 で 98 守 殺 罰 
し レ 。 同様 に 比 1 : 5 の 0.1 十 0.5 多 か ら 0.5%% 十 2.5 
まで は 2 時 間 で 90-8022 殺 卵 し た 。 此 の 物理 学 的 性 状 は 
まだ 継続 中 で ある が 。 スコ アロ ー ル の み で は 100X 以 上 
全く 透明 で 油 溶性 色素 D. C. Red 27 を スコ アロ ー ル の 
量 と 税 プ て 薄 解 し タメ g で 著 明 に 呈 色 し , 起 泡 力 は 20 
り メ まで 認め た に 対し 。 之 に CiHNCS を 1 : 1 最 加 へ 
た 液 は 500 ベ < まで は 多少 沢 濁し 1000< か ら 透 明 に 藩 解 レ 
色素 は 50※ 不 薔 。100 ベ ー200X は 溶解 し 特に 500x は 著 


53 ) 
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と 薄 解 し た 。 更に 之 に 3 量 を 加 へ れ ば 又 ス コア ロー ル 
、 PR 
まで 認め た が , 特に 100 メ ー2000X は 色素 を 藩 易 に 落 
解 し た 。 又 CHCI。 を スコ アロ ー ル に 対し て 1 : 8 加え 
る と CHNCS 十 スコ アロ ー ル と 同様 に 1000X から 透明 
に 溶解 し 500X が 最も 色素 を 沙 解 し た 。 CHCI。2 の 場合 
は 夫々 1000 メ 及 200X, 1 量 で は 1002 も 色素 を 生 浴 解 
し 500x か ら 透 明 に 溶解 し た 。 今後 之 等 の 所 見 を 検討 
し , 且つ 電気 的 等 の 物理 的 測定 を 試み る 考 で ある 。 以上 
を 要する に -NCS の 一 定量 に 対 し て CHCI。 と スコ アロ 
ー ル の 量 比 が 効力 に 影響 を 及ぼ し , CHCI。 量 は な る べく 
多く 。 スコ アロ ー ル 量 は な る べく 少な く , 且つ CHCI 
が 析出 する 点 附 近 が 最も 有効 で ある 。 之 の 説明 は 目下 検 
討 中 で ある 。 


87. 糞 蒸 瓦 生 の 土 中 寄生 虫 に 及ぼ す 影 響 横内 幸 造 ・ 
北畠 栄 太郎 ( 弘 大 病理 ): K. YOKOUCHI & E. KITA- 
BATAKE: Effect of some vapouring chemicals on 
parasites artificially Dut in soil 


弘前 市 内 六 個 所 の 土壌 中 , 5 個所 に 顕 虫 卵 , 鞭 虫 卵 , 
東洋 毛 様 線 虫 卵 を 認め , 三 週間 に 理 る 負 卵 器 内 観察 に 依 
り , 東洋 毛 様 線 虫 卵 以外 は 全部 生存 し て いる と と を 確 め 
た 。 時 期 は 昭和 31 年 10 月 初旬 で , 地下 10 一 20 糧 の 部 分 に 最 
も 下 卵 が 多 か つ た 。 次 に 私 達 は 地下 20 覆 の 場所 に 顕 虫 卵 , 
ツ ビ ニ 釣 虫 卵 , ツジ ビ = 釣 下 第 一 期 仔 貝 , 培養 人 醒 虫 培養 
し た 土壌 中 の 自由 生活 型 の 繊毛 原虫 の 五 種 の 寄生 虫 を 埋 
め , と れ の 地上 に 琴 新 を 発生 する 米 蒸 剤 ., ヴェ ー パ スム ( 北 
興 化 学 ), 二 硫 化 炭 素 (小川 化工 ), クロ ー ル ピク リン ( 三 
共 ), D.D.( シ ェ ー ル 石油 ) を 注ぎ , と れ ら 寄生 虫 に 及ば 
す 影 響 を 確 め た 。 検査 時 期 は 昭和 32 年 Y 月 一 8 月 て 気温 
は 27 度 一 29 度 で 雨 が 多 か つ た 。 20 覆 地下 の 気温 は 26 一 28 
度 で あ づ た 。 実験 方 法 : 直径 約 5 弓 の 人 金 輸 に 目 の 細 か い 
金 綱 を か ぶせ , 四隅 に 約 30 の 針金 を 結び いつ で も 地表 
み ら 取 り 出 し て 検査 し 得る ょ うに し た 。 と の 器具 を 素 焼 
の 陶器 に 乗せ , 虫 卵 及 び 土 壌 の 線 虫 の いな い 土 を この 器 
具 に 載せ , その 土 に 被 検査 寄生 虫 を 注ぎ , 更に とこ の 上 に 
目 の 細か がい 金網 を の せ 土 中 に 埋め た 。 土 中 は 深 さ , 四 共 
に 20 紀 と し た 。 爆 燕 剤 は 10 倍 及び 2000 倍 に 蒸 汐 水 で 
め , 10cc を 地表 か ら 雨 の よう に 注い だ 。D. D の 
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性 な の で 10 倍 科 の み を 使用 し た 。 そ し て 坦 め た 次 の 日 

か ら 8 日 迄 検査 を 行 つ た 。 と の 結果 は ベー パム が 最も 成 

旨 が よく , 10 倍 で は 顕 虫 卵 , ツ ビ = 釣 虫 卵 が 2 日 。 ツ ビ 
ニ 釣 虫 仔 虫 , 培養 人 醒 昌 成虫 が 1 日 , 培養 織 毛 原虫 が 2 

日 で 死 減 し た 。2000 倍 で は 回 点 卵 が 4 日 。 ツジ ビ = 釣 虫 卵 
及び 仔 虫 が 2 日 , 培養 人 杏 息 成虫 が 3 日 , 繊毛 原虫 が 2 
日 で 死 減 し た 。 ベー パム は Zentmyer が 1955 年 土壌 中 
の ネ マ トー ダ に 効果 顕 閉 な こと を 報告 し て いる 。 と の 楽 
品 は 刺 幸 臭 が な い の み な ら ず 引火 性 も な い 。 成分 は 

S 
CHL-NH_-C_S_Na.2 HO 

で ある 。 私 達 は 寄生 虫 の 撲滅 対策 の 一 環 と し て ベー パム 
に 人 る 土 中 寄生 虫 の 殺虫 を 提唱 する 。 


88. 東京 都内 電 々 公社 職員 の 三 年 間 に お ける 釣 虫 感染 
の 疫学 的 考察 春田 孝 正 ・ 谷 茂 ・ 鈴 木 三 郎 ・ 山 内 一 長 ・ 
磯田 好 康 ・ 難 波 般 (東京 電通 局 ) 柳沢 利 喜 雄 ・ 矢 島 ふ き 
( 千 大 公衆 衛生 ): エ . HARUTA, S. TANI, S. SU 
ZUKI, K. YAMAUCHI, Y. ISODA, Y. NANBA, R. 
YANAGISAWA 尺 F. YAJIMA: Observation j 
latest three years on infection of the hookworm 
about the telegraph and telephone public corporation 
employees in Tokyo 

我々 は 昭和 30・31・32 年 の 夫々 秋 に , 東京 都内 電 々 公 
社 職 員 の 集団 検便 を 延 47 局所 5286 名 に つい て 行い , 次 
の 如き 結果 を 得 た 。 対象 は 20 て 60 才 の 勤務 者 で , 職種 
は 事務 系 統 及び 現場 作業 員 を 含み , う ち 女 子 は 約 。 で 
あつ た 。 検 査 方 法 は 硫 苦 加 食 塩水 浮 基 法 に よる 集 卵 注 1 
本 値 と し , 採 便 に 当 つ て は 子 め 配布 し た 調査 本 に , 職 
種 , 自覚 症状 , 過去 7 年 間 の 居住 地 及び 農業 経験 の 有無 
等 の 調査 事項 を 記入 させ , 被 検 便 と 同時 に 提出 きせ た 。 
8 年 間 の 検査 結果 は , 釣 虫 4.8 , 顕 虫 Y.8 時 , 東毛 
10.8 多 , 鞭 虫 12.522 で あり , 各 年 度 別 の 釣 息 卵 陽 性 率 に 
大 差 は 認め られ な か つた 。 仔 虫 培養 に よる 寄生 釣 昌 種別 
は , ツジ ビニ 釣 虫 (A.d と 略記 ) 保有 者 63 名 , アメ リカ 釣 
虫 て N. a と 略記 ) 保有 者 180 名 , A.d と N.a の 混合 
保有 者 9 名 , 仔 虫 陰性 者 24 名 で あり , 単独 寄生 者 が 多く 
且つ 仔 由 発生 数 の 少 い 稀 薄 感染 者 で あつ た 。 各 年 度 の 

d と N.a の 保有 者 比率 は 略 一 定 で 大 差 を 認め な か 
つた 。 次 いで , 上 記 の A.d 群 6 名, N.a 群 180 名 と 対 
人 象 と し て 東毛 群 300 名 , 昌 卵 陰性 群 300 名 一 各 年 度 別に 
100 名 宛 無 作 為 に 抽出 一 を 選び , 調査 表 の 項目 に 従 つて 
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下記 の 如く 比較 検討 し た 。 自 覚 症状 は A.d 群 に 有 所 見 
者 率 が 高く , 他 の 3 群 と の 間 に 有 意 差 が 認め られ , 特に 
息切れ , めまい , 顔 貌 蒼白 等 の 循 欄 器 障害 が 目立つ て い 
た 。 職 場 , 生活 陣 境 , 農業 経験 等 の 面 よ り , 土 壊 に よる 汚 
洲 の 機会 を 有する 者 を 調査 し, 土壌 関係 を 算出 し て みる 
と , A. q. 群 6a, N. a. 群 85, 東毛 群 41, 陰性 群 40 
となり, 又 * 検定 こ により N. a. 群 と A. qd. 群 と の 間 
に 有意 差 が 認め られ , 且つ と の 二 群 共に 東毛 群 及 び 陰性 
群 と の 間 に 有 意 差 が 認め られ た 。 直接 農業 経験 を 有する 
者 は A.q. 群 46 辺 , N.a. 群 60 錠 , 東毛 群 24 狐 , 陰性 群 18 
2 で あつ て , 釣 虫 寄生 両 群 は 対象 群 に 比 し て 有意 差 が 認 
め ら れ た 。 双 , 農業 経験 を 有する 者 の うち , 肥 が せ 一 80 
年 度 調査 一 は , N. a. 群 に 出現 率 が 高く , A. d. 群 は 対象 
群 と 差異 を 認め な か つた 。 更に , 居住 地 を 都 区 内 と 都 区 
外 及 び 他 県 の 別に 分 ける と , 釣 虫 寄生 両 群 は 対象 群 と 比 
し 都 区 内 居住 者 が 少く 有意 差 が 存 し た 。 双 , 各 群 の 都 区 
内 居住 者 の 土壌 関係 率 は N.a. 群 に 高く , A.q 群 , 

東毛 群 , 陰性 群 の 順に 少く な り , 都 区 内 生活 者 に お いて 
も 釣 虫 群 と 対象 群 と の 間 に 有 意 差 を 認め た 。 以 上 , 都市 
勤務 者 に お ける 釣 虫 感染 径 路 に 対す る 示唆 を 与 へ る 成績 


と 思 は れる 。 


89. 養 線 虫 の 研究 , 分 布 , 症状 , 治療 に 寺 て 菅沼 洋 
達 (横浜 市 大 寄生 虫 ): H. SUGANUMA : Studies on 
S/z の ges s/ezcozg7Zs. Distribution, Symptoms and 
treatmentS 

1) 分 布 : 本 線 虫 分 布 に 関し て は 既に 多く の 報告 が あ 
り , 熱帯 及び 亜熱帯 地 に 多い と され , 本 邦 に お いて は 主 
に 九州 及び 鹿児島 以 南 に 多く 他 の 地区 で は 住民 の 1 多 以 
上 に 検出 され た 報告 は 殆 ん ど 無 く 特 に 東北 以上 北 に お ける 
告 は 僅か に 佐々 氏 の も の が ある に すぎ な い 。 今回 当 教 
室 に お いて 福島 県 下 の 炭 破 労 務 者 に 就 て 寄生 由 調 査 を 行 
つた 際 多 数 の 間 線 虫 を 認め た の で 報告 する 。 福島 県 湯本 
市 , 被 検 404 名 中 , 8 名 , 1.9822, 福島 県 勿来 市 , 被 検 
119 名 中 , 6 名 , 5.04 多 , その 後 横浜 市 の 一 地区 , 農民 
49 名 に 就 て 検便 を 実施 し た 際 1 名 (2.04 狐 ) の 糞 線 下 保 
有 者 を 認め た 。 若 し 慎重 に 検査 を 行 へ ば 本 邦 全土 に か け 
て 数 は 少く と る 相 等 広く 分 布 し て 居る も の で は な いか と 
老 へ られ る 。 2) 症状 : 自覚 症状 と し て 主 に は 供 奄 感 。 
肩こり , 腹痛 , その 他 少 数 に 軟便 , 食 然 不振 , 頭痛 , 頭 
車 感 。 敗 時 , 動 修 , 耳鳴 , 関節 痛 , 手足 の シビ レ 感 等 の 
訴え あり , 下痢 は 認め られ な か つた 。 血清 に て CL Ca, 


( 55 ) 
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Na, 民 , 総 算 白 を 検査 し た と と ろ 大 体 正常 値 に し て , 婁 
相 の み ら れ た の は 2 , 3 名 , 尿 検査 に て は 特に 変化 は な 
く 。 全般 的 に 臨床 症状 は 強度 の 変化 は 見 られ ず , 唯一 人 
に 著名 な る 浮腫 を 顔面 に 認め た も の が あつ た 。 3) 治 
療 : 治療 と し て 今 迄 特 効 の ある と 思 は れる も の は 殆 ん 
ど な く , 今回 あ 「 ゲ ンチ アナ 。 ヴ イオ レッ ト 」 を 1 日 量 
0.2 g1 日 3 回 に 分 服 14 日 間 総量 2.8g を 用 ひ た が 約 
2 ヶ月 後 の 再 検便 に ょ より 8 名 中 4 名 は 不 成 幼 , 2 名 は 誰 
転 。 他 の 2 名 は 不明 で あつ た 。 商 , 本 駆 昌 剤 服用 の 際 の 
副作用 と し て 主 に 悪心 , 忠 吐 で あり , そ の 他 少 数 に 軟便 , 
頭痛 , 耳鳴 , 借 怠 感 , 手足 の シビ レ 感 を 訴え た 者 が あつ 
た 。 駆虫 後 自 覚 症状 は 大 部 分 消失 し た 。 


90. 宮崎 市 周辺 の 寄生 虫 ( 多 虫 ) 分 布 に つい て 小牧 庄 
夫 (宮崎 保健 所 ): S. KOMAKI : Distribution of para- 
sites (Hookworm) in the circumferences of Miyazaki 
City 

宮崎 市 周辺 の 町 村 部 落 民 の 検便 成績 は 田野 町 2388 名 中 
虫 28.722, 釣 虫 42.12, 清武 町 3201 名 中 顕 虫 34.022, 
釣 虫 58.4, 生 目 村 1022 名 中 顕 虫 15.622, 釣 虫 73.8 狐 , 
広瀬 町 861 名 中 顕 虫 9.7 多 , 釣 虫 66.2 で 釣 束 の 感染 素 
は 極め て 高く , 60 部 落 の 中 50 多 以上 の 部 落 88。 就 中 70 狐 
以上 の 部 落 11, 80 多 以上 の 部 落 4 を 算 し た 。 顕 虫 は 之 に 
比べ 84.0-9.7 多 の 低 率 で 平均 し て 釣 昌 の 3 分 の 1 て あ 


つた 。 ん 等 部 落 民 の 釣 東 集団 駆虫 の 結果 , 田野 町 排 昌 者 


784 名 , A.d. 2962 隻 , N.a. 13792 隻 。 清武 町 排 虫 者 1452 
名 , A.d. 3459 隻 , N.a. 32920 隻 , 生 目 村 排 虫 者 1430 名 。 
A.d. 6568 隻 。 N.a. 46604 隻 , 広 瀬 町 排 虫 者 394 名 ,A. d. 
3555 隻 。N.a. 19443 隻 。 合計 排 虫 者 4060 名 の 総 排 下 数 の 
A.d. : N.a. は 16544 : 112759 で , N.a. が 優 占 的 分 布 を 
示 し た 。 1 人 平均 排 虫 数 は 田野 町 21.4 隻 , 清武 町 25 .1 
隻 , 生 目 村 37.2 隻 , 広瀬 町 58.4 隻 で , 感染 濃度 は 必ず し ゃ 
感染 率 と 一 致し な か つた 。 大 多数 の 部 落 に お いて N.a. 
が A.d. より 優 占 し て いる が , 田野 町 及び 清武 町 の 中 心 
部 即ち 街 を 形成 し て いる 地域 で は A.d. が Nr.a. より 優 
占 の 傾向 を 示し , 宮崎 市 内 と 同様 の 成績 ご で あ つ た 。 また 
宮崎 布 内 で は ある が 全く 半 農 半 漁 部 落 で ある 郡 堺 の 野島 
部 落 で は A.qd が 優 占 し た 。 之 等 の 分 布 像 は 釣 下 分布 の 
要因 。 ひい て は 釣 下 の 感染 経路 の 問題 を 探 未 する 上 に 極 
め て 興味 ある 問題 を 呈 供 する も の と 考え る 。 
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91. 時 後 神戸 市 に 於 ける 検便 成績 より みた 寄生 虫 卵 の 
推移 に つい て の 考案 宮田 葬 徳 ・ 中 村 温 ・ 浦 川 新 次 ・ 網 家 
きみ 子 (神戸 市 衛 研 ): Lt MIYATA, A. NAKAMURA, 
S. URAKAWA&K. AMIYA : Analysis of the transi- 
tion of the parasite eggs in Kobe after the 2nd War 


戦前 (昭和 13 年 ) 神戸 市 に お ける 顕 昌 卵 陽性 率 は 約 
11.95 多 で あつ た が 終戦 前 後 か ら そ の 陽性 率 は 急 昇 し 農 
山村 に お ける それ に も ゃ 匹 散 する 状態 と な つた 。 此 の 事 は 
ひと り 神 戸 市 だ け の 問題 で は な く 全 国 的 に み ら れ た 現象 
で あつ た が 申 昭 和 24 年 頃 迄 を ピー ク と し て 以後 溢 減 し 現 
在 で は 可 な り 戦 前 の 状態 と 近 ず いて 来 た と 考え られ る 。 
我々 は 神戸 市 立 衛生 研究 所 に お いて 検便 し た 成績 を 中 心 
に し て 神戸 市 に お ける 寄生 虫 卵 の 推移 に つい て 調査 し た 
の で その 成績 を 報告 する 。 商 此 成 績 は 殆ど 落 抹 検査 に よ 
る 成績 ぐ で ある 。 当 研究 所 外来 受付 に よる 検便 成績 で は 昭 
和 24 年 に は 検査 人 員 3285 名 中 53.1 に 上 名 虫 卵 を 認め た が 
昭和 28 年 で は 2812 名 中 31.9 多 昭和 32 年 で は 8468 名 中 13.4 
多 た 減少 し た 。 受精 卵 , 未 受精 卵 の 関係 は 昭和 24 年 に は 
略 8 1 の 割 で 受精 卵 が 多 か つ た が 昭和 26 年 に は 略 1 : 1 
昭和 28 年 に は 逆 に 1 : 3 の 割 に 受精 卵 の 方 が 少く な り 以 
後 昭和 32 年 迄 此 の 状態 が 続い て いる 。 釣 虫 卵 は 昭和 24 年 
19 .4 多 で あつ た も の が 昭和 28 年 に は 9.7 錠 , 昭和 32 年 に 
は 2.4 多 に まで 減じ た 。 鞭 虫 卵 も 同様 20.22 か ら 9.3 易 
重り や ャ 条 虫 , 吸虫 其他 の 寄生 虫 卵 は 僅少 で 各 年 

こ ょ り 著 明 な 差 は 認め ちら れ な か つた 。 次 に 同一 事業 場 
の 年 次 天候 績 ども 笑 研 外来 受付 の 成績 と 同様 
特に その 受精 卵 並 に 釣 昌 卵 に 著 明 な 減少 を 認め 鞭 虫 卵 で 
は 僅か の 減少 , そ の 他 の 寄生 虫 卵 で は 著 変 が な か つた 。 
ーー の 1E 条 は 才 chofe 

受精 卵 を 含む ) を 比較 し て みる と 住宅 地域 15.91 め , 
ws 17.01%, 工業 地域 18.91, 農業 地域 25.16 

, 漁業 地域 22.24 狐 の 陽性 率 を 示し 農業 地域 と 住宅 地 
が の が 恩 め られ た 。 商 全市 学童 の 平 
均 は 19.85 用 で あつ た 。 以 上 昭和 24 年 頃 よ り 顕 虫 卵 は 急 
激 に 減少 し 特に 受精 卵 の 減少 が 著しい の が 認め られ る が 
と れ は 衛生 観念 の 向上 と 共に 環境 衛生 の 改善 特に 自家 菜 
園 の 減少 に よる 都会 に お ける 頭 虫 感染 陣 の 減少 が 大 い に 
関係 が か ある の で は な いか と 推定 され る 。 


92. 土 境 中 の 久 虫 卵 検査 法 に 関す る 研究 (2) 使用 我 蓋 
ガラ ス の 汚染 程度 と 虫 卵 捕捉 率 と の 関係 杉山 太 幹 ( 予 
研 寄生 虫 ): F. SUGIYAMA : Studies on the exami- 






(56 ) 





nation technique recovering aSCariS ova from Soil (2 ) 


On the relationship between clearness of cover-glass 


and recOvering GEgS 


筆者 は 浮 洪 法 に ょ る 頭 虫 卵 検査 の 場合 使用 被 蓋 ガラ 
ス の 汚染 程度 に より 虫 卵 の 捕 提 率 が 閉 る し く ヾ 変動 する と 
と を 発見 し た の で と こと に 発表 する 。 実験 方 法 : 豚 胆汁 処 
理 豚 問 虫 卵 (中 山 , 1957) を 了 予め 顕微 鏡 下 に 装置 し た 口径 
1 cm 長 さ 6cm の 小 試 験 管 の 底部 に と り , 之 に 比重 1260 
の 硫 苦 液 を 注 加 し て , 40 分 後に 浮上 貝 卵 数 を 直接 顕微 億 
下 で 算定 し , 次 で 各種 被 善 グラス を 浮 江 液 面 に 平行 に な 
る よう に し て 静か に 附 着き せ , 被 著 カラ テス に 捕捉 され た 
虫 卵 数 及び 液 面 に 残存 し た 由 卵 数 と 夫々 算定 し た 。 使用 
し た 被 蓋 が ラス は 1) クロ ム 硫 酸 一 垢 酸 アル コー ル 処 理 
し た も の 。 2 ) 市 販 未 使 用 の も の , 3 ) 指 脂 に ょ り 汚 染 さ 
れ た も の の 3 種 で ある 。 実験 成績 : クロ ム 硫 酸 一 塩酸 ア 
ルコ ー ル 処理 の 被 革 ラス を 使用 し た 場合 の 下 卵 捕捉 束 
は 1 回 目 で 3 回 目 ま で に 982 に 達 0 市 販 示 使 
用 の 被 蓋 が ラス で は 1 回 目 78 多 , 3 回 目 ま で に 94 多 で 前 
者 より や や 捕捉 率 の 低下 が み ら れ た 。 とれ に 対し 指 脂 ど 
汚染 され た 彼 革 ガ ラス を 使用 し た 場合 の それ は いち ゞ る 

し く 低 下 し て 1 回 目 で 41%。 3 回 目 ま で も 783 多 に すぎ な 
か つた 。 結論 : 1) 名 虫 卵 の 浮 江 検出 に 際 し , 使用 被 蓋 
ガラ テス の 汚染 程度 は 虫 卵 の 捕捉 率 に いち ヾ る し い 影 故 
を 及ぼ ば す 。 2) 使用 各種 汚染 程度 の 被 蓋 が ラス の うち ,。 
最も 清浄 度 の 高い と 考 へ られる, クロ ム 硫 酸 一 塩酸 アル 
ニー ル 処 理 の 被 革 が ラス を 使用 し た 場合 に その 虫 卵 捕捉 
率 は 最高 で あつ た 。 3) 皮脂 に ょ り 汚染 され た 被 蓋 ガラ 
ス を 使用 し た 場合 に は 最も 捕捉 率 が 低く , 且つ その 変動 


IE 0 
が 大 きか つつ: こ o 


93. 殿 便 貴 虫 卵 分 布 に つい て ①) 卵生 均 値 分 布 画数 
の 型 の 想定 と その 意義 に つい て 中 島忠 一 ( 千 大 三輪 内 
科 ): C. NAKAJIMA : Studies on the distribution of 
ascaris ova in human feces. ( 1 ) On the specification 
and meaning of the distribution function Of mm (DeT- 


sonal rmean value of egg count per one preparate) 


個人 の 殿中 即ち 母 平 均 m の 一 定 な 時 上 虫 卵 分 布 は Pois- 
son 分 布 す る と と を 基礎 と し て 異な る m の 集合 体 で あ 
る 集団 の 際 の m の 信 布 を 追求 し た 。 農村 小学 校 児 童 を 対 
象 と し 直接 塗 涼 標 本 6 枚 中 の 全 眼 虫 卵 数 を 算 し, その 標 
本当 り の 平均 値 を 個人 別 平均 値 m と し て 階級 出 を 1.0 に 
と り 分 布 型 を し ちら べ た 。 分 布 図 は 指数 の 小さ い 了 型 奴 は 


[寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 7 巻 ・ 第 3 号 








( 横 


enC 
















(1958) 〕 





昭和 33 年 6 月 


旧 数 型 を 子 想 さ せ た 。 対象 集団 の 駆虫 前 後 を digamma 
函数 {(p) Psi 函数 j を 用 いる 母 数 堆 定 を 行い Pv= 
1.07, Ps 王 1.28 と 指数 P は いづ れ も 1 に 近く 指数 分 布 と 
認め られ た 。 半 対 数 図 , 定 差 図 に 記入 し て も , 更に 個人 
別 卵 平均 値 の 平均 即ち 集団 卵 平 均 値 a を 求め 理論 的 指 
数 分 布 函 数 と 経験 的 分 布 函数 を 図示 し て も , よく 適合 
レ し, 度数 分 布 表 及 び 理論 的 計算 値 を が 検 索 し て や 有意 
の 差 が 認め られ ず m の 食 布 は 指数 分 布 な る こと を 確認 レ 
た 。 但し 濃厚 感染 者 を 除く 。 と の 意義 , 1) 直接 塗 深 標 
本 1 枚 当 り の 卵 平 均 値 の 下限 値 が , 従来 の 諸家 の 報告 よ 
9 + が 多く , 駆虫 後 の 集団 内 等 で は 常に 現れ 
F。 ニ 1ーe- で に x= ニ 1 と し ニュ 1ーe- で 之 が 集 
団 卵 平 均 a の 異 る 各 集 団 内 に お いて m が 1.0 以下 の 者 
の 占め る 比率 と し て 現 は し 得る 。 2) 集団 の 感染 度 示 標 
と し て 標本 平均 値 , 集団 卵 平均 が 最良 な る と と が 保証 さ 
れ た 。 3) 集団 平均 値 の 比 は 検 定 に より 検定 し うる 。 
と de 実例 に 応用 し 駆 下 後 そ の 集団 の 感染 率 の みな 
ら ず 感染 度 も 低下 する と と を 確認 し た 。 4) 集団 平均 値 
a な る 集団 に お いて n 枚 検 査 で も 見 落 さ れる 確率 は , 





ーPm * 1 1 1 
e =le dFm)=le ・ーー・e~ 』 dmー 
Ownioo 。 3 
本 下 (m+ー jeT キー イヤー 
故に 検出 素 p =1 一 q' ニ ーー デニー て 現し うる 。 と の と 


と か ら 集団 検便 時 の 直接 塗 深 標 本 の 卵 検出 素 と 検査 枚 
数 と の 関係 を 求め 得 た 。 集 団 検便 時 の “見 か け の 陰 転 " . 
が 想像 以上 に 大 で 単に 標本 3 枚 値 に よる 陰 転 系 の 測定 は 
あま り 意味 が な いと と を 確 め た 。5) 集団 に お ける カバ 
ー グ ラス あたり の 下 卵 数 分 布 型 は m が 指数 分 礁 す る と 
と か ら 幾 何 分 布 す る と と が 想定 され る 。 離散 型 ( 計 数 の ) 
の 分 布 に お ける 鑑別 法 を 標本 値 に お いて 図示 する と 負 の 
と が 予想 され た 。 騙 実 測 値 に 計算 値 を 代 
て は め 作 図 す る と 図 上 で は か な り 適 合 が 
*Z? 検定 で 棄却 され た 。 この 原因 は , 
虫 卵 数 k ABS 本 し て 充分 
の 適合 を 示さ な く な る と 思 は れる が , と の 点 充分 意識 し 
て 追試 する つも り で いる 


94. ビ ピ 信 ミン 4 と 久 申 感染 に 関す る 研究 渡辺 弘 夫 
(横浜 市 大 寄生 虫 ): HH WATANABE : Studies on infu- 


ence of vitarmin A upon aScariS infection 
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ビタ ミン A が 普 虫 感染 に 影響 する 事 は , 平石 その 他 の 
諸氏 の 報告 に 見 られ る 通り で ある が , その 使用 せる ビタ 
ミン A に は , ビタ ミン D が 混在 し , 又 動物 実験 に お いて 

も 非 固 有 宿 主 を 使用 し て 居 た り , 成績 も まち まち で 
解決 の 点 が 少く な か っ た 。 著者 は 偶々 純粋 ビタ ミン A 
(純度 1 瓦 中 100 万 国際 単位 ) を 得 た の で , その 過剰 投 
与 が 動物 並 人 体 に 如何 な る 影響 あり や を 実験 し , 下記 の 
結果 を 得 た 。 動 物 実験 は 先 づ 予 備 実験 と し て , 犬 自然 便 
より 得 た 犬 串 虫 卵 の 30 で 素 焼 瓦 培養 を 行 ひ 。 その 有 虫 期 
卵 の 完成 期 を 追及 せる 所 , 培養 15 日 以降 に 豚 各 期 卵 の 完 
成す る 事 が 分 っ た 。 次 に と の 上 腔 虫 期 訴 を 用 い , マウ スペ 
の 感染 実験 を 行っ た 。18 匹 の 健康 マウ ス に 前 記 の 有 貝 期 
卵 を 人 工 感染 せしめ , 肺 移行 仔 虫 数 を 検査 し て 感染 能力 
を 判定 せる 所 , 培養 23 日 の 腔 息 期 卵 が 最も 強い 感染 能力 
を 有する 事 が 分 っ た 。 次 いで 本 実験 と し て と の 及 息 期 卵 
を 用 い , 固有 宿主 ご で ある 幼 犬 に 人 工 感染 実験 を 行っ た 。 
即ち 同一 母 系 よ り 生れ た 生後 2 ヶ月 の 幼 犬 9 頭 を 投与 
群 と 対照 群 に 分 け 両 群 共 虫 の 自然 感染 を 充 軌 防ぎ 得る 
環境 と 一 定 の 飼料 に て 飼育 し た 。 投与 群 に は 1 日 2.000 
国際 単位 の 純 ビ タ ミ ン A を 80 日 乃至 52 日 間 連 日 投与 し 

その 間 即 ち 投与 後 16 日 乃至 22 日 目 に 前 記 予 備 実験 を 経た 
有 虫 期 卵 を 人 工 感染 せ し め , 感染 後 約 80 日 に . クロ ロホ 
ルム 層 殺 し 腸管 内 の 顕 幼 昌 を 検査 し た 。 面 し て その 感染 
率 を 対照 群 の それ と 比較 せる 所 , 投与 群 の 平均 感染 率 は 
46 多 , 対照 群 の 感染 事 は 85%% で 推計 学 的 に 有意 の 差 が 認 
め ら れ た 。 次 に 環境 及び 生活 を 殆 ん ど 同 じ く する 結 楼 入 
院 患 者 , 精神 病 患 者 を 夫々 2 群 に 分 ち , 1 群 を 投与 群 と 
し , 1 日 5000 国際 単位 の 純 V・A 剤 を 118 日 乃至 185 
日 間 授 与 し ,。 その 顕 虫 自然 陽 転 率 を 対照 群 の それ と 比 
較 検 討 し た 。 第 一 実験 群 で は 投与 群 の 陽 転 率 は 11.5 対 
照 群 は 15.7 多 で 推計 学 的 に 有意 の 差 は な か っ た 。 第 二 実 
験 群 の 投与 群 の 自然 陽 転 率 は 30.3 多 で , 対照 群 の それ は 
54.222 で あり , 推計 学 的 に 有意 の 差 が 認め られ た 。 第 三 
実験 群 (学童 ) の 投与 群 の 自然 陽 転 率 は 19.4 多 で あり , 
対照 群 の それ は 88.222 で , 推計 学 的 に 有意 の 差 を も っ て 
投与 群 の 方 が 陽 転 率 が 低かっ た 。 以 上 の 動物 実験 及び 人 
体 試験 の 結果 , 純 ビ タ ミ ン A の 過剰 投与 は , 顕 虫 感染 を 
防止 する 作用 の ある 事 を 知っ た 。 


に * 未 


95. サン トニ ン と カイ ニン 酸 の 配合 に 関す る 研究 岩 
出 太 郎 (横浜 市 大 寄生 虫 ): 下 . IWADE : Studies on 
anthelmintic value of santonin and kainic acid 
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サン トニ ン (以下 ST と 略 ) と カイ = ニン 酸 (以下 KA 
と 略 ) と は 之 等 を 生々 単独 に て 使用 する 場合 より も , 両 
者 を 適宜 の 量 に て 併用 する 方 が より 効果 的 な る 顕 虫 駆 虫 
成績 を 上 げ 得 る 事 は 既に 衆 知 の 事実 ど で あ る 。 し か れ ど も 
之 等 両者 の 配合 量 に 関し て は , 諸家 の 報告 も 区 くに し 
て , その 最も 効果 的 と 思 は れる 配合 量 は 未だ 明確 と は 言 
し 近い *。 且 叱 の SF と 表 A の 配合 量 は 一 定量 を 超 ゆ る 場 

は 2208GBRP 
で ある 。 依っ て 吾 ベ は 小学 校 児 童 の 集団 駆虫 に 際 し 
諸 種 の 点 (副作用 , 経済 , 其 の 他 ) を PS 
ある 為 , 其 の 8 と 表 A の 配合 量 が ょ り 少く て 一 応 の 鯛 
虫 駆虫 成績 を 得 ら れる 限界 を 調査 せん と 試み , 横浜 市 内 
小学 校 児童 と 茨城 県 桂 村 内 小学 校 児 童 を 対称 と し て 総数 
8035 に 種々 な る 配合 量 を 以 て 其 の 鍋 中 駆虫 成績 を 調査 
し , 之 を 比較 検討 し た 。 今回 の 調査 の 配合 量 は , 8 を 
40。50, 60 mg の 3 群 に 分 ち , 反 A を 3.4。5.6 mg と 
し て 各々 に 配合 せしめ た る 場合 を 調査 し た 。 其 の 結果 は 
ST40 mg に KA 6mg を 併用 し た 場合 が 平均 陰 転 率 83 
22 (調査 250 名 ) に て 最高 の 成績 ご あっ た 。 し か レ し 一 応 
の 魚 虫 駆虫 成績 を 上 げ 得る 限界 ( 吾 々 は 70 多 以 上 と し 
た 。) を 求め た る 場合 は , S T 40 mg に KA 6mg, ST 
50 mg に KA 4mmg (平均 陰 転 率 Y0 , 調査 482 名 ), 
S T60 mg に KA 3mg( 平 均 陰 転 率 77 2 調査 254 名 ), 
が その 限界 で あり , それ 以下 の 配合 に て は いずれ も ゃ 成績 
が ef する の を 認め , それ 以上 の 配合 に て も 成績 が 閉 明 

こ 上 昇 す る 事 な く 甚だ 不同 な る 結果 で あっ た 。 祥 今 回 の 
人 査 に て は 都会 地 と 農村 地 と の 差異 は 著 明 で ご なく, 且 検 
便 時 虫 卵 陽性 度 の 多 宴 に お いて も る 僅少 の 差 を 認め る に 過 
ぎ な か っ た 。 依っ て 今回 の 検討 の 結果 , 一 応 の 顕 虫 駆虫 
成績 (702 以 上 ) を 上 げ 得 る 3 群 の 配合 量 の 限界 は , 1) 
S T40 mg に 対し て は 氏 A5 て 6mg, 2) ST50mg に 
は 本 3) S T60 mg に 対し て は A 4 mg, 
配合 量 が 適当 で ある と 言う 結果 を 得 た る も の で あ 


の O* P 


96. 寄生 虫 毒 の 甲状腺 機能 に 及ぼ す 影 響 (2②) 藤本 淡 ・ 
内 田 健一 (熊本 大 寄生 虫 )・ S. FUJIMOTO & K. UTI- 
DA : Effects of helminth-toxin on IT“! uptake of thy- 


roid gland (2 ) 

前 報 に お いて , 顕 虫 乳剤 注射 に より マウ ス 甲 状 腺 の 
Ii! 摂取 率 は 著 明 に 抑制 され , 之 は 同 乳剤 の Thyroxine 
合成 過程 の 酵素 反応 に 対す る 阻害 作用 及び 肝 の 実質 性 変 







( 58 ) 
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化 の 為 の Tyrosin 代謝 障害 に よる 1』! 集積 能力 の 低下 
に 起因 する の で あろ うと 報告 し た 。 其 後 更に 犬 釣 虫 乳 
剤 。 正常 大 血清 ( 生 : N-S,, 凍結 乾燥 : N-S,) 及び 銘 息 
貧血 犬 血 清 ( 生 : An-S,, 凍結 乾燥 : An-S。) 注射 の マウ 
ス 甲 状 腺 機能 に 及ば す 影 響 を その 1 摂取 素 と Auto- 
radiography と に より 検討 し , 更に 甲状腺 及び それ と 密 
接 な 関係 を 有する 脳 下垂 体 , 副腎 及び 肝 に 就 いて 病理 組 
織 学 的 検索 を 加え た 。 犬 血清 に 就 い て は 特に 異種 午 白 の 
影響 を 見 る 為 に その 蛋白 量 CKjeldahl の micro 及び 
macro method の に より 総 N 量 測定 X6.25) を 測定 し 
答 々 平均 N-S, : 6.2498 mg/, N-S, : 5.5162 mg/ai, 
An-S」 : 2.9862 mg/ql An-S。 : 2.8598 mg/qd】 と 云う 値 
を 得 た 。 そ と で N.-S, 生理 食塩 水 2 倍 稀釈 液 CN-S。), 
釣 虫 貧血 犬 血 清 の 熱 凝 固 邊 白 を 除去 し た も の (An-S) 
20 あ CWeY2OceAiA 。 実験 方 法 は 全て 前 報 と 同様 に 行 
, 犬 釣 虫 乳剤 及び 血清 共 夫 々 マウ ス 1 匹 当り 0.1cc 

宛 毎日 1 回 7 日 間 連 続 度 下 に 注射 し た 。T"! 摂取 率 は 釣 
東 乳 剤 注射 群 も 顕 虫 乳剤 注射 群 と 同 程度 の 抑制 を 認め る 
が , その 作用 機 序 も 略 々 同様 と 思わ れる 。 N-S。 注射 群 
は 殆ど 無 処置 対照 群 と 同様 の 則 線 を 示 し 即ち , 3 mg/ql 
程度 の 彼 白 量 の 血清 0.1cc X 7 回 投与 で は 異種 重 白 に よ 
る 摂取 抑制 は 認め られ な い 事 を 示す 。An-S, 注射 群 で 
は An-S。 群 と 殆ど 同 程度 の 抑制 を 示す が , An-S。 注射 

E で は 抑制 度 は 生々 軽い 。 し か し 対照 に 比 す れ ば 商 著 し 
い 抑 制 を 認め , 之 等 の 成績 より 釣 虫 貧血 犬 血 清 に は マウ 
ス 甲 状 腺 の 1 や 摂取 を 抑制 する 物質 の 存在 が うか が わ 
れる 。 双 各 摂取 率 と Autoradiography の 陽性 度 と は よ ょ 
く 平行 関係 を 示し た 。 


97. 骨折 治癒 に 及ぼ す 寄 生 虫 毒 の 影響 内 田 健一 ・ 藤 


本 滋 ( 熊 本 大 寄生 虫 ): K. UTIDA & HUJIMOTO : 


Effects of helminth-toxin on P*: metabolism of bone 
and its fracture healing 


前 報 実験 的 寄生 息 症 の 焼 代謝 に 引 続 い て 。 マウ ス 大 服 
骨折 治癒 に 及ば す 豚 頭 虫 , 犬 釣 虫 乳剤 注射 の 影響 を 
P'? 沈着 率 を 指標 と し て 検討 し た 。 同時 に 骨 の 総 量 を 

定量 し て 比 放射 能 を 算出 し , 更に 副 甲状腺 の 病理 組織 学 
的 所 見 を も 検索 し た 。 実験 動物 は DD 系 純系 マウ ス ( 体 
重 13~15 g ) を 用 い , 毎日 定時 に 体重 を 測定 し た 。 之 を 
普通 食 飼 養 群 と 低 了 了 食 飼養 群 , 乳剤 投与 群 ( 虫 乳剤 は 
マウ ス 1 匹 当り 0.5cc, 釣 虫 乳剤 は 0.1cc 宛 毎日 1 回 Y 
日 間 連続 皮下 注射 ) と 非 投 与 群 (対照 ) 及び 無 処置 群 と 
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骨折 群 て P** 注射 直後 , 右 大 腺 骨 完 全 度 下 骨折 惹起 , 左 
側 無 処置 (対照 一 健常 側 )) と に 分 ち , 1 群 は $*『 各 20 
<80 匹 計 40<60 匹 と し , 夫々 の 組合 せ を 作っ た 。 P*? は 
ャ ウス 1 匹 当 り 1 zc 宛 腹腔 内 注入 , 6, 12, 24 時 間 , 2, 
4, 6, 10, 14, 21 日 後に $3? 2 3 匹 計 4 >6 匹 宛 断頭 , 
両側 大 腺 骨 を 取り 出し て 湿性 灰 化 後 之 を 2 分 し 。 夫々 そ 
の 放射 能 と 総量 (Allen 法 一 光電 管 比 色 計 ) を 測定 し 
た 。 副 甲状腺 は 甲状腺 , 気管 と 共に 切り 出し 直ちに For- 
malin 固定 , Paraffn 包 埋 , 連続 切片 作製 後 各 種 染色 
を 施し て その 病理 組織 学 的 変化 を 追 宛 し た 。 無 処置 群 で 
は 乳剤 群 骨 の P*? 沈着 率 は 対照 に 比 し 全般 に 生々 低い 。 
普通 食 群 の それ は , 健常 側 。 骨折 側 共 P** 投与 後 2 日 目 
迄 は 上 昇 を 示す が 以後 は 下降 曲線 (cpm は 増す が , ゆ 
量 の 著 明 な 増加 の 為 cpm/g は 却って 低下 する ) を 
諸家 の 報告 に 見 る 如き 再度 上 昇 は Mi Xs の 
際 , 骨折 側 の 沈着 率 が 終始 僅か に 低い が , 乳剤 群 で は そ 
の 差 が 増大 する 。 し か し 但 所 骨 恒 時 の 増加 は , 非 投 与 群 
で は 14 日 目 よ り 著 明 と な り , 乳剤 群 で は 10 日 目 に 既に 急 
上 昇 し て 後者 で は Ca の 沈着 が 促進 さ \ る と 云え る 
: 之 は 形態 学 的 に み : 時 oeAfo と P% 沈着 率 と を 
ょ 考え る 必要 が ある 。 低 也 食 群 で は , 。 半 基 素 の 生 
: 昇 は 普通 食 群 よ 099 ( 。 Fo 日 
より 急上昇 し て 2 倍 以上 に め て 諸家 の 報告 
が, 人 出 て は 舌 張り 低く \。 健常 側 と の 差 は 普 
通 食 群 より 著しい 。 乳剤 群 で は 健常 側 は 6 日 目 よ り 上 昇 
を 来 す が , 骨折 側 は 殆ど 上 昇 を 認め ず 略 々 直線 的 な 沈着 
9 示し , その 差 は 非 投与 群 に 比 し て 極め て 大 き 
ss 
le び 骨 和 企 白 質 構成 に 障害 を 与え , 部 分 的 脱 灰 の 方 向 に 
果 響 ナ する も の と みち れる 


よ な り , は じ 


98. 問 虫 の 組織 化学 的 研究 山田 正明 ・ 兵 藤代 美 ( 熊 
本 大 寄生 昌 ):。 M. YAMADA 多 T. HYOTO : Histo- 
chemical studies on 4scgzzs ZZ の 7coz の es 


新鮮 な る 豚 名 虫 に 箇 い て , 次 の 無機 物質 Fe, Ca, Mg, 
Mn, Cu の 組織 化学 的 研究 を 試み た 。 必殺 場 より 得 た 顕 
虫 キ 生き た ま ゝ , 無水 Alcohol, 1022 Formalin に て 固 
定 し , パラ フィ ン 包 埋 連 続 切 片 を 作成 し た 。 Mg 染色 の 
場合 の み は 切 片 を 温水 に 浮 べ ず , その ま ゝ 物体 板 に 張 付 
け , キシ ロー ル , 無水 Alcohol で 脱 パ ラフ イン を 行っ 
た 。 Fe は , Perjs-Stieda 氏 法 , 岡本 氏 間接 可 証 性 鉄 証 
明 法 , 保田 氏 法 。 Ca は KGssa 氏 の 硝酸 銀 法 , 岡本 , 


し て 認め られ る が , 
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妹尾 , 加藤 氏 の Alizarin S 直接 法 , 及び 間接 法 , Roehi 
の 硫酸 銅 Haematoxyjin 法 , Mg は Titanyellow 法 , 普 
びに 次 亜 浜 度 酸 ア ルカ リ 法 , Cu は , p-Dimethylamino- 
benzyjidenrhodanin 法 , Rubeanwasserstoff 法 , Mn 
は , 岡本 , 青山 氏 法 に 準拠 し て 染色 し た 。 成績 を 述べ る 
と 10 多 Eormaliin 固定 より も KN 衝 sd 場 
合 : Ne > Fe は 腸管 上 皮 細 胞 で は 天 粒 層 膨 大 
部 に 著 明 で , 屈曲 部 に は 少 い 。 条 線 層 , 透明 層 , 基底 
部 , 基底 膜 に は 認め られ な い 。 角 皮下 層 に は 極 く 少 量 認 
め ら れ , 側線 基礎 組織 部 に 少量 証明 し 得る 。 筋 層 食 
道 , 花房 状 器 管 , 雌雄 生殖 器 に は 認め な い 。 間接 可 証 性 
鉄 証明 法 に て ゅ ほ ゞ 同様 の 所 見 を 認め る 。 保田 氏 法 に て 
は 判然 と し な い 。Ca は KGssa の 硝酸 銀 法 に て 最も 敏 
感 に 証明 され , 腸管 上 皮 の 加 粒 層 に て 基底 部 に 近く 人 
に 見 られ , aaa も 多野 に 凍 め られ る 。 側線 に も 
礎 組 織部 に 少量 認め ら 。 Alizarin S 法 に て ( MY 
し く 有 弱く, 然し その 分 布 状況 は KGssa 氏 法 と ほ ゞ 同様 
の 所 見 で ある 。 食道 , 花房 状 器 管 , 雌雄 生殖 器 に は 認め 
得 な い が 精 虫 の 核 に は 陽性 で ある 。Mg は Titanyellow 
法 ,。 Rubeanwassersto 圧 法 共に 者 明 に 語 め 。 特に 腸管 上 
皮 細 胞 類 粒 層 , 角 皮 下層 に 多量 に 認め 得る Cu, Mn は 
証明 し 得 な い 


99. 環 虫 の 電子 顕微 鏡 的 研究 ⑥ 和 精 虫 の 微細 構造 分 
山 志郎 ・ 羽 田野 邦 和 (熊本 大 寄生 虫 ): S. WAKEYAMA 
和 & K. HADANO : Electronmicroscopic studies on 


4sc27zs の zzcozdes var. sz の 2 (6) Fine sturucture 


of spermatozoon 


映 虫 の 精 虫 及び その 形成 過程 を 電 顎 に ょ り 側 窪 し た 。 
受精 井内 の 成幸 精 虫 は 厚 さ 約 0.05 。 の 1 層 の 膜 に 包ま 
れ , 所 主 輝 体 と 細胞 質 と を 区 別 し 得 る 。 輝 体 は 吊 鐘 状 
大 さき 4 て 6zX 6~10 。 電子 密度 の 低い 等 質 無 構造 部 と 
その 周囲 に は 径 0.2~ 0.4 。 の 層 
状 構造 を 有する 細 天 粒 が 1 列 に 整然 と 並ぶ 。 細 胞 質 は 径 
1 前 後 の , 中 に 径 0.1 z 前 後 の 細 天 粒 数 個 を も つ 1 個 
の 楼 に その 周囲 径 0.7 。 前 後 の 天 粒 と より 成る 。 精 某 
上 部 の 精 原 細胞 は 径 Y z 前 後 , 略 々 円 形 で 厚 さ 0.05 ヵ 
の 膜 に 包ま れ , 厚 さ =.0.03~0.08 の 核 膜 を 有する 径 4 

g 前 後 の 大 な る 核 1 個 を も ち , 従っ て 細胞 質 は 少く , 天 
粒 も 認め られ な い 。 径 10 z 前 後 の も の で は 細胞 質 内 に 
径 0.4~ 0.5 ん 等 質 無 構造 の 題 粒 が 出現 する 。 精巣 下 
部 の 成熟 精 原 細胞 は 椿 円 形 で 大 さ 約 20X30 & 村 は 4 > 
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@⑥ で, その 周囲 に 径 0.7ー1z の 輝 体 形成 粒 100 個 
近く と, 径 0.3~ 0.5。 の 細 頼 粒 20 て 30 個 を 容れ る 。 
輸 精 管 及 び 町 精 井内 の 精細 胞 は 公 約 10 ム 略 々 円 形 で 中 
央 部 に 径 1 z 前 後 の 1 個 の 核 及 び 先 の 小 加 粒 が 見 られ , 
その 周囲 に 輝 体 形成 題 粒 が 並び 。 と の 加 粒 は 尊 次 増大 し 
て 円 形 ~> 棒 円形 。 長径 約 4 7 と な り , 次 で 融合 し て 
最 踏 形 と な り , 核 及 び 小 粒 を 包む な 。 と の 輝 体形 成 題 粒 
は 塩基 好 性 を 示し Pyronin に 好 梁 する が ,。 Ribonuclease 
消化 後 も 依然 と し て 染色 性 を 示す 。 又 卵 毅 形成 題 粒 と 異 


に うた 3 ッ 


り , Weigert の Resorcin-fuchsin に は 不 染 で ある 。 糸 
状 体 も 軽度 に Pyronin に 染 な が , 0.05 Toluidin 青 
(pH 7.0) で は 明瞭 な Metachromasia を 示す が , 電 顕 
で 見 る と 明瞭 な 膜 を 有 し な い , 断面 は 径 5~ 6 円 形 刀 
至 権 円 形 , 細線 維 及 び 小 頼 粒 の 集合 体 で ある 。 


100. 占 虫 の 電子 顕微 鏡 的 研究 (7) 腸 . 食道 , 角 皮 の 
微細 構造 福田 武夫 (熊本 大 寄生 虫 ): T. HUKUDA : 
Electronmmicroscopic studies on 4scg7Zs 7 の Z2COzes 
Yar. sz22 (7 ) Fine structures of intestine, oesopha- 


guS 2nd cuticle 


前 報 に お いて , 顕 虫 の 中 腸 上 皮 の 電 頭 像 は 路 乳 動物 の 
腸 上 友 編 毛 と 非常 に 類似 し , 内 腔 より 条 線 層 , 透明 層 , 
頼 粒 層 及び 基底 層 の 4 層 よ り 成 る 円 柱 上 皮 で , 条 線 層 及 
び 基 底部 は 特有 の 構造 を 有する 事 を 報告 し た 。 基 底層 は 
Chrome shadowing を 施し て も 最 外層 に 僅か に 線維 状 の 
構造 を 認め る の み で ある 。 食道 外 被 層 は 特殊 の 構造 を 示 
さ な い , 外側 より 電子 密度 の 策 々 高い 1 層 , 微細 頼 粒状 
層 , 電子 密度 の 非常 に 低い 無 構造 層 , 同 密度 の 高い 膜 状 
層 と ょ り 成 り , その 厚 さ は 夫々 0.1- 0.2 み 0.1- 0.4 
ム 0.8 一 1.2 0.04 。 で ある 。 内 被 層 は 電子 密度 の 高 
い 1.8 2.7 厚 の 層 と その 外側 の 電子 密度 の 低い 0.8 
z 厚 の 無 構 造 部 と より 成る が , 腔 枝 部 で は 厚く 7 X4 て 
5 を 算 す る 。 車軸 状 線維 は 幅 約 20 A の 細線 維 15 本 以 
上 の 集合 し た 幅 0.4~ 1.0 ヶ の 線維 東 が 更に 集合 し て 
幅 3 前 後 の 帯 状 を な し , 中 に 径 1 一 2 ム 棒 円 形 の 加 粒 
を 散在 せしめ る 。 と この 線維 帯 は 4 9。 の 間隔 を お いて 
並列 し , その 間 に は 多数 の 径 0.2~ 0.4 。 の 細 天 粒 及 
び 少 数 の 径 0.5* 0.6 ヶ の 2 重 構造 を も つ 天 粒 が 存在 す 
る 。 そ の 他 の 基礎 組織 中 に は 複雑 な 管 腔 構造 , Mitochon- 
dria 様 天 粒 , 食道 腺 等 見 られ る 。 角 皮 は 皮質 層 , 
等 質 層 , 線維 層 及 び 基 底層 より 成り , 各々 の 厚 さ は 夫々 
8 ~10 14 て 18 12 て 22 4 2 て 4 で ある 。 角 皮 表 
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面 に は 15~25 。 お き に 輪状 の 溝 を 認め , 皮質 層 は 厚 き 3 
ー6 ん 無 構造 の 外 友 層 と 4 6 の 線維 性 内 皮 層 より 成 
る が , 更に 溝 よ り 斜 走 する 線維 帯 が 認め られ る 。 線維 層 
は 外側 より 4 て 7 ム 5-12 ム 4 3 て 4 み 4 の 3 層 よ り 成 り 
等 質 層 と の 間 に は 更に 幅 0.6ー 1.2 z の 線維 性 の 1 層 
を 認め る 。 基底 層 は 外 表 に 対し て 垂直 と 走る 細線 維 性 の 
構造 を も ち , 角 皮 下層 に 接し て いる 。 


101. 虫 の 感染 経路 に 関す る 一 考察 俊 藤 寿 作 ・ 加 藤 
勝也 ・ 武 田 正 義 ・ 水 田 勲 , 名 市 大 医 動物 学 ) : 』. GOTO, 
K. KATO, M. TAKEDA & 1. MIZUTA: Studies 


on {he mode of ascariS infection 


名 虫 の 感染 経路 は 多種 多様 な る も , た と へ それ が どの 
よう 人 複 林 で あろ うと も 最後 的 に は ( イ ) 手指 て ロ ) 食 
品 或 は 飲用 水 〈 ハ ) 野菜 (=) 風塵 (野菜 は 食品 の 中 に 
包含 さる べき だ が 従来 と も 注目 され て 来 た 逆 別に し た 
の 4 項 に つき る と 思う 。 併 し この 内 何れ に 最も 可能 性 が 
強い か に つい て は 多く 追 宛 され て いな い が , 顕 虫 感染 予 
防 上 か ら は 重要 な 問題 と 云え よう 。 演者 は 多年 寄生 虫 集 
団 検 査 を 実施 し て 来 た が 上 述 4 項 の 軽重 を 決定 づけ る た 
足る と 思考 され る 2 一 3 の 事実 を 経験 し た の で 御 批 排 を 
仰ぐ 。 1) 1 農村 に お ける 句 虫 保有 状況 : 昭和 24 年 著者 
が 集団 寄生 虫 検査 に 着手 し た 当時 一 農村 (県 下 海部 郡 飛 
島村 ) の 検査 で 山 虫 保有 率 が 12 蔵 以上 は 各 年 代 を 通じ 概 
わ 4022 前 後 な る に 6 一 12 歳 代 で は 約 60% に 近く 両者 の 差 
は 可 な り 著 し く , と の 差 が 何れ に 基 因 する か に つき 多大 
の 疑問 も も っ た 。 2) 同一 地区 に お ける 國 児 と 小学 児童 
と の 鯛 虫 保有 状況 比較 : 1 の 疑問 を 確 め る 為 に 同様 24 
年 に 検査 し た 10 地 区 の 幼稚 園児 と 学童 の 保有 率 を 比較 し 
た 結果 ? 地区 に お いて 園児 に 高く 3 地区 の みそ の 反対 で 
あっ た 。 併 し 両者 の 差 は 園児 高 率 群 で は 最高 17.91 多 , 
最 底 4.0 多 , 平均 10.27 タ な る に , 後者 は 最高 2.25 多 , 
最 底 1.172%, 平均 1.6 用 に て 前 者 の 差 が 顕著 で ある 。 即 
ち , 此 の 調査 に お いて も 地区 に より 多少 例外 は あっ た が 
比較 的 濃厚 汚染 地区 で は 6 一 7 歳 の 幼児 た 高 率 な る と さ 
が 実証 され た と 思う 。 3) 神島 地区 男女 別 華 虫 寄生 素 : 
以上 2 列 の 事実 と 却 を 異 に する が 上 述 の 疑問 を 解決 する 
た め に 三重 県 神島 島民 の 顕 虫 保有 状況 た あげ る と と が 出 
来る 。 そ れ は 答 年 代 (10 年 毎 ) を 通じ 男子 に 比 し 女子 に 
高 率 で 全体 的 に 1.5 倍 で あ る が 特に 20 代 以後 に その 佐 
が 著しく と の ょ うな と と は 曽 て 経験 しない 。 (男女 の 券 
21 一 80 代 18.8 多 , 31~40 代 28.8%, 41 一 50 代 46.6%) 4) 
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以上 3 列 の 事実 に 基き 両者 の 差 の 生ずる 理由 を 先 づ 神 
島 部 落 民 の 男女 差 に つき 考 うる に 元 来 同島 は 魚 漁 を 生 
業 と する 関係 上 男 は 殆ど 漁場 に でかけ 副業 と し て の 農耕 
は 一 切 女 子 の 手 に ょ る 。 換言 すれ ば 女子 は 常 と 感染 機会 
を 持つ , 即ち 両者 の 作業 形態 が と の ま ゝ 感染 率 と な っ て 
る と 見 る べき で は ある まい か 。 若 し 仮 り に 一 般 食 品 特 
に 野菜 或 は 飲用 水 等 ぶ 主体 と 考 へ る 時 上 述 両 者 の 差 は 余 
に も ゃ 開き 過ぎ の 感 が ある 。 従っ て 同島 に お ける ! 虫 
染 の 主流 を な す も の は 農耕 に ょ る 手指 と の 他 の 汚染 に ょ 
る 直接 X 導 ) も の と 考え た い 。 此 の 理由 に 基き 学童 と 
周 児 の 差 も 後者 が 衛生 学 的 に 無知 で あり , 且つ 常に ドロ 
ンコ イタ ズラ を 好み 牙 ( > 遊 中 展 ベ 田畑 に 出入 する と と 
等 に より 濃厚 汚染 地帯 で は WP 衣服 の 汚染 に 
る 】 る 感染 が 両者 の 差 を も た を た ら す も の と ヽ ぎ る を 介 な い > 
5) 顕 虫 の 感染 経路 は 所 に より 必 ら ず し も ゃ 一 様 で は な し 
が 最後 的 に は ( イ ) 手指 , ( ロ ) 食品 又 飲用 水 と う 野 
藤 , (=) 風魔, に よる (直接 , 間接 ) こと は 何人 も 認 
め る と と ろ で あろ う が 前 項 8 列 の 事実 か ら 類推 し て ( イ ) 
手指 を 通じ て の 感染 が 他 に 比 し 廷 か に 可能 性 の 強い と と 
と 導 た い 。 es て 農耕 者 或 は 汚染 地区 児童 に 厳密 な 
手洗 が 励行 され る な れ ば 基 く と る 現在 の 半分 以上 感染 防 
止 の 出来 る こと を 確信 する 。 


ジン 


102. 諸 種 駆虫 剤 の 肝 微細 構造 に 及ぼ す 影 響 に 就 いて 
秋山 喜 昭 ( 阪 医 大 岩田 外科 ) : Y、 AKIYAMA: Influ- 
ence of the several anthelminthicae upon the fine 


Structure of the mouse Jiver 


NYA 四 塩 化 エ チレ ン , オー ミン , ヨー ド チ モ 


繕 半 な し た マク メ の 計 康 に 藤 で 間 本 馬 寿 
つた 。 染色 標本 は H.E. 染色 ,。 ハ イデ ン ハ イン の 鉄 へ マ 
ポン リン デキ り の コリ ン エ ステ ラー ゼ 染 色 で あ 


る 。1) 廿 . E. 染色 で は 肝 細 胞 の 混濁 腫 岩 , 空 胞 変性 , 融 
に 認め られ る 。 2) 上 記 の 変化 は 主として 肝 小 葉 の 
中 心 層 か ら 中 間 層 に 理 ts に 。 電 巣 状 ( も 生 の 
られ , 小葉 の 周辺 部 は 多く は 健 能 を 残し て 居 た 。 3) ミ 
コン ドリ ヤ は 健康 な ry ae 
か 性 部 分 で は 比較 的 少な い 。 面 し て 各種 変性 に 就 い て 
言え ば 空 胞 変性 の 甚 し い 場 合 に は ミト ュ ン ドリ ヤ は 大 小 
不 規則 に 空 胸 の 隔壁 を な す 原 形質 中 に 存在 し , 混濁 腫 張 
の 場合 に は 染 着 性 の 低下 が 認め られ た 。 ミ トコ ンド リヤ 
の 系 状 構 造 は 変性 細胞 に お いて は 殆ど 認め られ な か つ 
た 。4) コリ ン エ ステ ラー ゼ の 存在 も 変性 部 位 に は 少く 
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健康 部 位 に は 多く , 此 の 点 ミ トコ ンド リヤ と 同 規 を な し 
て 認め られ る 。 即ち 一 般 に 肝 小 葉 周辺 部 に て は 多量 に , 
中 心 剖 に お いて は 減少 し て いる 。 面 し て 変性 の 程度 と 
リン エス テラ テー ゼ の 存在 の 程度 の 消長 は ミト コン ドリ ヤ 
で 認め られ る より も ゃ 猪 一 層 著 明 で ある 事 が 寝れ る 。 5 

以上 列記 の 変化 は 薬品 に ょ り 夫々 多少 の 程度 の 差 を 示 
レ 。 は 勿論 で ある が , 次 に 四 塩 化 エ チレ ン , 

オー ミン の 順 で ある が 推定 され る 。 


103. ビ ペ ラジ ン に サン トニ ン を 併用 し た 場合 の 駆 申 成 . 
績 に つい て 青野 寺 ・ 中 西 靖 郎 ( 京 府 大 医 動物 ) : H. A- 
ONO 錠 Y. NAKANISHI : 


with piperazine and santonin 


Treatment of ascariaS1S 


ピ ペ ラ ジン の 人 こ 対 する 報告 は 多数 あり , その 
駆虫 効果 の すぐ れ て いる 事 は 衆 知 の 事実 で ある が , 他 和 剤 
と の 併用 に ょ ら 相 加 作 用 の 有無 を 追求 し た 報告 は 僅か に 
榎 殿 が サン トニ = ニン 及び マク リ と , 川本 が マク ニン 8 と で 

行っ た 少数 例 に つい て の も の し か ない 。 有川 本 に * 相 加 作 用 
は な いと 述べ た ヵ の 少 い 為 結論 を 控え て いる 。 二 
は 小学 生 及 び 中 学生 205 名 の 顕 曳 卵 陽性 者 に 本 科 
ペラ ジン (以下 pP と 略記 ) に サン ト MIN S や 
を 併用 し た 各種 投与 法 に よる 駆虫 成績 に つい て 報告 す 
る 。 投与 法 は (A) 一 単独 , (B) P と 同時 投与 CC) 
投与 24 時 間 後 8 投与 , の 三 群 と し た 。 投与 量 は , 小 中 学 
本 し を pe S 一 40 mg, 投与 の a) 群 , 小 - 
学生 (1 て 3 年 ) ー1.0g, S 一 40 mg 投与 の D) 
群 , 小学 生 (4 一 6 年 ) の ゼー2.0g, S 一 60 mg 投与 の 

) 群 , 中 学生 の ゼーー2.0g, 8S 一 60 mg, 投与 の @ 群 
と し , る < て 9⑨ に 対し て ALBC の 投与 法 を 組合 せ た 。 
投与 生 群 の 普 下 寄生 事 6 は 24.1 一 47.82% で あつ た 。 効果 判 
定 は 服薬 三 週 俊 に 濃厚 塗 抹 標本 一 枚 を 鏡 検 し て 行 つ た 。 
成績 は a) 群 に お いて (4) 一 48.8% の , CB), (9 
共に 約 86% の 夫々 昌 卵 陰 転 率 が あり , 相 加 作用 が ある 
の と 思わ れる 。 ) 群 で は , CB) 一 25.0 一 44。 9 な の 
(CC) 一 56.0 の , 【c) 群 で は , CB) 一 70.2~72.7% の , 
(C) 一 60.0% の , 夫々 虫 卵 陰 転 率 を 得 た 。 即 ち 時 間 的 差 
に よる 投与 で の 著 明 な 差異 は 区 ん を ど な い も の と 考え られ 
る 。 q) 群 で は , CA) 一 66.72 の , CB) 一 93.8% の 
夫々 下 卵 陰 転 事 が あり , 相 加 作用 は ある も の と 考え られ 
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104. 豚 期 虫 の ガラ ス 管内 の 挙動 に 及ぼ す pH の 影響 
李 玉 葉 ・ 伏 見 純一 ( 阪 大 微 研 寄 生 虫 ): O. LEE&]. FU- 
SHIMI: On the behavours of 4scZzzs / み の zzcOzcs 
from Swine jn the glass tube at the several degrees 
of pH 


演者 ら の 一 人 で ある 伏見 は , 豚 問 昌 の ガラ ス 管 内 の 挙 
動 に 及ぼ す 種 々 な 条件 の 影響 を 観察 し , 1953~"54 年 に 本 
学会 で 報告 し た が , pH の 影響 に つい て は , 未だ 報告 し 
て いな か つた の で , 今回 報告 する こと と する 。 方 法 は , 
前 問 報 告 し た 通り で , 鯛 虫 は , 一 条件 に つい て , 一 日 5 
と し , 例 数 の 増大 に は , 日 数 を 重ね る こと と し た 。 例 
数 は 一 条件 に つい て , 60 隻 以上 を と つた 。 観察 時 間 は 30 
分 に 一 定 し , 源 動 の 分 類 る 前 回 と 同様 ご ある 。 pH の 2 
と 4 と は , 塩酸 に て 調整 し , 8 は 炭酸 水素 ナトリウム , 
は 炭酸 ナトリウム , 10 は 炭酸 ナトリウム に ょ つた 。 
Wetkb な か っ た OR。 て 3 る だり 還 を オン の 
類 と 量 と を 減ら す た め で ある 。 和尚 対照 て pH 6.5 の 1%% 
食塩 水落 液 ) は 。 か な ら ず と り , し か も , 同一 日 に 採取 
し た 魚 虫 の 半数 を 供 試 条 件 で , 半数 を 対照 条件 で 行 つ 
た 。 対照 の 例 数 は , で きる だ け , 供 試 条件 の も の の 例 数 
と 同一 と し た 。 結果 は 次 の よう で ある 。 pH 2 で は , 非 
常に 前 人 的 傾向 が 強い 。 人 従 つて 後方 波 は 少 い 。 連続 前 進 
虫 も 14 多 を 占め る 。 双 も つれ が 顕著 で ある 。 こ と の よ ょ よう な 
現象 は , 頭 端 切除 虫 に みち れる も の と , 非常 に よく 似 て 
いる 。 pH 4 と 8 と で は , 対 妥 と 大 差 の ある 挙動 は 見 られ 
な い 。 pH が 10 に なると, 対照 と 相当 変 つ て くる が , 傾 
向 と し て は , pH が 2 の 場合 に よく 似 て お り 。 それ より 
る 程度 カ ・ つま り EMR = 
普 虫 が さ れる PH 域内 で は , 顕 虫 の 挙動 は , 殆 ん 
いたい つて てこ よ いわ け で ある 。 次 に , その まま で 
は , pH が 酸性 側 に 強く か た むく 薬物 溶液 こつ いて 検討 
し た 。 JPiethylcarbamazine の 酸性 クエ ェ ン 酸 塩 は , 7。。。 
(g/cc) で は , pH は 4.4 位 で ある が , こと の 条件 の も の と , 
炭酸 水素 ナトリウム で 6.5 に 調整 し た も の と を 較べ て み 
た 。 レ か し , 両者 間 に 認 せ べき 差異 は な か つた 。 Ka- 
inic acid の 水溶 液 は , 酸性 が 高い が , :。。 (g/cc) 水溶 
液 を , 炭酸 水素 ナトリウム で , pH を 6.5 と し , 頭 虫 の 
挙動 を みて みた 。 その 結果 , kainic acid 作用 の 特徴 的 
挙動 は 。 pH 6.5 で も 充分 あら われ る と と が わか つた 。 徒 
つて 。,1954 年 に 報告 し た pH を 6.5 に 調整 し な い kainic 
acid 溶液 の 作用 は , kainic acid の 腸管 内 の 作用 と 充分 
関連 ず け られ る と と が わか つえ た 
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105. 移行 仔 虫 の 行動 及び 形態 石井 俊雄 ( 予 研 寄生 
虫 ) : 下 . ISHII : Behaviour and morphology of mig- 
rating aSCarid larvae 

豚 問 仔 虫 は 非 固有 宿主 (例え ば マウ ス ) に その 感染 仔 
虫 期 卵 が 経口 投与 され た 場合 , 通常 腸 一 一 肝 一 一 肺 一 一 
消化 管 移 行 を 行い 或 程 度 の 発育 を 遂げ る と と が 知ら れ て 
いる 。 し か し 犬 釧 仔 昌 に あつ て は と の 場合 前 者 と 様相 を 
異 に し 脳 筋 等 に も 移行 し 且つ 長期 に 妃 り 生 存する 事実 が 
認め られ て いる (Larva migrans)。 私 は 以上 両 種 台 仔 東 
に 見 られ る 移行 様式 の 差異 に 注目 し , と れ を 以 て Larva 
mmigrans 解明 の 一 端 に 資 せ ん と 試 久 た 。 と の 為 夫 々 の 感 
染 仔 虫 期 を ャ ウス に 経口 投与 し , 移行 中 の 組織 内 仔 東 
の 比較 を 試み , 更に 分 離 仔 虫 に つき と れ を 第 二 第 三次 動 
物 え 投与 し その 感染 の 成立 の 有無 を 検討 し , 併せ て 移行 
仔 虫 の 形態 的 変化 を 観察 し た 。 組 織 か ら 分 離し た 移行 仔 
虫 を キマ ウス に 再 投与 し た 場合 , 犬 鋼 仔 虫 で は 常に 感染 が 
成立 し 移行 を 反復 し ( 二 次 感染 ), 更 に と れ ら を 分 離し 再 
々 投与 し た 場合 に も な お 感染 が 成立 する の を 認め た ( 三 
次 感染 ) が , 豚 仔 虫 で は 一 次 感染 後 1 日 以内 の 仔 虫 で 
の み 少 数 の 感染 を 見 た に 過ぎ ず , 発育 の 進ん だ 以後 の 仔 
由 で は 二 次 以 後 の 再 感染 の 成立 を 認め る こと が 出来 な か 
つた 。 体内 移行 に 伴 な う 主 な 形態 的 変 1 9 の Rn 
で あつ た 。 1) 犬 遇 仔 虫 で は 体長 体 巾 に 変化 は 見 ら # 
387 一 419( 402)X17 一 21 (19.4) 4 を 示し ,。 Ne 
化 も 栄養 粒 の 軽度 の 減少 と 排 港 系 が や ゝ 発達 する 程度 
に 留まり 概ね 感染 期 仔 虫 の 形態 を 保持 し た 。 2) 豚 上 到 
で は 投与 6 日 以後 に は 次 回 の 被 輔 形成 を 認め る も の も あ 
り 。 前 者 に 比 し と の 間 の 一 般 形 態 の 変化 も 閉 明 で あつ た 。 
体長 体 巾 は 投与 時 に 245 一 293C 267.8) メ 13 一 1613.8) 

g を 示し て いた も の が , 11 日 後 肺 に お いて は 470 一 1412 
830) X24 一 59 (42.6) 。 に まで 増大 する の を 見 た 。 
また 体制 に つい て は 感染 後 1 日 以内 で は まだ 認 む べき 変 
化 は な か つた が , 2 日 以後 で は 口腔 の 開口 , 食道 及び そ 
の 周囲 組織 の 発達 が 見 られ , 4 一 5 日 か ら は 体長 の 増大 , 
ed063 あ 人 筋 層 の 発達 , 更に 口唇 乳頭 及び 
直腸 腺 の 出現 等 に より 感染 期 仔 虫 と の 形態 的 差異 が 目 立 
つま ょ うに な か つた 。 、 両 移行 人 晶 に 見 ち れ た 形態 変化 と 
第 一 次 動物 価 内 に お ける 移行 形式 は , それ ら っ の 第 二 , 第 
三次 動物 に 対す る 再 感染 の 成 告 に 何ら か の 関連 を も つて 
いる も の と 考え られ る 


106. 燃 虫 罰 の 拓 原 性 に 関す る 研究 (2 ) 単細胞 期 だ よ 
び 仔 虫 期 畑 虫 罰 に よる Arthus 現象 に つい て 清水 重 
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矢 ・ 阿 久 沢 実 (日 獣 大 寄生 虫 ) : S. SHIMIZU & M. AKU- 
SAWA: Studies on the antigenicity of ascariS egg 
( 2 ) Arthus phenomenon by eggs at one-cell and 
jarval stage 


私 ども は 第 12 回 日 本 寄生 虫 学会 東日本 支部 大 会 に お い 
て , 単細胞 期 遇 虫 卵 の 凍結 乾燥 処理 に よる 抗原 を 使用 
し , モル モッ ト に Arthus 現象 の 成立 を 確認 し た と と を 
報告 し た 。 今 回 は 魚 虫 卵 物 質 に よ つ て 非 経口 的 に 感 作 し 
た モル モッ ト に 対し, 単細胞 期 お よび 仔 虫 期 虫 卵 の 
生理 食塩 水 抽出 抗原 , 蛋白 分 放 お ょ よび 多糖 体 分 禄 抗原 を 
使用 し て Arthus 現象 を 行い 皮膚 反応 , 局所 の 組織 学 的 
検索 を し て 次 の 成績 を えた 。 1) 単細胞 期 お よび 仔 虫 期 
映 虫 卵 の 抽出 抗原 は いずれ も Arthus 現象 を 成立 せしめ 
た 。2) 両 期 の 分 禄 抗原 に つい て は 反応 に 差 が か みとめ ら 
れ た 。 i ) 蛋白 分 玉 は 仔 貝 期 顕 虫 卵 抗原 が 著 明 な 反応 を 
呈し た 。 3) 多 糖 体 分 祖 抗原 は 両者 に 明 膝 な 差異 を みとめ 


みか の つか 
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107. 合成 洗剤 に よる 野 薬 附 藩 咽 虫 卵 の 洗 若 除去 効果 
伊藤 二郎 ・ 小 野寺 多 栄子 ( 静 大 保健 ) 望月 久 (静岡 術 
研 ): . TTO, T. ONODERA 層 HH MOCHIZUKI : 
Studies on the removal effect of several syndets on 
aScariS ova attached to vegetables 

静岡 市 内 の 店 頭 に 市 販 さ れ て いる 野菜 洗 敬 用 の 合成 洗 
剤 5 種類 に つい て , 銅 虫 卵 の 除去 効果 を 試験 し た 。 豚 問 
虫 の 子宮 か ら 得 た 虫 卵 を 中 山 (1956) の 方 法 に よ つ て 人 
工 腸 液 に 浸 潰 させ た 後 , 一 定 面積 の キヤ ベッ に 一 定数 づ 
koara 
法 に より , 5 回 づ ゝ の 実験 に ょ つて 除去 され た 忠 卵 数 を 
ルレ 。 湯のみ は cl 
た 。 対 膨 と し て の 水道 水 単独 の 結果 を みる と , 1 回 振り 
洗い で 302%, 10 回 振り 洗い で 502%, 20 回 振り 洗い で 約 80 
2% の 回 点 卵 を 除去 し 得る に すぎ な か つた 。 然るに 優秀 な 
洗剤 を 用 いる と 1 回 振り 洗い で 既に 8022 前 後 の 除去 率 を 
示し , 10 回 振り 洗い で ほ ゞ 完全 に 普 虫 卵 が 除去 され た 。 
10 回 振り 洗い に よ ょ つて 5 種 の 合成 洗剤 の 効果 を 比較 し て 
みる と 。。 ワ ンダ フル 。 ライ ボン 豆 。 トッ プ の 3 種 は い 
ずれ も 略 々 完全 に 虫 卵 を 除去 し て 優秀 で あつ た 。 エ マー 
ル , アル コ の 2 種 は 全く 同様 の 操作 に ょ つて も 80% 前 後 
の 回 虫 卵 を 除去 し 得る の み で あつ た が , 対照 と し て の 水 
道 水 単独 に 比較 すれ ば な お 優良 で ど あ つた 。 以上 の 諸 成 績 
に よ ょ り 衛 生 的 に 野菜 を 洗う 場合 に は 合成 洗剤 を 用 いる 事 


が 国 ま し いと 考え られ る 。 


( 63 ) 
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108. 界面 活性 剤 の 併用 に よる 顕 虫 卵 の 楽 色 法 奥村 和 
夫 (日 医大 赤木 内 科 ): K. OKUMURA : Dyeing for 
ascariS ova with a joint use of surface activator 


環 虫 卵 の 染色 法 は 従来 種々 ある が , 私 は 今回 比較 的 遇 
虫 卵 内 に 入り 易い , ク ロロ ホル ム ・ エ ー テ ル * 二 硫化 炭素 < 
アセ トン ・n- プ チル ア ル コー ル 等 で 染色 し て みる 事 に し 
た 。 し か し , と れ 等 の 沙 剤 の 多く は 水 に 難 溶 で ある た め に 
編 卵 に 近づき 難い 事 , 及び 通過 性 た 光 め て 染色 を 容易 
な らし まる 目的 の 為 に 界面 活性 剤 を 併用 し て みた 。 染色 
液 の 卵 え の 染色 性 と 表面 張力 の 関係 を Du Noye 氏 表 面 
張力 計 で 測定 し た 。 一 例 と し て , アセ トン に 界面 活性 剤 
と し て 也 A 170 を 併用 し た 場合 . 即ち アセ トン の 90% 万 
至 0 多 の 各 濃 度 を 也 A 170 の 30 多 乃至 0.0001 多 の 各 濃 度 
と の 組合 せ に 依る 表面 張力 の 変化 で は , アモ トン は 202% 
以上 ・E A は 0.0822 以 上 の 間 で は 表面 張力 は 一 定 で あり 
ー の 簡 囲 内 と アセ トン と A 170 は 相互 の 力 が 発 近 出 来 
る も の で , 実際 の 染色 に も この 範囲 内 で 染色 速度 は 極め 
に 早い 。 藩 剤 と 界面 活性 剤 の 併用 に 依る 染色 液 で は 混濁 
に 依 つ て 染色 性 が 大 きく 相違 し , 水 様 透明 な 液 で 染色 
よく て は な ら な い 。 とこ の た め に は アセ トン ・n- ブ チル 
ニー ル が 良い 。 私 は 今回 アセ トン は 揮 洪 性 が 高い の 
で , 潜 剤 と し て n- プ チル アル コー ル 。 界面 活性 剤 と し て 
NS 170 を 用 い , n- デ チル アル コー ル 対 NNS 対 水 の 比 を 
Ei 
アル ニコール に 溶け 易く 識別 に 便利 な ピロ ニン ・ チ オ = ン 
を 使用 し た 。 Pc99e 和 Tk が , 卵 
内 容 の 変化 を 観察 す を ため に は 和 蛋白 膜 を 除去 する 方 が 良 
い 。 こと の 方 法 で 染色 する と , 生き て いた 卵 で は 卵 内 容 は 
膨 化 し な が ら 卵 内 全体 ! - 朱 が り 時 間 の 経過 と 共に 微細 均 
等 な 頸 粒 と な り , 死ん で いた 卵 で は 生き て いた 卵 の 如き 
卵 内 容 の 変化 は 見 られ ず に その ま ゝ の 形 で 染色 され る 。 
と の 染色 時 に お ける 顕 虫 卵 の 変化 は , 生 卵 も 染色 と 同時 
に 死滅 する が , これ を 染色 前 の 魚 虫 卵 の 生死 の 判別 に 応 
用 出来 る と 考え る 。 


) み 
ノレ 


109. 中 止 


110. 尿 内 釣 虫 の 態度 に つい て ( 釣 虫 症 の 商学 に 関 
する 一 断面 ) 森下 燕 ・ 西 村 猛 ( 阪 大 微 研 寄生 虫 ): 区 

MORISHTTA 羽 丁 . NISHIMURA : On the behaviour 
of hookworm eggs in nightsoil (An aspect in the epi- 
demiology of hookworm disease) 
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寄生 虫 の 疫学 的 考察 の 一 方 法 と し て の 淫 取 尿 尿 内 卵 の 
態度 に 関す る 一 連 の 研究 を 行い つつ ある が , その うち 今 
ーー や omGPMNueerKGe 

し る 殿 尿 内 に 含ま れる 釣 東 卵 数 は , 生 時 19/cc で あつ 
た SA し ,1955 年 以後 は 著 減 を , その 500cc 
の 中 の = を の を 抹 族 培 開 し 人 下 数 こ と し て ci 算 す と に , 1955 
年 838.1956 年 600 と な つて いる 。 と れ を 1 日 肖 取 総数 と 

し て 計算 する に ,1950 年 ー ほ # ) 945 借 ご: ら つ た の が ,1956 
PP いる 。 人 し 農村 え の 人 
給 数 と し て は 尚 聴 し いも の を 示し ,1955 年 約 5500 億 , 1956 
年 約 3500 億 推定 さ 】 れる 。 ら 市 内 に お ける 感染 
0 周 
辺 地 域 で は 48.3/cc で 人 後者 に お いて 感染 の 濃厚 な こと が 
yale れ た 。 毎月 殿 尿 200cc の 中 を 寺 る と と に 人 枯 

て 得 ら れる 仔 息 数 を 1 年 っ お る に と, 大 体 に 
2 乃至 2 月 ) 及び 夏期 (6 月 乃至 8 月 ) 
に お いて 少な い 。 SC 
置 し , 含有 虫 卵 の 生存 日 数 を 培養 に 依 つ て 判定 する に , 冬 
本 の も の は 意外 に 長く , 25 日 後に 商 一 定数 の 骨 化 仔 虫 を 

る に 反し , 夏期 で ご は 極め て 短命 で , 早く も 5 日 後に , 遅 
くも る 15 日 後に は 最早 や 遇 化す る 仔 昌 を 見 な か つた 。 本 観 
察 に お ける 気温 は 冬期 平均 4.5*ー 8.1TCC 最 低 一 2 で 一 
ー 4.1' や ), 夏期 平均 21.7?~ て 27.8'C( 最 高 31.7? て 35.8'O) 

と れ を 以 つ て みる に , 殿 尿 内 卵 は , 少く と も 

気温 の み に 依 つて は 少く と も 25 日 の 明 露 で 

守る に 殺さ れる や る の で は な く , と れ に 反し Pe 
尿 腐 熱 に 因 つ て は 殺さ れる こと に 大 きい 意義 が 
る 。 と の 夕 点 あか ら す る と , 土壌 ! PA 
日 本 の 冬期 に お い て は , 了 予想 され る ほど 速 か に 殺さ れる 
も の で な く , 相当 期間 生存 する も る の が ある も の と 考え ら 
れる 。 但し 6 た と える 相当 期間 生存 し て も 
発育 は 進ま ず , 従 つ て 遇 化 は 起 ら な いと と は 云う 迄 も な 

識 呆 に あい て は :、 省 箕 の 前 灯 し 9 ちず 科 ( は 起 
ら な いも の の 如く で ある 。 


111. 寄生 虫 殺 卵 剤 の 研究 (5 ロダ ン 化 合 物 佐渡 正 
四郎 (国立 衛 試 大 阪 支所 ) 金子 太郎 ・ 黒 田 久 寅 (神戸 女 
薬 大 ) : S. SAWATARI, T. KANEKO 名 HKURO- 
DA : Studies on parasito-ovo-cides (5 ) Rhodan com- 
pounds 


吾 々 は 約 80 種 の 各種 ロダ ン 化 合 物 を 合成 し , 之 が 殺 卵 
作用 を 研究 し た が , 今回 は 顕 虫 卵 に 対 み る 作用 に つい て 


( 64 ) 
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報告 する 。 殺 卵 作用 の 強弱 は 大 凡 下 の 通り で ある 。 
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2 の 水溶液 で き 2.000 で 完 に 浴 解 し な い os は 
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る 有用 で ある 。 aa > は き 多 の スコ アロ ー 
ル 液 で 1000x の 液 を 容易 に 得 ら れる が , 此 の 溶液 は 鯛 昌 
卵 を 2 時 間 で , 2,000 cwere で 完全 に 殺 卵 する 

に と の ハロ ゲン を Br 又は に 置 反 え れ ば 商 強 力 に な 
る 様 で ある が , 溶解 度 が 減少 5 効力 は 前 者 と 大 差 は あ 

る まい と 考え る 。 之 を 有機 概念 図 上 に locate すれ ば ぱ ば , 
無機 性 : 有機 性 の 比 が 1 : 1 か ら 1 : 8 の 間 で , 且つ 液 
体 又は 固体 の 匂 を 有する 化合 物 に 限ら ちら れ て いる 。 面 も 液 
体 限界 線 す れ す れ の 所 で 最も 強い 結果 が 現れ た 。 此 の 事 
実は 他 の 化合 物 。 例え ば イソ チオ シ ァ ナイ ド 化 合 物 , ハ 
ロ ゲ ン アル キル 類 , 等 に つい て も 同様 で ある 。 ロ ダン 化 
Mate 之 以 上 の 強力 な も の は 現れ 得 な いも の で 


あろ うと 信 ず 
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112. 農 楽 の 希 虫 卵 発育 に 及ぼ す 影 響 藤田 憲三 ( 慶 大 
寄生 虫 ) : KK. FUJITTA : 
ecticides on the development of ascaris eggs 


前 に 報告 せる 試験 管内 実験 に 飲 り , 高い 殺 卵 率 を 示し 
クロ ー ル チオ ン 50%% 乳 剤 , スミ サイ ド 30%% 乳 剤 。 パラ 
+ ン 4722 乳 剤 。.P.C.P. の Na 人 塩 , D.D.TT. 20 多 乳剤 , 
8022 ク レゾ ー ル 石鹸 液 。 サッ ツ ピラ ン 252 乳 剤 , コロ マイ 
12.5 ダ % 乳 剤 に 就 いて , デル 便 池 を 使用 し , 豚 由 
聞 更に 人 斑 虫 卵 の 発育 に 及ぼ す 影 響 を 検査 し た 。 1) 
豚 問 昌久 に よる 試験 : 試験 材料 及び 方 法 ・ モ デル 便 池 (に 
ト 記 薬 剤 を , 原液 と 換算 し て り .。。, リ り 。.。。 容量 加え , 
! 例 は 水 を 加え 対 照 と し 野外 に 放置 し た 。 浸漬 期間 は , 
10 日 , 21 日 , 33 日 と し , 混 漬 温度 は 2, 3 の 薬剤 宛 順 次 
に 試験 し た 為 , 次 の 如く な つた 。 コ ロマ イト , クロ ー ル 
ォ ン は , 平均 11.6Cー 1.3C, PC.P. スミ サイ ド は 。 
平均 21.4 で て 18.8?C, クレ ゾー ル 石 鹸 液 。 DLD. 生 . サッ 
同和 Mo 
濱 し た 下 卵 は , 充分 に 洗 敬 し 28'C の 笛 卵 器 内 に 培養 し た 。 
2 人 1。 9 玉 け 50 ロ に 発育 
大 態 を 調べ た 。 発育 の 時 期 を 単 吉 胞 期 初期 分 裂 期 , 桑 
期 , 央 時 期 , イ 仔 虫 期 及 び 退 化 卵 に 分 け に 
出し た 。 退化 卵 の 判定 は , 1) 発 育 の 途 時 三次 
の 。 2) 著 し き 変 性 を 来 し , 固有 像 の 乱れ た も の , 50B 
人 共 に お いて 商 発 の 秋 性 像 を 有 す パ す る も の で 。 之 
死滅 卵 と 。 試験 成績 , 1,000 倍 稀釈 液 に お いて , 
21 日 以上 浸 資 の 場合 ャ クレ ゾー ル 石鹸 液 。 スミ サイ ド は 
95 ~ 100 2 サッ ピラ ン は 55 の 殺 卵 率 を 示し て い 
其 の 他 の 場合 は , 多少 発育 に 遅延 は 認め られ て も , 
最終 結果 に お いて 対照 と 大 差 な か つた 。 対照 は 培 養 後 2 
週間 で 8022 以 上 , 3 週間 で , 9522 以 上 が 何れ も 仔 虫 期 に 
達し て いる 。 2) 人 頭 虫 卵 に よる 試験 : 前 記 試 験 に お い 
2 二 2 スミ サナ イド, サッ 
ビラ ン の 衝 こ Re m に 就 い て 。 。 二 衣 を 多量 に 含む モ 
ル 便 池 に より , 同様 の 試験 を 行 つた 。 浸漬 温 度 は 平均 
10.2C 1.0'C で ン 功 還 に よる 衣 議 より 補 ろ 湊 い 泌 
。 此 の 場合 対照 は , 最終 結果 に お いて 25 多 の 
こい る 。 結論 : モデ ル 便 池 を 使用 し , クロ 
ミサ イド , パラ チオ ォ オン, PC.P. の Na 
DD. 正 PE サッ ピラ テン, コロ マイ 
の 皮 銅 虫 卵 発 育 に 及ぼ す 影 響 を 検査 し , 比較 的 著しい 
oo Pa スミ サナ サイド, サッ ピ 
ラン に 就 いて , 更に 人 上 虫 卵 を 用 いて 試験 し た 結果 , 豚 


Infiuences of agricultural jn- 








率 に 示 
上 生玉 し 


ー ル プチ プ キン 。 ス 
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句 東 卵 の 場合 と 略 同様 の 結果 を 得 た 。 


113. 毛 様 線 虫 の 分 泌 排 洪 系 に つい て 西村 登 (岐阜 医 
大 寄生 虫 ) :。 N. NISHIMURA : Studies on the secre- 


tion and excretion systerm of 77zc/os/7 の ge の 


野兎 寄生 毛 様 線 虫 の 成 点 の 分 泌 排 浴 系 続 と し て 頭 懇 , 
預 腺 , 側 腺 , 食道 腺 を あげ る 事 が 出来 る 。 頭 腺 は 2 対 で 
その うち 1 対 は 頭 端 に あつ て 痕跡 的 で あり , 他 の 1 対 は 
比較 的 大 きく 排 浴 橋 部 Masat 
連絡 し 排 浴 管 を 通し て 体外 に 連 る 。 こ の 腺 は 1 対 を 
し , 中 央 に それ ぞ れ 管 腔 を 形成 し 。 鞭 虫 に お ける cell 
body 様 構造 を な し て 居る 。 後 端 は , 体 中 央 ょ り 策 前 方 
部 附近 まで 達する 。 側 腺 は 頭 部 で 排 浴 橋 に 偽 つ て 結ば て 
て いる が CFS cell ao の 分 布 が 食道 部 位 の み に 
止ま り , 殆 ん ど 未 分 化 な 状態 を 呈し , 遇 虫 , 釣 虫 に 見 らち 
れる 様 な 導管 構造 は 全く 認め られ な い 。 食道 腺 は 背部 に 

1 個 亜 腹 部 に それ ぞ れ 1 個 づ つ 計 3 個 認 め ら れこ とれ 等 は 
全く 用 様 構造 を 呈し , 食道 周明 を と り ま いて いる 。 以 上 
の 様 な 諸点 か ら 毛 様 線 虫 の 分 泌 , 排 港 系 統 は 鞭 虫 に 最も 
近似 し て いる も の と 思わ れる 。 








114. 土壌 線 虫 に 関す る 研究 合 西 米 市 (岐阜 医大 寄生 
虫 ) : Y. KATSUSAI: Studies on the free-Hiving 
7 の // グ 4 


上 約 500g を 採取 レベ ー ル マン 氏 法 で 4 時 間 
て 得 た 虫 体 を 反 20 培 地 に 移植 , 27 で 恒温 舌 ・ 
中 に て 培養 し た 。 約 Y て 10 日 で アル カリ 六 地 に 適する 線 
虫 は 多数 発育 増殖 する の が 認め られ た 。 こ と れ 等 に つい て 
形態 の 比較 を 試み る と と れ 等 線 虫 は 12 種 で 雌雄 異体 で 穫 
雄 比 は 5 : 1 以下 で 常に 雌 が 多い 。 世代 の 終り 又は 培地 
が 古く な る と 難 が 増大 する 。 体 市 , 体長 共 に 雌 が 大 で 
ちる 。 各種 の 相違 鑑別 は 雄 に 於 いて は 口 居 部 の 形態 , 
接 村 の 有無 及 び 形態 , 助 数 , 尾部 , 形態 に 偽り て 可能 で 
ある 。 雌 に 於 いて は 口唇 部 の 形態 , 陰 門 の 位置 と 形態 , 
尾部 の 形態 に 依り て 可能 で ある 。 分 布 状態 は 也 種 及び こ 
れ が 類似 形態 が 最 広範 囲 に 分 布 。 M 種 か これ に つぐ 。 
養 は pH 7.0~8.0 が 最適 で ある 。 と の うち 本 邦 に 最 
広範 囲 に 分 布 せ る と 思わ れる 表 種 に つい て 放射 性 同位 
元素 に 対す る 影響 を 求め て 見 た 。 方 法 と し て は 数 回 滅菌 
蒸溜 水 で 洗 敬 , 遠 沈 し て 略 同 隻数 を 到 20 平 析 培 地 に 移 知 


各地 の 畑 
分 離 役 遠 沈 
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PS を 夫々 1mc. 2mc. 3mc. 4mc. の 割合 に 滴下 観察 し 
た 。 肉眼 的 観 察 で は 明らか に PS の 量 の 多い 程 発 育 が 抑 
制 さ れる の が 認め られ た 。 虫 体 に 対す る 影響 中 変異 は 1 
ー 2 mc PR > れ な か つた 。 3mc で 僅か の 隻数 に 助 
の 変異 が 認め られ た 。 4mc は これ が 影響 が 最も 多く 翼 
ない の : 掴め 太刀 で 剖 の な 
も の 。 下 体 に ケロ イド 様 変 化 を 受け 表皮 癒着 し 隊 4 が 出 
来 な い 為 に 体長 の 伸長 に 伴 つ て 表皮 に 亀有 を 生じ 
等 が 認め られ た 。 然し な が ら 生か る は 一 代 限 り の も 
の で 継 代 培養 の 結果 半 的 変化 と 認め な か つた 。 
115. 尋 ん og の 77s ん ozzzzs の 培 殺 及 び 動 物 実 験 野々 
田 妥 一 (岐阜 医大 寄生 虫 ): S. NNONODA : Cultivation 
and infection to anirmalis of 2 の 272S 02722S 


P. ヵ . の 人 間 え の 感染 経路 を 知る 目的 で 各種 の 野菜 に 
て 培 養 実験 し た 結果 葉 肉 の 多い 野菜 及び 水分 の 豊富 な 
も の で は , 増殖 する 事 が 判り , 特に 白菜 , キヤ ベツ, バ 
ナナ 。 豆腐 等 で は, 培養 z 基 が 消失 する 迄 増殖 生存 する 事 
が 判 つた 。 即 ち 野 菜 は 感染 源 と な 人 る 。 動物 実験 : 二 

mtb 沈 っ た を 無 商 的 に 。 皮 

腹腔 内 , 筋肉 内 , PT 0 東 体 は 組 
We の 臓器 え 移行 し 3 4 日 は 生存 する 事 が 
判 つ た が 其 後 は 不明 で ある 。 赤 オカ ラ や 押 麦 と 共に 食べ 

ささ た 経口 投与 で は , 虫 体 が 胃 の 中 で 溶け る 様 で 他 の 臓 
只 こ は 認め られ カ な か つた 。 と の 実験 は 気温 10'7C の 室内 で 
行 つ た 為 オ カラ や 押 天 の 中 で 死 減 す る 為 に 腸 に 迄 は 達し 


い の で は な いか と 思わ れる 。 


116. 愛知 県 海部 郡 の カム ル チ イ 及び 野 大 の 有 末 口 虫 
寄生 率 国 校 策 郎 ・ 稲 村 嘉 男 ・ 森 美和 子 (岐阜 医大 寄生 
虫 ): T. KUNIEDA, Y. INAMURA 層 M. MORI : 
A survey Of CZ の s7 の 222 S の Z77g6772272 1n CZ の 7577S 
and dogs in Ama Gun, Aichi Prefecture 


戦後 我 還 で も 狂 口 虫 症 が 注目 され る 様 に な り , 岐阜 医 
大 寄生 由 学 教室 で も , 愛知 県 に 患者 が 出る に 及 ん で 調査 
を 始め , カム ル チ イ の 寄生 事 : と の 他 を 報告 し て 来 た が , 
最近 の 1 2 年 間 に 多く の 愚 者 が 出る に 及 ん で , 愛知 県 
の 顕 口 虫 浸 淫 地 と 考え られ る 海部 郡 の カム ル チ イ を 調査 
し , 85 匹 中 82 匹 に 有功 顎 口 虫 幼 虫 の 寄生 を 見 , 実に 91.4 
の 寄生 率 を 示す 事 が わか つた 。 寄生 幼 息 総数 は 180 隻 
1 匹 当 り 最 多 幼 虫 寄生 数 は 16 隻 , 最少 幼虫 寄生 数 は 1 隻 
て , 平均 で は 1 匹 当り 8.f1 箕 を 示し た 。 か ゝ る 高度 の 寄 


[寄生 虫 学 雑誌 ・ 集 7 巻 ・ 第 3 呈 
生 素 を 示す 自然 界 で の 感染 源 を 追 宛 する 目的 の 下 に , 同 
地方 の 野犬 に つい て 調査 し , 3 頭 中 1 頭 に 有 球 口 中 の 
寄生 する の を 認め た 。 と の 寄生 例 は 雄 成虫 2 隻 で , 食道 
部 の 胃 噴 門 よ り 4 て 5cm 上 の 所 に 血色 食道 虫 9zo- 
cezCZ sg%2 の ZZ と 同一 腫 交 中 に 共 棲 し て お り , 骨 
は 全く 健全 で あつ た 。 こ と これ に ょ つて 最近 急 に 海部 郡 の カ 
スル チイ に 有 東 顕 口 東 幼虫 の 寄生 率 が 増加 し た の は ,。 - と 
の 一 因 が と の 地方 の 野犬 に も ある 事 を 確 め 得 た 。 


演説 


117. 財 虫 の 代謝 に つい て (2) 岩城 保 仁 (日 本 医大 内 
科 ) : Y. IWAKI : Studies on the metabolism of pin- 


worms (2) 


第 15 回 本 学会 東日本 支部 会 に お いて , 州 財 虫 の 酸素 消 
本 こし 5 を 報告 し た が , 
今回 肖 双 虫 の 酸化 還元 指示 色素 脱色 能 及 び 運 動 能 を 観察 
し た 。 (実験 材料 ) Sypzczz og の ye/z72, 4s カ zcz/7Zs を た 
Z の の zz (以下 夫々 So. 及び 4.7. と 略す ) を 別々 に 集 
め , マウ ス 腸 内 容 物 の 影響 を 除く 為 こ 生食 水 で 充分 洗 花 
し , 東 体 の 運動 能 を 脱色 能 と 同時 に 観察 する 時 は 騒 昌 生 
体 の 一 定数 (20 隻 ) を 使用 し , 色素 脱色 能 を ょ り 精 密 こ 知 
る 為 に は ホモ ジェ ネー ト を 使用 し た 。 (実験 条件 ) 使用 
容器 は Thunberg 管 の 代り に 凹面 が テス の 凹面 (直径 5 
mmX 深 さ 1mm) 周囲 を グリ ス で 囲み 気泡 の 入ら 必 様 と 
注意 し て 蓋 ガ ラス で 封じ , 388 で で 色素 脱色 時 間 を 測定 し 
こ 。 色素 は 終 未 濃度 10* MM メチ レン 青 を , 基質 及び 阻害 
剤 の 落 媒 は pH 7.2 の /。 焼 酸 緩 衝 生 食 水 を 使用! 
ホモ ジェ ネー ト は 忠 体 の 水分 を 潤 紙 で 吸収 し wet-wei- 
Pt Ame に 生 信 AX10*te を 如 れ 、 メ ノー の 衝 計 と 
乳 腰 し て 調整 し た 。 【 半 先 ) ャ ケ ス 腸 内 容 物 の 色素 脱 
到 能 は 腸 内 容 物 を 出来 る だ け 除 去 し 下 体 を 実験 に 供する 
時 の 生 代 贅 に 統語 と れ な か つた 。 具 眼 の 脱色 能 及び が 
運動 能 に 及ぼ す pH の 影響 は , pH 5.6~ 9.5 の 実験 下 
生体 使用 時 , 酸性 より アル カ ご 脱色 能 及び 運動 能 
は 大 だ が , ホモ ジェ ネー ト の 脱色 能 は 中 性 に お いて 最大 
で あつ た 。 基質 と し て , ブドウ 糖 (10* M・ り 10*! M< 
410* M・ り 10-2 M) を 使用 し た 時 虫 体 の 脱色 速度 は , 
So.。 で リリ 107 M・ リ 2 10 M 濃度 で や ゝ 速 進 し た 以外 
は 遅延 の 傾向 を 認め た 。 運動 能 は 対照 と 差異! 
た 。 ラ コハク 酸 塩 , リン プ 酸 塩 (10*? MI) を 基質 と し た 時 , 


( 66 ) 





胡 和 33 年 6 月 (1958)〕 


共に 脱色 速度 は 速 進 し た が 運動 


た 。 pipera2ine hexahydrate 


ま 10* M・10* MM で 使用 し た 時 息 体 の 脱 
> > 遅延 し , 運動 能 は 色素 脱色 後 比較 的 早く 失 
- が , ホモ ジェ ネー ト の 脱色 能 に 影響 は 余り な か つ 
マロ ン 酸 (10** M) は ホモ ジェ ネー ト 脱 色 時 間 を 遅 
延 し NaF(5X10* MI) は 脱色 時 間 に 影 響 し な か つた 。 コ 
ハク 酸 士 マロ ン 酸 ( り 。 10-: MD) は 対照 に 比 し , 脱色 時 間 
遅延 せしめ た が コハク 酸 士 ピ ペ ラ ヂ ン (7 10~* M) は 
余り 影響 し な か つた 。 以 上 ぶり 肖 双 眼 の 脱水 素 作用 に 
ハク 酸 及 び リ ンプ 酸 脱水 素 酵素 が 関屋 し , ビ ペ ラ ヂ ン に 
は コハク 酸 脱 水素 酵素 系 に 対す る 阻害 作用 は な いと 考え 
られ る 。 次 に マウ ス の 消化 器 管内 酸化 司 元 電位 の 最も 低 
いと 沢田 教授 の 報告 され る 盲腸 部 附近 に 生存 する 暁 虫 の 
運動 能 と 自己 代謝 に ょ る 
還元 指示 色素 を 以 て 実験 する と , S.o. ? 成 部 は mdigo- 
disulfonate 以上 の E。 を 持つ 色素 を , S.o. ゃ 未成 熟 及 
3。 4.. の * 及 び 3 は Nileblau 以上 の EE。 を 持つ 
その 後 も 運動 能 を 認め 以下 の 色素 を 脱色 な 
。 Nileblau 使用 時 , 虫 体 の 染色 性 に 
部 は MA - 尾 部 濃 染 し 4.7. 


ル > 
青 と ご F 語 


色素 を 脱色 ! 
ず に 運動 停止 
異 が あり 。 Sg. 

食道 部 に $ は 口 端 に 


118. 暁 申 感染 実験 特に その 排出 体 に つい て 高 槍 安 雄 
大 田原 市 ) : Y、 TAKAHASHI : Experimental infec- 
tion with pinworms, espDecially on {he evacuation of 
the worms 
> て は 大 人 の 釣 虫 の 害 に 
る に こそ と の 予防 対策 に つい て は 人 金 く 進 
ー の 検査 活 で ある スコ ツ 
チ テ ー ジ 法 等 の 不備 に 原因 し て いる こと は 昭和 32 年 1 月 
上 旬 よ り 同 ? 月 下旬 に 至る 東京 都 下 学童 の 検査 成績 ( 東 
京 寄生 虫 予防 協会 検査 ) 即ち 検査 人 員 約 25 万 人 中 時 虫 陽 
性 者 僅か に 300 余 名 に 過ぎ ず 如 何 ? Ak 『 法 が 実用 に 不 
適 な る の で ある か を 如 実 に 物語 つて いる 。 検便 に よる 獲 
虫 の 検 在世 の 確立 こそ は 国民 保険 (大 きく 云え ば 世界 人 
の た め ) 上 緊急 を 要する 問題 で ある 。 予 は 患者 治療 の 
飛 : La 集団 検便 及び 人 体感 染 実験 等 に より こ 
完 胃 に - 当 り , 将来 , 検便 に よる 獲 虫 検索 の 可能 を 思 
わし め る 若干 の 排出 体 を 発見 し た 。 尚 疑義 を 有する も そ て 
の 一端 を 報告 する 。 即 ち 効 東 体 を 思 は し むる 4 群 (以下 
〇 を 以 つ て 示す ) 肥 脱 皮 珍 と 思わ れる B 格 (ヘッ ) 


明 虫 の 病害 ! + 屯 箇 喝 学 還 了 な 


比 し 大 な る も の が まぁ 


その 原因 は 


屋 >. 目 一 いい た 1 
展 を 見 て いな い 。 


medium の 変化 を 種々 の 酸化 
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群 (へ " ッ ん ク ) で ある 。 先ず 8 ヶ月 間 に 自 ら 第 1 回 約 5 千 
第 2 回 約 1 万 5 千 , 第 3 回 約 1 万 第 4 回 約 1 万 5 千 , 寺 
族 の 佐藤 久子 は 約 1 万 5 千 の 成熟 仔 虫 卵 を 牛乳 に 混 じ て 
飲 下 し その 排出 体 を 観察 する と 共に 双 虫 症 患者 及 集団 検 
便 の 該 排 出 体 を 究明 し た 。 人 体感 染 実験 に お いて は , 
人 へ / の 排出 は 実験 第 2 日 より 第 5 日頃 まで 〇 の 排出 は 第 
3 日 より 第 15 日 頃 ま で へ 2 

まで 続く と と を 知 つ た PR 者 40 名 に お いて は ス < 
ツチ テー ブ プ 法 に よる 虫 卵 検出 22.5%,。 〇 へ の 排出 素 落 抹 
法 に て 95.0% で ある 。 佐久 山 , AomJztarwca> 母 と そ 
の 乳幼児 74 組 の 〇 へ の 排出 吾 は , 母子 共に 陰性 9。42 母 
子 共 に 陽性 58.222 母 親 の ろ 陽 性 28.0% 乳 児 の み 陽 性 9.4 
で 生後 42 日 に し て 早く も 〇 へ を 排出 し て いる 。 沙 抹 法 
に よる 1 年 未満 より 中 学生 に いた る 1680 名 中 〇 へ の 排出 
率 は 49.122 で 得 凡 具 全 は は 17.22% で あつ た 。 薄葉 小 学校 
生 〇 排出 者 108 名 に 1 年 より 3 年 まで 1 日 ベ キ シン 末 
1.6 g 4 年 生 よ り 6 年 生 同 2.4g 共 に 分 2 回 朝夕 頓 用 $ 
日 間 連 続投 与 , aa の 出 な は 60。 2% の 陰 転 を 見 
5 才 ょ り 60 才 に 至る 1551 名 の 浮 済 法 に お ける 〇 ム の 
机 は 4.82O へ 欄 位 の 生計 2.322, 沙 
抹 法 に よる 成人 2161 名 で 50.8 多 析 の 毛 18.622, 5 才 以 下 
290 ら の 塗 抹 法 で 55.82% 後 者 は 6.62 で あり 上 記 の 検査 
は いづ れる 唯一 回 の 検査 た よる る の で 反復 の 検査 に より り 
Sotte ーー 
は 時 虫 保有 者 と 何等 か の 関係 ある も の と 信じ 御 追試 


赤 木 勝雄 
。 2) 内 部 の 構造 は 


(日 人 


高 橋 安 雄 
1) 普通 に 排出 され る も の は , 脱皮 の 時 期 近く 休眠 の 
状態 と 考え 動か な い の が 正しい と 判断 し まし た 。 2) 下 
村人 の 析 直 の い ちまき 
生 し て いる の を 見 た が その 他 で は 無 構造 で 私 も 同様 に 疑 


ィ = 、 ふ 〆 ha 
全 を ふつ - い ます 。 


119. 関東 地方 の 馬 崩 虫 (Habronema) 症 に 関す る 研究 
小林 浴 三 ( 東 医 大 医 動物 ): ]. KOBAYASHI: Studies 


on habronemiasis in Kanto disStrict 

関東 地方 に お ける Habronema 症 を 調べ る た め , 昭和 
31 年 2 月 より , 昭和 32 年 1 月 迄 の 1 年 間 を 通じ , 千葉 県 
松戸 層 畜 場 に お いて , 層 馬 の Habronema 症 容 患 状態 を 
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調べ た 。 調 査 し た 馬 は 総数 152 頭 に 及び , と の 中 , 関東 


地方 産 の も の は 131 頭 で , その 80.922( 106 頭 ) こ Habro- 
nerm24 の 寄生 が 見 ら 67 を: ら れ に 対 し 北海 道産 21 頭 
ェ ノ の 、 テー ブ 」 つた 


の 馬 に は , Habronema の 寄生 は 全く 見 られ な か 


調べ た Habronema は 全部 万 2 が oze72Z 2 が 27CZ の 57 で 
あつ て , 厄 scge や 万 . eggs7oz の は 全然 見 られ な 
か つた 。 馬 の 職種 で は , 農耕 馬 , 較 馬 に 寄生 が 多 か つ た 
が , 競走 馬 に は 寄生 が な か つた 。 馬 , 馬 の 性 別 , 年 齢 別 
に よる 寄生 数 の 差 は 殆ど な か つた 。 Habronema 寄生 部 
位 は , 肉眼 的 に 見 て , 殆ど 病 的 変化 の も いな 
中 に 軽度 の 胃炎 様 変 化 を 星 す る も の や , ご く 稀 に 小指 豆 
大 の 潰 肥 の ある も る の が あつ た だ け で 従 つ て 栄養 を お か さ 
れる と と ゃ 少く 。 中 に は 500 匹 以上 の Habronema 寄生 
が あり 年 ら 栄 養 の 至 つて よい も の も あつ た 。 寄生 数 は 竹 
節 に よ ょ つて 可 成 り の 差 が あり , 2 月 か ら ? 月 迄 
月 か ら 1 月 迄 は 少な か つた 。 穴 Habronema の 体長 ミ 

季節 に ょ つ -~ - 可 成り り の の 半 か 見 られ 。 1 月 に は 平均 $10。 


ま 


の が 多 < 
マブ プ ん Ns 


は 多く 。8 


の 


mm, ゞ 11.5 mm で ある が , その 後 徐々 に 成長 し , 

頃 に な る と 816.3 mm, ゞ 28.6 mm に 達する 。 

は あま り 目 立つ た 変化 は な い が , 12 月 に な る と $ 

mm, 10.6 mm, や 28.9, 18.0 mm, 5 

と の 様 に 寄生 数 , 体長 に 季節 的 消長 が と 現われ る の 

は , Mo (サシ バエ ) の 才 和 清 長 に 人 関係 が ある も の 
pe E 虫 と し て の 生存 期間 も 比較 的 短い も ゃ の で 


120. フィ ラ ア 幼 虫 の 寄生 が 表 体 に 及ぼ す 影 給 に つい 
て 大 森 南 三郎 ( 風 研 ): N. OMORI: On the effect 


of 大 ariae upon the infected mosquito 


フィ ラリ ア 効 虫 は 前 期 に な る と の 胸 筋 を 出 て 胸腔 , 
腹腔 。 頭 部 へ 自由 に 移動 を 始め , 12 日 (適温 下 で ) 後 , 
感染 幼 東 と な る に つれ て 組織 や 器官 を 通過 。 侵入 する 性 
質 が 現われ , 頭 部 で は 触 獲 や 触角 の 基 根 部 へ 突入 し た 
り , 眼球 を 占拠 し た り , 輌 中 に 侵入 し 。 胸部 
で ば 學 根 部 内 に 突入 し た り 彼 脚 内 へ 侵入 し た りす る 。 脱 
凍 は 極め て 普通 に , 友人 節 へ は 民 々 , 稀 に は 第 8 時節 に 

迄 侵入 し て いる 。 頭 部 の 附属 肢 や 肢 の 第 8 路 飾 の 末端 へ 
突入 或 は 侵入 し た も の は 後退 ご きず に と の ま ゝ 死亡 する 
も の が ある 。 こ と の よ ょ うな 幼虫 の 行動 が 最も 活 湊 に 起 る と 
思わ れる 時 期 邑 ち 適温 下 で 感 ) 506 し て く 
る 時 期 に 諾 < 到 の 異状 行動 肥 ち 気違い た 行動 が 見 ら 
れる 。 飼育 箱 の 床 面 に 静止 か y 2 き 麺 っ た り , 
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無 方 向 - 眺 虫 し 。 た り し て , 1 2 日 中 に は 転倒 し て 死亡 
する も の が 多い 。 と の ょ う Ne 多 寄 生 を 受け た 表 に 
\。 適温 下 で 著しい し 16C 以 下 で は 殆 ん ど 見 ら # 
、 な る 。 が て 適温 大 は 温 下 で は 多 寄 生 を 受け た 表 
早く 死亡 する 寺 み ち れ な 自然 界 で は , 40 隻 以上 
も の 条 和 を 受け た 敷 の 多く は 暴 状 行動 を 起 し て 
た り , 他 動 物 に 劉 され た りす る も の と 考え られ る 。 表 
体内 で の 時期 効 下 の 分 布 を 見 る と , 低温 下 で は 肢 , 頭 部 , 
史 に 少な く 胸 部 や 腹部 に 多い 。 特 に 腹部 で は 低温 の 場合 
程 多 く 見 られ る 。 適温 下 で は 肢 , 頭 部 。 史 で も 可 成 り 多 
見 られ 胸部 や 腹部 で は 多少 少な く な る 。 感染 幼 虫 が 史 
朝 中 に 合作 ずら の 松 由 朗 の 暗 委 時 よる も の で 特に と 
の 器官 へ 選択 的 に 集まる も の で な い 事 は , 輌 中 で 発見 
ミ れ る 幼虫 数 は 頭 部 や 肢 脚 に お ける と 略 同 程度 で あり, 
面 も 日 数 が 経過 し て も 体 内 各部 に お ける 分 布 の 比率 が 
殆 ん ど 変化 し な い 事 ヵ 


トモ 


か ら 首 衣 で きる 。 


121. 系 状 申 仔 虫 の 定期 出現 性 と 好 酸 球 と の 関係 大 石 
男 ・ 人 久米 清治 (農工 大 獣医 ) : L. OHISHI を S. KUME: 
On the relation between periodicity of の zzo7/2722 2 が 2- 


2227S and eosinophil counts 


率 状 虫 仔 虫 の 定期 出現 性 と 未 輔 血液 中 好 酸 球 と の 関係 
に つい て は 幾つ か の 報告 か あり , 著 . 2gzczo/7z に お い 
て 両者 の 間 に は 平行 関係 が 存在 する と 云 は れる 。 演者 ら 
は 仔 虫 の 定期 出現 性 と 未 芋 血液 中 好 酸 球 の 増減 関係 が 本 
質 的 に 関連 する も の で あれ ば , 好 酸 球 増減 機構 を 解明 す 
ら こ と に より 仔 由 の 定 期 出現 機構 を も 詳 か み に し 得る 
So 
状 虫 に 就 て 検討 し た 。 実験 方 法 : 1) 感染 犬 

つい て 2 時 間々 隔 で 24 時 間 に 渡り 仔 虫 数 と 時 
測定 し た 。 2) スペ トニ ン で 仔 虫 数 を 増加 させ , と れ 
伴う 好 酸 球 の 態度 を 知る た め ス パト ニン 35。10, 2 mg/kg 

を 投与 し , 投与 後 4 時 間 返 仔 虫 数 と 好 酸 球 数 を 測定 し 
た 。3) アド レナ リン ,。 ACTH を 注射 し 好 酸 球 数 を 減 
20 
成績 : 1) 仔 了 虫 の 定期 出現 性 と 好 酸 球 と の 関係 : 感染 

昌和 pYHR > 不了 実 
あっ た 。 非 感染 犬 に お いて も 好 酸 球 は 感染 犬 と 同様 夜間 
増加 する 傾向 《 9 っ た 。 即ち 犬 糸 状 虫 の 感染 の 友 無 に 拘 
ら ず 好 酸 球 は 大 体 夜間 に 増 数 し 仔 虫 の 定期 出現 性 と 平行 
関係 を 示し た 。 2) スパ トニ ン に よる 仔 貝 数 変動 と 好 酸 
球 の 関係 : 85 mg/kg 投与 (4 例 ) で は 仔 了 虫 数 は 投与 本 
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.7 倍 (平均 ) に 増加 0 好 酸 球 は 投与 前 の 21.4 
22 (平均 ) に 減少 し た 。 1 0. 2 me/kg 仔 虫 数 に 変化 
が 好 酸 球 は 10 mg/kg で は 減少 し ,。2mg/kg で は 

軽度 に 増加 し た 。 3$) 成 染 犬 ア ドレ ナリ ン 。 ACTH # 
注射 する と 好 酸 球 は ACTH 注射 後 4 一 6 時 間 (6 一 8 
p.m.) を 最低 と し て 注射 前 の 132 に 減少 し た が 仔 虫 数 は 
好 酸 球 の 変動 に 何等 関係 間 出 現 カ 総括 
と 結論 : 以上 の 成績 か ら 仔 虫 の 定期 出現 性 と 好 酸 球 数 の 
増減 が る 現象 は 両者 の 夜間 に 増加 する 特性 が 偶然 
致し た に 過ぎ ず , ト = ェ ン に より 仔 虫 を 増 数 せしめ 
こ ゃ 好 酸 球 は 反対 ( 時 み し お の 才 け 誠 
ト り 好 酸 球 を 夜間 減数 も その 間 に お ける 定期 
由 現 必 に よる 仔 昌 の 増 数 に 影響 が みろ み られ な いと と が 知ら 
れ , 仔 下 『 で 灯 酸 球 と の 間 に は 強い 関係 が 認め られ ぬ も の 


ッッ デ ルキ 
に 


> ) 
(は な 


人 な \ S み られ た 。 
平行 す 
ス ハ 


い 


の 4 


- セ 
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122. 家 未 状 虫 の 加 体 内 に お ける 発育 小野 典 雄 ( 久 
留 米 大 寄生 昌 ) : N. ONO : Developement of Se7272Z 


Ss の の. jin anopheline mosquitoes 


は 。 家 兎 腹腔 内 に と の 成虫 # 
て 得 た MEf. を 1 cc 当り 5,000 
: 加え た 生理 食塩 水 に 浮 六 させ , 
90.000 一 100.000 Mf. 量 注 入 し た 家 兎 を 
ダラ カ に 吸血 させ 吸血 央 の 18 一 502 に 
を 検出 し た 呈 状 虫 は , 耳 静 脈 よ り 前 者 と 早 
) 注 入 C シナ スー ダダ こ 吸 
吸血 骨 の 60 一 100 に 同 他 中 を 検出 し た 。 時 体内 
する 発育 は , 湿度 70 温度 22 一 80C で 吸血 後 
Po と な つた 。 思 糸 状 昌 で は 吸血 後 8 時 間 
ず 体 長 158.5z 脱 輌 は 5 時 間 後 の 仔 虫 で は 
Ram 以下 , 時 間 を 径 る に つれ て , 体長 は 減少 し 
吸血 後 50 時 間 で 体長 118.84 と な り 最 短 と な る 。 以後 は 
次 第 に 体長 増加 し 吸血 後 5 日 で 850.3 感染 型 で 1720.4 
2186.7 ぃ ヵ で あっ た 。 感染 型 は 頭 部 の 構造 成 上 に 近く , 
突起 も 指 状 糸 状 東 は, 吸血 後 3 時 
問 で 休 胡 168.9 。 脱 輌 は 馬 ネ 状 虫 と 同様 未だ 行わ れ て 
な い 。 吸 面 4 日後? " 薩 吉 と な り 104.5 一 98.6 。 と な ! 
馬 糸 状 由 より 短小 で ある 。 以後 体長 は 次 第 に 増加 し 
後に 117 ム 6 日 後に 133.5 一 151.8 み 感染 型 で 1680 
ー-1750 で あぁ 感染 型 は , 頭 部 の 構造 成 昌 に 近く , 
これ は , 吸血 後 6 日 目 の 仔 虫 よ り そ の 傾向 を 見 出す 事 が 
来る 尾部 に は 馬 和 糸状 虫 に 見 ちら れる 如き 著 明 の 突起 は 
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上 述 の 如く 体長 は , 最短 期 
* 長 大 と な る が 。 
今後 追求 し た ゆ 。 


ZN く ま 明 5 の ウィ か 
( 期 仔 虫 ) 
者 の 飼育 


に 区 別 さ れる 。 
を 界 に 馬 糸 状 虫 カ 


日 密 : っ バ か 
IL わ ノリ ユ 式 / さ 、 < ン 


3 
4 し は 


プ ヽ 


ンー テ 
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123. 路 中 より 検出 せら れ た ミク ロフ ィ ラ リア の 組織 
化学 的 研究 同 部 康男 ・ 堀 栄 太郎 ( 鹿 大 二 病 理 ) 川崎 
鹿 大 一 内 科 ) : Y. ABE, E. HORI & K. KAWASA- 


The histochemical studies on microfilaria ( 政 2- 


陽 
KI : 
cze7e77Z の CZ の 7 が ) found in hemosputa, haematchylu: 


rie, hydrocele and pulmonary capillary blood 


er So ス の 結果 血管 

系 特に 未 模 血管 に 誘 出 され た ML.E. の 検出 が 行 は れ て い 
る が ツル ヌス と は 無関係 ( と 乳 ピ 血 尿 陰 誤 氷 幅 液 等 の 中 
ト より ME. が 検出 され る 。 更に 最近 静脈 カテ ー テ ル を 用 
い 。 肝 , 肺 等 の 深部 臓器 毛細 管 下 より も 証明 され て い 
る 。 吾 等 は 昭和 32 年 8 月 肺 吸虫 症 と 誤認 せら れ て 来 た 愚 
者 の 血 尊 中 に 絶え ず 放 出す る ML.f. を 検出 出来 た の を 機 
会 と 耳 各 血 中 , 静脈 カテ ー テ ル を 用 いた 須 毛 細管 血 , 乳 
ビ 尿 及び 陰 坦 水腫 液 等 ょ られ た ML.E. の 形態 学 
的 差異 の 有無 等 並 に 組織 化学 的 検討 を 加 へ て 見 た 。 耳 委 
PWM いっ 
路 療 。 乳 際 尿 , 陰 衰 水腫 液 (貯溜 液 中 で と 思 は れ 
ら っ ML.E) より IM.f. トキ ジン 放 天 
ー ル ー グ サン > を 話し 大 々 20 隻 宛 選ん で 従来 用 いら れ 

, Feng (1933) の 成績 と 比較 し た 。 

Mr E 血 及び 肺 毛細 管 同様 の 
乳 麻 尿 , 陸 re 夫々 類似 し た 傾 
し その 両者 間 に お いて も 著 明 な 差 は 認め られ な 
い 。 全長 に お いて る 路 療 0.279 mm ( 0.253~ 0.306 
血 0.297 ( 0.263~ 0.324 mm) 肺 毛 細管 血 
0.295 ( 0.259~ 0.834 mm), 乳 麻 血 尿 0.269 ( 0.240 
ー 0.312 mm) 陰 斉 水星 0.278 ( 0.258 一 0.312 mm) 
で 測定 範囲 に 多少 の 差 は 見 ら 】 * 中 で も 路 療 中 , 乳 魔 
血尿 , 陰 朗 水星 中 より の MLE. が 多少 用 く な っ て いる 。 
又 同 じ 耳 宮 血 で 乾燥 , ホル マリ ン 固 定 , 及び 生鮮 禁 
比較 する と 乾燥 林木 は 書 し く 坦 く な っ て いる が 儀 の 二 書 
は 殆 ん ど 同 様 の 全長 を 有 し て し う で ある 。 生体 観察 
Ss 部 分 的 の 器 管 の 位置 的 関係 を 知る 
et で ある 。 チ トラ ー ト 血液 中 で は 之 を 氷室 (2 で 

) に 放置 する な ら ば 少く も ぁゃ 2 週間 は 生存 可能 で 
之 を 室温 に 放置 すれ ば 時 間 の 経過 と 共に 生体 観察 
に 行 は れる 。 活動 状態 に 関し て は 従来 認め られ て 
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いな い 知 見 を 得 た が 次 の 機会 に 発表 する 予定 で ある 。 生 
体 染色 に は Azur II (3000X) を 用 いた が 之 は 生体 の ま 
ゝ 核 柱 構造 を 観察 する の に 便利 で ある 。 麗 体 染 色 の た め 
に は アル コー ル , ホル マリ ン 固 定 を 用 い 。 デラ フイ ル 
ド ・ へ マト キシ リン 。 ア ザン ・ マ ロリ ー 染 色 ヴ アン ・ ギ 
ー ツ ン 策 色 。 メチ ー ル グリ ン ・ ピ ロニ ン 染 色 を 夫々 部 位 
に 検出 せら ち れ た ML.E に つい て 染色 し た が , 核 柱 染色 
に は へ マト キシ リン が 便利 で あり , ヴ ア ン ギ ー ソ ン 染 色 
onrPted2Rdei4t 
= ン 染 色 で は 特に 排 溢 孔 > 肛門 > 生殖 原 器 の 順に ビ ロ 
ニン で よく 染 り 又 虫 体 の 表面 も 僅少 な が ら ピ ロニ ン の 色 
素 を 取っ て いる 。 然し 夫々 の 部 位 か ら 検出 され た ME 
に は 特に 染色 上 の 差 は 見 られ な か っ た 。 路 療 の 連続 落 切 
標本 で は 虫 体 の 切断 像 が 見 られ それ 等 の 周囲 ラフ ィ ブ リ 
ン , リン パ 球 (大 部 分 ) 白血球 , 赤血球 , 又 気 管 技 上 皮 
細胞 も 見 られ た 。 


124. フィ ラリ ヤ 症 の 病態 生理 , 定期 出現 性 の 機 序 に 関 
する 考 穴 村 屋 冨 一 ・ 桶 谷 厳 ・ 川 崎 兼 陽 ・ 白 井 洗 ( 鹿 大 
一 肉 科 ): . MASUYA, IL OKETANI, KK. KAWASAKI 
& K. SHIRAI: Pathophysiological studies on filariasiSs 
( 1) Observation on the mechanism of the mf-perio- 
dicity 
1) 前 報 に 引続き , 深部 臓器 の 昼夜 に 理 る 仔 虫 分 布 を 
に する た め , 時 中 答 を 行 し ッ の 昼間 末 柄 陰性 
ぎ に も る 肺 生 検 組織 に 之 を 検出 し た 。 2) 腎 生 検 を 行い , 
as び 昼 間 「 ス 」 誘発 時 に 仔 貝 HH し , 昼間 無 処置 
時 に は 検出 し 得 な か っ た 。 和 内 仔 取 は 球体 毛細 管 に 位 
置 する KK ミ や も , 時 に 細 尿 管 に 沿う 細 小 血管 内 に 
も 見 出さ れ た 。 更 に 別 報 の 如く src 
例 数 を 追加 する も の も 昼間 未 本 陰性 時 に は 甚だ 少 い 。 
面 , 仔 虫 は 昼間 で は 独り 肺 に 集中 する 事 を 再 確認 し た 。 
$3) 浴 出 性 助 膜 炎 で , 他 の 原因 を 除外 出来 る 2 例 で , 末 本 
血 仔 虫 は 24 時 間 に 互 り 出 現し 湊 出 液 の ある 間 Turnus の 
混乱 を 認め た 。 胸腔 狭 溢 化 を 伴 は 友 肺 結核 その 他 の 疾患 
で は , 明か な Turnus を 認め た 。E. Perstans : 
の 記載 は 今 一 度 再 検討 の 心 要 あり 
P 動脈 血 に より 強い Taxis を 示し た 。5) Carrier 8 
例 を 含む 健康 人 , 諸 種 疾 患 45 例 で 。 動脈血 で は O。, CO。 
含量 の 昼夜 の 相違 は 僅 往 ご ある が , 静脈 血 で は 夜間 O: 
は 10~20 多 増 加 し , 動静 脈 O。 較差 の 減少 を 認め た 。6) 
「 ス ] 投与 前 後 で , 静脈 血 の 0O。, CO。 に 変動 を 認め な 


diurna 


4) 2o で 仔 
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みっ た 療 中 に 仔 虫 排出 例 に 「 ス 」 治療 を 行う に , 末 
柄 am 棒 中 仔 虫 は 100 倍 以上 に 激増 し た 。 
仔 虫 は 「 ス ] 含有 血液 に 逆 の Taxis を 示し た 。Hawki- 
ng の Hetrazan の 作用 機 序 の 所 見 と 照 応 し , 本 例 は 「 ス 」 
作用 仔 虫 の 肺 内 処理 像 , 又は 血 中 「 ス 」 濃度 上 昇 に 伴う 
肺 血 管 破 綻 部 よ WP と し た 。 
?) 総括 及び 結論 : イ > 仔 虫 は 昼間 肺 に 集中 し , 夜 は 深 
部 臓器 , 腎 た 含め て 全身 に 平等 に 分 布 す る 事 を 再 確認 し 
た 。 ロ ) 自然 Turnus も ,「 ス 」 誘発 も 肺 よ り の 仔 昌 流 
出 で あ る 。 胸腔 狭 溢 化 も 赤 Turnus を 乱す 。 へ ) 自然 
Turnus は 仔 虫 の O。 嗜好 性 と , 夜間 動静 脈 血 O。 寺 差 
の 減少 に より 起 る と 解せ られ る 。=)「 ス 」 誘発 機転 は 
等 し く 肺 より 潮 出 な る も 自然 Turnus の 機 計 と は 異 る 


本 し と し た 。 
( 問 ) (長大 ) 北 村 精 一 
只今 の 腎 の バイ オ : は 如何 な る 方 法 で 何 例 位 , 双 
Chylurie の 患者 で し た か 。 
( 千 ) 樹 屋 冨 一 


1 ) 方 法 は 通常 の Silverman の Needqle biopsy で 
あり ます 。 2) 唯 今 まで に の 呈 0Es29c Les 
ませ ん , 更に 症例 を 追加 中 で あり ます 。 3) 無 症 Car- 


を 1 


rier に 前 \ て 行い まし た 。 


125. 額 口 虫 症 の 実験 的 研究 (1) ネコ 肝 内 幼虫 を ラッ 
テ に 与え た 実験 片 峰 大 助 ( 風 研 臨床 ) : D. KATAMI- 
NE : Experimental studies of gnathostomiasis (1 ). 
Experimental infestation on rats with larvae of Cg- 


7 の s/ の 22 S の Z22ge72722 Obtained from cat liver 


有 有 東吾 口 虫 の 第 3 期 幼 昌 を ラッ テ に 与え る と 第 3 期 幼 
虫 の 形 の ま ゝ で 生き の びる が , それ 以上 に は 発育 せ ず 彼 
要する 。 演者 は 有 球 顕 口 虫 の 発育 に 関す る 宿主 , 臓器 の 
特異 性 た 人 ESSSehgE は ES こ 見 る 様 な 度 
展 吾 口 虫 を 作る 目的 で 実験 を 行っ た 。 カ ムル チイ か ら 得 
た 第 3 期 幼 由 を ネコ に た 与え, Se 
出し た 幼虫 を テッ テ の 腹腔 内 に 移 殖 し , 幼虫 の 被 要 , 発 
育 , 運命 を 観察 し た 。 一 部 の 虫 は ラッ テ に 直接 与え た 場 
合 と 同様 に 第 8 期 幼 虫 の ま ゝ で 彼 喪 する が , 他 の 一 部 は 
彼 村 せ ず 佐 肉 を 歩き まほ わ っ て 次 第 に 発育 し , 1 妃 至 6 ケ 
月 の 間 に 形 態 的 に 成 に 近い 段階 に 達する も の が 出 て 来 
る 。 そ の 形態 を 見 る と , 頭 球 釣 8 <9 列 , 皮 二 に は 定型 
的 の 分 岐 を 認め $ で は 宣 丸 , 交 接 球 , \ で は 陰 門 , 腰 , 
中 宮 。 卵巣 が 認め られ る 。 卵 の 形成 は 見 られ な い が \$ 
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の 区 別 は 明らか で ある 。 体長 も 10.53 乃 至 18.95 mm で 
非常 に 大 きい 。 妨 被 可 し な い 幼虫 は 被 要 幼 虫 より 大き 
い 。 そ の ほか 幼虫 より 成虫 型 へ の 移行 時 と 思わ れる 種々 
の 発育 段階 の 虫 体 が 見 られ た 。 和 被 村 し な い 幼 了 虫 と 成虫 型 

の 出現 は ネコ 体内 滞在 期間 の 長い 程 高 率 で ある 。 移 殖 後 
2 ヶ月 目 の 被 要 し た 幼虫 と , 被 栓 し な い 幼 虫 と 別々 に 果 
代 移 殖 を 行う と 前 者 で は 大 部 が 被 要 を 繰返し , 後者 は 被 
褒 し な いて 成虫 型 ま で 発育 する も の が 多い 。 以 上 の 様 に 
ネコ 肝 内 で 一 定期 間 を 過 し た 幼 東 は 秦 後 テ ッ テ の 体内 で 
も 彼 要 せ ず と の 段階 まで は 発育 し 得る こと が わか る 。 叉 
被 事 の 形成 は 宿主 の 種類 より も 虫 体 の 発育 段階 と 関係 が 
ある 。 と の 発育 し た 虫 体 は 人 の 上 膚 顕 口 虫 症 の 局所 か ら 
発見 され る 下 体 と 略 々 同一 発育 段階 に あり , 全身 いた る 
所 の 筋肉 , 皮下 組織 , 内 臓 な ど で 体 を 伸ばし た 形 で 発見 
Seas *99 く 未だ 放 膚 名 口 虫 症 を 思わ せる 
病変 を 発見 し 。 成虫 型 に 発育 する と し ば し ば 好 

ん 便 潤 近 た て. 各 8 寺 2 千 は 
える 。 一 度 成虫 型 に 達し た 虫 体 は その 後 次 第 に 減少 し 6 

月 を 出 で ず し て 死亡 し , 組織 内 で 体 を の ば し た ま ゝ 膜 
様 組織 に つ ゝ まれ 遂に は 破壊 吸収 さき れ る 。 その 虫 体 の ま 
わり の 組織 変化 は ほ きわめて 弱く , 皮膚 獲 口 正定 の それ に 
。 以上 の 様 に 有 球 口 虫 が 成虫 に まで 発 
りす る に は 共 人 主 の が 恒 な 人 区 割 を 果して いる と と は 
それ だ け で は 充分 で は な い 。 双 成虫 型 
に 発育 し た も の も ラッ テ で は 早期 に 死亡 し 遂に 皮膚 吾 口 
昌 症 の 発症 は 見 られ な か っ た 。 


比 す べき も な い 


明らか で ある が , 


126. 感光 色素 の 吾 口 虫 仔 虫 に 及ぼ す 影 響 (2) 兵藤 区 
たま ・ 岩 田 俊夫 ( 熊 大 寄生 虫 ) : 〒. HYOTO & T. IWA- 
TA : Infiuence of photosensitizing dyes on the third 
Stage larva of CZ/2s/074Z S の の 72296774272 (3 う 


は 第 1 報 (昨秋 本 学会 南 日 本 放 部 大 会 ) で , 8 種 
の cyanin 系 感光 色素 の 吾 口 虫 仔 虫 の 生存 日 数 に 及ば す 
影響 に 就 いて 報告 し た が , 此 度 は 更に 32 種 の 同系 色素 を 
人 手 し , 之 等 の 各種 濃度 沙 流 か 名 口 虫 仔 昌 の 試験 管内 生 
存 力 に 及ぼ す 影 響 を 観察 し た の で その 成績 を 報告 する 。 
実験 成績 : これ 等 の 中 に 対照 に 比 し て 明らか に 生存 日 数 
の 短 紙 を 示す も の , 即ち 仔 虫 の 生存 に 有害 に 作用 する 色 
素 と 逆 に 生存 日 数 の 延長 を 示す も の , 即ち 仔 了 虫 生 存 に 有 
利 に 作用 する 色素 と が ある 。 と れ 等 の 色素 の 構造 式 を 考 
祭 し て みる に , 次 の 様 な 結論 が 得 ら れ た 。 即 ち 生存 日 数 
の 短縮 を みた も の は Monomethin 型 で chinolin 核 騙 








( 71 ) 
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は thiazol 核 を 有する も の 例え ば NK 6, NK 266 で あ 
る 。 祥 Styril 型 で thiazol 核 を 有する も の に も る 同様 の 
傾向 が 見 られ る 。 例 えば NK 267 で ある 。 逆 に 生存 日 数 
の 延長 を 示し た も の の 構造 式 は , Trimethin 型 。 cyanin 
系 三 核 型 例え ば NE 5, NK 19 及 び NK 9, NK12 等 
で ある 。 母 入 に つく alkyI 基 及 び halogen の 相違 に よ 
り 。 同型 の 色素 で も 作用 が 異 っ て 表現 する 。ethy1 基 は 
生存 日 数 を 短縮 する 。halogen は 大 体 Jod の 場合 が 最 
も 著しく 短縮 する 。 更 に 色素 液 の 濃度 も 重大 な 意義 を 有 

て いる と 考え る 。 ま だ 決定 的 に 難 口 昌 仔 虫 を 即死 せ し 
め る と 云う 色素 と 濃度 と に 相 刀 し て いな い が , と と か く 
本 色素 が 或 は 仔 虫 の 生活 を 抑制 し , 或 は 弁 活 する 事 を 知 
っ た の で 更に 色素 の 合成 と と の 生物 学 的 作用 に 検討 を 加 
えて 行く つも り で ある 。 


127. 日 本 に お ける 吾 口 虫 の 分 布 ( 最 終 圭 告 ) 宮崎 一 郎 
・ 大 鶴 正 満 ・ 北 村 包 彦 ・ 小 宮 義 孝 ・ 森 下 哲夫 ・ 森 下 薫 ・ 長 花 操 
・ 山 口 富雄 ・ 塚 本 越 夫 ・ 岡 部 浩 洋 ・ 岡 村 一 郎 ・ 北 村 精 一 ・ 片 医 
大 助 (文部 省 顎 口 下 万 班 ) : L. MIYAZAKI, M. O- 
TSURU, K. KITAMURA, Y. KOMIYA, T. MORI- 
SHITA, KK. MORISHITA, M. NAGAHANA, T. 
YAMAGUCHI, 本. TSUKAMOTO, K. OKABE, L. 
OKAMURA, S. KITAMURA 鐘 D. KATAMINE : 
Geographical distribution of CzgZ が sp が zZ in Japan 
(Final report) 


と の 斑 は 昭和 30 年 に 結成 され た の で ある が , 目的 の 1 
つ は , 日 本 に お ける 分 布 の 実態 を な る べく 正確 に し らち べ 
る と と で あっ た 。 幸 に も 予定 通り $ 年 間 つ づい た の で 
北海 道 を の ぞ け ば , 大 体 , 目的 を 達する と と が で きた 。 
有 球 顎 口 虫 : これ に 最も 力 を いれ , 各 府 県 の 雷魚 を あ 

め る と と も に , で きる だ け 鳥 類 (主として サギ 類 ) も 
調査 し , か つ , 患者 の 発生 に 注意 し た 。 そ の 結果 , 鳥 も 
雷魚 も 採集 で き な か っ た 青森 , 秋田 , 栃木 , 神奈 川 の 4 
県 を の ぞ き , 他 の 府県 は 。 と に か く 一 応 の 調査 を する と 
と が で きた 。 1) 雷魚 に も 鳥 に も 幼 昌 を みとめ , か つ 加 
者 も 発生 する 府県 , 即ち 最も 確実 な 分 布地 は , 福岡 , 佐 
賀 , 長崎 , 熊本 , 香川 , 徳島 , 兵庫 , 大 阪 , 奈良 , 滋 
賀 , 愛知 の 11。 2) 患者 は 出 た が , まだ 雷魚 か ら 幼虫 の 
証明 され な い の は , 鹿児島 , 愛媛 , 和歌 山 , 三重 , 岐 
阜 , 静岡 。 千葉 , 東京 , 埼玉 , 栃木 の 10, と の 中 , 鹿 児 
島 , 静岡 , 東京 , 埼玉 , 栃木 で は 鳥 か ら 幼虫 が 証明 され 
た 。3) 鳥 か ら だ け 幼虫 が 証明 され , 雷魚 か ら は まだ みみ 
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つか ら な い の は 。 鹿 児島, 内 静岡 。 東京 , 埼玉 , 淡 
城 。 新 潟 の 7 で あっ た 。4) 宮城 県 で は 1 頭 の 猫 の 大 便 
に 卵 を みとめ た が , 剖検 c io 虫 を 発見 で きず , 寄生 
し た 形跡 も み ら れ な か っ た 。 以 上 の うち , 愛知 県 で は 。 
2 年 度 に な っ て は じ め て 雷魚 に 幼虫 を みとめ , その 後 , 
急速 に 寄生 事 が 高く な っ た ば か り で な く , 患者 数 も 増し 
て きた 所 で , 注目 ce 布地 で ある 。 ま た 関東 平野 
て は 愚者 も 散発 し , 鳥 か ら も 証明 され て いる の で , 雷魚 
誠人 き れる 1 も 遠く は ある まい 。 ド ロレ ス 頭 
口 虫 : 終 和 宿主 で ある イノ シシ を し ら べ た 結果 , 福岡 と 佐 
賀 を の ぞい た 九州 全 県 , 香川 以外 の 四国 全 県 , な ら び に 
出口 , 島根 。 広島 , 鳥取 , 岡山 , 兵庫 , 大 阪 , 和歌 山 , 
岐阜 , 静岡 (横川 氏 の 私 信 に ょ る ) の も の か ら 証明 し 
た 。 イ ノシ シ の いる 所 , 本 虫 あ り と みて よい 。 な お , 沖 
縄 の イノ シシ に も (大 便 中 の 卵 に よる ), 台 葵 産 の と れ に 
や ( 氏 の 私 信 に ょ る ) 本 虫 が みとめ ら れ , 最近 , 鹿 児 
島 県 大 口 市 で 産ま れ た 豚 か ら も 証明 され た (磯部 氏 )。 
日 本 名 口 虫 : 終 宿 主 ど で ある イタ チ を キ を しら べた 結果 熊 
本 , 福岡 , 佐賀 , 長崎 , 徳島 , 島根 , 鳥取 ,。 岡山 , 兵 
庫 , 京都 , の 岐阜 , 愛知 , 宮 
城 。 娠 手 の 諸 府 県 か ら 証 明 さ れ , 日 本 の 中 央 附近 
に 濃厚 で ぁ 
( 加 ) ( 予 研 寄 生 虫 ) 鑑 木 了 語 
その 後 , 私 ども の 調査 で , 栃木 県 産 ラ イ ギ ヨ (カム ル 
チイ ) 9 匹 を 検査 いた し まし た が いずれ る 幼虫 を 認め る 
と と が 出来 ませ ん で し た 。 


128. バン コッ ク の 雷魚 か ら え られ た 吾 口 虫 幼 虫 と 日 本 
産 と の 比較 古野 治 ・ 宮 崎 一 郎 ( 九 大 寄生 昌 ): O. FU- 
RUNO 錠 1. MIYAZAKI: A comparative study of 
the 3rd stage arvae of Czg/os7o2zZ Ss の 222ge72472 ODt- 
ained in Bangkok, Thailand and in Japan 


昨年 末 , 宮崎 は バン コッ ク に お いて 開か れ た 大 平 洋学 
術 会 議 に 出席 し , その 際 同 地 の 市 場 で 購入 し た 雷魚 (O ヵ - 
7zce ヵ ZZzs sz22 が es) の 筋肉 内 か ら 得 た 顕 口 虫 の か 
生き た まま 持ち か えっ た 。 雪 魚 8 尾 中 6 尾 が 陽性 で 。 タ 
虫 の 寄生 数 は 1 10 匹 で あっ Pana 
れ ら を 水 に 入れ て 氷室 に お き 体 の の び た も の を 順次 ガム 
クロ ラー ル で 封入 固定 し , 頭 球 釣 の 数 と 体 の 皮 電 列 を か 

えた 。 体 の 大 き さ は , 長 さ 4mm 前 後 , 巾 0.8~ 0.4 

mm て 日 林産 顎 口 虫 第 8 期 幼 東 と 殆 ん ど 同じ で ある 。 頭 
球 の 釣 は 29 匹 中 25 匹 が 4 列 で , 4 匹 に は 5 列 目 に 


個 の 小 こ な 区 を みとめ ,。 形 は 日 本 産 と 同じ で ある 。29 匹 
中 。 体 の こわ れ た も の 7 匹 を の ぞ き 。22 匹 に つい て か ぞ 
えた 結果 , 数 は 第 1 列 88 一 45 で 平均 40.6, 第 2 列 388-48 
で 平均 43.6, 第 3 列 39ー50 で 平均 45.3, 第 4 列 41ー53$ で 
平均 48 .2 で 何 】 も 第 1 列 の 数 が 最も 少な く , 順次 ふえ て 
第 4 列 が 最も 多く な っ て いる 。 宮崎 前 報告 し た 日 本 
産 の も の は 。 第 1 列 の 平均 44.3, 第 2 列 47.3。 第 8 列 
49.6。 第 4 列 52.0 で ご バンコック 産 の も る の ょ りや や 多い 様 
ら が 。 第 4 列 と 第 1 列 と の 差 の 平均 は バン コッ ク 産 


ュー デジ 雪 、> 


の も の 7.6, 日 本 産 Y.7Y で 殆 ん ど 同 数 に な る 。 次 に 大東 
は 頭 球 を 除い た 全 虫 体 表面 に 認め られ て 尾 端 迄 達し , て 
の 列 数 は 何れ も 40 月 を 杜 え て 平均 kt 日 本 
産 有 隷 頭 口 虫 と 大 差 な く , その 形 や 大 き さ も る 同様 で あ 
る 。 以 上 の 結果 か ら 。 バ パン コッ ク 産 の 雷魚 か ら え られ た 
顕 口 虫 の 幼虫 は , 日 本 産 と 比較 し て て 時 の 雪 や 皮 旧 列 
の 数 に 大 差 が な い 事 を 認め た 。 

( 加 ) 宮 崎 一 郎 

(大 鈴 教 授 に 代 っ -~ ca 有 較 
顕 口 中 で ある か 疑問 で あっ た が , 大 稚 教 授 の 観察 結果 て 
は , 日 本 産 の 幼虫 と 同様 で し た 。 
129. 人 体 肺 吸虫 症 の 肺 病巣 部 切除 11 症例 に お ける 病 
理学 的 考察 灘 川 宗雄 ・ 吉 村 控 之 ( 千 大 寄生 虫 ): M. 
YOKOGAWA & H. YOSHIMURA : Histopathological 


studies on the lungs (worm cysts) of the 11 Daragoni- 


miasis patients which were Surgically excised 


と 肺 吸虫 症 患 者 の 中 で 外科 的 に 肺 臓 病 巣 部 

行っ た 11 症 例 に つい て 肺 臓 病変 の 病理 学 的 解析 を 

11 症 例 の 中 で 9 例 は 下 結 節 内 に 1 虫 が 生存 し て 

り 2 例 は 息 卵 の み が 認め られ 忠 体 は 見 出し 得 な か っ 

た 。 皮 一 及び 卵巣 の 形態 を 調べ た と と ろ 。, 2 虫 を 除い て は 
に ツー ステ ルマン 下 和 び 旬 9 八 を みとめ た か 3 
で は 皮 練 は 可 成り 群生 し 卵巣 も 大 平 型 と の 中 間 型 と も 

6 凌 き うろ る 盆 岐 を 示し て いた 。 因みに 虫 卵 の 形態 は 凡 て 
> エス テル マン 型 で あっ た 。 本 症 の 病変 像 を 特徴 づけ る 
変化 を 要約 すむ ば 次 の 如く で ある 。 1) 虫 裏 形成 と その 
肉芽 組織 の 性 状 : 空洞 形成 。 細 血管 新生 を 伴う 線維 性 肉 
間組 織 の 形成 。 好 酸 球 及び 形質 細胞 の 著 明 な 浸 集 。 組織 
球 性 大 単 核 細 胞 の 多数 出現 束 。 2) 類 上 友 細 胞 結節 epir- 
heloid cell tubercles の 形成 : 虫 卵 結節 。 結節 周 辺 の 閑 
維 性 彼 包 。 中 心 部 の 融解 , 壊死 。 銀 線維 の 断裂 , 離 開 , 
消失 。 各種 巨 細胞 出現 。3) 肺炎 像 : 急性 一 亜 急 性 期 一 一 





二 有 ZZ 


ヽ N。 。 ロロ て で て mw な ょ sa 


胡 和 33 年 6 月 (1958)〕 

湊 出 性 炎 ( 出 血性 , カタ ル 性 炎 ), 亜 慢性 慢性 期 一 一 増 
性 を (慢性 線維 性 間 質 炎 肺 硬 変 )、4) 血管 症候 : 内 膜 
増生 。 類 線維 素 様 膨 化 又は 硝子 様 化 。 血 管 周囲 炎 。 汎 血 
管 災 。 血 管 中 aa 芽 腫 。5) 壊死 巣 : 乾 本 化 。 融解 。 
PP 二 次 的 感染 に ょ る 壊 拍 性 病巣 。 石 灰 化 。 化 

人 化 。6) 気管 タ es 気管 攻 炎 と 気管 支 拡張 症 : カタ 
性 江 性 炎 。 和 気管 攻 拡 張 性 空洞 の 形成 。 粘 膜 上 度 の 
増生 像 (GSquamous metaplasia)。 何 れ の 症例 も 好 酸 球 , 
形質 細胞 及び 大 型 単 核 細胞 の 出現 が 目立ち , 類 上 皮 細 
形成 と 血管 に お ける 電装 Rossle, Letterer 
等 の 指摘 する 免疫 形態 学 的 観点 に お いて 理解 され 得る も 
nks 

猫 人 以外 の 諾 動物 ( 犬 15 
頭 , 獲 7 頭 , 豚 2 頭 , た ぬき 1 頭 ) の ウェ ステ ルン マ 肺 
吸虫 感染 例 に つい て 人 の それ と 比較 し 宿主 特異 性 の 面 か 
ら も 考察 を 加え た 

( 間 ) ( 熊 大 寄生 東 

肺 吸虫 寄生 に 原因 する と 御 意見 の あ 
節 と の 第 別に つい て お 尋ね する 。 

( 答 ) 吉 村 挫 之 

二 和 H の 細 oN 字 的 の 構築 銀 線維 の 態度 等 極め て 類似 
する も の が あり ます の で (組織 内 TB 菌 染色 外 ) 細胞 学 
的 検討 を 今後 行い た いと 存じ て 居り ま 


組織 反応 で ある と 考え られ る 。 
り 


岡村 一 人 郎 
っ た 結節 と こう 結核 結 


130. 中 正 


131. 肺 吸 虫 和憲 幼 虫 の 最も 強力 な 脱 松 促進 因子 と し て 

の 胆汁 酸 に つい て 人 大島 呑 夫 ・ 吉 田 美彦 ・ 木 畑 美 知 江 
公 術 院 寄生 虫 ) : F. OSHIMA, Y. YOSHIDA & ML 

KIHATA : Studies on bile acids as the most e 代 ective 


factor inducing excystment of the metacercaria of 


ア Z7 の 5072277224S 706SZ7 ら 7772772 


ウ 肺 吸虫 役 要 幼 虫 脱 に は 温度 40C が 最適 で あり , 更 
に pH と 浴 透 圧 が 重要 な 影響 を も つと と が 知ら れ て いる 
の で , 塩類 の 影響 を さけ る た め 5 倍 稀釈 の 焼 酸 緩 衝 液 に 

食塩 を 加え て 4 ニー0.04C 前 化 と し 。 40C で pH を 7.8 

た も の を 選ん だ 。 と の 基礎 液 の み ・ MP 

る に 3 て 4 時 間 を 必要 と する 。 

リー ゼー。 デ ゾ キシ ュ コール 酸 , 
し た 人 工 腸 液 中 で は 30 分 以内 に 大 部 分 脱 糧 し た 
寺 約 の 成分 の うち 何 が 有効 で ある か を 8 種類 の 
を 作 つ て 検討 し た 結果 , 胆汁 酸 の 加わ つた も の の 


タウ ロコ ー ル 


水 で 2 , 3 回 洗 敬 後 , 減 菌 蒸溜 水 で 1 回 洗 藻 する 


x 著 明 な 脱 雪 促進 作用 が ぁ トリ プシ ン も リパーゼ に 
も 効果 は 認め られ な か つた 。 デ ゾ キ シュ コー ル 酸 に つき 濃 
度 別 に 脱 裏 経過 を 観察 し た 結果 。 0.1 多 以 上 は 濃度 を 濃 
くし て も 脱 詩 は 促進 され な い が , と れ 以 下 で は 稀 和 する 
に 従い . 脱 裏 率 が 下り , 0.1 で は 10 分 で 80 多 , 20 分 で 
902, 30 分 で 108 和 の 半 靖 人 見 た 。 次 に デ ゾ キシ ュ コール 
NASKNeiea efterv 
た が pH は 6.0 以 下 - 月 に 阻害 され る が , 6.0~8.0 
の 間 は 大 差 な く , 高 湊 em トバ Pooo こさ せ , 4ー 
ニー1.50'*C で る 1 時 間 俊 に 852 の 脱 論 を 見 た 。( 胆 汁 酸 
RI 
促進 作用 を 検討 し た 結果 ,。 デ ゾ キシ コー ル 酸 。 タ ウロ コ 
ー ル 酸 , コー ル 酸 の 順に 著 明 な 促進 作用 が あり , デハ イ 
ドロ コー ル 酸 は 全く 効果 な か つた 。 そ と で これら の 界面 
活性 を 測 滴 計 を て 測定 し た 結果 , 脱 要 促進 作用 を 示 
す 胆 汁 酸 は いずれ も 強い 界面 活性 を 示 レ , 界面 張力 に レ 
て 50 ダ イン 1cm 以下 と な つた 場合 に 最大 の 脱 効 果 が 
ある と と が 判明 し た 。 デ ハイ ドロ コー ル 酸 は 殆 ん ど 界 面 
活性 を 示さ ず 脱 近 促 進 作 用 も な い 。 双 別に 界面 活性 剤 と 
し て Twee 80 及び オレ イン 酸 を 用 いて 界面 張力 を 50 ダ 
イィ ン /cm 以下 eno た が 全く 効果 は な か 
つた 。 以 上 ょ より 脱 斉 は 界面 活性 を 有する 胆汁 酸 に よ つ て 
促進 され る 事 が 判明 し レ , ch また 胆汁 酸 の リポ イド と 
の 結合 力 な ど を 考慮 し , 裏 壁 に 特殊 な 作用 を 与え て 脱 斉 
を 助長 する も の と 考え られ る 。 

132. 肺 吸虫 症 の 皮 内 友 応 用 抗原 の 凍結 融 般 に よる 製法 
に つい て 長 花 操 ・ 西 田 弘 ( 鳥 大 公衆 衛生 ) : M. NA- 
GAHANA 層 H. NISHIDA: Preparing method of 
the skin-test-antigen from adult worrms of ア Z7 の の 77- 


2724S 2 の 6S7e277 の 722 by freezing and thawing 


肺 吸虫 症 の 皮 内 反応 用 抗原 と じ て は , 従来 ウェ エステル 
マン 肺 吸虫 成 昌 の 食塩 水 抽出 液 が よく 用 いら れ て いた 
が 。 横川 氏 ら は 本 虫 成 貝 の エー テル 沙 質 成分 を 除い た も 
の か ら の ベロ ナー ル 緩 衝 液 に ょ る 抽出 液 が , 従来 の も の 
より 優れ て いる 事 を の べ て いる 。 と の 横川 氏 ら の 抗原 の 
作製 経過 に err 5 用 いち れ て いる が , 我々 は その 
代り に ドラ テイ ス を 用 いて 忠 体 を 凍結 工 解 し , 本 反応 
用 抗原 を 作製 し た 。 そ の 製法 の 概要 は 次 の 通り で ある 。 
1) 宿主 を 解剖 し , 肺 騰 より 無菌 的 に 成虫 を 取出 す 。 
(以下 , 出来 る 限り 無菌 的 に 操作 を 行う ) 2) 減 菌 食塩 
es 3) 洗 
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を な る だ け 落 し て , と れ 
に 入れ 衝 量 する 。 4) 凍 
ホモ ゲ ナ イザ ー 


藻 後 , 虫 体 の 外 に つい て いる : 
を 子 め 笠 量 し て ある 小 ビ ー カ ー 
結 融 解 を 60 回 (凍結 時 間 30 分 ) 反復 俊 , 
に て 磨 砕 す る 。 5) 力 液 漏斗 内 で エチ ル , エー テル と 共 
に 30 分 振 し た 後 , 6 千 回 転 30 分 間 遠 沈 し て , その 上 層 
を 捨て 下層 を 取り , と れ に 含ま れ て いる エー テル を 真空 
ボン プ で 除去 する 。 6) と れ に 乾燥 虫 体 の 重量 の 99 倍 量 
の ベロ ナー ル 緩 衝 液 を 加え (予め の 調べ で 本 色 の 生 の 虫 
体 の 重量 と 乾燥 重量 と の 比 き 明らか に し て お いて ), 分 液 
漏 圭 で よく 振 弘 し た 後 , 5 'CF で 48 時間 抽 出す る 。 7) 
9 千 回 転 40 分 間 遠 沈 し て 上 清 液 を と り , これ に 1 万 倍 の 
割 に マー ゾ = ニ ン を 加え , 原液 と し て 氷室 に 保存 する 。8) 
抗原 は この 原液 を 1 万 倍 マ ー ゾ = ニン 加 生 理 的 食塩 水 で 
100 倍 に 稀釈 し, 1 万 倍 液 と し た も の で ある 。 か く て 得 
た 抗原 と 横川 氏 ら の 抗原 を 用 いて 931 名 を 対象 に 皮 内 反 
応 を 施行 し 。 その 成績 を 比較 し た 処 , 略 同様 の 結果 を 得 
た た 結 融解 は 細 北 か ら 酵 素 を 抽出 する 手段 と し て 用 い 
られ て いる も の で あつ て , 細胞 は 凍結 席 解 を 受け る 事 に 
よ つ て 。 原形 質 の 結合 水 が 水 結 す る 事 に ょ り 脱 水 さ れ , 

原形 質 の 特性 が 失わ れる 。 従 つて , 本 抗原 の 作製 に 際 し 
て も , 原形 質 か ら の 有効 成分 の 抽出 は 非常 に 容易 に な る 
も の と 考え る 。 以 上 , 凍結 融解 を 利用 し た 半 自 定 の 上 
内 反応 用 抗原 の 製 に つい て その 概略 を の べた 。 そし 
て , と の 方 法 に よ ょ つて 作ら れ た 抗原 も , 本 症 の 診断 用 皮 


内 反応 に 充分 使用 し うる 事 を 認め た 。 こ の 方 法 に よれ ば 
凍結 乾燥 の 設備 の な い 処 に お いて も , 容易 に 本 反応 用 抗 
原 を 作り うる 便 が ある 。 


133. 大 王 肺 吸虫 と 小型 大 下 肺 吸虫 の 種別 標 徴 の 比較 研 
究 (①) 吉丸 と 卵巣 の 大 き さ の 比 を 以 つ て する 両 種 肺 吸 
虫 の 区 別 , 殊 に 白 単 感染 虫 体 に つい て 一 反 於 六 四 郎 ・ 
富村 保 ・ 荒 川幅 ( 阪 府 大 獣医 ) : O. ISSHIKI, T. TO- 
MIMURA 層 A. ARAKAWA: Comparative studies 
on taxonomic characters of ZS の 7 の 7 Miy- 
azaki and アア. ZZszzezeszs Chen.( 1 ) On ratio of dim- 
ensionS of ovary and testis of two species in white 


rat strain 
人 


P ozzgz (Po.) と ア ZZsezezszs (万 Z.) と は 相互 
に 近似 種 ご あり,。 mc で は 区 別 で きる が ,。 成虫 で は 区 別 
困難 と され て いる 。 さ き に 我々 は イタ チ か ら 得 られ た 肺 
喚 虫 を , mc か ら 出 発し た ど o., ど z 両 種 の 成 昌 と 比 
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率 丸 と 卵巣 の 大 き さ の 比 の 値 が , 両 種 間 に 相違 の 
af し , と れ ら の 性 質 に , 卵 の 性 質 , 産地 の 
し て , 同 動物 か ら 得 た も の を :. と 同定 し 
た 。 。 今回 は 自 朱 に 上 染 さ せ た ,15, 20。 25, 30, 35。45。 
55 日 齢 の Po. と アア に つい て , 宗 丸 と 卵巣 の 大 き さ 
の 関係 を 比較 検討 し た 。 そ の 結果 , 興味 ある 成績 が 得 ら 
れ た の で , その 概要 を 報告 する 。 方 注 : 兵庫 県 円 山川 産 
ア .o. の mc と 大 阪 府 新 淀川 産 ア : の mc を 白 肖 に 径 
口 的 に 投与 し , 一 定 日 齢 の 虫 体 を 作成 し た 。 標 本 は 凡 て 
Shaudin の 液 固定 の 圧 平 標本 と し , hematoxyjin 単 染 
色 を 施し た 。 各 日 齢 の 了 虫 数 は 5 コ づ つと し た 。Planim- 
eter を 用 い , 貝 体面 積 , 卵巣 と 麟 丸 の 面積 を 測定 し , 前 
者 に 対す る 両 後者 の 百分比 を 求め て 比較 し , 一 者 丸 の 大 


卵巣 

きき (左右 平均 ) 。、。. 。。 憲 丸 の 長径 メ 短 
の 大 きき - の 値 を 比較 し , また ーーーー 策 東 の 長 
筐 (を 右 平 均 ) の 人 針 を 比較 し た 。 成績 : 1) 昌 体 面積 


径 > 短 人 
に 対す る 卵巣 と 宰 丸 の 面積 の 百分比 を 求め た 結果 (以下 
測定 値 は 8 虫 の 平均 値 に 基 い た ) a) Po. の 卵巣 面積 は 。 
虫 体面 積 の 0.79 (15 日 ) て 2.15 多 (85 日 )、 ア ょ ヵ は 0.66 
(15 日 ) 2.32 多 (85 日 ) で , 両 種 癌 に 著 差 が 認め られ 
な い 。 D) 左右 境 丸 面積 (合計 ) の 帳 体 面積 に 対す 百 分 
比 は , ア の に お いて 2.96 (15 日 ) ~7.77 多 (30 日) で 
ある の に 対 し , アア.7. で は 3.81 (15 日 )>11。41 狐 (5B) 
で , ア zZ は ア o. に 比 し て ,。 や や 大 きい 傾向 が 認め ら 


れ か も 。 各 日 齢 に お いて ア .z の 値 が 大 きい 。 2) 


YS 丸 の 大 きき (左右 半 均 ) 
Pianimeter に よる 一 巣 の 大 き さ ー は, 


Po で は 1.56 (4345 日) ~2.37 倍 で で ある の に 対 
レ 。 ど ア , で は 2.13 (45 日 ) 8.51 倍 (25 日 ) で 。 ょ 。 
の 守 丸 は 卵巣 に 比 し て , Po. の それ より も 明か 大き 
い 傾 向 が あり , し か も る 各 日 齢 に お いて ア 。 の 方 が 大 き 
い 。3) 鶴丸 の 長径 短 径 (左右 平均 ) ー で は 。 ア o 


が 1.55 (45 日 ) 2.57 倍 (30 日 ) で ある の に 対 し 。 ア . ょ 





卵巣 の 長径 メ 短 径 


で は 2.11 (45 日 ) ~3.84 倍 (25 日 ) で .。 ア .z. の 宰 丸 は 卵 
巣 に 比 し て , co の それ より も る も, 明か に 大 きい 傾向 が 
り , し か も , 各 日 齢 に お いて ア と z の 値 が 大 きい 。 
( 問 ) ( 両 大 医 寄 生 昌 ) 山 口 佐 促 
比較 され 吸虫 の 個体 数 か ら 5 隻 で は 少な 過ぎ ませ 
ん か 
(等 ) 冨 村 保 
各 日 齢 5 隻 づ ょ で は 少 い が , Po. の 宗 丸 面積 は ア z 


の それ に 比 し 例外 な し に 小さ い 。 今後 多数 例 に つい て 計 


測 し て 見 た いと 思 つ て いま す 。 
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( 九 大 医 寄 生 下 ) 宮 崎 一 人 郎 
本 の 厚 さ PS 2) 1 個体 を え 
時 ae ら か 同定 で きま すか ? と れ ら の 区 別 法 は 
ぜひ 明らか に し た いと 思い ます か ら , 御 研究 を お ね が い 
いた し ます 。 
( 和 ) (大 阪 府 大 農 獣 医 ) 富 村 保 
1) 標本 の 厚 さ を 一 定 に する と と が 望ま し い が , それ 


は , 仲 々 困難 で あり ます 。 演者 ら は 同一 の 条件 下 で 標本 
を 作成 し まし た 。 ま た 内 丸 面積 に 対す る 卵巣 面積 の 比 を 
見 て いま す の で , 一 応 厚 さ は 重要 な 問題 に な ら ぬ と 考え 
ます 。 2) 1 個体 だ すけ で は む づ か し い が , 少く と も 5 個 
体 を 見 れ ば 大 体 同定 出来 る と 思い ます 。 

@ ー 色 於 荒 四郎 

山口 先生 に : 各 日 齢 の 虫 体 数 は 任意 抽出 の , 注意 深く 
作成 し た 5 個体 づつ で あり ます 。 値 は , その 平均 値 を 求 
め ま し た 。 実際 問題 と し て 各 日 齢 の 息 体 数 を 十分 に 揃え 
こと は , かなり 困難 で あり ます 。 両 種 と も 虫 体 数 の 合計 
は 100 個 体 余 り と な り , そ れ に 例外 が あり ませ ん で し た 。 

宮崎 先生 に : 1) 標本 の 厚 さ は 非常 に 重要 で あり ます 
の で , 1 人 の 者 が 同一 条件 の 下 に , 注意 深く 作成 し まし 
た 。 2 ) 他 の 標 微 並 びに , 卵 の 性 質 な ど を 参照 し て 大 体 
区 別 し 得る 見 込み が あり ます 。 


の OX 


134. 人 間 及 び 実 験 動物 肺 表 申 症 の 先導 学 的 診断 に お な け 
る 精製 抗原 の 使用 に つい て E. 呈 SADUN, A. A. 
BUCK & B.C. WALTON (406th Medical General 
Laboratory, Japan, 層 German Red Cross Hospital, 
Pusan. Korea.) he use of purified antigens in 
the immunodiagnosisS of paragonimiasiS in humans 


and experimental anirmals. 


Three antigens were prepared from adult 7PZzg- 
g9222S 2 の Se7927・ a relatively crude ether extrac- 
tion (PC), a purified acid soluble protein .fraction 
(PM) and a purified acid insoluble, alkaline soluble 
Intradermal tests using 
these antigens were carried out on infected individuals 
and uninfected controls. By measuring the area of 
the wheal deriving from the introduction of antigens, 
an objective standard has been recommended which 
Should insure uniformly reliable results when the 
test iS used by different workers in the field. The 
soluble protein fraction of the adults (PM) gave der- 


protein fraction (PM-ins). 





( 75 ) 






mal reactions which were mmore specific than those 
obtained with the other antigen and gave an irmmedi- 
ate type reaction in infected individuals. Over 2,000 
human volunteers received intraderrmal testS uSing を 
PM as antigen. All of the personS with proven 
paragonirmiaSiS gave DoSitive reactions whereas only 
one out of 121 trematode-free controls reacted DOSi- 
tively. Although in some CaSeS CrOSS reaCtiOnS OCCUF- 
red with schistosomiasis and clonorchiasis patients. 
the wheal produced by the homologous antigen WS 
always much jarger and more distinct. In the comn- 
plement fixation test, best results were obtained with 
Sera from cats fed a single dose of 
metacercariae were tested at regular intervals. AL 


PM-ins antigen. 


sera from the animals before ingestion of the ineta- 
cercariae and from uninfected controls gave negative 
complement fixation reactions. The sera fromn infec- 
ted cats became positive approximately 30 days and 
were still positive 130 days following infection。 Stool 
examninations showed the first appearance Of eggs 
between 60 and 70 days following infection. The 
results obtained with the complement fixation and the 
infradermal tests were commpared in 162 individuals. 
Nine per cent patients with active infectiOonS gave 
negative C-E reaction.、 Conversely, none of the people 
with negative intradermal tests gave DOSitive cornple- 
ment fixation reaction. No cross-reactionS were Obs- 
erved using this antigen in the complement fixation 
reaction with sera from patients having clonorchiasiS, 
schistosomiasiS, histoplasrmOSiS, coccidioidomycoSiS 
actinomycosis, sarcoid, syphilis, tuberculosiS, IeDroSy 
and lung carcinoma. In general, the complemmnent 
fixation test was less sensitive but mmore Specific than 
the intradermal test. The excellent correlation bet- 
ween hypersensitvity to PM antigen and infection with 
ア zees を 7 の 7 the case of perforrnans and the rapidity 
wirh which clear-cuf resujts were obtained, make .us 
regard this skin test as a useful tool in epidemiologi- 
cal surveys. Because of its specificity, the commple- 
ment-fixation test with PM-ins antigen iS recormrmen- 
ded as a laboratory method which faciiitates the 
differential diagnoses of paragonirmniasis in clinical 
practice. 
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予防 注射 に 坪 て 大 越 伸 ・ 薄 井 万 平 ・ 友 田 勇 ・ 北 野 訓 敏 
・ 高 塩 満 男 (東大 獣医 ) : S. OKOSHI, M USUI, !. TO- 
MODA, N. KITANO & M. TAKASHIO : Studies on 
the therapeutic prophyjaxis for immmature wormn at 


the latent period of schistosommiasiS j2DOniCa 


日 本 住 箇 吸虫 Cercaria を 人 工 感染 後 , 
め ぎ る 潜伏 感染 犬 に 対し て ナトリウム 吐 酒 石 を 注射 す 

事 に 依り 潜伏 期 の 未成 熟 虫 体 を 早期 殺虫 し て 発病 を が 
に 予防 する 意味 の 療 的 子 防 入射 を 試験 し た 。10 て 15 kg 
- の 健康 成 犬 に 対 し て 山梨 県 産 宮 入 上 中 より 得 た Cercaria 
を 体重 1kg 当り 100 匹 の 割合 で 経 皮 感 染 モ し め , 之 を 


| ゴゴ 〆 る ジレ コ | ジス ッ ジ が 
感染 直後 群 。 10 日 目 群 , 20 日 目 群 及び 排卵 確認 群 の 3 群 
た 分 け て 各 和 群 に 対し 


Sb 実 量 3, 6, 9, 12mg/kg の 
4 区 分 で 静脈 内 注射 を 行 つた 。 和尚 供 試 大 は 人 工 感染 俊 毎 
日 MLF.C. 法 に 依る 虫 卵 検査 を 実施 し , 双 10 日 毎 に 体 
重 測量 , 赤血球 数 , 白血球 数 , 好 酸 球 数 の 測定 及び 濾紙 
幸先 生計 に 基 る 旧 清 販路 選 位 の 三 並び に 昌和 


未だ 排卵 を 認 


工 選 





計 に 佑 る 血清 総 彼 白 量 を 測定 する と 共に Gros, Cobalt, 
Cadmium, ct 記 , 和 や 時 光 能 調査 < 実施 し 【 て 供 試 
犬 が 示す 病状 の 釣 し, 最 和 化 に 全部 の 犬 を 層 殺 部 


検 し て 生 | RON Ps し た 。 そ の 試験 成績 は 

通り で あつ た 。 1) 感染 直後 より 予防 注射 を 開 
で は Sb 実 量 8,。 6, 9, 12 mg/kg の 各区 分 と も 何れ 
も 了 虫 卵 の 排出 を 認め 予防 法 は 無効 に 終 つ た が , 3 mg/kg 
注射 時 の 排卵 日 攻 は 39 日 , 6 mg/kg で は 56 日 , 9mg/kg 
で は 98 日 , 12 mg/kg で は 175 日 で あつ て Sb 量 の 増加 
に 比例 し て 排卵 日 Lo し た 。2) 感染 10 日 後 よ り 予 
防 注射 を 開始 し た 群 で は Sb 量 3,6mg/kg で 発病 し た 
が 9~-12 mg/kg で は 潜伏 期 の 殺虫 に 奏効 し 発病 を 予防 
し 得 た 。 3) 感染 20 日 後 より 予防 注射 し た 群 で は Sb 量 
3mg/kg で 発病 し た が 69mg/kg で は 潜伏 期 の 未成 
部 虫 体 を 完全 に 殺虫 し 予防 法 が 奏効 し た 。 3) 感染 和俊 排 
衣 務 で は 9 日 に 上 6 見 転 を 認め 之 に 各種 量 の 
Sb 剤 を 注射 し た 結果 成虫 の 完 全 税 下 量 上 I ち 感染 犬 の 治 
間 量 は 12~15 mg/kg で ち も つ た 。Sb 実 量 10 mg/kg 以下 
の 注射 量 で は 21 ぞ 31 日 目 ! 29 - 時 陰 転 し た が 5088 
日 目 に 至 つて 再び 虫 卵 陽 転 を 認め た 。 5) 感染 犬 の 体重 
の 増減 。 血液 検査 成績 , 血清 蛋白 分 層 2 及び 肝 機 


* 概 ね 次 の 
始 し た 群 


能 障害 は 虫 卵 検査 成績 及び 剖検 所 見 と 並行 し た 成績 
を 示 し た 。 以 上 を 総括 すれ ば Sb 2 務 防 





135. 潜伏 期 の 日 本 佳 血 吸虫 未成 藝 虫 体 に 対す る 治療 的 
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注射 は 感染 20 日 後 の 末 成熟 虫 体 に 対 し て 成虫 の 殺 昌 量 の 
約 半 量 で 発病 を 子 防 し 得 た が Cercaria が 経 皮 感染 し た 
直後 で は 無効 で あや つた 。 此 の 事実 は 従来 Sb 剤 が 豆 体 の の 
生殖 腺 を 放す る も の と 考 へ られ た 成績 と 同様 の 意味 を 


示す まき ハー プ 尋 、 上 名 用 1 ) テー 
志す や の て 4 > る と 解釈 し た 。 


136. 日 本 佳 血 吸虫 感染 廿 日 肖 の 肝 酢 案 森 和 雄 ・ 中 込 
仕 ・ 松 本 克彦 (昭和 医大 医 動物 ) : K. MORI, T. NAKA- 
GOME 層 K. MATSUMOTO : Liver enzymes in mice 


infected with Sc/zs/2s の 7 7 の の 22CZ7272 


日 本 住 血 吸虫 セル カリ ア を 濃厚 感染 せ し め た 填 日 
エス テラ ー ゼ 。, 


肝 カ タラ ー ゼ , 
ゼ の 消長 を 感 


ステ ラー ゼ 並 びに アル カリ 
染 俊 約 3 週間 に 理 つ て 経時 的 に 測定 し た 。 と れ ら の 肝 酵 


素 は 。 その 活性 度 の 消長 に 一 定 の pattern を 有 し て い 
て , 感染 後 3 5 日 で 一 時 低下 する が , 再び 上 昇 し , 
区 値 に 近づく 傾向 を 示し た 。 只 アル カリ 
& は 一 時 低下 後 上 時 する 傾向 が あつ 
た 。 とれ ら ちの 肝 酵 素 の 一 時 的 低下 の 時 期 に 動物 の 肝 並 び 
に 有 指 数 に も 顕著 な 人 化 が の x ら れ た 。 と の 頃 に は 虫 体 の 
発育 も 極 く 初期 で , 肝 の 病変 も 未だ 軽度 で ある と と か ら 
考え て , 肝 酵 素 活性 度 低下 は , 主として セル カリ ア の 侵 
入 に 直接 関係 ある も の と 考え られ る 。 


アル ギ ナ ー ゼ 。 キリ 2 委 


プ ォ スプ ァ アダ ー 


ン 


137. 梗 鳥 佳 血 吸虫 Miracidium の 生態 並び に 形態 に 
つい て 岩崎 弘 三 郎 ・ 河 村 潤 子 (大 阪 医大 病理 ): 古 . 1- 
WASAKI & ]. KAWAMURA : Ecological and mor- 
phological studies on the miracidium of CZgg70 の 2 た 


z7Z Ss7222726 Tanabe, 1948 


の 形態 観察 に 用 いた 材料 は , 
トト に て 固定 し た 標 2 9 切片 模 
形態 学 内 け で な く , 分 類 
の 上 に も 必要 な 資料 で は な いか と 思う 。1) Miraci. の 
yi 帯 は 6 ~40 で , 運動 可能 選 度 帯 8 こ 27 で , 最適 
帯 20 て 257C,。 で ある 。 水温 20'C pH 6.8 の 水道 中 
に お ける 運動 速度 は , 秒速 0.1ー7.9 mm で ある 。pH 
の 生存 域 値 は , 5.8~7.6 で ある 。H』) ムク ドリ の 腸 壁 
000 昌和 よ ト り 潜 出 し た Miraci. は 。 136※X65 ム て 


棟 鳥 住 血 吸 虫 Miraci. 
Miraci. を カバ ー グ ラス 


本 と で ある 。 と の 問題 は , 


片 標本 で は , 89<88 > で ある 。1) 繊毛 上 皮 細 胞 は 。 
22 箇 。 厚 さ 


の 選 平 な 細胞 より 成る 。 細胞 配 列 


1.7 ん 


























(1958) 〕 
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は , 日 本 住 血 吸 虫 ( 洪 辺 , 1934) と 一 致す る 。 毛 の 長 
< は , 第 2 列 が 最も 長く 9.8~11.2 4 それ 以外 は Yー 
8.4 ん 生生 先端 は 更に 短 か く 1.4 。。 2) と れ ら の 
細胞 間 に は , 上 皮 間 細胞 が 存在 する 。 3) 体 表 に は 0.4 
Or 
川 の 細胞 層 で , 表皮 に 沿 つた 紡 鯉 形 の 細胞 体 に は , 2.5 
-3.5 <1 の 長 椿 円 形 の 核 を 有する 。 5) 皮下 筋肉 細 
3 は ,。 2.8 て 3.9 X1.5 て 2.8 z の 短 棒 円 形 の 核 を も ち 
比較 的 密 な 配列 を と る 。 6) 腸 基底 部 の 位置 に , 4.2 一 
6.7 z の 不正 円 形 の 細胞 が ある 。 と れ は , 日 本 住 血 吸 虫 

と 下 体 肉 細胞 に 相当 する も の で は な いか と 思う 。 7?) 
腸 細胞 の 長 さ は , 全長 の リー7』。 で ある 。 細 胞 内 に は 昧 
を 満 し 。 核 は 認め 得 な か つた 。 8) 紅 率 引 筋 細胞 は , 
<1.5 て 2.5 z の 椿 円 形 の 核 を 有 し , 皮下 筋 
内 組 乃 謎 こ に ポ まく 。 9) 一 対 の 単細胞 腺 内 部 に は , 

染色 性 の 題 粒 と 講 し て いる 。 4 一 5 の 円 形 の 核 は 
核 色 質 に 乏しい 。 先端 で は , ほ ゞ 直角 に ま が つ て 直径 
1.7 の 管 と な り 開口 する 。 10) 神経 細胞 境界 は 不明 
で , 1.4~2.8 の 小 円 形 細 旋 が 。 一 重 の 欄 を な し て 配列 
する 。 (日 本 住 血 吸 虫 で は 二 重 の 配列 , 渡辺 1934), 神経 
組 有 集団 内 部 の 神 醤 織 継 は , 左右 一 対 。 感覚 器 に 一 対 の 
維 束 を 出し て いる 。 細胞 数 は , 約 60, 縦断 面 で 18 か 19 
を 数 えた 。 11) 感覚 器 の 笑 敵 は , 8.9X2.2 z で , 神経 
統 維 と も 連絡 し て いる 。 12) 左右 2 対 の 和 状 細胞 の 位 
"時 二 小田 氏 の 観察 と 一 致す る 。 上 下 各 一 対 

ぐ 組 い 管 は 。1.1>1.4 み の 太い 管 に 統一 され る 。 

| 1 部 直 租 は 。 1.4 で , その 周辺 4.2X4.2 zz の 竹 囲 
は , 酸 フク シン に よく 染色 され る 。13) 体 肉 細胞 は ,2.1 
^34.2 の 不正 円 形 の 細胞 で , 後 体 部 に 散在 する 。 14) 

ト 細 胞 は . 5.6 て 8.4 & の 多角 形 の 大 細胞 で , 円 形 は 
柄 円 形 の 核 が , 細胞 の 大 部 分 を し め る 。 核 は 透明 で , 明 
瞭 な 一 箇 の 核 小 体 を も ち , 核 色 質 に 富 な 。 腔 細胞 の 総数 
は , 19 て 28 を 数 えた 。 


ホ 


2 .8 て 93。9 


138、 山梨 県 有 病 地学 童 の 年 間 に 於 ける 日 本 佳 血 吸虫 卵 
保有 状況 に つい て 大 田 秀 浄 ・ 佐 藤重 房 ・ 秋 山 澄 雄 ・ 中 
山 茂 (山梨 医 研 ) : S. OTA, S. SATO, S. AKIYAMA 
& S. NAKAYAMA: Onthe incidence of Sczs の 5- 
の 2Z 7 の o722C22 im the school-children in endemic area, 
Yamanashi Prefecture, through one year 


日 本 住 面 吸虫 (日 虫 と 略 ) の 人 体 の 感染 率 は 雇 年 減少 
し , 沙 涼 法 に て は 日 曳 卵 の 検出 は 極め て 困難 と な り , 集 
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卵 法 に て 実施 し て も 検出 息 卵 数 は 極め て 少数 と な つた 現 
状 で ある の で 有 病 好 学 = 童 の 年 間 に お ける 日 虫 卵 の 保有 
状況 を 詳細 に 知ら ん と し て , 有 病 地 中 巨摩 郡 某 小 学校 学 
童 第 3 学年 107 名 , 第 6 学年 81 名 の 集団 検便 を M TFC 
変 法 に よる 集 卵 法 ( : 和 年 2 月 より 32 年 1 月 まで 毎 
月 1 回 実施 し 2, 3 の 知見 を 得 た の で 報告 する 。1) 山 
る 日 虫 病 も 殺 上 忠治 療 に より 年 に 減少 し て 
が 。 最近 集 諸 に よ ym 0 こ 虫 卵 保有 者 
が 多い の に 藻 く 。 し か し 一 面 急性 症 は ど な く , 且つ 慢 
性 症 の 場合 に も 自 党 拓 和 ま 実 ry で て いる 。 と れ 
は 確か に 日 昌 の 人 体 へ の 寄生 数 が に 減少 し て いる と 
と が 判る 。 本 実験 に より 年 間 延 MP 昌 卵 排卵 者 中 
1 < 5 ケ と 云う 少数 排卵 者 が 260 例 76.702 に 及 ん で v 
る と と は これ を 裏付け る も の と 考え られ る 。 2) Pe 
の 学童 は 農事 の 手伝い を な し , 又 , 幾多 の 感染 機会 に 
まれ て いる が , 特に 感染 の 好機 は 4 月 より 10 月 TP 
えら れる の に 本 実験 に お いて は 5 月 に 24.20 多 を 示す る 
の で 感染 時 期 に お ける 感染 率 の 山 が みみ られ な か つた と と 
ecei ッ の と と を 裏付け る も の 
ある 。3) 年 間 12 回 検査 中 10 回 以上 提出 者 165 名 中 77 名 
46.662 に 日 虫 卵 を 検出 し た が 年 間 1 回 の み 検 出さ れ た 
者 は 77 名 中 31 名 40.262 に て , 双 , 継 続 し て 検出 され る と 
と は 極め て 少く , 11 回 検出 者 を 1 名 に の みみ た と Res 
中 玉 数 と 共に 集 卵 法 に て も 継続 し て 虫 卵 を 検出 する 
My 困難 で ある と 考え る 。 鶴 , 日 昌 の 生 相 か ら み 
て も 継続 し Noe る と と は 勿論 , 日 虫 の 排卵 周期 と 到 
こと も 考え る 必要 が ある と 思考 す 。 4) 本 対象 校 に # 
いて は 毎月 1 回 , 5 る 検査 する と と に より 日 虫 卵 は 
累計 81.82 の 検出 系 で あつ た 。 故 に 少く と も 毎月 1 回 
本 集 卵 法 に て 4 て 5 回 は 必要 で ある 考え る 。 5) 肝臓 
肥大 の 状態 は , 12 回 検査 終了 役 触 知 し た が , 彼 検 者 188 
名 中 48 名 25.53 ク あり , と れ ら は 無自覚 症 の 者 多く , 検 
便 を 放置 し , 本 症 の 治療 を 放置 する 時 は 長年 月 の 間 に 肝 
硬 変 表 は 他 の 疾患 を 併 玩 す る 可能 性 が ある と と を 想像 せ 
し め る 。 殊 に 3 学年 は 6 学年 より 多く 触 知 し , 有意 差 を 
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認め た 
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139. 実験 的 日 本 佳 血 吸虫 症 に お ける 肝 の 呼吸 代謝 に つ 
いて 小林 陣 佳 ・ 山 崎 茂 ・ 梶 原信 夫 ・ 平 野 長 春 ( 群 大 衛 
生 ) : 下 . KOBAYASHI, S. YAMAZAKI, N. KAJIWA- 
RA 層 N. HIRANO : Studies on the respiratory me- 
taboiism of the Hiver of mice infected with Sc7zsZs- - 
72 7 の の 022C742 
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日 本 住 血 吸 虫 に ょ る 肝 障 害 に つい て は 臨床 医学 的 及び 
病理 組織 学 的 見 地 よ り の 極め て 多く の 研究 が な され て い 
る 。 併 し 本 取 に ょ る 肝 の 呼吸 代謝 に 関す る 報告 に は 未だ 
接 し な い 。 今回 我々 は 実験 的 日 本 住 血 吸虫 症 に お ける マ 
ウス 肝 の 呼吸 代謝 並 に , マウ ス 肝 呼 吸 代 謝 に 及ぼ す 4 種 
寄生 虫 虫 体 抽 出 液 (4%cy/ps7ozZ c27222272, Sc7s/ の SO72 の 
7 の 2CZ77, のみ 772 の 97722 7 が 22S の 7, 4scZ72S sz ) の 
影響 に つい て ワー ル ブ ル グ 検 圧計 を 使用 し て 実験 を 行い 
次 の 結果 を 得 た 。1) 感染 群 マ ウス で に 肝 肥 大 ・ 並 びに 肝 
Qoz (ZIO。 Consumption/mg (乾燥 重量 )/hour) の 低下 を 
認め た 。2) 感染 群 , 対照 群 共に Succinate を 基質 と し 
た 場合 に 本 素 消費 量 は 高く , 殊 に 感染 群 は 最も 高く , 従 
つて . ozzczg の 感染 に より コハク 酸 酸 化 酵素 の 増 
量 を 認め た 。 3) 対照 群 で は TCA Cycle に 属す る 各 基 
質 に 日 本 住 血 吸 虫 虫 体 抽出 液 を 添加 する と 何れ の 基質 の 
場合 に も 酸素 費 量 の 低下 を 認め た 。 3) 対照 群 で は 前 記 。 
4 種 寄生 虫 虫 体 抽出 液 の マウ ス 肝 内 在 呼吸 に 及ぼ す 阻 害 
度 は 4. cgzzzz が 最も 顕著 で S ozzczz が 最も 到 
か つた 。 


140. 日 本 佳 血 吸虫 症 の 葛 疫 学 的 研究 : 新 尿 沈降 友 応 
田中 隆文 (久留 米 大 寄生 昌 ): T. TANAKA : 』mmun- 
ologjical Studies on SchistosomiaSiS 1aDOnica。 2 neW 


rine DrecipDitin reaction 


私 は 日 本 住 血 吸虫 症 患 者 及び , 日 本 住 血 吸虫 感染 家 兎 
の 尿 沈降 反応 及び 血清 沈降 反応 を 行 つ た の で 報告 する 。 
尿 沈降 反応 : 抗体 と し て , 成熟 家 兎 に 日 虫 セ ルカ リヤ を 
約 100 隻 経 皮 感染 せしめ , 血清 沈降 反応 1600 倍 以上 の カ 
価 を 有する 家 兎 血清 を 用 いた 。 家 兎 尿 を 407C に て '/』 ま 
で 減圧 濃縮 後 セ ロ ハ ン 透析 24 時 間 行 つた 。 人 尿 は すべ て 
早朝 尿 を 用 い , 家 兎 尿 と 同様 の 処理 を 行 つ た 。 実験 方 
法 : 尿 を 生理 的 食塩 水 で 倍数 稀釈 し, 沈降 反応 に お ける 
重層 法 で 操作 し , 37C 2 時 間 後 判定 し た 。 血清 沈降 反 
応 : 抗原 は 日 虫 乾燥 虫 体 に 100 倍 量 の Coca 液 を 加え 24 
時 間 水 室 に て 抽出 し た も の を 用 いた 。 血清 を 分 離 し 56 で 
30 分 非 働 化 し た 。 実験 方 法 , 抗原 減量 法 を 用 い 前 者 と 同 
様 に 処理 し た 。 実験 成績 : 日 本 住 血 吸虫 卵 陽性 者 22 名 に 
血清 沈降 反応 を 行 つ た 結果 , 最低 800 倍 より 最高 3200 倍 
まで 陽性 で , 800 僅 まで 陽性 者 は 10 名 (45.0)1600 倍 ま 
で 陽性 8 名 (36.0%),3300 倍 まで 陽性 4 名 (19.0%), 日 
本 住 血 明 虫 卵 陽 性 者 22 名 に 早朝 尿 沈降 反応 を 行 つた 結 
果 , 最低 4 倍 より 最高 16 倍 まで 陽性 で , 4 倍 ま で 陽性 11 


( 78 ) 
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名 (50.0%), 8 倍 まで 陽性 10 名 (45.0%),16 倍 まで 陽性 
1 名 (5.0 2) で あつ た 。 Friedheim 提供 の TWSb 筋 
注 治療 後 の 血清 沈 降 反 応 5 例 の 結果 は 43 日 目 で は 治療 前 
と 殆ど 変化 な く , 治療 後 Y7 日 目 に 200 倍 な いし 400 倍 に 
低下 し て いた 。 然るに 尿 沈降 反応 は , 治療 後 4 日 目 で は 
治療 前 と 殆ど 変化 な たく, 44 日 目 で 陰性 な いし 1 倍 陽性 で 
78 日 目 に すべ て 陰 転 化し て いた 。 家 兎 感染 後 116 日 目 に 
尿 沈降 反応 を 行い , 4 倍 陽性 で , 剤 検 の 結果 $24 隻 。 ゃ 
22 令 認め た 。 家 兎 感染 後 118 日 目 に 同様 に 反応 を 行い 4 
倍 陽 性 で , 剤 検 の 結果 $17 隻 , * 20 令 認め た 。 成熟 家 各 
に 日 虫 セ ルカ リヤ 100 令 感染 後 の 血清 沈 降 反 応 を 1 週間 
毎 に 行い 。 4 週間 目 に すべ て 800 倍 以上 陽性 で , 尿 沈降 
反応 は 3 日 毎 に 行い 。 9 日 目 こ すべ て 2 倍 以上 陽性 で あ 
つた 。 対照 と し た 非 感 染 家 兎 9 頭 及 び , 健康 者 例 の 尿 
沈降 反応 は すべ て 陰性 で あつ た 。 以 上 の 実験 成績 に より 
日 虫 体 抗原 が 尿 中 に 移行 する 事 を 確認 し , 治療 に ょ り 卵 
の 陰 転化 と 平行 し て 尿 沈降 反応 が 消失 し た 事 に ょ り 治 癒 
判定 に 役立つ の で は な いか と 思 は れる , 双 尿 沈降 反応 で 
は 家 兎 に 感染 和俊 9 日 目 こ すべ て 2 倍 以上 陽性 で あつ た 事 


か ら 早 期 診 断 に 役立つ の で は な いか と 思 は れる 。 


141. 燃 酸 クロ ロキ ン 単 独 投 与 に よる 肝 吸 虫 症 並び に 虫 
邪 保有 者 の 臨床 的 観察 艇 村谷 一 ・ 中 田 秀 明 (小見川 中 
央 病院 ) 中 村 典 男 ・ 佐 藤 直 義 ( 千 大 三輪 内 科 ) : S. SU- 
GIMURA, S. NAKADA, N. NAKAMURA る N. SA- 
TO : Clinical studies on the treatment of clonor- 
chiasis by chloroquine diphosphate 


肝 吸 虫 症 患 者 , 虫 卵 保有 者 , 34 例 に 昭和 831 年 8 月 来 民 
酸 ク ロロ キン の 単独 投与 を 試み , 虫 卵 数 , 肝 機 能 , 血液 
性 状 の 変化 を 臨床 的 に 観察 し た 。 投与 量 は 1 日 500 mg 
と し 虫 卵 消失 まで 続け る 事 を 原則 と し た が , 患者 の 来院 
が な い 等 の た め 一 部 は 投与 を 持続 し 得 な か つた 。 投与 期 
間 は 最短 12 日 , 最長 105 日 で ある 。 虫 卵 に 対す る 効果 : 
虫 卵 検査 は 外来 患者 に つい て は 1 ~ 2 週 に 1 回 入院 患者 
に つい て は 2 て 4 日 だ 1 回 施行 する 様 に つと め た 。 十 二 
呈 腸 液 で は 34 例 の 中 , 虫 卵 数 の 変化 た 観察 し 得 た も の 28 
例 で 消失 20, 減少 5, 不変 2, 不明 1, 糞便 で は 虫 卵 を 
認め た も の 84 例 中 11 例 で 全 例 と も 東 卵 消失 し た 。 虫 卵 陰 
性 化 に 要 し た 日 数 は 十二指腸 液 で は 最短 6 日 , 最長 98 日 


平均 87 日 。 糞便 で は 最短 Y 日 , 最長 3 日 , 平均 15.5 日 を 
要 し た 。 尚 2 て 4 日 の 間隔 で 虫 卵 検査 を 行い 減少 の 経過 



























昭和 33 年 6 月 (1958)〕 





を 追 3 便 で は , 2 例 が 5 て 10 日 で 急速 に 減少 その ま 
か PoE り 著 減 を 認 
め た 、。 十 二 指 腸 液 中 の 虫 卵 除 性 化し た 20 例 の 中 8 例 を 2 
ー10 箇 月 後 再 検査 し た 処 , 中 2 例 に 虫 卵 の 再現 を 認め , 

更に 4 8 箇月 後 の 検査 で 2 例 に 虫 卵 を 認め た 。 之 を 遠 
隔 庶 績 と し て まとめ る と 8 例 の 中 4 例 に 虫 卵 の 再現 が 見 
れ た 事 に な る 。 スチ ブナ ー ル を 注射 し 虫 卵 消失 の 見 らち 
れ な か つた 7 例 は その 大 部 分 が 副作用 の た め 溢 療 を 中 止 
し た も の で 此 等 は 何れ も 灯 酸 クロ ロキ ン の 投与 に より 下 
卵 の 消失 を 見 た 。 副作用 : 34 例 中 15 例 に 見 られ , 早い ゃ 
の は 当日 より, 遅い も の は 投薬 28 日 後に 現われ た 。 取 時 
を 訴え る 者 が 最も 多く 吸気 , 食 思 不振 , 全身 供 師 感 が 之 
に 続き , その 他 下 痢 , 頭痛 , 手指 振 閣 , 全身 し びれ 感 , 

汗 を 認め た 。 肝 機能 : 9 例 に 対 し 治療 前 後に 肝 機 能 検 
査 を 施行 し 比較 を 試み た 。 治 療 前 より 殆ど 肝 機 能 に 障害 
な いか , あつ て を 非常 に 軽度 で 障害 の ある も の に つい 
は 吉 得度 の 有松 能 の 牙 善 が 見 ち れ た 。 自 血液 性 状 の 比較 
は 各 血 等 の 改善 は 見 られ ば , 白血球 で 好 酸 球 数 の 減少 
が 見 られ た 。 以 上 総括 する に 焼 酸 ク ロロ キン 単独 療法 に 
ぉ いて も 肝 吸 虫 症 に 対 し て 相当 効果 が 期待 出来 る る の と 
え られ る 


4 
の * 
ャ デー ) 
| 
ンプ 7 


( 間 ) (名 大 解 前 ) 石川 道 雄 
投薬 後 , 急 に 体重 減少 し た 症例 は あり ませ ん で し た か 。 
( 箸 ) 中 田 秀 明 


34 例 の 中 特に 急 に 体重 減少 し た 例 を 認め ませ ん で し 


間 ) ( 責 医大 ) 祖 垣 元 博 
ト 二 指 腸 液 で 極め て 多数 虫 卵 が 検出 出来 た の に 検便 で 
た と いう が 検便 方 法 は 何 か , 集 卵 法 を 行え ば 相 
当 程 度 , 検出 出来 る の で は な いか 。 

答 ) 中 田 秀 明 

検便 法 は AMS III 法 に よ つ た 。 十二指腸 液 中 に 多く 
上 を 認め る 時 は 特に 気 を つけ て eK 
例 は 便 の 中 に も 貝 卵 を 認め て いる 


142. 四国 の 肝 吸 虫 (④) 山口 富雄 ・ 村 上 邦 平 ・ 西 本 真 
夫 ・ 坂 本 芳 久 (徳島 大 病理 ) : 〒. YAMAGUCHI, K. 
MURAKAMI, M. NISHIMOTO 錠 Y. SAKAMOTO: 


Studies on Cozozc/zs se2SZS in Shikoku (4) 
徳島 県 下 の 吉野 川 お ょ び 那 賀川 下流 地帯 に , 肝 吸 虫 の 


濃厚 な 浸 淫 地帯 が 存在 する こと は , すでに 報告 し て 来 
た 。 と ゝ に は , と れ ら 地域 住民 の 糞便 検査 成績 と マメ 


(徳島 大 油谷 内 科 ) : 


( 79 ) 






タニ シ に 寄生 する 肝 吸 虫 妨 虫 の 季節 的 消長 に つい て 
する 。1) Hunter ら (1953) は , 四国 の 各 県 で 一 般 住民 
の 検便 を 行い 。0.5 一 3.1% に 肝 吸 虫 卵 を 証明 し て いる 。 
われ われ は , その 中 , 徳島 県 お よび 高知 県 の 同一 場所 で 
検便 を 実施 し た が , いずれ も 肝 吸 虫 卵 を 認め な か つた 。 
2) 徳島 県 下 の 吉野 川 お よび 那賀 川 流域 の 居住 者 約 6,000 
名 の 検便 成績 ( 3 枝 塗 抹 法 ) で は , 鳴門 市 大 津 町 一 般 儲 
民 25.422, 中 学生 10.02% が 最高 で , 板野 郡 松茂 村 一 般 住 
民 8.62%, 同 中 学生 5.12, 那賀 郡 富岡 町 見 能 林 中 学校 
生徒 5.2% な ど で あ る 。 た ミー 回 の 抹 検査 で あ る と と 
ろか ら 。 AKG 
宿主 に お ける と 同様 に , 4 
えら れる 。 人 価 え の 感染 涯 と 1 レ て と ん ど フ ナ で あ 
り ・ 大 うす ので 多 人 て いる 。 し ム 
し , と の と 一 面 , 無 自覚 性 の 感染 者 の 多い 原因 で も 
) 只 門 市 大 津 町 に お いて , 年 間 を 通じ て 約 10,000 
個 の マメ タニ シ を 捕 集 し , それ を 圧潰 し て , 寄生 する 肝 
吸虫 幼虫 を 検索 し た 。 計上 効 下 は 。 1.15 に 証明 し 。 
ee は , 0.2 多 以下 の 低 事 で ある 


が 。 4 月 に な る と 3。21 め と 急増 し , 5 月 《 SS 15 
多 を 示し , 6, 7 月 と 滞 江 て 8 月 に は 0.562% と な る 。 
し か し , 9 月 に は 再び 増加 し て 1.8122 と な り , 10 月 に は 
第 2 の 山 2.49 多 を 示し て いる 。 す な わ ち , 年 間 を 通じ て 
5 月 と 10 月 の 2 つの 山 が ある わけ で ある が , それ は 前 


年 産 と 本 年 産 の マメ タニ シ に よ つ て , それ ぞ れ つく られ 
て いる 。 4) 現在 , 徳島 県 下 の 限ら ちら れ た 地域 に は , 極め 
て 濃厚 な 肝 吸 虫 浸 淫 地 が あり , マメ タニ シ に 寄生 する 時 
SW 

高宮 で ある 。 しかし, と れ ら 湿 淫 地 は , 大 工場 の 書 
設 な どの た め に 次 第 に 縮小 し つつ あり , また , 人 体 へ の 
主 な 感染 源 が 感染 数 の 少な い フ ナ で ある と と か ら , 感染 
者 は 多く と ゃ , 自覚 的 , 他 覚 的 に 肝 吸 虫 症 と し て 取り 扱 
われ る も の は 比較 的 少数 で ある 。 


143. 肝 明 虫 症 の 治療 に 関す る 研究 津田 洋 ・ 佐 伯 重 雄 
H. TSUDA & S. SAEKI: Stnd- 


ies on the treatment of clonorchiasiS 


吾 々 は 先 年 来 実 験 的 家系 肝 吸 虫 症 及 び 人 肝 吸 虫 定 に レ 
ゾ ヒ ン ・ フ アァ ヂ ン 佐 用 療法 を 行い , 慕 等 の 成績 か ら レ ゾ 
ヒン ・ フ ァ アデ ヂ ン 併用 療法 が 有効 で も や る こ と を 認め , その 
成績 は 既に 昨年 度 の 本 会 で 報告 し た 。 今回 は 更に レゾ ヒ 
ン ・ フ アァ チ ヂ ン 併用 療法 の 治療 効果 を 家 兎 肝臓 の 組織 学 的 
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所 見 か ら 検 討 し た 。 双 感 染 家 束 胆管 の 塩化 ビニ ー ル 鋳型 


を 作製 し その 変化 を 検索 し た の で 其 等 の 成績 を 報告 す 
1) 治療 家 兎 の 肝臓 の 組織 学 的 所 見 に つい て 家 兎 に 
肝 吸 虫 被 裏 幼虫 約 100 ケ 以上 を 被 食 せしめ, 感染 後 8 ケ 
月 た つて か ら レ ゾ ヒ モン ・ フ ア テン 人 用 半 3 クー ル 行 
> た 後 , 肝臓 を 組織 学 的 に 検索 し た 。 実 ee 無 治療 
対照 家系 の 肝臓 所 . 見 は 肝臓 辺 部 - 線 維 化 多く , 組織 所 
見 は 結合 織 の 増殖 強く , 偽 小 葉 多数 認め 信昌 符 は 多 
虹 に 増生 する 。 Peace が 非常 に 拡大 し 胆管 上 皮 は 閉 
し く 増 殖 す る 。 偽 胆管 の 近く 及び 増殖 し た 結合 織 の 間 に 
は Faaecaipe る 。 治療 例 で は 肉眼 的 に 肝 
臓 辺 涯 部 に 線維 化 少 く , 組織 所 見 は 一 般 に 肝 細 胞 索 は 整 
市 され , Ne ソン 畔 に 少量 の 増殖 を 見 る が 偽 小 
葉 は 殆 ん ど 見 られ な い 。 2) 肝 吸 虫 症 家 兎 胆管 の ビニ ー 
ル 和 型 に つい て 鋳型 の 注入 料 ( 
100cc に 塩化 ビニ ー ル 15 g を 溶かし 之 に 白色 色素 を 加 
た 。 実験 群 を 3 群 に 分 け 1 群 は 無 処置 健康 対照 群 , H 群 
は ano 後 2 ヶ月 の 群 , 還 群 は 感染 6 ヶ月 後に 鋳型 
を 作 つ た 。 鋳 型 の 計測 は 総 胆管 中 央 部 , 左右 肝 管 分 岐 
部 , 分岐 部 より 末 醒 方 向 に り 。, 人 7 7 7。 及び 末 構 7: 
を 更に りり 7。 の 部 で 計測 し 正常 胆管 の 計測 値 で 各 
半生 除 し て 胆管 の 拡張 度 と し 実験 成 : 感染 家 
下 で は 肝 管 分 岐 部 以下 に 拡張 が あり , 拡張 度 は T 群 で 右 
F 均 1.79, 左 葉 明 管 は 平均 2.08 で あり 還 群 で 
は 右 葉 胆管 は 平均 1.89, 左 葉 胆管 は 平均 2.77 で ある 。 結 
: 1) 吾 々 は 実験 的 家 兎 肝 吸 虫 定 に レゾ ヒン ・ フ ア ヂ 
ン 俳 用 療法 を 3 ヶ月 行 つ : Wrapots を 検討 
た が , 治療 例 で は 無 治療 対照 例 に 比 し て 肝硬変 7 
な いと と を 認め た 。 3) 肝 吸 Yo 宗 吉 2 ケ月 乃至 6 
SSBN 
た が , 対照 健康 家 兎 の 其 に 比 し 肝 管 分 岐 部 以下 に 拡張 
あり , 下 体 の 寄生 の 為 不 規則 な 形 >。 栓 塞 の 為 時 型 不 
能 の も の の ある と と を 認め た 。 
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144. 暁 虫 の 池 行 感染 に 関す る 実験 的 研究 (1) 伊東 豆 
(日 本 医大 赤木 規 科 ) : F. ITO: Studies on the ex<- 


perimental infection per anuS Of pinwormn (1 ) 


研究 目的 : 暁 虫 の 逆行 感染 (Retrograde Infektion ) 
の 有無 に 関し て 1949 年 Schiffner 


が 肛門 外 に 産卵 し た 下 






( 80 ) 






脱 毅 仔 虫 が 直腸 内 に 再び 逆行 し て 感染 , 
発育 する 定 説 を 唱え , 以来 多く の 研究 者 の 追試 発表 が 
ちり , 私 は 最近 暁 虫 寄生 の な い 「 マ ウス 」 を 実験 的 に 生 
産 し , 研究 動物 に 応用 し て 経 肛 感染 実験 方 法 が 容易 , 且 結 
末 の に es と 増 研究 方 法 : (1) 市 販 「 マ 
ウス 」| は 60 多 前 後に 暁 虫 寄生 あり 。 之 に ピ ペ ラ ジ 
ン ・ ハ イド レー ト 1 日 Goo 玉 期 「 マ 
ッ ス | に 800~ 700 mg/kg 10 日 間 経 口 投与 マウ 
ス 出産 仔 「 マ ウス | に は 100 守 寄生 かない 
2 ) 己 等 , マ ウス 」 に 経 肛 的 に 培養 仔 虫 期 卵 は 仔 東 
腸 内 で 示す 変化 を 経過 的 
に 観察 す 。( 今 回 発表 の 分 は SyZzczz o の ez の 経 肛 感 
染 実験 で ある )。 研究 結果 : 実験 1: 上 面 に 成 
幸 卵 約 100 個 ダ 仔 虫 期 卵 100 個 附 着 し た 夫々 8 例 「 マ 
ウス 」 0 肛門 部 に , 只 1 例 に 成熟 卵 2 個 , 仔 
上 期 12 個 認 実験 2: 直腸 下部 に ) 仔 息 期 卵 100 
個 注入 16 例 中 12 時 間 後 4 例 の 直腸 内 に 仔 息 期 卵 2 こ 6 個 
ee し 3 日 目 4 例 : 5 日 目 4 例 の 宮 検 トマ ウ 
ス 」| (C の 腸 内 に こ は 仔 下 は 認め な い 。 () 仔 虫 100 個 注 
入 18 例 の 実 De 目 に 剤 検 し た 9 例 中 4 例 
結腸 内 に 2 >8 個 運 動 仔 虫 認め た が , 3 日 目 剖 検 9 例 
1 - 卵 及 仔 虫 を 認め ず 。 実験 3: G① 直腸 内 に 100 
個 の 仔 虫 期 卵 を 加 圧 注入 (一 部 は 上 部 結腸 。 盲腸 に 達 
す 。) 25 例 で 12-48 時 間 目 に 検 9 例 中 4 例 の 結腸 ・ 盲 
腸 内 に 3 て 18 個 kcpkiees あり 。 3 日 目 沖 検 14 例 
中 2 例 の 結腸 内 に 1~3 個 仔 虫 認 む 。 ( ふ ]) 同様 に 仔 素 
50 個 注入 28 例 ! we 3 日 目 章 検 28 例 で は 4 例 マ ウス の 結 ・ 盲 
腸 内 に 2 一 5 個 の 運動 人 「 由 確 部 す 。 実験 4: 仔 虫 期 卵 
100 個 を 「 マ ウス 」 の 開腹 , 直接 盲腸 内 ! Wa 
の 実験 ご は 3 日 目 宮 検 2 例 中 2 例 の 盲腸 内 に 2 個 , 1 
週 目前 松 2 例 中 1 例 の 結腸 内 に 1 個 , Po 
3 例 の 理 腸 内 に 5 個 の 仔 , 幼虫 を 認め , 2 週 目 の ゃ の に 
は 3 て 5mm 大 の も の を 認め た 。 実験 5: 実験 3 と 同様 
仔 虫 50 個 を 直腸 内 加 圧 注入 45 例 の 2 , 9 週 共 旨 ・ 結 腸 
部 の 組織 切片 税 4 腸 内 に 息 体 を 認め る も の 4 
侯 理 腸 部 2 例 あ り 。 組織 標本 上 貝 体 数 は 不明 。 各 和 群 共 
7 て 10 例 の 被 検 「 マ ウス 」 同様 寄生 虫 の 居 な い 「 マ ウス 」 


卵 よ り の 上 化 


注入 し て 。 そ れ が |「 マ ウス ] 





認め た 。( 


を 合 一 飼育 条件 に て 対照 と し 割 検 時 , 全 例 。 如何 2 よる 発育 
過程 の 虫 卵 , 仔 虫 を も 認め 得 ず 。 研 究 意 義 並 て "に 結語 


結腸 或 は 盲腸 内 に て 直接 又は 経 肛 注入 せる 仔 虫 期 卵 , 仔 
虫 は 生存 , 発育 する 可能 性 は ある が , 肛門 外 産 卵 虫 卵 か 
ら 骨 化 脱 疫 仔 虫 が 自己 の 運動 に 作 り 人 ed 
と 事実 は 確認 出来 な か つた 。 此 の 点 は 更に 追究 , 研究 の 
































(1958) 〕 





昭和 33 年 6 月 





要 あ ちあ り 。 之 の 事実 の 有無 が 瞬 虫 逆行 感染 問題 に 結論 を 与 
ぇ る も の と 全 け : 半 の はり 細 和紀 
針 を 与え る と 共に 治療 上 意義 多い も の と 思う 。 


145. 虫垂 並 に 虫垂 災 と 寄生 虫 , 特に 暁 虫 と の 関係 に 就 
いて 三谷 正登 ( 横 医 大 寄生 虫 ) : M. MTTANI: On the 
relationship between appendix, appendicitiS and Da- 
raSites, eSDecially ひ zyzz7ZS 9679727C24/Z72S 


戦後 東京 都 交 通 局 病院 に お ける 切除 虫垂 内 の 寄生 虫 及 
び 卵 の 検索 を 試み た 切除 虫垂 は 575 例 に し て 昭和 24, 25 
年 を 第 一 期 と し , 28 年 より 31 年 征 を 第 二 期 と し て 検査 し 
た 検査 は 成虫 . 糞 石 . 糞 塊 . 糞 汁 . 下流 騰 中 の 束 罰 を 北 
採 法 及 集 卵 法 に より 検索 し た 。1) 参考 と し て 調査 せ 
結果 過去 数 年 間 に お ける る 上 上 の 有無 及 虫 体 排出 ( 幼 上 
暁 虫 ) の 有無 と 虫垂 炎 の 軽重 と の 間 に 何等 有意 の 関係 
を 認め な か つた 。 32) 虫垂 内 虫 卵 は 顕 虫 卵 111 例 (19.8 
2) 鞭 虫 卵 45 例 ( 7.8%) に し て 釣 虫 卵 , 時 虫 卵 ( 体 
ea 
は 第 一 期 に 比 し 顕 虫 卵 は 61% 鞭 虫 卵 は 5022, 虫 卵 保有 総 
数 は 59% の 減少 を 見 , 卵 数 の 多 宴 に お いて も 減 せ る と と 
を 認め た 。 即 ち 貝 垂 内 虫 卵 は 年 次 的 に 減少 し て いる 。 3) 
誠 の 存在 と 靖夫 得度 と の 関 は 軸 県 韻 に お いて は 病変 
程度 重き も の 必ず し ゃ 保有 素 多 か ら ず , 又 卵 数 の 多 宴 と 
誠 変 の 程度 と の 間 に も 特に 有意 の 関係 を 認め な い 。 畔 中 
卵 に お いて も 同様 の 結果 が 出 た 。 即 ち 昌 卵 の 存在 は 東 垂 
の 炎症 を 促進 する る の と は 思わ れ な い 。 4) 虫垂 内 虫 卵 
は 大 部 分 糞 塊 , 糞 石 中 に あつ た が , 之 等 が 特に 其 の 核 を 
為 し た と 思わ れる も の を 見 な か つた 。 面 し て 虫 卵 は 肛 ・ 血 
液 中 に は 殆ど 発見 され な い 。5) 切除 虫垂 内 に 発見 され 
た 成 は 鉄 18 例 基 取 8 例 秩 上 1 例 計 19 例 に し て 第 
ー 期 9 例 ( 5.1%) に 対し 第 二 期 は 10 例 ( 2.5%) に し 
て 約 半 数 に 減少 し て いる 。 獲 虫 は 第 一 期 4 例 ( 2.3%) 
第 二 期 は 9 例 (2.25%) で 之 は 殆ど 減少 し て いな い 。 大 

に 壊 痢 性 炎 例 を 除き 何れ に ゃ 発見 され た が , 其 の 何れ 
の も の に も ゃ 下 体 が 虫垂 台 に 宰 入 し て いる も の , 肥 び 存在 
局所 が 特に 秋 症 甚 し き 例 に 遭遇 し な い 。 又 6 例 約 半数 に 
幼虫 を 認め た 。 双 雌 下 に て も 1 例 は 無 卵 に し て 比較 的 若 
きも ゃ の と 思わ れる 。 双 マウ ス 皮 虫 た る SyZZgcz の の 2e/27Z 

が 4s ヵ zczzg7s 7 が 7ezg の 寄生 状況 を 検索 する に 盲 
部 より 大 腸 特 に 下痢 に 行く に 従っ て 成 点 多 きこ と 。 並 
に 下 垂 内 暁 虫 発見 素 は 其 の 全体 の 寄生 率 に 比 し 著 明 に 少 
い (28.722) 及び 十 才 以下 の 暁 虫 卵 陽 性 者 3 名 中 何れ に 


( 81 ) 
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も 皮 虫 を 貝 垂 内 に 発見 し な か つた 等 より し て 暁 虫 の 最終 
寄生 部 位 は 大 腸 特に 下部 と 思わ れる 。6) 顕 虫 は 取 垂 内 


ee MeetWyNti 時 0 
を 除き き 虫 体 は Pte こ か け ^ て 寄生 し て いた こ o 叉 第 
ー 期 4 例 , 第 Po に 1 例 に し て 年 次 的 に 減少 の 傾 
向 に ある 。 


146. 暁 虫 の 疫学 的 研究 , 特に 長野 県 角田 市 に お な ける 一 
般 儲 民 の 調査 を 中 心 に 生活 行動 と 購 虫 感染 の 関連 に つい 
て の 解析 林 滋 生 ・ 佐 藤 孝 聞 ・ 高 田 執 午 ・ 白 坂 意 時 ( 伝 研 寄 
生 東 ) 狼 柄 堕 ・ 平 木 敬 二 ( 順 大 公衆 衛生 ) : S. HAYASHLI, 
K. SATO, A. TAKADA, R. SFHIRASAKA. H. SUKI- 
GARA 層 R. HIRAKI : 
enterobiasiSs in Iida City, Nagano Pref., particulary 


Epidemiological study on 


analysiS of infection sources taking account of daily 


behaviors of the people 


1957 年 11 月 上 旬 に , 長野 県 飯田 市 の 一 部 地域 で 任意 抽 
出し た 112 家 族 266 名 に 対し , また 基 幼 稚 園児 169 名 及 
びそ の 家族 152 戸 , 612 名 に つい て , セロ フアン テー プ 

こよ る 検 肛 を 実施 ・ 午 の 議 二 所 8 調べ , 同時 
に 各戸 の 面接 調査 を も と に し て , 個人 の 生活 行動 その 他 
の 疫学 的 諸事 頃 を 分 析 し て , 主 な る 感染 の 機会 が , どの 
よう な も の で ある か ら 明 ら か に し 得 た 。 一般 住民 266 名 
中 83 名 (81.2%) に 陽性 者 が みとめ られ た が , 鐘 稚 園児 
は 169 名 中 83 名 (49.22) ご あり り 、 功 和 児 の 家庭 で は 

612 名 中 381 名 (54.2) っ 当 い 値 を 示し た 。 ま た 
調査 対象 は 1 才 未 満 か あら 80 才 台 ( ope が , その 獲 虫 寄 
生 の 年 令 分 布 を 見 る と , 5 ~ 9 才 台 に 著しく 高く な り , 更 
に 90, 40 台 て 再び 山 を 示す 。 とれ 和 は 城 児 を 子供 に も つ 
年 合 層 に あたる が , 幼稚 園児 を 有する 家庭 で は , 第 2 の 
山 が 一 般 家庭 より 高い 。 と れ か ら , 家庭 内 で 幼児 が 有力 
な 感染 源 と な つて いる と と が 分 つた 。 ま た 感染 の 家族 集 
積 性 が 顕著 に 検出 され た が , どの よ ょ うな 家庭 に 感染 が 起 
りや すい か を 分 析 し た と と ころ, 地域 , 職業 , 入浴 頻度 , 
下着 交換 の 句 度 等 の 因子 は 無関係 で あり , 各個 人 に つい 
て も る 性別 , 排便 状況 , 昼間 及び 夜間 に お ける パン ツ 類 着 
用 に ょ る 肛門 被覆 度 等 いづ れ も 陽 性 群 と 陰性 群 で 特に 著 
し い 差 異 た 示す も の は な か つた 。 感 染 の 有無 に 著 明 な 関 
連 の 検出 され た 因子 は , 一 つ は 笠 室 の 広 さ で あり , と れ 
は 先 に 林 ら (1957) が , 埼玉 県 下 の 一 農村 で も 確 め た と 
と で ある が , 陽性 群 で は 寝室 が 陰性 群 に 比 し て 狭く , 家 
尾 別 感染 率 と 寝室 の 広 さ と の 間 に は 有意 な 逆 相 関 が 認 め 
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られ た 。 家 族 関係 で ご は, 母親 と 子供 の 感染 間 に は 相関 が 
認め られ , 区 児 に 感染 者 の いる 家庭 の 母親 は 感染 事 が 高 
いと と が 確 め られ た 。 し か る に 父親 と 子供 の 感染 間 に は 
有意 な 相関 が 見 出さ れず , 夫婦 間 で は 高い 相関 が 見 出 き 
れ 小 都市 に お いて も 前 年 に 確 め た 農村 と 全く 同じ 傾向 が 
存する と と を 知 つ た 。 と れ は 相互 の 接触 の 程度 が , 明 虫 
の 感染 に 重要 な 要因 を な す と と を 示す も の で ある が , 具 
7 得 た も の の 中 で は , 幼児 の フト 

を 敷く と と , フト ン を あげ る と と , 効 児 の 下着 を 着 換 
る 下着 の 洗濯 を する と と 等 が 夫々 重要 な 感 
染 機会 と な る と と を 確 め た 。 な お 幼稚 園児 の 陽性 者 中 78 
名 を Piperazine hydrate ( ビ ペ ニン ), プ ロ ・ キ p 50 mg 
で ン 生 人 生 人 キ ル の た が 
除 転 者 を 更に 2 ヶ月 後 再 検 肛 し た と と ろ , 87.3% た 
陽 転 が 認 め ら れ , と の 間 の か か な り 誠 いと と が 
られ た 。 と れ を 家族 内 に 陽性 者 の いる 群 と , 家族 が すべ 
て 陰性 の 群 に わけ る と 。 前 者 の 青葉 染 が や ヽ 多 いと と が 
知ら れ た が , 著しい 差 で は な か つた と と か ら , 幼児 の 感 
染 の 場 と し て は , 家庭 外 に 幼稚 園 も 甚だ 重要 で ある と と 
が うぅ うか が われ た 。 


147. 中 正 
148. 中 正 


149. 押 に 寄生 する 線 虫 に つい て 寺本 昭三 ・ 内 田 早 昔 
( 熊 大 寄生 虫 ) :・ S, TERAMOTO 鐘 S. UCHIDA: The 


nematode from the whale 


先 に 南 永 洋 に て 捕獲 され た 抹 香 鯨 の 胃 内 ょ ce た 
2 種 の 線 上 を 仮に A 虫 及び B 虫 と し て 計測 的 観 穴 結 果 
報告 し た が , 今回 は 更に 検索 を 加え る と 共に Baylis, H. 
A. の 記載 し た 4xzsggzs の Zyse7ezzs 及び 4zzsZzs cg- 
ogow が s の 2 種 の 報告 例 と 比較 考察 を 行 つ た 。A 虫 は 雄 
8.0-15.4 cm 平均 11.8 cm, 雌 8.0 て 19.4 cm 平均 14.2, 

体 の 最大 幅 雄 1.8~ 3.9 cm 平均 3.2 mm 雌 2.2 一 4.9 
mm 平均 3.9mm, 横 条 切 痕 間隔 83 7Y み 平均 4.5 ぁ 口 
辱 は 8 個 で 鑑 歯 状 の 歯 キ を 有 す 。 1 対 の 頸 乳頭 の 位置 は 品 
端 よ り 雄 0.9~ 1.4 mm 平均 左 1.14 mm 右 1.08 mm 
雌 0.9~ 1.5 mm 平均 左 1.26 mm 右 1.18 mm, 食道 の 
長き 4 im 平均 雄 6.6 mm 雌 7.2 mm, 食道 と 中 腸 
と の 間 に 在 る 盲 斉 は 長 さ 0.9~ 1.2 mm 平均 1.0 mm 
編 1.0 一 1.8 mm 平均 1.16 mm で ある 。 排 浴 器 官 拡大 
部 の 長 さ 雄 5 ~16 mm 平均 11.6 mm 雌 6 18 mm 平 
均 18.0 mm 幅 雄 1.0- 2.9 mm, 平均 1.9 mm 雌 1.2 
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ー 9.1mm 平均 2.3 mm, 交接 刺 の 長 さ は 左 0.85 0.5 
mm 平均 0.44 mm 右 0.33ー0.38 mm 平均 0.85 mm ・ 
共に 短い 。 肛 門 後 乳頭 は 4 対 で 陰 門 の 位置 は 体長 に 対 レ 
- 2 :9 の 所 に 在り , 陵 の 長 さ 平 均 5.9 mm 卵 は 球形 で 
長径 0.048~ 0.061 mm 平均 0.054 mm, 短 径 0.044~ 
0.053 mm, 平均 0.049 mm で Ao の 記載 し た 4 
が ysezs に 殆ど 一 致す る 。 - A 虫 は 4. が ysefezs 
と し て 報告 する 。 9 8.5~13.9 cm 平均 11.2 
cm 雌 8.5~14.9 cm 平均 12.0 cm, 体 の 最大 幅 雄 1.6> 
2.7 mm 平均 2.16 mm 雌 2.0 て 3.7 mm 平均 8.04mm, 
横 条 切 痕 問 隔 食道 部 45 一 65 ぁ 平均 54.4 4 中 間 部 6 
16 。 平均 11.7 み 口 居 は 3 個 で 歯 を 有 す 。 1 対 の 頸 乳 
の 位置 は 口 端 より 雄 0.6~ 1.1 mm 平均 左 0.82 mm, 
右 0.76 mm 雌 0.7~ 1.2 mm 平均 左 1.02 mm 右 0.96 
mm, 食道 の 長 さ 雌雄 共 4 9mm 平均 雄 6.6 mm 雌 
6.8 mm, 形 襲 の 長 さ 1.4~ 1.9 mm 平均 1.75 mm 幅 
0.3~ 0.6 mm 平均 0.42 mm な り 。 変 接 球 の 長き 左 
2.8 2.6 mm 平均 2.46 mm 右 1.4~ 1.7 mm 平均 
1.54 mm, 肛門 後 乳頭 は 2 対 で Baylis の 1 対 に 対し 異 
る が 他 の 点 は 殆ど 4. cgfogo が s に 一 致し て いる の で 一 
応 4zzs&zs cg7ogozs と し 報告 すろ 。 


150. 馬 の 円 虫 類 に 関す る 研究 (2) トカ ラ 馬 及び 内 地 
馬 か ら 得 た 種類 野田 亮二 ( 阪 府 大 寄生 虫 ): R. NODA: 
Studies on horse strongyles. (2) Species from the 


Tokara pony and the home-bred horse 


ビ ペ ラ デ ヂ ン 剤 に ょ る 駆虫 並び に 
カラ 選 及 び 内 地 馬 の 円 虫 類 の 同定 を 行 つ た 。 これ ら は 
宿主 に よ つ て その 寄生 種 に 差 は 認め らち れ な いも の ゝ 様 で 
た 。 得 られ た 種類 は 第 T 報 に 記載 され た も の ゝ 他 , 
下記 の 様 な る の で あつ た 。 zozgy/s egez72zs, CV が - 
cosZe の 226S ocz/Z7zS, yzcosZo み zz 72 の 7Z722, 7/2c の s70- 
222772 72 の 7Z7224, yzcocyCzs 77gg7zzS, Cy/2cocycs の 7 の 5- 
7 の 2S, PO/e72 の S7 の 62 2 の の 77 の 22727272, Cy の 0ce カ 27xs 
cZ の 7 が cs これ ら の 中 , . 2/osZozzzs は 本 邦 に 未 報 告 の 
種類 ご あり, 双 C. ヵ oczgzks, C. 7 の 7 C. go7gg7- 
zs$, C. cg の 2Z27zs. 及び アア の 7 の ez/2 は 本 邦 に お い 
て 形態 の 記載 か な い 。 よ つて これ ら に つい て 形態 学 的 観 
察 を 行 つ た 。 子 宮内 虫 卵 の 計測 を 行 つ た 結果 , C. cg た 
gs の 卵 は 144 一 152 X58 一 58 み で , 他 種 の それ (@8 一 
104 メ 41 一 78 の に 比べ て 著しく 大 型 で あり , 叉 第 1 幸 


剖検 に よ つ て 得 た ト 
3 ーー し と た 3 


に 記載 し た Cycogoz の zzs が cozozg が es の と れ ( 130 

























































昭和 33 年 6 月 (1958)〕 
ー 144x58 一 68) より 策 々 大 型 で ご ある 。 と れれ らち の 知見 は 
是 卵 の 穫 : 別 に - 或 る 程度 役 立 つど こと が 出来 る で あろ 2 う 。 


3 は 古 直 
152. 中 下 


153. 実験 的 吾 ロ 虫 症 の 病理 組織 学 的 研究 (2) 材 瀬 幸 
E・ 松 下 女 雄 ( 態 大 寄生 虫 ) 。 Y。TANASE 層 F. MA- 
TUSITA: Histo-pathologicaJ studies on the exDeri- 
mental gnathostomiasiS (2 ) 


昔々 は 先 に 有 球 口 虫 第 3 期 幼 虫 乳剤 及び 雷魚 筋肉 乳 
を 抗 元 と し て , 実験 動物 肝 の 組織 学 的 変化 を 特に アレ 
4 ら 考 察し て 報告 し た 。 今 回 は 生き て いる 
有 款 吾 口 虫 第 3 期 幼 虫 し て 用 い , 之 ! bn し 
を る 併用 し て 実験 動物 肝 の 組織 ア レル ギー に つい て 検討 
を 加え た 。1) 感 作 及 び 再 感 作 と も 幼虫 # し 用 いた 例 ( 
秋 十 効 昌 ) で は 血管 了 の 鬱 血 , Hibrin 析出 , Fibrinoid 
変性 等 , 血管 了 の アレ ルギー 性 変化 と 共に 肝 細 胞 の 限局 
性 幸 死 の 像 を 認め た ーー 管 系 に 
we 上 見 。 又 肝 細 胞 に は 潤 濁 幅 岩 , 空 泡 変性 と 共 
まい 限局 性 壌 死 の 所 見 を 認め た 。 3) 幼虫 十 効 虫 寄生 
od 刑 の 例 に は 間 質 の 動静 脈 に 軽い Fibrinoid 変 
性 と 肝 細 胸 に 極め て 軽い 限局 性 坦 死 と を 改 る 。 4 幼 
東 十 幼虫 非 寄 生 雷 魚 筋肉 乳剤 で は 毛細 血管 の 拡張 と 軽度 
の 肝 細 胞 限局 性 壊死 と を 認め た 。 5 ぅ ) 幼 息 乳剤 十 効 昌 の 
例 で は 1, と 同様 極め て 強い ア レル ギー 性 組織 変化 が 問 
質 血管 糸 , 毛細 血管 , 肝 細 胞 等 に 認め られ た 。 6) 幼虫 
憲和 訪 旧 て は 軽い 計 捉 邊 の 洒 拉 
粒 変性 及び 限局 性 壌 死 の 像 を みる 外 , 血管 系 に は 認 む べ 
き 変化 が 存在 し な い 。 1) 幼 虫 非 寄生 震 魚 筋肉 乳剤 十 幼 
虫 例 は 肝 細 胞 に 中 等 度 の 潤 濁 腫 肛 を みる の み で ある 。8) 
対照 例 と し た 幼虫 授与 の tp - 軽 い 潤 濁 風 


劇 と 上 粒 変性 と を みる の み で , 血管 系 に は 殆 ん ど 変 化 を 
みとめ な か つた 


154. 中 国産 の 台 器 虫 の 種類 大 観 正 満 ・ 片 桐 正三 ( 新 
大 医 動物 ) : M. OTSURU & S. KATAGIRI : Notes 
on CZg7os7oyzZ in China 

昭和 32 年 5 月 か ら 6 月 に か け て 大 鈴 は , 新 中 国 の 各地 
を 旅行 する 機会 を 持つ た 。 そ の 途 次 , 中 国 の 寄生 虫 学者 
の 好意 に ょ り 同 国産 の 宮 口 昌 成 虫 の 寄贈 を 受け , また 少 
数 で は ある が 第 二 中 間 寄生 で ある 淡水 魚 を 調べ て その 交 
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虫 を 入手 する こと が 出来 た 。 成虫 は 北京 の 協和 医学 院 の 
人生 た あの 0 の 
1 匹 , $ 1 匹 , 福州 の ネコ の 胃 か ちら の? 1 匹 , 幼虫 は 上 
海部 外 の 湖沼 で 捕れ た 桂 魚 5 尾 の 中 の 1 尾 の 肝 か ら の 第 
3 期 幼 虫 5 匹 (その 中 の 1 匹 は 上 海 寄生 虫 病 研究 所 え 寄 
贈 ), 武昌 郊外 の 池 で 捕れ た た: 雷魚 8 尾 の 中 の 1 尾 の 肝 か らち 
の 同 幼 昌 1 匹 で あつ た 。 と れ ら の 材料 に つい て , 成虫 で 
は 体 表 の 皮革 の 形 や 存在 範囲 な た ど , 幼虫 で は 頭 球 釣 の 数 
と 形 , 皮 上 の 列 数 な ど を 調べ , 何れ も 日 本 産 の 有 東 名 品 
虫 , Cx の so S の zzZge722 Owen, 0 幼虫 に 
酷似 し , 本 虫 と 充分 に 同定 出来 る こと を 知 つ た 。 問題 に 
な つて こ 功 上 の 頭 球 多 の 数 の 平均 は , 第 1 列 87-6。 第 
> 80.3. 争 8 和 4L。 第 4 基 50 で 信和 加 し 。 人 
部 の 皮 一 は 人 後 端 ま で 認め られ , その 列 数 は 平均 248.4 と 
ら り 本 雷魚 や 水 但 類 に 見 出さ れる 第 3 期 幼虫 に 
一 致す る 。 幼虫 の 寄生 部 位 に つい て は 。, 今回 の も の 
も 全 て 水 魚の 且 か ら 検 1 され , (筋肉 その 他 は 旅行 中 
の 和合 < の た め 最 寄り の 寄生 虫 研究 機関 に 検査 を 委嘱 し て 
陰性 ), 長 江 流 域 に お ける 駒 屋 ・ 北 村 ・ 小 宮 ・ 近 藤 (1945) 
の 成績 を 一 応 裏 付け る と と に な つた 。 北京 と 福州 の 成 虫 
8 匹 C* 2, 31) は , 体 の 前 方 凡そ リー て /。 まで 友 載 
が 生え , その 有 鞍 部 の 大 部 分 を 占め る 先端 が 典型 的 に 3 
分 歯 する 個々 の 皮 和 一 を 久 る と , 両 縁 が ほ ゞ 直線 状 で 外 方 
え の ふ くら み が 少 く , また 中 央 の 歯 が 両側 の ぁ る の に 比べ 
て 僅か に 突出 し , 日 本 産 の 有 革 頻 口 虫 の 特徴 に 一 致す 
ぅ 。 以上 の 少 例 の 観察 か ら ゃ 中 国 に は 揚子江 流域 に 限ら 
ず , 華北 , 華南 の か な り 広 い 簡 囲 に わた つて 有 球 顕 口 東 
が 分 布 し て いる と と が 推 祭 され る 。 中 国産 の 淡水 魚 に 寄 
生 す る 鍵 口 虫 の 種類 に つい て は , 戦 俊 わが 国 に お いて 顕 
日 虚 の 時 が 感 ん に な た る と 共 だ 。: 前 の 本 際 の 者 の 間 で 


陳 生 あれ て た の で ある が , 上 記 の 成績 は その 問題 に か 
より 確実 な yi 与え 得 た も の と 考え る 。 


155. 関東 地方 並び に その 周辺 に お ける 有閑 頭 口 虫 の 分 
布 と その 考察 盆 木 了 司 ・ 小 宮 義 孝 ( 予 研 寄生 昌 ) : N. 
SUZUKI 層 Y. KOMIYA : Studies on the geograph- 
ical distribution of CzZ7/os7 の zzZ 3 の 72ge77476 OWen 1836, 
in the north-eastern DartS of Japan 


1955 年 夏 以 降 , 関東 地方 並び に その 周辺 に 棲息 する カ 
スル チイ 578 匹 , ド ジョ ウ 7 匹 , ドン コ 10 匹 。 フナ 7 匹 。 
コイ 4 匹 , ナマ ズ 2 匹 , トノ サマ ガエル 1 匹 及 び 野島 
116 羽 の 主 と て 筋肉 内 検査 : 行 つて , 有 東 顕 口 下 幼 由 
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の 寄生 を 確 め る と と に よ ょ つ て, その 分 布 を 調査 し た 。 そ 
tcs 等 淡水 魚 に は 全く 寄生 を 認め る と と は 
出来 な か つた が , 野鳥 の 一 部 (ゴイ サギ , チュ ウサ ギ , 
コモ モジ ロ , ハイ タカ , オオ タカ ) に 自然 感染 を 証明 【 
た 。 野鳥 の 感染 は 本 地方 の も の と いう より , 渡り その 他 
か ちら 他 地 方 で の も の と い 2 推定 され 。 ハ イ タカ , オオ 
タカ の 感染 事例 は と れ ら サ ャ 類 3 人 た めで あろ う 2。 
一 方 , カム ル チ イ 等 に 全く 寄生 を 認 : る と と の 出来 な い 

の は 関東 地方 並び に その 周辺 ! と は 現在 だ 分 布 を 認 2 

FE we ヽ か 。 もしくは 極め て 稀 蒲 な も の と 考え と 

れ よ う 。 以 上 の こと か ら 関 東 地方 並び に その 周辺 に お ! 

る の 定着 に 関し て は , 了 洒 野島 

宿主 : 生活 環 と いう 径 路 に よる 可能 性 が も も 考え 易 

い 。 と は 云え , 0 の 分 布 が 0UNW ガ に E HE 
する 可能 性 は 極め て 少 ! は と 


156. 中 国 地方 に お ける 加 口 虫 西田 弘 ( 島 大 公衆 衛 
生 ): 耳 NISHIDA : Gnathostoma in Chugoku region 


私 は 中 国 地 方 に お ける 顕 口 虫 の 調査 を 昭和 29 年 か ら 続 
け て お り , その 成績 の 一 部 は 色 に 報告 し た が , 現在 まで 
に 得 た 成績 を まとめ る と 次 の 様 ご ある 。1) 有理 顕 口 虫 : 
品 口 虫 症 の 最も 有力 な 感染 源 で ある 雷魚 Y78 尾 (鳥取 21, 
島根 89, 岡山 659, 広島 9) 一 一 ( ) 内 は 捕獲 地 の 県 名 
及び 検査 数 を 示す , wrote 本 昌 幼 
下 は 1 匹 も 見 出し 得 な か つた 。 次 に サギ 類 を 主 と す る 野 
鳥 9 種 59 羽 (鳥取 8 , 島根 26, 岡山 15, 広島 8, 山口 2 ) 
No 昭和 32 年 9 月 と 10 月 に 鳥 根 県 平田 市 で 
seo た チュ ウサ ギ 2 人 3 て いる の 

認め た 。 Se こ は 本 虫 効 東 5 匹 , 他 の 1 羽 に 
は 本 取 1 1 匹 寄 生 ) し か し , と の 地 で 捕え られ た 他 の 諸 動 
物 に は 本 虫 が 認め らち れ な い 事 , 及び 人 の 感染 例 が 認め ら 

な い 事 等 か ら 考 える と , 恐らく と れ ら の 鳥 は 他所 の 本 
員 の 当て 補 生 を 受け 。 どの 地層 つて 米 て いた も の 
ょ 思わ れる 。 ま 虫 の 終 未 宿主 で ある イヌ 104 頭 , 
コ 85 頭 に つい ~ こも 調査! し た が 本 由 成 虫 は 認め られ な か つ 
た 。2) ドロ レス 魚 口 虫 : 本 取 の 終末 宿主 で 4 ちる イ ノシ 
ゝ 70 頭 (鳥取 8 , 島根 28, 岡山 21, 広島 11, 山口 2) に 
つい て 調査 を た 結果 , その 14 頭 (鳥取 1, 島根 7, 岡山 
1, 広島 3, 山口 2 ) に 本 虫 成虫 の 寄生 を 認め た 。 即 ち 
本 虫 は 中 国 地方 で は 5 県 共に 分 布 し て いる の を 認め た 。 
し か し 。 本 導 で は 濃厚 で ある が , 中 部 及 
び 東 部 で は 余り 濃厚 で は な いよ ょ よう で ある 。 3) 日 本 頭 品 
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虫 : 本 虫 の 終 未 宿 主 ど で ある イタ チ 667 頭 (鳥取 131, 島 
根 315, 岡山 57, 広島 70, 山口 98) に つい て 調査 し た 結 
果 , と の 27 頭 (鳥取 2 , 島根 2 , 岡山 28) に 本 忠成 昌 の 
寄生 を 認め た 。 従 つて , 本 虫 は 鳥取 , 島根 , 岡山 の 3 県 
に 分 布 し て いる 事 は 明らか で ある が , その 浸 淫 状 況 は 鳥 
取 , 島根 両 県 で は 余り 濃厚 で ご なく, 岡山 県 と くに その 東 
南部 で は 濃厚 で ある 。 そ し て , この 地域 で は ホン ドイ タ 
チ の みな ら ず , チヨ ウ セ モン イ タチ に も 本 虫 の 寄生 が 認 


られ る 。 以 上 要する に , 中 国 地方 で は 有 頼 口 虫 は 渡島 

少数 の 寄生 例 が 見 ら 
記 られ な い 。 こ と れ に 反し , ドロ レス , 日 本 の 両 種 で は 
相当 濃厚 な 浸 淫 地 が 認め られ る 。 


れる の み で , だ 本 示 の 沈 還 + 


157. 中 上 


158. セ 人 嫌 リ ア の 呼 明 に 及ぼ す 諸 種 薬 剤 の 影響 に 款 い て 
尾辻 義人 ・ 楠 野 源義 ( 鹿 大 佐藤 内 科 ) : Y. OTUJI & M. 
HASHINO : 
upDtake of Se7272 の g7727Z2 


Infuence of some drugs on the oxygen 


Hetrazan, Supatonin が 出現 し て か ら 糸 状 虫 症 の 薬物 
療法 は 急速 に 進み , 硫 素 剤 ご ある Mapharsol 等 の 併用 
mn 抗 成 下 作用 は 下 程 度 完 避 (に な つた か の 様 な 感 
。 然し 年 ら そ れ 等 薬剤 の 作用 機転 に 関し て 
は Hewitt, ee 等 や 教室 の 米沢 等 の 研究 を みる の 
みみ で つま びら か に され て いな い 。 私 は ezZ の gz/2/ な 
の 代 講 機 相 蔵 並 に 各種 薬剤 の 作用 機転 を 研究 する 目的 の 下 
(に Warburg 検 圧 法 に 依り Sezzzzz ar (adult worm) 
の 時 半 大 が し 等 に 及ぼ す 各 種 薬 剤 の 影響 に つき 調べ た 
の で 報告 する 。 実験 方 法 : Warburg 栓 圧計 に ト り Se/a- 
2 gg2727Z の 酸素 消費 量 を mmg に 換算 し て 比較 し た 。 
( 主 室 に Krebs-Ringer Phosphate (pH 7.4) 1.8cc を 入 
れ , その な か に Setaria 3 和 隻 を 浮遊 させ た 。 副 室 に は 20 
2 KOH 0.2cc, 側室 に は 阻害 剤 0.2cc を 入れ , 15 分 間 
の 予備 振 油 後 加え た 。 恒温 槽 の 温度 は 37 C で ある 。 実 
験 成績 : 1) 従来 系 状 虫 症 治療 剤 と し て 用 いら れ て いる 
Hetrazan, Supatonin, Stibnal, Mapharsol に つい て 用 
る と, Hetrazan, Supatonin は 10 mg/cc, 5mg/cc, 1 
mg/cc, の 高 濃度 で は 相当 の 阻害 作用 が みとめ られ る が , 
それ 以下 の 低 濃 度 で は 著 明 で な い 。 Stibnal 及び Map- 
harsol で は 100 ?y/cc, 若く は 10 >/cc の 比較 的 低 濃度 で 
も 割合 強い 阻害 作用 が み と め ら れ た た 。 Otto 多 Marren や 
久米 氏 等 の Piperazin 誘導 体 は 仔 虫 に 効き , 硫 素 剤 は 
虫 に 効く と いう 報告 と 考え 合 は せ て 興味 深い 。 2) 次 引 


さ ・ 拘 ヵ か せ せ 





9 つい 
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昭和 33 年 6 月 1958) ] 
原 昌 性 疾 0 ヽ 用 いら れる Carbamidin, Emetin hyd. 
Chinin mur. で は 3 mg/cc 一 10 mg/cc の 高 濃度 west 人 
酸素 消費 が 抑制 され る が 低 濃度 で は 余り 著 明 で な い 。3 
抗生 物質 の Teramycin, Streptomycin で は 10 か 
の 高 濃度 の 他 は 抑制 作用 は 著 明 で な か つた 。3) 昇 表 , マ 
ー キ ロ 等 の 消毒 剤 で は 昇 来 が 0.00001 の 低 濃度 迄 可 成 
の 抑制 作用 を 認め た 。 マ ー キ ロ は 余り 著 明 で は な い が 策 
ぇ 抑え る と いう 程度 で あつ た 。 5) 酵素 阻害 剤 と し て シ 
アン 化 カ リ 及 モノ ヨー ド 酷 酸 を 使用 し た が シア ン 化 カリ 
は 完全 に 抑制 し , 臣 。ooe 及び 
こ に > モノ ヨー ド 酷 酸 で は oo M 交 
は 完全 に 抑制 リ :ooeeo M,。 seoeoo M で は 軽度 で 抑制 作用 
は 両者 共に 同様 な 傾向 を 示 し た 。 


3 の 。 
で は 7 MI 迄 人 リ ooooo 


M て は 軽度 て あつ た 


159. 馬 よ り 見 出さ れる Setaria 属 成虫 の 形態 に つい 
て 佐藤 孝 慈 ( 伝 研 寄生 昌 ) 高根 沢 幸雄 (松戸 保健 所 ) : 

K. SATO & Y. TAKANESAWA: Morphological 
studies on the flariid worm (Genus Setaria) of horses 


ゝ て 必殺 され た 馬 の う ち 1 年 間 に 169 


4 日 
侍 


松戸 層 畜 場 に # 
も 上 有 よ り Setaria を 採集 同定 を 行 つ た 。 
系 状 虫 約 450 信 の うち 大 部 分 は Se/z7Z 692Z 
フツ を し りす 人 が ば 見 出 き 
れ , 同定 を 胃 な らし め る 場合 が ある の で こと に 変異 の 
あら まし を 報告 する 。 検査 虫 体 数 は 破損 し た の を 除き 
487 例 , 弄 的 な 形 の 慣 結 節 を 有する も の な AM 
の 90.822。 何 ちら か の 変異 を 示し た も の が 340 例 の 9.3 
も 達し た 。 正 常 な 尾 敵 結節 は 半 棒 円 形 で ある 2 
例 の うち 結節 部 位 が 変形 を し て いる 変形 型 (36 例 ,90), 
結節 部 位 が 僅か に 認め られ る 痕跡 型 (2 例 5 2) と 。 全 
半 Meet と に 分 類する 事 が 出 
来 た 。 変形 型 36 例 を 更に 分 ける と , 結節 の 中 央 部 が 突出 
SSR 
し て いる 分 葉 型 が 18 例 の 50.0 狐 , 更に 多数 の 乳頭 状 に 分 
れ て いる 多 乳 頭 型 が 1 例 の 2.8 狐 , 笠 型 に 尾 端 部 を お お 
つて いる も の が 34. 例 の 8.32%, 慣 端 結節 が 鳥 帽子 型 が 3 
例 の 8.32 で あつ た 。 一 方 北海 道 を 除く 検査 馬頭 数 141 
豆 中 変異 の 認め られ た た Setaria 保有 馬 は 15 頭 の 10.622, 
陽性 還 77 頭 中 で は 19.5% の 高 率 で あつ た 。 季節 的 に は 3 
月 の 検査 頭 炒 45 頭 中 11 頭 の 24.4, 陽性 馬 29 頭 中 で は 
97.922, 4 月 は , 22 頭 中 変異 保有 馬 3 頭 の 18.7 狐 , 陽性 
馬 13 頭 中 で は 28.12%, 他 は 5 月 , 6 月 の 各 2 頭 で 変異 は 
食 に 多く 。 晩夏 か ら 冬 に か け て は み ちら れ な か つた 。 と れ 


ン テ 


(.85 ) 
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ら 変異 は 老 料 に な る に し た が つて , 変形 型 か ら 次 第 に 痕 
跡 型 と な り 最 後に 消失 型 に な る と は 思わ れ な い 。 事 実 各 
変異 型 の 体長 測定 の 平均 値 に お いて , 痕跡 型 が 10.4 cm, 
消失 型 が 9.7 cm. 変形 型 の 殖 ん どの 型 が 10 cm 以上 で 
ある 事 か ら う な ず け る 。 又 多 乳 頭 型 は 1 例 ぐ で あつ た が 体 
長 は 7.3 cm の 未成 部 由 で あつ た 。 と れ と 変異 は 下 か ら 
の 同 染 を 受け て か ら , どの 程度 発育 し た 時 に 現われ て く 
る か 興味 ある 問題 ど で あ る 。 一 方 正常 型 の 成熟 成 虫 30 匹 と 
変異 の 認め られ た 40 匹 の 体長 平均 値 は , 正常 で は 10.5 
cm 変異 は 10.4 用 で あつ た が , と れ を 95 狗 の 信頼 限界 で 
求め た 所 , 正常 と 変異 と の 間 に 体 長 で は 有意 な 差 が 認め 


と > 


> 3 プ ェ まそ 
ら 孔 な か つた 


160. の . zzz7s 成虫 の 移植 実験 片 峰 大 助 ・ 江 良 栄 
ー ( 風 研 了 臨床 ) : D. KATAMINE 科 E. ERA: Trans- 


plantation of adult heartworm, の の. 272 が s 


ミク ロフ ィ ラ リア の 週 期 性 並 に 糸状 虫 の 生物 学 的 研究 
の 目的 で 万 zzzzZs 成虫 を 犬 か ら 犬 へ 移植 する 実験 を 
行 つ た 。 本 報 で は 移植 成 昌 の 仔 虫 分 尋 の 能力 と 運命 , 仔 
虫 定期 出現 , 仔 虫 数 の 推移 , Diethylcarbamazine の 成 
虫 に 及ぼ ば す 影 響 等 に つき 観 容 し た 結果 を 報告 する 。 実験 
方 法 : 数 回 に わた つて ミク ロフ ィ ラ リア の 検索 を 行 つて 
仔 Ma で ある と と を 確 め た 犬 の 妥 静 脈 を 開き 雄 雌 の 成 
虫 を 入れ た 内 径 0.5 cm の ビ = ニ ー ル 管 を 心 ま で 挿入 し 
20cc 容 C の 注射 ご 生理 的 食塩 水 と 共に 心 ま て 圧入 する 。 
移植 後 毎晩 仔 虫 の 検索 を 行い , 仔 虫 発見 後 は 最初 の 4 用 
到 5 回 は 10 日 毎 に 其 の 和俊 は 1 ヶ月 毎 に 仔 虫 出現 及び 増加 
Pc を yo 実験 に 供し た 未 感 染 犬 は 12 頭 
こ 座 雌 各 1 俊 , 多 いも の は 灯 3 入 雌 3 和仁 を 移植 し 
た 。 Sa 乃至 265 日 の 観 窒 で 未 稽 に 仔 虫 が 出現 し た 
の 
成 束 を 認め た も の 3 頭 で あ る 。 仔 虫 成虫 も 発見 出来 
移植 失敗 と 思 は れる も の は わ づ か に 2 頭 で 犬 か ら 犬 へ の 
移植 は 比較 的 容易 で ある 。 仔 束 が あら われ た 6 頭 に つい 
て みる と 移植 後 15 日 か ら 38 日 で 未 積 血 内 へ の 仔 虫 の 出現 
が 始 り その 人 後 仔 虫 数 は 次 第 に 増加 し て 移 丁 俊 56 日 妃 至 
172 日 に 935 伝 4067 隻 (24 時 間 合 計 ) の 最高 値 を 示し 
Ass マー 
し た 。 仔 減 少 の 原因 は わか ら な い が 章 検 に より 1 頭 を 
除き 雌 虫 の 消失 又は 減少 か 認め られ た 。 1 ee 
後 。 前 半 夜 。 後半 夜 に 』 等 \ 分 し で 出現 仔 下 数 の 割合 
る と 前 半 夜 が 最も 多く 次 いで 人 後半 夜 , yen 





最も 少な か つた 。 獲 仔 虫 数 の 比較 的 少な い 出 現 の 初期 み 

ら 姓 に 必 間 も 任 到 が る られ る 。 移植 前 に 陽性 犬 に Diet- 
hylcarbamazine を 100 妃 至 200 mg/kg を 1 週間 投与 し 
て 仔 虫 の 消失 乃至 は 著 明 な 減少 を 認め た の ち 取 り 出 し た 
成虫 を 5 頭 に 移植 し た が 成 昌 の 生存 , 仔 昌 の 出現 , 増加 
の 模様 な ど 無 処置 成虫 移植 の 場合 と 比べ て 大 差 が 認め ら 
れ な か つた 。 と の 程度 の Diethylcarbamazine の 投与 で 
は 成虫 に 対す る 殺虫 効果 は 勿論 て の 分 學 能力 に も 確実 な 
影響 は な いと 考 へ られ る 。 


161. 自衛 際 に 於 ける 系 状 虫 症 (④) 伊集院 武 文 (陸自 
衛 際 ) : 下 . JJUIN : Survey of filariasis in Self-def- 


ence force 


に 関西 九州 地区 に お ける 自衛 隊 の 検査 成 積 を 報告 
し た が 人 回 東北 関東 , 中 部 地方 の 部 隊 の 調査 を 実施 し 
た の で その 結果 を 報告 する 。 検査 を 行 つ た の は 青森 , 八 
戸 , 岩手 , 秋田 , 多賀 城 , 新発田 , 宇都 宮 , 練馬 , 松 
本 , 金沢 , 豊川 , 久居 の 12 駐 と ん 部 隊 6861 名 で 仔 虫 を 
発見 し た の は 9 名 陽性 率 0.182% で あつ た 。 部 隊 別 に 見 て 
陽性 者 を 得 た の は 和 八戸 3 名 0.16, 岩手 2 名 0.222, 豊 
川 2 名 0.6 2, 多賀 城 1 名 0.1 , 金沢 1 名 0.8 , 
で その 他 の 部 隊 は 何れ も 陰性 で あつ た 。 年 信 は 19~20 
才 が 最も 多く 7 名 0.8 多 で 21 才 28 才 に 夫々 1 名 出 て 居 
る 。 被 検 者 の 出身 県 は 46 都 道府県 に 及ぶ が 陽性 者 を 得 た 
の は 長崎 6 名 3.122 で 最も 多く 次 いで 熊本 1 名 0.422, 
鹿児島 1 名 0.8 の と 殆 ん ど が 九州 出身 者 で あり 暫 か に 群 
馬 県 1 名 で その 他 は すべ て 陰性 で あつ た 。 役 検 者 6861 名 
中 東北 出身 者 8688 名 (53.8) 中 部 地方 802 名 (11.7 
多 ) て いづ れ も 陰 性 て あつ た 。 群馬 県 の + 名 は 吾妻 郡中 
之 灯 町 出身 で 19 年 在住 し て 居り , 今 ま で と の 地方 の 調査 
は 行わ れ て いな い が 同 地方 に フィ ラリ ア の 侵 淫 が うか が 
われ る 。 


162. 肺 生 検 に 依る 肺 内 フィ ラリ ア 仔 虫 の 検索 内 園 洋 
三 ・ 枝 屋 冨 一 ( 鹿 大 概 屋 内 科 ) : Y. UTIZONO, T. MA- 
SUYA : Research for microfilaria in the human lung 


by lung biopsy 
し 


近 来 臓器 生 検 の 普及 に 伴い , 肝 腫 革 等 の 生 検 は 既に 日 
常 臨床 診断 に 導入 され て いる 。 然るに 肺 生 検 は 欧米 で は 


六 用 きれ て いる が , 本 邦 で は 宝来 の 肺 アス ベス トー ジス 
の 診断 に 肺 生 検 を 応用 せる 報告 ある の 。 由来 ME は 人 
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体内 で は 肺 に 最多 数 寄生 する 事 は 諸家 の 剖検 報告 に ある 
32 の は 鈴 見 , 武田 の 報告 
。 両氏 は 長友 下 針 に より 肺 血 液 を 採取 次 抹 ギ ー ム ザ 
3 の た 栗本 中 1 て 3 双 の MEf を 証明 し た の だ が , 私 等 
は 肺 生 検 に より 肺 中 液 を 得る の みて な く ,。 組織 学 的 に 
PT 
血液 の 得 ら れ た も の 14 例 。 中 9 例 に 1 >8 双 の Mf を 証 
明 。 内 Y 例 は 昼間 実施 せる も の で , その 中 4 例 は 生 検 時 
林 策 ME (一 ) で あつ た 。 肺 組織 は 生 検 に よ つ て は 他 の 
実質 臓器 の 生 検 の 如く , 十分 量 の 組織 片 が 採取 出来 な い 
鐵 が ある が , 16 例 実施 中 10 例 に 採取 成功 。 内 3 例 に 組織 
内 ME を , ダ 術 後 中 出し た 血 Y 例 中 2 例 に Mf を 証 
Weep 
の 肺 切除 標本 中 の Mf を 証明 た が , それ 等 は 主 と 
し て 和 CMHR し た も の で あら 2 有 に よ 
は 毛細 管 以 下 し か 採取 出来 な い の で . 今回 の 標本 で 
人 胃 肺 毛細 管 中 に 見 出せ る も の で , 然 も 大 部 分 は 毛細 
小 に 逸脱 せる 如く 見 える 。 勿論 標 本 作製 中 の 変化 で あ 
ら う 。 肺 内 Mf の 検出 率 は 末 策 ME 数 に 略 比 例 す る 如 
く で , 鈴 見 , 武田 の 如く 昼夜 間 ME (一 ) の 陳 旧 フ ィ リ 
ア 愚 者 の 肺 内 か ら Mf を 見 た と の 説 は 儀 に 信じ 難い 。 


163. 人 体 腹 部 臓器 内 に 於 ける Mf の 分 布 に つい て 浜 
田 内 治 ・ 樹 屋 冨 一 ( 鹿 大 一 内 科 ) : K. HAMADA る T. 
MASUYA : Pathophysiological studies on filariasis 


(2) 。 Distribution of microfilaria in abdominal organs 


Bancrofta 氏 Filaria 仔 虫 (Mf) の 示す 定期 出現 性 の 
本 態 解明 の 手段 と し て , Manson 以来 人 体内 ME の 分 布 
が 研究 され , に Manson, Feldmann, Zieman, Ro- 
denwaldt, Fulleborn, 林 , 久米 等 に より 報告 を みて いる が 
凡 て 尼 体 所 見 に 留まり , 人 の 生 時 に お ける Mf の 分 布 は 
全く 未知 の 分 野 に 属し て いた 。 我 々 は 肝 生 検 , 開腹 手術 時 
に お ける 腹部 臓器 切片 切除 等 に より , 主として 腹部 諸 臓 
意 に お ける , 人 の 生 時 の Mf の 分 布 と , 昼夜 及び Supa- 
tonin (「 ス 」 ) 誘発 に よる 分 布 の 変動 。 ME を 検出 する 
組織 学 的 部 位 を 追求 し て 次 の 如き 成績 を 得 た 。 1) 肝 生 
己 に よる 放 内 ME の 誤 度 : 36 例 に つき 実施 す 。Mf 陰性 
群 11 例 で は , 昼夜 ,「 ス 」 Me ye Mf 少数 保有 
群 18 例 で は 昼間 は 4 例 共 陰性 , 」 誘発 に より 4 例 中 
1 例 に , 夜間 は 10 例 中 1 Code つた 。 MEf 多数 保 
の ご は , 昼間 4 例 中 3 例 , 夜間 3 例 中 3 例 と も 肝 内 

性 は 陽性 で あつ た 。 昼間 陽性 の 3 例 中 2 例 は 同時 に 来 
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策 血 (P 血 ) に ME を 認め た 。 2) 其他 の 腹部 臓器 , 皮 
膚 , 筋 内 内 の ME の 態度 : Mf 陽性 例 15 例 に つき 実施 
す 。 昼間 例 6 例 中 , P 血 に 同時 に Mf を 認め る 2 例 に 少 
数 の ME を 認め , P 血 に ME を 認め ざる 4 例 中 2 例 に 
検出 出来 ず , 他 の 2 例 に 少数 を 認め た 。「 ス 」 誘 鞭 例 6 
例 中 5 例 より , 双 夜 間 例 3 例 中 2 例 に 腹部 臓器 各所 より 
Mif を 認め た 。 皮膚 。 筋肉 に お いて も 同様 の 傾向 を みた 。 
3) 腹部 諸 臓 器 より , 検出 せる Mf に 就 て : 組織 標本 よ 
り 72 隻 , 圧 挫 標 本 より 99 隻 の Mf を 検出 し , その 形態, 

染色 性 , 脱 軸 の 状態 等 より 末 征 血 内 の Mf と 同一 の も の 
で あり , 標本 採取 時 に 生存 し て いた も の と 考え る 。 4) 

腹部 臓器 内 ME の 存する 組織 学 的 部 位 : 肝 に お いて は 
殆ど 凡 て Sinusoid に 存 し た 。 他 の 臓器 で は 52 隻 中 18 隻 
を 血管 内 こ 認 め た 。 他 の 84 隻 は 血管 内 に 存在 する と な す 
積極 的 根拠 な く , 一 見 組織 間隙 に 存在 する 様 に 思わ れ 
る 。 且 両者 の 間 に 形態 上 の 差 を 見 出し 難い 。 我 々 は Mf 
は 血管 内 と 同時 に , 血管 外 の 組織 間隙 に も 存在 し , 移行 

し 得る 可能 性 も 子 想 し た い 。 5) 総括 。 と れ を 要する に 

腹部 諸 臓器 に お ける MEf の 消長 は , 未 策 箇 の ME と そ 
の 期 を 一 に する 。 即ち 昼間 集中 の 部 位 た る 肺 毛細 血管 
(教室 の 成績 ) より 夜間 は 「 ス 」 誘発 に より 駆 出 され 
て , 血管 構造 複雑 な る 腹部 諸 臓 器 に 抑留 され た も の と 解 


せ られ る Oo 腹部 諸 臓 器 は 定期 出現 性 の 機 序 に 本 質 的 な 役 


割 は 果して いな いと 考え られ る 。 


164. の か o 刀 grzg ze の 先 疫 学 的 研究 (1) の 
zzzsfzs の Arthus 現象 に つい て 小山 二 三 人 < 小栗 菊 
夫 (日 獣 大 寄生 虫 ) : F. KOYAMA & 々 K. OGURI : Im- 
munlogical studies of の go7/27Z 2 が 2227S (1) On the 
Arthus Phenomenon due to the antigen from の の, 2z- 
2777S 

私 ども は の sss . の 凍結 乾燥 虫 体 を 抗原 と し て , 
モル モッ ト を 感 作 し て , Arthus 現象 を 観察 し 皮膚 反応 
お よび 組織 学 的 に 本 現象 の 成立 を み と め た 。 感 作 抗原 お 
よび 方 法 : 虫 体 の 生理 的 食塩 水 1 : 100 抽出 抗原 お よび 
硫 パ テラ, 脱水 ラフ リン (7:1) を Adjuvant と し た 抗 
原 を 用 いて 由 体 の 生理 的 食塩 水 抽出 液 1 : 100 抗原 を 惹 
起 抗原 と し て 用 いた 。 皮下 注射 に よる 感 作 お よび 皮 内 , 
腹腔 注射 こよ る 感 作 方 法 に 比較 し て Aqjavant 法 が 良好 
な 結果 を 示し た 。 即ち いずれ の 感 作法 も 著 明 な Arthus 
現象 が 成立 し た 。 皮膚 反応 所 見 お よび 組織 学 的 検討 より 
Adjuvant 法 に よる 感 作 方 法 が 顕著 な 反応 を 示し た 。 
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165. 豚 肺 虫 症 に 関す る 研究 (3 中 間 宿 王 シ マミ ミズ 
体内 に お ける /. e/ozgofzs 成 吾 幼虫 の 季節 的 消長 に 
つい て 磯田 政 恵 ・ 吉 村 市 郎 (日 獣 大 病理 ) : M. IS- 
ODA & IL. YOSHIMURA : Studies on pig lungworm 
disease (3) On the seasonal variation of infective 
larvae of ル e7Zs み ogy/s @/OzgZ/zS in 万 ZSezZ /Oe7 


私 ども は 豚 肺 虫 症 の 間 延 が シ ミズ と 深い 関係 の あ 
る こと と を 確 め て きた が , 一 状 豚 場 に お ける シマ ミミ ズ の 
棲息 状況 と , と くに ミミ ズ 体 内 に お ける 77 gpxgg が xs 
成熟 幼虫 の 分 布 と その 季節 的 消長 を 確認 する た め 三鷹 
市 農場 に お いて 一 年 間 調 査 し た 。 1) ミミ ズ の 村 , 2 
況 : シマ ミミ ズ は 四季 を 通じ て 豚舎 周囲 に 棲息 し , 

に 豚 を 飼 つ て いる 朋 房 周囲 に 集合 する こと VO 
ミミ ズ 体 内 に お ける 7 eoxgg7xs OSNokyd 

: (3。) 四季 を 通じ て 常に ミミ ズ 体内 に 成熟 幼虫 が 見 られ 
採集 ミミ ズ 1529 匹 中 1099 匹 (71.9 多 ) に 感染 し て いた 。 
(⑪) 1099 匹 の ミミ ズ 体内 に 寄生 し て いた 幼虫 は 26480 で 
その うち 成熟 幼 由 は 258566 で あつ た 。(<) 一 匹 C と ミミ ズ 
に 寄生 する 最高 は 208 匹 で , 平均 寄生 数 は 24.1 で あつ 
た 。(@④) 季節 的 に みる と 冬期 か ら 春 期 に お いて は 成熟 幼 
昌 が や や 減る が , 夏期 か ら 秋期 に お いて は 殆 ん ど 成 熱 幼 
虫 で ある 。 


166. 豚 肺 申 症 の 駆 虫 薬 に 関す る 研究 (1) 小沢 光 ・ 石 
関 思 一 ・ 新 村 宗 敏 ・ 鈴 木 康 雄 (日 大 薬学 ) : HL 0ZAWA, 
C. ISHIZEKI, M. NIIMURA 錠 Y. SUZUKI : Studies 
on anthelmintics of ル eZzs77ozgyZzs egg7S in Swine 


豚 肺 虫 定 の 駆虫 薬 と し て 演者 ちら は D 世 - メ チオ ニン 鋼 
が すぐ れ た 効果 を 有する こと を 発表 し た が (日 本 獣医 学 
会 総会 , 昭 32 年 4 月 獣医 畜産 新報 208, 6」9 昭 32, 同 
920 昭 32) その 基礎 実験 と し て 次 の 項目 に つい て 実験 
を 行 つ た の で 報告 する 。 1) 容器 内 飼養 法 の 検討 : 豚 肺 
虫 の 容器 内 飼養 に つい て は 全く 女 献 と 見 当ら ない か, 演 
者 ら は 種々 検討 し て 一 応 満足 すべ き 方 法 を 確認 し た 。 

層 殺 直後 の 豚 肺 臓 よ り 取 出し た 肺 昌 を ペトリ 皿 中 10cc の 
飼養 液 に 入れ , フラ ン 器 中 27 て 28C で 飼養 し た 。 飼 姜 液 
と し て は 生理 食塩 液 。 Locke 液 , Ringer 液 , Tyrode 
液 と 5 ウサギ 血清 加 生 理 食塩 液 。 0.5 % Pepton 加 
Tyrode 液 , 及 びと これ に 防腐 の 目的 で デハ イド ロ 酢 酸 100 
y/cc を 加え た 飼養 液 を 用 いた (24 時 間 液 交換 )。15 匹 の 
肺 虫 の 平均 生存 時 間 で は 生理 食塩 液 以 外 は 大 差 な ヾ , 

0.52% Pepton 加 Tyrode 液 が や や すぐ れ た 成績 を 示し 。 


( 87 ) 
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77.7 時 間 で あつ た 。 2) 容器 内 殺 和 虫 試験 に よる 各種 薬物 
の 部 力 比較 : 1) の 方 法 を 採用 し , 金属 塩類 (硫酸 コバ 
ルト , 硫酸 マン ガン , 塩化 亜鉛 , 塩化 マン ガン , 二 酸 
化 セ レン , 硫酸 銅 ,」 DL- メ チオ ニン 鋼 ) の 効力 比較 を し 

た と と ろ , Cu 塩 以外 は 5000 倍 に お いて も や 効果 は な か つ 
た 。 と れ に 対し Cu 塩 は 10 万 倍 に お いて も 対照 72 時 間 
に 比 し , 20 時 間 の 生存 時 間 を 示し , 強力 な 効果 を 示し 
た 。 ま た 各種 Cu 塩 の 比較 と し て 硫酸 銅 , DL- メ チオ = 
ン 鉛 , L- グ ル タ ミ ン 酸 銅 に つい て 1000 倍 ょ り 50 万 倍 ま 
で の 各 濃 度 に お ける 効力 を 比較 し た が , いずれ も 有効 で 。 
有意 差 は 認め 得 な か つた 。 て その他,KI, ピ ペ ラ ジン ,CClL 
クロ ロホ ルム 等 を 行 つ た が 。 Cu 塩 よ りす ぐれ た も の は 
見 当ら な か つた 。 3) Cu'′ の 臓器 内 及び 血 中 濃度 : Cu" 
の 肺 虫 え の 摂取 経路 を 知る 目的 で , 容器 内 実験 及び 感染 
モル モッ ト に お ける Cu'′ の 分 布 を 組織 化学 的 に 検索 
し , また 血 中 濃度 を も 測定 し た 。 容器 内 で は 肺 虫 え の 摂 
取 経路 は 主として 消化 管 に に る と と を 認め た が , 感染 実 
験 に お い で で 1 し 得 な か つた 。 ま た 30 mg/ 
kg 投与 2 週間 後に お いて 臓器 内 え は 歪 , 肝臓 及び 肺 臓 
に Cu“ の 存在 を 確認 し た 。 


167. の め /ogcsfer sp. の 食性 に つい て 国井 喜 章 ( 関 
東 東山 農 試 )/ : Y、 IKUNII : 
food habit of の ggs/ez SD. 


Preliminary notes on the 


の ggsZe ヶ 属 の 線 虫 は 土壌 と 接触 し て いる 植物 の 腐敗 
部 分 に 普通 に みち られ る も の で ある 。 ユ コン = ニ ヤク 球 茎 の 腐 
敗 部 分 か ら 分 離し て サト イモ , サ ツマ イモ , ジ ヤ ガ イモ , 
コン ニヤ ク な どの 球 茎 部 の 殺菌 培地 に よく 増殖 し た >- 
が ogzse ヶ sp. 一 種 を 用 いて その 食性 を 検討 し た 。 2 多 寒 
天平 面 培地 を 基 浴 と し て , glucose, mannose, fructose, 
Jactose, xylose の 5 種 の 糖類 を それ ぞ れ 0.5% と な る ょ 
うた 加え , と れ に stage の 揃 つ た 雌 虫 10 匹 づ つ を 入れ 
yy 増殖 を みた 。 そ の 結果 。agar 
単独 の も の を は 各種 の 糖 害 を 加え た も の も , い 
づれ あ ょ Lia 72 時 間 目 に は , 500 匹 前 後に ま 
で 達し た 。 糖類 の 各種 癌 に は 有意 の 差異 は 認め られ な い 
き 比較 的 上 位 に ある mannose, glucose と 比較 的 下位 

Ra の 間 に は 増殖 に 有意 の 差 を 認め た 。 コ 

ニヤ ク の 成分 で ある glucomannose の 分 解 物 ご で ある 
glucose と mannose を 加え る と と に よ つ て , その 増殖 
が 比較 的 高く な る と いう 点 に つい て は 。 今後 さち に 検討 
する つも り で ある 。 
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168. ア zgso sp. の 生物 学 的 観察 5 杉原 道人 ( 京 府 
医大 医 動物 ) : M. SUGIHARA : Biological observation 
on ア /ysg sp. (5) 


昭和 32 年 1 月 より 10 月 まで , ア /ysg sp. の 棲息 す る 京 
都市 南 区 唐橋 平 博 町 セリ 田 及 びそ の 排水 側溝 の a 地 
点 (セリ 田中 の 地下 水 湧出 地点 ),b 地点 (セリ 田内 の 倒 
溝 え の 排水 地点 ),c 地点 (b 地点 より 約 20 m 下流 の 側 
溝 ),d 地点 (c 地点 より さら に 90 m 下流 の 側溝 ) の 3 ケ 
所 に お いて 水温 , 水質 ( 過 マ ン ガ ン 酸 カリ 消費 量 , 石灰 
含有 量 , pH, アル カリ 度 , 塩素 イオ ン 含 有 量 , 落 存 酸素 ) 
水流 。 30X30 cm 内 の 棲息 中 数 を 調査 観察 し た 。 そ の 結 
果 , 冬期 に お いて は 最も 水温 の 高い a 地点 に 最も 多く の 
の が , 春 , 夏 に は a 電 太 よ り 水 温 の 高い b 地 

。 双 秋 に は 最も 低い 水温 を た 示し た a 地点 に 仙 
の 本 葛 し た ら 水温 15.5 て 22C に 最も 多く 棲 
息 す る 貝 を 認め た 。 水質 と し て は 過 マ ン ガ ン 酸 カリ 消費 
量 の 少な い (10 mg// 以下 ) 汚染 きれ て いな い 水 人 棲 鳥 
する も の が 多い 。 石灰 含有 量 と 貝殻 の 形成 と の 間 に 密 接 
な 関係 が ある も の と 考え られ る が , 調査 し た 範囲 内 で は 

つて 酸 息 数 の 少な い 地 点 で 石灰 含有 量 が 多い 成績 を 示 
-。 ア ルカ リ 度 は 1.6 て 5.7 mg/7 の 低い 値 を 示し , 塩 
オン 含有 量 で は 6.7~ て 16.3 mg/7 の 水質 に 棲息 する 
が 多い 。 溶存 酸素 は 4.21 て 6.73 cc// の 値 を 示 し た 。 
| 6~-22.0 cm/sec で ある が 10.0 cm/ 


友 も 多く 


1 
素 
エ 


f 
) の 
水流 と し て は 流速 2 
- 多 < の 棲息 貝 を 認め た 。 


sec 前 後 の 流速 に 


169、 ヒラ マキ モドキ の 分 類 学 的 再 検討 (2) 歯 舌 の 観察 
田部 浩 ・ 市 岡 四 人 象 ( 阪 医大 病理 ): HH TANABE, & S. 
ICHIOKA : Taxonomical Studies of ア Po/ の カツ 72S 6722S の - 
ん gezz4/Z (2) Observations on radula 


日 本 産 ヒ ラマ キモ ドキ が 中 国 大 陸 に 分 布 す る Po/ み yy な 
Zez2ZS の ZZeZ2/Z (Berson) と 同一 種 ご ある か 否 か を 究明 す 
る 目的 で , 殻 代 , 殻 長 , 膳 孔 径 , 放射 薄板 須 を 検索 し た 
結果 , 外部 形態 の 上 か ら は 中 国 大 陸 産 の 貝 と 区 別 し 得 な 
いと と を 第 1 報 に お いて 報告 し た 。 そ の 後 , 岡山 市 高島 
産 の ヒラ < Se 
し に くい 事実 を 見 出し た の で , さら に 歯 舌 (radula) に 
つい て 検索 を 行 つ た 。 鍋 察 方 法 : 岡山 市 高島 産 , 島根 県 
斐川 村 産 の ヒラ マキ モドキ 各々 7 個体 及び 岐阜 県 海津 町 
産 由 3 個体, 計 17 個体 (いずれ も 塚 径 5.0 mm 以上 の 
も の ) を 選び , 麻 酸 状態 に お いて 解剖 , 歯 知 を 出 し 
新鮮 標本 の まま 鏡 検 後 、 ア ニ リ ン ・ ブ ルー 染色 を 行い , 
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再び 400ー800 倍 で 鏡 検 し た 。 観察 結果 : 各 産 地 及び 各 
個体 に よ つ て 若干 の 差異 は ある が , 中 歯 を 中 心 と し て 左 
に 側 歯 が 25 個 並び 約 196 条 連 な つ て いる 。 中 歯 は 歯 突 
が 2 個 で , 卵 形 に 近く , 側 歯 は 歯 突 3 個 で 外 方 に 向き 細 
長 形 を 呈し て いる 。 岐阜 県 海津 町 産 の 個体 は いずれ も 最 
内 側 の 歯 突 が 強く 突出 し て いる 。 歯 舌 式 は 25 一 1 一 25 メ 
195 で Baker の 記載 する 大 陸 産 貞 の 25 一 1 一 25 200 
に 略 一 致す る 。 即ち 日 本 産 ヒ ラマ キモ ドキ は いずれ も 
ア 7o/yyZzS eS の geZ22 と 同定 すべ き で , 岡山 市 高島 産 
の 貝 と 他 の 産地 の 上 員 と の 間 に は 分 類 学 Eo 種別 は 認め らち 
れず , 恐らく 地方 的 (環境 的 ) 変異 の た め に 軟体 部 の 性 
状 が 変化 し て いる も の と 考え られ る 。 


170. ミヤ イリ 貝 の 研究 (3③ の Ozcozze/ozzz の 食性 の 研 
究 2. 各種 人 工 飼 料 の の Ozcozze/gzzz に よる 拭 食 試験 
小宮 義孝 ・ 小 鳥 邦子 ( 予 研 寄生 虫 ) : Y. KOMIYA & K. 


KOJIMA : Stuqy of Oncomelania (3) Study onthe 


food habit of Oncomelania 2. Feeding experirmnent of 
Oncomelania with artificial foodstuffs 

1) Oncomelania の 摂 食 状況 を 簡単 に 検 す る 方 法 と レ 
て と れ を ペトリ シマ ヤー レ Me せしめ 。 そ て の 裏面 よ り 検 


鏡 する 方 流 に つい て は す に 第 17 回 東日本 部 大 会 で 報 


告 し た 。 と の 方 法 を いる 時 は 貞 條 の 口内 部 の 状況 特 
に て その 口 部 へ の 各種 物質 の 摂 食 状態 が 直接 観察 出来 る 
この 際 に お ける 探 餌 。 摂 食 反 応 を その 「 開 口 反 応 」 と 名 
づけ , 単位 時 間 ( 毎 1 分 間 ) に お ける その 開口 反応 数 を 
標 と し て 中 体 の 各種 飼料 の 嗜好 状況 を 知る こと が 出来 
る 。 2) 前 回 報告 に お いて は 単位 時 間 に お ける 開口 反応 
MY の oe , 同 ペ ー ス を 可 及 
的 均一 な らし る と し て 。 特に 中 価 の 餅 僚 状態 お 
ょ び 体 部 特に ロ 計 部 を 補 ふ 水 疹 の 状態 た ど が ある と と 
を 知 つ た 。 そ と で 今回 は 以上 の 条件 の も と に お いて O. 
0s の の oz の お よび O. の ezss の 両者 に つき 各種 可 食物 
質 の 単 一 時 間 に お ける 摂 食 状 況 を 検 し た 。 3) その 結果 
隊 和 prito 

ウム が 水 の み の 場合 に 毎 分 開口 数 「O0」 を 示し た 各 異 
価 人 た つい 党 人 
値 で あり , 表 2 は 同一 個体 に つい て 先 づ 上 米粉 を 与 へ , 
つい で 各種 飼料 を 握 食 せ し め た 場合 の 毎 分 開口 数 , 個体 
数 12 コ の 平均 値 ご で ある 。 ④) その 結果 を 要約 すれ ば 次 の 
通り で ある 。 A. 各種 飼料 の 単位 時 間 内 奨 食 問 度 は か な 
ら ず し ゃ 各 飼 料 別に 一 定 し て いる と は 球 い が た い 。 し か 


2 ご すい 
3 日 1 
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し 平均 的 に 概観 す ea 3 か ら 好 ん で 摂 食す る 
り の な し か ちぎ ああ の が る ょ う で ある 。 BB. 比較 的 好 
ん で 摂 食す る も の は 本 する 泊 粉 質 兆 類 等 で あ 
る 。 本 候 地 土壌 の 摂 食 頻度 は 各種 飼料 の 中 間 に 位 す る 。 
C. その 他 の 上 記 以 外 の 各種 飼料 の 摂 食 頻 度 は か な らら 
し も 一 定 し て いる と は か ぎら な い 。 な を 右 に 関し , 固体 
飼料 の 場合 に は 粒子 の 大 き さ , 液体 飼料 の 場合 に は 濃度 
が 関係 ある と も 考え られ る が , これ に 関し て は 更に 研究 


を する つも や も り で ある っ 


171. ミヤ イリ ガイ の 研究 ⑬) 乾燥 に 対す る 抵抗 性 小 
宮 義 孝 ・ 橋 本 入 ( 予 研 寄生 虫 ) : Y. KOMIYA & 1 HA- 
SHIMOTO : Studies on Oncomelania (4) On survival 
of Ozcozze/Z2Z 0SO の 07@ under the dry conditions。 


ミヤ イリ ガイ (Ocoyze/Zz7 め o7g) は 水陸 両 棲 の 
必然 性 か らし て 著 燥 状態 に お ける 生存 日 数 は か な り 長 い 
よう で ある 。 ミ ヤ イ リガ イ を 実験 室内 に 放置 し 。 殻 内 の 
水分 消失 量 と 死亡 率 の 関係 , 及び 殻 長 別 , 雌雄 別 の 抵抗 力 
に つい て 基礎 実験 を 行 な つ た 。 山 梨 県 か ら 採集 し た 貝 は 
よく 洗い , 殻 外 か ら の 陰茎 透視 法 に ょ つて 雌雄 鑑別 を 

, 大 型 上 中 (7 て 9mm), 中 型 由 (5 一 7mm), 小 
型 員 (3 て 5mm) に 分 け , 1 群 を 300~500 個 と し た 。 
水中 の 貝 を 濾紙 上 に 載せ て か ら 3 時 間 後 に 総数 を 笠 量 し 
て , 1 群 か ら 任意 に 20 て 40 個 取り 出し , 水中 で 3~4 日 
間 観 察し て 生死 の 判定 を 行 な つ た 。 夏 季 に お ける 大 型 員 
は 乾燥 後 20 日 で は 殻 内 水分 消失 量 12.3 多 で 死亡 率 6.72 
51 日 後 で は 水分 消失 量 22.5 で 死亡 率 63.3, 100 日 後 
で 水分 が 40.1 多 消失 し た と き 100 多 の 死亡 率 を 呈し た 。 
中 型 貝 は 乾燥 後 20 日 で は 水分 消失 量 183.2 で 死亡 事 11.1 
, 51 日後 で は 水分 消 矢 量 33.6 22 で 死亡 率 77.8 を 示 
レ , 80 日 後 で 水分 が 39 .6 多 消失 し た と き 死 亡 率 100% を 
呈 し た 。 冬季 に お ける 大 型 具 は 乾燥 後 30 日 で は 水 痕 消失 
量 19.9% で 死亡 率 5.42, 49 日 後 で は 水分 消失 量 830.0 
て 死亡 率 27.0%, 60 日 後 で は 水分 消失 量 34.1% で 死亡 率 
MP も 

死亡 率 を 呈し た 。 中 型 上 は 乾燥 後 30 日 で 水分 消失 量 24.0 
425ctscMk> 拓 te は 水分 消失 量 35.922 で 死亡 
率 41.9 多 。91 日 後 で 水分 が 44.8%% 消 失 し た と き 100%% の 
死亡 率 を 呈し た 小型 貞 は 和 操 後 21 日 か 急激 な 記事 
下線 の 上 昇 を 認め , 60 昌 後 て 100 多 の 死亡 素 を 呈し 。 大 
型 員 に 比 し て 抵抗 力 は 弱 か つ た 。 乾燥 に よる ミヤ イリ ガ 
イ の 死亡 率 曲線 は 乾燥 後 30~ て 30 日 まで は 比較 的 低い 死亡 








( 89 ) 
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率 を 呈す る が , 乾燥 後 80 て 40 か ら 著 明 に 上 昇 す る 。 殻 内 
の 軟体 外 に 約 20 2 の 水分 が 含有 し て いる も の と 想像 さ 
ドー で YAerRPURRSMNSa の 4 
た め , 著 明 に 死亡 率 が 上 昇 す る も の と 推定 され る 。 殻 長 
別 の 抵抗 力 の 強 さ は 大 型 貞 人 9 中 > 小型 上 貝 の 順 で あつ 
た 。 暴 雄 の 抵抗 力 の 差 は 死亡 率 10022 の と ころ で 両者 間 
に 23 日 の 差 を 認め , 雌 躍 は 雄 上 内 より 生存 日 数 が 長 か つ た 
が , し か し 乾燥 後 70 日 まで は 殆ど 同様 な 傾向 を 示し た 。 
冬季 は 夏季 より 抵抗 力 が 強い よう で ある 。 乾燥 に よる ミ 
ヤ イ リガ イ の 死亡 は 種々 な 原因 が 考え られ る が , 主 と し 
て 殻 内 の 水分 消失 が 大 き な 影響 を 与え , 次 いで 採 食 不能 
の た め 人 錠 佐 死に お ち 入 る も の と 考え られ る 。 


172.、 ミヤ イリ ガイ の 研究 (5 室内 に お ける 末 具 剤 の 
Screening test の 方 法 に つい て 保阪 幸男 ( 予 研 寄生 
忠 ): Y. HOSAKA: Studies on Oncomelania (5) 


On the screening test of molluscicides in laboratory 


室内 に お いて 殺 具 剤 の screening test を 行う 際 の 方 
法 に は McMulen (1949) 
の 方 法 に は 色々 の 欠点 と 思わ れる と と ろ る ヵ 
欠点 を 補う 様 な 他 の 方 法 と 比較 検 計 し て みた 。 比較 し 
方 法 は plate technic と これ に 改良 を 加え た modified 
plate technic と 直接 浸漬 法 (direct immersion technic) 
及び 完全 直接 浸漬 法 (modifed direct immersion tec- 
hnic) の 4 つの 方 法 で , 同時 に P.C.P.-Na を 用 いて scre- 
ening test 様 の モデ ル 殺 具 効 果 試験 を 行 つ た 。 そ の 結果 
は 次 の 様 で あつ た 。P.C.P.-Na の 殺 貝 効果 は plate tec- 
hnic と その 変 法 ent ke technic) の 両者 間 に 
お いて は その 間 に 有 意 的 な 差 は な く , この 両者 と 直接 浸 
漬 法 及 び 完 全 直 接 浸 潰 法 ey こ は 顕 著 な 差 が 認め られ 
た 。 plate technic の 変 法 は plate technic の 最大 の 欠点 
と 思わ れる と こと ろ の 上 内 が 薬液 を 浸し た 濾紙 より 自動 的 に 
れ て 楽 草 交 果 を 低下 させ る だ ら う と 考え られ る と と ろ 
を 改良 し て , 楽 剤 に 常に 接触 し て いる 様 に つと めん た 方 法 
で ある が , と の 両者 の 実験 結果 は 上 記 の 様 に その 薬剤 の 
殺 貞 効果 の 点 で は 有意 差 が か な い の で , screening test の 
方 法 と し て は 手技 が 簡単 で ある 点 等 より plate technic 
の 方 が より ょ よい ぁ と 考え られ る 。 た さ し McMullen(1949 ) 
の plate tecbnic 原 法 と こと > で plate technic と 云う の 
ーー や MoNokiooedkerPwwti 
て 相違 し て いる 。 原 法 で は 面積 約 17Y cm* の 濾紙 に 
cc の 薬液 を 浸し て 試験 を 行 つ て いる が , と と で は 約 100 


の plate technic が ある ,。 と 
バ あ る の で その 
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cm: の 濾紙 に 5cc の 薬液 を 浸し て 試験 する 方 法 を と つ 
た 。 と の 理由 の 1 つ は 作用 時 間 中 に 濾紙 面 が 乾燥 し て 楽 
剤 効果 を 低下 させ る と と を 防ぐ た めで ある 。 ye 
は 原 法 で は 96 時 間 と し て いる が , と ゝ で は 48 時 間 で 行 
た 。 と の 作用 時 間 の 問題 に つい て は 別に 実験 を cy 
し て いる が , 殺 上 内 事 業 等 に 応用 する こと を 考慮 する な ら 
ば 96 時 間 と 云う 時 間 は 天候 (降雨 に よる 薬効 の 低下 ) 等 
ょ り 考 えて や > ゝ 長 す ぎる と 思わ れる の で と とこ で は 348 時間 
を と つた わけ で ある 。 


173. 殺 貝 剤 に 対す る 宮入 上 内 の 抵抗 性 に つい て B. C. 
WALTON, M. M. WINN 鐘 ].E. WILLIAMS. (406 
th Med. Gene. Lab.) : Development of resistance to 


molluscicides 


Using O. zoso の ozg collected from areas jn the 
Kofu Valley which had been treated for several years 
with sodium pentachlorophenate and dinitro-O-Cyclo- 
hexylphenol respectively, and from similar neighbo- 
ring areas which were never treated, immersion tests 
were conducted to determine if resistance to these 
chemicalS iS aquired in treated snail populationS. 
There was a very marked degree of resistance to 
dinitro-o-cyclohexylphenol in snails from an area 
which had been treated with DN-1 for six years. On 
the other hand, no resistance to Na-PCP was demonst- 
rated in snails from areas which had been treated for 
SeVven years, and for four years reSpectively. ResiS- 
tance to Na-PCP was reported by Okada (1956, 1957/) 
in Kyushu. 


174. 殺 貝 剤 の 四季 別に 採集 し た 宮入 具 の 呼吸 系 に 及ぼ 
す 効 果 に つい て 阿部 チョ ノ ( 群 大 衛生 ) : C. ABE : E 寿 - 
ect of molluscacides upon the respiratory metabolism 
of Ozcozze/Z7Z 2 の SO の の 7 の collcted in every Season 


宮入 貝 の 生死 の 判定 及び 殺 具 剤 の 効果 を 何 に よ つ て 決 
定 す る か の 問題 は 不詳 の 点 が 多い , 私 は ワー ル ブ ル グ 検 


圧計 を 使用 し Dow-No. 1 (40 2 Dinitro-o-cyclohexyl- 
phenol) , 硫 安 及 び PCP-Na (Sodium 『 
の 3 種 殺 中 剤 の 春 夏秋 冬 に 採集 し た 宮入 貞 の 呼吸 系 に 及 
ぼ す 効果 を 比較 し た 結果 。 年 間 を 通じ て PCP-Na が 最 
大 の 呼吸 阻害 作用 を 示し 次 いで Dow-No 1, 硫 安 の 順 で 
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あり , 宮入 中 の 殺 具 剤 に 対す る 抵抗 力 が 最 も 強い 時 期 は 
各 剤 貝 剤 に よ ょ つて 夫々 異な る と と が わか つた 。 


175. 宮入 上 内 の 消化 酵素 に 関す る 研究 森 和 雄 ・ 杉 浦 健 
一 ・ 塚 田 恵一 ・ 岡 本 謙一 (昭和 医大 医 動物 ) : K. MORL, 
K. SUGIURA, K. TSUKADA 錠 KK. OKAMOTO : 

Studies on [he digestive enzymes of Ozcozze/Z2 7 の - 


SO の の / の 7 の 


yrrwe yr 
の 消化 酵素 を と りあ げた 。 

ゼ 。 ウレ アー ゼ ,。 セル ラテ ヌー eo 
つい て 検討 を 加え た 。 そ の 結果 
ェ ス テラ テーゼ, ウレ アー ゼ 並 びに 

1 いる と と が わか つた た プロ ティ ナー 

pH 2 と pH 8 に 最大 値 を と 有 し て いた 。 同 時 - 行 な 

人 貝 の 解 剤 の 際 , 胃 腔 か ら 明 ら か に 杏 曲 体 と お も われ 

と 小作 を 発見 する こと か て きた 。 と の と と か ら 宮入 由 は 
動物 食 よ り も しろ, 植物 性 食餌 に よ つ て 生活 し て いる 
と と が 想像 され る 。 前 述 の ア ミラ ー ぞ 特 に 単 糖 分 離 作用 
並び に , セル テー ゼ 作 用 の 存在 は と の 種 の 貝類 と し て は 
宮入 中 の 生態 習性 か ら 考 えて 食性 の 研 


て と が 多い 。 


特異 的 で あつ て , 財 
る と 


究 に 示唆 す 


176. 岐阜 県 南濃 地方 に 於 ける 棟 鳥 佳 血 吸虫 症 に 就 い て 
高丘 朋 ( 阪 医 大 病理 ) : S. TAKAOKA : Studies on the 
schistosome dermatitis of Cggz7o0z/ZZz7Z Ss が z72476 


in southern area of Gifu Prefecture 


愛 尾 平野 に お ける 棟 烏 住 血 吸 虫 症 の 分 布 に 就 いて は , 
に 愛知 県 海辺 郡 八 開村 及び 三重 県 桑名 郡 長 島 地 方 に お 
ける 報告 (田部 , 小田 ) が ある が , 同一 河川 流域 に 属す る 
岐阜 県 下 に お ける 分 布 状 況 は 明らか で な い 、。 . 私 の 81 年 南 
癌 中 学校 関係 者 石津 地区 ) に つい で 調査 し た 成績 で は 水 
田 作 業者 488 名 。 カブ レ 第 患者 187 名 ( 男 102 名 , 女 85 
宮 ) 42.7% で あつ た 。32 年 度 南濃 保健 所 管内 7 カ 町 村 よ 
り 各 一 定 地区 を 選出 調査 し た 結果 で は , 水田 作業 者 1009 
と カンロ 欄 521 名 ( 男 251 名 , 女 270 名 ) 51.622 
の 稚 患 率 で ある 。 年 令 的 に も 労働 年 合 層 に も つと も 和 容 串 
率 が 高い (15 才 ー60 才 )。 水田 皮膚 炎 の 発生 時 期 は 。 田植 
の es 田植 , 一 番 草 の 草取り の 6 月 上 旬 よ り 7 月 下 
りこ か け て 多い 。 発症 部 位 と し て は , 下肢 殊 に 水田 水面 
- 近 1 い 下 則 に 多 鞭 し , 上 肢 で は 前 有 隙 及 び 手 背 に 多く 見 ら 
れる 。 愚者 皮疹 の 症状 及び 病理 組織 像 は , 様 鳥 住 血 吸虫 
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症 に お ける 所 見 に 一 致す る 。 容 患 地帯 の 水面 に “ヒラ マ 
キモ ドキ "” の 濃厚 分 布 を 確 め , 発症 溝 より 採取 し た “ 
ラマ キモ ドキ " ACE 
た 。 岐阜 県 下 に は , 大 垣 市 , 養老 , 可児 , その 他 の 部 に 
も 従来 より 水田 に お ける “カブレ” の 発生 が 知ら れ て い 
る か ら , 本 症 の 募 延 は 県 下 に 汎 くみ られ る の で は な いか 
と 思う が , 商 。 今後 の 調査 成績 に まち た い 。 


177. 日 本 佳 血 吸虫 感染 家 兎 及び 犬 の 血清 蛋白 泳動 像 , 
特に アン チ モ ン 治療 及び 再 感染 時 の 変動 に つい て 大 越 
伸 ・ 友 田 勇 薄井 万 平 ・ 北 野 訓 敏 ・ 高 塩 満男 (東大 獣医 ) : 


S. OKOSHI, 1. TOMODA, M. USUI, N. KITANO 
& M. TAKASHIO : Studies on the electrophoretic 
patterns of Sc/zsZoso72Z 7 の の 77C22 infected rabbit and 
canine sera. Especially, on the changes in the treat- 


ment of antimony compound and reinfection 


日 本 住 血 吸 束 人 - ro こ 対 し て Antimon 
治療 注射 を 行 つ た 場合 , 並び に 治療 後 再 び 感染 を 行 つた 
場合 に お ける 血清 寿 白 時 Mare し た 。 実験 に 
供 試 し た 犬 は 体重 10 て 15 kg の 健康 成熟 雑種 雄 犬 , 兎 は 
体重 2 て 3kg の 健康 成熟 雄性 家 兎 で 同一 環境 下 に 一定 
食餌 で 飼育 し , 感染 は 山梨 県 産 宮 入内 より 得 た cercaria 
縛り 人 
皮 感 染 せ し め た 。 治療 注射 は 感染 犬 6 頭 , 家 兎 5 匹 , 対 
暫 康 大関 。 家電 6 四 に 二 し レナ ト サウ ム 寺 半生 
を 犬 で は Sb 日 量 0.5 mg/kg, 連続 24 回 , 総量 12 mg/ 

kg 家 移 て は Sb 日 量 1mejkg. 連続 0 回 。 総量 30 

を 感染 後 45 日 (大 ),50 日 ( 兎 ) に 実施 し , 治療 後 100 
日 目 に 再 感染 を 行 つ た 。 採血 は 感染 後 10 日 毎 に 170 日 目 
迄 , 再 感 染 後 は 60 日 目 迄 実施 し , 遠心 し て 血清 を 分 離 レ 
た 。 和尚 対 照 と し て 非 治療 感染 群 ( 犬 14 頭 , 家 兎 15 匹 ) 及 
び 健 康 非 感染 群 も 同様 に 採血 を 行 つ た 。 血清 総 邊 白 量 は 
日 立 蛋 白 計 に よ ょ eg 血清 邊 白 分 層 像 は 濾紙 電気 泳 
動 法 に よ ょ つて 実施 し た 。 人 工 感染 和俊 40 日 目 迄 は 著 変 な く 
50 日 目 よ り 犬 , 兎 と も 人 例 - 著 明 な 変化 を 呈し , 総 蛋 白 
量 , Beta, Gamma-globulin 量 の 増加 , Albumin 量 の 減 
少 を 認め , 以後 この 傾向 は 著 明 と な る が , 治療 例 で は 治 
療 中 に お いて 対照 例 と 同様 に 総和 白 量 , Beta, Gamma- 
Globuiin 量 の 増加 , Albumin 量 の 減少 を 認め た が , 治 
療 俊 20 て 30 日 目 よ り 総 企 白 量 , Beta, Gamma-globulin 量 
の 減少 。 相対 的 に Albumin が 増加 する 傾向 を 示し て 治 
療 後 100 日 目 で は 殆 ん ど 旧 に 復 す る の を 認め た 。 以 上 の 
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変動 は 特に 家 兎 に お いて 著 明 に 認め られ , 双 重 篤 な 症例 

で は 違 復 の 度合 が 閉 明 で ( ょ な か っ つた 。 商 全 経 : pe 
相対 比 ご は Albumin 分 肩 の 減少 は 著 明 で ある が 。 ke 
量 で は 感染 に よる 減少 , 治療 に よる 増加 を 認め た も の の 
概ね 生理 的 動揺 往 囲 内 に 止 り , 上 時 に 認め られ た 総和 
自 量 の 増減 は Beta, Gamma-globulin 量 の 増減 に よる 
事 を 認め た 。 再 感染 時 に お いて は , 初 感染 時 に お ける と 
同様 感染 俊 50 日 目 よ り 総 重 白 量 , Beta, Gamma-globulin 
の 増加 , Albumin の 減少 を 認め た 。 沿 健康 犬 及び 家 束 
に た 対し て 上 記 量 の Sb 本 し た 場合 は , 注射 中 或 は 
直後 『 黄 記 の 諾 馬 を 示 示し の も ある が , 全体 的 に 著 変 
な く 注 射 に よる 影響 は 認 らら れ な か つた 。 更に BS.P. 
高田 ,Cadmium, Cobalt,。 Gros の 各 反 応 も , 感 染 化 Gam- 
ma-globulin の 増加 する 時 期 と 一 致し て 陽性 を 示 し て 以 
後 増悪 し , 治療 後 は 次 第 に 好転 の 傾向 を 示す が , 商 強 度 
の 陽性 を 呈す る も の が 認め られ た 。 


178. 日 本 任 血 吸虫 感染 人 及び 家 兎 血清 の 電気 泳動 に つ 
や て E. H. SADUN 層 B.C. WALTON (406th 
Med. Gene. Lab.) : 
Sera from humans and rabbits infected with So/zsZ の - 


Studies on the fractionation of 


-SO22 7 の の 7CZ472 


A total of 134 sera from schistosomeinfeted rabbits 
-and nuninfected controlS were collected at regular 
tntervals for a period of seven mnonths and fra- 
ciionated by paper electrophoresis. The results 
Were compared with those obtained with sera from 
63 schistosomiasis patients and uninfected controls. In 
rabbits no notable changes in the serumn Drotein frac- 
tions were observed in the early stages of the disease 
before the deposition of eggs. However, beginning 
ith early oviposition a marked increase in total 


protein waS observed. At this time there was also 


る Sudden relative decrease in albumen and increaSe 


]n gamma globulin fraction which remained essential- 
1Jy unchanged up to the end of the experirment six 
months following infection. In human patients Sirmi- 
iar changes Were noted although they were less 
marked than in the rabbits. This di 括 erence may be 
diue in part, at east, to the fact that the rabbits were 
1nfected with a single heavy dose and studied for 


Six months following exposure to infection, whereas, 


〔 寄 生 忠 学 雑 誌 ・ 第 7 巻 ・ 第 


human sera were obtained from individuals who 
Hived in endemic areas and who had probabiy become 
infected with S. 72 カ の ZZcz22 TeDeatedIy over a Iong De- 
riod of time. 


179. crop ん og/7xxs 7z2zzes Ochi。 1928 の 形態 構造 に 
関す る 知見 征 選 越 呑 シゲ ル ・ 越 呑 艇 校 (日 寄 研 ): S. 
OCHI & KK. OCHI, : Additional notes on the mor- 
phology of ルル czo の 7zs 272eS Ochi, 1928 


著者 は 1928 年 山口 県 小野 田地 方 産 の 手長 明 筋 肉 内 に 見 
出せ る 一 種 の 彼 斉 幼虫 を 動物 実験 に より , 其 の 小腸 に 寄 
生 し 得る 小 吸虫 を 一 新種 と 認め , ル zzo の 27 が 6S と 
命名 発表 し た と と ろ で ある 。 当 時 成虫 の 記載 に 当り , 貯 
精 雪 と し て 記述 せる も の は 縦 径 0.050 一 0.056 mm( 平 均 
0.059mm), 幅 径 0.038 一 0.045 mm (平均 0.042 mm), 
そ は 陰茎 畑 の 誤り に し て , 其 の 糧 内 に は 明らか に 貯 精 雪 
摂 護 腺 部 , 陰茎 を 包 蔵 せる 所 見 を 確認 し 得 た の で 前 記載 
を 半 に 訂正 する 次 第 で ある 。 即ち 本 種 の 陰茎 畠 は 腸 分 岐 
部 と 腹 吸盤 及び 卵巣 と の 間 に 在 り て 横 椿 円形 を 呈す 。 朗 
内 の 右 敵 部 は 貯 精 衰 に し て 内 に 精 を 充満 す 。 大 さ は 長 
委 0.030 一 0.032 mm, 短 径 0.03 一 0.032 mm, を 算 す , 
は 陰茎 揚 に 移行 し 其 の 周囲 は 摂 護 腺 に より 囲 


り 住 々 突出 し て で 認め られ る る 陰茎 は 


基 の 前 適 部 
謎 せら る 。 陰茎 裏 よ 
電 小 に ca 0.028 一 0.030 mm, 幅 径 0.01 mm の 大 
さ うす 二 旨 人 来 Zzzo の gs Zs の 学名 を 用 い 
て 居 た が ., 廊 法 上 の 誤り を 認め た の で ル 4zzo カ ZZ 0 


と 訂正 する 


180. 宮城 県 に お ける 肝 吸 虫 の 分 布 に つい て 湯田 和郎 
(宮城 衛 研 ) 鈴木 了 司 ( 予 研 寄生 虫 ) : K. YUDA, N. 
SUZUKI: On the distribution of CZ297CZZS sZ2622SZS 


in Miyagi Prefecture 


宮城 県 は 本 邦 に お いて 有数 の 肝 吸 虫 浸 淫 地 と し て , 岡 
山 , 高知 , 滋賀 , 愛知 , 富山 地方 な ど と 共に 知ら れ , 特 
に 上 あ の 小 - Le * 常 は 古い 記録 に も 残 つ て いる 。 し 
みか し , 県 綴 に わた る 総合 的 な 分 布 調査 は 行わ れ て い 
な か つた 9 1953 年 以来 の 住民 と 飼育 猫 と に つい て 同 
時 た 調査 し 得 た 市 町 村 の みみ を まとめ て , と と に 境 お 
る 。 現在 まで に 調査 Mo は 県 下 22 ヶ ケ所 に て 
の 1 乃至 3 部 落 を 選定 て 部 革 民話 の 提出 を 求め . 釘 
に つい て は 法 腸 を 行 つ の し 検査 を 行 つ た 。 検査 の 方 
法 は , 稀 塩 酸 る 沙汰 法 標本 2 枚 (18X18 


・ エー テル に よ ょ 
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mm カバ ー グ ラス に よ ょ る) 以上 を 行い , 直接 誠 抹 法 標本 2 
乃至 3 枚 , 飽和 食塩 水 に よる 浮 漠 法 標本 1 枚 を 追加 し た 。 
住民 624 名 (平均 292 名 ), 猫 は 655 頭 (平均 30 頭 ) に つ 
て 検査 し た 結果 , 住民 で は 県 下平 均 2.6 で 北上 村橋 
22 2 石巻 26.9。 南 郷 17.3, 迫 
7。2 用 と 続き 。 い ずれ も , 90 劣 の 信頼 限界 巾 で 表し た 場 
合 。 そ の 平均 値 よ り 高 い の は 北上 川 周辺 の 県 北 地方 で あ 
り , 肝 吸 虫 卵 の 発見 され な か つた の は , 22 ヶ 所 の うち , 
13 カ 所 で あつ た 。 猫 の 感染 率 は , 20.9 多 で 住民 の と 必ず 
し 一致 南 毛 の 61.7 を 始め 橋 浦 0.0 所 
54.8 狐 , 古川 54.5 多 , 大 塩 48.1 多 , 大 貫 40.0 多 な どの 県 
北 地方 は いずれ も 前 記 の 平均 値 よ り 高い が , 県 南 の 阿武 
尾川 流域 の 送 隈 に 60.0 の 感染 率 を 認め た と と は 注目 さ 
れる 。 進 隈 の 場合 の 如く , 部 落 民 に 1 名 も 認め らち れ な か 
> た の に と , 猫 で は , か な り 高い 感染 率 を 示し て いる な 
ど 。 部 落 民 と 飼育 猫 と の 感染 率 に か な り の 相違 が み られ 
る が , とれ は 住民 の 場合 , 衛生 的 観念 , 思想 及び 淡水 魚 
の 生食 の 習慣 な ど に よ つ て 地域 的 に 多少 の 差 は 出 て くる 
と 考え られ る が , と れ に 反 し て 猫 の 場合 は , 少く と も 人 
より は 自然 界 に お いて 自由 に 淡水 魚の 生食 を する 可能 性 
が 大 で ある た め 自 然 に 近い 肝 吸 虫 の 分 布 状 況 を 知る と と 
が 出来 る の で は な いか と 考え られ る 。 住民 及び 猫 の ど ち 
ら に ゃ 肝 吸 虫 卵 の 認め らち れ な か つた の は , 七 ヵ 宿 。 宮 
迫 及 び 増 田 で が ある , 前 三 者 は 山形 県 及び 福島 県 

に 近接 する 山間 地 で 稀 薄 ご あろ うこ と と は 推測 され る が , 
3 を 
か ら 。 猫 の 検査 頭数 が 少な か つた た め (12 頭 ) と も 考え 
られ る 。 が ,。 い ずれ に せよ , 山間 部 を 除い て 。 ほ で ゞ 。 県 
下 全 般 に わた つて 肝 吸 虫 の 分 布 し て いる 事実 を 認め た 。 


1S1. 日 本 産 肝 蜂 の 形態 学 的 研究 渡辺 距 歳 ・ 岩 田神 
介 ( 家 衛 試 ) : S. WATANABE & S. IWATA: Mor- 
phojogical studies of the genus Zsczo/Z in Japan, with 


perticular reference to 大 gzggz が cg Cobbold 


私 ども は 過去 数 年 に わた り 日 本 産 肝 軽 の 種類 に 疑義 を 
抱き 各地 の 濃 染 地 か ら 多 数 の 昌 林 を 入手 し その 調査 結果 
1 年 度 の 日 本 獣医 学会 に 報告 し た 。 その 結果 は 従 

来 肝 軽 と 云わ れ て きた 下 体 は 複雑 で 万 gxggz が cg と 同定 
され る 下 体 か ら 万 eg が cz に いた る 一 連 の 虫 体 が 検出 
され , 問題 は 両 種 の 中 間 種 と 見 られ る も の が 多数 を 占 
め , 万 と れ に 次 ぎ , ん . は 意外 に 少 い と と で あつ た 。 
最近 。 Kendall, Denn 授 お よび 輸入 動物 か ら 多 数 の 外国 
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産 友 ヵ . お よび 万 の 虫 体 , 虫 卵 を 入手 【 Meemse 
討 の 結果 は 次 ぎの よう に 日 本 産 肝 軽 の 実態 を 明らか に 
た 。1) 虫 卵 : 各地 か ら の 日 本 産 肝 蜂 卵 5,070 PA 
値 は 126~206 X60~116 z (平均 160.3X83.8 の あ 
り , 万 ん に 該当 する 虫 卵 は 28.6 多 , 刀 g は 76.82 で あ 
る 。 英 国産 た . 卵 の 平均 は 180x73 ぁ 漂 州 産 選ん 卵 
は 平均 185X74 4 ぇ あり , こと れ に 対し レア フリ カ 産 戸 gg 卵 
は 166X93 。 で ある 。2) 体形 ・ 体 長 : 各地 か ら の 500 
ME 

よ 3cm を 越す も の 多く , 4cm 以上 に 達する も の も ゃ 
科 ご は た い 。 体形 も 外国 秦 た 4 に 半 べ て 著 明 に 長 形 の 
も の が 多く , 戸 ヵ . 形 の も の も 大 形 が 多い 。 わが 国 の 分 
布 は 中 間 種 8 割 , た ど g. 1.5 割 , た ヵ 0.5 割 が 推定 され 
る 。 外国 系 万 ヵ . は 日 本 産 虫 体 より 著 明 に 小形 で 最高 体 
長 は 2.8 cm あり と の 種類 の 定型 的 体形 を 見 た 。 3) 角 
を < 皮 奥 : 多く の 虫 体 に つい て 7 錠 の 音 性 加里 に 処理 し , 
角 皮 を 剥離 し て 角 皮 の 紋 理 皮 寺 を 観察 し た 。 刀 g. の 紋 理 
の 発育 は 不良 で ある が 他 種 の 紋 理 は よく 発 直 し て いる 
g. は 角 皮 の 剥離 きわ め て 不良 で , 他 種 が 剥離 良好 , 
細線 状 構 造 を 星 す る に 対 し て 網状 構造 の 傾向 あり 。 誠 球 
は を , ん は と も に 近似 の 細長 形 で その 縦 線 は 微細 明 
腰 , 流離 端 は 失 る が , 中 間 種 は Varma, の 万 gcg に 類 
似 し 流離 端 は 幅広 で ある 。3) 消化 管 生 殖 器 ,。 た ん , た gg ~ 
両 種 に つい て 各部 の 形態 を 図示 対比 し た 。 中 間 種 の 形 
態 は 忌み より に ある 。 5) まとめ : 日 本 産 肝 軽 の 多く 
は 万 ん と 同定 し が た い 。 輸入 動物 か ら 由来 し た 婦 ん . 
の 存在 は ある と し て も , その 多く は 万 g に 近い 中 間 種 
と g. と 同定 され る 。 こ と の 事実 は Varma, Kendall 
Alicata, Thapar, de Jesus, Manipol な どの 最近 の 報告 
と 関 時 し て アジ ア 地 区 に お いて は アフ リカ 地区 に 次 いで 
た 選 な いし 万 gg 近似 種 が 優性 種 で 及 ヵ ん は 意外 に 少 
いと と を 想わ せる 。 


182. 木 箇 川 下流 所 調 デル 女 地 血 に 於 ける 一 部 落 (三重 
県 多 度 町 七 取 ) 佳 民有 吸虫 後 員 者 の 臨床 的 並び に 疫学 的 - | 
調査 加藤 朋也 ・ 武 田 正 義 (名 市 大 医 動物 ) : K. KATO・| 
& M. TAKEDA : Clinical and epidemiological Sur- 


vey on clonorchiasisS in a yilage in the lower area . 


of the river Kiso 


多 度 町 七 取 は 木 川 下流 所 調 デ ル タ 地 帯 の 一 隅 に あっ 
て , 持 斐 川 と 多 度 川 に 囲ま れ そ の 一 帯 は 水田 と 無数 に 散 
在 する 沼 池 の 見 られ る 川面 より も 低い 部 落 で 部落 民 は で ぞ 
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の 大 部 分 が 川岸 寄り に 住居 を 構え , 半 農 半 漁 の 者 が 多 
度々 の 洪水 の た め に 生活 程度 が 低い , 最近 で は 多 度 川 が 
決壊 し て 浸水 が ニケ 月 に も 及 ん だ 住家 が ある と 云う 。 面 
積 は 5,713 平方 キロ で 戸数 は 430 世帯, 人 口 は 2,350 
名 , 内 集団 検便 を 受け た も の は 878 名 で 86.6 多 に 当っ て 
いる 。 住民 肝 吸 虫 症 の 頻度 は 受検 総数 中 息 卵 陽性 者 198 
名 (15.7 多 ) で 男 (19.5) が 女 (12.6%%) より 策 多 く 60 
- 才 以 上 の (34.8) 最も 高い 。 と の うち 特に 注目 し た の 
5 例 の 感染 者 が あり , 生後 1 年 


未満 の る ゃ の に 1 例 を 認 SW 感染 者 188 名 の 
重 感染 を 調べ る に 二 AN こ ご は 買 虫 と 共存 15 例 , 釣 虫 と 
共存 9 例 , 鞭 虫 と 5 例 あり 又 三 重 感染 で は 顕 虫 , 鞭 由 と 


共存 4 例 , 釣 虫 , 鞭 虫 共存 2 例 , 顕 虫 , 釣 虫 の 共存 1 例 と 
な っ て いる 。 有 積 世帯 の 頻度 に つい て は 265 世 帯 の うち 
肝 吸 昌 患者 の ある 世帯 は 74 世 帯 (27.9%) で と の 約 半 数 
38 世帯 が 同一 家族 に 数 名 の 患者 が か あっ た 。 感 染 原因 に つ 
ーー 0AmWedik が SOSRMRe al 
ある 淡水 魚 で ある と と は 異論 の な いと と ろ で ある が と の 
潜水 魚 を 生食 し な く て も その 不 完 講 理 の も の を 食し 
場合 。 或 は 調理 人 等 の 場合 が 感染 者 と た な りう る こと は : 
分 想像 出来 る 。 又 生 水 が 感染 源 と な り 得 る か 否 か は 学者 
の 意見 が いろ いろ で ある の で と の 方 面 も 合せ て 調査 し て 
みた 。 感染 者 の うち 60 名 に 対し 淡水 魚の 生食 を する も の 
を 調べ る に 好 ん で 食べ る も の 43 名 (Y1.7), 稀 に 食す る 
も の 18 名 て 316 の, 全く 食べ な いも の 4 名 6. 多 ) で あ 
る 。 淡水 魚 を 好 ん で 生食 する 者 43 名 (Y1.7 多 ) に つき 摂取 
し て いる 淡水 魚の 種類 は フク フナ, コイ, モロ コ , ハヤ ,。 ウ 
ナギ 。 ナ マズ , 雪 魚 。 タナ ゴ 。 ヒ ガイ 等 が ある が 特に フ 
ナ 38 名 (88.4%2) ユイ , 35 (81.422) 放 7 (40.0%) 
と の 順 庁 で フナ と コイ の 生食 が 最も 多い 。 感染 者 60 名 の 
飲料 水 の 使用 に つい て 見 る に 簡易 水道 16 名 (26.7%), 井 
戸 使用 44 名 (78.8%), と の うち 川 水 を 飲む 習慣 の ある 
の 32 名 ( 8.8%) が ある 。 和尚 井 戸 は 堀 抜 き で , 湧出 し 
Way きせ 。 放 魚 し て 。 そ と で 調理 し て い 


な 


る 。 臨床 検査 で 染 者 60 名 に つき 行っ た 。 自覚 症状 で 
は li6f KJ 同人 財 起 , 
人 人 江 退 心 怪 元 進 等 之 に 次ぎ, 他 覚 症 で は 肝 騰 部 圧 


痛 , 舌 若 , 共に 17 名 で (28.3②) 肝 肥 , 米 半 不良 貧血 
等 之 と 次 ぎ 亜 黄 狙 。 浮腫 , 腹水 等 の 所 見 も 認め られ た 。 
白血球 百分比 で は 54 名 中 正常 数 より 増加 に ある も の 社 核 
球 18, 分 飾 核 球 5, 単 球 1, 光 巴 球 80, 好 酸 球 86, 又 減 少 に 
ある も の 相 核 球 9, 分 節 核 球 26, 単 球 28, 等 で 好 酸 球 , 汐 
巴 球 , 杏 核 球 等 の 増加 が 目立っ た 。 尿 ウロ ビリ ノー ゲン 
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に 56 名 中 陽性 度 世 ) 2, ( 症 ) 4, ( 十 ) 9, 
(一 ) 18, で 強 陽 性 者 は 比較 的 少 か っ た 。 


反応 を 調べ る 
( 土 ) 28, 


183. 宮崎 県 生 目 村 に お ける 肺 吸 虫 症 に つい て 小牧 店 
夫 ( 宮 崎 保健 所 ): S. KOMAKI : Studies on zzZgo- 
2 の ZS 2 の 6S7 と 7 の 27 in Tkime of Miyazaki Prefecture 


生 目 村 に お ける 小 , 中 学校 生 及 び 高 校生 の 肺 吸虫 調査 


は 昭和 382 年 10 月 南 日 本 寄生 虫 学会 (別府 市 開催 ) で , その 
大 要 を 発表 し た の で 今回 は 生 目 村 一 般 住 民 に つい て の 調 


査 を 発表 する 。 以下 その 大 要 を 記す 。 1) 調査 人 員 2,746 
名 , その V.B.S. 抗原 皮 内 反応 陽性 率 は 6 .4% ( 男 10.5 
, 女 8.522) で , 学校 より も 低 事 で あっ た 。 2) 部 落 
別に は 学校 程 頭 著 で は な い が , や は り 河 川 に 近接 する 部 
落 が 度 内 反応 陽性 率 は 高い 傾向 を 示し た 。 3) 流域 別に 
は 上 流 地帯 が 一 番 高 率 を 示し , 中 流 地 帯 と 下流 地帯 は 略 
間隔 っ た 。3) 年 令 別 に は 1320 歳 (中 学生 は 除く 
の で 主 に 15 歳 以上 ), 21~80 志 が 夫々 11.8 多 。 7.9 欠 で 高 
率 を 示し , 60 歳 以上 も 同様 (10%~ 9 多 ) で あっ た 。 5) 
男 は 女 より 3 倍 の 皮 内 反応 陽性 率 を 示し た 。 6) 皮 内 反 
応 陽 , 疑 陽性 者 か ら の 虫 卵 検出 系 は 18.12% で 学校 より 低 
率 で あっ た 。『7) 糞便 か ら の 上 下 卵 検出 素 は か な り 良好 で 
あっ た 。8) 下 卵 検出 率 は 30 歳 以 下 に 高く , 特に 若年 者 
が 高 率 で あり , 反面 60 歳 以上 に は 1 名 の 検出 者 も な く , 
何れ も 注目 に 価 し た 。 9) 女 は 男 よ り 高い 虫 卵 検出 率 を 
示し た 。 10) 抽出 3 部落 の 調査 ご で は モク ズ ガ = の 摂 食 は 
0 多 以 上 に 及び , 摂 食 法 は Y7.1 が 丸 煮 。 20.922 が カ = 
汁 で あっ た 。11) モグ ズ ガ ニ 調 査 数 86 匹 の 被 要 幼虫 保有 
率 は 88.1, 1 匹 平均 20.5 コ , 最高 寄生 数 90 コ で あっ 
た ( 但 鯉 と 関節 面 の み )。 


184. 大 年 肺 吸虫 と 小型 大 下 肺 明 虫 の 種別 標 役 の 比較 研 
究 (2) 塞 丸 と 卵巣 の 大 き さ の 比 を 以 つ て する 両 種 肺 吸 
虫 の 区 別 , 殊 に 犬 感 楽 申 体 に つい て 一 色 於 芳 四 郎 ・ 冨 
村 保 ・ 荒 川 星 ( 阪 府 大 獣医 ): O. ISSHIKI, T. TOMIMU- 
RA 層 A. ARAKAWA : Comparative studies On taXO- 
nomic characters of ア 2z2gO22724S の ZZ の 7 2nd 万 ZZS- 
eSZS Chen. On ratio of dimmensions of ovary and 


testis of two species in dog strain 
アア . ozg7 (Po.) と 万 好 szees な (P7) と は 相互 に 


近似 種 ご あり , mc で は 区 別 で きる が , 成 昌 で は 区 別 
困難 と され て いる 。 第 1 報 に お いて , 白 渦 系 の 種々 な る 























胡 和 33 年 6 月 (1958)〕 

日 齢 の の と ア に つい て , 宰 丸 と 卵巣 の 大 き さ の 
関係 を 比較 検討 し , 卵巣 の 大 き さ は , 両 種 間 に 著 差 が な 
い が , アア の 過 丸 は Po の. の それ に 比 し て 大 きい 傾向 の 
ある こと と を 認め た 。 今回 は , 犬 系 の 90, 120 日 齢 の 虫 体 
に つい て , と れ ら の 関係 を 比較 し た と と ろ , 白 滑 系 の る 
の と 同様 の 結果 が 得 られ た 。 方 法 。 兵庫 県 円 山川 産 ア g. 
の mc と 大 阪 府 新 淀川 産 ア : の mc を , 犬 に 感染 せ し 
。 一 定 日 齢 の 虫 体 を 作成 し た 。 標本 は 凡 て Shaudin 
の 液 固定 の 圧 平 棲 本 と し , hematoxyjin 単 染色 を 施し 
た 。 衝 日 齢 の 虫 数 は 10 コ づつ と し た 。 Planimeter を 用 
い , 下 体 面積 卵巣 と 麟 丸 の 面積 を 測定 し , 前 者 に 対す 


ッ ナ 
め の 








生 り ex 雪 丸 の 大 き さ ( 左 
PS て 比較 し , us 条 の 大 
て 29 . 内 > 案 丸 の 長径 < 短 径 (を を 

の 値 を 比較 し , また 半井 の 綴 重要 


ヤ 均 ) の 休 を 紅 較 し た 。 成績 。 上 面積 に 対す る 放 
宰 丸 の 面積 の 百分比 を 求め た 結果 (以下 測定 値 は 10 虫 の 
平均 値 に 基 い た )。 a) ア o. の 卵巣 面積 は , 虫 体面 積 の 
2.01 % (90 日 ), 1.88 多 (120 日 ), ア ヵ 
日 ),1.52 多 (120 日 ) で , 両 種 問 に 著 差 が 認め られ な い 。 

) 左右 麟 丸 面積 (合計 ) の 虫 体面 積 に 対す る 百分比 は , 
Po に お いて 4.76% (90 日 ), 4.82% (120 日 ) で ある の 

に 対し, で は 7.63 90 日),6.172 (120 日 ) で , 
ア ヵ は あみ Pe や > 大 き v 傾向 が 認め られ る 。 
と ェ っ > 肢 丸 の 大 き さ ( 左 右 平均 ) 


97ccT mds 


^ タ ー 卵巣 の 大 きき 
Po. で は 1.18 倍 (90 日 ), 1.18 倍 (120 日 ) で ある の に 対 


し , ア 。 で は 1.96 倍 (90 日 ), 1.79 倍 (120 日 ) で , ア 4 
の 講 丸 は 卵巣 に 比 し ~ 0 Po の それ より 明らか に 大 きい 
傾向 が あり, し か る , に 例外 が 認め らち れ な い 。3) 

二 丸 の 長 径 メ 短 径 ( 左 が 平均 ) で は 。 ア o が 1.27 倍 


卵巣 の 長 公 X 短 径 し 
(90 日 ), 1.09 倍 (120 日 ) で ある の に 対し ,。 ア 7 で は 


1.81 倍 (90 日 ),1.75 倍 (120 日 ) で , ア o の 宣 丸 は 卵巣 に 
比 し て , w.p. の それ より も ,。 や ゝ 明らか ( ec 
が あり , 各 例 中 に は 若干 の 例外 が 認め らち れる 。 


2) Panimeter (て 


185. 肪 吸虫 卵 の 発育 及び 名 化 に 関す る 研究 (② 佐野 
大人 ( 千 大 寄生 虫 ): M. SANO : Studies on the de- 
Velopment and hatching of the eggs of ZZ の 727244S 


206S7ez ヶ 277 and ア oz の 7 (2) 


音 者 は 先 に ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 卵 及 び 大 平 肺 吸 息 卵 
の 両 種 昌 卵 に つき , 宿主 の 便 内 , 虫 裏 内 , 子 宮内 , 肺 組織 
内 の 各 卵 , 含 卵 肺 組織 卵 及 び 母 虫 産出 氏 に つい て , ミラ 


は 1.94 多 (90・ 
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シ ジ ュ ー ム 形成 に 要する 時 間 , と の 際 自 然 角 化 も 相当 に 
認め られ た こと ぁゃ 報告 し た 。 今回 は 以上 の 各種 正 卵 の ミ 
ラ シ ジ ュー ム 形 成 後 , 更に と れ 等 虫 卵 を 長期 間 に 理 っ て 
観察 し , 自然 朋 化 の 状況 に つい て 詳細 検討 し た , 又 と 
れ 等 虫 卵 の 各種 濃度 別 食塩 水 及 び 海 水 内 に お ける 自然 通 
化 状況 に つい て ぁゃ 観 察 を 行っ た 。 双 便 内 卵 は 他所 より 得 
た 昌 卵 に 比 し て 発育 が 遅延 が 認め られ て いる 。 と の 原因 

を 究明 する た め に , 胆汁 等 を も っ て 実験 を 行っ た 。 以 上 
の の 本 を 科 の お の 生き で ある 。1) 大 平 吸 虫 卵 は 

lee agewt4R0We ジェー 9yapfNewee 
ステ ルマン 肺 吸虫 は 5 各々 以上 自然 朋 化 
2 rc 
も の で ある と と が 判明 し , 遇 化 完了 に 要する 日 数 は 70 日 
前 後 で ある 。2) 0.4~ 1.6 多 の 食塩 水 で は 両 卵 は 発育 す 
る が , ミラ シ ジ ュ ェ ー ム 形成 率 及び 自然 敵 化 素 は 高 濃度 に 
な る に つれ て 阻害 され た 。 3) 衝 種 濃度 に 稀 息 し た 海水 
で の 発育 は , 大 平 肺 吸虫 卵 の 場合 60 多 迄 発育 し た の に た 対 
レ ウ ェ エス テル マン 肺 吸虫 卵 は 40% の 海水 迄 し か 発育 し な 
か っ た 。 従っ て 大 平 肺 吸虫 卵 の 方 が 抵抗 性 は 大 で ある 。 
4) 胆汁 及 び 胆汁 酸 ウ ソーダ (グリ コ ヒ ヨ ー ル 酸 ツ シー ダ ) 
の 0.1%~ 0.5 以 上 の 濃度 で は 両 卵 共に 発育 の 抑制 , 遅 
延 及 び 阻 止 が みみ られ た 。 次 いで 充分 発育 し た ミラ シ ジ ュ 
ー ム 形成 卵 を も っ て , 明 化 に 関す る 要素 に つい て 実験 的 
に 検討 し た 。 1) 無色 容器 内 卵 は , 褐色 容器 内 卵 に 比 し 
て 遇 化 率 は 高く , 光線 を 伴う 温度 で は , 20'C の 場合 972 
以上 で 最も 高く , 次 いで 日 光 に ょ る 17 で <22 で , 30C で 
あっ た 。 ダー 旦 冷 却 処理 を 行っ た 後 , 更に 家 光 処理 を 行 
う と 両 卵 は 80 狗 以上 尉 化し , 光 は 重要 な る 因子 と 考え 
る 。2) 携 振 及び 震 間 処理 で は , 余り 影響 は な く 60 多 の 
骨 化 率 で あっ た 。 従っ て 有力 な る 因 と は 思 は れ な い 。 
3) 決 透 圧 (等 塗 透 圧 ) で の 退化 は KC1L Na,SO。 及び 
NaCl が 良好 で , 敬 科 糖 及び 庶 糖 で は 虫 卵 は 死滅 し た が , 
透 圧 も る 有力 な る 因子 と する と と が 考え られ る 。 3) 両 
種 由 卵 の 蓋 と 卵殻 と の 附 着物 質 は , pepsin 等 に よっ て 
消化 され る 和 蛋白 様 物質 で あり , 依っ て と の 様 な る 消化 酵 
素 が 虫 卵 内 液 中 に 含ま れ て いる と 考え る 


186. 肺 表 虫 症 の 生物 学 的 研究 (1) モク ズ ガ ニ 体 内 に 
於 ける メ 信 セ ルカ リア の 検査 方 法 並び に 分 布 状 況 津田 
守道 ( 千 大 医 動物 ) : M. TSUDA : Onthe examination 
technique and distribution of metacercaria in 万 Zzzgc/- 
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検査 方 法 。 モク ズ ガ = 体内 に お ける メタ セル カリ ア の 
検査 方 法 は 従来 解剖 顕 微 鏡 下 に 解剖 針 キ を 以 て いち いち 中 
離 し て 居 た が 著者 は 負 は 従来 の 方 法 に 依り 筋肉 内 の 検査 
は 殻 ど と 肉 挽 器 で 細 挫 し 金 鋼 に て 濾過 解剖 顕 微 織 下 に 毛 
細管 ピペット を 以 て 採集 し た 。 以 上 の 方 法 を 以 て 著者 は 
し 2720 本 
明か 上 
お ける メタ セル カリ ア は , 鯉 に 最も 多く 次 いで 胴 脚 の 順 
に 多い と され て 居 た が 著者 の 成績 では 胴 に 最も 多く 次 い 
で 脚 側 の 順 で あっ た 。 2) 負 に メタ モル カリ ア の 寄生 な 
く 胴 脚 に 寄生 し ある も の が 相当 数 あっ た 。 3) 鯉 に メタ 
モル カリ ア の 寄生 あり , 胴 脚 に メタ セル カリ ア の 寄生 な 
ーーsCSRG の ee か 5PPS 
に 多数 の メタ セル カリ ア を 得る と と が 出来 る 。 尚 か ゝ 
7AFtk っ て K られ た メタ セル カリ ア は 欠 後 の 骨 化 飼 
等 の 衣 障 な く 使用 出来 る 。 


187. 肺 吸 虫 の 呼吸 に 及ぼ す 諸 治療 剤 の 影響 麻 一 郎 
・ 田中 徳郎 ( 風 研 ): !. TAKUMA & T. TANAKA : 
Studies on infuences of some drugs on the oxygen 


ConSummDtion Of アア 27507227227S 20S/ ら 7772774 


ア Zzggo227224S 2706S7gZ22272 和 を 実験 的 感 注 犬 の 肺 臓 由井 
腫 よ り 可 及 的 無菌 的 に 摘出 し, hh 
溶液 に 入れ , Warburg 検 圧 計 に よっ て 0 測 
定 し , 数 種 の 治療 剤 の これ に 及ぼ す 影 響 を 観察 し た 。 実 
験 方 法 : 容器 主 室内 に は BMN 落 六 
CpH 7.0) 1.8cc に 作用 薬剤 0.2cc を 加え て 2.0cc と し 
と れ に 上 了 虫 体 1 隻 を 入れ , 副 室 内 に は CO 二 衝 の 本 向 
0.2cc の 20 22 KOH を 入れ た 。 反応 気 相 は 空気 その ま 
ゝ で , 信 温 槽 温度 は 37.5 土 1 C, 振 混 回数 は 76 一 8 回 1 
分 , 振 巾 約 5cm と し 15 分 間 振 竣 し て 温度 平衡 を 行っ * 
を 開始 し 。16 人 傾 カ 化 を 計り 。00 人 人 の = 
し を 最終 値 と し て O。 の 消費 量 を 現 わ し , 測定 後 24ー48 
時 kt Desiccator に て 乾燥 し た も の を 虫 体 乾燥 重量 と し 
。 薬剤 阻害 度 は 実験 毎 に 対照 豆 体 の 60 分 間 の QO, ( 乾 
か 億 に わけ る 硬 な :08 
し て 換算 し た 相対 値 よ り 計算 し 百分率 で 示し た 。 供 試薬 
剤 は Resochin, 密 metine hydrochloride, Yatemin, Stib- 
nal, Solustibosan, Nitromin, 及び Supatonin の 7 種 生 
用 いた 。 実験 成績 : Resochin で は 1000 倍 で 22 多 , 5000 
倍 で 14 多 の 阻害 が 見 られ た 。 Emetine hydrochloride で 
は 1000 倍 ょ り . 10000 倍 まで は 7 て 9 の 阻害 が 見 られ , 
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50000 倫 で ご は 阻害 は 見 られ な か っ た 。 Stibnal で は 100 
音 で 2522, 200 倍 で 9 の 阻害 が 見 られ , 2500 倍 で は 21 
の 介 信 が 見 られ た 。Solustiboeen で は 100 倍 て 5 完 の 
阻害 が 見 られ , 500 倍 で 1 多 の 晶 進 が 見 られ た 。 Nitro- 
min で は 50 倍 で 16 劣 , 500 倍 で 1 錠 の 晶 進 を 示し た 。 
Supatonin で は 5000 倍 で 2622 の 阻害 が 見 られ た 。 尚 対 
に 用 いた 50 虫 体 の 平均 QO。 は 5.23 AA に し て , 乾燥 重 
量 の 重い (11 mg, 5 下 体 の 平均 QO。 二 3.51 4J) 由 体 の 
QO。 が , 軽い (4 mg, 6 虫 体 の 平均 QO, 二 Y.02 Au) 取 
体 の QO。 より も 小さ いひ 傾向 が 見 られ た 。 


188. 鳥取 県 西部 地区 に お ける 肺 吸 虫 症 西田 弘 ・ 石 神 
兼 英 ・ 木 村 良一 ( 鳥 大 公衆 衛生 ) : HH. NISHIDA, 抵 . 
ISHIGAMI & R. KIMURA : Paragonimiasis in the 


western partS of Tottori Prefecture 


先 に 我 < は 日 野川 流域 の 鳥取 県 西伯 郡 西伯 町 に 肺 吸 息 
症 の 小 流行 地 の あ る 事 を 報告 し た 。 つ いて , 昭和 32 年 Y 
月 以来 鳥取 県 西部 地区 に お いて 主として 度 内 反応 に よっ 
て 本 症 の 調査 を 行っ て いる 。 今回 は その 成績 に つい て 
報告 する 。 皮 内 反応 の 方 法 は 主として 横川 氏 ら が 行っ て 
いる も の に 準じ た 。 ま た , 人 は 大 体 , 横川 氏 の 
作製 法 に 従っ て 作ら れ た が , 唯 , ウェ ステ ルマン 肺 吸 下 
成 上 の 破壊 に は 長 花 ら の 考案 に よる 虫 体 の 凍結 融解 が 行 
し と れ を 1 万 倍 の ベロ ナー ル 繧 衝 液 で 抽出 し た 液 で 
ある 。 全体 と し て の 成績 は 検査 総 人 員 3,941 名 , 陽性 者 
71 名 (陽性 率 1.8 め の), 疑 陽性 者 16 名 で ある 。 と の 内 で 検 
査 対象 者 の 住所 が 比較 的 小 地域 に 限ら ち れ て いる よう な 対 
象 一 一 小 中 学生 , 一 般 住 ーー に ち け る Co で , 最 
も 高い 陽性 率 を 示し た の は 奥 絹 屋 一 般 住民 ( 8.9%) 一 
( ) 内 は 陽性 率 一 一 で ある 。 こ と れ に 続い て 高 率 を 示し 
た の は 宇 損 葛 小学 校生 徒 (6.0%), 口 絹 屋 一 般 住民 (4. 
2), 猪 小 中 一 般 住 民 ( 2.822), 大 国 小学 校生 徒 ( 2.4) 
の 順 で ある 。 ま た 検査 対象 者 が 鳥取 県 西部 の 諸 地 か ら 和 集 
っ て いる よう な 対象 一 一 高校 生 , 施設 生徒 , 入院 患者 等 
ーー に お ける 成績 の 中 で , 最も 高い 陽性 率 を 示し た の は 
某 精 神 病院 入院 患者 ( 3.12) で あり , こと れ 続い て 高 
率 を 示し た の は 基 * 統 誠 美 所 入院 患者 ( 2.822), 米子 東 
Se 
と れ ら の 陽性 者 に つい て 問診 を , 本 虫 の 感染 を 受け 
た と 思わ れる 処 を 調べ て 見 る 9 は や は り 鳥 取 県 西部 
の 諸 地 で ある 。 以 上 の 成績 か らし て , と の 地方 と は 相当 
広範 囲 に 互 っ て 処 々 に 本 症 の 流行 地 が ある も の と 考え ら 
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昭和 33 年 6 月 (1958)〕 
れる 。 そ し て , と れ ら の 陽性 者 の 中 に は 肺 感染 者 及び 脳 

感染 者 が 相当 多数 認め られ て いる の で , と の 地方 に お い 
て は 肺結核 の 疑い ある 者 , 脳症 状 の ある 者 の 診断 に 際 し レ 
て は , 本 症 で ある か も 知れ な い 事 に 留意 する 必要 が あ 


189. 小型 大 年 肺 吸虫 彼 栓 幼虫 の 白岩 へ の 感染 試験 冨 


村 保 ・ 小 野 忠 相 ・ 荒 川 星 ( 阪 府 大 獣医 ) : FTOMTIMU- 
RA, T. ONO & A. ARAKAWA : Experimenta1l 


infection of rat with encysted metacercariae Of ア Zz の g- 


07772S 2 が Se7SZS frOrm Ses の 7272 の の 272 


小型 大 平 及 吸 虫 Zzzgozzs 2 が szezs2S (以下 7 
と 略記 ) Me encysted metacercaria (以下 mc 
と 略記 ) は , その 形態 が 他 の 肺 吸虫 eszyz2zZ, 万 
gzgz (以下 夫々 ア w, ア っ o. と 略記 ) の それ ら yys 
幾 分 小さ く , 且つ ちっ o の 内 敵 Me する も の が な い 





で , と れ を 完全 に 分 離す る < Pe 
る 。 そ の た めか 。 従来, た の に は 
実 な カニ ある い は 肝臓 を そ > 投与 し て いる 。 従っ て 
mc の 一 定 表 な 実験 動物 に も Was め た 成績 は 殆 ん ど な 


く , 試食 mc 数 に 対す る 感 下 数 (感染 率 ) な ど に つい 
て の 知見 に 乏しい 。 筆者 ら は mc の 寄生 し て いる 
カ = の 肝臓 を 時 ライ ドグラ ス 間 に 軽く 圧 平 し 。 ル 
ー ペ (※X15) に て その 寄生 数 を 確認 し た 後 , 肝臓 ど と 空 
y 科 Setf め た 。 所 見 の 大 体 は 次 の 通り で ある 。 


1) 15 頭 の 白 津 に 15 乃 玉 80 コ の mc を 投与 し ,13 頭 (86.7 
%) に 感染 させ る と と が で きた 。 2) 陽性 者 18 頭 に お け 





る 試食 mc 数 に 対す る 感染 和 虫 数 , 即ち 感染 率 は 最高 86.7 
最低 26.722, 平均 46.7% で あっ た 。 


190. 大 王 肺 吸虫 腫 臓 寄生 大 の 1 例 富村 保 ・ 小 野 忠 相 
・ 荒川 星 ( 阪 府 大 獣医 ) : T. TOMIMURA, 〒. ONO & る 
A. ARAKAWA : Paragnimiasis of the spleen jn 
dog experimentally infected with ア ozgz. A case 






TeDOrTt 

周知 の 通り ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 は 展 々 Moe な る 部 位 
に 暴 所 的 寄生 を 営み , 殊 に 人 肺 吸虫 症 に お いて は 脳 肺 吸 
昌 症 2 mh し て いる 。 Me 通 覧 する に , 電 





田 AN Po あめ > る の み で ある 。 レ し か!【 レレ s その 病理 
組織 学 的 所 見 に つい て の 記載 か な い 。 最近 , 我々 は 大 平 
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肺 吸 虫 人 工 感染 犬 を 剖検 し た 機会 に , 同 虫 の 有 寄 生 例 に 
遭遇 し , 興味 ある 所 見 を 得 た の で , その 概要 を 報告 す 
る 。 実験 例 。 犬 (雑種 ) 4 基 , 牡 体重 (剖検 時 )11.8 kg. 
mc 50 コ 投与 ,90 日 目 に 殺 処 分 , 肺 臓 に 定型 的 な 虫 裏 (17 
コ ) の 形成 が あり , 虫 数 は 合計 85 隻 , 左右 胸腔 お よび 腹 
膝 F に 遊 区 虫 休 谷 1 隻 宛 , 腫 臓 に 4 隻 , 都合 42 隻 (感染 
率 842) が 認め られ た 。 腫 臓 の 肉眼 的 所 見 : 重 さ 27.5 
g. 大き さ 18.4X 4.5X 1.7 cm に し て や ゝ 大 きく , 表 
面 は 赤褐色 , 被膜 は 粗 繕 に て , 所 々 に 暗 黄 緑色 けし 粒 大 
> 粟 粒 大 の 結節 が あり , 被膜 面 に 突出 し て いる 。 周 緑 は 
や > ゝ 鈍 に し て , 質 度 は や ゝ 銘 准 で ある 。 有 尾 の 略 中 央 部 
一 見 血腫 様 の 不正 円 形 。 2.0X 1.8 cm 大 の 隆起 部 
あり 暗 赤 色 て 中 心 は 噴火 口 状 量 = し 。 腫 央 部 と 周囲 と の 
境界 は や ゝ 明瞭 で ある 。 Mietht 周囲 に 比 し 
特に 充実 感 が あり , 民 っ b 部 に 若干 の 抵抗 が 感じ らち れ 
た 。 病巣 部 キ ws 中 心 よ りや ゝ 離 

れ た 所 , 有 門 部 か ら 成 虫 3 隻 が 摘出 され た 。 一般 に 割 面 
は > 平滑 で あり , 看 科 は 赤褐色 , 被膜 や ゝ 肥厚 , 腫 材 は や 

ゝ 増加 し , 濾胞 は 姜 縮 し て や っ ゝ 不明 瞭 で ある 。 組織 学 的 
所 見 : 以上 病巣 部 の 中 心 部 , 虫 辻 内 に 1 虫 体 の 有 面 像 あ 
り , その 周囲 に 赤血球 ・ 形 質 細 胞 ・ リ ン バ 球 ・ 大 喰 束 ・ 
大 単 核 細 胞 少 量 の 好 酸 球 ・ 殺 液 一 線維 素性 物質 ・ 黄 褐色 
物質 な ど 集 積 し , 裏 壁 は , 紋 上 の ょ うな 諸 細胞 ( 極 く 少 
数 の 幼 若 骨 租 系 細胞 も 混 じ て いる ) の 芝 し く 浸 潤し た 線 
維 化し つ ょ ある 線維 組織 か ら 成 り 。 そ の 一 端 は 開い て 辻 
曲 し 道 に 連 っ て いる 。 ca 赤血球 の 浸潤 
と 数 AR 夫 られ る 。 上 虫 の 宰 通 に ょ る 実質 。 有 
村 組 織 の 破壊 が 著しく , 即ち 級 上 の 虫 衰 の 周囲 に た は, と 

し を 取 巻 、 て 多数 の 下 油 同 が 並ん で いる 。 上 油 内 に ! > 相当 
量 の 虫 卵 , 朋 壊 赤 ・ 白 血球 , 各種 白血球 。 大 喰 球 , 油 滴 
状 物質 の 浸潤 一 一 沈着 が 認め られ る 。 役 膜 面 に お ける 小 
結節 は , 多数 虫 卵 の 沈着 に 因 る も の で あり , リン 濾胞 
の 一 般 的 減数 と 姜 縮 , 髄 素 の R 6 細胞 の 結 和 二 有 
材 の 肥厚 , 須 像 , 血管 の 破綻 な どの 諸 変 化 が 注目 され 


Pa 
eo 


191. sexegexrozczs 7zo7or と eggozzz7zteg SD。 

の セル カリ ア に お ける “maucoid gland "に つい て 伊 
藤 二 郎 ・ 渡 辺 強 三 ( 静 大 保健 ) : . TTO & KK. WATA- 
NABE : Studies on the “Mnucoid gland "in the cer- 
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Cariae of ア sezz0exozc/zs 72 の 7 の 7 and ル 767Zgo7226S SD. 


私 共 は 昨年 Cezzzoceszzes gzyzZ24S の セ モル カリ ア の 
“7 Mucoid gland " に つい て 報告 し た が 本 年 は さち に 
ア sezexozczs 7707 (以下 ど w. と 略す ) お よび ル 672- 
gs SD. (以下 7 sp. と 略す ) の モル カリ ア に つい 
て その “Mucoid gland "を 観察 し た の で 報告 する 。 静 
岡市 内 に て 採集 し た 河 貝 子 (Sezzszcos が zz の / め ez の ) を 
静か に 潰し て 得 ら れ た レ ヂ ア お よび セ ルカ リア を あら か 
じ め ア ルプ ブ ミ ン を 和 っ た カバー グラ ス に と に のせ, 由 体 が な 
ま か わ き に な っ た 時 を 見 計ら い Schaudinn's 液 あ る い 
は 昇 来 ア ルコ ー ル 溶液 に て 固定 し その 後 0.0522 の アル コ 
ー ル 稀 和 の Toluidin blue (ある い は Thionin) に て 染 
色 し , 依 別 の 後 脱水 し , バル サム で 封入 し て 核 鏡 し た 。 
Toluidin bjue 人 い は Thionin) に 対し て 赤 紫 色 に 
メタ クロ マジ ー を 呈す る 腺 組織 は 成 吉 セ ルカ リア に お い 
て ア w. に お い て は : その 体 ーー yh 眼 点 の 
内 側 に 互 に 接近 し て 1 対 認め と 。 一 方 4 sp。 に お 
ーー トキ よー レ , 口 吸 盤 の 
後 縁 よ り 腹 吸盤 前 綴 0 ま で に 4 対 , 用 吸盤 の すぐ 後方 に 一 
対 計 5 対 が 規 則 正 し く 配 列 し て 認め られ る 。 と れ ら の 形 
成 過 程 は ア み . の レ ヂ ア 内 の 若 個体 に は 未だ Mucoiq 
gland の 原 基 は 発見 され ず レ ヂ ア 「 か らち 背 出 し た と セル カリ 
ア に お いて 有 眼 点 の 出現 に 前 後 し て 現われ 始め , や が て 
mucoid 物質 を 蓄積 し , 西洋 梨 形 と な っ て 完成 すく る 。 
これ た 対し て AZ sp. の モル カリ ア に お いて は 既に レ ヂ 

ア 内 に て そ の 眼 点 の 現 受 に 5 対 の 原 基 が 出現 し 始め 
は 不 規則 な 球形 み ある い は 性状 と な り 完 成す る 。 や が 








て Mucoid 物質 は 放出 され て 体 表 を 薄い 被膜 に て 覆う が 
と の 放出 後 の 了 虫 体 部 に は も は や Mucoid gland は 認め ら 


部 に は Mucoid gland は 認め ら 


れ な い 。 な 体 両 種 と も 尾 
れ な い 。 


192. に SNPfRRSRHUIyPP 
吸虫 類 の 研究 浅田 順一 ・ 土 肥 幸 核 ・ 越 周 蟹 枝 ・ 梶 房子 
(日 寄 研 ) : }. ASADA, S. DOHI, K. OCHI 層 F. KA- 
ZI : Study on the 万 eezo カ yes in evidence of human 


infection in southern district of Hiroshima Prefecture 
本 邦 に 分 布 せる 異形 吸虫 類 で 臨床 上 重要 視 せ られ る も 
の に 有害 異 形 吸虫, 中 Pi 鎌形 異形 吸 
遇 , に rwrAnao 挙げ られ る が 5 人 体 に 自然 感染 


る 報告 例 は 美人 の られ た も の の で ある が 私 
one 更に 裏付け する 為 駆 上 に より 母 虫 
を 確認 し 寄生 個体 数 , 虫 体 の 分 類 学 的 考察 , 種 属 の 決定 
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等 に 就 いて 攻 元 し た 。 昭和 380>32 年 6 月 迄 の 外来 受験 者 
10,040 名 中 異形 吸虫 類 保有 者 は Y2 名 ( 0.717 多 ) で を 
を 種類 別に 区 分 する と 有害 異形 吸虫 48 名 ( 0.42822), 横 
川 吸虫 21 名 ( 0.2092%)), 高橋 吸虫 9 名 (0.90%), 鎌形 異 
形骸 虫 4 名 (0.0422), 前 腸 異 形 吸 虫 1 名 (0.0122) で あ 
っ た 。 昭和 30 て 32 年 迄 の 学校 地方 団体 374,224 名 中 暴 
形 朋 点 保有 者 は 468 名 ( 0.125), で 之 を 種類 別に 区 分 
する と 有害 異形 吸虫 178 名 ( 0.0472), 横 川 骸 虫 218 名 
( 0.0572), 高橋 吸 虫 88 名 ( 0.01122), 鎌 形 異形 吸虫 30 
名 ( 0.008), 前 腸 異 形 吸 虫 9 名 ( 0.002 2) で あっ 
た 。 NTAS 180 名 の 駆虫 所 見 は 有害 異形 吸 
虫 59 例 に し て 上 虫 体 数 1,235 条 , 横川 吸虫 85 例 26381 条 , 

高橋 吸虫 17 例 528 条 , 鎌形 異形 吸虫 7 例 67 条 , 前 腸 異 形 
吸虫 7 例 48 条 が 認め られ た 。 寄 生 個体 数 の 最も 和 騙 し いも 
Mb 1,000 条 以 上 寄生 せ し 者 8 名 男子 (81 
歳 ) 最高 7,681 条 女 子 最高 は 『 靖 の 容 和 5 637 he 

め ち られ た 。 性 83 係 は 男子 は 女子 に 比 し 圧倒 的 に 多 
認め られ 年 Wo 性 別に よる 差 が hi 
年 層 に お し いて は 男子 が 知 か に 多く 男子 は 女子 に 比 し 中 間 
窒 の 生食 機会 が 多 く あ る と と が 究 知 せ られ る 。 之 等 駆 
虫 は カマ ラジ 駆虫 法 を 実施 し 一 回 で 完全 駆虫 の 効果 が 得 ら 
本 異形 吸虫 類 は その 寄生 部 位 が 小腸 で ある が 19385 年 
フリ カ 氏 に より 有 之 等 吸虫 の 卵子 が 心臓, 脳髄 , 硝 髄 等 


2 され 腸 の 障 i 者 以外 に 病変 カ 5 り 特 る 和 事 カ 者 和 られ 
て いる 。 我が国 の 如く 自然 感染 か 多く 認め られ る 現状 』 
り 異 】 形 吸 虫 科 症 に 就 し ヽ て 攻 究 する 必要 が ある と 考 へ る 。 


193. 府 戸 内 海 河 ロ 産 航 を 中 間 宿主 と する 吸虫 類 の 研究 
大 田 垣 博 雅 (日 寄 研 ) : H. OTAGAKI : 


some trematodes whose intermediate hosts are crabs 


A study on 


inhabiting at the mouth of rivers fowing into Inland 


Sea of Japan 


1953 年 以降 , 瀬戸 内 海 河口 産 蟹 類 に つき , これ を 第 
中間 宿主 と する 吸 息 類 被 裏 幼 虫 の 答 索 を 行い , 8 種 
天 の 拉 幼 虫 を 発見 し , それ 等 の 発育 史 を 追 宛 し た の て , 
の 概要 を 報告 する 。 1) 一 新 吸 虫 被 衰 幼 虫 及 び 其 の 発 
交 : 本 被 要 幼虫 は , 香川 県 金 食 川 , 鴨 部 川 , 愛媛 県 加茂 
川 山口 県 岩国 川 , 広島 県 芦田 川 , の 各 河 口 で 採集 し た アシ 
ハラ ガニ ・ ハ マガ ニ ・ カ クベ ン ケ イ ・ ク ロ ベ ン ケイ ・ イ 
ソ ジ ガ ニ ・ ケ フサ イソ ガニ = の 6 種類 の 蟹 に お いて , 主 と レ 
て , 肝臓 , 生殖 腺 よ り 見 出し た も の で ある 。 と の 被 要 幼 
虫 を 用 いて , シロ ネズ ミ ・ ウ サギ ・ イ ヌ に 対し て 試食 実 
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昭和 33 年 6 月 (1958)} 





験 を 行い , 3 妃 至 4 日 で 成虫 に 発育 する と と を 認め た 。 
ダ , 人 体 試験 を 2 名 に 行っ て , 1 例 は 48 時 間 目 に 9 個 
体 , 他 の 1 例 は 2 時 間 目 に 7 個体 の 成虫 を 夫々 証明 し 
た , と の 実験 の 各 過 程 に お いて , 詳細 に 本 吸虫 の 体制 を 
攻 究 し た 結果 , Microphallidae Travassos, 1920 に 属す 
る 新 吸 虫 で ある 事 が 明か と な っ た の で , 新 属 を 設置 し , 
本 吸虫 を 模式 種 と し て ル Zczo の ZZ/s Zs gen et SD. 
nov. と 和合 し し た 。 然し 後に , gczoZZ27zs な る 属 名 が 
工 に 先取 され て いる 事 が 判明 し の と で と ゝ に 属 名 を 変 
更 し て , ア zo の oocozye gez. nov. と する 。 従っ て 本 吸 
虫 は Pyo の opcoyy の 7e gsggg7 (Otagaki) と な る 。 商 。 和 
名 を 浅田 吸虫 と 呼ぶ 事 と する 。 2 
see 及び 其 の 発育 史 : 本 種 は 

県 芦田 川 の 河口 産 オ サガ ニ ・ ヤ マト オ } 
肝臓 り 証明 し た 被 裏 幼虫 を , 
= ニワ トリ ・ ウ ズラ に 試食 実験 を 行い , 2 乃至 3 日 に し 


7 選出 に 可 育 する ろ る と え 、 丸 
成虫 に 発育 と を 認め 。 


っ こ で い 2 < の (し ここ で 款 


Gynaecotyla 属 被 
Ms 金 倉 川 広島 
# ガ = の 生殖 腺 * 
シロ ネズ ミ ・ ウ サギ ・ 


Cy の eco/7/Z Ss2/77 の /Ze 
事 を 認 
ル czo カ の Zg777es 7Z の ozzczes (Osborn, 1919) 
Yoshida 1938 に つい て 。 本 種 の 披 喪 効 東 を 前 述 の 採集 地 


ト り 得 た アシ ハラ ガニ ・ ハ マガ = ニ ・ イ ソ ガ ニ ・ ヤ マト オ 


(Yamaguti, 1934) Yamaguti, 1939 (に 一 致す る 
め た 。 3③) 


サガ ニ ・ オ サガ ニ ・ ク ロビ ベン ケイ ・ カ クベ ン ケ イ ・ ケ フ 


サイ ソ ガ = の 8 種類 より 検出 し , 動物 実験 に より 確認 し 
た 。 双 , 金 倉 川 附近 の ドブ ネズ ミ Y7 頭 (5.14 め ) に 自 
実 生 : 衣 認 8 の ちょ 


194. 包 申 症 に 関す る 研究 (@) 戸 . zz な octe/g7Zs に 
対す る 各種 動物 の 感受 性 , 特に マウ ス 純 系 問 の 差異 に つ 
' 下 次 郎 ・ 大 林 正 士 ・ 北 村 之 利 ( 北 大 家 才 寄 生 昌 ) 鈴 

・ 奥 木 実 ( 伝 研 獣 婆 ) : 」 YAMASHITA, M. OBA- 
we 拓 Y. KITAMURA, K. SUZUKI & M. OKUGI : 
Studies on echinococcosiS (6) On experimental .ecZ272- 
0COCCOS2S 22272/Oczz/272S in VariouS rodents. Especially 
on the difference of susceptibility among Dure StrainSs 


Of the mouse 


czococczeS 2727720cz/g77S (に 対す る 感受 性 に つい て , 
40 種 以上 の 動物 が 調査 され , ル czozzs 及び CeZZo0- 
ys 両 属 が 最適 中 間 宿 主として 知ら れ て いる (Rausch, 
さ マ ウス 関し て は , その 成績 が 報告 者 
に より 一 定 し な い が , 演者 らち は その 一 因 と し て 系 統 の 差 
2 し た 。 下 記 の や うに , 各 動 物 及 び 純 系 マウ ス に つ 

て 実験 し た が , 虫 卵 を 動物 1 頭 あ た り 20 600 個 経口 
" 和 , で きる だ け 長 期 に わた っ て 観察 し た ( 野 濃 類 で は 


Vogel ら )。 た 
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最長 9 月 。 マ ウス は 一 定 間隔 で 剖 検 し 最長 7 月 ) 。 実験 
動物 及び 成績 は 次 の 如く で あ っ た (括弧 内 は 陽性 例 数 / 
実験 例 数 。 qqd 以下 は マウ ス )。 ハ タネ ズミ (15/15), ミ 
カド ネズ ミ (1/1), エゾ ヤ チ ネズ ミ (10/10), エゾ ヒ 
メ ネ ズ ミ (3/7), エゾ アカ ネズ ミ (071), シマ リス (1 
/2), ス ナ ネ ズミ (4/4), ハ ム ス タ ー (0713), dd (1/ 
13), C57BL (15/19), b(C5/8), CTFTI 813), 

CEFW (6/12), A (10】4). AKER (6/6), qba (6 
/6),.BALB/CC5/9), C 3 H/e (13/17)。 感染 率 
は さま ざま で ある が , 演者 ら は 包 虫 の 発育 の 仕方 と 宿主 
体 組織 反応 の 組合 せ に よっ て , 2 型 を 区 別 す る と と が 出 
来 た 。 第 1 型 は , 野戦 ,。 シマ ャ リス, スナ ネズ ミ 及 び dba, 
AKR の 2 系 続 を 含み , 肉眼 的 に 大 き な 要 胞 か ら な る 多 
er が 肝 に 原発 し , 組織 像 で は , 向 2 ヶ月 位 
か ら 顕 著 に 形成 され , 組織 反応 は 強く 即ち 本 型 の 
包 由 病巣 を 示す 動物 は , 好適 中 上 守 と と 云え る 。 第 2 型 
で は , 包 虫 発育 か 前 者 に 比 し 遅延 し , 小型 糧 胞 性 多 房 性 
包 貝 像 を 呈し ,。 頭 節 は 約 5 ヶ月 以上 経た ぬ と 形成 開始 さ 

れず その 数 必 く ,。 組織 反応 は - 観 察 さ れ , 人 体 多 ィ 


) ト べべ べべ まま デ 














匠 貝 症 肝 と 類似 像 を 招来 する 。 本 型 は , 前 者 に 比べ 
an 包 虫 発育 が 抑制 され た も の と 解釈 され , . 従 っ て 夏 


る 意味 で は 不適 当 な 中 間 宿 主 と 云 える 。 本 型 に 属す る も 


の は , qq, C 57 BL, CFI を 代表 と し , 他 の 純系 マウ ス 
も 之 に 属さ せ S か 以上 の 如く , 衝 種 動物 及び 純系 マウ 
ス 間 に 感受 性 の 差 が 存在 し , 且つ 包 息 発育 と 組織 反応 の 
0 ea と EK 史 る と と を 知っ た 。 殊 に 後者 は , 諸 種 


天 有 を 行う よう な 場合 に , 充分 考慮 


て 3 おぉ と 人 る 問 中 ご あろ ここ 


195. Ao 7) マウ ス の 実験 的 二 次 包 虫 
症 に つい て 山下 次 郎 ・ 大 林 正 士 ・ 近 野 誠 二 (北大 家 畜 
寄生 虫 ): 上 YAMASHITA, M. OHBAYASHI&S. 

KONNO : Studies on echinococcosis (7) Secondary 

echinococcoSiS in mjce 


刺 戦 で 


た 
可 


中 間 宿 主体 内 に 宿 つた 包 虫 の 胞 糧 内 か ら 何 か の 
mA 「 し た 頭 餅 が , ee 所 調 二 
虫 症 を 起す と と は よく 知ら れ て いる が , に 関す る 実 
験 は 人 は . gzg9szes に 基 因 する 単 房 性 を 人 上 に 問 て の 

g 告 が 見 られ , その 頭 節 を マウ ス 及 び 家 兎 の 腹 膝 内 に 接 
種 し て 好成績 を 得 て い る 。 多 房 性 包 下 に 関し て の 実験 は 
Rausch の 野 淫 に 就 て の 簡単 な 記載 が ある の み で ある 。 
我々 は 今回 多 房 性 包 虫 の 頭 節 を 用 い マ ウス に 対し 二 次 包 





MR =。 本 実験 は 2 つの 目的 を 持つ も の で 
は 従来 の 単 房 性 包 虫 に 関す る ee 0 
5 本 は 従来 本 症 の 継 代 に は 大 人 - お いて 成虫 
> 虫 卵 は 中 間 宿 主 動物 に 投与 する と と が 必須 条件 
ちり, 感染 犬 の 疫 留 は 常に 人 及 て 動物 し の 不 庵 の 感 
の 和 日 来 す る 為 , 犬 体 を 通過 さ + 和議 中 間 宿 
53 の 継 代 を 可能 な らし め ょ 2 う 
で 4 る 。 今回 供 試し た マウ く は 体重 8 920 
g の dd 系 で , 夫々 頭 節 200~ 300 個 を 腹腔 *6 本 う 補 
友 下 (3 頭 ) に 接種 し た 。 腹 膝 例 は 季 助 後 カ 
の 左 た 腹 皮 内 例 は 左肩 用 の 簡 < 
後方 を 切 上 度 し て 注入 し , 
間隔 て 殺し 。 病巣 の 分 布 を 肉眼 的 及び 
Pe ら 多数 の 。 組 6 標本 を つく り 検 討 ! 
は 全 例 に 小結 節 状 C 色 点 病 菓 が 証明 さ れ ,。 


> 】 L 面 き 横 隔 有 商 面 (と は 多発 する 其他 腸 癌 


を 2 mm 切 皮 し ~ 


ae CE の 子宮 , 腹壁 等 
企 0.2> 4.5 mm で 
結節 部 は 何 】 

時 で は 頭 節 を 伴う 誠 胞 形成 が 

れ も 表 在 性 で , 肉芽 組織 

で , 結節 の 中 に は コレ ステ リン 沈着 の 証 と し て 第 3。 第 
『 拉 の く 計 状 友 下 接種 例 は 何 
れ も 病 菓 は 友 下 と の 構造 は 腹腔 例 と 本 
質 昌 DB 人 クチ グ ク ラ 層 の 比 会 影 
像 を 有 し , 石灰 粒 を 混 じ た 壊死 部 が あり , 外側 に リン ペ 
球 , 幾 陸 を 伴う) 結合 織 増 殖 が ある 。 第 2 例 の み に 頭 節 # 
有する 1 振 胞 構造 が 見 られ た 。 要 する に 多 房 性 包 虫 の 頭 


館 は マウ ス の 腹腔 及び 皮下 に お いて 胞 癌 を 形成 し , 式 各 


陸 内 電 が 成体 の * 
板 め て 興味 る 知見 て 
か と 成体 え の 発育 j 

( 間 ) 

山羊 や ヨ 


196. ~ 半 穫 生物 買 に よる 赤痢 アメ ー バ 感染 動物 の 治療 
成績 平林 明 ( 北 研 寄生 虫 ):: A. HIRABAYASHI : 
Result of treatment against experimmental amebiasis 


[寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 7 巻 ・ 第 3 号 


with a new antibiotic 


北里 好 究 所 素 研 究 室 に 保存 し て ある 放線 菌 の 培養 濾液 
ょ り 抽 出 し た 新 抗生 物質 が 示 導 7 メ メー バー の 増 区 2 が 
2277 の に お いて 著 明 に 阻止 する 事 を 既に 報告 し た が , る 
の 後 モ ル モ ッ ト を 使用 し て # 抽 物 の 参 性 及び 感染 治療 実 
2 の 成績 を 報告 する 。 抗 生物 質 の 投与 方 
法 は 1 日 1 回 , 経口 及び 腹腔 内 注射 で は 抗生 物質 は 惹 
溜 水 で 10 が 妃 至 1mg/ml の 濃度 に 溶解 し 1 匹 1 回 
の 投与 量 が 1 乃至 2 ml と し , 経口 投与 で は 細い ビニ ー 


プ 


ル デ 


ル 管 を stomach tube と し 出来 る だ け 正 確 に 行 - 笠 
ル モ ッ ト に 対す る 圭 性 は , 経口 的 に 100mg/kg 3 日 連 
t 800 mg/kg) 投与 で 6 匹 の 動物 は 平均 4.2 日 で 
起 し た 。 50 mg/kg 連続 5 日 (総量 
250 mg/kg) 投与 で は 動物 は 死亡 せ ず ダ 症 状 を 表 4 
だ た 。 以下 ,25 me/kg 12.5 mg/kg 及び 6.25 mg/kg 
は 動物 に 異常 を 認め な か つた 。 次 に 腹腔 肉 
5 日 (総量 250 mg/kg) 投与 で も 動物 
: か つた 。 そ こと で Balamuth 卵 黄 浸出 培地 
赤痢 アメ ー バ ( 古 0 の 紅型 
150 g 妃 至 250g 位 の 出来 : 
開腹 腸 内 に 注入 技 和 し た 時 


月 身 * 


多く は 中 吐 を 


な モル モ 


ー バ 接種 動物 は 抗生 物質 投与 群 と 対照 群 と に 無 差別 に ニ 
群 は 香寺 アメ ー バ 接種 24 時 間 後 


分 し , 抗生 物質 投与 

1 日 1 回 連続 5 日 経口 投与 を 開始 し た 。 抗生 物質 は 毒性 

だ 験 同様 蒸溜 水 に 溶解 ! wae e 抗生 物質 投 2 テ 彼 15 日 

四 察 期間 と し 商 和 : 存 1 た 動物 は 総 て 層 殺 【 

体重 を 測定 し 下 病 , 食 然 を 調べ , 玩 

の 及び 居 殺 し た 動物 は 腸 内 容 , 腸 壁 を 検査 し 

9 en to より 0 か ら 4 迄 の 数 値 

と の 平均 値 を 算出 し た 。 抗生 物質 経口 授 

治 は , 50 mg/kg 連続 5 日 投与 群 5 匹 ほ は 

除 症状 , 平均 感染 程度 0 で ある に 対し 対照 群 

感染 , 平均 感染 程度 3.2 で 著 明 た 治療 効果 

25 mg 2 寺 4 中 1 匹 は 感染 し 平均 感 業 

程度 0.75 に 対 【 % 染 , 平均 感染 程 記 

3.5 穴 12.5 mg/kg 抽 プ 伴 4 本 中 1 1 区 を 平均 感染 程 

度 0.5 に 対し 対照 群 4 匹 中 8 匹 感染 , 平均 感染 程度 2.28 

双 6.25 mg/kg 投与 群 7 匹 中 2 匹 感染 , 平均 感染 程度 1.0 
に 対し 対照 郡 Y 匹 中 6 匹 感染 , se 度 HRP 

どれ 抗生 物質 投与 群 は 対照 群 に 比べ 感染 玲 

ギ 均 席 程度 の 軽減 , 生存 キー 体重 

の 優位 を 認め た 。 新 抗生 物質 は モル モッ ト に 対 選 


力 至 25 日 間 





人 け 


7 28 生 潜 


伴 


HH 


昭和 33 年 6 月 (1958)〕 


ま 性 を 表わさ な い 量 に お いて 赤痢 アメ ー バ の 感染 を 充 


ョ 療 し , 他 の 抗 ア メー バ 物 質 に 劣ら な い 成 績 ぐ で あつ 


了 ea 浜 田 茂雄 
: 染 程度 の だ し か た 。 2) その 抗生 物質 が 培養 濾 
り 指 HH され る も の か , 又は 菌 体 より 抽出 され る も の 
> 性質 。 3) その 抗生 物質 の 他 の 原 ! Ri に 対 
つき 質問 し ます 。 
ae 平 明 


EL 陸 


Taylor の 分 類 に より 0~4 迄 5 段階 均 を 各 和 群 
の 平均 感染 程度 と し た 。 2) 培養 漠 液 より fe 

- は 不明 で ある 。 3) 77zc7o7 の 746S 7 の - 
222S に 付い て 100 7/cc 以下 で は 婦 zz の o に お いて 無 
導 で あつ た 。 


197. 女 zz7z ヵ zoepg 7s7o// が co の 電 顕 的 研究 宮里 曲 ・ 
細川 修治 (山大 一 病理 ) : T. MIYAZATO 名 S. HOSO- 
KAWA : Electron microscopic Study on 万 727206 の 2 


gs7o/yc の 


W. B, Medium 及び 田辺 千葉 培地 の 併用 に 依り 培養 
7Z72oe の Z so が cg を Palade の 方 法 に 則 
1 22 Osmic 酸 溶 液 (ベロ 本 庶 糖 添 加 ) に 
し , 60C 2 時 間 重 に 佑 5 樹脂 包 埋 を 施 

ま の Ultramicrotom を B い 薄 切 し , JEMT-4 
H で 角 窪 し た 。・ 細胞 膜 は 波状 を ョ し 且つ 多数 の 極め 


粒子 ( Eee を 附 し て いる 


1 て 投 
て electron dense な 
この ec-Particle ( Pe 人 径 30 て 50 mz 大 の 略 々 円形, 


テ ゃ て Ye 
MA で カ ゝ こり ノ ト 記 
ん バッ -4 し よ が くさ 

r と / 


断る 粒子 ! 人 久 胸 評 , 


『 よ 区 別 され ,。 条 肉 に 


as ん 食 胞 の 多 ee 立 し た 円 形 で ある 
を 梨 状 等 種々 の 形態 を 呈す る 。 時 に は 隣接 
も 内 腔 が 変 通し て 一 食 胞 の 如き 状態 
endoplasmic reticulum は 広く 栄 
開き 食 胞 成 い は 空 胸 と し て 認め られ , 長 管状 , 層状 
の 所 詩 失 義 の endoplasmic reticulum ) 
内 肉 に は 円 形 又 は 椿 円 形 の ミト コン ド 
し て 認め られ る 。 そ の 数 は 一 般 と 少 カ ヵ 


径 0.5 凡 内 外 で の る 。 外 肉 こ は / 殆 ん ど ご 喜 共 6 の め ら # れ な い 。 
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細胞 で は Dalton の 唱え た dictiosom と 同一 所 見 を 
1 る や ゃ の が るみ られ た 。 核 は 細胞 運動 時 に より その 存在 
部 位 は 一 定 さ せ ず , 時 に は 細胞 膜 に 殆 ん ど 接し て 偏在 する 
こと が ある 。 bee 條 側 は 薄く 内 側 は 生 々 厚い 。 
核 質 は 微細 な Ye の 唱え た 螺 線 状 の 
生か 2 component を 思わ し め る 像 を 呈し , 且つ 
辺 縁 に 近く 極め て density の 高い 0.1- 0.8 z の 不 規 
則 な 形状 の 吾 粒 (8-particle) が 数 個 認 め ら れる 。 細胞 に 
より 核 質 粒 子 の 粗 密 , density は 種々 で あり , 又 核 の 周 
辺 帯 に 比較 的 qensity の 高い nuclearmaterial が 多量 
存 し て 内 側 核 膜 と 共に 0.3 z 内 外 の 厚い 層 を 形成 し て 
いも ゃ の 等 種々 で ある 。 夫 計 の 
と 思わ れる が 詳細 は 後 
こ 就 いて < と の 本 態 


(慈恵 医大 衛生 ) 氏 名 不詳 
の 数 と が 東 体 


が 合 胸 。 空 胸 
ナ 食 各 下 月 性 


- うい こっ かー ナ 
か が かつ て か oc 


= 側 の nucleus の 厚 さ は 右側 の も の 


2) hrs 
メ 別 し 厚い 結果 と 思わ な いか 。 3) 核 内 の g-particle 

は nucleolus と は 考え て な いか 。 

( 符 ) 宮 甲 喝 

大 抵 は 内 肉 に ある 。 外 肉 に ! 


ア は 少な くそ れ ら し き 小 さい 


1) 寧ろ 非常 に 少な く て 
3) 8-particle は nucleolus で 


( 後 研 害 生 虫 ) 松 
ア ( に クリ スタ ダ (cristae) が ある 


Re 人 の 

ア に は 間違い 
( 加 ) ( 後 研 寄生 虫 ) 中 西 健 一 
固定 が 必ず し ゃ 適当 と 思わ れ ま せん 。 と の 点 も 種々 御 
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検 対 過 い 度 く 思 いま す 。 次 に 切片 の 厚 さ 
ぎる ょ う で す 。 困 難 で し ょ う 


は や > ゝ 厚 き に 過 
が 御 替 力 願 し 度 ? 思い ます 。 
ィ 

198. 77gpozosozg gz の zezse の 人 契 (プラ スマ ) 

に よる 治癒 機転 銘 木 正三 ・ 福 喜多 重光 き 和 松代 愛 三 ( 後 

研 寄生 虫 ):。 S. INOKIL S. FUKUKITA & A. MATS- 

USHTIRO : Studies on the terapeutic mechanism of 

normal human plasma to trypanosomal infection in 

TniCe 

猪木 ら は 従来 より 人 ア ypgzosoyz2 gg の ezse (以下 

g) の 抗原 性 変異 に 関す る 一 連 の 研究 を 続け ^ 

その 際 感 染 マ ウス を 治癒 

癒 に よ つ て 再発 株 を 得 

治癒 ぐ で あつ た 。 

る 所 で ぁ 

ら か に な つて いる わけ で は な い 。 即ち 1909 年 正常 人 血清 
- Laveran は Mesnil 

で は 作用 し な いこ と を 報告 し 

- Rosenthal 層 Freund は 人 


が 婦 み zcez に 


血清 中 に は * 
が 動物 体内 の * 


る の で あろ 


て Yorke 


つ rypanosoma 


血 中 で は 3 て 4 倍 以上 ! 
に 取出 し 


ずる ち 一 方 , 


2 の 7 の 


の 測定 も る 行 つ た が , が 認 


接 trypanocidal action 和 を 示す こと と が 知ら 所 て いる sfi- 
bnal の MM と 比較 し て 
ら 急速 に 原虫 が 消失 し , 数 時 間 後 に と の 作用 が 鈍る の に 
導 だ 。 ブ ラテ PKK (6 一 
は 原虫 は 血 中 が 
切 速 に 原 あの 精 失 が 起 る 。 
が 想定 し た 「 プ ラス 中 の 或 成分 が ャ ウ 


trypanocida】 substance に 変化 し 有効 量 に 達 す 


> と , sitibnal で は 血 中 か 


の 後 迄 
も 購 水 中 ゃ 殆ど 消失 : 

この 様 ヵ 困 は Rosenthal ら 
ス 体内 で 潤 次 
る 」 と い 


(102 ) 


〔 和 寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 7 巻 ・ 第 3 晴 


う 可 能 性 を 増大 させ る 。 そ れ で 一 日 前 か ら 健常 マウ ス 群 
(或いは 7g 感染 マウ ス 群 ) に プラ スマ を 注射 し て お 
き , 翌日 と れ ら の マウ ス を 喜 首 し て 集 
原虫 物質 が 含ま れ て いる か も 知れ な いと 予想 し た 。 し レ か 
の 血清 を 混 じ て 生死 や 運動 状況 の 
り 間 の 呼吸 を 測定 し 続け た が 何等 
か つた 。 以上 プラ スマ の zo 


ン 孝 


し 原 の 遊 液 に と # 


る が , 娘 zo で 効果 を 示 


3 ガー キン デー と っ ミッ ンプ あの > 
% い < だ 方 SC まだら 。 


199. 77gpg7zoso7zZ の 72 の Zezse の 毒素 産生 に 関す る 
知見 知 世 川 満 恵 光 ( 風 研 ) : K. KAWAMITU: Acon- 
tribution to fhe problem of the toxin production of 


プイ ァ リ 7050727 272 の 2 と 72S@ 


Trypanosomiasis の 致死 的 因子 に 各 い て は , 還 近 , 毒 
喝 和 を 耐 定 し , Trypanosoma の 血液 家 E に よ つ て 療 
5 低 血 糖 に 之 を 求め る 説 が 諾 頭 し た が , 演者 は 産 
Trypenotoxin) に よ つ て 低 血 糖 が : 


ら ろ うと いう 仮定 の 下 に , 一 連 の 実験 を 行 ~ 


の 血糖 値 は 100 mg/qdl 前 後 で ある が , 


素 産 生 i 
と = 記 = 丘 
お ゴ S 


を あ ラッ ラッテ 


デー 二 ュ 1 


7 ァ y の 2oso22Z g が 2 の ese 感染 ラッテ に お いて は , 55 mg/ 
dl 乃至 21 mg/q1. , 健康 時 の 血糖 値 の 60 少 乃至 
21 多 , Lc ト 下 を 示し た 。 2) 生理 的 食塩 水 及 び 
本 に 注射 し て も , 低 血 糖 は 起 
) 分 加熱 原虫 浮 流 液 を 正常 テッ テ に 注 
平均 68 ま で 血糖 値 の 低下 を 


の 保 ト つ て ミ 


か, 60 で C/30 
83 ク 93 *552 の > 
浮 液 の 遠 沈 上 清 を 用 いて 
- 糖 値 の ン が 見 ら 】 
抽出 され て いる と 考え と 


下 7022。 
5 一 部 は 由 体 ょ り 
: づ つ 3 日 間 連 続 ! 内 に 注 
射す る と , 8 匹 の 中 1 匹 位 は 死亡 し , また , ラッ : 
注射 で は は 我 寺 的 作 有 
i ミ の 増加 を 抑制 【 0 Ne 
涯 液 の 低 生 作用 は 。 80C/90 分 
100'C/80 分 で 
は 略 々 完全 に 失わ れ た 。 6) N/10-NaOH を 浮 流 液 に 等 量 
に 加え , 24 時 間 放 置 の 後 , N/10-HCI に よ ょ つて 中 和 し て 
用 いる と , 低 血糖 作用 は 略 々 完全 に 失わ れ , N/10-HCI 
を 先 に 加え て も 同様 の 結果 が 得 ら れ た の で , 内 人 
が 酸 及 つて 破壊 され る と と が 知ら 


7) 5 日 乃至 7 日 の 間隔 を 以 つ て 浮 江 液 1.0 cc ャ ラッ 


- マウ ス 腹 騰 


り 加熱 、 


で は 著 明 な 影響 は 見 られ な い が , 


び ア テア ルカ リ にょ 


> た 血清 中 中 ( デ は 3 殺 - 


「 
















(1958) 〕 
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の 腹腔 内 に 3 回 注射 し て , 毎回 血糖 値 を 測定 し , 更に 12 
妃 至 15 日 後に 第 四 回 の 浮 洪 液 を 注射 し て みた 所 , 低 血 糖 
は 注射 の 回 き Mod 人 な り , 最後 の 注射 に 
お いて は , 低 血糖 を 起 と きぬ . 反対 こ 血 糖 の 上 昇 を 
来たす 場合 が あり , 鎖 回 注 介 に よっ て 低下 入 か 抑制 され 
ら に 至る こと が わか つた の で , 死滅 原虫 細胞 中 に 存在 し 
させ る 物質 は , その 二 作用 を 阻止 する 免 
ょ える 抗 元 性 を 有 し て いる と と が 確認 され 


て 低 誠 糖 を 維 起 


中 


疫 性 を 生体 に 与 


た る に こす > 


た 。 要 3 , 7 ァ 》 の 2 の s の 22 の g の 72 の zese の 加熱 死滅 浮 流 
液 を 注射 し た だ け で も , 相当 著 明 な 低 血 糖 の 発現 が 見 ら 
し た の で , これ に よ つ て 病原 性 トリ パフ ノ ソ ー マ が 低 血 精 
惹起 する 毒素 を 産生 し 得る と いう 結論 を 得 た 。 
( 問 ) ( 阪 大 微 研 ) 中 林 敏夫 
肝臓 に お ける グリ コー ゲン 量 の 変化 如何 。 
( 敬 ) 川 満 恵 光 


200. 犬 に お ける Zoxop/oszzo 接種 実験 (臨床 症状 , 

Parasitemia 並び に 抵抗 性 に つい て 小池 保 ( 慶 大 寄 
生 虫 ): 下 . KOIKE: Studies on the experimenta1l 
inoculation of 7oxo の /Zs222 g の 7 in dogs with special 
reference to a clinical symptoms, parasitemnia and 


TeSiStanCe 


7o*o の /2s726 go の 2 RH 株 5 ま 本 内 拓 


Parasitemia, 並び に 抵抗 性 に つい て 検討 し た 。 接種 は 静 
脈 内 に 行 つ た 。 使 用 犬 は 若 犬 (生後 1 年 以内 ) 4 頭 と 成 
大 8 頭 で も る 。 初回 接種 下 体 数 は 160 万 で 8 ~12 カ ヵ月 後 
免疫 を 検査 する た め 再 接種 ( 虫 体 数 8000 万 ) を 行 つ た 。 
1) 臨床 症 北 を PA 
犬 の 4 頭 ご あ り , と の 中 の 2 頭 が 接種 6 日 後に 急性 症 


死亡 し た whatoste 
症状 が 混在 し , 一 般 に ジス テン ペパー に 類似 し た 。 生 残 


た の 症状 は 7 ー10 日 頃 か ら 恨 復 し た 。 成 犬 は 全 例 発 


病 し な か つた が 血清 反応 に よ つ て 不 頭 性 感染 を 生じ た 事 
が 判 つ た 。 2) Parasitemia : 初回 接種 に よ つ て Para- 
sitemia が 認め られ た の は 7 頭 中 4 頭 の み で あり , 発病 


し た も の と 一 致し て いる 。 死亡 し た も の で は 2 3 日後 
7 ド 導 パネ こ 認 め ら れ た 。 発病 し た が 生 残 し 
た も の で は ほ 4 日後 の 1 日 の み で 軽度 で あつ た 。 成 犬 に つ 
いて は 全 例 証明 出来 な か つた 。 再 接種 の 際 は 全 例 に お い 

て 認め られ な か つた 。 一 般 に Parasitemia は 抗体 の 産 
生 と 共に 消失 する の で , 抗体 価 の 高い 時 の 再 接種 で は 








( 103 ) 
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Parasitemia が 認め られ な か つた も の と 考え られ る 。 ⑧) 
Sabin-Feldman*s dye test (S.F.T.): 死亡 し た 犬 で は 接 
種 6 日 後に 死亡 る まで 陰性 で あつ た 。 生 残し た 犬 で は 
8 11 日 後 陽性 化 し, 15 日 後 1 : 2566 以上 と な つた 。 成 
犬 は 無 症 状 で あつ た が S.E.T. 値 は 上 昇 し た の で 不 斑 性 
感染 を 生じ た も の と 考え られ る 。 同一 の 犬 は 8 ~12 ヵ 月 
後 の 再 接種 時 に 殆 ん ど 1 : 256 の 高い S.F. 和 T. 値 を 示 レ 
た 。 再 接種 に ょ つて S.F.T. 値 の 上 昇 は 初回 接種 より 早 
く 3 て 7 日 後 更に 高い 値 と な り 1 例 で は 1 : 16,384 と 
た も の が ある 。4) 免疫 : 初回 発病 し た も の で も 高 
eS の 病後 免疫 が 成立 し , 長期 間 維持 され る 事 が 再 接種 に 
ょ り 明 ら か と な つた 。5) 病 理学 的 所 見 : 急性 症 で 死亡 し 
た 犬 の 重要 臓器 に 虫 体 が 多数 存在 し , 肉眼 的 に 肺 , 肝 。 
肌 は 充血 性 で 黄 灰白色 の 壌 死 巣 が 多数 存在 し た 。 脳 に は 
同様 の 壊死 巣 は 認め られ な か つた 。 組織 学 的 に 肺 , 肝 , 
に 出生 が 著 明 で , 脳 は 軽度 で 
あつ た が 細胞 浸潤 が 認 pseudocyst が 存在 し た 。 
( 問 ) ( 九 大 寄生 虫 ) 宮 崎 一 郎 
1) プ ソ イド シス ト の あつ た 組織 は 何で すか ? 2) 内 液 
から 上 虫 は 証明 され ませ ん で し た か ? 


( 和 ) 小 部 保 
な か 


1) 犬 の 脳 で す 。 92) 突 液 か ら の 忠 体 検出 は 行わ な か つ 
た 。 
( 加 ) ( 阪 医大 病理 ) 浜本 息 二 


教室 の 中 田 , 栄 技 は 犬 に 実験 的 感染 を 起 し , 本 症 の 場 
合 の 肝 の 4 叶 死 巣 形成 の 機転 を 第 47 回 病理 学会 で 発表 
し て 居る 故 , 御 参考 に され た い 。 

( 問 ) (医大 病 理 田 中 実 

表 中 に 肺炎 と あり まし た が と の 病理 組織 学 的 所 見 及び 
特異 的 な 点 が あり ま し た ら 御 才 示 願い た い 。 

(等) 小池 保 

特異 的 な 所 見 は ませ ん で し た 。 


201. トキ ソプラ スマ 恨 性 感染 症 の 研究 (2 トキ フ プ 
ラス マ 慢 性 感染 症 及び 結 要 感 染 症 と の 相関 々 係 に 対す る 
動物 実験 瀬 長 良三 郎 ( 慶 大 小児 科 ): R. SENAGA : 
Studies on chronic Toxoplasmosis. (2) Experimental 
observations on relationship between chronic tOXO- 
plasrmmosiS and tuberculosiS 

第 一 報 に お いて は トキ ソプラ スマ に 対し て 感受 性 の 高 
い モ ル モ ッ ト に 侵 性 感染 状態 を 惹起 させる と と に つい て 
報告 し た が , 今回 は 本 論 と し て か か る 方 法 に 依 て 作製 レ 
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た モル モッ ト 人 結核 生 菌 を 感染 させ て どの よう な 反応 を 
呈す る か 精査 し , 文献 的 に 強調 され て いる 所 の 慢性 ト 
キソ プラ スマ 症 と 結核 症 と の 特殊 な 関連 性 に つい て 動物 
実験 的 根拠 を 与え た いと 思い 以下 述べ る 実験 を 実施 し て 
みた 。 始 め に 先 に 詳 述 し た モル モッ ト に お ける 慢性 感染 
状態 の 病理 形態 学 的 な 変化 を 追 宛 し た 。 そ の 結果 は , 第 
一 報 た お いて 詳 述 し た が 方 法 を 今回 の 実験 の 生息 体 接 
種 数 は 40X10* で ある 。) と ょ つて 惹起 せしめ 得 た 侵 性 感 
染 状態 は 肉眼 的 並び に 組織 学 的 に 何ら の 変化 も 呈し て い 
な いと と が 分 つた 。 双 pseudocyst も 確実 に それ と 断言 し 
得る る の は 見 当ら な か つた 。 し か る 人 圧 之 等 の 動物 に 対し 

て 結核 生 菌 包 V 株 人 型 菌 を 0.08 mg, 0.05mg, 0.06mg を 
夫々 腹腔 内 に 投与 する と , 第 一 に 臨床 症状 と し て 慢性 感 
染 状 態 の 動物 群 で は 対照 群 (健康 な も る の に 夫々 同 量 の 結 
核 生 菌 を 接種 し た 群 ) に 比 【 人 第 な 結核 症 の 経 
過 を と り , の 【 の 病理 的 変化 の 点 で も 対内 群 に 比 し 
て 者 明 な 変化 を 示し て いた 。 即 : ち 結 核 結 館 の 数 は 言う 迄 
も な く , 性 識 Ui は 個々 の 結節 は 融合 し て 一 大 乾 酷 
杉 発 失 だ ぶつ てい て , 組織 学 的 ( CAB 
優位 を 占め て いる 。 又 之 等 変化 を 裏書 きす る よ うに , 全 
身 性 感染 症 の 強 き を 示す と 考え られ る 腫 重 量 は 同 体重 の 
健康 モル モッ ト の 2 倍 以上 を 示し て いた も の も ゃ 少 了 な か 
つた 。 何故 に と の よ ょ うな 激 し い 結 核 に 対す る 反応 を 呈す 
る か に つい て は 。 勿 論 人 憶測 の 域 を 出 な い が , 慢性 感染 症 動 
物 群 は 対照 群 に 比 し て 極め て 著 明 な 結 李 ツ ベル クリ ン 皮 
展 ア レル ギー 反応 を 呈し た 点 , 上 述 の 肉眼 的 組織 学 的 変 
化 , 結核 に 感染 させ た だ け で は トキ ソプラ スマ に 対す 
る 特異 抗体 の 上 昇 は 証明 され な い 点 か ら 考 えて , 恐らく 
慢性 潜在 性 に トキ プラ スマ 症 が 存在 し て 
体 に 結核 感染 に 対し て ょ り 強 い ア レル ギー 機転 を 以 て 反 
応 す る Bereitschaft を 具有 せしめ る と いう 両者 の 関連 

が 充分 に 考え られ 得 た の で ある 。 


に) 


コ 


いる と と が , 生 


"202. Zoxop/gszzg 感染 例 の 3 例 追加 宮崎 一 郎 ・ 山 
本 厳 雄 ( 九 大 寄生 虫 ) : ! MIYAZAKI 錠 1 YAMAMO- 
TO: Further theree cases of human toxoplasmnosiS 


in Kyushu 


九 大 医学 部 小 児 科 て 確 ほな 後天 的 原因 と 思わ れる も の 
な く , 精神 ・ 知能 の 発育 に 陸生 を 有する aor 96 
て 蘭 液 を 採取 し ,。 と れ か ら Zoxo が szg の 分 離 を 試み 
例 に 感染 を 証明 u た 。 第 1 例 は 昭和 32 年 8 月 27 日 Wi 
女児 で 後頭 部 の 腫 釣 形成 を 主訴 と し て 入院 中 で あつ た 。 








(寄生 中 学 雑誌 ・ 第 7 巻 ・ 第 3 号 











生後 1 ヵ月 頃 か ら 腹部 の 膨 降 が 認め られ , その 後 , 時 々 誤 
織 様 に 手足 を ai させ , 無 呼吸 発作 が 起 る よう に な り ,12 
月 始め か ら 必 臓 が 哀 弱 し , 12 月 8 日 無 呼吸 発作 が 起り , 

人 工 呼吸 を 実施 し 7 た 2 が 伯 復 きず 死亡 し た 。 病 理解 剖 の 結 
果 , Encephalocele cerebeli, Hydrocephalus internus 
et externus, Cystes 2 reniS lateraliS sinistri 
と 診断 され た 。 臨床 検査 の 結果 , 頭 部 文 線 所 見 上 , 腫 漁 
突出 部 に 一 致し て 骨 欠 損 を 見 , 血清 色素 試験 の 結果 な, 

患児 は Titer 16, 母親 は 64 の 陽性 で あつ た 。 皮 内 反応 は 
双方 と も 陰性 で あつ た 。10 月 11 日 に 採取 し た 筒 液 を 5 忠 
の マウ ス に 接種 ! 引継 代 を 行い 第 2 代目 以降 の マウ 
ス 腹 腔 内 に 下 体 の 存在 を 認め た 。 第 2 例 は 昭和 32 年 4 月 
16 日 生れ の 女児 で , 泉 門 が 大 きく , 口蓋 破裂 の た め 路 乳 
が 困難 で ある と の 主訴 で 生 役 30 日 , ル 大 医学 部 部 小児 科 を 

受診 し , 路 乳 指導 を 受け 経過 は 順調 で あつ た が , 次 第 に 
頭 囲 が 大 きく な つて 来 た 。 了 臨床 検査 の 結果 , 選 Q は 次 第 
に 低下 を 示し た 。 本部 線 所 見 上 , 矢 状 縫合 部 に 骨 欠 損 
が ある が , 石灰 沈着 ( ュ 認 % ) ら れ な い 。 皮 内 反応 で は 愚 児 
は 陰性 , 母親 は 陽性 で ある 。 血清 色素 試験 の 結果 は 愚 児 
は Titer 64, は 親 は 16 の 陽 尾 を 示 し た 。10 月 10 日 に 採 
取 し た 人 簡 液 を 5 匹 の マウ ス に 接種 し , 盲目 継 代 を 行い , 

2 代目 の マウ ス 5 系 の うち 4 忠 体 を 証 盟 し た 。 監 
床 診断 名 は 脳 水 睡 , 及び 口 養 k 有 て ら る 。 第 3 例 は 昭和 
28 年 6 月 10 日 生 泊 れ の 男児 で , 生後 1 年 を 過ぎ て も ゃ 歩行 が 


ち 。 うさ 





出来 ず , 知能 が 遅れ て いる と 思わ れ た の で , 満 2 才 の 
時 , 九 大 医学 部 小児 科 の 指導 を 受け , 歩行 , 発 語 な ど 多 
少 出 来る よう に な つて いた が , 82 年 Y 月 に 肺炎 に 容 つ て 
以来 食 然 不振 と な り , 次 や せ て 来る と 共に 発育 指数 が 
生ま も た の で , 発熱 療法 を 行 人 に 入院 
こ 。 入院 時 , 上 肢 に 強直 が 強く , 反射 は 元 進 し て い 
o 、 入院 第 9 日 に 一 般 状態 が や ゝ 改善 され た の で 発熱 療 
法 : を 実施 し た が , BN 和俊 に 突然 ユー ヒー 残 浪 様 の 蹴 吐 
を 見 る と 共に 死亡 し た 。 Pa 波 で は 全 領 域 に Spike が 頻 
発し , 眼底 ご は 臣 部 に 変 性 が 認め られ た 。 血清 色素 試 
験 , 皮 内 反応 は 愚 児 が 死亡 し た 為 に 実施 出来 な か つた 
が , マウ ス を 用 いて 鯛 液 か ら 虫 体 を 分 離す る 事 と 成功 し 
た 。 (2 代目 の 3 匹 か 陽性)。 福 岡市 立 必 場 で 層 殺 され 
た 豚 か ら 新 鮮 な 脳 を 採取 し , 乳剤 と し て マウ ス の 腹腔 に 
接種 し , 106 頭 中 の 1 例 か ら 7oxo ヵ sag を 分 離し た 。 
( 加 ) 宮 崎 一 郎 
自分 の 演題 に 追加 し ます 。( 第 4 例 に 相当 ) 29 才 の 男 , 
眼科 で トキ ソプラ スマ 症 を うた が つて , 秋 液 を し ち べ た 
と と ろ , は た し て 忠 体 を 証明 し た 。 
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6 納 。 ー ( 新 大 医 動物 ) 大 鈴 正 満 
昭和 31 年 , 新 梁 県 長岡 市 に お いて 15 才 の 精神 障害 を 伴 
男子 か ら マ ウス 腹腔 接種 に より 3 代目 と 4 代目 か ら 原 
虫 を 証明 し た 。 と れ は マウ ス を 必ず 銘 す 強 寺 な も の で , 
渡辺 株 と し て 保存 し て いる 。 
( 加 ) ( 伝 研 ) 常 松 之 典 
トキ ソプラ スマ て の 抗体 保有 者 は 一 般 健 康 人 の 内 で も ゃ 高 
事 に の ぼる が , 原虫 の 分 離 が * 困 難 の た め に , 血清 反応 の 
待 異性 に 疑義 3 宮崎 教授 の 多 敷 の 原虫 の 
か 離 報告 は , この て 極め て 意義 の ある 研究 で あ 
る と 考え る 。 
( 間 ) ( 慶 大 小児 科 ) 瀬 長良 三郎 
私 共 は scheinbar gesund な 少年 より 分 り し た が , 10 数 
代 の Passage の 現在 その 繁殖 マウ ス に 対す る 毒性 は RH 
と か わり な たく, は ぢ め 4 代目 まで は 極め て 増殖 は わる か 
- が , 先生 の と と ろ で 分 離し た て の 自体 の マウ ス に 対 
する 書 力 や ふえ 方 は ど う で すか 。 不思議 な と と に は じ め 
Strich で みえ た よう な 多く 証明 で きた も の で も ゃ , 数 代 
パ ツ サ ー ヂ し て ゆく うち に きえ て ゆく よ ト う て, 之 が は た 


AD 7. goz の 7 な の か どう か , 厳密 に いつ て 確 言 


む や つ 人 き や あみ の o 


8 の か も し れ ま せん 。 や も ちろ ん , マウ ス に 対す る 
0 つき り 尼 耳 と ち が つ て いま す 。 
(等) 宮 崎 一 人 郎 


2 代 で みつ か る と と も あり , 1 代 の と と も あり , 直接 
髄 液 か ら み つか る と と も あり ます 。 わ れ わ れ が 分 離し た 
了 虫 体 で 不思議 な と と は 昧 代 接種 し て ゆく うち に だ ん だ ん 


1 内 


へ ルー ムキ か 
多い と と て 


数 が へ つて , つい に は みえ な く な る も の が 


k は た し て 宙 g の 2 と 同定 し て よい か どら う ) か 。 な お 


検討 を 要する 問題 と 思い ます 。 


( 加 ) ro 北見 敬 三 

11 才 の 男子 , 主訴 は 激しい 頭痛 , 脳 奪 丹 液 ょ り 虫 体 を 
分 離 出来 た ea あつ た 。 愚 家 の 犬 が トキ 
ソプラ スマ 症 で 最近 死亡 し て いる 

( 加 ) Me 訂 天 ・ 古 屋 為 男 

私 の 教室 で も 患児 の 秋 液 か ら 虫 体 を 証明 し た 脳 水腫 の 


し は 生 下 時 2950 g 
の 女児 で , 新生 児 期 に 重症 黄 病 , 出血 性 素質 等 の 異常 を 
認め な か つた 。 生後 10 日 頃 , 頭 の 大 きい の に 気付 か れ 本 
年 2 月 19 日 生化 1 ヶ月 の 時 入院 , 入院 時 に は 脳 水腫 の 臨 
床 症状 を そなえ て いた 。 笑 液 所 見 に は 異常 を 認め ず , 眼 
底 に は 視神経 の 姜 縮 が ある が chorioretinitis の 所 見 は 見 
られ ず 。 脳 室 撮影 で は 脳 室 の 著 明 な 拡大 を 認め た が 石灰 


( 105 ) 
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像 は 認め られ な か つた 。 トキ ソプラ スミ ン 反 応 は 母親 強 
陽性 患児 は 陰性 , 色素 試験 は 母親 8 倍 , 患 見 は 陰性 , 補 
体 結合 反 応 は 母親 8 倍 , 患児 は 陰性 で あつ た 。 簡 液 の 検 
査 を 東京 医科 歯科 大 学 微生物 学 教室 に 依頼 し た 処 , 1 
に 虫 体 を 認め , マウ ス の 腹腔 内 接種 に より , 増殖 し た 
数 の 下 体 を 確認 し た 。 8 月 21 日 死亡 , 剤 検 す る と 6 
来 た が , その 所 見 は 目下 整理 中 で ある 。 


203. 7oxop/oszzo 症 に 関す る 研究 , 特に 精 薄 児 に 於 
ける 皮 内 友 応 及び 色素 試験 に つい て 堀本 豊信 ( 阪 市 大 


医 動物 ) : 〒. HORIMOTO : Study on the toxoplas- 
mmOSiS 
1957 年 春 か ら 秋 に か け て 大 阪 府下 精神 薄 寺 児 3 施設 に 


収容 せら れ て いる 児童 に 対し 皮 内 反応 及び 色素 試験 を 実 
施し た 。 皮 内 反応 は 男 93 名 , 女 55 名 計 148 名 に 実施 し , 
疑 陽性 男 10 名 (10.822), 女 8 名 (14.5%), 計 18 名 (12。2 
め %) 。 陽 性 男 15 名 (16.1 2), 女 9 名 (16.2 2) 計 24 名 
(16.2%) の 結果 を 得 , 陽性 例 で は 男女 差 き 
つた 。 今 之 れ を 和 馬 指数 を 10 曲 侯 に に 区 切り その 範囲 内 の 
全 例 数 と 陽性 者 の 比率 を 求む る に 10 未 満 0, 20 (88.3 
22), 30 C11.82),40 (23.82),50 ( 3.4%), 60 (15.4 
22) 60 以 上 10。 920 の 結 を 得 た 。 即ち 告 能 指数 の 低 き も 
の 程 陽性 率 が 増加 する こと を 示し た 。 次 に 色素 試験 を 男 
97 名 , 女 56 名 計 153 名 に 実施 し , 4 倍 陽 性 男 11 名 (11.3 
22), 女 10 名 (17.82), 16 倍 陽性 男 4 名 ( 4.1%) 女 1 
名 ( 1.7) 64 倍 陽性 男 に は な く 女 2 名 ( 3.5) 男 全 
体 で 15 名 (15.422) kl8 名 ( (23.2%) 男女 計 28 名 (18.8 
) の 結果 を 得 , 女子 の 方 が 少し 陽性 率 が 高 か つ た 。 婦 
之 れ を 度 内 反応 と 同様 に 膨 能 指数 と の 関係 を みる に 10 末 
満 37.022, 20 (25.522), 30 ( 7.4%), 40 (18.6), 50 
( 3.722), 60 (14.82 の , 70 ( 7.4%) の 結果 を 得 , 皮 内 
反応 と 同様 に 夫 能 指数 の 低 き も の 程 陽性 率 が 上 昇 す る と 
と を 示し た 。 色 素 試験 皮 内 反応 共 ( 0 6.8 
%%, 色素 試験 を 16 倍 以上 陽性 と する と 2.0% の 結果 を 得 
た 。 以 上 の 症例 より Toxoplasma 原虫 を 発見 し 得 な か 
つた と と を 附 記す る 。 
( 間 ) ( 九 大 医学 部 ) 宮 崎 一 人 郎 
1) 抄録 に は 血液 採取 と な つて いま す が , Pe ら 
れ ま し た か ? 2) マウ ス の 腹水 か ら の 証明 は 如何 し * 
どれ ます か に 名 寺 商い と た は 。 だ の 記 
究 機関 の も 一 致し て いる ょ う で す が , 虫 体 を 証明 され た 
の は な いよ ょ う で す 。 私 共 の 経験 で は 患 者 で も 常に 秋 液 に 


F 放 認め 得 な か 



















































(寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 7 巻 ・ 第 3 号 
出 て くる と は か ぎら な いよ う で す 。 う 意 見 も ある (Daniel 1931)。 私 共 は Balamuth の 
( 加 ) ( 慶 大 寄生 上 新 井 博 egg york infusion medium (に Penicillin, Streptomycin 
東日本 寄生 息 学 会 で 精 薄 児 。 成人 精神 病 , 健康 人 の を 加え て 豚 か ら 分 離 , 米粉 加 継 代 保存 し た 互 c 株 ( 現 
S.F.T., C.F.T. に つい て 発表 本 た が , 精 薄 児 で は 明らか 在 随伴 菌 8 種 ) を 用 い , P. W. 及 高 (KK) を 夫々 4 mg 
に 有意 の 差 を 認め た pr ei 4.42% と 云う の は 前 後 加え 37C, 48 一 72 kero 移植 し 継 代 培養 を 試み 
少し 低く すぎ る と 思う (健全 ほ 人 16 軒 以上 6 ー 7 2 の 此 の 際 た 。W は 6 は 継 代 可 能 で あつ た が PF で は 長く て も る 20 代 前 後 , 
S.F.T. 及び C.F.T. は 略 々 平行 し て 現われ た 。 これ は て ・ ド で GO 沖 人 し RON な か つた 。 水 中 沈 汰 に よ つ 
S.F.T. の 特異 性 に 関し て 興味 が ある 欄 で ある 。 て 得 ら れる P や 素 ご 継 代 不 衣 て # な 放 二 本 
( 加 ) ( 慶 大 寄生 虫 ) 浅 見 載 、 が ある の で は な いか と 考え , R 5 8 に 蒸溜 水 100 ml # 
我々 SN 成人 精神 病 者 , 妊婦 , 流産 加え 時 人 失 1 つつ 4 “C の 永 室 中 に 二 昼 夜 お き , と の 上 
経験 の ある 者 の 4 群 に つい て 色素 試験 , 補 体 結合 反応 を 清 を Berkefeld W 演 過 或 は Koch 30 分 滅菌 し て 原液 
試み , 精 落 児 及 び 妊 婦 で より 高 率 な 陽性 成績 を 得 た 。 (CRE) と し , 沈 激 米粉 は 更に 蒸溜 水洗 を 反復 , 乾燥 後 
( 加 ) ( 鹿 大 小児 利 瀬 長良 三郎 滅菌 し て 水洗 米粉 CRO と し た 。 民 也 は 10。100, 1,000。 
1) Schwachsinn に も いろ いろ と 細目 に わけ て 考え る 10,000 倍 に 稀 息 し , PLK,R′ に 夫々 0.1ml 宛 加え て 
必要 が あろ う 。2) 先ほど の と と に 関連 する が Liquor の 継 代 培 養 を 6 CRR 0.1 ml は R 5mg 位 か ら の 港 
Befund が , fast normal な 症例 か らち も る で て いる と と が 欧 出 物 に 相当 )。 対照 に は 蒸溜 水 0.1 ml を 加え , 双 湾 粉 
米 の 文献 の 報告 と か な り ち が - て 貞 味 深く 思う 。 は 加え ず RE の み を 加え た も の を 用 いた 。 初代 の 移植 に 
Sh 訪 に 州 に … 次 は あま り 選 を 喰 し て いな い 72 時 間 hi 半 の 東 体 を に 
Toxoplasma の 分 離 を ト 間 か ら * 尿 の も ゃ の か ら し て 移植 し た 。 虹 也 の みみ を 加え た も の は 1 代 で 絶え , 
例 程 成功 し た と と は 古い と と で あ ! 0 - れ が どう き 十 RE は 25 代 , P 十 10 倍 RE は 9 代 で , の 
毒 力 が 弱い , Y 代位 する と 次 第 に 消失 し て し う 。 R. 古 10,000 倍 民 EE は 5 代 で 絶え た が , 苺 十 100 倍 R 選 , 氏 
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な 何ら か 差 が ある か も 知れ な いと お ミ 十 10 倍 RE 及び 表 十 RE と R の も の は 長期 継 代 の 可能 
われ て な ら な い 。 脳 水腫 と Toxoplasma と は か な り 関 係 性 を 認め た 。R′ の 量 は 増殖 に 鋭敏 に 影響 する 様 に 思わ 
が ある の で は な いか と お る う 。 了 臨床 家 は 尚 関心 を 払 つて れ た の で 及び R′ を 夫々 5, 10, 25, 50, 75, 100 mg 
頂き た い 。 昔 は 脳 水星 は 梅毒 か 因 型 を た が , 宛 加 え 。 24, 48, 72, 96,。 My - Formalin を 20 
と れ に 少く と も Toxoplasma が 関係 し * と は 否 に 含む 激 度 浜 度 加里 液 を ml 宛 各 系 例 一 本 宛 に 加え 








定 す る こと が 出来 な い 。 独 ・ 米 で は 対 心 を 払わ れ 虫 体 の 固定 染色 , mt we と 共に 増殖 曲線 を 出し 
て いる R. 理 . を 長谷 川 教授 が も つて こら れ て 以来 , 研究 た 。 大 Nos 下 c yi 増 数 を 示し 48 時 間 に | 
班 ゃ 出来 た の で , 大 い に と の 方 面 に 臨 末 家 は 御 注意 願 た 頂点 が あり , 50mg 以上 は 72 時 間 に 頂 点 が あつ て 50 mg 


い 。 は 25 mg の 大 # 人 は 25 mg に 近く , 100 mg 
は 10 mg に 近く 50mg の 大 約 の 増殖 を 示し た 。 


テリ) 共 静 に ルー アバ 汗 ( 日” 
204. 培養 ofozfigia7z co と 源 粉 に つい て 鈴木 末 。 に ば 告 mg 共 は く 電 し 移入 時 得 半 


用 * 田所 博之 ( 慈 大 衛生 ) : L. SUZUKI 錠 H. TADOKO- 最高 の 増殖 を 示 し 同 量 の R の 最高 増殖 期 の 大 約 2 倍 に 

送 し た 。100 mg の も の も 頂 MG と 移行 し た 。 炊 
地 成 分 。 随 伴 菌 , 開 粉 に ww る 玉 c の 馴れ 等 を 考慮 す 
る 必要 が ある が , 以上 の 如く pc 重要 た 因子 
Zzz oo7 (万 6) の 寄 養 と 粉 この 関係 は 。 ふぁ り 一 方 RI は pe ON 消化 され 易く な り 


RO : Experimental studies on the nutritional Signific- 


ance of amylum in the culture of 万 Z/2z727222 Co/ 


Zzz の epZ Zs の cg (所 みみ) の それ と 類似 し な が ら , 大 或 は 何等 か の 増殖 抑制 因子 が 除 か れ て いる の で は な いか 
に 趣 を 異 に する 様 で ある 。 Rees (1927) は ce の 培 と 考え られ る 結果 を 得 た 。 

"ar (R) を 加え 好 結 果 を 得 た 。 ま た Schumaker 

YNKdghoee SA 玉 久 委 , 馬 鈴 販 (P), 
麦 (W) 等 の 汰 粉 を 用 い 玉 c. の 培養 が 可能 と 述べ た 

が , 炭水化物 は .c. Mi energy 源 で は な いと い 


( 106 ) 














昭和 33 年 6 月 (1958)〕 
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205. 東京 附近 の 一 牧場 に お ける 編入 の ozezz er- 
pgzsg 感染 状況 に つい て 福井 正信 ( 伝 研 寄生 昌 ): M 
FUKUI : 


ep run in suburbs of Tokyo 


Observations on the monieziasiS in a She- 


1957 年 6 月 より 約 1 ヶ年 間 , 東京 附近 の 1 牧場 に お い 
て 毎月 2 回 宛 編 羊 各個 体 り 宿 糞 を 直接 採取 し , 片 偽 観 
無 汰 過 浮 流 法 , 濾過 沈 滅法 の 4 法 を 併用 し て 
拡張 邊 の 寄 生 3 確か め 季節 的 な 虫 卵 排 浴 状 況 の 遷移 を 
記録 し た 。 検 査 羊 の 年 信 分 布 は 1948 年 産 + り 1958 年 産 迄 

104 頭 (1948 年 1 頭 , 49 年 3 頭 , 50 年 4 頭 , 51 年 3 頭 , 52 
年 3 頭 , 53 年 3 頭 , 54 年 1 55 年 4 頭 , 56 年 12 頭 , 57 
年 32 頭 , 58 年 38 頭 ) と な つた 。1957 年 春 産 羊 は 極め て 高 
い 感 当 事 を 示 | 6 月 中 旬 30 頭 中 28 頭 (76.72), 7 月 中 旬 
30 頭 中 22 頭 (78.832) を 示し た 。 後 , 牧場 側 の 当 才 羊 の 

x に 対す る 駆虫 の 為 一 時 寄生 率 は 減少 し た が 10 月 中 旬 に 

)2) の 感染 率 を 示し 9 月 期 の 感染 機 
会 の 高い と と を うか ゞ わせ た 。 1956 年 産 羊 は Y 月 中 旬 10 
中 5 頭 (5022) の 寄生 を みせ た が 以後 洋 減 し 3 才 以 上 に 


ママ セ 
祭 法 , 光 過 


連 る 様 を みせ た 。1955 年 導 誠 8 計 22 頭 で は 下 卵 排出 羊 は 
極め て 少く 年 間 122 以 下 で あつ た が 1949 年 産 の 老 羊 に 
感染 を 認め た 。1957 年 秋 産 『2 は は 1 月 及び 2 月 中 旬 の 検 
査 に 依り 何れ も 虫 卵 の 排 浴 を 認 委 に ゃ 感染 の 行わ れ 


る と と を 知 つ た 。 ea 3 月 15 日 ょ ょ り の 4 回 の 検 
和倉 で は 極め て 低 \ 感染 事 3 示し て いる 。 条 虫 卵 の 検出 は 
co - 認 らら れ 当地 壮 の 場合 感染 は 戻 々 行わ 

新 次 減少 する が 32 才 前 期 に は その 感染 率 は 未 

だ 当 学 は ins 寺 は な く 時 日 の 経過 と 共に 3 才 以 上 に 
連 る 低い 民 と な る も の と 思わ れる 。 有 婦 1957 年 産 羊 
1 年 間 の 成績 を みる と 観察 初期 に 死亡 し た 1 頭 を 除き 





206. 包 虫 症 に 関す る 研究 (8) 戸 . zocx/g7zg と 
. g7ozte7oses と の 比較 山下 次 郎 ・ 大 林 正 士 ・ 北 村 
之 利 (北大 寄生 昌 ) : 』 YAMASHTTA, M. OHBAYASHI 
& Y. KTTAMURA : Studies on echinococcosis (8 ) 
Comparison between 万 zocx/gzZs and 万 . gy の - 


の 4S 







エキ ノコ ックス ( 包 虫 ) に は 単 房 型 と 多 房 型 が あ り 。 
その 成虫 に つい て は 一 元 説 。 二 元 説 が ある 。 最近 Vogef 
(1957) は ドイ ッ の 人 体 多 房 性 包 虫 の 成虫 を 精査 し 。 zz- 
ZOCOcCzS 7277pcze7277S と し , 且つ 先 年 Rausch et Schi- 
Her(1954) が アラ スカ の 人 及び 野 当 に 見 られ る 包 由 の 成 
虫 に 対し 互 s め zzoexsis の 新種 名 を 与え た と と に 対し , 
と の も の は 到 zocz/g77s の synonym で ある と し 
た 。 我 は 先 年 来 単 房 性 包 点 ( 漂 州 と 細 羊 系 み gzc 
szs) と 多 房 性 包 束 (アラ スカ の 人 及び 野 貞 系 ) を 継 代 , 
感染 後編 時 日 か ら 長 期間 に 理 る 各 時 期 の 犬 体内 発育 状態 
を 比較 し , 更に 我 ベ Et de し た 諸事 項 を も 含め て , 
Vogel の 説 に 対し 再 検討 を 試み た 。 ア ラス カ 系 の 虫 体 , 
吸盤 , 額 体 部 の 大 き さ は 涯 州 系 の gz の zoszs) より 著 
し く 小 さい 。 生殖 器 の 発育 に 就 て は アラ スカ 系 は 早期 と 
完成 され , 糞便 内 虫 卵 出 現 は アラ スカ 系 380 一 85 日 , . 
ggzz7oszs (以下 玉 ) 48 て 61 日 後に は じ ま る 。 購 刺 数 
系 17ー80, 万 45 て 65 (平均 56)。 志 丸 分 布 
は アラ スカ 系 で は 陰茎 論 の 上 方 に 少数 が ある の み 。 生殖 
孔 の 位置 は アラ スカ 系 で は 概して 片 節 の 前 , g で 
は 申 々 中 央 で ある 。 老 熟 片 餅 の 子宮 の 形 は , アラ スカ 系 
は 星々 単 一 た 本 が 6 で は 繕 れ が 多く ぐ 、 且 つつ 虫 体 の 発 
育 に 伴い 繕 れ は 深刻 と 頭 釣 数 は アラ スカ 系 26 
36, 万 半生 名 の 大 き さ は 小 釣 に お いて は 大 差 
な い が , て は メ な り の 差 具 2 * あ る 。 以 上 形態 
的 に 相当 の 差異 が ある が , な お 我 ベ の 区 に 発表 し た 諸 実 
本 相 異 , 二 次 包 貝 症 起 生 時 の 態度 の 差 
- 北 海道 衛 丁 に おい て 当 教 室 の 感染 水 
の 多 房 性 名 由 及び 細 羊 2 Se 包 を 材料 と し て 行 つ た 
礼文 島 多 房 性 包 貝 症 患 者 に 対す る 補 体 結合 反応 に お ける 
nenewestycomrre oi も 両 型 の 明 上 膝 な ちがい を 示す 
ちる 。 な お アラ スカ 系 多 房 性 包 虫 の 成 昌 の 形態 太 
び 発 育 は Vogel の 記載 する ドイ ッ の 多 房 性 包 下 と 同一 
種 と すべ きも の で あり , 我 ベ < も 赤 Vogel の 説 に 其 同 し 。 
アラ スカ 系 及び ドイ ツ 系 多 房 性 包 虫 は cococcz<S 4 に 
ocx/gzs Leuckart, 1868 に 同定 し , 且つ 万 syzcezs な S 
Rausch et Schiller, 1954 は 本 種 の syn. と する の が 世 当 
と 思う 。 第 2 報 に お いて 我々 が 既に 報告 し た 如く , 礼 交 
島 包 東 症 が アラ スカ 系 で ある と と を 考え れ ば , 同島 包 過 
本 種 と 同一 種 と 推定 する と と も 無理 で は な い が 。, 他 
の 諸国 に 見 られ る 多 房 性 包 虫 症 カ が 総 べ ^ て 本 種 に 因 る も の 
か どう か は 将来 の 検討 に 待た ね ば な ら な い 。 我 は 本 問 
題 解 明 の 一 手段 と し て 互 gwgsdoszs の 包 虫 形成 が 単 房 
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か か の 多 衣 と 発 肝 する カ か どう か , 双 毛 zzcz27Zs に 
て 単 房 性 包 虫 の 形成 は 全く 行わ 
ee を 続け て いる 。 


た > 
れ よい か ど うか に 京 


207. マン ソン 裂 頭 条 虫 に 関す る 研究 (3) Plerocercoid 
の 組織 化学 的 所 見 高橋 剛 男 (昭和 医大 生物 ) : T. TA- 
KAHASHTI: Studies on の の 277 の 9722422 22272S0722. 


(3) Histochemical Findings of Plerocercoid 


ン 裂 頭 条 虫 の Plerocercoid に つい て ea 
Phosphatase, 核酸 の 分 布 に つい て 組織 化学 的 検索 を 
い 。 更に Plerocecoid を マウ ス に 経口 投与 し て 消化 管 壁 
を 塞 通 , 脱出 する 際 の 状態 を 比較 し た 。 虫 体 は 最 外層 が 
角 皮 層 , その 下 に 基底 膜 , 体 壁 筋 層 ( 輪 縦走 ), 皮下 細胞 層 

が あり 体 肉 組 織 に 連なる 。 APR 
綱目 状 を な し , その間 に 石 灰 小 体 (又は 前 段階 の も る の )), 遊 
離 細胞 等 を 容れ , 体 肉 筋 と し て 縦走 , 育 腹 , 横 走 の 各 筋 節 
統 維 が 発達 し , 輪状 に 配列 る 析 走 筋 に より 中 心 部 と 辺 
緑 部 に 分 けら れる Pe の 証明 に は Lilie 氏 法 及 呆 
液 消化 試験 を 併用 し , 固定 は PR 液 及 び Gendre 液 
を 用 い , 9 - ae り そ の 分 布 を 観 祭 し た 。 上 
下 細胞 層 は 小 頼 粒状 。 人組 3 占 秒 六 び 塊 状 の 陽性 
反応 を 申し 1 で 消失 し た 。 遇 体 前 部 肥後 部 , 中 心 
部 及び 辺 緑 部 に お ける 分 布 の 差 は 認め られ ず , 角 皮 膚 及 
び 基 辰 膜 は Lillie 氏 法 , 嘩 液 試 験 共に 陽性 反応 を 示 し た 。 
消化 管 壁 容 通 の 場合 も 同 層 で 特に 差 は 認め られ な い 。 
phosphatase は アル カル リ 性 は Gomori 氏 改 良 法 。 酸 性 
は 武内 ・ 田 上 氏 法 を 用 い 。 夫々 pH 9.4, 5 密 調 製 し た 。 
アル カリ 性 phosphatase は 角 皮 膚 及び 基 Pe - 強い 陽 
性 を 示し 皮下 細胞 層 及 び 体 壁 筋 層 の 順 で 陽性 度 は 低下 し 
体 肉 組織, 体 肉 筋 繊 維 は 陰性 反応 を 示 し た 。 祥 虫 体 前 部 
は 役 部 より や や 高い 陽性 を 示 し た 。 消化 管 壁 空 通 の 場合 

常 下 体 に 比 し 陽性 度 低く , 角 皮 上 層 及 び 基 底 膜 は 中 等 
度 の 陽性 反応 を 示 し , 皮下 細胞 層 に は 認め られ な い 。 酸 
性 phosphatase は アル カリ 性 phosphatase に 比 し 陽性 
度 低く , 角 皮 上 層 及 び 基 底 膜 は や や 強い 陽性 を 呈し , 皮下 細 
胞 層 は 軽度 の 陽性 を 示し ・ 体内 租 織 に は 語 め られ な い 。 
昌 体 前 部 は 後部 より 陽性 度 高く , 消化 管 誠 通 の 場合 は 正 
常 と 同様 の 反応 : 和 を 呈 レ し , 特に 差 は 認め られ な い 。 核酸 は 
Zenker 液 及 び KONMeWoy 液 固定 俊 ,Feulgen 反応 及び met- 





hylgreen-pyronin 染色 CKurnick 氏 ) を 用 いて その 
分 布 状態 を みた 。DNA は 皮下 細胞 層 及 び 体 内 細胞 に 
た 認め られ , 遊走 細胞 は 粗 の 分 布 を 示 し た 。 RNNA は 
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下 細胞 層 に 濃密 に 認 》 め ら れ , 体 肉 組 織 で は 辺 縁 部 よ り * 
中 心 部 が 擬 て あり 。 体内 細胞 の 核 周囲 に 擬 と 分 布 する 。 


昌 体 前 部 , 後部 に お ける 差 は 認め らち れず , 消化 管長 空 通 
の 場合 も 正常 と 同様 反応 を 示 し た 。 以上 の 如く , 正常 の 
下 体 消化 管 壁 塗 通 の 虫 体 を 比較 する に 何れ も 大 差 な 
く 。 アルカリ性 phosphatase に つい て の み 前 者 に 比 し 
後者 は 陽性 度 低く , 皮下 細胞 層 は 陰性 反応 を 示 し た 。 


208. アク 食 マ ー の 条 虫 駆虫 効 カ ③) 特に 絶食 させ な い 
で 投与 し た 場合 沢田 勇 ( 奈 良 学芸 大 生物 ) : 1. SAWA- 
DA: On the experiment for the removal of the ch- 
icken tapeworm, ZZ77e7Z ん ZS722027 を 2S2S by actam- 
er (3) . Anthelmintic e 抽 cacy when administered by 


capsule just after feeding 


さき に 著者 の お と な つた アク タマ ー に よる 条 下 駆 虫 試 
験 に よ つ て ,。 プロ キ p 200 mg の アク タマ ー を 12 一 24 時 
間 の 絶食 後に 1 週間 ず ゝ の 間隔 を お いて 3 回 連続 投与 す 
れ ば 橿原 条 昌 の 100 多 完全 駆 昌 が 可能 で ある と と が 明 ら 
か に な つた 。 し か る に と 実際 の 養鶏 面 か ら み て 産卵 鶏 に 12 
ー24 時 間 の 絶食 を 強 請 す る と と は 絶食 が 原因 と な つて 一 
時 的 に お と る 産卵 率 の 低下 と いう 事実 は さけ られ な い 。 

と の 点 か らし て で きれ ば 絶食 させ な いで 普通 の 状態 に お 
いて 投薬 する と と が 望ま し い 。 回 は 投薬 前 に 絶 
餌 直後 の 橿原 条 虫 に 寄生 され て いる 6 
羽 の 白色 レグ ホン 雄 雛 に プロ キロ 300 一 500 mg の アク 
タマ ー を 5 日 一 10 日 の 間隔 を お いて 3 回 連続 投与 し た 。 

そし て 第 3 回 目 の 投与 後 10 日 経過 し て か ら , すべ て の 鶏 
を 層 殺 し て 小腸 内 に 残存 し て いた 橿原 条 es 
し て アク タマ ー の 駆虫 効力 を 検討 し た 。 そ の 結果 702% 強 
の 橿原 条 虫 を 完全 駆 忠 する と と が で きた 。 か か る 実験 結 
果 か ら ア クタ マー は 給餌 直後 の 満腹 時 に 投与 し て も 駆虫 
効力 を も つて いる と と か が 判明 し た 。 


と と デ 


(9995 半 < 


食 さ > か げ テ 1 


っ 1 せな いで , 


209. 赤痢 アメ ー バ の 培地 内 我 胞 化 に つい て , 培地 の 濃 
度 の 変化 と の 関係 上 田 春 人 ( 慶 大 寄生 虫 ): HH. UEDA 。 
Encystation of 万 72z06 の 2 7Z570 の cg in culture me- 
dium 

赤痢 アメ ー バ の 被 胞 化 に 対 し て 民 境 の 栄養 状態 の 
が 如何 な る 影響 を 有する か を 検討 する た め に 。 赤痢 アメ 
ー バ の 2 株 を 用 い , 種々 濃度 を 異 に する 培地 に 移植 し 48 
時 間 目 に 培地 内 に 出来 た チ ス テ の 数 と そ と に 出来 て いる 
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アメ ー バ の 栄養 型 の 数 と を 比較 し た 。 ア メー ズバ 及 び チ ス 
テ の 数 の 算定 は 血球 算定 板 を 使用 し ,。 チ ス テ の 数 は 培 
養 せ る も の の 上 部 を 捨て それ に 蒸溜 水 を 加え て 充分 洗 洛 
し , と れ を 4 て 5 回 反復 し て 後 2 て 4 日間 冷蔵 庫 に 保管 
し て 人 後 算 定 し た 。 使 用 せる 培地 の 種類 は 1) B 十 ( ペ 
プ ト ン 加 バ パラ マス 培 地 ) 普通 濃度 の パラ マス 培地 に ペ プ 
販 人 ecowo 3 
B 十 了 ( ペ プ ト ン 加 濃度 バラ マス 培地 ) バラ マス 培 
才 の 精 ま よ 上 記 の リリ 。 と し ペ プ ト ン を 人 
た 5 の 。 3) 2 XB 十 (ペペ プ ト ン 加 2 倍 減 度 バ ラマ ス 培 
地 ) バラ ー ス 培地 の の 濃度 を 上 記 1) の 2 倍 と し た も の , 4) 
2 B 十 十 L (肝臓 エキ ス 加 バラ マス 培地 ) 牛 又 は 豚 の 
肝臓 を 0.5 多 の 食塩 水 で 浸出 し 寒天 斜面 と し た も の の 上 
に 2 倍 濃度 ペ プ ト ン 加 液体 倍 地 を 10cc 注 加 せ る も の 。 以 
Ro 種々 に 継 代 を 行 つて 役 胞 化 を 観 窒 し た 結果 , 

の ot 上 る に 従 つ て 出来 る アメ ー バ パ 
の 数 は 多く な つて いる が , チ ス テ の 形成 率 に は 一 定 の 関 
係 は 認め られ な か つた 。 2) 濃度 の 変化 の な いも の が チ 
ステ の 形成 率 と 形成 回 数 か ら 見 て 最も 良く チ ス テ を ya 

3) 肝臓 エキ ス を 加え た 培地 は チ ス テ の 形成 率 は 

好 で あつ た が , チ ス テ の 形成 回 数 は 少く 。 ア メー バ の 増 
殖 は 著しく 不良 で あつ た 。 





210、 アミ ノニ トロ チア ゾー ル 系 化合 物 の 黒 頭 病 に 対す 
る 効力 の 比較 角田 清 ( 家 畜 衛 試 ):: K. TSUNODA: 
Comparative effects of Amino-nitrothiazole cormpoundS 


upon black-head 


時 頭 病 治療 剤 と し て , 2-amino-5-nitrothiazole (A) 

(B) , 及び 1-ethyl- (3- (5- 
nitro-2-thiazoly1) urea (C) の 有効 な る 事 が 判明 し , 

(A,B) で は 8 種 , (C) で は 9 種 の 誘導 体 が 試験 され た 
が , 何れ も 前 者 より 有効 な る の は 得 ち られ な か つた 。 叉 
(A,B) は 近年 トリ コモ ナス 症 に ゃ 有効 な と と が 判明 し 
は 12 一 24 代 培養 の 強 書 株 を 使用 し , フ 化 後 
12 て 15 日 の 雛 1 羽 当り 平均 300.000 個 の 束 体 を 直腸 内 注 
入 に ょ り 感 染 さ きせ た 。 投薬 は , 感染 前 24 時 ~ 後 72 時 の 各 
期 に 始め , 連続 6 ~14 日 間 行 い , 病変 , 原虫 の 有無 は 解 
剤 及び 培養 を 行い 判定 し た 。 2o で は TTYyzzer's 培 
地 に 0.27 究 焼 酸 第 1 ソーダ を 加え て 用 いた 。 原虫 は 0.5 
mm の プラ ンク トン 盤 に より 0.025 cc 中 の 虫 体 数 を 算 
出し , 生死 は , 形態 , 運動 の 変化 及び , 次 代 培 養 に 増殖 


2-acetoamino-5-nitrothiazole 


て いる 。 原 東 
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する か 否 か に より 決定 し た 。 pH は 培養 直前 直後 に 
B.T.B. で 測定 し た 。 そ の 結果 , 1) zo : トリ コマ イ 
シン (3800 尺 mg) リカ ビン チン (500 mg) 

(C) リリ zo。 (A) 7 (B) イ ステ ビシ 
se で 48 て 72 時 間 以内 に 殺 息 性 を 示し た 。pH は 何 
れ も 6.2<7.0 で 対照 群 と 差異 は 認め られ な か つた 。 3 
て 5 価 ヒ 素 剤 , サル ファ 剤 , オキ シ ヒ ノリ ン 誘 導体 は 

れ も , 7,,ss。 で は 虫 体 増 殖 を 阻止 し 得 な か つた 。 2) 始 
2 の: トリ コマ イシ ン ,4mg/100 gg 6 一 8 日 , カビ シ ヂ 
ン 40mg/100 g, の 経口 及び 直腸 内 注入 , 0.2 mg/100g 

腹腔 内 注射 で 何れ も 無効 で や つた 。 (A), (B), は 感染 前 
24 時 間 投 与 0 ba 区 染 同時 0.8%( 飼 料 双 は 飲 水 混入 
で 有効 で あめ つた が , 虫 体 は 何れ も 少 # kT (CC) で 
は 前 24 時 間 0. Me 同時 0.08% 6 日 投与 で 完全 に 虫 体 を 
殺 減 し た 。 併 し (C) も 感染 後 72 時 上 kk 082, 

14 日 投与 で 雛 は いずれ も 正常 で あつ た が , 正体 は 少数 残 


リリ 0,00oy 


リリ soo 


存 し , 完全 な 殺 息 効果 は 得 ら れ な か つた 。 其 爺 の 薬剤 は 
いずれ も どの 時 期 に 投薬 し て も 殺 東 性 は 極め て 弱い か , 
又は 全く 無効 で あつ た 。 特に 2 で 極め て 有効 な 


トリ コマ イシ ン が ,。 婦 222 の で 無効 で あつ た た 事 は 興味 あ 
る 現象 で あつ た 。 


211. 77zcozzozos の go272o77s の 電子 顕微鏡 に よる 観 
符 (2) 猪木 正三 ・ 中 西 健一 ( 敏 研 寄生 虫 ) 西 義 美 ( 後 倒 
電 顕 宣 ): S. INOKI, 氏 K. NAKANISHTI 層 Y. NISHI : 

Morphological observation of 772c/o22 の 22S の 927277S 


by electron micrOSsCODe 


さき の 第 13 回 日 本 寄生 虫 学会 西日本 支部 大 会 に お いて 
既に 一 部 発表 し た が , 0 
法 を 試み て 引続き 沿線 机 を 検索 中 で ある が , 現在 迄 得 
られ た と と ころ を 報告 する 。 炒 料 は 欄 = 浜田 の 提唱 せる 
V-Bouillon に Me 半 美 せ せる 原点 を ey し , 直 ち 
ム 酸 Le テ : even また は 1 銚 オ 
スミ ウム その 後 水洗 す 
る と と な く エ タ ノ ー ル 系 に よ AN メタ クリ レー 
ト 樹脂 包 理 し た 。 ミ クロ トー ム は “Porter-Blum "Se- 
rial 401, 電 了 疾 和 鐘 は 日 立 製作 所 製 耳 U 6 型 加速 電圧 
50 K.V., ある い は 同じ く 耳 U10 型 加速 電圧 100 K.V. の 
も の を 用 いた 。 な お 脱水 中 100 EtOH の と と ろ で 功 
五 像 を 明瞭 に する た め , 0.1 多 焼 タ ング ステ ン 酸 アル コ 
ー ル を 80 分 間 作 用 せ し め て も み た 。 細 胞 周 辺 は 斐 膜 な 膜 
様 の 層 よ り 成り , 細胞 質 は 大 小 種 え の 微細 な 粒 で 充 た 
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され る 。 細胞 質 の 中 に は density の 高い ほ ゞ 円 形 に 近い 
大 な る 天 粒 の 存在 が 認め られ る が , と れ は 恐らく 脂肪 性 
の も の で あろ う 。 空 胞 と 思わ れる 像 も 見 られ , また 小 管 
状 を 呈し て 並列 し , その 途中 に お いて density の 高い 珍 
状 像 も 見 られ る 特異 の 像 が 認め られ , さら に は また , 規 
則 正 し き 節 状 を な し て 長く 細胞 質 中 に 横たわる 全く 特異 
な 興味 ある 構造 も 認め られ る 。 核 は 細胞 質 よ り も dens- 
ity の 高い 微細 上 粒 より 成り , 桜 小 体 と 思わ れる と と ろ 
は 更に dense で ある 。 軸 索 と 思わ れる 像 は 細胞 質 中 を 
貫き , 1 本 の 鞭毛 は その 内 部 中 央 に 2 本 の 細 織 維 か が あ 
り , 周囲 に 同じ よう な 2 本 づつ の 細 繊 維 が 9 個 輸 状 に と 

り ま いて 配列 し て 縦走 し 鞭毛 を 形成 する 。 鞭 毛 起 始 部 は 
既に 報告 し た 7zzsAzzZzzg の 2o2226 の それ と 大 体 同じ ょ 
うな 構 造 を な す と 考え られ る 。 


こと ろ 見 当ら ちな い 。 


mitochondria 人 今 の と 


212. 腔 トリ コモ ナス の 培養 に 関す る 研究 (2) 培地 の 
碧 滴 に つい て 高田 季 久 ・ 池 内 恵二 ・ 山 田 節夫 ・ 亀 田 幸 
政 ( 阪 市 大 医 動物 ): S. TAKADA, KK. IKEUCHI, S. 

YAMADA & Y. KAMEDA : Studies on the cuitiva- 
tion of 77zcZo2z の ZS の 2g772 の 7Z5. (2) Some observationS 


Of blood serum in culture medium 


を 基礎 と し て 培地 の 簡易 


ン こ て 雪 


V ブイ ヨン 化 を 試み て いる 
が , 今回 は 特に その 血清 に つい て 二 三 の 検討 を 行 つた 。 
すでに Sprince 錠 の 等 が 彼 等 の 考案 し た oe 
雑 な 培地 を 用 い , か な り 詳 細 に 分 析 を 行 つて 
え 々 は 主として 臨床 的 に 手 還 に 利用 し 得る H 地 の 
標 と hs まめ た の 成績 を 要約 する 
で ある 。1) の 六 二 が び 胃 韻 。 MM 患者 腹水 を 用 
い 4 を 比較 し た が , すべ て に お いて 継 代 培養 は 
可能 で あつ た 。 そ の うち 人 , 馬 , の 正 清 表 び - 腹 水 を 
用 いた 場合 は , トリ コモ ナス の 増殖 は 良好 で あり , 豚 , 
山羊 は と れ に 次 ぎ 牛 は や や 不良 で あつ た 。 2) 培地 血清 
の 最少 必要 量 は 3 狗 で あつ て 10 少 以上 に 9 es を 認 
ww た 。3) 血清 を 加熱 し 培養 を 試み 0 ポン ド 
0 分 並び に 100*C30 分 8 回 の いずれ の 】 場合 も も , 維人 人 
"Re つた 。 た さ し 患 者 より 原虫 を 分 離す る 場合 
(診断 用 ) に は V ブイ ヨン と 同様 に 使用 可能 で ある 。34) 
血清 中 の トリ コモ ナス に 必要 な 成分 は 100C 5 分 の 加熱 
にょ つて 破壊 され な い が 10 分 以上 で は 破壊 され る 。 5) 
血清 を 硫 安 に より crude の アル ブ ミ ン 並び に グロ ブリ 
ン 分 六 に 分 け 培養 に 供し た が , いずれ の 場合 に も 培養 可 
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能 で ある 。 た で ゞ し 精製 アル プ ミ ン で は 不能 で あつ た 。6) 
FPNO30 人 RDC 
し て 養 し た が 継 代 は 不能 で あつ た 。 7) 我々 の 考案 し 
た D 類 地 は V ブイ ヨン に 比較 し て 劣ら な い 成 績 を 示し 


7 だ 。 


213. 7zco7 ヵ zozs ん ozzzz2S と 7.7ezor の マウ 
ス へ の 接種 実験 篠原 降 ・ 岩 井 澄 雄 ( 慶 大 寄生 虫 ): 〒. 

SHINOHARA る 々 S. IWAl : 
With 77zco22 の の S 9222722S and 7. /ez into mice 


Inoculation expDerirment 


先 に 77c/gzzoz の s ec を マウ ス に 接種 し 膜 瘍 を 
形成 する 事 を 報告 し た が 77zcozzos 2225 及び 7. 
7ezgz が 同様 ( し 夫 季 を 消 する か 人 否 か 検討 し た 。 培養 は 
7. oz 人 S で は 米粉 加 チ ステ イン ブイ ヨン 血清 培地 で 
無菌 で あり , 7. 7gzzz は 田辺 千葉 培地 で 行い 共 棲 細菌 
を 含む る の で ある 。 両者 共 48 時 間 培 養 虫 体 を 滅菌 リ ン ゲ 
ル 氏 液 で 遠心 洗 敬 し 作製 し た 原 下 浮 遊 液 を マウ ス に 接種 
し た 。 先 づ 7. os で は 筋 内 及び 皮下 接種 で 貝 体 数 
に ょ より 腸 瘍 形成 率 に 差 を 見 た 。 即 ち 90 X10* で は 夫々 5:* 


5/。, 9 X10* で は 2/。 e リ 9000 で は 0/。 ゃ 9。 yr あ SO だ 


検 鏡 と 培養 を 併用 し 膜 瘍 より 生 虫 の 検 adi) た が 10 日 


後 の 膜 瘍 中 より は 検出 出 ず 仙 々 ? 7 日 後 剤 検 し た 皮下 臓 
瘍 中 より は 培養 で 検出 し 得 た 事 か ら 下 体 ! 用 成人 故 
日 内 に 死 減 す る も の と 思 は れ る 。 経過 和 観察 か ら 見 て 肛 瘍 
完成 に は 最短 3 5 日 を 要 し , は チオ グリ コー 
ル 酸 塩 培地 で 無菌 で ある 事 を 確認 レ ・ 上 風 腔 内 接種 で は 
2 週 後 居 殺 剖検 し : こ が 全 例 必 形成 を を 認め ず 生 虫 体 検 
出し 得 な か つた 。 次 に 7. 7gzgx を キマ ウス 後肢 筋 に 接種 
レ 7. gz が s と 比較 検討 し た 。 此 の 場合 共 棲 細菌 の 影 
響 を 可 及 的 に 除く た め 対照 と し て 共 棲 細菌 の み を 接種 
実験 群 と 共に 隔 日 に 3 回 或 は 連日 6 日 間 マ ウス 腹腔 
内 に NON 5 10 mg, Penicillin 60 て 120 u. 
を 壮 入 し た が ・ 騰 瘍 形成 例 は 実験 群 で 50 x10* の 下 体 数 
- 対 し 10 例 人 導 に 認め た が 対照 群 で は 信 。 で あつ た 。 婦 
対照 畔 で 抗生 剤 を 使用 せ 友 10 例 は 全 例 に 膜 瘍 を 認め , 検 
鏡 に 依り 何れ の 肛 瘍 内 に も 生息 体 を 検出 し た 。 又 臓 瘍 内 
容 の 無菌 検査 は 抗生 剤 使用 に 関係 な く 全 例 細菌 の 存在 を 
示 レ た 。 以上 の 事実 より 7. os は マウ ス の 筋 内 , 
皮下 に 膜 瘍 を 形成 し 膜 瘍 内 容 も 無菌 な る 事 を 認め , 7. 
zezgz に も 腰 瘍 形成 の 能力 を 見 出し , 筋 内 接種 の み に 関 
し て は , 7. gzzzzzs の 方 が 7. 7gzzx に 比 し より 病原 
性 が ある 様 に 思 は れ た が , 7. gggxzgs に 比較 し て 対 マ 
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ウス 病原 性 は 両者 共 低 い ょ うに 思 は れ た 。 


214. 腰 ト リコ モナ ス の 発 商 学 前 研究 (1) 新井 博 ( 鹿 
大 寄生 虫 ) : HH ARAI: Immunological studies on 777- 
272077S の の 527777ZS (1) 


1) 77zcozzozZS 9 の 227S の 免疫 抗体 産生 過程 : マウ 
ス は 婦 み Nb soyty 同時 に 抗体 の 生 
る 事 は 既に 知ら れ て 。 そ と で マウ ス に だ 分 み を 接 
導 て 抗 1 We 即ち 48 時 間 培 
養 眼 体 を 数 回 洗 藻 後 180X10*0.8 ml) の 虫 体 を 大 服 筋 
肉 内 に 接種 , 1 21W に 理 り 各 5 匹 毎 に 心 採血 し, その 血 
清 を 用 いた 。 実施 に 際 し て 各 血 清 は 非 働 性 後 10 倍 ょ り 倍 
数 稀釈 し , そ の 0.25 ml に 100X10* の 48 時 間 培 養生 虫 体 
を 加 へ 87'C30 分 及び 1 時 間 後 に 判定 し た 。 対照 は 生食 浮 
流 息 体 及 び 健 康 マ ウス 血清 で ある 。 健康 血清 対照 は 総 て 
20-40X 陽 性 を 示 し た 。 接種 群 の 凝 塊 価 は 1 W に は 既に 
160~640X を 示し 5 て 6W が 最高 で 特に 20,480 X の 最 
高価 を 示す 例 も あつ た 。 そ の 後衛 次 下降 し た 。 凝 塊 価 は 
接種 局所 の 所 見 は 略 々 一 致 せ る 如く 膜 瘍 の 自 潰 排 膜 せる 
7W 頃 より 低下 し 10W で 160~3820 X21W で 商 80ー320 
X を 示し , その 際 は 周 所 は 厚い 結 締 織 で 彼 は れ 臓 葵 は 無 
\ 稀 に 乾 酷 様 塊 を 含む も の も あつ た 。 凝 塊 価 の 判定 に 際 
し は 30 分 価 に 比 し て 大 部 分 1 管 位 低く ee 
) 補 体 結合 反応 に 使用 せる 婦 ヵ 抗原 の 作成 法 に ょ 
る 原 尾 の 比較: 人 72 み 免疫 血清 で C.EF.T. の 成立 する 
* 衆 知 で ある が , 実施 する た 当り 使用 する 分 ヵ 抗 
原 に . ト り 抗体 価 に 半 が 見 られ る 様 で ある 。 そ と で 超 音 濾 
処理 法 。 凍結 工 解 法 。 煮沸 法 で 抗原 を 作成 し て その 抗原 
性 を 比較 し た 。 被 検 血清 は 48 時 培養 の 生 虫 体 で 免疫 し た 
清 で 凝 塊 価 5,120 X の も の で ある 。 以上 の 三 
> C.E. 和 T. の 結果 は 何れ も 16 X 陽 性 を 示し , 作 

つて ゃ 折 性 に 差 は 見 われ な い 様 て あつ た 。 


215. アア ezs ん zzgzzo oopo7 が 7 の 電子 顕微 鏡 的 形態 ⑤) 
中 西 健一 ( 微 研 寄生 束 ) 西 義 美 ( 後 研 電 顕 室 ) : KK. NAKA- 
NISHI  Y. NISHI: On the fhe structures of 
eS の の の の 27 aS Shown by electron microscope 


我々 ( 学会 料 昌 本 壇 


部 大 会 以来 , 電子 顕微 鐘 に ょ る 本 原虫 zzszZzz2 の cp- 
の ez の 外 表 所 見 , 内 部 組織 , 更に 鞭毛 の 微細 な る 構造 
に つい て 詳細 な る 報告 を 重ね て 来 た が , 今回 は 細胞 質 内 


の 自家 増殖 性 題 粒 の 一 つと し て 最近 興味 を も た れ て いる 
kinetoplast に つい て と と に 報告 する と と と する 。 材料 
は 在 来 の zzs ヵ Z の ozo の の 2 北川 株 で 。 1 多 オ スミ ウ 
ム 酸 pH 7.4 婚 酸 緩 衡 液 に て 固定 , 水洗 後 エ タ ノ ー ル 系 
列 に て 脱水 , メタ クリ レー ト 樹 脂 包 理 し た 。 ミ クロ トー 
スム は Spencer model 820, 及び 日 本 ミク ロト ー ム 研究 所 
製 RU 型 を 用 い , 電子 顕微 鏡 は 日 立 製 作 所 製 古 U 6 型 加 
速 電圧 50 反 .V. の も の で ある 。 虫 体 部 の 切片 写真 に お い 
て , 鞭毛 根部 に 極め て 接近 し て 。 大 体 杵 状 乃至 三日月 形 を 
な し た 境界 明 瞳 な 可 成り 大 き な 像 を 認め た 。 と れ は 核 よ 
り も その 大 し いさ 小さ く , また mitochondria より も 大 で 
mitochondria 特有 の cristae も な く 独 得 の 内 部 形態 を 
有 し て お り , その 位置 的 関係 か ら 見 て も , と れ が 所 詩 近 
時 注目 され つつ ある kinetoplast で ある と 考え られ る 。 

kinetoplast の 周辺 は 明らか な 限界 膜 を 以 て 区 別 さ れ , そ 
の 内 部 は 細胞 質 よ り qensity の 高い 微細 な る 吾 粒 に て 充 
た され る 。 そ の ほ ゞ 中 央 部 に は 長 軸 に 平行 し て 電子 線 箕 
過 性 の 極め て 悪い 加 粒 が 紐 状 体 を な し て 配列 し , と の 経 
状 体 が kinetoplast 特有 の 構造 と 考え る 。 





216. 色素 に よる 7 ァ gpooso7zo の 7 の Zenrse の Alki- 
netoplastic 型 (AK 型 ) 誘発 機 序 に 関す る 選 伝 学 的 考 
窒 猪木 正三 ・ 松 代 愛 三 ( 後 研 寄生 虫 ): S. INOKI 鐘 
MATSUSHIRO : Genetic studies on the akinetopla- 
Stic form (AIK form) of 7 の の 27Os の 22 77 の 2 の 672S6 (③) 


Inducing transformation of drug-resistance 
さき に 猪木 は 7y カ goso が 2 gg が 2 の ezse (W 株 ) 感染 マ 
ウス に Trypaflavine, p-Rosaniline 等 を 夫々 適当 量 投 
与 する と 。 RG を 消失 し た 型 (Akinetoplastic 
form) が 出現 する こと と 並 に その 出現 の 機 誠 に つい て 報告 
し た 。 次 に と の A 孔 型 ( WM は 我々 の 株 で は 長く 生存 し て か 殖 
し 続け な い の で ある が , 出来 れ ば か や うな 株 を 固定 させ 
た いと いう 願望 か ら , p-Rosaniline の 85 mg/kg マ ウス 耐 
性 株 を 得 た 。 し か し と の 耐性 株 は 原 株 に お いて 充分 A 表 
型 の 出現 を 誘 玩 す る 程度 の 色素 量 に よ つ て も kinetoplast 
の 分 裂 は 阻害 を 蒙 ら ず , 従 つ て A 表 型 の 出現 を みな い 。 
と の 事 は A 型 の 誘発 を teet する と と で 逆 に ある 株 の 
耐性 の 度合 を 測定 する と と が 可能 な と と を 示し て いる 。 
以上 の こと 迄 は 関西 支部 会 に お いて 既に 発表 し た が , 今 
回 は と の 手技 を 応用 し て 進学 的 研究 を 更に 先 展 させる 
に と が 出来 た 。 肺炎 双 球菌 や 百日咳 で は 型 転 換 が D 
AA に よ つ て 誘導 され る と と が 既に 知ら ち れ て いる 。 我々 の 
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p-Rosaniline 春 性 株 の 耐性 も 累代 遺伝 的 に 続く こと と か 
ら , 耐性 株 の DNA が 原 株 と 多少 異 る 構造 を も つ 事 を 予 
想 し , 我々 の 材料 で も 耐性 株 と 感受 性 株 の 間 に お いて と 
の 種 の 薬剤 耐性 の 誘導 が 可 いか と 考え て 実験 を 
行 つ た 。 p-Rosaniline 耐性 株 の 感染 し た マウ ス を 
骸 首 し て , 77 ァ ygzoso2zZ を 血球 と 分 離し , 三 回 以上 凍 
ceo て 原虫 を 完 会 に ェ エム ル ジ ョ ン に する (と の 中 に 
は 原虫 は 全然 生存 し な い )。 別に 活 深 に 運動 し て いる 原 
株 ( 感 : 有 性 株 の の 浮 渡 液 を 作成 し て , と れ に 上 記 エ ムル ジ 
ョ ン を 15 分 間接 触 と れ を マウ ス に 注射 し て 血 中 
に 増殖 し て 来 た も の に つい て , さき に 述べ た A 素 誘発 試 
ニー PHCC ッ PWRKACOtp 
れ 方 が 対照 の 原 株 に 比 し て 低く な る 管 で ある 。 対照 
原 株 が 4 時 間 後 に 約 20 の AK 型 を 誘発 され る の ヒ 比 
し て , 上 の 如く 隙 性 化 の 操作 を 行 つ た 感受 性 株 は 10% 内 
外 に 停 り , 明らか に 耐性 の 獲得 が 証明 され た 。 勿 論 対照 
実験 と し て , 感受 性 株 を 感受 性 株 の エム ル ジ ョ ン と 接触 
させ て も 何等 耐性 化し な い 事 は 確認 し た 。 接触 時 間 に 就 
て は 15 分 で 充分 で あり , それ 以上 で は むし ろ 作 用 が 減弱 
する 傾向 さえ ある (その 意義 は 不明 )。 耐性 化 を Pa 
に 就 て は エス ムル ジョ ン を 倍数 稀釈 する 
能力 も 少く な る に より 用 
よ 明 ら レ か し それ が か D 
更に 検討 中 以上 我々 
何ら か の 物質 に よ つ て 感受 性 株 
dk られ る 事 を 報告 こう な transformation 
は 原虫 類 で は 最初 の も の で あり , 原虫 の 薬剤 褒 性 株 の 出 
現 機 座 と も 関連 し て 非常 に 興味 ある 問題 で あ 
今後 更に 偵 重 な 検討 加え る 必要 が ある < 
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217. トリ バ パ ノ ゾ ーママ 感染 に Sabin-Feldman test 様 
の 色素 試験 を 応用 し た 実験 藤 陵 至 功 ( 慶 大 寄生 昌 ): 
S. FUJIOKA : Sabin-Feldman-dye test ike phenom。 


enon in Trypanosomma infection in rat and mice 


Sabin-Feldman test は Toxoplasma の ia ト と 
人 血清 ) と の 協同 作用 
と な る 現象 を 応用 し た を 
じ 方 式 が 77 ツ 27 の SO が 2 @ の 257 
の 間 で も 成立 する と と を 先 に 報 


7 の の 7 の so22Z 7e0292 (に つい て 追 
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。 筆者 條 と れ と 5 
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告 し た が ,。 と れ を 更に 


究 す る と 共に と の 二 つ の Trypanosoma の 間 で と の 方 式 
に と ょ る 類 属 反応 が 見 られ る か 否 か を 検討 し た 。 即 ち 9- 
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の gz の s の 2 2 の 2s2 の 貝 体 を テッ テ に 感染 させ て 得 た 免疫 
血清 と accessory factor と を 同 虫 体 に 作用 させ た 後 , ア 
メリ カ 性 メチ レン 青 液 て pH 11) を 加え て メチ レン 表 非 
染 虫 体 率 を 算定 し , 対照 と し て 健康 ラッ テ か ら 得 た 非 免 
没 血 清 , 非 働 化し た accessory factor, 0.9 多 食塩 水 を 
それ ぞ れ 置い た 。 免疫 血 清 10 例 に つい て 実験 の 結果 , 免 
商 血 清 の メチ レ 8 非 染 虫 体 率 は いずれ も や 低 値 で は ある 
が 対照 と 比較 し て 差 が 見 られ た 。 な お 免疫 血清 の 凝 塊 価 
や も とれ に 対応 し て いずれ も 低 値 を 示 し た 。 次 に ZZz- 
の s の 2 /eeezS7 の 貝 体 を テッ テ に 感染 疫 血 清 
及び Z7y カ zosg2zZ 6 の の 9 を マウス に と 感 染 さ せ て 得 た 免 
疫 血 清 れ ぞ れ の 虫 体 と 変 又 させ た 組合 せ に つい て 
前 実験 と 同様 の 方 法 で メチ レン 青 非 染 虫 体 率 を し ら ベ 
た 。 免 疫 血 清 各 10 例 ずつ の 20 組 に つい て 実験 の 結果 , 加 
疫 血 清 の メチ レン 青 非 染 虫 体系 は 対 照 と 比較 し て い ず 
も 差 が 見 られ な か つた 。 以 上 の 実験 結果 か ら Sabin-Fel- 
dman test に 見 られ る 現象 , 即ち 抗体 と accessory fa- 
ctor と の 協同 作用 に より 原生 の 原形 質 が メチ レン 青 に 
非 染 性 と な る 現象 は 7oxoZ/zszzZ 及び 277 の ZOS の 7 の 
e2 の 2S2 以外 に て や も 見 られ , 
7 ァ y カ Z72 の S の 2 の 6 の の 2S2 と の 
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218. 婦 zcepo7Z7ozooz の 感染 実験 に 関す る 研究 ( 続 
報 ) 岩見 一 朗 ・ 娠 崎 輝 美 ( 阪 市 大 医 動物 ) : 1. IWAMI 
& IWASAKI : Experimental results on possible 


tranSrnisSiOn of 万 ce の ZZ7Zogo 
た 


ce の 2/7ozooz は こ お い て 諸 動 物 の 間 に 可 成 
り 広汎 な 感染 域 を 有する 原虫 と 考え られ て いる が , 大 阪 
市 内 及び 近郊 に お いて 捕獲 せる 雀 ょ り お 90 
を 検索 こと れ を マウ ス に 継 代 接 種 し , 更に 感染 経 } 
一 部 を 解明 する 目的 で Parasitemia 並び に 経口 感染 
立 の 有無 に つい て 検討 し た 結果 , 次 の 成績 を 得 た 。 
ce の /z77ozoo2 の マウ ス 腹腔 内 接種 に よる 感染 の 成立 
は 接種 後 2 週間 目 の 」 64rsdsPeo の で 

10"* 稀釈 液 ま で 陽性 と , 肝 , 腔 , 脳 の 磨 砕 懸 濁 液 
用 いた よ 10"? 也 て 陽性 で あつ た 。 

2) 木原 了 挫 患 2 週間 目 の マ ウス の 500 倍 稀 秋 以 下 の 
腹水 及び 肝 , 腫 , 脳 の 磨 砕 懸 濁 液 を マウ ス に 経口 投与 普 
びに 尾部 静脈 内 接種 する と と に より 著 明 な 
を 惹起 せ し め る 。 双 Parasitemia は 懸 濁 液 の 濃度 の 高 
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いも の 程 早 期 に , 低い も の 程 緩徐 に 出現 する 。 8) マウ 
ス の 経口 感染 は , 本 原虫 家 患 2 週間 目 の マ ウス の 腹水 を 
用 いた も の で は 10- 稀釈 液 まで 陽性 と な り , 肝 , 肌 及 び 
脳 の 磨 砕 叔 濁 液 で は 10~* 稀釈 液 ま で 陽性 で あつ た 。 


219. 太 . co7z の 細胞 化学 的 観察 一 瀬 氷 吉 ( 慶 大 寄生 
虫 ) : E. ICHINOSE : Histochemical studies on 万 22- 
422 CO 

浸 滴 虫 類 の 中 で 人 体 に 寄生 する 唯一 の 種類 で 複雑 な 構 
造 と 特有 な 生活 機構 を 営む 万 co7 に 就 て て それ ぞ れ の 条 
件 下 に ある 虫 体 。 即ち 1) 豚 の 糞 の 胞 衰 より Baramuth 
に 継 代 培養 。 2 ) 培養 虫 体 を テッ テ 腸 管内 に 集め , 任意 
の 固定 剤 に 投入 切片 標本 と な し た る も の 。 3 ) モル モッ 
ト に 人 工 感染 を 施し , 腸管 組織 に 侵入 せる 息 体 及び 感染 
侵入 腸 壁 等 を 材料 と し て , 核酸 , 糖 質 , フ ォ ス ファ ター 
ぞ の 食 布 及び 変動 を 細胞 化学 的 或 は 形態 学 的 見 地 か ら 
検討 し た 。 その 結果 主として 1) 万 co に は DNA, 
RNA, 糖 質 , フ ラフ ォ ス ファ ター ゼ の 存在 が 認め らち れ た 。 2 ) 
大 核 の DNA は 紙 慢 性 に 分 布 し , 小 核 は 密 な 天 粒 状 で あ 
る 。 由 体 の 分 裂 期 に ある 大 核 の D NNA は 瀬 時 粗 と な る が 
消失 は な く 商 分 裂 期 の 小 核 は Feulgen で 反応 し な い 様 
で ある 。 3 ) 糖 質 は 主として グリ コゲ ン で , 一 般 に 大 小 
無数 の 頼 粒 と し て 濃密 に 虫 体 全 般 に 分布 し , 分 裂 と 際 し 
て の 増減 は フォ ス フ ァ ター ゼ の 活性 と 逆 で グリ コゲ ン の 
減少 消費 が 認め らち れる の に 反 レ フォ ス フ ァ ター ゼ の 活性 
は 高まる 様 で ある 。 切片 標本 , 組織 侵入 切片 像 に は 大 き 
な 人 大 色 は 認め られ な か つた が 貝 体 侵入 組織 は グリ コゲ ン 
の 減少 。 DA の 粗 , RTNA の 微細 頸 粒 状 に 認め られ る 
虫 体 が 培養 虫 体 に 比 し 多数 認め られ た 。 ・ 


220. 肺 吸 虫 の 単数 寄生 に 関す る 研究 (3③ 大 下 肺 吸虫 
感染 白 涼 の 肺 臓 の 病変 と 虫 体 の 発育 に つい て 横川 宗雄 
・ 吉 村 裕 之 ・ 小 山 千 万 樹 ・ 佐 野 基 人 ・ 津 田 守 道 ・ 辻 守 康 
( 千 大 寄生 虫 ) : M. YOKOGAWA, HH. YOSHIMURA, 
C. KOYAMA, M. SANO, M.TSUDA, & M. TSUJI : 
Experimental infection in rats with one, three and 
five metacercariae of 7Z72go72 が 726S の 27 の 7. (3) : For- 
mation of the worm cysts and histological changes 


in the Iungs 


301 


前 回 に 引続き 大 平 肺 吸虫 メタ セル カリ ア を 1 個 , 3 個 
及び 5 個 宛 白 淫 に 与 へ 虫 体 の 発育 , 産卵 及び 肺 臓 に お け 
る 下 裏 形成 の 有無 及び 其 の 病理 学 的 所 見 を 感染 後 19 日 よ 
り 171 日 に 至る 間 に 近 次 部 見 し 比較 観察 し た 。 メ タ セ ル 
カリ ア 1 個 投与 群 (実験 例 数 40 頭 ), 3 個 投与 群 (実験 例 
数 24 頭 ) 及び 5 個 投 与 群 (実験 例 数 16 頭 ) の 夫々 の 感染 
率 は 48%,752 及 び 1002 で あり , 夫 々 の 平均 寄生 息 体 数 
は 0.5 匹 , 1.4 匹 及び 2.8 匹 で あつ た 。 3 個 及び 5 個 投 
与 群 で は 感染 後 何れ も 39 日 で 全 例 肺 臓 に 貝 衰 を 形成 し 内 
に 2 貝 時 に 3 虫 の 寄生 を 認め た 。 1 個 投 与 群 で は 内 19 頭 
に 寄生 を 認め た が 何れ も 176 日 に 至る も 虫 論 の 形成 が 朗 
め ら れず , 下 体 は 胸腔 内 に 遊離 し て いた 。 然し 何れ の 投 
与 群 に お いて も や 感染 後 81 日 以上 経過 し た も の は 子宮 内 に 
取 卵 の 形成 が 認め られ , 3 個 及 び 5 個 投与 群 で は 同時 に 
糞便 内 排卵 が 認め らち れ た が , 1 個 投与 群 で は 2 頭 に の み 
糞便 内 排卵 を 認め た 。 猫 興味 ある と と は 3 個 投 与 群 で は 
171 日 以後 , 5 個 投与 群 で は 151 日 以後 の 感染 陽性 の 全 
例 に 虫 裏 内 の 虫 体 は 既に 崩壊 死滅 し て いた と と で . 此 れ 
に 反し 1 個 投与 群 で は 135 日 目 の 1 頭 に の み 変 性 崩壊 像 
を 認め た の み で 全て 生存 し て いた と と で あつ た 。 此 れ 等 
の 事実 は 大 平 肺 吸虫 の 白 肖 内 寄生 , 虫 体 の 発育 , 産卵 , 了 
体 の 運命 と 云う 生物 学 的 な 問題 に 興味 ある 示唆 を 与え て 
いる 。 単 数 寄生 の 場合 に の み 上 述 の 如く 取 要 の 形成 が 認 
め ら れ な か つた の で ある が , 病理 組織 学 的 に は 全 例 に 肺 
炎 像 や 助 膜 炎 若 く は 助 膜 潰瘍 を 認め , 糞便 内 に 虫 卵 を 認 
め 得 た 2 例 で は 帳 体 の 明らか な 肺 臓 内 侵入 に よる と 思 は 
れる 著 明 な 助 膜 肥厚 や 肺炎 及び 偽 虫 衰 と も 称す べき 空洞 
形成 と 肺 実質 内 虫 卵 が 多数 認め らち れ た 。 此 の 事 は 単数 寄 
生 と は 云 へ 虫 体 の 肺 臓 内 侵 朋 は 多数 寄生 の 場合 と 同様 で 
は あら う が , 体 は 肺 臓 内 に 安住 し 得 ず 再び 胸腔 内 に 出 
て 徒 簡 する も の と 思わ れる 。 住 血 吸虫 天 を 除く 殆 ん どす 
べ て の 吸 了 虫 類 が 雌雄 同体 で は ある が 相互 交接 を 原則 と す 
る と 云わ れ て いる 点 か ら , 本 肺 吸虫 に つい て も 赤 二 下 以 
上 の 寄生 が 虫 裏 の 形成 に 必要 条件 と な り 得る の か る 知れ 
な い 。 然し 年 ら , 一 方 人 体 肪 吸虫 症 の 剖検 例 若 く は 病巣 
部 切除 例 の 報告 で は 多く は 1 裏 中 1 虫 体 の み が 寄 生 し て 
いる 場合 が 寧ろ 多く , 必ず し ゃ 一 致し な い 点 が ある の は 
肺 吸 虫 の 種類 と その 宿主 特異 性 と 云う 点 か ら 検討 の 必要 
が 痛感 され る 。 








釣 虫 の 分 泌 , 排 港 系 と その 宿主 へ の 影響 森下 哲夫 ( 岐 


牌 医科 大 学 寄生 虫 学 教室 ) 


釣 虫 連 血 の 原 因 と し て は 釣 束 の 吸血 が 第 一 義 的 な る の 
で ある と 考え られ る 。 犬 に 500~2000 隻 経口 感染 さす と 

7 10 日 後 頃 か ら 急 激 な 質 血 を 起す 。5000~10000 隻 の 
経口 感染 だ と 6 8 日 後 か ら 委 血 を 起す 。 と の と と は 有 
釧 出 犬 で も 変り は な い 。 一 方 釣 息 体 又 は 代謝 産物 の 催 貧 
碧 性 物質 を 求め る に 成虫 乳剤 ( 4 隻 /cc) を 家 兎 に 1cc 
/kg 静 注 す る と 4 一 6 時 間 後 に 赤血球 数 と 血色 素 量 の 最 
低 を 来 す 。 と の と と は 成虫 の 雌 , 雄 や 兎 の 有 眉 名 出 の 場合 
も 委 血 の 起 る 状態 に 差 は な か つた 。 成虫 乳剤 を 連続 6 日 
注 の 場合 7 日 後 迄 下り つ さ け 又 上 昇 し 始め る 。 と の と と 
は 成虫 飼育 液 (10 隻 /cc, 18 時 間 ) 2cc/kg 静 注 の 時 で 
ゃ 成虫 乳剤 の 静 注 の 様 な 像 を 呈し 連続 注射 で も 同様 に な 
り , 幼虫 飼育 液 ( 100 隻 /cc。 24 時 間 ) を 静 注 し た 時 も 赤 同 
に 委 血 を 起す 。 し か し と の 様 に 起 つた 委 血 が 釣 虫 症 の 
委 血 と 直接 の 関連 を 有する や 否や は 疑問 で ある 。 健康 及 


び 権 患 犬 の 血清 を 2 cc/kg 家 兎 に 静 注 す る と 1 回 注射 で . 


な は 差異 は な い が 頻 回 の 静 注 で は ある 程度 容 加 犬 の も の が 
名 血 を 起 さ せ 易 い 様 で ある 。 異物 を 静 注 する と 家 兎 に 貧 
血 が 起 る と と は , 豚 顕 昌 体 腔 液 及び 飼育 液 で も 起 る し 玩 
填 の 静 往 で も 起 る 。 犬 に 経由 感 染 し て 8 て 5 日 後に 腸管 
に 達する の で 早期 に 質 血 か が 起 れ ば 釣 虫 の 代謝 産物 に よる 
委 血 と 言う と と が 判然 と する 訳 で ある が , 3000 隻 経 剛 感 
染 し た 犬 で も Y ~12 日 後 で な いと 和 貧 血 が 起 ら な いし , 家 
兎 の 腹腔 に 犬 の 腸 中 の 幼虫 (第 3 期 ) を 500 隻 入れ て も 
著しい 委 血 が 見 られ な か つた と と は 釣 下 遥 血 の 起因 に 重 
要 な 示 嘘 を 与え る と 思う 。 

し か し 釣 虫 が 小腸 に 生存 し て 代謝 産物 を 出す 為 に 何等 
か の 宿主 に 影響 を 手 え る と と は 皆無 で は な い 。 先 づ 釣 息 
の 修 泌 , 排 港 系 統 を ズ ビ = 及び アメ リカ 釣 虫 に つい て 見 
る と 頭 腺 は 2 対 で 内 側 の 一 対 は 神経 論 迄 , 外側 の は や ゝ 
大 で 食道 化 端 に 達する 。 何 れ も 開 口 部 は 歯 板 の 所 で 後者 
の は 第 2 歯 の 外 例 に 開く , アメ リカ 釣 虫 の 場合 も 歯 板 
の 大 体 そ の 位置 に 開口 する 。 解剖 し て 頭 腺 肥 び 頸 腺 を 取 


り 出す と と が 出来 る 。 頸 腺 は 排 洪 橋 に 開口 し 更に 排 浴 口 
た 通ずる 。 用 腺 の 大 さ は 了 虫 体 の 7。 の 長 さ で ズ ビ = ニ で は 
左右 一 対 の も の が 別々 に 排 江橋 に 開口 し て 居る も の が 多 
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く 。, ア メリ カ で は 上 単 一 の 頸 腺 が 多い 。 と れ は 幼虫 時 に は 単 
ーー で 成虫 に な る 時 に 二分 する も の が ある の に よる 。 食道 
腺 は 背部 に 1 亜 腹 に 2 あり 食道 球 部 に 主体 が あり 食道 膝 
え の 判 然 と し た 開口 部 は な い 。 "Thorson の 言 う 様 に 前 方 
に の び て 口 埋 に 開口 する と と な い 。 食 道筋 に は 環状 の も 
の と 縦走 の も の と が あり , アメ リカ で は 歯牙 の 発育 の 悪 

CR 
ず 吸 血 し て 居る と と は 鼻 白 分 解 酵素 の 少 い と と も 考え 
seー 

Y.5 殊 に 5.8 が 至 適 で ある 。 5.8 及 び Y.0 に お ける Ca- 
sein の 分 解 は 1 時 間 以 内 で も 僅か に 能力 の ある と と が 
分 る 。87 で 1 時 間 の 入 囲 が 随伴 細菌 の 影響 が 少 い 様 で あ 
る 。 次 に 犬 の 血清 に つい て 釣 虫 を 乳剤 の protease を し 
ら べ る と 至 適 pH 6.5 7.5 で あつ て 。, formol 滴定 法 及 
び Fojiin-C 法 で 殆 ん ど 虫 体 乳剤 に は 面 清和 蛋白 分 解 能 の な 
いと と を 知 つ た 。 と の と と か ら る 釣 虫 は 栄養 源 と し て 大 
量 の 血液 を 吸い 続け る 必要 が ある と と が 判る 。 犬 血清 を 
放置 する と ベッ クマ ン 像 は 2754 か ら 280 に 移動 する 。 
犬 釣 東 乳剤 を 放置 する と 265 。 に 山 が 出来 る 。 一 方 乳 
剤 4 と 血清 1 の 割 に 放置 する と 265 ム と 275 に 山 が 
あつ た も の が 時 間 の 経過 と 共に 265 。 の 山 が 大 きく な 
る 。 し か し 乳剤 4 と 束 血清 1 の 割 に 放置 する と 260 み に 
山 が 出来 る 。 と の と と か ら 犬 釣 虫 に は 犬 血清 が 適する と 
想像 され 宿主 特異 性 の 必要 が と の と と か ら 考 えら れる 。 
絶え ず 吸 血 す る 釣 虫 は 血液 凝固 阻止 の 必要 あ る 。 健康 
人 の 血 立 に 犬 釣 虫 乳剤 各 稀 釈 液 を 添加 する と 8 倍 稀 釈 迄 
は 完全 に 凝固 を 阻止 する 。 500 倍 で も 凝固 時 間 を 遅延 き 
せる 。 銘 下 乳 剤 の と の 作用 は 100'C10 分 処置 する と 失わ 
れる 。 顕 虫 体腔 液 は 血 上 の 凝固 を 逆 に 促進 する が こと れ は 
徐 酸 ソー ダ 添 加 で 抑制 され る の で 要する Ca に よる も 
の と 思わ れる 。 

釣 虫 症 の 患者 2 名 の 血 茜 に 犬 釣 各 乳剤 を 添加 する と 東 
卵 排出 多く 質 血 の 強い ゃ の 程 prothrombin-time が 延長 
する 。 と の こと と は 乳剤 添加 で ょ り 判 然 と し た 形 を と る 様 
で ある 。 栓 患 犬 の 場合 も 同様 で ある 。 家 兎 の 血 医 に 対し 
て も 26 秒 位 で ある prothrombin-time を 釣 虫 乳剤 添加 で 
延長 させ る と と が 出来 る 。 犬 釣 成虫 の 飼育 液 を 透 折 し た 
や も の や ゃ 人, 犬 , 家 兎 の 血 毅 凝固 阻止 に 役立つ 。 釣 虫 の 臓 


器 で は 腺 に と の 作用 強く 頭 腺 に 僅か に あり 他 の 臓器 に 
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は な い 
釣 虫 Carrier の 領 血 石崎 達 (国立 予防 衛生 研究 所 寄 
生 虫 部 ) 

釣 虫 症 は 感染 性 疾患 ど で あ る か ら と 症状 分 析 に 当 つ て y 
了 虫 対人 体 の 相互 関係 に お いて 把 掘 し な けれ ば な ら な 
Selye の 言葉 # 2 も io の 
し て 虫 種 と 寄生 虫 数 , 生体 反応 の 強 さ を 測る も の と し て 
ee その 他 の 症候 群 を 考え る 。 PA 
に よ つ て は 貧血 の 結果 2 次 的 に 起 る る の も 考え られ る 


で, 2 着眼 点 を 感染 量 ( 虫 数 ) と 貧血 の 2 つ に 
た 。 才 は と ちら か ら 出 張 し て し ら べ た 多 了 保有 者 


と っ て , 自ら 受診 に 来 た 人 達 で は な い 。 Carrier と 


う 概念 を 釣 了 虫 の 寄生 し て いる 人 (症状 発現 の 有無 に か 
か わ ら ず ) と 一 先 づ 規 定 する 。 

調査 対象 は 主 と し Se 人 男女 20 
て 70 才 で 慢性 疾患 及び 顕 虫 保有 者 を 除き , 男女 略 同数 , 
内 訳 は 釣 虫 Carrier 313 名 (全部 Necator 単独 寄生 虫 
者 ), 如 何 な る 寄生 虫 卵 も 陰性 の 者 Control 157 名 , 合計 
470 名 で ある 。 従 つて 特に 別記 し な いか ぎり Necator 
寄生 者 の 成績 で あ る 。 

1) 虫 数 と 損 血 : 血色 素 量 と Necator 虫 数 の 間 に は 逆 
相関 が か み ら れ 直線 回 帰 関係 が 成立 する 。 性 別 で は 女 は 男 
より 損 血 に な り 易 い 。 こ の 関係 は 他 地 方 の 研究 で Ancy- 
ostoma 保有 者 で も 全く 同様 ご も あつ た 。 但し 両 種 釣 息 
Me する と Ancylo. は Necat. に 比 し て 委 血 を 超 し 易 

, 統計 的 処理 に よ つ て 超 加 血 力 の 比較 が 可能 で ある 。 

上 札 の 2 eee 
別 な 見 方 を する と 邊 数 が 多い に 拘ら ず 血 色素 量 の 多い 人 
或 は その 反 0 人 が あつ て 個人 5 別 の 血色 素 量 分 布 は 種々 
変化 に 豊 ん で いる 。 

Mk 

を 考え た 。 と の 場合 7 は 生体 反応 が 生体 に 有利 
に 簡 い た 場合 の すべ て を 含む せ も の と し た 。 

従 つ て 先天 的 或 は あら ゆる 意味 の 後天 的 な 性 質 及 び 
代謝 その 他 の 諸 条 件 を も 含む も の と する 。 

ま づ 血色 素 量 18 g/i 以上 及び 以下 の 群 で 別々 に 虫 数 と 
網状 赤血球 数 の 相関 を みる と 両 群 共 に 正 相関 が みみ られ た 
が , その 回 帰 係数 は 前 者 が 大 きく , 人 体 は 虫 数 に 応じ て 
拓 抗 力 を 発動 する が , その 相 抗力 の 発動 の 少 い 人 が 委 血 
を 起す と 考え られ る 。 虫 数 を 一 定 に し て 血色 素 量 と 綱 状 
赤血球 数 の 相関 を みる と 正 相関 が みみ られ, と の 考え を よ 
ヽ 裏 書き 

Necator carrier は 種々 の 検査 で 出血 素因 を 検査 し た 


し て いた 。 
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が 陰性 で あつ た 。! 間 時 間 血液 凝固 時 間 , 末 醒 血管 抵 
抗 (紫斑 計 値 ) いづ れ も る 正常 で あつ た 。 

Necator carrier は ea すでに 低 色 素 
性 錦 血 の 傾向 を 示 し た 。 即ち , 平均 赤血球 面 色素 量 (M. 
C.H.) と 血色 素 量 が 正 相 関 。 血清 鉄 は 大 部 分 が 正常 値 範 
囲 で 虫 数 ・ 血 色素 量 共 に 相関 が な い 。 糞便 内 出血 量 CFI- 
ink-Watson 法 ) は 血色 素 量 と 導 相 関 が あ り 出 血 と 紹 面 
の 連関 が わか つた 。 

上 記 諸 成績 は 毒素 説 を 否定 する も の で は な い が 釣 虫 損 
血 の 成因 に 出血 が 重要 で ある と と を 示す 。 

2) 一 般 症状 : Carrier 194 人 , Control 157 人 を 問診 
表 に ょ り 調 査 し , 集計 に 先立ち 20<80 才 で 性 別 出現 事 の 
差 を , 血 色素 量 1214 g/qI で 年 令 別 出現 率 の 差 を 検討 
レ , 差 が あれ ば 分 け , な けれ ば 合計 し て 集計 し た 。 

自覚 症状 。 虫 数 と だ け 正 相関 の ある の は 肘 早 , 息切れ , 
腹痛 , 消化 異常 , 異 味 症 で 大 略 100 匹 以上 で 出現 の 増 
加 が 目立つ た 。 

虫 数 , 血色 素 量 共に 相関 の ある の は 人 冷え症 と 借 息 感 で , 
了 数 100E 前 和 ま り 以 上 人名 素 1 以下 で 出 下 
率 が 増加 し て いる 。 

招 血 と だ け 相 関 の あ る の は 動 修 , 頭痛 乃至 頭重 , 便秘 
又は 排便 不 整 で Control 共々 12 g/ql 以下 に 出現 率 が 多 
く な る 。 

これ ら の 症状 は 所 詩 非 特異 症状 な の で 自律 神経 検査 を 
Wenger 法 で 実施 し eve 行 つ て 個人 の 因子 得点 を 
計算 し て 症状 と の 相関 を みた 。 こ と の 場合 非 特異 性 に 留意 
し Control 89 名 に つい て て 集 3 計 し た 。 結果 は 副交感 神経 
に の 聞 を み た の は 明り 。 か 
易い , 冷え 症 , 上 腹部 痛 , 腹痛 等 で あつ た 。 

一 般 他 覚 症状 。 了 虫 雪 と 正 相関 の ある の は 舌 革 , 肝 腫 , 
肥 ま け ( 釣 息 性 皮膚 秋 ) 。 損 血 と 相関 の ある の は 舌 著 , 
つた 。 

以上 を まとめ て みる と , 邊 数 と 消化 器 症 状 , 神経 症 
状 , 委 血 と 備 可 症状 が 関係 が ある と いえ よ う 。 

、 3) 小腸 線 像 : 集団 検診 時 男性 20 人 に 空腹 の ま 
診 させ 造影 剤 を の ませ て 1 人 3 回 (30 分 , 1 時 間 , 2 

間 ) 腹部 接 撮 影 を 行 つた 結果 を まとめ る と > 空腸 粘膜 

異常 像 は 虫 数 ee が あり , この 粘膜 異常 は 粘液 分泌 
過多 及び 帳 動 異常 又は 広 進 等 と も 正 相関 示し た 。 こ とれ 
ら の 変化 は 慢性 に 存在 する 小腸 炎 と 一 致す る も の で 釣 息 
寄生 に より 空腸 局所 の 炎症 が 起 る と と を 認め た 。 

4) 肝 機 能 : Carrier 約 50 名 で 検査 血清 蛋白 量 。 Thy- 
mol 潤 濁 反応 , Cephalin Cholesteroi 沈降 反応 。 高田 反 
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応 , B.S.P. 反応 は いづ れる も 正常 値 範 囲 内 で 虫 数 ・ 紹 血 
と 相関 が か な か つた 。 亜鉛 潤 濁 反応 , Thymol 沈 隆 反 応 は 
一 般 的 に 正常 より 高値 を 示し た が 下 数 ・ 委 血 と 相関 が な 
か つた 。 

5) 血清 蛋白 分 謀 : Carrier 56 名 の 集計 。 濾紙 電気 泳 
動 法 。 室温 7.5 mA。 5 時 間 展 開 。 B P B 発 色 。 Densi- 
tometer 定量 。 

平均 値 で みる と 健康 人 値 に 比 し Albumin の 減少 , gr 
用 び ae。-Globulin の 増加 , g-Globulin 不変 ,y-Globulin 
の 著 増 , A/G 比 の 減少 が か み ら れ た 。 8g-Globulin は 血色 素 
量 と 正 相関 , y-Globulin は 虫 数 と 正 相関 を 示し た . 更に 
y-Globuin は 網状 赤血球 数 及び 自覚 症状 の 内 頭痛 妃 至 頭 
重 ・ 肘 時 ・ 明 痛 ・ 借 怠 感 の 発現 事 と 正 相関 ま 示 し た 。 

と の 成績 か ら 釣 虫 寄生 は 血清 蛋 白 分 社 に 影響 を 与え , 
と くに ヶ -Globuliin は 良かれ 悪し か れ 人 体 の 反応 の 強 さ 
その も の と 相関 を 有する と 思わ れる 。 

6) 作業 能力 : 踏 台 昇 降 試 験 5 分間 の 負荷 で 脈 揚 の 増 
加 と Fijicker 値 の 低下 が 血色 素 量 と 導 相 関 を 示し た 。 と 
れ に 関連 し て 呼吸 代謝 に 関係 の ある 血 中 焦 性 衛 蓄 酸 値 と 
血色 素 量 と の 間 に 逆 相関 が あつ た 。 即 ち 作業 能力 の 低下 
は 虫 数 と は 無関係 で , 招 血 と だ け 関 係 す る も の で ある 。 

?) 疫学 的 考察 : Control 群 で 性 別に 血色 素 量 の 頻度 
分 布 を し らち ら べ て みる と 正規 型 で あつ た 。 Carrier で は 軽 
感染 群 (飽和 食塩 水 浮浪 法 で の み 陽性 ) も 中 等 感染 群 
( 塗 抹 法 で 陽性 ) も 大 体 Control 群 と 一 致し た 分 布 を す 
る が 血色 素 量 の 低い 側 (貧血 ) で 分 布 が 乱れ て いた 。 既 
に 述べ た 様 に 諸 症状 は 虫 数 100 匹 以上 , 碧 色素 量 12 g/ql 
以下 で 増加 が 明瞭 に な る こと, 及び 私 の 調査 し た Carrier 
で は 大 部 分 ( 略 9022) が 虫 数 100 匹 以下 , 血色 素 量 12g/ql 
以上 で ある と と か ら 考 える と , 釣 虫 Carrier の 大 部 分 は 
症状 を 発現 し な いと 考え る と と が 出来 よ う 。 

駐 , 血色 素 の 個人 差 は 既に Control 群 で も み ら れ 
る と と か ら , 釣 虫 Carrier の 貧血 は (個人 差 十 釣 虫 の 影 
響 ) と いう 概念 が 得 ら れ よ う 。 

8) 結論 : Necator 流行 地域 の 集団 検診 に よる 
康 症 の 症状 は 虫 数 と 損 血 と の 影響 を うけ る 。# 

と 神経 症状 は 虫 数 と , 循環 器 症 状 は 貧血 と 相 詳 

自覚 症状 発現 に は 多分 に 副 変 感 神経 優越 バラ ンス が 考え 
られ る 。 症 描 を 和 合 し て 釣 虫 対人 体 の 反応 と みる と き , 
人 体 の 反応 の 強 さ と 正 比例 する も の と し て 網状 赤血球 数 
増加 y-Globuiin 増加 , 小 腸 駐 線 像 の 異常 を 取上げ た 。 と 
れ 等 は 括 抗 力 或 は 症状 発現 と 密接 な 関係 を も つて いる と 
思わ れる 。 
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商学 的 に みる て 症状 発現 は 虫 数 100 匹 以上 。 血色 素 量 
12 g/ql 以下 で 著 明 に な る と と 及び Control と Carrier 
の 血色 素 分 布 の 質 血 し な い 側 で の 一 致 か ら , Carrier を 
症状 的 に は 貧血 の 有無 (た と えば 血色 素 量 12 g/ql 以下 ) 
で 分 け て 愚者 と 保 虫 者 に 分 類する と と る 合理 的 で は な い 


S > ぅ > 
か と 考え る 。 


釣 虫 症 の 病 熊 生理 (特に 鉄 代 購 を 中 心 と し て ) 樹 屋 冨 一 
(鹿児島 大 学 医学 部 第 一 内 科 ) 


1) は じ め に : 大 都会 は 暫く 描き , 貧血 症例 の 大 半 
が 釣 虫 錦 血 で ある 地方 も 日 本 中 に 少く な い 。 中 部 以 南 に 
高 率 で ある が , 1948 一 1955 年 に 理 る 全国 か ら の 多く の 報 
告 に よる と 宮城 県 下 の 40 %, 富山 県 下 の 58 に 及ぶ 由 
卵 保 有 者 が あつ て 中 部 以 北 に も 決し て 少く な い 事 を 示し 
て いる 。 日 本 の 農村 人 口 3,500 万 人 中 , 1,000 万 人 が 感 
染 し て いる と され る が , 後進 の 理由 で 之 に 由 る 委 血 の 著 
現 , 又 , 質 血 に 至ら ず と も 労働 力 の 低下 を 示す も の が 都 
会 人 の Carrier より ゃ 高 率 で 農村 問題 と し て も 重要 な 課 
題 で ある 。 

他方 , 診療 の 実際 面 で は , 妥 血 症例 が 極め て 安易 に 釣 
虫 症 と 診 定 さ れ , 実は 白 血 症 , 再生 不能 性 損 血 , 或いは 
胃癌 その 他 の 悪性 腫瘍 が 見 逃さ れ て いる 場合 も 稀 ご は な 
い 。 新 様 な 誤診 例 は 別 と する も , 釣 下 妥 血 症例 で 単に 駆 
虫 を 以 て 能 事 終 れ り と し , 為 め に 損 血 の 恨 復 が 遅延 し て 
いる も ゃ も の, 叉 , 一 般 状態 を 願 み ず し て 駆虫 を 強行 し た り 。 
造血 剤 と し て V.B」。 の み が 投 与 され て 何等 奏効 し て いな 
いと 言 2 事 も 少く な い 。 此 事 は , 特に 日 本 の 諸 学者 に ょ 
つて 釣 虫 外 血 の 成因 に 就 い て 釣 虫 毒素 の 関与 が 余り に 強 
調 さ れ て いる 事 と も 関連 が な いと は 調え な い 。 

本 報告 で は 釣 虫 症 の 病態 生理 に 就 い て , 特に その 鉄 代 
許 面 に 関し て 教室 の 成績 を 中 心 と し て 論述 し 度 い と 司 

2) 臨床 症状 : 教室 の 172 例 の 所 見 を , 策 多 数 を 取 
扱 つ て いる 石原 , 丘 田 ら の 所 見 と 比較 し て も 3 者 略 同様 
で 全身 借 怠 , 財 時 , 動 怪 , 顔面 及び 爪 の 蒼白 , 頭痛 頭重 , 
息切れ , 易 療 労 性 の 順に 多い 。 又 , 爪 の 変形 , 異 噌 症 ぁ 
可 成 り 多数 検出 され た 。 その 多く は 貧血 一 Anoxia の 症 
状 と し て 容易 に 理解 出来 る が , 各種 の 質 血 に 爪 の 変形 や 
異 嗜 定 が 随伴 する も の で は な い 。 訂 も , 性 別に 比較 する 
と 此 等 の 症状 が 特に 女子 に 高 率 に 見 られ る 事 は 本 症 の 病 
熊 生 理 を 解す る 上 に 意義 な し と し な い 。 

3) . 釣 虫 有 名 血 の 委 血 分 類 の 地位 : 遥 血 は いろ いろ に 
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分 類 出来 る が 細い こと と は 省略 する と し て , 色素 指数 ま 
は 直球 の 大 さき に よ つ て 低 色 性 (時 性)。 正 色 性 ( 下 
球 性 ), 高 色 性 (大 球 性 ) に 分 類 さ れる 。 低 色 性 の は 鉄 
剤 に ょ よく 反応 し , 高 色 性 の も の は Bi。 葉酸 の 効く も の が 
多い が , 正 色 性 に は 厄介 な も の が 多く て , 皮質 ホル モン 
等 の 有効 な 場合 も ある が , 輸血 以外 に 処置 な し と 言 つた 
も の も ある 。 さ て, 多 息 雪 血 の 代表 的 血液 像 は 低 色 性 小 
球 性 で , 血清 鉄 は 減少 し , 且つ 鉄剤 に よく 反応 する 等 
鉄 欠乏 性 招 血 の 性 格 を すべ て 具 え て いる 。 骨 簡 に お ける 
赤血球 造成 は 治療 前 か ら 星 成 な も の が 多い が , 活 湊 で な 
いも の で も 駆虫 前 鉄剤 投与 に よ つ て 速 か に 革 盛 と な り , 
末 醒 血 の 網 赤血球 も 分 利 的 に 増加 し , や が て 貧血 は 伯 復 
する 。 此 等 の と と は 血液 学 的 検査 を 実施 する 人 な ら 誰 で 
る も 等 し く 認 め る と ころ で ある 。 従 つ て , 釣 貝 妥 血 の 本 態 
論 は , 現在 鉄 欠乏 を 起す 機 序 の 解明 に か か つて いる 。 
4) 糞便 内 出血 量 : 上 述 の 様 に 本 貧血 は , その 形態 学 
的 , 生化 学 的 性 格 並び に 治療 に 対す る 反応 か ら 鉄 欠 之 性 
招 血 で ある 事 は 明白 で ある 。 従 つて 本 貧血 の 本 態 論 は , 先 
ず 鉄 欠乏 を 招来 する 機 序 を 明らか に する 事 か ら 始め る 可 
き で ある 。 そ と で 古く か ら の 出血 説 が 第 一 に 問題 と な る 
が , 従来 の Lutz 以来 の 主張 は 剤 検 時 , 釣 息 吸 血 , 腸 出血 
の 現状 を 直視 し た り , また 浦 松 は 犬 釣 虫 症 で 最も 詳細 な 
る 観察 を し て いる が 定量 的 で な い 恨 有 み が あ つた 。Wells 
は 初め て 犬 釣 虫 の 尾部 に ピペット を 当て 20 分 間 に 受け 得 
た 赤血球 数 か ら 犬 釣 虫 1 匹 当 り の 出血 量 を 0.84cc と し , 
相 , 次 いで 粟 も 類似 の 方 法 で 観察 し て 0.86ー0.38cc の 値 
を 出し た 。 出血 を 定量 的 に 測定 し た 功績 は 多 と すべ き で 
ある が , 之 は 飽く まで 犬 釣 虫 に 就 い て の も の で あり , 特 
に 短 時 間 の 鈴 察 を 以 て 24 時 間 に 換算 し た 点 に 致命 的 な 欠 
陥 が あつ た と 調 わ ね ば な ら ぬ 。 既 に 釣 昌 症例 糞便 の 潜血 
人 609vts か aar SCOS 
め ら れる 所 で ある が , 未だ 定量 的 に 出血 量 を 測定 し た 報 
告 は 私 等 の 報告 以前 に は な か つた 。 Fljink-Watson 法 に 
ょ つて 糞便 内 の 血色 素 並び に 関連 へ ム 色 素 を Pyridine 
ferro-hemochromogen と し て 定量 し た の に 1 日 2~22 
cc に 及ぶ 出血 ある 事 を 見 出し た 。 之 に よる 鉄 亡失 は 1.0 
ー11.0 mg に 達する 。 更に Cr'! (クロ ー ム 97) 標識 赤 
橋 球 輸血 法 に よ つ て 糞便 内 出血 量 を 測定 し て 0.7~11.1 
cc に 及ぶ 出血 を 認め た 。 近 来 の 鉄 代 謝 の 研究 に よ つ て , 
成人 1 日 の 生理 的 鉄 出納 は 僅か 1mg で ある 事 が 知ら れ 
て いる 。 之 以上 の 亡失 が あつ て , 之 を 補う に 足る 鉄 の 吸 
収 が 無けれ ば , 早 有 。 鉄 出納 の 破綻 を 来 し , 鉄 久 乏 を 来 
す 事 は 当然 で ある 。 
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5) Dubini 釣 記 と America 釣 下 の 出血 量 : 両 種 釣 
虫 の 病原 性 が 約 5:1 で ある 事 は 周知 の 通り で ある が , 
夫々 , 単独 寄生 例 で 上 述 の 方 法 で 測定 し た 糞便 内 出血 量 
か ら , 両 種 釣 眼 1 匹 当 り 1 日 の 出血 量 は 夫々 平均 0。20cc 
及び 0.08cc と な り , 約 Y:1 の 比 を 得 た 。 面 し て と れ は 。 
両 種 口 器 の 構造 の 差 に よる も の と 大 せら れ 。 Looss 以 
来 , 単に Ancylostoma 属 と , Necator 属 と の 鑑別 に 
いら ち れ て 来 た 口 器 構造 の 差 に 対 し て 新た に 病原 的 な 意義 
を 附 与 すべ きも の と 考え る 。 

6) 鉄 の 吸収 : 鉄 の 吸収 障害 を 調 う 人 も ある が , Gra<- 
nick の 説く と と ろ で は 鉄 欠 乏 に な る と 小腸 上 部 の 調節 
機構 に よ つ て 鉄 吸収 は 却 つて 増加 する と さえ 言う 。 そ の 
当否 は 別 と し て 私 共 は 本 症 委 血 症例 に 鉄 を 内 服 せ し め , 
血清 鉄 は 健康 人 に 劣ら ず 上 昇 し , その 著 明 で な い 時 で も 
骨髄 の 鉄 題 粒 合 有 赤 芽 球 が 数 倍 に 増加 する と と を 認め , 
釣 虫 四 血 で 鉄 吸収 障害 が ある と の 成績 を 得る こと と は 出来 
な か つた 。 胃液 酸度 別に 本 症 症例 の 赤血球 , 血色 素 , 血 
清 鉄 を 比較 し て も 差異 を 見 出し 難い 。 又 , 還元 鉄 で も , 
牛 肝 食 投与 実験 で も , 本 症 症例 で 健康 人 より ゃ 血清 鉄 の 
上 昇 が 不良 で ある と の 成績 を 得る 事 は 出来 な か つた 。 

7) 鉄 の 利用 障害 , 動員 障害 : 鉄 の 利用 障害 , 動員 障 
害 を 挙げ る 人 も ある が , 私 共 は 典型 的 鉄 欠乏 無力 症 を 呈 
する 多 下 症 例 で , 唯 1 回 の 鉄剤 注射 に よ つ て 労働 可能 と 
訪 つ た 数 例 を 経験 し て 居り , 駐 , 駆虫 前 の 鉄剤 治療 に よ 
り 損 血 も 双 速 か に 改善 する 事 は 上 述 せ る 通り で ある 。 仮 
に , 利用 刀 至 動員 障害 あり と すれ ば , 未 利用 鉄 は 何処 に 
伏 在 す る で あろ うか 。 釣 虫 貧血 例 の 骨 蘭 及び 肝 生 検 で 。 
鉄 検出 は 形態 学 的 に 甚だ 困難 で あ る 。 .4xcysyxg 
Azszzgezse 感染 一 鉄 欠 乏 名 血 を 呈す る 狩 の 牌 で る 同 
様 の 鉄 の 検出 は 甚だ 困難 で あつ た 。 然るに 健康 人 及び , 
血色 素 , 血清 鉄 正 常 の 紳 に お いて は 極め て 容易 に 検出 さ 
れ た 。 但 し , 米山 , 紺野 法 に よる 臓器 非 へ ミン 鉄分 拓 定 
量 法 で は 必ず し ゃ 一 定 し た 成績 を 得 て い な い 。 更に 検討 
を 加え つつ ある . 

8) 長期 湾 血 実験 に よる 角 察 : 従来 の 出血 説 に 対す る 
反対 の 一 つ は , 動物 に 導 血 実験 を 行う 時 , 釣 虫 妥 血 に 見 
る 如き 低 色 性 , 小 球 性 遥 血 を 若 起 し 難い 事 で あつ た 。 犬 
に 濁 血 実験 を 行う に (毎日 10 cc, 釣 虫 3050 匹 に 相 
当 ),30 て 50 日 で は 血色 素 , 赤血球 の 戒 少 も 軽度 で あり , 
且つ 色素 指数 , 赤血球 直径 の 低下 も 著 明 で な く , 逆 に 一 
時 色素 指数 の 上 昇 を さえ 示す も の が ある 。 然るに 180 一 
200 日 と 長期 鴻 血 を 実施 し た も の で は 例外 な し に 小 球 
性 , 低 色 性 , 鉄 欠 乏 性 招 血 を 示し た 。 最 も 興味 深い 事 
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は , 才 全 の 欄 吉 甘 大 ガブ り 紙 , リゾ ー ル 綿 球 等 に 対す 
る 異 嗜 症 を 示し た 事 で ある 。 要 之 , 鴻 血 は 長期 間 実施 し 
て 。 放 基 鍼 の 充分 洪 少 ナ る 3 まで 時 を 若 さ ね ば な ら ぬ 事 を 
知り 得 た 。 

9) 感受 性 , 抵抗 性 と ae 
は 。 出血 一 鉄 亡失 量 が , 食餌 中 か ら 吸 収 さ れる 鉄 量 を 竣 
名 す る TPA な い 。 釣 到 症例 で , 昌 の 
種類 及 び 寄生 数 を 考慮 に 入れ て も , な お 貧血 の 発現 に 
個人 差 の 存する と と を 以 て , 感受 性 乃至 抵抗 性 の 差 に よ 
る と な す 人 ぇ 々 も ある 。 併 ! し 新 様 な 底 信 の 導入 の 前 に . 先 
ず 個 人 の 鉄 撲 取 量 (その 1 割 が 吸収 され る ) の 多少 , 日 
日 の 摂取 量 と 亡失 量 の 差 , 及び 此 等 と その 状態 の 持続 期 
間 こ の 集約 と ある と と ろ の 貯 護 鉄 の 多少 に 規 を 致す べき 
で あろ う 。 電灯 放す ク 発 する こと は , その 貯 臓 鉄 
の 少 い と と と 一 致す る 。 私 共 は 基 工 場 寄宿 舎 の 虫 卵 保有 
者 に お いて , 農村 の それ に 比 し て 血色 素 , 血清 鉄 の 減少 
の 軽度 な る と と に 不審 を 抱き , 献立 表 を 精査 し て 6 カ ヵ月 
間 の 鉄 摂取 量 が 1 日 平均 17 mg に 達し , 日 本 人 平均 の 
1.7 倍 な る と と を 見 出し た 。 と れ と 関連 人 興味 深 
い の は , ブラ ジル で Cruz の や つた 仕事 で ある 。 彼 は 同 
地 農村 で 釣 虫 撲滅 の 困難 な こと : を 倍 ! り , の 少量 を 
集団 的 に 与え た の に , 虫 卵 を 保有 し な が ら , 釣 東 症 
貧 血 一 一 作業 能力 の 低下 を 来 す も の が 甚だ 少く な つた と 
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10) 他 の 鉄 欠乏 症候: 新 く し て , 本 貧血 は 出血 を 
最大 の 原因 と する 鉄 欠乏 貧血 で ある 。 鉄 は 単に 血色 素 の 
原料 た る の みな ら ず ho cgi MM 
元 酵 素 ) の 原料 で も あり , また : - ク エン 酸 廻 路 に 重要 な 
価 鉄 酵素 を 活性 化す る 。 本 ら 「 死 ぬ 程 の きつ さ 」 WE 

篤 な 易 疲労 性 ) が 1 本 の 銭 剤 注射 に よ つ て 改善 する と と 

は 和 驚く べき も の が ある 。 その他, 時 状 爪 , 局 平 爪 , 口角 
魔 糞 等 の 上 度 系 組織 の 傷害 も 鉄 久 乏 症候 群 と 解せ られ 
る 。 昔 は 氏 状 爪 は 何で も 釣 虫 定 と し て いた が , 本 態 性 姜 
区 損 血 で も 来る こと が 分 り , 最近 で に 半 黄 個 に 特 
有 で , 釣 虫 で は Seas 私 共 は 
釣 虫 症例 で 指 爪 の みな ら ず , 爪 も や 怠 状 爪 , 及び 亀 殖 
を 示す 例 を 展 々 経験 し て いる 。 更に 私 共 は , ひど い 民 状 
2 招 血 を 示す と 婦 人 で , 糞便 出血 量 1 日 
63cc に 及ぶ 出血 性 胃癌 と 診 定 し た が , 全身 状態 不良 の 為 
め 鉄 剤 を 半 条 せ 3 る 所 , 貧血 並び に 全身 状態 伯 復 と 共に 爪 
は 根部 より 膨らみ , 90 日 後 全く 改善 し た の を 経験 し た 。 
本 例 は その 間 , 開腹 術 に より 胃 冶 を 摘出 全治 退院 し た 。 
馬 状 爪 は 衛 くし て , あく まで 鉄 久 乏 症 候 群 の 一 つと 解す 
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べき で ある 。 異 嗜 症 : 本 症 に 合併 する 異 嗜 症 は , 中 毒 に 
よる 迷走 神経 緊張 と され て 来 た 。 私 共 は 84 例 の 異 噌 症 々 
例 を 経験 し , 血清 鉄 の 減少 , 血清 鉄 飽 和 度 の 低下 , 所 
消失 速度 の 異常 増大 等 , 体内 鉄 久 乏 の 所 見 を 認め , 駆 
前 , 鉄剤 注射 を 行 つた 所 , Eee 
年 に 理 る 暴 嗜 定 が 3 ~ 8 日 に し て 消失 する の を 認め た 。 
興味 ある 事 は 異 噌 症 消 失 と 同時 に 鉄剤 を 中 止 し た 症例 で 
は 再発 を 見 た 事 で ある 。 新 くし て , 少く も 釣 虫 症 及 び 他 
の 鉄 欠 乏 性 招 血 に 随伴 する 異 嘱 定 は 疑い も な く 鉄 欠乏 症 
候 群 の 一 つ で ある 。 異 噌 症 の 病態 生理 に 就 いて は 従来 
全く 知ら れ て いな い 。 私 共 は Larsson 等 に よる 餅 角 動 
物 に お け る 間 床下 部 内 で の 摂 食 中 枢 え の ATP の 移 
動 の 所 見 を 重視 1 一 方 , 釣 虫 凶 血 症例 , 箇 損 血 犬 
の 血 中 クエ ェ ン 酸 を 定量 し て , その 増量 , LE 鉄 注射 に 
よ つ て 血 中 ク ェ ン 酸 の 低下 する 事 を 認め , 之 を 以 て 鉄 欠 
乏 に 基く 2 価 鉄 酵素 Aconitase' 活性 の 低下 に 帰し た 。 
Nachmansohn 等 に よ 渦 ば Acetylcholin は , ATP の 存 
在 下 , 酢酸 , クエ ェ ン 酸 等 に より 生成 され る が , 路 乳 動物 
脳 で は 特に クエ ン 酸 か ら の ACh 生成 が 星 で ある 事 は 江 
槍 の 証明 する 所 で ある 。 私 共 は 現在 の 所 , 鉄 久 乏 に よる 
血 中 ク ェ エン 酸 増 量 と , 視床 下部 摂 食 中 枢 え の ATP 移動 
に よる AcetyIchoiin の 局所 的 過 形 成 が , 摂 食 中 枢 の 暴 
常 興奮 を 惹起 し , 異 噌 症 を 発せ し め ら と 搬 し て いる 。 
11) お わり に : 釣 虫 妥 血 は 形態 学 的 , 生化 学 的 性 
格 , 及び 治療 に 対す る 反応 か ら 言 つて も 典型 的 な 鉄 欠 乏 
貧 血 で ある 。 そ の 鉄 久 乏 を 起す 機 計 の 最大 の 因子 は 釣 息 
吹 着 に よる eee り 。 之 に よる PR 優 に 成人 1 
日 の 生 理 的 出納 を 破綻 せ し に 足る 事 を 人 体 に 就 い 
て 証明 し た 。 商 , Dubini 和 由 と と America 釣 虫 と の 病原 
性 の 相違 は , 1 匹 当 り の 出血 ] 量 の 差 た 近い 事 を 証明 し , 
1 こよ る 可 し と し , 口 器 構造 に 病原 
的 意義 あり と し た 。 再 生 不 能 性 貧血 説 , 溶血 説 は 血液 所 
見 。 人 所 見 治 ム 控 反 応 及 の が 尿 , 血清 の ビリ ルビ ン 代 説 
所 見 か ら 否 定 さ れる 。 愚者 血清 , 尿 , 髄 液 及び 虫 体 エ キ 
ス を 動物 に 注射 し て 招 血 を 起 さ し め た 実験 か ら , 此 等 に 
催 貧血 物質 あり と する 主張 に 対し て は , その 実験 的 貧血 
の 血液 学 的 性 格 を 明示 せら れ た 上 で 論評 を 加え る 事 と し 
度 い 。 叉 , 好 酸 球 増 多 は 招 血 を 伴 な わ ぬ 寄生 息 症 その 他 
の 疾患 に も 見 る 所 で あり , 貧血 の 発生 病理 と 直接 の 関係 
は 衣 定 され な い 。 更に 委 血 の みな ら ず , 本 症 の 症状 中 , 
駆虫 前 , 鉄剤 投与 のみ で 著しく 改善 又は 消失 する も の 
。 観察 を 重 わ る 程 多 く な る 事 は , ま と と に 興味 ある 事 
と 調 わ ね ば な ら な い 。 
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銘 虫 症 と その 治療 岩田 繁雄 (大 阪 医 科大 学内 科学 教室 ) 


1) 緒言 : 私 の 年 来 の 主張 で ある 疾病 は 時 代 と 共に 
変貌 する と 云う 立場 に た つて 釣 由 症 の 疫学 。 そ の 臨床 症 
状 , 治療 方 法 等 の 変転 を 眺め て みた 。 即 ち 釣 虫 寄生 及び 
釣 虫 症 の 最近 の 状況 と 終戦 後 多発 し た 時 と の 比較 を 行 つ 
た 。 更 に 本 症 の 病態 生理 に 関す る 一 つの 見 解 を 述べ , 釣 
限 性 錦 血 の 解 析 図 を 私 案 し た 。 又 我々 が 1952 年 に 初め て 
プロ ム ナ トー ル に 釣 虫 駆除 作用 の ある 事 を 見 出し , 之 を 
釣 虫 定 の 新 化学 療法 剤 と 断定 し た 経緯 に つい て 述べ た 。 

2) 釣 下 定 の 兵学 : 釣 了 寄生 の 年 度 別 推移 を 厚生 省 の 


統計 に ょ り 全 国 的 に , 大 阪 府 , 大 阪 市 , 高槻 市 等 の 統計 , 
並 - 表 ス の 調査 及び 病院 に お ける 釣 虫 症 患者 の 統計 的 触 
祭 を 行 つ た 。 人 は 必ず し ゃ 正確 な 数 字 を 示す と 
は 云え , 全国 的 に 釣 虫 寄生 は 減少 し て いる と 推理 


し て よい 。 病人 江 の 府 は 還 
10 年 以後 で は 昭和 22 年 が 最高 で 302% も あつ た が 以後 減少 
し て 8 て 522 と な つて いる 。 外来 患者 も 最近 は 1.6 一 
1.822 で ある 。 釣 息 種 別 排 虫 率 は ツ ビ ニ 釣 虫 Y1.22% で 最 
高 , アメ リカ 釣 虫 9.6%, 混合 感染 19.2% で あつ た 。 之 
に 反し 平均 排 虫 数 は ツ ビ =17.9 隻 , アメ リカ 34。4 隻 , 混 
合 56.8 隻 で , 釣 和 虫 寄 生 の 患者 1 人 当り 平均 排 虫 数 は 昭和 
28 年 は 28.5 隻 で あつ た が , 32 年 は 5.7 隻 と 著しく 減少 し 
て いる 。 釣 虫 寄生 は 日 本 人 に お いて 量 及び 数 に お いて 減 
少し て いる 。 

9) 千代 の 近 人 貞 寺 の 人 拉 寺 衝角 導 
23 年 の 多 欧 し た 時 と 26 一 28 年 , 29 て 80 年, 31 一 82 年 と 区 
別 し 比較 検討 レ た 。 

自覚 症状 肥 ち 全身 借 怠 , 疲労 感 , 肩 凝 , 不眠 , 下 股 備 
怠 , 削 痩 , 肘 量 , 耳鳴 , 心 違 元 進 , 他 覚 的 所 見 と し て 度 
眉 粘 膜 の 招 血 , 独楽 音 , 第 肺動脈 音 元 進 , 爪 甲 の 変化 
等 は 昭和 21 一 28 年 の 釣 虫 症 多発 時 に 最も 多く , 最も 強 か 
つた が 。 以 俊次 第 に 軽減 し て いる 。 赤血球 数 , 血色 素 量 
も 最近 は 増加 し , 好 酸 球 は 減少 し 正常 値 に 近づい て い 
る 。 血 沈 , 血圧 も 好転 し て いる 。 排 虫 数 と 赤血球 。 血色 
素 量 , 好 酸 球 の 相関 図 で も か > ゝ る 関係 を 証明 し 得 た 。 釣 
昌 寄 生 数 は 減少 し , 症状 は 軽 滅 し て いる 。 

4) 釣 下 症 の 病態 生理 : 釣 虫 症 の 損 血 , 好 酸 球 増 多 。 
備 層 障害 , 消化 障害 , 所 調 中 毒 症状 等 に 関し その 病因 は 
未だ 議論 の 多い と と ろ で ある 。 その 解明 の た め 各種 検 
査 , 実験 的 研究 を 行 つ て その 所 見 を 報告 し た 。 

人 体側 に お いて 典型 的 唆 着 釣 虫 を 示し , 実 験 的 犬 釣 
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虫 犬 を 用 い , 両者 の 小腸 の 組織 学 的 検索 を 行い , 糖 膜 の 
魔 煽 , 剥離 , 出血 , 粘膜 下層 の 肥厚 , 浮腫 , 線維 素性 変 
性 , 壊死 , 線維 母 細 胞 の 増生 , 線維 素 血栓 , 血管 の 新 
生 , 好 中 球 , 好 酸 球 の 浸潤 を 認め , か ゝ る 変化 は 釣 昌 に 
よる アレ ルギー 人 性 小腸 炎 と 推定 され る 。 商 各種 血液 学 的 
検索 , 本 症 患 者 血清 , 釣 息 体 成分 注射 の 影響 を 吟味 し 


すう 


ムッ 


胃液 酸度 , 潜血 反応 , 小腸 の レ 線 所 見 , 肝臓 機能 を 検 
し, 肺 機能 , 循環 機能 , 静脈 カテ ー テ ル 検 査 , 脳波 , 基 
eeONr 循環 血液 量 , 血液 水分 量 を 
測定 し , 更に 血清 鉄 量 , 血清 蛋白 量 , 蛋 白 分 層 に つき 吟 
レ た 。 本 症 患 者 に お いて は 血清 鉄 量 は 著しく 減少 し , 
負荷 試験 で は 利用 能 は 必ず し ゃ 悪い と は 云え な い 。 血清 
蛋白 で は アル ブ ミ ン の 減少 , ag 及び y- グ ロブ リン の 増 
加 , 特に リボ プロ テイ ン の 増加 を みた 。 か > る 分 六 は 鈴 
息 体 成分 抽出 液 こ て 呼吸 され , 患者 血清 の 抗体 存在 部 分 
の 存在 を 暗示 する も の で ある 。 釣 虫 寄生 者 で は 高 率 に 皮 

内 反応 , 沈降 反応 の 陽性 を 認め た 。 

5) 釣 虫 性 損 血 の 解析 : 一 つの 解析 図 を 私 案 し た 。 そ 
の 要点 は 釣 虫 性 錦 血 の 成 因 と し て , その 主因 は 本 虫 寄 生 
に よ ょ る 出 下 並 に 吸血 に よる 血液 の 損失 に ある と 考え , 之 
に よ ょ より 鉄 欠乏 が 来 た り , 釣 東 性 貧血 を 来 す と し た 。 併 レ 
eee や こ * し て 釣 虫 寄生 に ょ る 抗原 抗体 反応 の ア 
レル ギー 性 出 小腸 炎 が 最大 の 病因 ご ある と し た 。 更 
に か ゝ る 4 Nanya 来 り , 栄養 不全 が 
起り , 蛋白 の 低下 , アミ ノ 酸 不足 , ビタ ミン の 欠乏 が 之 
に 関与 する と 考え , 多元 説 を 主張 し た 。 抗 原 抗体 反応 肥 
び 貧 血 の 出現 に 対し , 体質 又は 素因 の 関与 を 考慮 に 入れ 
た 。 又 か ゝ る 立場 に 立て ば 釣 虫 性 貧血 の 発 性 , 好 酸 球 の 
増 多 を 一 元 的 に 解決 出来 る 。 

6) 釣 虫 症 の 治療 : 我々 の 見 出し た 新 釣 昌 駆除 剤 ブロ 
スム ナフトール に 関す る , 我 く の 研究 発表 は 昭和 27 年 , 28 
年 に 22 篇 あり , その 最初 の 患者 例 に つき カル テ を 供覧 レ 


あー 


な る 文献 (岩田 等 ) 

1) 一 新 釣 虫 駆除 剤 の 研究 (予報) ブロ ム ナ フト ー ル 
に 就 て , 日 本 内 科学 会 雑誌 , 41 て 10), 6 〈( 昭 28.1) 一 2) 
釣 由 駆除 剤 の 研究 (4 ブロ ム 1 ナフトール に 就 いて ) 大 
阪 医 科大 学 雑誌 , 14( 1 ), 26 ( 昭 28. 6) 一 8) 多 息 症 治 
療 の 新 構想, 弧 合 臨床 , 2(6), 590 ( 昭 28. 6) 一 め ) 
釣 虫 の 新 駆除 剤 と その 療法 。 新薬 と 臨床 , 2 (7)。 2 
( 昭 28. 7) 一 5) 1 ブロ ム 2 ナ フト ー ル に よ ょ る 多 息 集 
団 駆 虫 実験 新薬 と 臨床 , 83C5), 1 ( 昭 29. 5) 
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( 問 ) 森下 先生 (岡山 大 ) 山 口 左 仲 
凝固 阻止 に 頸 腺 の 重大 な 関係 を も つて いる と 云わ れる 
が , と の 腺 の 伊 泌 物 が 吸収 され て 宿主 に 対し 間接 的 に 作 
用 する と 考え る より も 頸 腺 の 方 が その 解剖 学 的 の 位置 
の 関係 か ら 直接 作用 する と 考え る 方 が 無理 が な いと 思 
う 。 然 し と り 出し た 頸 腺 の 方 が 頸 腺 よ りゃ 実際 に 強力 な 
凝固 阻止 作用 を も つて いる と いう 確証 が ある な ら ば それ 
迄 で ある 。 食道 腺 の 方 は 線 虫 類 に 広く 分 布 し て いる と と 
ろか ら 吸 引 し た 物質 の 消化 に 関与 し て いる と 思う 。 食道 
腺 の 開口 部 は strongylus 属 の 口 埋 部 の dorsal gutter 
に と dorsal esophageal gland が 連続 し て いる と と ろか ら 
推し て 釣 虫 に と の 特殊 な 構造 が か ない 履 背 腺 は 口 坦 部 と 食 
道 と の 接続 点 に 開口 する も の と 考え た い 。 subventral 
glands は それ より 後方 で 食道 内 に 開く も の と 思う 。 

( 箸 ) 森 下 哲 夫 

預 腺 に は 血液 凝固 阻止 物質 が 多く 含ま れ 頭 腺 に は 少 い 
実験 結果 を 得 て 居 り ま す 。Chitwood の Nematology 1 
を 学会 後 検討 出来 まし て 頭 腺 , 預 腺 の 我々 の 呼び 方 と 多 
少 混乱 し て 居る 所 が ある 様 で これ は 我々 の 方 で 一 致す る 
様 に し ます 。 食道 腺 に つい て は 改め て 標本 を 検討 し Ch- 
iwood の 書い た も の と 対比 し まし た が dorsal esopha- 
geal gland は subventral glands より 体 の より 前 方 に 迄 
は 達し て 居り ます が Chitwood の 導 溝 と 考え て 居る も の 
な は 他 に 類似 の も の が 沢山 あり 導 溝 で な いと の 感 を 有 し て 
太り 口 裏 部 の qorsal gutter に は 特殊 な 開口 部 は な いと 
思 つ て 居り ます 。 subyventral glands は 特殊 な 開口 部 が 
な くし いて 言え ば 食道 腔 の きれ 込み に 開口 する と 言え ば 
言え な いと と は な い 位 の も の で す 。dorsal gland に も こ 
れ は 当て は まる と 思い ます 。 近 く 連 続 切 片 の 顕微 鏡 写 真 
で と の 間 の 事情 を くわ し く 報 告 い た し ます 。 

( 間 ) 枝 屋 , 石崎 先生 (岡山 大 ) 山口 左 仲 

招 血 の 程度 の 個人 差 に つい て 夫々 証明 され た が , それ 
以外 に 個人 差 を 起す 因子 の 一 つと し て 和 権 患 者 の 面 液 型 と 
鉛 虫 の 型 質 と の 相関 関係 が 意味 を も つて いる と 御 考え に 
な つた で し ょ うか 。 

( 千 ) 枝 屋 富 一 

御 説 の 様 な 事 が ある か も 知れ ませ ん が 私 は 未だ 考え て 
居り ませ ん 。 客観 的 に 証明 出来 る 事 か ら 一 歩 一 歩 進 ん で 
参り 度 いと 存 し ます 。 

( 千 ) 石崎 達 

御 説 の 血液 型 と 釣 到 の 型 質 に つい て は まだ 考え て お り 
ませ ん 。 私 の 研究 は 先生 の 説 か ら み れ ば 第 一 段階 で や あつ 
て , 釣 虫 症 を 取扱 うに 際 し 現象 的 に あら ゆる 面 に お いて 
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個人 差 が 重要 視 さ れる 。 従 つて 個人 差 に 観 点 を お いて 釣 


取 症 を な が め て みた 結果 既に の べた 様 な 結論 が 得 ら れ 
た 。 そ と で , 何故 個人 差 が 起 る か , 委 血 に 関し て は 材 屋 
先生 の 深い 発表 が あり まし た が , 自覚 症状 の 分 析 及 び 各 
種 機能 検査 の 結果 私 は その 原因 を 今度 は 直接 紹 血 が 原因 
と な る 症状 と そう で な いも の に 分 け て の べ ま し た 。 と の 
段階 で 今度 は 終り まし た が , 第 二 段 階 と し て は 矢 張 り , 
アレ ルギー を 始め と し て 答 種 の 因子 が 考え られ ます 。 御 
説 の 考え 方 も 取入れ て 分 析 し て いく つも り で あり ます 。 
但し 私 の 今日 の 話 の 範囲 で は 第 一 段階 で さす から そ と まで 
話 を 進め た の で は あり ませ ん 。 

( 間 ) 石崎 先生 (広島 市 ) 丁 殿 順 
釣 虫 に 特有 な レ 線 像 あり や , あ り と せ ば 如何 な る 像 か 。 
御 説明 頂い た 様 な 所 見 は 勿論 認め ます が , 摘出 標本 ょ り 
考え る と も つと 特有 な 像 が あつ て よい と 考え , 今 超 小 焦 
点 の 管 球 そ の 他 の 条件 を 整備 し て 粘膜 像 を 追肥 し て 居り 
ます 。 拝見 し た 写真 ご で は それ まで 微細 に は 出 て いま せん 
レ , 普通 の 検査 方 法 で ある と 思い ます の で チル クリ ン 
グ 氏 鍼 毅 を も つと 微細 に 追及 する 私 の 特殊 方 式 に , 即ち 
pralifillung に お いて 完全 粘膜 追肥 法 に よら ね ば な ら 和 ぬ 
と 考え ます 。 
(等) 石 崎 達 
と の 方 面 は 協同 研究 を お 願い し て いる 日 野 博 士 の 結論 
ある 。 従来 他 の 疾患 と 比較 し て 広汎 な 研究 を 行 つて お 
り , 勿論 粘膜 像 も 種々 の 方 法 に よ ょ つて 検索 し て いる 。 手 
術 時 偶然 区 見 され た 釣 邊 寄生 に よる 腸 壁 の 変化 に つい て 
も 比較 考察 し て いる 。 そ れ ら を 弧 合 する と 釣 息 症 の 際 の 
腸管 の 変化 は 粘膜 の 浮腫 性 用 上 と それ に よる 腸管 衣 の 緊 
張 及 び 運 動 の 変化 が 根底 に な る よう に 思わ れる 。 と の 点 
他 の 腸炎 と その他 の 原因 に ょ る 同様 の 変化 と 比較 し て レ 線 
上 に 本 質 的 な 差異 を みとめ られ な か つた 。 貴方 の 特殊 方 
法 に よる 所 見 が えら れ た な ら 御 教示 いた だ きた いと 思い 
ます 。 


> テ 
に 


( 間 ) 枝 屋 先生 (日 本 医大 ) 岸 田 職 
腹痛 の 中 の 胃痛 に 対す る 意見 。 
( 泡 ) 板屋 冨 一 


それ に つい て は 未だ 私 共 明 確 な 解釈 を 下 し 得 ませ ん 。 
唯 山崎 氏 も 指摘 し て いる 様 に 此 等 の 症状 は 循 陣 器 系 の 症 
状 と 異な り 排 虫 数 ,Hb 等 と の 相関 が 見 られ な い 事 は 注目 
し て よい と 存じ ます 。 唯 , 鉄 欠乏 で 口角 ビラ テン 。 Plum<: 
mer-Vinson 症候 等 が 知ら れ て いる 様 に 消化 管 粘 膜 の 妨 
害 が 去り 得る 事 も 私 共 考 えて 観察 し て 参り 度 い と 存じ ま 
す 。 勿論 Allergy その 他 の 関与 の 可能 性 を 否定 する も の 
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で は あり ませ ん 。 

( 間 ) 石崎 先生 (日 本 医大 ) 岸 田 隆 

腹痛 に 対す る 考え が 迷走 神経 優越 と 承り まし た が 其 の 
説明 。 

( 光 ) 石崎 達 


或 臓器 に 侵 舞 が 加わ つた 場合 , その 反応 型式 は その 騰 
器 の 自律 神経 バランス の 優越 と 関係 する も る の と 思い ま 
す 。 他 臓器 と 反対 に 腹部 臓器 の 運動 及び 機能 元 進 は 御 承 
知 の ょ うに 迷走 神経 支配 に より ます 。 釣 虫 寄 生 に よ つ て 
起 つた 消化 器 症状 と くに 腹痛 が 虫 数 と 正 相関 が ある と 
と か ら , と れ は 侵 襲 の 量 的 正 相関 が 考え られ る 。 非 寄生 
者 で 腹痛 の 発生 は 迷走 神経 優越 者 に 多発 し た 。 と の 8 つ 
の こと と か ら 多 息 症 腹痛 の 原因 の 一 つ は 侵襲 の 刺 戦 が 迷走 
神経 素 温 と し て 表れ 易い こと と, 即ち 迷走 神経 優越 と 関係 
する と 考え ます 。 実は Wenger の 方 法 に ょ る 解析 は ま 
だ 沢山 行 つ て あり ます の で , 次 の 機会 に 釣 虫 症 腹痛 と 直 
接 関 係 づ け て お 答え 出来 る と 思い ます 。 要 は 腹痛 と いう 
現象 も 全体 の 生体 反応 の 一 舞 と し て みる と と が 出来 る と 
いう と と で あり ます 。 多 虫 寄生 に 直結 する 腹痛 を 勿論 否 
定 する 段階 に 立つ て いる の で は あり ませ 

( 間 ) 森下 先生 ( 阪 市 大 ) 野 田 四 

釣 虫 は 催 名 血 性 物質 を 産生 し 中 毒性 名 血 を 惹起 させ る 
様 に 思わ れる 。 教室 の 藤田 は 犬 釣 虫 完熟 被 糧 仔 虫 及び 成 
虫 を 血清 に て 飼育 し その 飼育 液 を 家 兎 に 注射 し て 貧血 
を 起 さ せ た と と , 松本 は 飼育 液 を 単純 化し 夫々 の Am- 
ino 酸 を 用 い 犬 釣 息 成虫 を 飼育 し , その 飼育 液 及 び ェ ー 
テル 。 アセトン, アル コー ル 抽 出 液 を 用 い 家 兎 注射 に より 
貧血 を 惹起 させ た と と , 双 池 田 が 犬 釣 正 成 遇 及び 幼 若 成 
虫 を 固有 宿主 た る 犬 の 筋肉 内 に 異 所 寄生 させ その 犬 に 委 
血 さ せ た と と より 中 毒性 鉛 血 の ある と と を 支持 し た い 。 
( 千 ) 森 下 哲 夫 
飼育 液 を 静 注 し た 家 兎 に 招 血 の 起 る と と は 私 の 所 の 実 
験 で も 同様 の 結果 を 得 て 居 り ま す が , その 様 な 現象 は 他 
の 物質 を 静 注 し た 場合 に も 起 る の で すか ら , 銘 息 症 の 貧 
橋 の 本 態 の 問題 は 人 の 腸 に 唆 着 し て 居る 釣 虫 か ら 出 され 
る 物質 が 静 注 と 同 程度 に 作用 し て 居る か どう か の 考え 方 
の 差 に な る と 存じ ます 。 私 の 今 非常 に 興味 を も つて 居る 
問題 は 釣 下 の 代謝 産物 が どの 様 な る の で (勿論 どん どん 
分 解 さ れ て 変化 し て 行く 物質 で し ょ う が ) 腸 壁 か ら 実際 
に 吸収 され る 確証 が 得 ら れる か どう か で す 。 最 後 の 異 所 
寄生 の 問題 は 追 工 し て 見 ます 。 た ゞ 家 兎 の 腹腔 に 入れ た 
場合 招 血 が 起 ら な か つた し , 犬 犬 釣 虫 を 大 量 経 剛 感 染 
て も 腸管 で 吸血 する 時 期 に 至 つて 初め て 著 明 な 委 血 を 
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起 し た と と は 代謝 産物 の 催 貧 血性 が 強く な いと の 考え を 
強く させ まし た 。 

( 間 ) 枝 屋 , 石崎 先生 ( 阪 大 微 研 ) 佐 古 田 新 
釣 虫 症 患 者 の 主 症状 の 一 部 た る 全身 供 怠 , 心 怪 元 進 , 
めまい 等 は 駆虫 直 俊 急速 に 消失 刀 至 軽減 する が , か ゝ る 
点 か ら 上 記 の 症状 は 和 損 血 か ら 来 る も る の と は 考え られ な い 
が と の v 主 症状 の 由来 する 原因 に 対す る 御 見 解 を お 願い い 

た し レ し ます 。 

( 徐 ) 枝 屋 冨 一 

直後 と 言う 時 間 的 な Order が は つき り 致 し ませ ん が 。 
駆 束 一 一 出血 停止 後 1 両日 を 経て 新 様 な 症状 が 改善 する 
事 は 鉄 代 謝 の 面 か ら も 理解 出来 ます 。 即 ち , 新 様 な 症状 
は Hb 一 一 減少 一 一 Anoxia に よ ょ つて 来 得る 事 は 勿論 で 
す が , 講演 中 に 御 示 し し た 様 に Hb 以外 の 含 鉄 酵素 万 至 
二 価 鉄 酵素 の 活性 の 低下 が 一 一 鉄 久 乏 が 極度 に 深刻 で な 
く て 出血 の 停止 に より 比較 的 容易 に ① の Balance に な 
り 得る 様 な る の 一 一 特に 鉄 含量 の 高い 食餌 を し て いる 場 
合 等 は 一 一 新 様 な 酵素 利用 又は Energie 発生 の 一 例 で は 
TCA-Cycle の 円 滑 化 等 に よ つ て 上 記 症 状 が 一 損 血 の 仮 
復 以前 に 改善 する 事 が あつ て よい と 思い ます 。 Anoxia 
の 症状 の 他 に Eisenmangeladynamie の 症状 で ある 場合 
が 多く , 鉄剤 注射 1 回 で 労働 不能 の 人 が 働け る 様 に な つ 
た 例 を 持つ て いま す 。 鉄 久 乏 が 深刻 に な つた も の , 特に 
摂取 鉄 量 の 少 い 人 で は , 駆虫 の み で は 居 復 が 大 変 お そい 
事 は 日 常 経験 する 通り で す 。 駆虫 直後 の 症状 の 改善 は 一 
つの 暗示 と 言う 様 な psychosomatric な factor の 可能 
性 も 考え る 可 き で し ょ う 。 唯 , それ を 何 か 客 鈴 的 な 方 法 
で 証明 し な けれ ば な ら 交 と 存じ ます 。 

( 箸 ) 石 崎 達 
駆虫 直後 と いつ て も 駆虫 剤 の 副作用 を 考え ね ば な ら な 
い の で 数 時 間 か ら 十 数 時 間 後 の と と と 受取 つて お 答え レ 
ます 。 と れ ら の 症状 は 多分 に 自律 神 経 平 衡 と 相関 の ある 
も の で あり ます の で , と れ と 結び つけ て 考え る と , 侵襲 
対生 体 反応 の 現象 の 内 , 侵襲 が 駆 由 に ょ り 消 失 刀 至 減 騰 
し た と 考え る 。 と すれ ば 生体 反応 は 当然 変化 する わけ で 
正常 化し て , これら の 症状 が 消失 する と いう 解 訳 は いか 
が で し ょ うか 。 侵襲 が 書 素 で ある か 機械 的 な る の か , 吸 
血 か , いづ れ で も と の 点 か まい ませ ん 。 従 つて 毒素 説 の 
積極 的 な 証拠 に は な ら な いと 思い ます 。 
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腰 ト リコ モー ナス の 生理 と その 発症 機転 へ の 結び つき 
浅見 敬三 (慶応 義塾 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 ) 

腔 トリ コモ ー ナ ス の 病原 性 の 有無 に 就 て は 古く か ら 種 
々 に 論じ られ 1) 全く 無害 な 膝 内 棲息 者 で ある 2) 絶対 
COYRSPRi 人 が 人 

原 性 を 有する も の が ある 場合 に の み 発 症 す る 。 等々 


の 説 が ある が 識者 の 下 者 者 の 後述 人 体 竹 


験 に よっ て 1) の 説 は 明らか と 否定 し 得る 。 

紫 の 問題 に 対し て 衝 は 腔 トリ コモ ー ー ナ ス の 物質 代 謝 及 
び 好 適 共 棲 細菌 の 両面 を 基 と し , 人 体 実験 に よる 立証 を 
行い 病原 機構 を 明 こ に しょ うと 試み た 。 

生理 学 的 研究 の 基礎 と な る 培養 は 考 抜 し た チ ス テイ ン 
・ ブ イ ヨ ン ・ 血 清 培 地 を 用 いた 。 更に 此 の 培地 を 単純 化 
すべ く 種 々 な 構成 分 を 除い て 培養 し た 実験 に よっ て 如何 
な る も の も を 之 以上 除去 し 得 ぬ と と を 知っ た 。 併 し 年 ら 構 
成分 除去 の 影響 は 含水 炭素 に お いて 特に 著しく 蛋白質 に 
お いて ( は 軽度 で か あつ っ た を 。 

攻 季 3 生 特異 の 重 : 伊 従 は 虫 体 を 培地 に 接種 し て 後 
の 培地 内 息 白 NN, 非 邊 白 N, アミ ノ NN, アン モニ フィ 
NN の 定量 き - 下 人 数 と 関連 させ つ ゝ 遂 日 行っ た 。 その 結 
果 虫 体 の 増強 が 最高 に 達する まで の 期間 に 蛋白 の 消費 は 
極め て 少 な いと と を 知っ た 。 軽度 の protein sparing 
phenomenon を 認め た 。 ペ ー パ ペー クロ マト グラ フィ ー で 
行っ た アミ ノ 酸 の 定性 実験 に よっ て は , 虫 体 の 増強 に よ 
っ て 培地 内 アミ ノ 酸 に 何等 の 変動 は 生じ な いと と が 用 っ 
た 。 双 最 近 報 告 を 見 た 腔 トリ コモ ー ナ ス 症 の 際 の 膝 帯 下 
(に ヒス タ ミ ン が 存在 する と の 実験 に 甚 いて 培養 腔 トリ コ 
モー ナス の ヒス タ ミ ン 産生 態 を ペー パー クロ マイ ト グ ラ 
フィ ー 及 び 人 横山 氏 法 に より 夫々 人 に 追求 し た が 
認 む べき ヒス タ ミ ン の 産 成 は 見 られ な か っ た 。 

糖 利 用 能 及び 糖 消 費 量 : 利用 し 得る 糖 の 種類 を 検討 し 
た 結果 ,, フ ルク トー ス ,。 グル コー ス , グリ コー ゲン , デ 
キス トリ ン 等 が 容易 に 利用 さ ミ れ て 息 体 の 増殖 を 著しく 弄 
激 す る と と を 
と は 注意 すべ き で ある 。 次 で 培地 内 グル コー ス の 遂 日 定 
量 を ーー TCR 
ー ス を 尽 く 消費 し て し まう と と を 確 め た 。 上 虫 体 増強 に 伴 
い 産 成 さ れる 主 な 酸 は 乳酸 で ある と と も 明 と な っ た 。 

増殖 に 好適 に 作用 する 細菌 : 久保 田 は 試験 管内 実験 に 
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トリ コモ ナス 症 


よっ て トリ コモ ー ナ ス の 増殖 に 好適 な 礎 内 細菌 , 不適 な 
細菌 を 分 類 し , 前 者 に は ZZ. czZzezzs, S. の 7 の 245, 
SZ. e2Z2e7Zz5, S が eZ. 227Z2gs 其他 が ある と と を 明 に 
し , ダマ ウス 腹腔 内 へ トリ コモ ー ナ ス と 共に 好適 細菌 を 
接種 し て 夫々 上 記 菌 で 感染 率 の 上 昇 を 見 て いる 。 又 神津 
は 発育 難 胎 を 用 いて トリ コモ ー ナ ス と 細菌 の 関係 を 検討 
レ 上 記 の Staphylococcus は 何れ も 極め て トリ コモ ー ナ 
ス の 増殖 に 好 影響 も 与 える と と を 明らか と し た 。 

膝 感 染 時 の 糖 消費 : 中 村 と 著者 は 人 腰 内 へ 培養 虫 体 を 
接種 し それ に 続く 腔 生理 状態 の 変化 を 調べ た 。 有 歴 に は グ 
リコ ー ゲ ン に 特に 注目 し , 之 の 為 に グリ コー ゲン 指数 を 
と っ て 検討 し た 結果 , 虫 体 増 殖 に 伴い 著しい グリ コー ゲ 
ン の 消費 が あり , 治療 に よる 貝 体 消失 と 共に 急 に 再び 増 
加 す る と と を 知っ た 。 双 京 及び 江幡 は 腔 トリ コモ ー ナ ス 
感染 患者 の 膝 上 皮 グ リコ ー ゲ ン 指 数 を 角 化 指数 の 両者 を 
107 例 に つい て 検討 し , 角 化 指数 は 影響 を 受け ぬ が グリ 
コー ゲン 指数 に 著しく 低く , 活 洪 な グリ コー ゲン の 消費 
が ある と と を 知っ た 。 

上 の 諸 結 果 か ら , 腔 トリ コモ ー ナ ス の 感染 に より 著 し 
い 腰 内 グリ コー ゲン の 消費 に 伴う 腰 内 デー デル ラテ イン 菌 
の 増殖 抑制 , 非 正 常 菌 の 侵入 増殖 が 腔 内 の 生理 状態 を 乱 
し , それ に マウ ス 接 種 で 明らか な 如き 膝下 リ コモ ー ナ ス 
自体 の 病原 性 が 相 加 され て 膝 炎 が 成立 する る の と 思 は れ 
る 。 此 の 際 侵 入 細菌 中 の 或 る 種 の ゃ の は 本 原虫 の 増殖 を 
助け て , 上 記 機 序 を 更に 促進 きせ る も の で あろ う 


トリ コモ ナス の 動物 感染 試験 と その 応用 猪木 正三 (大 
阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 虫 原虫 学部 ) 


トリ コモ ナス の 動物 感染 試験 は その 病原 性 を 知る た め 
和 また 抗 ト リコ モナ ス 剤 の 放 go test を あみ 出す 上 
に ゃ 重要 な 課題 で あわ る 。 そ れ な の に 従来 の 多く の 実験 で 
は 准 痢 の 身 を し た 材料 を 用 いた り 。- た と 
See 
原 性 に 就 い て の 結論 が 得 ら れ て いな い 。 私 達 は 数 年 前 か 
Ssha sty 
ス の 腹腔 内 に 接種 し て トリ コモ ナス の 病原 性 を 明確 示 
すこ と と が 出来 た 。 
実験 方 法 と し て は 原虫 自体 の 病原 性 を 見 定め る 意味 か 
ら と れ ま で の 膝 内 え の 接 種 を 避け , 純 培 養 を マ ャ ウス の 腹 
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腔 内 に 注射 し 種 く の 前 処置 を 施し て 感染 を 容易 な らし め 
る 方 法 を 選ん だ 。 
77zczozzo2gS goes の 場合 
純 培 養 を マ ィ ウ ス の 腹腔 内 に 接種 し た 報告 が ある が , そ 
れ ら の 成績 は 必ず し ゃ 一 致し て いな い 。 私 達 は F-bouil- 
jon に 48 時 間 培 養 し た 原虫 を 洗 敬 する と と な く 人 培養 基 と 
ょ に 0.5cc 宛 無 処置 マウ ス に 注射 し た と と ろ , その 398 時 
が 米 の と ぎ 汗 の 如き 腹水 を 示し 4 日 乃至 10 日 の 間 に 感 染 
死亡 する と と を 見 た 。 そ の 時 の 原虫 数 は 腹水 1.5cc と 約 
2 億 を 算 し た 。 そ と で と の 感染 致死 素 を 高め ょ うと 各種 
動物 地 清 , ヌ 線 照射 精製 落花 生 油 , Nitrogen-mustard 
(以下 NM) に ょ る 前 処置 を 試み た 。 その 結果 , 血清 以 
外 の も の は 極め て 有効 に 作用 し , 又 線 で は 約 50 多 落花 生 
お 2 の sbstrss 
。 他方, 感染 致 死 マウ ス の 病理 組織 学 的 検査 を 行い 落 
胡 : 油 は 免疫 と 密接 に 関係 する 大 喰 細胞 を 封鎖 する た 
の PKBP9Oero0 
め 感 染 が 容易 化す る も の と 解 さ れ た 。 和 商 感 染 マ ウス に 
革 見 られ た 坦 間 膜 。 肝 , 腸 の 変性 及び 致死 は 木原 下 自 
体 の 病原 性 を 物語 っ て いた 。 更に 無 処置 に 反し 落花 生 油 
及び NM 処置 感染 マウ ス か ら 得 た 原虫 は , その 人 後 無 処置 
の 正常 マウ ス ヒ と 継 代 を し て も 病原 性 は 減弱 せ ず 殆 ん ど 
100 の 感染 致死 率 を 示す よう に 変異 し て いた 事実 は 遺 
伝 学 的 に 興味 ある 現象 で ある 。 次 に , 培養 及び マウ ス 通 
過 の 原虫 キャ ウス の 皮下 , 筋肉 内 に 接種 し た 実験 で 
人 天上 わ れ チ に 椅 ら て 人 に 
も 一 過 性 の 膜 瘍 形成 が 認め られ た に 過ぎ な い 。 と の 成 
Schnitzer (1950) の 成績 と 多少 異 っ て いる 
77zc/o2z の ZS 9 の 297227S の 場合 
7. 7oeZzs の 成績 に 力 を 得 て 種々 の 前 処置 を 施し マウ 
様 の 感染 実験 を 行っ て みた 。 V-bouillon に 48 時 間 培 
伏し た 7 gggzz27s の 純 培養 を 0.5 cc ( 230 万 > 400 
と 含む) 宛 各 ee 
es の 場合 と 同じ で ある 。 ま づ 対 照 と し て 無 処 置 マ ウ 
ス え の 接種 を 試み た と ころ 纏め で こ 少数 例 に 感染 が 見 ら 
れ 面 か も 感染 に は 腹水 を 示し て 鑑 死 する 所 謝 エ 型 と 肝 膜 
瘍 を 形成 する 所 調 1 型 と の 2 種 の 型 が 存在 する 事 が 知ら 
れ た 。 浜田 の 記載 に よる と マウ ス 160 匹 に 接種 し て 両 型 
の 感染 が 各 3 4 多 内 外 に 見 られ た と の と と で ある が , 
感染 は * 全 すず る 株 及び マウ ス の 系 続 に よっ て 著 明 な 差 が 
る よ 2 そ と で と の 感染 率 を 高め ょ うと 各種 血 
清 , 精製 落花 生 油 NM, 分 pggzzgs 及び 7 76efxs 感 
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染 マ ウス 腹腔 濾液, 食塩 水洗 敬 雛 血球 等 を 以 っ て マウ ズ 
に 前 処置 を 行っ て みた 。 その 結果 雛 血 球 処置 が 最も 有効 
で ある 事 が 判明 し た 。 即ち , 1 cc に 1,000 万 個 の 血球 
を 含ん だ 液 を 1 0.5cc, 1 日 1 回 , これ を 1 3 回 て 
ウス の 昆 静脈 に 注射 し その 翌日 原虫 を 腹腔 内 に 接種 し た 
と と ろ , T 型 感染 約 852, H 型 感染 約 8 2 と いう 高い 値 
を 示し た 。 T 型 , H 型 共に 致死 感染 例 で は 接種 か ら 感 染 
致死 迄 の 期間 長く 最短 11 日 , 最長 46 日 で あっ た 。 感 染 マ 
ウス の 病理 組織 学 的 検査 ご は 1 型 に は 有 の 形質 細胞 増 
加 , 大 喰 細胞 の 不 出現 , 貧血 像 , 肝 の 変性 壊死 , 腎 の 糸 
徳 体 充 血 , 腸 間 膜 の 細胞 浸潤 , 炎症 が 見 られ 型 で は 肝 
の 臓 瘍 が 閉 明 で 単 核 球 と 原虫 の 混在 が 見 られ る と 共に 肝 
細胞 の 壮 縮 , 腺 房 の 拡大 が 認め られ , また 肌 の 巨大 細胞 
と 腎 の 糸 符 体 充血 が み ら れ た 。 と の 実験 で 特に 興味 ある 
と と は 1 型 感染 マウ ス か ら 得 た 原虫 は その 後 培養 基 に 移 
し て 保存 し て も また 動物 通過 で 保存 し て も その 強い 病原 
は 失わ れず , 無 処 置 マ ウス を 数 日 で 層 す よ ょ 4 な 強い 病 
原 性 を も っ た も の に 変異 し て いた 事 で ある 。 そ と で , マ 
ウス 通過 型 の 族 性 状 (形態 。 天 半 欄 抗 元 性 , 呼吸 。 
DNA 及 RNA 含有 量 等 ) を 分 oexs と 比較 し て 仔細 
に 検討 し た と と ろ , と の 変異 株 は 何れ の 性 状 に お いて も 
Z: 7oezs に 極め て 近似 た る も る の と な っ て いた 。 
以上 の 実験 成績 か ら 少 く 人 7 7oexs 及び 7 gg 
2 が s が 病原 性 を も つ 原 上 で ある 事 に は も は や 疑 を 挿 む 
余地 が な い 。 た だ と の 病原 性 が 膝 炎 の 発生 に どの よう な 
役割 を 演じ て いる か は 今後 に 残さ れ た 興味 ある 問題 で あ 
る 。 更に , 本 実験 に お いて マウ ス を 呂 一 定期 間 に 層 す 強 
い 病 原 性 の 変異 株 が 得 ら れ 面 か も 培養 に よっ て その 病原 
性 が 容易 に 失わ れ な か っ た 点 か ら と の 変異 株 は 抗 ト リコ 
モナ ス 剤 の w zo 試験 に 好適 た 材料 を 提供 し た 。 事実 
私 達 は 種々 の 製剤 の screening に と の go test を 用 
いて 郊 果 を 挙げ て いる 。 な お , と の 動物 試験 の 成功 に ょ 
っ て 同じ 原虫 株 を zo, 7zo と 環境 を か えて 増殖 
せしめ , そ の 態度 や 虫 体 成 分 の 変化 まで 測定 し 得る 様 に 
な っ た 事 は 他 の 微生物 で 6 と 5 結 ま て の り 本 実験 の 利 
点 の 一 つと し て 指摘 され る べき で あろ う 。 最後 に 変異 の 
問題 で ある が , 特に 分 gggzzz7s が マウ の よっ て 
7. oexs 型 に 変異 する と いう 現象 は 生物 進化 の 問題 に 
関連 し 重要 な 資料 を 提供 し て いる 様 に も 思え る 。 


トリ コモ ナス 症 に 関す る 最近 の 知見 , 特に 臨床 家 の た め 
に G. Chappaz (ラン > 医薬 大 学 ) 
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1) 総論 : 膝 トリ コモ ナス に よる 腰 炎 は 近 来世 界 的 に 
重視 され る よ ょ うに な っ て 来 た 。1957 年 の ラン ス の シン ポ 
ジウ ム で は 400 人 以上 の 各国 の 学者 が 集まり , 華々 しい 
討論 を 行い , と の 結果 トリ コモ ナス 症 に 関す る 知見 が 集 
大 成 さ れ た 。 さ て , 帯 下 を 主訴 と する 婦人 の 40<-70% に 
は と れ が 発見 され る も の で あり , 若 し 系 統 的 に 18 歳 60 
療 の 全 フ ラン ス 婦 人 を 検査 し た な ら ば 大 凡 10 に と れ を 
発見 する で あろ う 。 また 婦人 科 医 は 多く の 場合 光 菌 に 重 
点 を お いて 膝 内 容 を 調べ る た め に , トリ コモ ナス を 見 逃 
すこ と と が 多く , 汐 疾 の 治療 の み を 行い , 汐 菌 が 消失 し た 
に とも 拘ら ず 。 な お 症状 が 消 裾 し な いよ うな も の に よく 唱 
過す る が , と れ は トリ コモ ナス に よる も の で ある 。 ま た 
泌尿 器 専門 家 が トリ コモ ナス 大 道 炎 と 就 い て 知識 が 不足 
し て いる と, 男性 の 尿道 災 に お いて も ゃ 同様 の と と が 起り 
得る 。 

2) 臨床 上 の 知見 : 診断 は 通常 容易 で , 症状 は 泡 状 の 
帯 下 , 小 溢 箇 克 性 世 時 常 で あり , その 場合 の 上 内 の pH 
は 5 6 で ある 。 療 塗 感 は 一 般 に 考え られ て いる 程 多く 
は な い 。 然し , 次 の ょ うな 非 定型 的 な も の が ある 。 即ち 
その 1 は 出血 の 強い 型 で ある 。 その 2 は 附属 器 炎 を 思わ 
せる 次 痛 型 で ある 。 そ の 3 は 子宮 痛 型 で ご ある 。 そ の 4 は 
神経 型 で あっ て , 精神 身体 症 , 性 欲 減退 , 不感 症 な ど を 
来 す も の で ある 。 

3) トリ コモ ナス は 硝 牙 に 存在 する : トリ コモ ナス 腰 
炎 の 婦人 で は 殆 ん どす べ て その 恨 距 に も と れ の 感染 が 見 
られ る 。 従っ て 。 本 膝 炎 の 場合 に は , 尿 の 沈 溶 の 染色 標 
本 ,。 ま た は 培養 を 行わ ね ば な ら な い 。 と の 事実 の 発見 は 
トリ コモ ナス 症 の 根本 的 治療 と 再発 の 防止 に 多い に 意味 
が ある 。 

4) 腸 み か ら の 感染 は 否定 出来 る : 肥 ち , 次 の こと と が 判 
っ て いる 。 MA 7. 2ggzzZ7s は 7 Zs7Z227S と は 全く 
Sp 培養 法 も , と れ ら を 互 に 変異 させる と と 

Ne 
まま ⑨⑧ 分 pggzz2/s を 腸 に , 分 7es72z27s を 膝 に 
移植 し た も の は 一 例 も 成功 し て いな い 。 な お 。 人 7gx 
に 関す る 研究 の 成績 も 同様 ご で ある 。 

5) 7. 2gg. の 要 胞 型 は 存在 しない: 須 胞 型 と 考え 
られ て いた も の は 。 所 語 , 抵抗 型 ご は な く 衰 弱 (停止) 
型 で ある 。 大 中 の よう と, 不適 当 な 培地 中 で は , 展 々 球 
型 を 呈す る が 裏 胞 膜 は 発見 出来 な い 。 こ の 型 の も の は 早 





く 死 滅する 。 と の 事実 は 洒 浴 や プー ル で の 感染 は 極 く 短 
時 間 内 以外 に は 起り 得 た いと と を 示す も の で ある 。 
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6) 男性 に お ける 膝 ト リコ モナ ス 感 染 : 男性 尿 路 に 
も 婦人 と 同様 に 膝 ト リコ モナ ス は 存在 する 。 と れ の 発見 
の 方 法 は , まず , 早期 排尿 前 の 尿道 内 容 を 圧 出 し て 検 す 
る 。 と れ が , 陰性 な ら ば 前 立 腺 を マッ サー ジ し て で 得 た 分 
泌 物 また は 精液 を 検 す る 。 婦 人 の 膝 炎 が 左 々 再発 する 場 
合 に は , 必ず 男性 を 調べ ね ば な ら な い 。 男性 の 一 人 一 人 
に 就 いて 完全 に 本 虫 が 陰性 で ある こ と を 診断 する ( に は 非 
常 な 忍耐 が 必要 で , 検査 手技 が 進み , また 綿密 に 調べ 得 
た な ら ば , トリ コモ ナス 膝 炎 の 婦人 の 配偶 者 は すべ て 本 
了 昌 を 持っ て いる と と が 判る の で あろ う 。 しかし, 男性 の 
尿 路 ト リコ モナ ス 症 の 症状 は 軽く , 時 に 全く 無 症 状 で あ 
る 。 に ゃ 拘ら ず , と の 場合 に は 前 立 腺 , 精 糧 , 副 宰 丸 に 
も 感染 Py 人 SB 
癒す る も る の で も な い 。 

?7) 膝 ト リ ay : 性 交 に より 伝染 する 
と いう 意味 で は , こと れ は 性 病 で ある 。 然し , 少女 に も 
0.98 有 に こと これ が eee て 。 性 病 ご で ある と する と 
と 反対 する も の も ある 2 *。 光 話 で も , 梅毒 で も , 性 変 
以外 の 道 で 感染 する 可能 性 は ある 。 な お , また 売春 婦 で 
は , 婦 し ろ 本 由 が 発見 され る と と が 少 い と し て , 性 病 説 
に 反対 する も の も ある が , と れ は 検査 前 に 洗浄 する か ら 
で あっ て , 洗浄 前 に 検査 すれ は, 明らか に 多数 発見 され 
る こと と は Bedoya ら が 主張 する 通り で ある 。 と れ が 性病 
で ある か 償 か は と れ の 治療 及び 公衆 衛生 上 の 立場 か ら 重 
大 な と と で ある 。 そ し て 光 疾 や 梅毒 等 の 性 病 は 最近 の 化 

学 療法 に よっ て 急激 に 減少 し た が , トリ コモ ナス 症 の み 
は , 益々 増加 する 傾向 に ある の で , 今や これ の 対策 を 真 
制 に 考え る べき 時 で ある る や 。 

8) 予防 : 予防 の た め に は , 次 の 諸点 が その 基礎 と 
な る 。 即ち 1) トリ コモ ナス 症 は 性 病 で ある と と 。,2) ト 
リコ で ナス は 埋 閥 の みて な て く 胡 午 た あ 欄 失 ず る 褒 交 
3) 夫婦 の 一 方 が と れ を 持っ て いれ ば , 殆 ん ど 常に その 
配偶 者 も と れ に 感染 し て いる と と , 3) 売春 婦 は 殆 ん ど 
常に と れ に 感染 し て いる と と , 5) すべ て の 帯 下 。 す べ 
て の 慢性 尿道 炎 の 場合 に は 一 度 は トリ コモ ナス 症 を 考え 
る べき で ある と と の 5 項目 で ある 。 そ し て , 夫婦 の 一 方 
に 本 症 の 診断 が 確定 し た な ら ば , その 治療 中 は 禁 和 然 す る 
か , コン ドー ム を 使用 する 必要 で ある 。 ま た , 一 方 が 治 
癒し た と 考え られ て も , その 後 少く と も 3 カ月 は 性 変 後 
局所 を 軽い 消毒 薬 ま た は 石鹸 で 洗わ ね ば な ら な い 。 ま た 
売春 婦 の 検診 の 時 に は , 光 菌 な ど と 同様 その 膝 及 び 原 道 
の トリ コモ ナス を 検査 せ ね ば な ら な い 。 そ し て と れ が 発 
見 され た な ら ば , と れ の 完全 な 治癒 まで , 法 津 に よっ て 
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性 行為 を 休ま せ ね ば な ら な い 。 男性 で は 性 変 の 後 , 局所 
を 洗う の み で , よく 恨 道 内 へ の 本 邊 の 侵入 を 防ぎ 得る も 
の で ある 。 

9) 治療 : トリ コモ ナス 腔 炎 の 治療 に 当っ て は 。, 先 に 
述べ た と と ろ の 膝 炎 は 常に 尿 路 感染 を 伴っ て いる と と , 
配偶 者 に も 感染 が ある と と を 念頭 に お か ね ば な ら な い 。 
治療 の 方 式 は 次 の よう で ある 。 即ち 。 充分 な 検査 の 結 
果 尿 略 に は 本 虫 が 発見 され な い 時 に は , 腔 の み を 治療 す 
る 、 薬 品 は トリ コモ ナス に 強力 に 作用 する が 腔 粘膜 を 痛 
め な いも の を 選ぶ 。 ま た 膝 内 容 の 生理 的 状態 や 腔 の 清 汐 
度 を 損ね な いも の を 選ぶ 。 と の 規格 に 合致 する も る の と し 
て 現在 われ われ は トリ コマ イシ ン と グラ ミ シ ヂ ン と コネ 
ッ シ ン と を 挙げ る と と が 出来 る 。 と の うち ,。 トト リコ マイ 
シン は , トリ コモ ナス と 同時 に カン ヂ ダ に ゃ 強力 に 作用 
する か ら , われ われ は と の 薬品 を 選ん で いる 。 そして, 
と れ に 卵胞 ホル モン を 俳 用 する 。 治 療 の 実際 は 次 の よう 
で ある 。 即ち , 5 万 単位 の トリ コマ イシ ン 腔 錠 を 始め の 
15 日 間 は 朝夕 2 回 , 次 の 15 日 間 は 夕方 1 回 , 続 く 1 ヵ月 間 
は 1 日 お き に 1 回 膝 内 に 挿入 する 。 Ogives Dod を 以上 
の 2 ヵ月 間 に , 週 1 回 腔 内 に 挿入 する 。 ま た 5 万 単位 の 
ェ ス トラ ヂ オ ー ル ・ ベ ン ゾ エー ト を 1 週 1 回 筋肉 内 に 注 
射す る 。 但 し , 次 回 月 経 の 前 5 日間 は と れ を 中 止 する 。 
次 に , 尿 路 に も 感染 し て いる 場合 で ある が , と の 場合 に 
は 膝 に 対し て 上 述 と 同様 に 治療 する 上 に , 尿 路 に 対し て 
は , 薬物 の 全身 性 投与 と 局所 投与 を 行う 。 全 身 性 投与 と 
し て は , トリ コマ イシ ン が 優れ て いる 。 ま た 2 アセチル 
アミ ノ ・5 ニ トロ チア ゾー ル (C ト リ テ オ ン ) を 使用 する 。 
と の 後者 は 1949 年 以来 アメ リカ の 獣医 の 方 面 で 使わ れ て 
いる も の で ある が , 最近 人 間 に も 使用 きれ 始め た も の で 
あっ て , イギリス の Catterall は 全く 無効 で ある と 言っ 
て いる が , その 他 の 外国 文献 を 総 合 す る と 大 凡 30% の 秦 
と の ょ うに 大 し た 薬品 で は な い が , 腰 の 局 
所 療法 と の 併用 に は , 必ず し ゃ 捨て た も の で も な いと 考 
えて 使用 し て いる 。 局所 療法 と し て は , 0.51 % の 硝 
酸 銀 液 を 注入 し て も よい が , 自分 は コネ ッ シ ン の ゼリー 
を 尿道 内 に 注入 し て いる 。 ま た 日 本 で トリ コマ イシ ン ボ ポ 
マー ト を 作っ て 貰っ て 使用 し て 好 結 果 を 得 て い る が , 残 
念 な が から, と れ は , ど と の 国 に お いて も まだ 発売 され て 
いな い 。 要する に , 自分 は 現在 腔 トリ コモ ナス の 尿 牙 感 
染 に 関す る 理想 的 な 薬剤 を 知ら な い が 。 以上 の 全身 性 局 
所 性 投与 を 併用 すれ ば 婦人 に お いて は 満足 な 結果 が 得 ら 
「 尿 を アル カリ 性 化し た り , 酸性 化す る 方 


効率 が ある 。 
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法 を 推奨 する 人 々 が ある が 」 自分 の 経験 で は 既 酸 塩 を 以 
っ て 酸性 化す る と 治癒 を 早め る ょ う で ある 。 なお, 再発 
に 関し て で ある が , その 配偶 者 を も 充分 に 検査 し て トリ 
コモ ナス が 陰性 で ある の に , 再発 し た 場合 は , 子宮 笑 
管 , 子宮 体腔 , 卵 管 な ど に フォ ー カ ス が ある と と を 疑わ 
ね ば な ら な い 。 自分 は , 1 ヵ月 間 の 治療 に 拘ら ず 治癒 し 
な か っ た 婦人 の 子宮 和 妥 を 切除 し て (と の 夫人 の 子宮 体 は 
既に 釧 除 され て いた ) と れ の トリ コモ ナス 膝 秋 を 治療 さき 
せ た 経 験 が ある 。 

10) 男性 に お ける トリ コモ ナス 症 の 治療 : 男性 尿 臨 
の トリ コモ ナス の 駆除 は 婦人 の それ に 比 し て 実 と 困難 で 
ある 。 弥 に 前 部 尿道 の みな ら ず 前 立 腺 , 精 雪 , 副 率 丸 に 
も 存する も の に 対し て は 極め て 困難 で ある 。 な お また 。 
婦人 に お ける トリ コモ ナス 症 の 再発 を 防ぐ た め に は , 滋 
尿 器 専門 医 が 男性 の トリ コモ ナス 症 に 対し て 充 編 な 知識 
を 持っ て いる と と が 必要 な の で ある が , 現在 の と と ろ 。 
と れ に 対す る 知識 の ある 泌尿 器 専 門 家 の 少 い の が 残念 で 
ある 。 そ の 結果 , 自分 等 婦人 科 医 が 男性 の 尿 路 トリ コモ 
ナス 症 を も 治療 せ ね ば な ら な い 。 そし て , その 方 法 は 次 
の よ . う で ある 。 3 万 単位 の トリ コマ イシ ンカ プ セ ル を 1 
日 量 1015 個 , 10~15 日 間 飲 ませ る 。 尿道 に コネ ッ シ ン 
ゼリー を 1 日 2 回 , 15 日 間 注 入 する 。 尿 を 酸性 化す る 。 
以上 で ある 。 と れ で 好成績 を 得 れ ば , 1 ヵ月 の 休止 の 後 
同様 の 治療 を 繰り 返す 。 深部 の トリ コモ ナス に 対し て は 
種々 の 薬剤 を 入れ た 小型 ブー ジー を 挿入 し た り , 前 立 腺 
マッ サー ジ を 行っ た り , また は 前 立 腺 内 注入 を 行う も の 
も ある 。 と れ を 要する に 無 刺 温 性 の 薬剤 を 使用 し 損傷 を 
与え な いよ うに 注意 し て 緩和 な 方 法 に よっ て 処置 すべ き 
で ある 。 


腰 ト リコ モナ ス 症 の 臨床 真柄 正直 (日 本 医科 大 学 ) 

1) 検出 法 : 外来 で の トリ コモ ナス 検査 は , 一 般 に 生 
鮮 標本 の 鏡 検 に よる も の で ある が , 綿密 な 検査 を 要する 
場合 に は 培養 法 を 利用 せ ね ば な ら な い 。 吾 々 の 培養 法 に 
ょ る と , 鏡 検 法 に 比べ て , 腰 内 容 で は 大 凡 3 多 高 率 に 検 
出さ れる し , 尿 で は 鏡 検 滅 に よる 5 時に 対し , 26 多 の 高 
率 に 検出 され る 。 

2) 腔 内 の 本 虫 の 検出 素 : 吾 々 の 成績 で は , 4691 例 
中 484 例 。 即ち 10.32% で ある 。 と の 数 字 に 外国 文献 に 比 
べ て 少 い 。 季 飾 的 変動 は 認め な い 。 年 令 的 差 暴 を みる の 
に 。 20 歳 台 か ら 40 歳 台 に 最も 高 率 で あっ て , 19 歳 以下 と 
50 歳 以上 の 婦人 に は 明らか に 少 い 。 妊婦 と 非 妊婦 と の 聞 
に 差異 は 認め られ な い 。 
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3) 感染 に 適する 条件 : 本 虫 は と の 90%% が , 第 Il キー 
第 度 の 腔 で 発見 され る 。 な お 全 例 の 53.4% が pH 5.4 
ー 5.8 の 間 の 膝 に 発見 され , 5.0 以 下 で は 明らか に 少く , 
6.2 以上 の 腔 で は 発見 され な い 。 と の ょ うに 本 虫 は 弱い 
酸性 の 腔 に 好 ん で 感染 する の で あっ て , 従っ て , 卵巣 機 
能 が 極め て 盛ん で 膝 内 の 酸度 が 著しく 高い 婦人 や , 逆 に 
卵 巣 機能 が 完全 に 低下 し て いて , 膝 内 の 酸度 が 極め て 低 

い 若 年 者 や 老人 に は 寄生 し な い 。 本 虫 は 細菌 と 共存 する 
と と が 多い 。Bauer の 最近 の 人 工 感染 試験 の 集計 を 見 て 
も, 細菌 が 本 虫 の 感染 に 何等 か の 役割 を 果して いる よう 
で ある 。 本 虫 に 共 棲 する 細菌 と し て は , 従来 , gczococczes 
.gZzoge2S の /cg/escezs 即ち 。 eoze/Z cescezs と 称 
する 刀 性 菌 か 挙げ られ て いた が , 理 く が 検査 し た 成績 

で は と の 菌 は むし ろ 少 く , 共 棲 する 嫌気 性 菌 の 多く は , 
双 球 菌 と ブドウ 球菌 で ある 。 の ダ と 本 虫 と は 括 抗 
する ょ うな か 数字 が 出 て いる が , 吾 ベ が 検 し た 範囲 の 例 数 

で は 挫 計 学 上 有意 で な い 。 

4) 感染 径 路 : 浴槽 , 便器 , ヴィ デ , 洗 腸 器 , 手拭 な 
ど に よる 感染 も 可能 の よう で ある が , 最大 の 感染 径 路 は 
性 行 施 で ある 。 即 ち ト リコ モナ ス 症 は 性 病 で ある 。 

その 理由 の 1 つ は , トリ コモ ナス が 男性 の 尿 路 に ゃ 発 
見 され , し か も , トリ コモ ナス 症 婦人 の 配偶 者 に お いて 
一 層 高 率 で ある と と で ある 。 ま た , 配偶 者 に 陽性 で ある 
婦人 の トリ コモ ナス 症 は , 治癒 が 不良 で 再発 が 多い と と 
で ある 。 理由 の 2 は , 綿密 に 検査 する と 売春 婦 で は 本 下 
we に 比べ て 明らか に 高 率 に 存在 する こと で あ 

。 直腸 また は 口 か ら の 感染 は 否定 され て いる 。 

5) 病原 性 : 1940 年 以後 Trussel ら が 本 下 の 純 培養 
を 腰 内 に 注入 し て 膝 炎 を 起 さ せ た 事 実に よっ て 本 虫 の 病 
原 性 は 確認 され た 。 ま た , 吾 ベ の 調査 で も , 帯 下 な ど を 
訴え る 婦人 で は , 488 例 中 210 例 , 即ち 43.5 多 に 木 虫 が 
発見 され た と いう 臨床 上 の 事実 も , 本 虫 の 病原 性 を 育 定 
する も の と 考え られ る 。 その 発症 機 序 は 浅見 ら に ょ る 
と , 本 虫 が 腔 内 の グリ コー ゲン を 消費 し て 膝 の 生理 的 状 
本 前 ああ よう で ある 。 F ね に の お に が 

に も 本 上下 に は 何等 か の 起 炎 作用 が ある よう で ある 。 膝 ト 
リ 29070 トリ コモ ナス の よう に 流産 の 原因 に は な 
ら な いよ う で ある 。 本 虫 が 不妊 の 原因 に な る と いう も の 
も ある が , 若 し そ と そう で ある と し て も , それ に 間接 的 の も 


の , 例え ば ば 性 感 上 異常 な ど に 帰す べき や る の の よう ん で ある 。 
6) 附近 臓器 へ の 墓 延 : 腔 内 に 既に 存する 本 虫 と の 
姜 触 を 避け る た め に , トリ コマ イシ ン 腔 錠 に より , 腔 内 
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の 本 虫 を 一 時 駆除 し た 後 の 本 虫 患者 に 就 いて 検査 し た 結 
果 , 吾 々 は スキ ー ン 氏 腺 で は 27 例 中 1 例 , バ ルト リン 氏 
腺 で は 33 例 中 4 例 , 子宮 委 管 で は 36 例 中 4 例 に 本 虫 を 区 
見 し て いる 。 しかし, 子宮 腔 や 卵 管内 や 卵巣 栓 胞 中 に は 
発見 し 得 な か っ た 。 尿道 で は , 腔 内 に 本 虫 が 陽性 で あ 
っ た 婦人 で は 66 例 中 10 例 に と れ を 発見 し た が , 健康 婦 
人 4831 例 で は 全く 陰性 で あっ た 。 勝 及 で は , 膝 ト リコ モ 
ico 441 例 の 導 尿 尿 を 培養 し て 114 例 即ち 25.8 多 

虫 を 発見 し た 。 腎 知 尿 で は , と れ を 発見 し 得 な か っ 
た 。 

7) 症状 : 症状 の 第 1 は 稀 薄 臓 様 泡 涼 性 淀 下 で ある 。 
時 に 悪臭 を 放つ 。 彰 判 感 , 移 熱 感 及 びと れ に よる 不眠 な 

どの 訴え は 我国 で は 殆 ん ど 接し な い 。 ま た 性 感 異 常 少 
い 。 卵 管 災 や 骨盤 腹膜 炎 様 の 次 痛 を 訴え る 例 も 我国 で は 
少 い 。 局所 の 病変 に し て も , 我国 で は 膝 の 発赤 , 子宮 有 
部 や 膝 壁 の 小 溢 血 斑 を 約 18 多 の 患者 に 見 る 程度 で あっ 
て , 外国 で 発表 きれ て いる よう な 高度 な 「 い ち ど 」 様 著 
赤 な ど は 殆 ん ど 見 られ な い 。 原 道 導 に 就 い て も , 1 
は , 排 臓 , 排尿 痛 , 溢 血 斑 な ど を 記載 し て いる が , 
は 殆 ん ど 病変 や 訴え を 認め て いな い 。 MM 
も, 外国 文 献 に よる と , 排尿 痛 , 乱 熱 感 , 血尿 な どの 主 
訴 , 勝 腕 壁 の 高度 の 病変 を 記載 し て いる が , 吾 は , 殆 
ん ど 症 状 の 訴え を 開か ず , 114 例 中 僅か 1 例 に 残 尿 感 と 
頻 尿 を 認め た に 過ぎ な い 。 ま た 勝 肝 内 に も 軽い 慢性 炎 の 
病変 と 三角 部 の 発赤 を 約 $ 分 の 1 の 症例 に 認め た に 過ぎ 
な い 。 

8) 腰 炎 の 病理 : 膝 壁 の 病理 変化 と し て も , 外国 で 
記載 され て いる よ うな 潰瘍 や 壊死 な ど は , 吾 さ は まだ 見 
て いな い 。 ま た , 最近 Gaudqefroy, Oosterhagen, Haour 
Pundel, 衝 ら は ,。 トリ コモ ナス に よ ょ よって, 子宮 腰 

ど と た 癌 と 誤 ま れる よう な 暴 型 像 が 現われ る と し ,。 そ 
の Smear は Papanicolaou の 第 上 ル 度 また は , Ayre の 
上 皮 内 癌 の 像 を 示す と 述べ て いる が , 吾 ベ も 40 例 の トリ 
コモ ナス 膝 炎 の 愚者 腔 内 容 の Smear を 検 し て , その 9 
Me 層 細 胞 を 認め た 。 し か し , Smear の 


検査 に 熟練 し た 者 は , と れ を 冶 細胞 と 誤る と と は な いと 
田 > 
忌 う 。 


9) 免疫 : 本 虫 の 感染 に よっ て 自然 免疫 は 成立 する 
よう で は ある が , その 程度 は 軽微 ご あり, また と れ が 診 
断 に 応用 出来 る 程 確 実 な も の で も な い 。 

10) 治療 : 本 症 の 治療 に 就 い て は 多く の 薬品 が 発表 
され て いる が , どれ を 使用 Re 
と れ ら の 一 つ 一 つ 就 いて 述べ る と と は 省略 する 。 在 
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昭和 33 年 6 月 (1958)〕 


は 最近 現われ た 抗 ト 1 リコ モナ ス 剤 と 称す る も の の 殆 ん ど 
すべ て に 就 い て , それ の 試験 管内 に お ける 抗 ト リコ モナ 

ス 作用 を 検 し て いる が , それ ら の うち , 臨床 上 使用 価値 
が ある と 思わ れる も の の 主 な も の に 就 いて の 成績 を 示す 
と 次 の よう で ある 。 即ち ,。 ト リコ マイ シン (2400 cc/mg) 
の 発育 阻止 濃度 は 0.002~ 0.005 mg/cc 同じ く ト リコ 
マイ シン (3000 cc/mg) で は , 0.0007 mg/cc (最近 の 分 
離 株 ) クロ ー ル テト ラサ イク リン で は 0.12 て 0.25 mg/cc, 
テト ラサ イク リン で は 0.5~ 1.0 mgjcc」 オキ シテ トラ 
サイ クリ ン で は 3.3~<6.6 mg/jcc,。 カル バル ソン で は 2.5 
ー 5.0 mgjcc トリ テオ ン で は 0.005 mg/cc で ある 。 以 
上 の 成績 の 如く , 抗生 物質 で は トリ コマ イシ ン が 最も 優 
れ , 他 の 化学 剤 で は 2 ・ ア モチ ル ア ミ ノ ・ 5 ニトロ チア 
ゾー ル , 即ち , トリ テオ ン 或 は アミ ニトロ ゾー ル が 最も 
優れ て いる 。 な お トリ コマ イシ ン に 対す る 耐性 は トリ コ 
マイ シン 含有 培地 Y 代 継 代 培養 に よこ っ て も , また 臨床 上 
も 未だ と 認め られ て いな い 。 

次 に これ ら の うち 主 な も の を 臨床 上 と 使用 し た 成績 に 
有 い て 述べ くる 。 テ トラ サイ クリ ン 系 抗生 物質 の 効果 に 就 
いて は , 我国 で は 長尾 , 入 原 , 遠藤 , 鈴木 , 青 河 , 藤生 
ら の 報告 が あり , 有効 で ある が 再発 も る 多い と され て い 
る 。 ま た, と れ ら を 使用 する 時 に は 交代 菌 現象 と し て カ 
ン デ ィ ダ が 出現 する 欠点 が ある 。 カ ル バ パー ゾン 製剤 も 有 
効 で ある が , 再発 を 免 が れず , こと れ に 就 いて の 詳細 も 省 
略す る 。 そし て 今回 は , 1949 年 以来 アメ リカ で 獣医 に ょ 
っ て 使用 され , 最近 人 間 に も 応用 され 始め た トリ テオ 
ン ,。 即ち 。 ア ミニ トロ ゾー ル と , イ ギリ ス に お いて 賞 用 さ 
れ て いる , 8 アセ チル アミ ノ ・ 4 ヒド ロキ シフ ェ ニ テー ル 
アル ゼン 酸 , 即ち アセ タル ゾー ル 及 び 我 国 で 細谷 教授 に 
よっ て 発見 され た トリ コマ イシ ン の 8 者 の 成績 に 就 いて 
述べ た いと 思う 。 ト トリ テオ ン 就 いて の 治験 に 関し て は 
我国 で も 青 河 , 勝又 , 中 村 , 内 田 ら , 渡辺 ら , 薬師 寺 ら の 
諾 氏 の 発表 が ある が , 吾 々 が 行っ た 成績 を 述べ る と , 次 
の よ ょ う で ある 。 即ち 。 トリ テオ ン の 1 錠 を 1 日 1 回 挿入 
し た 患 者 23 例 で は 1 3 日 で 全 例 に お いて 本 虫 は 消失 す 
る 。 し か し , 10 日 間 こ れ を 持続 使用 し て も , 次 に 示す よ 
う に 極め て 多数 の 再発 が ある 。 即 ち , 治療 終了 後 , 1 週 
間 以 内 に 調べ 得 た 6 例 で は 2 例 , 2 週間 以内 に 調べ 得 た 
10 例 で は 6 例 , 3 週間 以内 に 調べ 得 た 6 例 で は 4 例 , 4 
週間 以内 に 調べ 得 た 3 例 で は 3 例 に 再発 を 認め て いる 。 
な お また , 副作用 も 強く , 多く は 10 錠 , 時 に は 2 >7 錠 
で 外陰 着 共 感 や 膝 壁 の 充血 を 来たす 。 次 に トリ テオ ン を 
1 日 800 mg' 服用 させ て 10 日 に 及 ん だ 愚 者 16 例 に 就 い 
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て 見 る に , 11 例 に お いて 膝 内 の 本 虫 は 消 拓 し た が , 殆 ん 
ど 全 例 が 8 週間 以内 に 再発 する 。 な お , 内 服 に よる 勝 腕 
肉 の 本 虫 の 消長 を 調べ た が , 6 例 中 5 例 と お いて と れ は 
消失 し て いる が 5 週間 後に 調べ 得 た 3 例 中 1 例 が 再発 し 
て いる 。 な お , 副作用 と し て は , 内 服 全 例 22 例 中 7 例 が 
胃痛 及び 胃 部 膨満 成 を 訴え , 4 例 に 高度 の 全身 性 発疹 が 
現われ た 。 

次 に 20 例 の 患者 に お いて アセ モタ ル ゾ ー ル 錠 を 1 日 2 錠 
の 割合 で 挿入 し た の に , 全 例 に お いて 1 2 日 で 本 虫 は 
消失 し た 。 そ の 再発 は 次 の よう で ある 。 即ち , 治療 終了 
後 , 1 週間 以内 に 調べ 得 た 1 例 で は 再発 を 認め ず , 2 週 
間 以 内 に 調べ 得 た 例 で は 1 例 の 再発 を 認め , 同じ く 3 
週間 以内 で は 5 例 中 2 例 , 4 週間 以内 で は 10 例 中 4 例 , 
3 4 カ月 後 で は 8 例 中 2 例 の 再発 を 認め た 。 な お , 7 
カ月 後に 調べ 得 た 1 例 に は 再発 を 認め な か っ た 。 以 上 の 
如く , 再発 も 比較 的 少な く , 副作用 も 殆 ん ど 認め られ な 
か っ た 。 

次 に トリ コマ イシ ン に よる 成績 を 述べ る 。 昭和 32 年 8 
月 まで の 集計 に よっ て 説明 する と , 235 例 の 患者 に 1 錠 
(5 万 単位 ) の トリ コマ イシ ン を 挿入 し た と と ろ , 1 一 
2 日 で 全 例 に お いて 本 虫 は , 少く と も 一 時 腔 内 か ら 消 失 
し た 。 し か し , 4 て 5 回 の 挿入 で 中 止 する と , 既に 1 週 
間 後 再発 する る の が 見 ちら れる の で , 少く と も 10 日 間 以 上 
挿入 する 必要 が ある 。 と の よう に し て 治療 し た 患 者 77 例 
に 就 い て 1 カ月 後に 再 検査 する と 18 例 (17 多 ) に 再発 を 
認め た 。49 例 を 治療 終了 後 1 カ月 か ら 3 カ 月 の 間 に 再 検 
し た が , 8 例 (1622) の 再発 を 認め た 。 3 カ月 か ら 6 カ 
月 の 間 に 調 べ 得 た 21 例 , 並び に 6 ヵ月 か ら 1 カ 月 の 間 に 
調べ 得 た 12 例 で は 全く 再発 が 認め らち れ な か っ た 。 以 上 の 
成績 か ら , トリ コマ イシ ン 膝 錠 に よる 腔 内 トリ コモ ナス 
の 駆除 に 当っ て は , 約 82 の 再発 が 見 られ る が , と の 再 
発 の 大 部 分 は 治療 終了 後 3 カ月 以内 た 起 る と と が 判る 。 
副作用 は 全く 見 られ な い 。 

次 に 尿 了 路 内 の トリ コモ ナス の 駆除 で ある 。 と の 場合 に 
は 腰 錠 を 挿入 し て も , 多く は 無効 で ある か ら , 
イシ ン を 内 服 せ ね ば な ら な い 。 初期 の 頃 , 吾 々 は 2 6 
万 単位 の トリ コマ イシ ン を 1 日 量 と し て 内 服 させ た 。 そ 
の 例 数 は 32 姜 で ある が , 婦人 で は 全 例 5 52 日 , 平均 21 
日 の 服用 継続 で 尿 路 中 の 本 虫 は 消失 し た 。 と の 場合 の 内 
服 総 量 の 平均 は 約 90 万 単位 で ある 。 と と ろ が 男子 で は , 
効果 が 一 層 顕 著 で あり , 3 っ 10 日 の 継続 服用 , 総量 平 
均 約 45 万 単位 で 本 虫 は 消失 する 。 後期 の 頃 で は , 1 日 量 
0 一 24 万 単位 を 与え を た が , と の 方 法 で 治療 し た 26 例 中 24 
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例 で は , 2 ~26 日 , 平均 6 日 の 服用 継続 , 服用 総量 100 
万 単位 で 尿 路 中 の 本 虫 は 消失 し て いる 。 と の 場合 に も 男 
子 は , 約 半数 以下 の 日 数 と 量 と で 本 虫 は 消失 し て いる 。 
と の 成績 か ら , 1 日 の 内 服 量 の 増加 に 並行 し て 治療 に 要 
する 日 数 が 短縮 され る と いう と と が わか る 。 要 する に だ 尿 
中 の 本 虫 の 駆除 の た め に は , 大 多数 の 例 に お いて , 1 日 
量 10 万 単位 を 約 10 日 間 続 ける 程度 で よい と 考え る 。 但 
し , な か に は 総量 200 万 単位 を 要 し た も の も あり , また 
展 々 再発 する 例 や , バル トリ ン 氏 腺 に 感染 し て いる よう 
な 例 で は , 総量 400~ 600 万 単位 を も 必要 と する も の で 
ある と と を 忘れ て は な ら な い 。 

以上 の 成績 を まとめ る と , 尿 路 中 に トリ コモ ナス を 有 
し た 58 例 に トリ コマ イシ ン を 内 服 さ せ て , その 56 例 に お 
いて ,。 少 く と ゃ 一 時 的 に は と れ を 駆除 する と と が 出来 た 。 
し か し , と の 場合 に も 再発 が 見 られ る の で あっ て 。 治療 
終了 後 1 ヵ月 に 調べ 得 た 21 例 で は 2 例 , 1 カ月 か ら 3 
ヵ月 の 間 に 調 べ 得 た 17 例 で は 3 例 に 再発 を 認め て いる 。 
唯 , 3 カ月 か ら 1 カ 年 の 間 に 調 べ 得 た 16 例 で は 再発 を 認 
め て いな い 。 以 上 の 成績 か ら ,。 トリ コマ イシ ン に よる 尿 
路 内 の 本 虫 の 駆除 に 当っ て は , 約 26 多 の 再発 が ある が , 
と れ の 殆 ん どす べ て は 治療 終了 後 8 ヵ カ月 以内 に 起 る も の 
で ある と と が 判る 。 と の 場合 の 副作用 と し て は , 軽い 悪 
心 , 軟便 , また は 下痢 , 軽い 腹痛 な ど が 見 られ, と の ど 
れ か を 訴え た も の は 58 例 中 18 例 (22%) で あっ た 。 し か 
し, 肝 機 能 , 血液 性 状 に は 何等 影響 を 及ぼさ な いと と を 
認め た 。 な お , トリ コマ イシ ン は , その 内 服 の み に よ っ 
て や , 礎 内 の 本 虫 を 消失 させ 得る る の で ある が , その 効 
果 は 膝 錠 に 比べ て 人造 か に 劣り , 総量 150 一 450 万 単位 を 
服用 させ て も 8 例 中 4 例 に 成功 し た の み で あっ た 。 
以上 の 成績 か らし て , トリ コロ マイ シン に よる トリ コモ 
ナス 症 の 治療 を 結論 する と , 1) 膝 内 に 本 虫 を 発見 し た 
場合 に は , 1 錠 中 5 万 単位 を 含有 する トリ コマ イシ ン 膝 
錠 を 12 個 , 毎日 挿入 し て 10~14 日 に 及ぶ 。2) 同時 
に 尿 を 培養 し て 尿 路 中 の 本 虫 の 存 箇 を 検 し 。 と れ が 陽性 
な ら ば , 1 日 略 々 10 万 単位 の トリ コマ イシ ン を 10 日 以上 
に 理 っ て 内 服 さ せる 。3) また 同時 に その 夫 の 尿 ま た は 
前 立 腺 分 泌 物 な ど を 培養 し , 若 し 本 虫 が 陽性 な らち ば, と 
れ に ゃ 同様 に 内 服 さ せる 。4) 1 日 10 万 単位 を 10 日 以上 
続け て も 尿 の 本 虫 が 消失 し な い 時 に は , 1 日 量 を 20 万 
単位 以上 に 増量 し , 総量 400~ 600 万 単位 に 及ぶ 。5) 
再発 は , 膝 内 の 場合 も , 尿 路 内 の 場合 も , 殆 ん ど 常 と 治 
療 終 了 後 3 ヵ月 以内 の 期間 に 起 る ある の で ある か ら ,。 と の 
期間 に は 展 ^ 再 検 する 必要 が あり , 殊 に 月 経 終了 後に は 
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必ず 検査 を 新た に し , 若 し 再 発 を 認め た な ら ば , 直ちに 
強力 な 治療 を 再開 する 。 な お , トリ コマ イシ ン は 他 の 抗 
生物 質 と 異 り 。 カン ディ ダ に る 同時 に 作用 する と いう 利 
点 を 持っ て いる 。 な お , 腔 トリ コモ ナス 症 の 治療 に , 卵 
胞 ホ ル モ ン , 或いは 膝 欄 菌 な ど を 使用 する 生理 的 治療 法 
が ある 。 こ と れ は 決し て 無 意 味 で は な い が , し か し 強力 な 
も の で は な く , 常に 他 の 薬物 療法 に 併用 され て 始め て ょ 
い 効 果 を 現 わ す も の と 考え られ る 。 


( 間 ) 真柄 先生 ( 阪 大 微 研 ) 浜 田 義雄 

1) 各 実 験 者 に よっ て 各 薬 剤 の 効果 が ちがう が 治癒 判 
定 の 時 機 を 何時 に お くべ きか と 考え られ ます か 92) 投 
与 方 法 (経口 , 局所 ) の どちら か 適当 で あり , 望ま し い 
で し ょ うか ? 

( 千 ) 真 柄 正 直 

1) われ われ の 成績 で は , 再発 は 殆 ん ど 常 に 治療 終了 
後 の 3 カ ヵ月 以内 に 起 っ て いる か ら 。 治癒 判定 の 時 期 を 少 
く と も 治療 終了 後 3 ヵ 月 後 出来 れ ば 6 ヵ月 後 と し た い 。 
2) 膝 ト リコ モナ ス 症 の 場合 に は , トリ コモ ナス は 膝 内 
の み で な く , その 附近 臓器 に 存在 する と と が 多い の で あ 
る か ら 経 口 と 局所 の 両 投与 法 を 併用 すべ き で ある 。 


( 間 ) 真柄 先生 (長崎 大 ) 北 村 精 一 

只今 の 御 話 で トリ コモ ナス 症状 と 病理 組織 的 変化 と の 
関連 性 が どん な で し よ ょ うか, 特に 尿道 の 粘膜 と の 関係 及 
びと れ と 治療 機 序 と の 関係 等 を 伺い た い 。 

(等) 真 柄 正 直 

外国 文献 に よる と , 硝 道 粘膜 は 粗 で , 灰白色 を 呈し , 
溢 血 斑 が あり , 出血 し 易い と ある が , われ われ は 。, 辰 道 
に トリ コモ ナス が 陽性 で あっ た 66 例 を 検 し た が , その い 
ずれ も 肉眼 的 に 何等 の 病変 も 認め な か っ た 。 従 っ て 治療 
に 伴う 病理 的 変化 の 推移 を 知る と と も 出来 な か っ た 。 


( 間 ) 猪木 先生 (日 本 医大 ) 伊 藤 英 雄 
実験 的 に 感染 角 死 し た マウ ス ょ より 分 離し 得 た 株 は 。 わ 
れ わ れ が 位相 差 顎 微 鏡 を 使用 し て 観察 し た 結果 で は 形態 
学 的 に 特に 差異 を 認め な か っ た 。 と れ に つい て の 御 意 見 
を 御 伺い 致 

( 千 ) 殺 木 正 三 
観察 され た 感染 角 死 マウ ス は 腹水 型 ご あっ た と 思わ れ 
ます が , 宛 も 私 達 の 第 ] 型 の よ ょ うた 腹水 型 を 示す 感染 が 
其 後 見 られ て いま す 。 し か し と れ は 半 井 C1957) の 中 間 
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型 と ども い ゝ ます か , マウ ス 秘 継 代 を 続け ます と 8 一 4 
代 で 消失 する の が 普通 で 御 説 の 通り 形態 学 的 に も 変異 し 
て お ら ず 私 達 の 第 T 型 と は 全く 相違 し た も の で あり ま 


す 。 


( 間 ) 猪木 先生 (日 本 医大 ) 網 野 栄 作 

動物 実験 の 結果 , 感染 マウ ス ょ より 分 離し た トリ コモ ナ 
ス 株 は 原 株 と 生物 学 的 に 免疫 学 的 性 状 等 に 差異 を 認め な 
い が , 変異 株 は どの 程度 の 頻度 に お いて 発現 する も の で 
すか 。 

( 答 ) 猪 正 三 

教室 の 浜田 が 行っ た 実験 成績 に ょ る と その 頻度 は 約 3 
多 と は な っ て いて そう 高 率 と は いえ ませ ん 。 面 か も , 株 
に よっ て 変異 株 が 得 ら れる も の と 得 ら れ な いも の が ある 
ょ うな 感 が し ます 。 勿論 と れ は 無 処置 マウ ス え の 感染 試 
験 の 成績 ご あり ます が , 今後 前 処置 マウ ス も 用 いて 多数 
の 株 で 観察 する 必要 が ある の で は な いで し よ ょ うか 。 


( 間 ) 真柄 先生 ( 阪 大 後 研 ) 中 林 敏夫 
トリ コマ イシ ン 耐 性 に つい て 御 観察 は あり ませ ん か 
( 箸 ) 真 柄 正 直 
唯 今 も お 話し た よう に 試験 管内 に お いて も , 臨床 上 に 
も , 未だ トリ コマ イシ ン 耐 性 の トリ コモ ナス を 認め て い 


木 
の 


( 間 ) 浅見 先生 ( 阪 大 微 研 ) 中 林 敏夫 
感染 機 作 を 考え る 上 に 原虫 側 の 原因 と し て 何 か 御 意見 
が あり ませ ん か 和 蛋白 代謝 に 関し 御 研 究 が あれ ば 御 教示 
下さ い 。 


317 


( 千 ) 北 見 敬 三 

御 承知 の 様 に 蛋白 代謝 の 問題 は 極め て 探求 が 困難 で あ 
っ て , 講演 し た 様 な 程度 の 仕事 し か 未だ 出来 て 居 な い の 
で 上 叱 の 点 か ら の 御 答 は 致し 兼ね ます 。 尚 株 と し て 感染 性 
に 大 し た 強弱 は ある まい と 私 は 考え て 居り ます 。 


( 問 ) 真柄 先生 ( 阪 大 微 研 ) 猪 木 正 三 
私 達 の 実験 成績 は 久保 田 (1946), 岩井 (1957) 等 に よ 
り 追試 確認 され , それ 自体 の 病原 性 は 最早 疑う 余地 が な 
いと 思い ます が , 分 2ggzzgs の 病原 性 と 就 い て どの よ 
うた 御 考 え に な っ て いま すか 。 

( 千 ) 真 柄 正 直 
浅見 博士 の 唯 今 の 発表 の ょ うと , 腔 トリ コモ ナス が 膝 
内 の グリ コー ゲン を 消費 する た め に , 腰 の 生物 学 的 平衡 
が 乱れ , その 結果 膝 炎 が 起 あ と いう と と は 間違い の な い 
事実 だ と 思う 。 し か し , 膝 内 の グリ コー ゲン 不足 の た め 
に 起 っ て いる 一 般 雑 菌 性 膝 炎 と , 腔 トリ コモ ナス に よる 
膝 炎 の 症状 と た は, 必ず し ゃ 同一 で は な いし , また , 外国 
で 報告 され て いる よう な 高度 の トリ コモ ナス 肝 炎 が ある 
と する な ら ば , 膝下 トリ コモ ナス は , 唯 単に , 腔 内 の グリ 
コー ゲン を 消費 し て 膝 炎 を 誘発 する と いう と と の 他 に , 
更に 直接 的 に も 膝 炎 を 起 さ せる 人 能力 が ある よう に も 考え 
られ る 。 換言 すれ ば , 有 礎 内 の グリ コー ゲン を 消費 する と 
いう こと と は 第 一 次 の 作用 で あっ て , 続い て 二 次 的 に , 取 
体 そ の も の の 侵襲 また は , その 毒素 が 膝 炎 を 助長 する と 
や 考え られ る 。 し か し , 現在 , 自分 は と れ を 明らか 人 立 
証し 得る よう な 実験 デー タ を 持っ て いな い 。 
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東京 都 港 区 基 愛 容 町 東京 束 恵 会 医科 
大 学内 科 


国立 予防 


東京 都 洪 区 芝 白 金 台 町 東京 大 学 伝染 


病 研究 所 和 寄生 虫 研究 部 


熊本 市 城内 二の丸 熊本 大 学 医学 部 寄 
生 昌 病 学 教室 
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林田 正典 
穏 田 窟 太 度 


東 嵐 弘 
日 野 和徳 
日 野 真 店 
玉林 胃 


下島 信子 
下野 多 開 
下野 医院 
下川 盟 


年 川 光昭 
年 岡 輝明 


弘前 大 学 本 部 


弘前 大 学 医学 
部 村 外 科 教室 


広島 県 立 医大 
附属 図書 館 


揚 渡 吉 治 
北条 昌 中 


北海 道 大 学 医 


保科 利 一 


細川 修治 








熊本 市 城内 二の丸 熊本 大 学 医学 部 寄 
生 虫 病 学 教室 


久留 米 市 旭 町 久留 米 大 学 医学 部 病理 
学 教室 


堺 市 大 仙 町 大 阪 府立 大 学 農学 部 
東京 都 大 田 区 田園 調布 3 の 149 
香川 県 観音 寺 市 析 田 町 内 1532 


東京 都 港 区 芝 白 金 三光 町 北里 研究 所 
寄生 虫 室 22 号 


埼玉 県 大 蜂 郡 江南 村 小原 療養 所 
新潟 県 新潟 県 衛生 部 予防 課 
山梨 県 甲府 市 敷 過 町 


千葉 市 矢作 町 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛 
生 学 教室 


ーー aig 九州 大 学 医学 部 寄生 躍 学 
cn 半 九州 大 学 医学 部 寄生 躍 学 
教室 

弘前 市 相良 町 2 

弘前 市 本 町 53 

呉 市 阿賀 町 

鹿児島 市 西田 町 154 


千葉 市 矢作 町 千葉 大 学 医学 
生 学 教室 


部 公衆 衛 


北 海 道 札 幌 市 北 14 条 西 5 丁目 
- ee 日 本 医科 大 学 


山形 県 酒田 市 下 中 町 57 
ーー 金沢 大 学 理学 部 生物 学 


鹿児島 市 際 池 町 鹿児島 大 学 医学 部 寄 
生 虫 学 教室 


東京 都 千 代田 区 神田 錦町 1 の 6 日 本 
基質 教団 診療 所 


犬 阪 市 東住吉 区 平野 本 町 2 の 18 


東京 都 武蔵 野市 境 日 本 験 医 畜 産 大 学 
寄生 虫 学 教室 


香川 県 三豊 郡 豊 中 町 香川 県 立 三豊 保 
健 所 


東京 都 品川 区 上 大 崎 長者 丸 国立 予防 
衛生 研究 所 寄生 虫 部 


東京 都 板橋 区 板橋 町 9 の 1817 東京 


_ 都 寄生 虫 病 診療 所 


東京 都 港 区 基 海 岸 通り 東京 水産 大 学 
増殖 学科 


山口 県 立 医 科大 学 病理 学 教室 





伊吹 正 化学 
工業 株 式 会 社 


指宿 英 造 
ーー 瀬 永吉 
市 岡 朝 葵 
市 岡 四 齋 


市 川 公 穂 
井戸 一 対 
出射 三朗 
医学 中 央 雑誌 
五十嵐 和子 
伯 島 利 亡 


肖 野 痛 
飲 野 洗 明 


伊 従 茂 
伊集院 武 文 
池田 稔 正 
池 田 正 
池 内 博 
池内 まき 子 
池 沢 茂 
生沢 万 寿夫 
今井 田 二 三 
今 村 詩 


今 中 電 雄 
往 垣 元 博 
稲垣 清二 
稲垣 光 己 
稲 神 寿 志 
和泉 武男 


租 臣 成一 


〔 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 7 巻 ・ 第 3 号 


| 
滋賀 県 愛知 川町 愛知 川 
鹿児島 市 山下 町 鹿児島 県 立 大 学 医学 
部 第 2 内科 


東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 義塾 大 学 医 
学部 寄生 虫 学 教室 


北海 道 帯広 局 区 内 葵 広 凌 産 大 学 
生井 大 阪 医科 大 学 衛生 学 教 


札幌 市 南 入 条 西 15 丁目 

岡山 県 津山 市 山下 101 井戸 病院 内 
大 阪 市 東住吉 区 田辺 東 之 町 7 の 29 
東京 都 杉並 区 上 高井 戸 3 の 848 
川崎 市 溝の口 高津 保健 所 

に act 山梨 県 立 医学 太 


福島 県 若松 市 堺 町 市 立 若松 病院 内 科 


東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 義塾 大 学 医 
学部 寄生 虫 学 教室 


東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 闘 大 学 医 
学部 寄生 虫 学 教室 


青 森 市 浪 館 陸上 自衛 際 第 9 混成 団 本 
部 衛生 課 


長崎 県 諫早 市 永昌 町 長崎 大 学 風土 病 
研究 所 才 理 部 


千葉 県 市 川 市 八幡 町 4 の 1347 
山口 県 山口 市 山口 県 衛生 研究 所 


東京 都 把 区 西ヶ原 農業 枝 術 研究 所 経 
営 土地 利用 部 生活 環境 研究 室 


本 
研究 所 寄生 忠 


大 阪 市 天王 寺 区 東上 町 大 阪 市 立 大 学 
医学 部 医 動物 学 教室 


半生 岐阜 県 立 医科 大 学 寄生 虫 学 教 


都立 衛生 


大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 
病 研究 所 寄生 虫 原虫 学部 


広島 物 療 専 門 学校 

東京 都 落 区 間 新 橋 7 の 12 送 診 療 所 
東京 都 世 田 ケ 区 上 馬 町 1 の 528 
静岡 県 田方 郡 画 南 村 柏谷 62 
東京 都 杉並 区 凌 窪 2 の 143 

新 則 市 町 新潟 大 学 医学 部 医 動物 学 


4 岡山 大 学 医科 部 寄生 昌 学 孝 








Ss 


示 層 草 癌 基 喝 移  s 条 mw 














昭和 33 年 6 月 


猪木 正三 
井 上 務 
井 上 廉 


井上 謙太 度 
伊佐 博夫 


石垣 征矢 男 
石黒 秀雄 


石 原 国 
石原 道子 


石原 忠雄 


石原 敏 
石井 信太 野 
石井 人 準 


石井 俊雄 
石 井 康 


石井 富夫 
石井 河 
石川 道雄 
石川 県 山代 
保 健 也 


一 色 於 四 度 
石 崎 舌 


石 志 知 
磯部 親 則 
磯部 光 


磯田 政 恵 
磯田 好 座 


板 橋 理 
板 垣 博 


板垣 四 計 
伊 東 事 
伊東 仁 孝 





(1958) ] 


大 阪 市 北 区 堂島 西町 大阪 大 学 微生物 
病 研究 所 寄生 虫 原虫 学部 


東京 都 北 多摩 郡 小 金井 町 東京 
学 小金 井 分 校 


宮崎 県 宮崎 市 船 塚 町 宮崎 大 学 農学 部 
獣医 学科 


東京 都 練馬 区 南町 1 の 3326 


千葉 市 矢作 町 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛 
生 学 教室 


静岡 県 浜松 市 中 クノ 町 1217 
山口 県 下関 市 長 府 町 山口 大 学 農学 部 
家畜 病理 学 教室 

米子 市 西町 鳥取 大 学 医学 部 


熊本 市 城内 二の丸 熊本 大 学 医学 部 寄 
生 虫 病 学 教室 


東京 都 北 多摩 郡 小 平 町 農林 省 家 畜 衛 
生 試 験 場 小平 分 場 


岐阜 県 養老 部 養老 町 高田 945 の 4 
東京 都 港 区 麻布 我 善 坊 20 
東京 都 北 多摩 郡 小 平 町 農林 省 家 吉 衛 
生 試 験 場 

東京 都 品 川 区 上 大 崎 長 者 丸 国立 予防 
衛生 研究 所 寄生 虫 部 


東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 義塾 大 学 医 
学部 寄生 虫 学 教室 


横浜 市 答 見 区 生 表 町 437 

広島 県 福山 市 府中 町 1 

名 古屋 市 西区 滞 心 町 2 の 11 
石川 県 江 沼 郡山 代 町 

大 阪 府 堺 市 大 仙 町 大 阪 府立 大 学 農学 
部 獣医 学科 


東京 都 品 有川 区 上 大 崎 長 者 丸 国立 予防 
衛生 研究 所 寄生 虫 部 


大 阪 府 枚方 楠葉 1048 棒 葉 診療 所 
熊本 県 人 吉 市 南 泉田 町 5 人 吉保 健 所 


福岡 県 大 御田 市 不知 炎 町 3 の 4 大 和 牟 
田 市 立 病院 小児 科 


es 日 本 獣医 赤 産 大 学 病理 学 
千葉 市 矢作 町 千葉 大 学 医 学部 公衆 衛 
生 学 教 守 


千葉 市 神明 町 千葉 県 衛生 研究 所 


神奈 川 県 相模 原市 淵野辺 麻布 獣医 科 
大 学生 物 学 教室 


東京 都 世 田 ケ ヶ 谷 区 太子 堂 町 342 
東京 都 新宿 区 新 小 川町 2 の 20 菊川 蘭 
久留 米 市 久留 米 大 学 医学 部 寄生 虫 病 
学 教室 


伊東 保 一 対 
伊藤 二郎 
伊藤 敬吾 
伊藤 淳一 


伊 藤 
伊 藤 


竜 雄 
康 夫 


岩 淵 勉 
岩井 吉兵衛 
岩井 澄 雄 


岩出 太 序 


岩城 保 仁 


岩 倉 
岩 間 
岩田 正俊 
岩田 切 雄 
岩崎 弘 三郎 


利 明 
春 夫 


岩崎 吐 太 度 
岩 崎 孝 
岩崎 敏雄 


1 
則 
田 
底 庶 中 晶 惨 串 可 癌 
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東京 都 北 区 西ヶ原 農業 技術 研究 所 経 
営 土地 利用 部 生活 環境 研究 室 


静岡 市 大 央 町 静岡 大 学 教育 学部 保健 
学 教室 

鳥取 県 米子 市 西町 鳥取 大 学 医学 部 果 
属 病院 第 二 内 科 

新潟 市 旭 町 新潟 大 学 医学 部 医 動物 学 
教室 


長野 県 下 伊 郡 郡 千 代 村 
oe 大 阪 医科 大 学 病理 学 教 


東京 都 板橋 区 板橋 町 9 の 2338 
岩手 県 花泉 町 県 立花 泉 病院 


東京 都 新 窒 区 信濃 町 慶応 義塾 大 学 医 
学部 寄生 東 学 教室 


横浜 市 金沢 区 平潟 町 140 済生会 若草 


病院 

東京 都 千代 田 飯田 町 日 本 医科 大 学 第 
一 病院 内 科 

宮崎 市 清水 町 65 宮崎 県 衛生 研究 所 
愛知 県 知多 郡 横 須賀 町 

奈良 市 奈良 学芸 大 学生 物 学 教室 

大 阪 府 高槻 市 大 阪 医 科大 学 第 一 内 科 
大 阪 府 高槻 市 大 阪 医科 大 学 病理 学 教 


室 
広島 市 天満 町 178 

山口 県 小郡 町 明治 東 区 

大 阪 市 東成 区 大 今 ノ 里 北 之 町 4 丁目 
145 


長野 県 下高井 郡中 野 町 北信 病院 

J 
ドロ トト Ta 
東京 都 港 芝 愛 岩 町 2 の 105 

い 


京都 府 福知山 市 私 市 


犬 阪 市 北 区 堂島 大 阪 大 学 微生物 病 研 
究 所 寄生 虫 原 学部 


大 阪 府 高槻 市 大 阪 医科 大 学内 科 教 室 


イオ 生 吉 ksoaolo 長崎 大 学 風土 病 
究 所 


熊本 県 荒尾 市 原 方 田倉 持 


広島 県 三原 市 木原 町 1528 日 本 寄生 
曳 病 研究 所 


広島 県 三原 市 木原 町 1529 
虫 病 研究 所 


徳島 市 蔵本 町 徳島 大 学 油谷 内 科 


日 本 寄生 
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録 田 為 夫 
旬 田 幸 政 
旬 谷 


神 谷 清 
加茂 正和 


加 茂 書 
要 真 一 計 
蒲 原 誠 


神 田 
金 光 
標 先 


商 栄 
虎 雄 
閣 一 


加納 大 葉 
方 波 見 重 兵衛 
片 淵 秀雄 
片 田 茂 
片 桐 優 


片桐 正三 
片 峰 大 助 
片 岡 猛 


片山 洋 下 
川原 金 次 取 
加藤 勝也 
高藤 量 下 


加 際 男 二 


河辺 
川 辺 
川 満 


秀雄 
光 丸 
恵 光 


川 本 に 


河村 潤子 


東京 都 千代 田 区 飯田 町 日 本 医科 大 学 
内 科学 教室 


大 阪 市 阿部 野 区 旭 町 大 阪 市 立 大 学 医 
学部 医 動物 学 教室 


ce 亀谷 医 


大 阪 府 高槻 市 大 字 高 槻 1.363 
の 久留 米 大 学 医学 部 寄生 虫 学 


福岡 市 堅 粗 九州 大 学 医学 部 寄生 忠 学 
教室 

鹿児島 市 山下 町 鹿児島 大 学 附属 病院 
第 2 内 科 

- ef 国立 嬉野 病院 内 


鹿児島 県 隆 麻 郡 宮野 城 保健 所 
広島 県 府中 市 府中 町 60 の 3 


英 城 県 勝田 市 日 立 製 作 所 日 立 病院 水 
戸 分 院内 科 


東京 都 女 京 区 湯島 東京 医科 歯科 大 学 
医 動 物 学 教室 


千葉 市 矢作 町 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛 
生 学 教室 

佐賀 県 鳥栖 市 鳥栖 保健 所 日 本 住 血 病 
研究 室 

浜松 市 町 34 本 田 技術 工業 氏 . 氏 . 
浜松 診療 所 

千葉 市 矢作 町 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛 
生 学 教室 


新潟 市 新潟 大 学 医学 部 医 動物 学 教室 
長崎 県 諫早 市 長崎 大 学 風土 病 研究 所 


犬 阪 市 北 区 堂島 西 大 阪 大 学 微生物 病 
研究 所 寄生 虫 原虫 学部 


滋賀 県 坂田 郡山 東町 辻 江 長岡 診療 所 
愛知 県 春日 井 保健 所 

名 古屋 市 中 村 区 ニッ 橋 4 の 4 
征 予防 会 支部 

大 阪 市 北 区 常安 町 大 阪 大 学 歯 学部 保 
存 口腔 治療 学 教室 


日 本 寄 


名 古屋 市 中 区 桜町 3 の 8 愛知 県 農林 
・ 会館 4 階 


東京 都 大 田 区 雪 ヶ 谷町 396 
東京 都 大 田 区 仲之 郷 3 の 14 


長崎 県 諫早 市 永昌 町 長崎 大 学 風土 病 
研究 所 第 一 病理 


京都 市 上 京 区 河原 町 
学 医 動物 学 教室 


ko 大 阪 医科 大 学 病理 学 教 


京都 府立 医科 大 


川 名 造 
川名 表 
川野 喜代 次 


河 野 較 
河 野 路 


川崎 標 陽 
川 島 弘 


川島 健治 度 
川副 泰 時 
川津 白 訪 


菊 地 正 
菊 池 寛 
木 畑 美 知 江 
木村 正雄 


木村 道 也 
木村 志 切 
木村 静子 
木 村 重 


木村 都 朗 


木下 武男 
岩田 秋 彰 


涯 田 際 
北畠 栄 太郎 


北原 経 太 
北田 昭和 


北川 徳 三芳 
北 本 治 


北村 鋼 一 
北 村 譜 


北村 精 一 
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千葉 県 館山 市 北条 1703 川名 医院 
千葉 県 館山 市 北条 1703 有川 名 医院 
東京 都 港 区 麻布 宮村 町 69 都立 城南 
高校 生物 教室 

群馬 県 前 橋 市 岩神 町 群馬 大 学 医学 部 
衛生 学 教室 

oy 日 本 医科 大 学 赤木 内 


鹿児島 市 鹿児島 大 学 医学 部 第 一 内 科 
田川 市 大 字 伊田 2745 三井 田川 鉱業 
所 病院 

福岡 市 堅 粗 九州 大 学 医学 部 寄生 虫 学 
教室 

東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 義塾 大 学 医 
学部 寄生 躍 学 教室 
長崎 県 長崎 市 大 橋 町 長崎 大 学 学芸 部 
保健 科 


松山 市 朝美 町 松山 精神 病院 

弘前 市 弘前 大 学 医学 部 格 外 科 教室 
東京 都 港 区 芝 和 白金 台 町 国立 公衆 衛生 
院 微生物 学部 寄生 虫 室 

ke 宮崎 大 学 農学 部 水産 学 


岡山 市 岡山 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
岡山 県 都 密 郡 早島 町 

大 津 市 橋本 町 大 津 市 役所 衛生 課 
兵庫 県 篠山 局 区 内 兵庫 農 科 大 学 獣 医 
学 教室 


岡山 市 岡山 164 岡山 大 学 医学 部 平木 
内 科 


岡山 市 津島 岡山 大 学 農 学部 官舎 


名 古屋 市 中 区 南 外 堀 町 6 の 1 愛知 県 
庁 構内 愛知 県 衛生 研究 所 


山形 県 酒田 市 本 町 5 の 23 
弘前 市 本 町 約 前 大 学 医学 部 第 1 病理 
(寄生 虫 部 ) 

鹿児島 市 下 荒田 町 446 県 営 ア パー ト 
中 一 号 

横浜 市 南 区 浦舟 町 横浜 市 立 大 学 医学 
部 寄生 虫 学 教室 

三重 県 度 会 郡 大 宮 町 野原 
東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 東京 大 学 伝 染 
病 研究 所 臨床 研究 部 


横浜 市 南 区 浦舟 町 横浜 市 立 大 学 医学 
部 寄生 虫 学 教室 


東京 都 北 区 志茂 町 2 の 1670 
薬 反 . 反 K. 王子 製薬 工場 


トー 長崎 大 学 医学 部 皮膚 科 


日 本 化 





昭和 33 年 6 月 


北野 訓 敏 


北 山 博 
北沢 英 


九州 大 学 医学 部 
寄生 虫 学 教室 


木 附 拓 雑 
小林 昭夫 
小林 晴 治 了 
小林 準 三 


小林 終 
小林 瑞穂 


小林 芳 人 
児 玉 威 


古賀 元 晃 
古賀 孝 


小浜 暫 了 
小 池 保 


小島 邦子 


国立 相模 原 病院 


小牧 語 夫 
小松 寿子 
小宮 義孝 


小 宮 山 新 cm 
近藤 末 男 
近藤 武男 
近藤 化学 工業 
株 式 会 社 
近野 誠二 
河野 猪 三朗 
小竹 恵美 子 


小 山 カ 


小山 三 三 人 
吉山 幸男 


(1958) ] 


東京 都 娘 京 区 向 ヶ 岡 調和 町 東京 大 学 
農学 部 家畜 内 科学 研究 室 


大 阪 府 豊中 市 桜 了 家 本 通 3 の 38 
松山 市 樽 味 町 愛媛 大 学 農学 部 


福岡 市 堅 
福岡 市 堅 向 九州 大 学 医学 部 寄生 虫 学 
教室 


東京 都 品川 区 上 大 崎 長 者 丸 国立 予防 
衛生 研究 所 寄生 虫 部 


京都 市 上 京 区 河原 町 京都 府立 医科 大 
学 医 動物 学 教室 


東京 都 女 京 区 湯島 3 の 1 東京 医科 歯 
科大 学 医 動物 学 教室 


東京 都 目 黒 区 下 目 黒 目黒 寄生 虫 館 
ー 六 岐阜 県 立 医 科大 学 寄 生 虫 学 教 


導 表 委 寺 胡 必 本吉 東京 大 学 医学 
部 薬理 学 教 


Pr 神奈 川 県 
衛生 研究 所 


福岡 市 潟 州 町 58 古賀 胃腸 病院 


和束 人 肉 本 す 水 の 才 医療 法人 同 
) 


鹿児島 市 鴨池 町 鹿児島 大 学 医学 部 公 
衆 衛生 学 教室 


東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 義 藝 大 学 医 
学部 寄生 躍 学 教室 


東京 都 品川 区 上 大 崎 長者 丸 国立 予防 
衛生 研究 所 寄生 虫 部 


神奈 川 県 相模 原市 上 稚 間 
宮崎 市 権現 町 三 葉 着 
高知 市 朝倉 高知 大 学 教育 学部 


東京 都 品川 区 上 大 崎 長 者 丸 国立 予防 
衛生 研究 所 寄生 躍 部 


川崎 市 溝 ノ ロ 357 高津 保健 所 
東京 都 北 多 摩 郡 府中 町 東京 農工 大 学 
衛生 学 教室 

愛知 県 北設楽 郡 東 栄町 三輪 
福岡 市 下 州 崎 町 57 


福井 県 福井 市 志 比 口 町 福井 県 衛生 研 . 
究 所 


鹿児島 市 鹿児島 大 学 農 学部 


東京 都 千 代田 区 飯田 町 日 本 医科 大 学 
第 一 医科 内 科 


東京 都 品川 区 上 大 崎 長者 丸 国立 予防 
衛生 研究 所 寄生 中 部 


東京 都 港 区 青山 南町 6 の 7 
og 兵庫 県 立 豊 岡 保 
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町 田 喜一 


前 川 康治 


真島 啓治 
机 哲夫 
棋 殿 順 
牧 野 正 
馬見 塚 ま き 子 
増田 正典 


増田 陸 陸 
樹 屋 冨 一 
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で 人 た 年 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛 


東生 寺 半 天守 東京 甚 恵 会 医科 
大 学 衛生 学 


東京 都 品 川 aa 国立 予 了 
衛生 研究 所 寄生 虫 部 


島根 県 浜田 市 朝日 町 97 
東京 都 豊島 区 西巣鴨 4 の 530 
津山 市 田町 25 


東京 都 品川 区 上 大 崎 長者 丸 
衛生 研究 所 寄生 忠 部 


長野 県 下伊那 郡 速 山村 和田 病院 
大 阪 市 天王 寺 区 筆 ヶ 崎 町 15 桃山 病院 
長野 県 下伊那 郡 大 下 条 村 御 供 


東京 都 北 多摩 郡 府中 町 東京 農工 大 学 
農学 部 掴 医学 教室 


岐阜 市 北野 町 岐阜 県 立 医 科大 学 寄生 
虫 学 教室 


千葉 県 施 上 郡 導 上 町 江 ヶ 崎 関東 東山 
農 試 線 虫 分 場 


熊本 市 古 京町 化学 及 血清 療法 研究 所 


大 阪 府 高槻 市 井川 24 日 本 専売 公社 
診療 所 


国立 予防 


東京 都 杉並 区 和泉 町 118 黒田 医院 
東京 都 千 代田 区 神田 鐘 倉 町 8 中 央 診 
療 所 


大 阪 府 泉大津 市 若宮 町 15 


東京 都 品川 区 上 大 崎 長者 丸 国立 予防 
衛生 研究 所 寄生 虫 部 


長野 県 飯山 市 太田 
松山 市 久米 町 
東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 義 大 学 医 
学部 寄生 虫 学 教室 

MI 
千葉 市 矢作 町 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛 
生 学 教室 


onto 公立 刈田 病院 内 


鳥取 市 上 段 111 

弘前 市 本 町 弘前 大 学 医学 部 外科 教室 
広島 県 猿 導 橋 町 84 

兵庫 県 西宮 市 松山 町 47 

大 分 県 日 出 保健 所 


京都 市 上 京 区 河原 町 京都 府立 医科 大 
学 附属 病院 胃腸 科 


兵庫 県 加東 郡 社 町 社保 健 所 
本 九州 大 学 医学 部 第 三 内 
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松林 久吉 
松田 鎮雄 
松川 弁 一 尋 
松本 委 洪 
松本 克 刻 


松村 竜 雄 
松尾 悦郎 


松尾 富久 男 
松岡 広 次 


松 岡 弘 
松瀬 幹也 


松代 愛 三 


松下 娘 奴 


松浦 
松 山 
松 崎 


利 次 
雄 吉 
義 周 


原 誠 太 度 
義 昭 
正俊 
錦 司 
清 三 


則 埋 旧 旧 則 


尽 辻 辻 半 トド 


安 彦 
正登 


1 


12 


中 四則 


角 : 則 確 
半 
時 
外 
層 


翌 


< 百 包 導 


東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 義 藝 大 学 医 
学部 寄生 虫 学 教室 


広島 市 案 町 1825 
新潟 県 小千谷 市 本 町 魚沼 病院 


岡山 県 邑久 郡 裳 掛 村 虫 明 6253 国立 
療養 所 邑久 光明 園 


東京 都 品川 区 平塚 6 丁目 昭和 医科 大 
学 医 動 物 学 教室 


前 橋 市 岩神 町 群馬 大 学 医学 部 小児 科 


ーー ルト ャ オーー っ 横浜 市 立 大 学 医学 
部 寄生 虫 学 教 


smox 半 了 京都 府立 
医科 大 学 医 動物 学 教室 


大 阪 市 東 区 法 円 坂町 3 大 阪 赤十字 病 
院 研究 科 


山鹿 市 桜町 亀井 方 


久留 米 市 旭 町 久米 留 大 学 医学 部 寄生 
虫 病 学 教室 

大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 
病 研究 所 寄生 虫 原虫 学部 


熊本 市 城内 二の丸 熊本 大 学 医学 部 寄 
生 虫 病 学 教室 


東京 都 玉川 保健 所 
和歌 山 衛 生研 究 所 


横浜 市 南 区 浦舟 町 横浜 市 立 大 学 医学 
部 寄生 虫 学 教室 


東京 都 入 王子 市 散 田 417 

鳥取 市 鳥取 大 学 医学 部 第 二 内 科 
弘前 市 紋 前 大 学 医学 部 病理 学 教室 
秋田 市 上 中 城 町 秋田 県 立 中 央 病院 
ao 国立 千葉 病院 内 


愛知 県 西春 日 井 郡 新川 町 大 字 須 ヶ ロ 19 
東京 都 世 田 ヶ 谷 区 鳥山 町 883 

ea 肉 郡 登美 丘 町 北野 田 163 の 
ー 洛 和 ees 岩手 医科 大 学 第 三 内 科 教 


東京 都 港 区 芝 特 金 台 町 東京 大 学 伝染 
病 研究 所 寄生 虫 研究 


oo 犬 阪 医科 大 学内 科学 教 
福岡 市 堅 向 九州 大 学 医学 部 寄生 東 学 
教室 


犬 阪 市 東 区 今橋 3 の 1 

金沢 市 金沢 大 学 薬学 部 薬物 学 教室 
福岡 県 田川 市 東 区 伊田 三井 田川 鈴 業 
所 病院 


京都 市 京都 大 学 医学 部 衛生 学 教室 





三滝 洋一 
宮川 三男 


宮川 米 次 
宮城 県 寄生 虫 
予防 協会 
宮本 吉朗 


宮 村 下 
宮田 葬 徳 
宮 緊 明 一 
宮崎 一 
宮 里 曲 
宮沢 正憲 
溝 越 将 城 
水野 新 夫 
水落 理 


趣 月 欠 
門馬 儲 次 


森 美 須 
森 納 


森 和雄 
森下 折 夫 


森島 保 一 度 
森 下 弘 


寺 ず 上 疾 
森 田 障 
森山 和典 
森山 真 信 
村 婦 吉 
村 江 通 之 
村井 知也 


村上 邦 下 
村上 狼 郎 


[寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 7 巻 ・ 第 3 呈 


弘前 市 弘前 大 学 医学 部 病理 学 教室 
熊本 県 荒尾 市 荒尾 市 立 病院 

東京 都 世 田 ヶ 谷 区 玉川 奥沢 町 1 の 430 
仙台 市 北 材木 町 177 

サト キー 日 本 大 学 農 獣 
医学 部 衛生 学 孝 

aewuvooa 

西宮 市 霞 町 103 

犬 阪 市 西区 南 堀 江 通 1 の 40 
ーー 九州 大 学 医学 部 寄生 虫 学 


山口 県 宇部 市 小串 山口 県 立 医科 大 学 
病理 学 教室 第 一 講座 


静岡 市 安東 3 の 98 
鹿児島 市 隈 池町 610 

千葉 市 矢作 町 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛 
生 学 教室 


岡山 市 岡 164 岡山 大 学 医学 部 寄生 昌 
学 教室 


静岡 市 静岡 県 衛生 研究 所 
大 阪 市 西区 阿波 堀 通 4 の 20 ガラ シ 
ア 病 院 


北海 道 札 幌 市 北海 道 大 学 農学 部 
鳥取 県 米子 市 西町 鳥取 大 学 医学 部 第 
2 内 科 


東京 都 品川 区 平塚 6 丁目 昭和 医科 大 
学 医 動物 学 教室 
岐阜 市 北野 町 岐阜 県 立 医 科大 学 寄 生 
虫 学 教室 

千葉 県 市 川 市 邊 高 町 1283 


京都 市 中 京 区 王 王 下溝 町 38 の 2 日 本 
新薬 株 式 会 社 


大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 
病 研究 所 寄生 虫 原虫 学部 


愛媛 県 南宇和 郡 城辺 町 2560 
立 南 字 和 病院 

名 古屋 市 中 村 区 花 車 町 2 の 30 有限 会 
社 衛生 科学 サー ビス セン ター 


神戸 市 生田 区 中 山手 通 6 の 91 神戸 
披 済 会 病院 内 


ae 富山 化学 工業 株 式 会 


愛媛 県 


し 鳥取 大 学 医学 部 衛生 学 
大 阪 市 福島 区 堂島 大 阪 大 学 医学 部 放 
射線 科 

高知 市 中 新町 2 の 43 北 街 診 療 所 


広島 県 三原 市 木原 町 1529 日 本 寄生 
東 病 研究 所 




















時 末 茂 果 
村 重 武 次 
室 屋 博 
牟田 利幸 


武藤 昌 知 


長 花 操 


永井 光 
永井 隆 吉 


長井 和 行 


永野 理 
長野 寛治 
長尾 飲 絹 


長尾 正 業 


長尾 斑 七 


長 崎 大 学 
医学 部 図書 錠 
長島 但 晴 
永田 長 風 
永田 蒸 治 
永吉 康 証 
中 林 敏夫 


中 田 秀明 


幸 奄 
晃子 
志 陸 


中 川 
中 川 
中 川 


中 込 任 
中 路 一 


中 島 
中 島 


「 
正 幸 


中 島 
中 島 


中 島 


典 雄 
真 夫 


胡 和 33 年 6 月 








(1958) 〕 


ea 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教 
山口 県 宇部 市 小串 山口 県 立 医 科大 学 
病理 学 教室 


東京 都 中 央 区 日 本 橋 堀 留 町 台 糖 ファ 


イィ ザー 株 式 会 社 
福岡 県 大 牟田 市 山 ノ 上 町 三井 病院 保 
健 課 


山梨 県 吉田 局 区 内 明 見 町 

N 
米子 市 西町 鳥取 大 学 医学 部 公衆 衛生 
学 教 守 


大 阪 府 布施 市 薦 屋 西 106 の 6 


横浜 市 南 区 浦舟 町 横浜 市 立 大 学 医学 
部 皮膚 科学 教室 


千葉 県 安房 郡 栓 川町 横 沙 714 千葉 県 
際 川 保健 所 


横浜 市 磯子 区 杉田 町 2210 

東京 都 溢 区 芝 白 金 三光 町 北里 研究 所 
東京 都 品川 区 北 品川 6 の 387 長尾 研 
究 所 


福岡 県 三 藩 郡 木 佐 木 村 入 本 牟田 三 洪 
診療 所 


東京 都 江戸 川 区 東 小 松川 4 の 1888 大 
阪 合同 多 K.K. 東京 工場 


長崎 市 坂本 町 93 

千葉 市 作 草 部 町 国立 千葉 病院 内 科 
宮崎 市 船 塚 町 宮崎 大 学 農学 部 

前 橋 市 群馬 大 学 医 学部 衛生 学 教室 
宮崎 県 串間 市 国民 保険 直営 診療 所 


犬 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 
病 研究 所 寄生 虫 原虫 学部 


aaa 小見川 中 央 病 


富山 県 硫 波 市 三郎 丸 油田 診療 所 
新潟 県 直 法 津 市 直江 津 保健 所 


東京 都 台 東 区 上 野 東京 都 恩 賜 上 野 動 
物 園 獣 医 衛生 室 


東京 都 品川 区 平塚 6 丁目 昭和 医科 大 
学 医 動物 学 教室 


東京 都 千 代田 区 飯田 町 日 本 医科 大 学 
第 一 内 科 
千葉 市 千葉 大 学 医学 部 三 輸 内 科 


大 阪 市 北 区 中 之 島 朝日 新聞 大 阪本 社 
内 厚生 女 化 事業 団 


熊本 市 京町 2 の 173 
犬 阪 市 東 区 森町 南 一 本 目 大 阪 府立 衛 
生研 究 所 


岩手 県 水沢 市 木 畑 小路 3 


中 松 正雄 


中 村 朋 央 


中 村 
中 村 


三陸 
太 防 


中 西 健一 


中 西 靖 郎 


中 野 悟 
中 野 重男 
中 瀬 勝 


中 山 クニ 子 


中 山 勘 
中 山 太 門 
南 雇 廊 細 
中 沢 率 一 
中 塚 銀 太 
根本 順 忠 


日 本 医大 
第 一 病院 内 科 


日 本 寄生 虫 予防 
会 福岡 県 支部 


日 本 冷蔵 株 式 会 
社 研 究 所 


新潟 大 学 附属 
図 書 辿 
西 三陸 
西 田 弘 


西田 弘和 下 
西垣 吉彦 
西本 真 七 夫 


西 村 猛 


西山 実 光 
野田 亮 三 


野 田 昇 
野口 政 輝 
野 村 弘 
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に 岐阜 県 立 医 科大 学 寄生 虫 学 教 
大 阪 府 高槻 市 大 阪 医 科大 学 第 1 内 科 
学 教室 


大 阪 市 阿倍 野 区 三 明 町 1 の 40 


大 阪 市 東住吉 区 平野 西脇 町 18 大 卓 
本 了 騰 史 研 究 所 


大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 
病 研究 所 寄生 虫 原虫 学部 


京都 市 上 京 区 河原 町 広小路 京都 府立 
医科 大 学 医 動物 学 教室 


門司 市 意 門 町 2 野 畑 彦 蔵 内 
岐阜 県 郡上 郡 和 泉 村 診 療 所 
cc 徳島 大 学 医学 部 第 二 内 


東京 都 品川 区 上 大 崎 長 者 丸 国立 予防 


衛生 研究 所 寄生 虫 部 

甲府 市 山梨 県 立 医 学研 究 所 地方 病 科 
東京 都 目黒 区 中 根 町 261 

東京 都 沙 区 赤坂 新町 1 の 10 

千葉 県 衛生 民生 部 予防 課 
岡山 県 浅口 郡 金光 町 同仁 会 金光 病院 
福島 県 田村 郡 小 野 町 根本 医院 


東京 都 千代 田 区 飯田 町 2 の 10 
福岡 市 地蔵 谷 13 

東京 都 中 央 区 湊町 3 の 8 食品 研究 課 
新潟 市 旭 町 通り 1 番 町 

千葉 市 矢作 町 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛 
生 学 教室 

米子 市 西町 鳥取 大 学 医学 部 公衆 衛生 
学 教室 


東京 都 入 夫 島 八 夫 町 三根 

静岡 市 北 安 東 町 74 

徳島 市 蔵本 町 徳島 大 学 医学 部 第 一 病 
理学 教室 

大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 
病 研究 所 寄生 虫 原虫 学部 
鹿児島 市 上 荒田 町 鹿児島 大 学 農学 部 
人 大 阪 府 立 大 学 農学 部 獣医 


大 阪 市 西区 北 堀江 御池 通 2 の 26 
静岡 市 小黒 一 丁目 静岡 県 衛生 研究 所 
asbynered 済生会 中 央 病院 


横須賀 市 野比 国立 久里 浜 病院 











大 場 一 兵 術 
大 林 正士 


越智 和 吾 一 
越 告 先 枝 
越 千 シゲ ル 
織田 卓 五 度 


小田 球 三 
緒形 一 保 
小 川 渉 
小川 初枝 
数 野 小 了 


大 越 伸 


小栗 
大 橋 


殴 夫 
午 治 
ー 郎 
得 三 
実 男 


大 王 
大 年 
道 川 


3 柱 半 


大 礎 友 明 
岡 幹 健 
岡 常 晴 
岡 橋 徹 
岡部 浩 洋 


岡 田 淳 
岡田 周子 
岡 原 哲 論 
岡本 窟 司 


岡村 一 度 





O 


佐賀 県 伊 万 野 立花 町 4040 の 2 
札幌 市 北海 道 大 学 獣 医学 部 家畜 寄生 
更 病 学 教室 


広島 県 三原 市 木原 町 1529 日 本 寄生 
虫 病 研究 所 
広島 県 三原 市 木原 町 1529 日 本 寄生 
虫 病 研究 所 
広島 県 三原 市 木原 町 1529 日 本 寄生 
虫 病 研究 所 


久留 米 市 旭 町 久留 米 大 学 医学 部 附属 
病院 吉住 内 科 


岡山 市 岡 岡山 大 学 医学 部 病理 学 教室 


大 阪 市 住吉 区 東 加 賀 屋 町 1 の 60 南 
大 阪 病院 


佐賀 県 東 松 浦 郡 相知 町 大 字 平 山上 
栃木 県 足利 市 通 1 の 2697 


東京 都 品川 区 上 大 崎 長 者 丸 国立 予防 
衛生 研究 所 寄生 躍 部 


東京 都 女 京 区 向 ヶ 岡 洗 生 町 東京 大 学 
農学 部 談 医 学科 家畜 内 科学 教室 


東京 都 品 川 区 北浜 川町 1149 
長野 県 下伊那 郡 阿南 町 長野 県 立 阿南 
病院 内 科 


東京 都 渋谷 区 円 後 町 11 
福岡 市 西新 町 西南 学院 
群馬 県 前 橋 市 群馬 大 学 医学 部 衛生 学 
教室 


東京 都 北 多摩 郡 府中 町 東京 農工 大 学 


農学 部 

山形 市 香 港 町 大 宝 寺 32 

大 阪 市 旭 区 大 宮西 之 町 8 の 57 

前 橋 市 群馬 大 学 医学 部 衛生 学 教室 
大 阪 市 天王 寺 区 大 通 4 の 59 


久留 米 市 旭 町 久留 米 大 学 医学 部 寄生 
虫 病 学 教室 

静岡 県 験 東郡 清水 村 国立 沼津 病院 

東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 東京 大 学 伝染 
病 研 究 所 医局 

久留 米 市 旭 町 久留 米 大 学 医学 部 寄生 
虫 学 教室 

京都 市 上 京 区 河原 町 京都 府立 医科 大 
学 医 動 動 物 学 教室 

熊本 市 城内 二の丸 熊本 大 学 医学 部 寄 
生 虫 病 学 教室 

中 央 区 日 本 橋 室 町 4 の 2 日 本 新薬 内 


京都 市 上 京 区 河原 町 広小路 京都 府立 
医科 大 学 医 動物 学 教室 


沖 波 実 
沖山 伯 三 了 
大 久保 和子 


奥村 和夫 
大 倉 俊彦 


大 森 南 三郎 


大 森 謙三 
大 村 低 一 


大 村 


大 野 俊雄 
小野 典 雄 


小 野 農 
小野 卿 一 


小野 忠相 


小野 田 孝義 
長 田 信 
大 沢 正夫 
大 阪 医科 
大 学 図書 館 
大 瀬 貴光 
大 島 智 夫 


大 島 桂 太 
大 島 康 臣 


大 志 雇 帝 
大 塩 行夫 
大 角 正明 
大 田 松重 


大 田 秀 涯 
大 田 和 明 
大 田 垣 博 雑 


犬 竹 省吾 
普 山 幸子 
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広島 市 南 観 音 町 3 丁目 公 合 
千葉 県 船橋 市 前 原町 3 の 337 
本 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 孝 


東京 都 板橋 区 大 谷口 町 日 本 大 学 医学 
部 比企 内 科 教 室 


東京 都 女 京 区 音羽 町 5 の 1 
千葉 市 矢作 町 千葉 大 学 医学 部 医 動物 
学 教室 

長崎 県 諫早 市 永昌 町 長崎 大 学 風土 病 
研究 所 

長野 県 下伊那 郡 富 草 村 
東京 都 千 代田 区 飯田 町 日 本 医科 大 学 
赤木 内 科 


東京 都 新 宿 区 信 渡 町 慶応 義 基 学 医 
学部 寄生 虫 学 教室 


東京 都 渋谷 区 青葉 通 町 22 交通 局 病院 
久留 米 市 旭 町 久留 米 大 学 医学 部 寄生 
東 学 教室 


兵庫 県 多紀 和 郡 篠山 町 兵庫 農 科 大 学 
ed 今治 保健 
犬 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 
病 研究 所 寄生 虫 原虫 学部 

東京 都 南 多 摩 郡 町 田町 町 田 保健 所 
横須賀 市 佐野 町 6 の 35 
群馬 県 多野 郡 彼 石町 町 立 鬼 石町 病院 


犬 阪 府 高槻 市 古 邊 部 350 


福井 市 志 比 口 町 福井 県 衛生 研究 所 


東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 国立 公衆 衛生 
院 微生物 学部 寄生 虫 宣 


名 古屋 市 愛知 県 衛生 研究 所 


長崎 県 南高来 郡 愛 野 町 長崎 県 農業 試 
験 場 愛野 試験 地 


東京 都 娘 京 区 湯島 東京 医科 歯科 大 学 
公衆 衛生 学 教室 


東京 都 北 区 西ヶ原 農業 技術 研究 所 経 . 
営 士 地 利用 部 


群馬 県 前 橋 市 岩神 町 群馬 大 学 医学 部 
衛生 学 教室 

東京 都 中 央 区 日 本 橋本 町 セン イィ 会 館 
富山 化学 工業 株 式 会 社 東京 支部 
甲府 市 山梨 県 立 医学 研究 所 

東京 都 杉並 区 馬橋 1 の 30 


広島 県 御調 郡 向 島町 立花 2319 の 2 
立花 診療 所 


埼玉 県 浦和 市 浦和 保健 所 


群馬 県 前 橋 市 岩神 町 群馬 大 学 医学 部 
小児 科 教室 






















大 津 葉 
尾辻 義人 
大 鶴 正 満 
尾崎 文雄 


尾崎 佳 正 
小沢 慶三 
小沢 光 
小津 茂 弘 


陸上 自衛 際 三 
宿 誕 と ん 部 際 


3 
党 


川藤 填 


指 田 意 
三共 株 式 会 社 
佐野 基 和 人 
五 月 女 謙一 
猿田 栄助 


佐 々 学 
佐々 木 敬一 


佐々 木 幸 
佐藤 淳 夫 


佐藤 温 重 
佐藤 権 内 


昭和 33 年 6 月 





(1958) 〕 


宇和 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 孝 


ga 鹿児島 大 学 医学 部 附 
属 病院 第 2 内 科 


新潟 市 旭 町 通り 新潟 大 学 医学 部 医 動 
物 学 教室 


大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 
病 研究 所 寄生 虫 原虫 学部 


広島 市 広島 大 学 動物 学 教室 
忠 府 市 古 府中 町 30 国立 甲府 病院 
東京 都 世田谷 区 祖師 谷 1 の 281 


埼玉 県 大 宮 市 埼玉 県 衛生 研究 所 生活 
科学 部 第 2 科 


民 
東京 都 目黒 区 上 目黒 


S 
千葉 市 矢作 町 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛 
生 学 教室 


東京 都 品川 区 平塚 6 の 1033 

前 橋 市 鳥取 町 832 芳賀 診療 所 
東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 義塾 大 学 医 
学部 寄生 虫 学 教室 


東京 都 品川 区 上 大 崎 長者 丸 国立 予防 
衛生 研究 所 寄生 虫 部 


福岡 県 田川 郡 三菱 方 城 病 院 
岐阜 市 北野 町 岐阜 県 立 医科 大 学 寄生 
下 学 教室 


福岡 県 遠賀 郡 水 巻 町 頃 末 

高知 市 朝倉 国立 高知 病院 内 科 

大 阪 市 住吉 区 粉 浜 本 町 4 の 51 
仙台 市 舟 丁 3 番地 

東京 都 中 央 区 銀座 2 の 1 

千葉 市 千葉 大 学 医学 部 医 動物 学 教室 
栃木 市 修 町 栃木 保健 所 


東京 都 目 黒 区 大 原町 1224 
第 二 病 院 


東京 都 港 区 基 白金 台 町 東京 大 学 倒 染 
病 研究 所 寄生 上 研究 部 


東京 都 女 京 区 大 塚 辻 町 
究 所 寄生 虫 室 


山梨 県 中 互 摩 郡 樺 形 町 小笠 原 保健 所 


京都 市 上 京 区 河原 町 広小路 京都 府立 
医科 大 学 医 動物 学 教室 


東京 都 品川 区 上 大 崎 長 者 丸 国立 予防 
衛生 研究 所 寄生 下 部 


人 公立 田名部 病 


国立 東京 


東京 都 衛 生研 


佐藤 治美 
佐藤 八 陸 
佐藤 孝 滋 
佐 際 守 


佐 際 昇 
佐 際 重 房 


佐藤 入 治 
里 田 動 


沢 田 映 
沢 田 順 


沢田 葵 一 郎 
沢田 利 頁 
佐渡 正四 度 
迫 特 


瀬 長 長 三 郎 
学舎 香 
泉 典 陸 


志田 正夫 
重 見 正大 
工 保 忠 三 陸 
守 了 基 忠雄 
島田 光 重 
島 袋 折 
清水 喜一 度 







三重 県 員弁 郡 東 藤原 村西 野尻 
鹿児島 市 鴨池 町 鹿児島 大 学 医学 部 


東京 都 港 区 芝 碧 金 台 町 東京 大 学 伝染 
病 研究 所 寄生 中 研究 部 


山口 県 宇部 市 小串 山口 県 立 医 科大 学 
第 一 病理 学 教室 


新潟 県 高田 市 大 手 町 高田 保健 所 


群馬 県 前 橋 市 岩神 町 群馬 大 学 医学 部 
衛生 学 教室 


eo 市 営 柴 橋 診 療 
月 


京都 市 南 区 吉祥 院 西 の 庄 門 口 町 日 本 
新薬 KK.K. 研究 所 


奈良 市 奈良 学芸 大 学生 物 学 教室 


大 阪 市 阿部 野 区 旭 町 大 阪 市 立 大 学 医 
学部 小田 内 科 


ag 九州 大 学 医学 部 内 科学 教 
前 橋 市 岩神 町 群馬 大 学 医学 部 衛生 学 
教室 


大 阪 市 東 区 法 円 坂町 6 国立 衛生 試験 


所 大 阪 支 所 

鳥取 市 吉 方 町 鳥取 大 学 農学 部 獣医 学 
科 内 科学 教室 

東京 都 新宿 区 角 管 3 の 214 

佐世保 市 白 南 風 町 27 千住 博 内 科 


ee 九州 大 学 医学 部 寄生 昌 学 
室 


佐賀 市 下 ヶ 江 町 松 小 路 16 志田 医院 
福岡 県 京都 郡 芝田 町 大 字 疾 田 
兵庫 県 川辺 郡 西谷 村 
三重 県 松阪 市 朝日 町 済生会 松阪 病院 
千葉 県 市 原 郡 五井 町 5090 

沖縄 那覇 市 琉球 政府 経済 局 畜産 課 
福岡 県 小倉 市 北方 国立 小倉 病院 
山梨 県 甲府 市 錦町 山梨 県 医学 研究 所 
徳島 県 名 西郡 神山 町 広野 50 の 5 
武蔵 野市 吉祥 寺 2214 

久留 米 市 旭 町 久留 米 大 学 医学 部 寄生 
虫 学 教室 


松本 市 旭 町 信州 大 学 医学 部 病理 学 教 
室内 

鹿児島 市 鴨池 町 鹿児島 大 学 医学 部 寄 
生 虫 学 教室 

東京 都 江東 区 深川 枝川 1 の 6 
高田 市 大 手 町 新潟 県 高田 保健 所 
東京 都 江戸 川 区 小岩 町 4 の 1951 












































白 川 充 
折 坂 竜 中 


志 々 る 目 事 
正 垣 幸男 
菅沼 洋 達 


胡 原 弘人 
志 原 道人 


博 村 人 衝 一 
胡 浦 健一 


靖 浦 三 
胡 浦 忠昭 


志 山 三 
胡 山 太 幹 


須 永 徹 


葵 木 示 興 
鈴木 成美 
答 木 啓之 


欠 木 武 
鈴木 重 一 
氏 木 康 民 


鈴 木 了 司 
鈴木 嘉明 
田畑 猛 行 


多田 昌 介 
只野 志 


高 田 功 





ーー 日 本 橋 室 町 1 の 16 白石 


久留 米 市 旭 町 久留 米 大 学 医学 部 公 
衛生 学 教室 


東京 都 洪 区 芝 白 金 台 町 東京 大 学 伝染 
病 研究 所 寄生 虫 研究 部 


宮崎 県 北 諸 県 郡山 和 之 口 町 志 口 目 医 院 
京都 市 上 京 区 紫野 南部 若草 町 9 
じゃ 会 ecaovtaaeko 橋 


大 阪 府 吹田 市 千里 山 263 
京都 市 南 区 唐橋 平 垣 町 58 国鉄 アバ 
ー ト 504 
小見川 中 央 病 
東京 都 品川 区 平塚 昭和 医科 大 学 医 動 
物 学 教室 


山梨 県 甲府 市 錦町 山梨 県 医学 研究 所 
名 古屋 市 中 区 桜町 3 の 8 愛知 県 厚生 
連名 古屋 診療 所 

静岡 県 沼津 市 錦町 671 


東京 都 品川 区 上 大 崎 長 者 丸 国立 予防 
衝 生 研究 所 寄生 下部 


静岡 県 田方 郡 画 南村 仁田 画 南 病院 


名 古屋 市 中 村 区 ニッ 橋 中 部 日 本 公衆 
保健 協会 


大 阪 府 葵 本 市 共 木 1491 
熊本 市 古 京町 化学 及 正 清 療法 研究 所 


東京 都 港 区 芝 愛 害 町 東京 慈恵 会 医科 
大 学 衛生 学 教室 


京都 市 上 京 区 河原 町 
学 微生物 学 教室 
神奈 用 県 川崎 市 戸手 町 2 の 53 戸出 
アデ バー ト 7 号 733 室 


塩釜 市 山 ノ 寺 161 
静岡 県 賀茂 郡 下田 町 相 玉 548 
北海 道 芦別 市 西 芦別 町 三井 芦別 鈴 業 
所 病院 内 科 
東京 都 品川 区 上 大 崎 長 者 丸 国立 予防 
衛生 研究 所 寄生 下部 
横浜 市 南 区 上 大 岡町 72 

中 
長野 県 下伊那 郡 泰 阜 村 南 診療 所 
千葉 県 香取 郡 東 庄 町 笹川 5630 
岐阜 県 征 葉 郡 那 加 町 岐阜 大 学 工学 部 
工業 化学 教室 
東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 東京 大 学 伝染 
病 研究 所 獣 疫 部 
東京 都 新 宿 区 柳町 20 新井 方 


京都 府立 医科 大 


高 田 漆 
高田 季 久 


高田 敦 徳 


高 本 ニ 
高橋 隊 男 
高橋 一 男 
高橋 安雄 
高村 省 三 
高 仲 幹雄 


高 丘 駿 
高 者 満男 


鷹 津 科 文 


第 一 部 学術 課 
武川 藤吉 認 


武 市 任 
武見 太 陸 
竹本 常松 
租 本 帝 
竹村 宏之 


竹 内 党 
竹下 真子 
租 山 治 
滝沢 明 矯 


滝沢 一 男 
卒 一 中 


芋 井 太 度 
玉山 長 悦 


〔 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 7 巻 ・ 第 3 号 






広島 市 西 引 堂 町 14 


の も を ーー と と ン ン 時 
大 学 医学 部 医 動物 学 教 


Nd の 2 奇 
雲 堂 病院 


前 橋 市 群馬 大 学 医学 部 衛生 学 教室 


東京 都 品 川 区 平塚 6 の 1016 昭和 医科 
大 学 医 動 物 学 教室 


山口 県 宇部 市 東 区 東 見 初 東 見 初 病院 
栃木 県 大 田原 市 滝沢 355 
静岡 市 太田 町 42 

仙台 市 北 4 番 丁 東北 大 学 医学 部 黒 殺 ‥ 
内 科 


大 阪 市 立 


人 大 阪 医 科大 学 病理 学 孝 
東京 都 文 京 区 向 ヶ 岡 頼 生 町 東京 犬 学 
農学 部 家畜 内 科学 教室 
oo 大 阪 医 科大 学内 科学 孝 
東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 東京 大 学 伝染 
病 研究 所 臨床 研究 部 

仙台 市 北 4 番 本 東北 大 学 医学 部 黒川 
内 科 


新井 浜 市 金子 住友 別 子 病院 内 科 
名 店 本 市 府 生 林 立 聞 殺生 - 條 の 


0 北 診療 所 
大 阪 市 東 区 道修 町 2 の 27 


横 横浜 市 南 区 浦舟 町 横浜 市 立 大 学 医 
学部 寄生 虫 学 教室 


福岡 県 遠賀 郡 水巻 町 日 炭 社 宅 1013 号 
東京 都 中 央 区 銀座 4 の 2 書 館内 
豊中 市 驚 ヶ 池 大 阪 大 学 薬学 科 
od 広島 市 西 保健 所 予 


城 県 店 衛生 部 保健 予 


京都 市 東山 区 山科 町 四宮 
下関 市 後田 町 国立 下関 病院 

兵庫 県 尼崎 市 武庫 川町 1 の 23 
千葉 市 矢作 町 千葉 大 学 医 学部 医 動物 
学 教室 


福岡 市 堅 向 九州 大 学 医学 部 寄生 虫 学 
教室 


長崎 県 諫早 市 永昌 町 長崎 大 学 風土 病 
研究 所 第 一 病理 

山形 県 東根 町 東根 赤十字 病院 
岩手 県 北上 市 済生会 黒沢 尻 病院 
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東京 医科 歯科 大 
学 附 風 図書 館 
東京 女子 医科 
大 学 図書 秋 
東京 寄生 虫 
予防 協会 


東京 歯科 大 学 
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昭和 33 年 6 月 


(1958) 〕 


茨城 県 衛生 部 予防 課 
し Ed 大 阪 医科 大 学 病理 学 教 


Ed 日 市 
病院 

大 阪 市 東 局 区 道修 町 3 丁目 20 田辺 製 
薬 KK. 学術 部 


大 阪 市 阿部 野 区 旭 町 大 阪 市 立 大 学 医 
学部 医 動物 学 教室 


東京 都 女 京 区 湯島 東京 医科 歯科 大 学 
公衆 衛生 学 教室 


愛媛 県 新居 浜 市 若水 町 505 健康 生活 
協同 組合 診療 所 


長崎 県 諫早 市 永昌 町 長崎 大 学 風土 病 
研究 所 
犬 阪 府 高槻 市 古 角 部 大 学 医科 大 学 病 
理学 教室 


久留 米 市 旭 町 久留 米 大 学 医学 部 寄生 
虫 学 教室 


愛知 県 岡崎 市 康生 通 東 1 の 10 


熊本 市 城内 二の丸 熊本 大 学 医学 部 寄 
生 昌 病 学 教室 


京 で 中 京 区 千本 松原 日 本 新薬 株 式 


熊本 市 城内 二の丸 熊本 大 学 医学 部 寄 


神戸 市 長田 区 蓮 宮 通 2 の 2 

千葉 大 学 医学 部 衛生 学 
世 田 ヶ 谷 区 下馬 3 丁目 日 本 大 学 農 獣 
医学 部 獣医 学科 

千葉 県 安房 郡 長 狭 町 松尾 寺 吉 尾 病院 
宮崎 県 宮崎 市 中 村 町 4 丁目 73 


熊本 市 城内 二の丸 熊本 大 学 医学 部 寄 
生 虫 病 学 教室 


埼玉 県 北 足立 郡 吹上 町 町 立 吹上 病院 


神戸 市 生田 区 中 山手 通 6 の 91 日 本 海 
員 披 済 会 神戸 病院 


仙台 市 北 6 番 丁 54 


東京 都 新宿 区 新宿 2 の 23 
長崎 県 諫早 市 永昌 町 長崎 大 学 風 士 病 
研究 所 


東京 都 豊島 区 目白 町 2 の 1164 
東京 都 娘 京 区 湯島 3 の 1 
東京 都 新宿 区 河田 町 10 
東京 都 中 央 区 京橋 2 の 1 
東京 都 千代 田 区 神田 三崎 町 1 の 7 


富 村 保 
友 田 有田 


友 松 新 五 
鳥居 達生 


利 岡 静 一 


鳥取 大 学 附 屋 図 
書館 医学 部 分 館 


豊島 一 男 
戸谷 役 造 
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村 谷 医 
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津 田 洋 
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内 田 昭夫 
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植木 敏之 
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上 田 春 人 
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よ 呈 本 
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軍 野 広治 
魚住 浩 策 
ト 部 弁 也 
爪 谷 電 一 


爪 生 繁 
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大 阪 府 堺 市 大 仙 町 大 阪 府 立 大 学 農 学 
部 獣医 学科 教室 


東京 都 交 京 区 東京 大 学 昌 学 部 織 胡 
科 家 畜 内 科学 教 


か の な 
大 阪 市 犬 阪 市 立 大 学 医学 部 小田 内 科 
教室 


東京 都 中 野 区 本 町 通り 6 の 28 
鳥取 県 米子 市 西町 86 


愛知 県 一 宮 市 一 宮 保 健 所 
名 古屋 市 千種 区 覚王山 通 名 古屋 市 立 
城東 病院 


米子 市 西町 鳥取 大 学 医学 部 公衆 衛生 
学 教室 
大 阪 府 三島 郡山 田村 大 阪 市 立 約 済 院 
附属 病院 


新潟 県 高岡 市 大 手 町 高田 保健 所 
| 全休 Ac 徳島 大 学 医学 部 第 二 内 


千葉 市 千葉 大 学 医学 部 医 動物 学 教室 
千葉 市 千葉 大 学 医学 部 医 動物 学 教室 
東京 都 世 田 ヶ 谷 世 田 ケ ヶ 谷 2 の 1069 


東京 都 品川 区 平塚 町 昭和 医科 大 学 医 
動物 学 教室 


東京 都 北 多摩 郡 小 半 困 農林 省 家畜 衛 
生 試 験 場 寄 生 虫 部 


千葉 市 千葉 大 学 医学 部 三輪 内 科 
熊本 市 西 外 坪 井町 53 

り 
千葉 市 矢作 町 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛 
生 学 教室 


鹿児島 県 名 瀬 市 鹿児島 県 立 大 島 病 院 
戸畑 市 九州 電力 戸畑 診療 所 外科 

大 阪 府 高槻 市 古 邊 部 大 阪 医 科大 学内 
科学 教室 


東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 義 藝 大 学 医 
学部 寄生 虫 学 教室 


大 阪 市 住吉 区 帝塚山 東 4 の 43 
東京 都 北 多摩 郡 小平 町 農林 省 家畜 衛 
生 試 験 場 


蘭 城 県 勝田 市 東 石川 社宅 

広 前 市 弘前 大 学 医学 部 病理 学 教室 
福岡 市 九州 大 学 医学 部 放射 線 学 教室 
東京 都 千 代田 区 神田 多 町 2 の 6 
en 埼玉 県 衛生 研究 


ーー キキ イト 横浜 市 立 大 学 医学 
部 寄生 虫 学 教 
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生 尾 耕一 
百 井 治 度 
薄井 万 符 


移 川 仁 工 


和田 行 一 
若林 隊 生 
著 散 幹太 度 


和歌 山県 立 医科 
大 学 附 属 図書 館 


分 島 壮 
分 山 志 計 


渡辺 弘 夫 


渡辺 昇 滅 


渡辺 浩 見 


渡辺 強 三 


数 本 秀一 
Mk 林 光 
矢島 ふき 


貼 震 秋 雄 
御田 源 二 
箱田 正明 
癌 ロ 昇 


如 ロ 左 促 


中 ロ 正 
山 ロ 富雄 


御 本 茂 
山本 好 胃 
山本 知 央 


身 本 候 太 諸 
幅 中 幸 昭 


東京 都 目 黒 区 駒場 町 730 
大 硬 市 鹿児島 町 一 ノー 大 太保 健 所 


東京 都 女 京 区 向 ヶ 岡 頼 生 町 東京 大 学 
農学 部 獣医 学科 


宮城 県 本 吉 郡 階 上 村 2 移 川 病院 
W 

東京 都 千代 田 区 飯田 町 日 本 医科 大 学 

第 1 医院 内 科 


横浜 市 南 区 浦舟 町 横 泊 市 立 大 学 医学 
部 寄生 虫 学 教室 

東京 都 導 区 間 自 金 台 町 東京 大 学 伝染 
病 研究 所 寄生 虫 研究 部 


和歌 山 市 美園 町 5 丁目 


埼玉 県 大 宮 市 大 宮 埼玉 県 衛生 研究 所 


熊本 市 城内 二の丸 熊本 大 学 医学 部 寄 
生 虫 病 学 教室 


横浜 市 南 区 浦舟 町 横 滋 市 立 大 学 医学 
部 寄生 虫 学 教室 


東京 都 北 多摩 郡 小 平 町 農林 省 家 畜 衛 
生 試 験 場 


久留 米 市 旭 町 久留 米 大 学 大 学部 肛 必 
病院 吉住 内 科 


静岡 市 大 岩 町 静岡 大 学 教育 部 
3 


松坂 市 京町 116 副 本 内 科 診 療 所 
横浜 市 港北 区 日 吉本 町 1886 
千葉 市 矢作 町 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛 
生 学 教室 


東京 都 大 田 区 池上 徳治 町 11 

大 阪 市 大 阪 市 立 大 学 医 動物 学 教室 
熊本 市 城内 二の丸 熊本 大 学 医学 部 
岡山 市 岡 岡山 大 学 医学 部 寄生 学 教 
室 

岡山 市 岡 岡山 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教 
室 

東京 都 練馬 区 南町 4 の 6226 
徳島 市 蔵本 町 徳島 大 学 医学 部 第 1 病 
理学 教室 


茨城 県 行方 郡 潮 来 村 潮来 保健 所 
京都 市 右京 区 意 安 寺 塔 の 下町 2 
le 岡山 大 学 医学 部 平木 内 


東京 都 娘 京 区 東京 大 学 農学 部 獣医 学 
科 病 理学 教室 
和 刀 州 大 学 医学 部 寄生 下 学 


( 142 ) 


山中 直之 
山梨 県 立 医 学 
研 究 也 
山之内 製薬 株 


式 会 社 学術 課 


山岡 邦夫 
山下 爽 諸 


山 下 


正文 
英 明 
山崎 英 正 
山崎 俊幸 
柳 堀 坪 よ 志 
柳井 富夫 


山 下 
山 崎 


柳 冶 
柳沢 利 坪 雄 
柳沢 十 四 男 


柳 内 知 
矢野 勝治 了 


錯 田 義男 
安田 一 了 
安田 用 子 
安 護 央 一 男 
矢崎 芳夫 
横川 泉 雄 


横尾 秀典 
横 田 笠 


横内 幸 造 


米沢 幸 士 
吉 田 績 


吉田 真 雄 
吉田 幸雄 
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ee 大 阪 医 科大 学 病院 岩田 


甲府 市 錦町 4 


東京 都 中 央 区 日 本 橋 小 舟町 


松山 市 堀 之 内 町 愛媛 県 衛生 研究 所 
札幌 市 北海 道 大 学 獣 医学 部 家畜 寄生 
虫 病 学 教室 


山口 県 字 部 市 山口 県 立 医 科大 学 病理 
学 教室 


宮崎 県 沖 間 市 福島 町 市 立 病院 
東京 都 中 野 区 西町 6 

岡山 市 岡 岡山 大 学 医学 部 薬理 学 教室 
川崎 市 登戸 病院 

千葉 市 千葉 大 学 医学 部 衛生 学 教室 


大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 
病 研究 所 寄生 虫 原虫 学部 


市 奈 佐原 943 大 阪 了 臣 山 二 
病院 

千葉 市 矢作 町 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛 
生 学 教室 


東京 都 品川 区 上 大 崎 長 者 丸 国立 予防 
衛生 研究 所 寄生 虫 部 


埼玉 県 所 沢 市 大 字 所 沢 576 


富山 市 北新 町 9 番地 日 本 新薬 株 式 会 
社 富山 出張 所 


東京 都 千代 田 区 飯田 町 日 本 医大 第 1 
医院 内 科 


東京 都 品川 区 上 大 崎 長 者 丸 国立 予防 
衛生 研究 所 寄生 躍 部 


東京 都 品川 区 上 大 崎 長 者 丸 国立 予防 
衛生 研究 所 寄生 虫 部 


東京 都 品川 区 上 大 崎 長者 丸 国立 予防 
衛生 研究 所 寄生 昌 部 


ee 東京 束 恵 会 医科 
千葉 市 矢作 町 千葉 大 学 医学 部 医 動物 
学 教室 


長崎 県 諫早 市 船津 名 205 


京都 市 上 京 区 河原 町 京都 府立 医科 大 
学 川井 内 科 


弘前 市 相良 町 弘前 大 学 医学 部 第 一 病 
理学 教室 


鹿児島 市 鴨池 町 鹿児島 大 学 医学 部 


東京 都 板橋 区 大 谷口 町 日 本 大 学 医学 
部 比企 内 科 


大 阪 府 豊能 郡 笑 面 町 桜井 70 の 2 


京都 市 上 京 区 河原 町 京都 府立 医科 大 
学 医 動物 学 教室 
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大 阪 府 高槻 市 大 阪 医科 大 学内 科 
大 阪 市 住吉 区 帝塚山 府立 大 阪 女 子 大 
学生 活 科学 科 

広島 県 賀茂 郡 西条 町 広島 農業 短期 大 
学 家畜 衛 生 学 教室 

弘前 市 弘前 大 学 医学 部 病理 学 教室 
犬 津 市 神 出 小関 町 105 

千葉 市 千葉 大 学 医学 部 医 動物 学 教室 


横浜 市 南 区 浦舟 町 横浜 市 立 大 学 医学 
部 寄生 虫 学 教室 


千葉 市 矢作 町 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛 
生 学 教室 


犬 阪 市 福島 区 上 福島 北 3 の 14 
久留 米 市 竹原 町 健康 保険 第 一 病院 
仙台 市 覚 性 院 華 16 宮城 県 衛生 研究 所 
前 橋 市 岩神 町 群馬 大 学 医学 部 小児 科 


Z 


門司 市 大 里 御所 町 4 丁目 財津 医院 
外国 人 会 員 
神奈 川 県 相模 原市 406 医 学研 究 所 


Department of Zoology National 
に University. Taipeh, ormosa 


RC お 


至急 御 知ら ちせ 下さ い 





避 涯 記 衣 要 晶 酒 着 悦 憎 





計 衣 代 衝 肝 萌 旧 綴 
疫 証 計 召 四 許 講 韻 





Yogoro。 MM で . : 


Wagner, E.D. : 


Wiam。 J.E. : 





韓国 慶 南 移 山 市 岩 南 洞 620 
大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 
病 研究 所 


神奈 川相 模 原 市 406 医 学研 究 所 
中 華人 民 共 和 国 上 海 上 導 市 衛生 局 


中 華人 民 共 和 国 南京 中 国 医学 科学 院 
南京 寄生 虫 病 研究 所 


台湾 省 高 雄 市 立 高雄 医学 院 
ee 台湾 省 閉 疾 研究 


台湾 省 国立 台湾 大 学 医学 院 寄生 虫 学 
教室 


台湾 台北 市 国立 台湾 大 学 医学 院 寄生 
東 学 教室 


aaa 台湾 省 閉 疾 研究 
月 


Institute of Hygine University of 
the Philippines, Aerran Street, 
Manila, Phiiippines 

Department of Parasitology, School 
of Tropical and Preventive Medicine, 
Loma Linda, Caifornia, り . S. A. 


神奈 川 県 相模 原市 406 医学 研究 所 
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ご 信 腸 z り 本 ん 9。 釣 20% 


の の ん の 7 腔 そい る 
2 クー 














. 優れ た 高度 の 陰 転 率 (85 多 以上 ) を 示す 。 純 末 品 蘭 | 丘 衣 錠 
. 副作用 区 ん ど な く 下剤 の 併用 、 食 餌 制 限 の ロ 関 15 オ 以上 (高校 生 成 人 )| 4 瓦 6 瓦 40 錠 
必要 な い 。 性 |12 オ ー15 オ 未満 (中 学生 )| 3 瓦 4 瓦 | 20 錠 
・ 昌 者 に より 禁 尽 な く 反 復 投 与 了 能 。 満 7 オ ン 12 オ 未満 (小学 生 )| 2 瓦 ほ 瓦 | 20 錠 
. 集団 駆 只 に 好適 





1 
2 




















1.、 上 記 の 量 を 2 日 間 連 用 。 
包 装 2. 就寝 前 と 翌朝 食前 に 、 或 は 朝食 前 と 夕食 前 
糖衣 錠 40 錠 120 錠 1000 錠 に 何れ も 水 公 は 湯 に て 分 服 。 
題 粒 50 瓦 200 瓦 500 到 3. 老人 及び 幼児 は 年 令 に 応じ て 減量 。 


純 示 25 互 100 瓦 500 瓦 ー プ ロモ ー ナ フト ー ル ー(②) 
他 に 何れ も 集団 用 あり ーー 


(健保 適用 ) ョ ーー も 
富山 化学 工業 株 式 会 社 rh、 アゲ / 
富山 市 下 奥 井 8 和寿 地 No、 ノ 


東京 都 中 央 区 日 本 橋本 町 3 の 9 





大 阪 市 東 区 道修 町 1 の 3 と と で 
名 古屋 市 東 区 中 市 場 町 3 の 22 (文献 サン ブル 御 申込 次 第 贈呈 ) 
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